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有明海上空港論提要

有明海文化圏の復権による九州｜の飛躍と日本の進化

松 島 寛 治

く昭和62年 9月21日受理〉

Abriβtiber einen Plan ftir einen Flughafen auf dem Ariake-Meer 

Der Aufschwung von Kyushu und die Entwicklung von Japan 

sind abhangig vom Aufleben des Kulturkreises am Ariake-Meer. 

MATSUSHIMA Hiroharu (Kanchi) 

Heutzutage tritt die Zivilisation des Menschen in das Zeitalter der Raumfahrt ein, und es gibt 

wieder eine Tendenz, daB Europa die Kultur der Welt flihrt. So muB man sich noch einmal das 

W ertteil des Menschen basiert auf der N atur, mit anderen W orten der N aturwissenschaft, tiberlegen. 

Um in der modemen und internationalen Gesellschaft vom friedlichen, kulturellen und wirt-

schaftlichen Austausch zu leben, muB Japan der Welt einen freien und hochmodernen Internationalen 

Flughafen bieten, der der modernen Zeit und der Technik der Luftfahrt angemessen ist. Japan muB 

auch das Verkehrsnetz der Luft in Ordnung bringen. Es ist die Aufgabe, die die Welt heute an Japan 

stellt. 

Leider gibt es aber zur Zeit in Japan keinen Flughafen, der diese Bedingung erftillt. Deshalb 

denke daran ich, daβes am besten ist, gerade auf dem Ariake-Meer in der an 4 Prafekturen 

grenzenden tiefen Bucht einen Flughafen zu bauen, der die Bedingung erflillt. 

Die Flughafen in Kyushu sind sehr fortgeschritten. Kyushu ist mit Flughafen zweiter oder 

dritter Klasse ziemlich gut versorgt. Der Flughafen, der auf dem Ariake-Meer gebaut werden soll, 

wird das Zentrum des Luftraumes um Ariake werden, wird als Zweigflughafen die bestehenden 

Flughafen haben, einen Beitrag zum inlandischen, internationalen und kosmischen Luftverkehr 

leisten, auch zum Wiederaufbau und zum Aufschwung von Kyushu beitragen. Er muB auch einen 

Beitrag zur Entwicklung ] a pans im 21. ] ahrhundert leisten. 

いまや人類の文明は航空宇宙の時代に突入し，世界の文化は再び西欧の主導に移行しつつあり ，しかも，

人間の価値観そのものが自然世界，換言すれば科学によって問い直されつつある．

国際社会において， 平和な文化的及び経済的交流で生きて行くためには，人道上あるいは国際信義上か

らも，世界の時間と航空技術に対応できる聞かれた高規格国際空港を提供し，これを核とした航空ネッ ト

ワークを整備することが，今日の 日本が世界に在 り得る可能な条件の一つである．

日本には，現に整備中のものを以てしでも，このこ とを満足できる空港はなしその将来性にも問題が

多い．最適地を有明海湾奥部の四県に接する海上の他に求めることは不可能で、あろう．

有明海を抱く九州、｜は，日本における空港の先進地であって，第二種以下の空港が比較的に整備されてい

る．これらを衛星空港とした有明空域 （AriakeAir Area）を枢軸とする国際圏内航空及び宇宙の連携活

動は，21世紀への日本の進化を約束し， おのずから九州回生への飛躍となり得ょう．
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まえがき

わが国の幕末に次くV 第二の開国を目的とし，ひい

ては，九州の経済構造改革の方策の基盤となり得る最

も可能性が高い大規模地域開発計画として，副題を（海

上空港を枢軸として）， 『有明海圏域開発計画の基本的

構想』を，有明工業高等専門学校紀要第15号く昭和54

年 1月31日刊行〉に発表した．

以降これを『先の論文』と称する．

この別刷りを，翌昭和54年 2月末から 3月にかけて，

九州 7県に加えて山口県の各知事と，各県庁所在地の

商工会議所などに送った． このことの理由は，

『先の論文』の、むすび。に「この問題は地域住民

の意欲と見識にかかわるものであり ，技術上の問題で

はなしいまでは全く政治的な問題である」と述べた

通りである．

にもかかわらず，梨のつぶてで～

受領の返事をいただいたのは，佐賀空港建設準備室

長からのもの，だけであった．

この低調ぶりは『先の論文』が有明海沿岸地域に限つ

てのものと受け取られ，なおかつ，各県庁所在地の住

民には，この地域が殖民地的存在としか認識されてお

らず，また，高級政治家においては低級な票田でしか

ないと思われている方々が，あまりにも多いのではな

かろうかと，ともに疑わざるを得ない．

たとえばのことであるが～

有明海沿岸最大の都市であり、有明・不知火・大牟

田新産業都市。として国の指定を受けている地元の市

議会において，新産業都市の補強策として「有明海上

空港建設期成の取り組み」に関する質問が，前市長の

聞に少なくとも二回はあったのだが，いずれの答弁も，

「当市は佐賀空港の建設期成会に加盟しているので，

有明海上空港問題については，この際，遠慮しておき

たいjとの主旨であった．

このことは～

地方都市首長の政治姿勢に負うところのものが，お

おいにあり得ることであるが，そのこととは分別する

にしても，問題点は，空港の資格を規定する第一種空

港および第二種空港以下の空港のそれぞれの機能や規

格，ひいては国の取り組み方などの弁別が，いまだに

良く認識されていないことにあろう．

このことによって～

第二種空港を持つ九州の各県は，おのおの国際的で

あることを名目にして，第一種空港への格上げを計っ

たが，これは沙汰止みになっている．

特に福岡（板付）空港は，繁忙をきわめていて運用

の限界に達しているものの，その拡張は絶望的である

ことは否めない．したがって，その代替地を求めて，

まず，福岡商工会議所が、有明海にかと目指したが，

地元の反応はなく，県側の対応も御座なりなもので

あった．

只今では，すでに空港整備計画に入った北九州（刈

田）空港と，新たに玄海（芦屋）が名のり出ている．

だが，いずれも大規模国際空港としては，環境問題

もさることながら，空域と工法に関して，検討段階で

不可となる公算が大きく，第二種空港に止まるものと

思われる．

振り返って～

『有明海総合開発調査報告書』に若干触れておきた

い．これは昭和44年 3月，農林省（当時）・通商産業省・

運輸省・建設省・経済企画庁によって共同で刊行され

たものである．その目的と、まとめかは全文を『先の

論文』に掲載しておいた．

その，計画案の骨子は，有明海を外洋と締め切って

（琵琶湖の約 3倍に当る）淡水湖に化して，湾奥地域

の洪水調節を名目とした，農・工業を主とする用水と

用地の確保であったことから，わが国最大の海苔産業

は無視され，世界的にも貴重な生物資源は，その漁業

と共に，絶滅するものであって，到底，成案され得べ

きものではなかった．

現在なお，尾てい骨の知く残骸を留めているものが

（途中で名称変更を余儀なくされた）諌阜湾防災総合

干拓事業である．

ちなみに，この事業については，昭和61年 9月，長

崎県と湾内12漁協との間で総額243億 5千万円，同12月

には同じく湾外11漁協との間で総額12億 1千万円の漁

業補償が結ぼれていた．しかし，佐賀・福岡・熊本の

湾外三漁連に対する補償交渉は，各県漁連聞の統一案

づくりが難航したため，各県 1人の国会議員を調停者

に立てて一任し，翌62年 4月，漁業振興資金として15

億円の調停案が，九州農政局・長崎県・三県漁連に提

示され，最終的な受け入れが決定される見通しとなっ

た．

さて～

『有明海総合開発調査報告書Jには，この第8章、経

済効果に第4節、まとめかに，その目的の反省と，計

画実施が困難で、あることは，指摘されていた．

にもかかわらず，、まとめかの第 7項「保留地につい

ては，地元から大規模国際空港建設の提案がなされて

いるが，その可能性について検討する必要があろう」

（全文）とある．

これには重要な意義がある．つまり～

有明海に高性能空港の建設位置を，九州が一つに

なって，決定する時機に，既になっている事である．
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序章 戦後世界と空港整備

国際民間航空の、完全維持H と、技術の発達。とを

目的として，1947年，国際民間航空条約に基づいて，

国際民間航空機関 (InternationalCivil Aviation 

Organization），略称イカオ (ICAO）が設立された．

本部は，カナダのモン トリオールにあり ，国際連合

の経済社会理事会に直結する専門機関である．

その目的に合致する空港を高性能国際空港と称する

ことにしたい． 1) 

このことで

わが国が，真に，国際社会及び国際経済に貢献する

ためには，成田の支援空港羽田が間もなく処理しきれ

なくなる東京圏と，関西新空港の支援ができない空港

過疎地大阪圏の外に，ただちに，高性能空港を建設し

なければならない． 2) 

しカ3し

かかる大規模建設事業を企画する場合，軍事抜きに

わが国に限って言えば，その計画が，官 ・民いずれ側

からのものにせよ，「地元の提案があるJとされること

は珍しくないが，地元にも 中央にも種々の思惑が絡み

合い，その調整が不必要に長引く結果として，時機を

失したり ，一部が出来たとしても無用の長物化してい

る場合が，まま ある． 3) 

しかも

民間投資と社会投資は，時機を失せず，均衡（バラ

ンス）の取れたものでなくてはならないのだが，往々

にして，媒介空間（公共建築 ・サーヴィス施設など）

と，結節空間 （駅 ・ターミナル ・広場 ・港湾 ・空港）

の開発が遅れがちであることは，今や，都市及び地域

計画の定説となっている．

この遅れは，いま先進国をもって任ずるわが国にお

いても，特に甚だしく ，いわゆる経済戦争と言われる

今日，日本の安全保障上，憂慮すべき段階に到ってい

るので、ある． 4) 

然るに

現今のわが国は，異常と言える程の貿易黒字を抱え

込み，世界の蔑視・ 強迫 ・指弾を受けつつ，姑息な対

応に明け暮れていて，自由を求める世界に向って聞か

れた国際的開発事業は，国内に見る限り ，いまだに然

るべきものがないに等しい．

ましてや，ICAOが目的としている「国際民間航空の

完全維持と技術の発達」に対応できるための高性能

国際空港建設に関する検討は，その位置名称さえも，

政治的段階にあげるに到っていない．そうして，九州

もひたすら奈落におちょうとしている．が，いまだに

全体として判っていないようである． 5) 

p. 1 大空港への夢

まず，私事に及ぶが，説明上止むを得ない．

この構想は，九州に再帰する前から考え，九州、｜は良

いところだよと人に吹聴するたびに，夢のようなこと

だと思われつつも，面と向つての反対はなかった．

今も多くの人びとがそう言っている．だが，夢を構

築しなければ，自らの生きがいをも見いだせ得ないの

ではないだろうか．

それには，少年期の自由な心性形成の影響が大きい

ものと思われる．

私は大阪万国博を充分によく見て，確信を強め，そ

の年の 5月，大牟田に住んだ．時に昭和45年である．

1）少年の夢

ドイツに D.K.W.（子どもの夢）と称する自動車会

社があるように，飛行機を夢みる少年が居たことを，

建築家で海上都市論の権威者でもある菊竹清訓氏は，

なつかしく想い起しつつ，御存知のことと思う．父君

の清様から，お亡くなりになるまで年賀状を頂いた，

父の交際があったからであるが，それには毎度 「清訓

をよろしく」と添え書きがしてあり恐縮した．

この菊竹氏と同じく、ふるさと。は久留米の瀬ノ下

庄屋町である．

ここは筑後川 （筑紫二郎・ 千歳JI／）の舟運のための

河港になっていて，主軸街路として繁盛していた町で

あったが，運輸構造の変遷によって，かつての庄屋町

は，ただ、水天宮への通り道になってしまっていた．

ここで，菊竹清訓氏の近況の一部を紹介しよう．

氏は，（聞大林組の『季刊大林No.21(1985）』に 「海

上空港都市」を発表しておられる．この案は，東

京湾を拒する房総半島の突端にある布良（めら）

沖 9km.水深約lOOmの位置に計画されたもので，

工期10年（ 6年目から一部供用開始）工費総計12

兆1,000億円とされている．

さて，

旧制高校は佐賀であった．有明海干拓地での農作業

には出たし，軍用滑空機の工場でも働いた．そして，

ついに進路を決めたのは，学徒勤労動員で三菱長崎造

船所に出向いてからのことであった．

ここで建造したり ．修理する艦艇の被害の大半は，

航空機によるものと思われた．これを，ここに運んで

帰って来た軍人達は再び軍艦に乗ることはなく ，陸戦

へと去って行き，言わず語らずのうちにも，もう日本

は航空機を造る立場になることはなかろうと察した．

そこで建築に決めたのである．すでに老いた両親は

家業を継がぬのなら，医師になることを願っていた．
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2）都市工学への目覚め

昭和20年（1945）春の東京は，既に，カルタゴの滅

亡もかく哉と思うばかりの阿鼻叫喚を重ね，わが首都

断末魔様相の体験を余儀なくさせるものであった．

その夏 8月18日，宮城前には人びとが三々五々集

まっていて，新しく乾いた自決の血の塊が方々に見ら

れた．その様な東京駅から発った．広島駅では足止め

で野宿した．やっとたどり着いた故郷には， 5か月前

まで周IIれ親んでいた何物も残っていなかった．

卒業論文は「地方中小都市の都市計画的研究」とし

て，同設計は，主要建物と施設の位置とを書き入れた

「彦根市都市計画図」を作製した．ことを取り上げた

のは，そこに両親が疎開していたからであって，その

聞に近江商人の勉強もした．

卒業設計が建築設計でなかったことで，少し異議は

あったらしいが，お世話になった都市計画担当の高山

英華先生から「君が都市計画図で卒業する最初だよ」

といわれた．

本郷の方にいらした丹下健三先生は，後に，建築学

科とは別に，都市工学科創設時の主任になられた．

3）小役人になるな・只の酒を飲むな

入学時には帝国大学であったのだが，いつの聞にか

旧制のまま，ただの大学になっていた．

卒業時の，わが大学総長は（博士ではないただの）

法学士 南原繁先生であった．先生はかねてから全学

に刈＼役人になるなかと説諭されていた．

当時の吉田茂首相が，先生を，曲学阿世の徒と決め

つけた話は有名である．

南原先生は，ときの宰相でさえも刈、役人か根性が

あるとして，へつらうことなく直言されていたのであ

ろう．先生は，派閥を賎しむ孤高のお方であった．

さて，兄弟分の京都大学では，そのころの卒業訓辞

に、只の酒を飲むなかとのことがあった．

この二つの教訓は，既に40年を経た今日でさえも常

に新しい．特に政策のみならず，公共事業における不

備と遅滞と汚職の構造は，すべてこのことに起因して

いる．

4）都市計画と全体主義への疑問

太平洋戦争中に全国の主要都市のほとんどが空襲を

受けた．戦後ただちに戦災復興院が設立され，混乱し

た社会状態のなかで，全国112の都市で戦災復興土地区

画整理事業が実施された．この時，計画では東京の人

口を350万人と押えているのは正しかった．

しかし，京浜地域をはじめ，中京・阪神および広島・

長崎など被災の大きかった都市は地権者の判明が困難

をきわめ，さらには，第三国人の介入などもあって，

「全体主義国でなければ計市計画は駄目だ」と『民主

主義の建築』を書いた池辺陽先生は言っておられた．

そのおり，同僚に，聴涛克己（当時朝日新聞論説委

員・産業別労働組合議長）氏の甥に当るという人がい

て「中共から都市計画家の招請がある，一緒に行こう．

一切は叔父が面倒をみる」とのことであった．そこで，

にわかのことではあったが、資本論と共産主義とは何

かかについてしたたか勉強した．

昭和24年（1949）の国会議員選挙に聴涛氏は当選し

党も大勝した．しかし，ただちに連合国総司令部の指

示によって赤追放（redpurge）が行われ，以降一切の

連絡はない．甥と称した人はいまこの近くに居るが，

会うこともない．

かれらの全体主義的性格は，大の虫を殺して，小の

患を生かすということらしい．無駄な殺生を戒める仏

教徒には，とてもなじめない，精進料理の知き文化的

工夫が足りぬと，つくづく思う．

この一件は，く都市計画は果して庶民のためのものな

のか〉・く全体主義の実態はどうなのか〉・くマルクス資

本論とは一体なんなのか〉という疑いをあらためて問

うものとなった．

5）戦後処理と国際空港への着目

国際空港は国境である．しかも，隣国に直接するこ

となく国内に造ることが出来る，外国への関門である．

さて， ドイツは既に1945年5月7日降伏した第二次

世界大戦末期の昭和20年 7月（同年），英（チヤール）・

米（トルーマン）・ソ（スターリン）の三国代表が，ベ

ルリン南西郊外のポツダムで会談し，中華民国の蒋介

石総統の承認を得て，正式には「米・英・中三国宣言」

と称するが，日本に降伏を勧告した．

戦争終結の条件として，天皇制廃止の件はなく，ま

ず軍国主義勢力の永久除去をあげて～中略～民主主義

の確立などで、終っている．正式宣言国でないソ連は，

既得権を得るために日ソ不可侵条約にもかかわらず，

当面する日本軍を，勧告受諾をまたず攻撃した．

日本は 8月14日御前会議でこれを受諾し，一部軍人

の妨害はあったものの，降伏の勅語は翌日日正午全国

に放送された．そうして，わが国は平和への道を進む

ことになり，新しく日本国憲法が発布された．

大学では尾高朝雄先生に新草案の講義を受けた．そ

の第15条2項「すべて公務員は，全体の責仕者であっ

て，一部の奉仕者ではない．」で， G.H.Q.（連合国総

司令部）の原案では奉仕者を servant原意下僕として

あると説明された．ちなみに，公職選挙法による各議

員も公務員であることは勿論である．
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法学士南原繁先生が諭された如く，国民の下僕で

ありながら威張っている者や，全体の利益のために奉

仕できない公務員は小役人である．

挿話

空港整備における小役人公害について，管制官た

ちの切なる訴えを聞いている．

「私たちは（民間航空完全維持の）サーヴァントで

あります．しかし（航空技術の発達と需要に対する認

識の遅れから）年毎に混雑をきわめ，サーヴィスが行

届かぬ状況に達していて，非常事態です」と．

本題にもどる．

入学時の総長は平賀造船中将だったと思うが，その

後，建築学の内田祥三博士が就任されていた．この総

長が在任されておられるまでを帝大と称したらしい．

学舎は省線西千葉の駅前に広大な敷地を占め，稲毛

海岸を経て東京湾に面していて，本郷に較ぶれば，ま

さに，別天地で「種馬組に残された」つもりで勉強し

たものだ．ここの東側が現在の成田空港に当る．それ

は，「成田空港とは，一体何であったのか」と考える所

以でもあった．

戦争が終ると，案の定，航空工学科はなくなり，そ

の貢献は宇宙航空の技術へと移行した．

わが国で，既成都市の抜本的都市計画が駄目，本格

的航空機も作れぬとなれば，飛行機好きだった子ども

が，外国の発達した航空機を迎え容れる空港を夢み，

都市計画を志した建築家は，高性能国際空港を中心に

据えた理想的都市圏空間を構想することになろう．

南原先生に，小役人になるなと諭された学友たちは，

小役人になり下るであろう道を進まなかった．だがし

かし，このことを知らぬ小役人どもには，皮肉なこと

に，各界各様の散ざんな目に合っている模様である．

これらのことから次の知く述べる．

まず，ポツダム宣言をした四か国のうち米・ソ二ヶ

国が，英・中二国をさしおいて，世界の桧舞台に躍進

した．

次に，米・ソ，括抗のための戦略上，日本独自の航

空政策は押え込まれてしまった．

三に，経済立国を目差す日本は，その集約効果と管

理能率を計って，東京中心策を取った．

然し，これは役人の得手勝手によるもので，士 ・農

工商の階級的序列を替えるものではなく，政治と経済

の節目もつけず，経済とは経世済民の意であることす

ら忘れ去っていて，ペーパーマネーの横行さえ許した．

最後には，先に350万と押えられた人口を制し得ず，

日本の政治と経済を抱え込み，集中した過剰イデオロ

ギー（正義信条）で動向も定まらず，地価の高騰は貧

しい外国公館の土地さえ奪う首都になってしまった．

p. 2 夢なきゃ九州｜

東京オリンピックと大阪万国博を契機として全国民

は，いわゆる日本列島改造論にはしゃいだ．

太平洋ベルト地帯の再開発構想、が打ちだされると，

この両側の成田空港と新関西空港に，その地域国際化

の夢をふくらませた．

新幹線鉄道が西下するにしたがい，四国四県は，打っ

て一丸となり三本もの本四架橋に，地域浮揚の夢を掛

けた．その中の児島～坂出ルートは昭和63年春には完

成供用されると只今公表された．

さて，九州は、ひとつかを合言葉にしながら，国際

的にも，日本のためにも，はたまた九州、｜みずからの浮

揚に役立つ総合的開発事業の企画さえ，なに一つ行っ

ていない

1）湯布院シンポジウム

「牛肉とワインJの町で有名な北海道池田町の，、ま

ちづくりかシンポジウムが，全国規模のものとしては

最初であろう．

次いで，昭和50年 7月初旬に，大分県湯布院町にて

「地域における生活と文化の再生Jを討議するシンポ

ジウムが開催され，テーマは、この町に子どもは残る

かかだった．

このシンポジウムは町民みずからの自主自立的企画

運営によるもので，町当局は，ただ縁の下の力持ち的

サーヴィスをしただけとのことであった．いわば，商

工農・士の順序を実践したものである．

かくして，九州における本格的、まちづくりか活動

の暗矢であり，今もって最も成功したものの一つに

なっている．

その前から，この町に，中谷健太郎氏が旅館亀の井

別荘を経営されていることを知っていた．聞くところ

によると，氏は，随筆「冬の華」を書かれた北海道帝

大の雪博士，中谷宇吉郎先生の甥ごさんで，映画助監

督から転向された方とのこと，以前に泊まったことが

ある．氏の姿は，金鱗湖で小魚、を漁しておられる後姿

をお見かけしたままであったが，建物の結構 ・しつら

えの見事，特に，うら若い女中さんのおくゆかしい作

法の洗練は流石で，優に，国際的レベルを超えるもの

であった．この文化は，各々独自で育てあげるべきも

のであって，決して先進諸国の文明に追従することな

しお互いに尊重して，協力し，育成しなければなら

ないものであることを痛感させた．

湯布院町の、まちづくりかシンポジウム企画は一朝

一夕にして成ったものではない．気遣いあっかいされ

た人が何人か居てできたのだと，後で聞いた．
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2）湯布院の正夢と九州、｜の惰眠

湯布院町民がみずからえがいた夢は実った．後にこ

れが平松知事の音頭取りで，大分県の一村一品運動と

なり，ただ国内のみならず国際的にまで関心をよぶに

到った．これに負けじと熊本県も日本ーを唄い文句に

して，釈迦院の階段では安物石材国際県本市みたいな

ことをしている．熊本県へは言葉が過ぎたかも知れな

い，そこで，シンポジウムへの参加者内訳を調べるこ

とにする．

参加者は，およそ各部会において意見を述べた人び

とである．所在地が書いてない方もあるので県別内訳

数に見落しがあるかも知れない．が，

湯布院内参加者は74名，町外参加者は147名であっ

た．合計は221名である．

湯布院外の大分県内参加者は平松守彦（当時）大分

県副知事をはじめ13名であって，他の134名は北海道か

ら沖縄県に及ぶ全国からの参加者であった．ちなみに

沖縄からは，海洋博が開催された本部町の町長と職員

で計 2名．

ところで，大分県外の九州、｜からの参加者は，わずか

に7名で，その内訳は熊本県天草町林業経営者 ・延岡

農業改良普及所員・阿久根市道路維持課員・北九州市

谷伍平市長と企画課長 ・九州芸工大学田辺員人教授 ・

有明高専教授松島（在大牟田市）だった．県当局の職

員は全く参加していない．

案ずるに，九州、｜の各首長は，何様に対しての県際的

御前試合に現（うつつ）を抜かしておられたのだろう．

選挙の悪夢にうなされていなさるのではあるまいか．

国際的栄華惰眠は，もう幾とせも保てまい．

3）兄が三池で迷惑をかけた 弟の情熱

湯布院シンポジウムの際，恩師，高山英華先生（当

時，日本地域開発センタ一理事長）から，向坂正男氏

（当時，総合研究開発機構理事長）に紹介された．

氏は，既に故郷三池大牟田の将来を模索するために，

高山先生と同道して、この町に子どもは残るかかのシ

ンポジウムに参加していらしたのである．今から丁度，

12年前卯の歳の夏のことであった．

今年の元E，阿蘇外輪で御来迎を拝しての帰途，

三池の峠で野兎が道を横切って去るのを見た．

さて，氏がまず私に言われた挨拶は，

「兄貴が，大牟田ではたいへん迷惑をかけました」で

あった．

氏の兄貴とは、マルクス資本論。の研究者で有名な

故向坂逸郎九大名誉教授．皮肉にも、総資本と総労働

との対決。三池大争議の理論的指導者だった方で，こ

のことがいつまでも気に懸かっていたらしく，氏は「弟

の私が三池視察に行っていいでしょうか」と気遣って

いらしたといわれる．

このご兄弟は，先に三池藩で開発し，後に官営三池

炭鉱の発展に尽力した藩士を父祖とした．正男氏は 9

人きょうだいの末っ子で，長兄の逸郎氏とは18歳も離

れていた．知る人の話では，逸郎氏宅へも時おり訪れ

て，社会学者の長兄からは主義主張を超えて「弟と言

うより，息子の様に可愛いがられて居た」と語られた

そうである．このころ，長兄は社会主義協会代表であ

られた．

戦後のエネルギー政策など初期の石炭政策をまとめ

た有沢広巳名誉教授（学士院長）は帝大時代の恩師で，

向坂氏はその跡を継いで石炭問題をはじめ原子力など

エネルギー問題などの全般にわたって政策の根幹を築

かれた．戦時中は満鉄に勤務され日中関係を体験して

帰国後，経済安定本部に入り昭和34～35年には「経済

白書」のまとめ役，同37年経済企画庁総合計画局長か

ら同41年，財団法人日本エネルギー経済研究所長を経

て同55年に，国際エネルギ一政策フォーラム議長を現

職のまま，同60年から原子力委員会委員などと，その

関係の併任などもあって多忙をきわめ，心身の安まる

ところがなかった．

しばらし西日本新聞，昭和62年 8月4日朝刊の記

事そのままの引用を許されたい．

三日，死去した向坂正男さんは大牟田出身という

よりも、石炭を愛した男H として九州のヤマととも

に生きた人だった．

戦後の復興期から今日までたどってきた石炭の衰

亡，ヤマで働く人との喜怒哀楽を，この人ほど肌で

感じていた人はいないだろう．そんな向坂さんに

とって，昨秋からの国内炭を襲った高島炭鉱（長崎

県高島町）の閉山，三池炭鉱（大牟田市）の大合理

化など，大幅縮減のアラシには身を切られるような

痛みを伴っていたに違いない．

圏内炭の生産量を一千万トン体制にまで六百五十万

トンも削減する石炭政策の大方針である第八次石炭政

策をまとめたのは，その向坂さんだった．八次策は

貿易黒字に対する海外からの批判をかわすための政

治的色彩の濃いものだっただけに，策定中の向坂さ

んはその板挟みに遭って，苦悩ぶりは痛々しいほど．

「もう（石炭鉱業審議会を）辞めたいよ．でもな

あ，あとの面倒をだれが見てくれるかなあ」 取

材中にこんなつぶやきを聞いた．

「有限な資源を，有効に使うことは，次世代への私

たちの責務」という信念が，政治の荒波にもまれる向

坂さんを支えていたのだ．

賢人の処遇を知らぬ精神的風土は，その荒廃を招く。
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4）三池の星去りて有明月の夢を残す 生んだ、、兄弟。星（スター）だった．

わが国のエネルギー問題の権威者で，三井の三池鉱

を含め圏内炭を最小限存続させるため，合理化体制の

政策実現と，閉山後の地域振興対策に腐心しておられ

た向坂正男氏は，ご出身地の三池（大牟田）がいま，

出炭量の大幅縮減にあえぎ，故郷の大牟田市も再生へ

の決め手を見いだ、し得ていないことを，既に予測され

ていて，懐旧の九州で開催された湯布院シンポジウム

「地域における生活と文化の再生」に参加されたので

ある．

炭坑節は「月が出たでた月が出た，三池炭坑の上に

出た．あんまり煙突が高いので，さぞやお月さんけむ

たかろ」と，まず唄い，三井マンは気勢を揚げ，地元

は隆盛を誇った．しかし，いわゆるエネルギー革命は，

高い煙突でお月さんをけむたがらすことを，既に許さ

なかった．

向坂氏とこのシンポジウムに同行された（日本地域

開発センタ一理事長）高山英華先生は，そのとき既に

煙突のない、まちづくりかに成功されていた．それは，

京大のお膝元，滋賀県栗東町においてであった．

向坂氏の生地三池の前には，豊かな有明の海が広が

り，古来この地をはぐくみ，現に坑道は海底深く 700

メートルに達し，沖合数キロメートルに及ぶ．ここに

石炭産業を軟着底させて有限の資源を温存し，子ども

が残り，再び高い煙突で有明の月をけむたがらすこと

のないような、まちづくり。を，ここ三池の星，向坂

正男氏は，たしかに夢みていらしたに違いない．

その際，氏は「兄貴が大牟田ではたいへん迷惑をか

けました」との言葉を残された．この一言はまことに

、重いぺ前の卯の年のことであった．

次の卯の年の去る 7月20日，大牟田市は市制70周年

を，前市長の汚職の舞台となった文化会館で祝った．

卯年生れの三池の星，向坂正男氏は，とのころ不治

の病に倒れられていた．翌月 3日ご逝去，享年72歳．

5）三池争議の黒白

向坂正男氏にお会いした時からさらに15年前，昭和

35年夏にかけて三、池で、全国的大争議が起った．全資本

と総労働の対決と言われている．

おりしも，末弟の正男氏は，経済企画庁の前身であっ

た経済安定本部において， 34～35年度「経済白書」の

まとめ役であったことは，先に述べた．

長兄の向坂逸郎九大教授は，三池の地元大牟田にお

いて「向坂学校Jを開講して，三池大争議を指導され

た．その後，社会主義協会の頭領としてわが国の近代

社会科学に強大な影響力を持っておられた．

奇しくも，三池で皮肉を分けた，この二人は三池が

三池争議は，実りなき戦いであったと言われる．だ

が当節の世間は，兄星が大牟田で聞いた「向坂学校J
の卒業生的なものを白星とし，落第生に当る者を黒星

とした．その白星の優等生で，市長選に四度立候補し，

遂に白星を得なかった人に，兄星は「三井は怖いよ」

と言われた．既に遅し，争議は反省を与えたはずだ．

弟星は，経済企画庁総合計画局長の要職に在って，

故郷の視察をも遠慮しつつ九州を見守っておられた．

たまたま新日鉄は，大牟田市に隣接する高田町沖海

底約300メートルに新炭層を発見し，製鋼用の良質な

（硫黄分の少ない）原料炭として開発していた．この

プロジェクトチームを有明海のアからAグループとよ

んでいたと思う．三井鉱山はこれを譲り受けた．

この有明鉱に，三池争議で黒・白に振り分けられた

黒星組の裏切り者と呼ばれた新労組の労働者が入る．

ここで，図P1 1を見ていただきたい．

三池の出炭量は，終戦直前に年産400万トンにまで達

していたものが急激に下り，半分の200万トン上下を低

迷し，ついに130万トンまで低下したのが昭和35年であ

る．この年，三池争議が起った．

その後順調に上昇して，昭和45年には650万トンにま

で達した．このことは，有明鉱の開発と採鉱技術の発

達，及びいわゆる合理化によることが大きい．

しかし，採鉱切羽は，より深くかっ遠くなった．昭

和50年，かの弟星が九州の町づくりシンポジウムに西

下された時には500万トンに低下していた．

しかも，大牟田市人口の推移はどうか．図Pl-2

に示す如く，出炭量と総人口は関わりないのである．

出炭量が最低だった三池争議の時，総人口は当市で

最高の22万 5千人に達していた．争議の様を見て去っ

た人びともあったと聞くが，出炭が量大であった昭和

45年には約 3万人が減り，やや鈍化はするもののその

5年後には更に， 17万人を大きく割っている．

争議のあった昭和35年ごろ，およそ同数だった第二

次産業従事者と第三次産業従事者は，前者が減り後者

が増しはじめている．なおまた，石炭業従事者と化学

業従事者との比について言えば，前者が後者の半分で

あったものが，昭和50年には同じ割合になり，しかも

石炭業従事者は化学業従事者の 2倍に当る人が居た．

その年，向坂弟氏が「兄貴が大牟田でたいへん迷惑

を掛けました」と言われたことは，知何にこだわり過

ぎても，すぎることはあるまい．

以降，そうして大牟田を，有明海を，はたまた，九

州を見守って来たのであるが，依然として向坂正男氏

が心配されていた通りである．

向坂ご兄弟，生涯の苦悩はこのことにあった。
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図P-2 大牟田市の人口推移

図は一昭和56年度建築学会大会（九州）都市計画

部門研究協議会資料一「九州の企業都市」による

p. 3 ひとはパンのみに生きず

九州を離れればはなれるほど，九州七県の名を直ぐ

に答えられる人は少ない．九州は南の島としか見えず，

東京にとってみればイ ングランドのロ ンドンから観る

アイルランドよりも，はるかにその存在感は薄い．

しかも，九州は，東京にとって厄介者であるばかり

か，搾りかす化しつつあるように思える．このことに

較べると，福岡市が佐賀県を植民地の様に思っている

ことの方がまだましだろう．

その福岡人は言う「九州、｜は東京におだてられて， 何

も彼も持っていかれた」と．

この批判が，実現可能な提案になることを希って止

まないものだが，残念ながら単なる嫉妬に変ることに

なるのは世の習いでもある．

嫉妬は力強いものであるが，心弱い尊敬をも含むも

のだ．尊敬されれば誰しも悪い気はしないから甘言に

給付をすることになる．地方が「中央への太いパイプ

だJとして利用するのは，しばしばこのことである．

たまたま福岡は，九州｜で最も 中央へのりマイプ砂が

短い位置にあり，この利用が成功して，あたかも九州

の首都然として刈ましゃいかでいて，パイプが太いほ

ど吸い取られるものが大きいことを忘れていた．

かくして福岡は，東京の如く肥大都市となった．肥

大人間は早死にするという．人口集中は都市の栄誉と

して刈ましゃ ぐ’ものではなしその苦悩を意味する

ものである．

かつて，米軍の戦闘機が九大の電算機セ ンターに

引っ掛った．何時かは，この数百倍もでかい物が，博

多の千戸をなぎ倒し，万人に致命的被害を与えるかも

知れないことを知ってか知らずか，ただ近いという理

由だけで，板付空港の整備に余念がない．

半世紀も前のこと，仏人アンドレ ・ジャピー氏が操

縦する真紅のコードロンシムーン機は，脊振山稜直下

に衝突した．彼は雁の巣飛行場をめざしていたのであ

る．乙こは，レジャー地帯になっている．

今や，福岡近郊に，国の内外ともに対応できる高性

能空港適地を，求めることはできないのである．

九州の各州は，かつての輝かしい文化を挙げて，か

りそめの首都で川ましゃぐ’福岡を救わなくてはなる

まい．東京についても，このことは同じである．

しかるに九州は，福岡人の言を待つまでもな く，そ

の人材は言うに及ばず，物資 ・資材そのものまで中央

に吸収され，政治 ・経済の実権は東京の手中にある．

九州人は，九州で生活することが最も、しあわせ。

であろう …… この、夢H こそが，九州、｜を再び生きかえ

らす活力となる、九州の文化かである．
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1）本質と現象の無分別

筑豊は，官営八幡製鉄所の原料炭の主産地として共

に栄えたが，戦後鉄鋼業界の命運をまつまでもなくそ

の運命を閉じ，戦前，浅原健三が、熔鉱炉の火は消え

たり U と冷やかした鉄びえのまち北九州は，米国かつ

ての鉄都，ピッツパーグ市の深謀遠慮に驚歎する．

三池大牟田は，わが国における石炭生産発生の地で

ある．

石炭の発見は，今を去る400年前，文明年間三池稲荷

（とうか）山にて，－農夫伝治左衛門によると言われ

ている． （註，文明元年丑正月十五日）

三池炭山の起源文書については，明治 6年の鉱山局

文書が一番古いとされていたが，現在のところ，戦後

間もなく探し出された，安政6年の橋本屋富五郎の写

本が最古の郷土文献と言われている．これによると，

「安政六年未六月 石炭山由来橋本富五郎

去末六月．向坂氏江戸御舗へ御出立．石山由来

書御持参の旨仰せ付けられ候．……………云々

屋山外記様

申五月十二日． 三池御屋舗へ御着相成候J
とあり，向坂氏の名が見え，筑後国三池郡石炭之由来

を江戸表に届けられた事が判る如く，向坂氏と三池炭

との関わりは深い．向坂ご兄弟の父祖への尊崇と，郷

里への情愛はこのことに由来するものと察する．

そうして，兄君をして三池（争議）に奔らせ，遂に

「国はなくても山は残る」と言わしめたことは，本質

的には郷土愛であったと理解するのが自然であろう．

地元大牟田はじめ，ただ息づいていた各産炭地は，

確たる郷土愛に目覚めることなしただ単に現象的に

しか対処できなかった．

前節5項で説明した昭和50年以降，三井三池の出炭

量は，新日鉄から有明鉱を得たにもかかわらず，かろ

うじて年産500万トン上下を低迷しつづけ，炭量にのみ

こだわり，組織の三菱・人材の三井と言われる三井三

池の石炭鉱業を軟着底させる深謀と，採炭技術を飛躍

する遠慮、の確たる方策があったのか．知る限り疑わざ

るを得＝ない．

その間，炭都大牟田・荒尾両市の産みの親，大三井

は通産省主導の I.J.P.C（イラン・ジャパン・ペトロ・

ケミカル）で挫折し，エネルギー対策の、渦中に入る．

かかる最中，通産大臣の諮問機関である，遅れてい

た第八次石炭政策審議会は，昭和61年8月を目途に答

申を急いでトいた． この石炭鉱業部会の委員長こそ，だ

れあろう向坂（弟）正男氏であったのである．

果せるかな，答申年度の 7月，落ち込みの最も激し

い鉄鋼業界は， 3倍高の圏内炭の取引を拒んだ．折角

の有明鉱原料炭も，社宅をつぶ、してまでの貯炭の山に

なり，その山が過剰で、あることは，いかにも皮肉であ

るが，（弟）氏の労苦は察するになお余りがある．

「八次策は人殺し政策だ」と石鉱審の場でかみつい

た労組代表に対して，それは暴言だと日ごろやさしい

声を荒げられたのも，なんとかして山（ヤマ）の崩壊

を防ぎたいと苦悩されていた、郷土愛。からこその怒

りだった．しかし，答申は遅れにおくれていた．

心労を重ね，多忙をきわめる氏には健康に気を配り

充分な診断を受けられるいとますらなかったので，肺

のがんは徐々に進行していたのであろう……痛ましい．

向坂イズムの本質をわきまえなかった労組代表は，

庶民が不動明王を拝む現象さえ解せず，殺生な暴言を

したものだ．そうして殺生は本当になり，自らが指導

者（兄）の弟を忙殺することになった．

思うに，ひと，の性格形成には， 3歳児までが重要

な時期であると言われ，本質的なものは，およそここ

で固定する．以降は，環境の変化に対応して適性に修

正され，自然世界と人聞社会に適応すべく生きること

である．

この性格形成上重要な 3歳児は，世間の現象なぞ知

る由もなく，父（母）祖のこと・家族のこと・まわり

の郷土のことしか知らない．この三つのことが人の資

質の本質なのだ．

本質をわきまえず，世界観を見失った連中は，現象

に浮かれ，流されて，行方不明になる．

2）九州文化の現代的ー側面

第八次石炭政策は審議に好余曲折を経て，ようや く

昨日年11月末に答申された．

このころ地元有志によって，既に 3回の会合を重ね

た有明海上国際空港建設期成会の準備が，石炭審の答

申も見越して，進められていた．

折しも，現地三池三井の大牟田・荒尾両市長に対す

る贈・収賄が発覚し司直に陥る事件があり，まちの活

性化への出ばなをも挫くことになった．いまなお，企

業城下町の庶民たちは，城主も役人も，その御用商人

達をも，ことさ らに信用しなくなり，この地域の落ち

込んだ精神的風土に白けてしまっているようだ．

明けて今年，昭和62年 1月15日，雲仙の国民宿舎の

一室で，八次石炭審の答申を待たず昨年11月閉山した

長崎港外高島町，三菱石炭鉱業高島砿業所労組書記長

山崎清嗣さんが，首をつって死んでbいるのが見つかっ

た．

「責任を感じている．疲れた」との家族や労組あて

の遺書が残されていた．

山崎書記長は高島出身．父祖三代にわたる炭鉱マン

で，採炭一筋で、働き， 55年から同労組書記長．昨年10
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月，高島鉱閉山提案の直前に病気で倒れた組合長に代

わって，組合の反対闘争から条件交渉の采配を振い，

閉山後は組合員の再就職問題などに奔走されていた．

この乙とで，労資双方代表の話を取り上げる．

なお，このことは，西日本新聞昭和62年 1月16日の

記事による．

森本輝・三菱石炭鉱業社長の話．「仕事で南大夕張

鉱業所（北海道）に着いたら，この言卜報を聞かされ

Tこ．

一ヶ月前に高島に行ったとき，組合を訪ねたが，

あの時はふだんと変わったところはなかった．

まじめで毅然とした人だった．一人できりもりし

て心労が重なったのかも知れない．

とにかく信じられない．ごめい福をお祈りするし

かない．」

藤原福夫・炭労事務局長の話．「去年の暮れに，電

話で話したのが最後だ．炭労高島支部の解散式の日

取りなどを打ち合わせたが，別に変わった様子はな

かっTこ．

閉山交渉の最高責任者として大変だったろうが，

少々のことでは参るような男ではなかった．

命を絶つほどの悩みがあったとは……これからと

いう時に」．

さて，双方の談話を考えてみたい．

鉱業側社長は自ら会っている．そうして，その性格

を毅然とした人だったと誉め， 一人での心労からかと

悼み，その死を信じられぬと言うことは，山崎さんを

信用していたからこそであって，冥福を祈るのみと，

悲しむ．

しかるに，炭労側局長は，電話で話したのが最後で

その内容も何となく言訳がましい．閉山関係の仕事は

大変であることを認めながら，なお，組合員の雇用問

題では，少々のことでは参るような男ではなかったと

期待し，命を絶つほどの悩みがあったとは気付いてい

ない．

山崎さんは遺書で，本質的郷土愛から仲間と家族に

対して，「責任を感じているが死ぬjと詫び「疲れたJ
と訴えている．

事務局長は本質的なものをわきまえず，現象的なも

のに乗り，足を地に着けずに浮いていたのだ．

これはまた，現に平板的近代社会科学と批判されて

いる輸入文化の所産でもある．

かえりみれば，当時21歳だった山崎青年が馳せ参じ

たかも知れない三池大争議は，英雄なき113日の闘いと

言われる．が，高島砿労組山崎清嗣書記長を以て，最

後の英雄にしたい．

この争議で責任感から自決した人を聞かぬ，しかも，

労組は新旧・黒白に分裂し，今日一般の見る限り，かつ

ての黒組の方がよい人生に在ることは事実のようだ．

一方の組合信条は，自由石工団体（後述）に正反対

する立場で呪縛されて労働貴族に力をかしている．

庶民の組合費が，労働者個々の生活をいかにカバー

しているかを，自らが検証すべきときであろう．

3）地域の生活と文化を再生する正義信条

企業は国際経済に対応した合理化と技術開発を迫ら

れ，それができない人 ・したくない人を整理するが，

殺したりはしない．しかし，このことで苦悩して死を

早めることはある．更に死を早めるのは，自他ともに

刷り込まれ（プリントインされ）た正義信条（イデオ

ロギー）であることの場合が多い．まさに正義信条は

双刃の剣である．これによって地域社会は良くなった

り崩壊したりする．社会主義は果して都市を良 くした

のだろうかと，いま，問われているのだ．

北九州、凶同じことだが，ここと強い関係があった筑

豊地域は，移入正義信条が過剰な石炭産業後遺症で，

公的補助金 ・公共投資に依存する不祥事犯が相つぎ，

かつての川筋気質は霧散したかに見え，折角の誘致企

業は退去か倒産の憂き目に合い，この間に在って命び

ろいした某町長は「助成金など，ない方がよかった」

と述懐する始末．

これらの企業城下町を支える意義を，失った主義主

張は何なのかと，問い正す必要があろう．彼らは，総

資本に全責任を転嫁し，これを怨念に強め，代償とし

て公共の投資と助成に便乗し，地域における自主自立

の社会基盤を崩し文化再生への道を絶つことによって，

石炭後遺症を解消し切れず，大事業を誘致して男子雇

用型の企業と高度技術産業による雇用の拡大と生活の

安定に，手を貸すどころか足をヨ｜く．

戦後 2年目，片山哲社会党内閣は，石炭国管に失敗

したが，庶民に及ぶことなく農地開放を断行して，貧

農の富農に対する怨念に応えることに成功し，農地は

細分された．以降，主義者達は怨念を採掘して生き，

過食して吐く．大農は巨大独占資本協同組合になり，

篤農は更に貧を嘆く．ついには国際経済の戦場送り．

元来，公有地や入会地は差こそあれ，主権や人権を

超えて，自然に存在したものであり，領海同様，なに

びとにもその公共性を侵すことのできないものである．

人びとは， 一所懸命に，地域社会を守り，土地を与

えた自然と父祖に感謝した．これが郷土愛であり，祖

先崇拝である．今なお，世界に通ずる文化所産だ．

この本質を弁じ得ない現象対応型社会科学は，地域

社会の生活と文化を再生する提案さえも可能でないの

ではないか．
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第 1章 海の開港

科学がヨーロッパに誕生して一世紀あまり，もちろ

ん人文科学を含んでのことである．

それまではすべて哲学と呼ばれていた．すなわち，

物理学なり，化学や博物学などが，さらに数学なり，

地理学と動・植物学，生物学などに分科していた．

宇宙航空科学のもとである天文学は，中世以来の伝

統があり，神学と哲学の一部として理解されていた．

そのころまでは，医学，法学，神学だけが専門的分

野で，哲学はそうでなく，専門的分野を超えたもので

ある．

現に，ヨーロッパの伝統ある大学では，わが国の理

学部に当る学科が，哲学部にあるのである．ちなみに

建築学科も学部にはなく大学院にあるものとされる．

戦前のことであるが，同盟国であったドイツの航空

機設計家ノ、ィンケノレ社長は，後継者についての記者会

見で「哲学部出身者を選ぶ」と言った．

この伝統は，紀元前20世紀ごろからを知るギリシャ

哲学の理念を四千年にわたって継承したのが，今日の

ヨーロッパである．

21世紀の世界を見るためには，まず，ヨーロ ッパを

識らなくてはならない．

そのヨーロッパは，現に西欧と東欧に分れ，米・ソ

両国の傘下に見え，資本主義と社会主義の実験中だ．

「自分たちの真理だけが普遍だという考え方Jに対

する、反省H を（ヨーロッパでは哲学の分野で‘ある）

文化人類学で、は既に持っていた. 1940年（日独伊三国

同盟）ごろから，米国の大学で徐々に科学史の専門家

が育成されるようになり， 1960（三池争議）年代になっ

て初めて、本当の姿での科学史かが生れてきたと言わ

れている．

このことによって，歴史を本質的に正しく理解しよ

うとするならば，現象に対して持つ価値観の尺度を捨

てなければならない．そうして光を当て直して見れば，

白だったのが灰に，場合によっては黒にもなる．

あるいは偶像破壊であり，そういう立場で歴史を照

射しなければならない．

1945年5月，ナチス・ドイツの降伏により，ヨーロ ツ

パでの戦争は終わり ，国際連合が成立し，世界の憲法

と言われる国連憲章が制定され，本部をニューヨーク

のマンハッタンに設置することになった．その直後，

ポツダムにおいて，英・米・中・ソは世界の戦後処理

について四者会談を行い，宣言した．そうして，米・

ソが世界の桧舞台に躍進し政略の大芝居を打つわけだ

が，これはチャーチル英首相の思うつぽだったと言う．

そこで，主な照射を英国の文化側面に当てる．

1. 1 技術の文化的風土

技術者が職業として確立するのは米国からである．

しかし， 20世紀を決定づけるような技術革新をやった

発明家は， 19世紀にはエジソン・フォード・ライト兄

弟・ベル・マルコーニ・ブラウンなど30人くらいいる

が，大学を卒業しているのは，ブラウン管を発明した

ブラウンひとりだった．彼らはおよそ知識とは無関係

だったので，大学教育はむしろ発明に無益とする論さ

え生れたほどであった．

米国には，清教徒主義（ビューリタリズム）の他に

実用主義（プラグマチズム）があった．そのことで，

社会の追求すべき価値は現世的幸福で、……ヨーロ ッパ

の哲人が「幸福とは意欲の停止状態なり」と告げてい

たにもかかわらず……その、アメリカの夢砂を支える

技術が桧舞台で脚光を浴び，戦後日本は，との道を歩

んだ．ただし，わが国の成功は，軍事抜きに世界の庶

民の欲するものを生産した技術にあることが最大の要

点、でトあろう．

軍需技術が全体の工業水準を高めるという論理があ

るが，突出した技術がその争いに使われるだけであっ

て，民需用にまで普及することはきわめて希で，むし

ろこの逆である場合が多いのは皮肉なことである．企

業法人の文化人類学的倫理命題であろう．

ところで，民生用になると，総ての製品がすべてあ

る水準に確実に到達していなければならない．かかる

需要に支えられて伸びてきたのが現在日本の技術であ

る．しかし，かつての軍需産業が，朝鮮特需で生き返っ

たこともある．新興工業国が日本の道をそのまま踏ん

でも同じ結果は出まい．

わが国が戦後みさかいもなく，ひたすらに掲げた目

標は，技術水準を上げて米国のような生活をすること

であった．こんなすさまじい統一的な価値観は，戦前

の八紘一宇どころの比ではない．企業のみならず政党

も宗教も労働組合さえも，いまは全部が現世御利益を

のぞみ，日本人 l億が同じ価値を追求し続けて成功し

てきた．しかし，中国では，近代化に表面的には従っ

ているようでも，生活文化を絶対に変えない庶民大衆

が強固に存在して， 10億すべてが日本と同じ消費生活

を認めることはあり得ない．

東アジアに文明が発生してこのかた漢民族は他民族

に侵入支配されながらも堅く文化を守りぬき，決して

他を進攻略取することなく ，宗主としての誇りを持ち，

敬すれば徳を以てこたえた礼節の国であり，今日の日

本文化の始祖でもあったはずだ．

その中国（CHINA），シナ学の最高権威者は英国に

在り，英国は香港を21世紀をまたず中国に返還する．
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1）中文・朝工

弥生文化の発生は，有明海湾奥部を中心とする北西

九州である．その前に当る縄文文化がゆるやかな発展

をとげていた頃，中国大陸では急速に文化が進展して

いた．紀元前40世紀ころから，黄河中流域では畑作が

おこり，また，揚子江下流域に稲作が始まり，農耕社

会が始まった．紀元前15世紀ころ興った伝説の殿・周

王朝文化を発掘したのは今世紀になって，中国の科学

者によるものである．般と周との攻防戦のころには，

鉄器が出現して農耕社会の発展にはずみをつけ，鉄製

武器の出現は国内統一をうながして，紀元前3世紀に

強大な秦・漢（前漢）帝国が出現した．その前後から

漢の文化はしだいにわが国にも及んできた．これが弥

生文化である．

漢代以降，中国の歴代皇帝は，周辺民族の首長が朝

貢献上すると，これに余る文物を下賜し王・侯・邑君

などの称号を与えた．古代東アジアの国際秩序はこれ

によって形成されてきたと考えられる．

わが国においても，このような，今日の郡単位くら

いの地域が，北西九州から本州以南に分立して，くに

と称していたが， 2世紀後半に国ぐにの聞で抗争を生

じ，『漢書地理志Jによれば弥生前期紀元前3世紀ごろ

既に百余国に分かれていた国々は，より有力な国のも

とに統合されるようになった．

中国大陸においては， 220年，後漢が滅び，貌・呉・

萄の三国鼎立時代となった．そのうち，中国北部を統

ーした貌は，後漢の朝鮮北部（帯方・楽浪郡など）に

おける地位を継承して西北九州と交渉をもつように

なった．

既にそのころまでには，漢民族が住む中国大陸を大

きく東へ外廻りし，それらの勢力が及ぶ黄海側を縫う

ようにして中央ア ジアからスキタイ風の騎馬民族が

渡って，九州北部から本州西側に達していたと言われ

ている．馬は当時の舟運では不便だったようで目立つ

ていないが，これは江上波夫氏の騎馬民族朝説である．

さらにそれまでには，黒潮にのり，貿易風や季節風

を利用して，南洋・西南アジア（わが国からみて）の

人びと，稲作文化の多くは揚子江以南からの出身者な

どが（原住民は居たわけであるが）日本列島に渡来し，

その大方は，有明海や不知火海の沿岸に稲作農耕中心

の社会を営むことになった．

そうして， 3世紀になると『貌志倭人伝』によれば

邪馬台（やまと）国に卑弥呼（ひみこ）が君臨して，

伊都国・奴国・不弥国など30ばかりの国をしたがえて

いたと言う．卑弥呼は， 239年貌に使いを送り朝貢し，

貌帝より、親貌倭王。の称号と金印を授けられ，錦・

万・銅鏡百枚などを与えられた．このころの奈良盆地

には多くの湖沼があり，これら湖沼のまわりに弥生文

化が発達したとしても， 30ほど（郡くらい）の国があ

り，統率する勢力の成立は到底無理だし，その中に中

国大陸と交渉をもてる国があったとは思えない．なぜ

なら，伊都国は博多湾の西にひかえる糸島半島にあり，

奴国は那の津をひかえた博多の一帯であるし，不弥国

はその東，須恵式土器が出た宇美町に当り，邪馬台国

は中国貌との交渉を専ら伊都国においておこなってい

た．邪馬台国がもし，奈良盆地に在ったとした場合，

その遠絶（貌志倭人伝にある語）なる径路を守ること

はまず不可能で、ある．

いま仮りに，筑紫（ちくし）の国を限定すれば，筑

紫次郎（筑後JI！）両岸の有明海湾奥部地域に当ろう．

女王国はここに在り，筑後の国三池から豊後の国津

江に至る筑肥山地のやまなみを以て，肥後の国と境し

ていたと考えるのが自然であろう．

なお『貌志倭人伝』によると，女王国の南に，男王

狗古智卑呼（く くちひこ）が率いる狗奴（ くな） 国が

あり，永年，女王国と戦争を続けていたが，結着につ

いては書かれていないし，また，呉の支援についても

記されていない．

このことは，明代に書かれた説話『三国志演義』の

知く，貌・萄・呉の三国が互いに抗争した戦国時代，

いわゆる欠史時代の 4世紀に突入した為で，日本も坪

（らち）外ではなかった．

しかし，このことは，わが国の統一国家の成立と，

朝廷と皇室に関する本質的問題であって，現在の科学

を以てしでも照射できないでいるのは，日本人の価値

観を，天皇制批判の反作用で近代社会科学が押え込ん

でいるためだと考えられよう．

調査研究を詳（つまびら）かにし得なかったことで

あるが，比較的に彩色彫刻された古墳が多い北部九州

においては，有明海湾奥部から東に延びる筑肥山地を

境にして，北は航海を具象化した文様が多く，南は直

弧文など抽象的様式が盛んである．また，古墳築造の

基準寸法（モデュール）についても差があるように考

えられる．このことにより，南部九州では，大和朝廷

の陪・唐との交渉以前に呉との関係が深く，有明海の

湾奥部は中国南北との航海根拠地であったと考察して

し3る．

人の住来が最も多かったのは朝鮮南部沿海地域で，

その金海以西から風と潮にのれば，容易に西北九州と

往還できると言われる．人でなければ工（た くみ）の

技（わざ）は伝わらない．

6世紀に文物を伝え，本格的建築堂塔を建立した工

匠は百済からの帰化人達で，かれらが主に中国の文物

を多くもたらしている．
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2）和魂・洋才

中・朝・日の関係は，文物面において，中国を長兄

とする兄弟の知きもので，特に中・朝については，大

きさこそ違え，部分を直接するだけに，中・日とは異

なる．また，朝鮮独自のものもあった．

日本は，中・朝を兄とし（大陸からみて）東海の絶

島に在って，尊敬して文物を得，文物を和様化し，尊

敬をしばしば嫉妬に変え，度たび抗争をくりかえし，

都合よくゆけば、はしゃぎか兄弟の序を忘れて尊大に

なった．そのきわまりが現在である．このことは，近

代以降のヨーロッパについても言えることで，本当の

洋才を知らず，経済戦争で孤立し，袋たたきに合う．

和魂の醸成は，鎖国のもたらした盲目的平和による

ものであり，良きにつけ悪しきにつけ，日本独自のも

のである．

3）鎖国

わが国が近世に入った16世紀末，豊臣秀吉によって

統一されてくると，南蛮貿易も盛んになり，国民も，

また自由を取りもどし，積極的に海外へ進出した．

秀吉は，中国明政府の意向を汲んだものか，倭冠一一

元冠に報復する松浦党と明朝に抵抗する南宋人の武力

貿易集団一ーを禁止するが，長崎・京都・堺などの商

人を援助し貿易の保護と統制をはかった．銀を正貨と

した東洋貿易市場のなかで，豊富な産銀国であった日

本は，琉球・安南・シャム・ルソンなどとの貿易に進

出し，オランダやポルトガルと勢力を競った．

秀吉は，宣教師に対しても，はじめは布教許可や免

税などの優遇処置を施していた．

さて，宗教改革によりヨーロッパでト新教（プロテス

タント）勢力から圧迫を受けたカトリックは，アラビ

アやアフリカの新天地での布教をはかっていた．

イエズ、ス会（耶蘇会）の創始者のひとりであった，

フランシスコ・ザヴィエルは， 16世紀なかば天文18年

(1549）に鹿児島に上陸．一時，京にのぽり，山口・

府内（大分）などで布教し， 2年あまりで日本を去っ

たが，日本への布教が有望で、あることをイエズス会本

部に進言したので，宣教師たちのあいつぐ来日となっ

た．下記はそのおりの『耶蘇会誌日本通信Jによる，

ザヴィエルの日本人観．

第一我等が今日まで交際したる人は新発見地中の

最良なる者にして，異教徒中には日本人に優れたる

者を見ること能はざるべしと思はる．この国の人は

礼節を重んじ，一般に善良にして悪心を懐かず，何

よりも名誉を大切とすることは驚くべきことなり．

国民は一般に貧窮にして，武士の聞にも武士にあら

ざる者の聞にも貧窮を恥辱と思はず．彼等の聞には

基督教諸国に有りと思はれざるもの一つ有り．即ち

武士は甚だ貧しきも，武士にあらずして大なる富を

有する者之を大いに尊敬して，甚だ富裕なる者に対

するが如くすることなり．

ところが，秀吉は九州平定の後，天正15年（1578)

突然，博多において宣教師追放令をだして，宣教師の

国外追放を命じ布教を厳禁した．それは，大村純忠が

軍資金調達のため長崎の領地をポルトガルに担保とし

て寄進していたり，キリシタンによって神社や寺院が

破壊されたり，ポノレトガノレ商人が日本人を奴隷として

輸出したりしていることなどを知り，これを憂慮した

からであった．しかし，秀吉はひきつづき貿易を奨励

したため，禁教政策は不徹底に終りキリスト教はひろ

カfっていった

時を同じくして，秀吉は明との勘合貿易の復活を企

て，対馬の宗氏を通じて朝鮮李王に入貢を要求して足

がかりを図ったが，交渉が不調に終ると，肥前の名護

屋に本営をかまえ，文禄元年（1592）加藤清正らの西

国諸将がひきいる15万余の遠征軍を朝鮮に送った．こ

のとき秀吉は，みずから明都北京を手に入れ，日本の

帝都とし，イ ンドに至るまで制覇しようと計画したほ

どだった．はじめは優勢に進撃したが朝鮮軍の抵抗や

明軍の反撃にあって戦況不利となり，文禄2年（1592)

ついに明との和義交渉をした．これを文禄の役と言い，

朝鮮では壬辰（じんしん）の倭乱と言う．

ところが慶長元年（1596）に来日した明使が，足利

氏との先例に習って，秀吉を日本国王に封ずる旨の国

書を示したために交渉は決裂した．秀吉は，翌年ふた

たび、大軍を朝鮮へ送ったが，日本軍に利あらず，その

また翌年（1598）に秀吉が病死したこともあって全軍

が朝鮮からひきあげた（慶長の役）．

この，慶長元年，スペイン商船サン・フェリペ号が

土佐に漂着した際，乗組員が世界地図を示し，キリス

ト教の伝導によって領土を拡大したことを誇った為，

秀吉はかれらの領土的野心に対抗して禁教を厳重にし

て，京都で活動するフランシスコ会の宣教師と信者を

捕え，長崎で処刑した（26聖人殉教）．

代が替り，この方針は徳川家康にも受け継がれ，ス

ペインは勿論，長崎に在ったポルトガルの権益も放逐

されて，肥前平戸に在ったオランダ商館が長崎に移り，

江戸幕府の奉行が置かれて徳川の直轄地となり，わが

国唯一のヨーロッパ向け玄関となった．幕府は貿易の

奨励のため，はじめはキリスト教を黙認していたのだ

が，当時カトリック教徒は異教を強く排斥したため日

本人の宗教観と数々の摩擦を生じていた．また宣教師

は本国の植民地政策に同調する態度をとっていたから，

イギリスやオランダは各自が貿易の利益を守る為に，
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かれらの領土的野心を幕府に忠告していた．

なお，キリスト教の奉ずる神のみを絶対者とする，

（キリストはユダヤの王であって）ひとでない唯一神

教は，地上の（権威者も神や仏になれる多神教の）権

力を軽視し，ときとして，ザヴィエルがその日本人観

に言う「彼等の聞には基督教諸国に有りと思はれざる

ものひとつあり……」のことも無視し，当時のわが国

の文化先進地においては，相容れるものではなかった．

さらには貿易統制の問題である．幕府は，貿易が盛

んになると商工業が進展して，農業をもととする封建

制度の基礎がゆらぐこと，貿易に従事する西南諸国の

大名が過度に富強化することなどを恐れて貿易を江戸

幕府の統制下におこうとした．以降，ヨーロッパ船の

寄港を平戸と長崎に限定し，宣教師の活動が最も活発

だったスペインとの通商を絶ち，奉書船以外の海外渡

航を禁止し，元和13年（1635）には，日本人の海外渡

航と在外日本人の帰国とを全面的に禁止した．

この様に，禁教と貿易制度で体制の強化をはかって

いた幕府にとって，寛永14年（1637）におこった島原

の乱は，大きな衝撃であった．幕府は乱を鎮圧したも

のの，一層キリスト教をおそれ，寛永16年（1639）に

はポノレトガル船の来航を禁じ， 2年後には平戸のオラ

ンダ商館を長崎の出島に移し，長崎領内での雑居を許

されていた清国人（この時，既に明は清代となってい

た）は，元禄元年（1688）に唐人屋敷が設けられて，

ここに収容された．これによって長崎だけが唯一の貿

易地となり，貿易はオランダと清国のみに許されるこ

ととなった．

その後の海外交流では，オランダがキリスト教の布

教を避けて貿易に専念し，清の私貿易船もあいついで

来航して輸出入額も年ごとに増加した．また幕府は，

オランダ船が入港するたびに商館長が長崎奉行を通じ

て提出した『オランダ風説書Jによって海外事情を知

ることができた．

長崎は，海外文物の流入都市として栄え，医師や儒

学者たちは，さかんに長崎に留学するようになった．

鎖国政策は日本人の海外発展の道を閉ざし，世界の

進運におくれる結果を生んだ、．が，しかしその反面，

キリスト教の布教とともに領土拡大をはかるヨーロツ

パ諸国の進出をふせぎ，平和のうちに幕藩体制を維持

して，生活の向上と文化の発展をうながす機縁とも

なった．

現に，わが国は，この貿易の本質を知らず貿易戦争

に突入し，平和のうちに生活の向上と文化の発展があ

ることを認識していないようだ．世界は20世紀末だ．

17世紀のキリスト教は，今日のカトリックではなし

これに代って「宗教は麻薬なり」と言う者もいる．

4）壬辰の倭乱と九州

秀吉の朝鮮出兵では，多くの労力と経費をついやし

ながら，結局，得るところがなしいたずらに関係国

の疲弊をまねいただけであった．戦場となった朝鮮は

特に大きな損害を受けた．そして，これが豊臣氏一族

と縁故武将の滅亡や，明国の衰退の遠因となった．

この遠征軍には加藤清正ら西国大名がひきいる九州｜

勢が殆んどであった．いま，韓国の仏閣を訪れると，

ここは毛谷村六助を謀殺した烈女の洞であるとか，僧

侶が農民を指揮して清正勢と戦った跡だとか，清正に

焼かれたのを復元したものであるなどと説明されるし，

日本水軍を撃破した李舜臣提督の像は，大阪ではなく

熊本に向って立っている様である．

秀吉の出兵以来中断していた朝鮮との交流について

は，対馬の宗氏に交渉させた結果，まず慶長12年（1607)

に朝鮮使節が来訪することになり，また朝鮮からは，

以後，徳川家将軍の就任のたび慶賀の使節通信使が派

遣されるようになり，間もなく，宗氏のもとで，朝鮮

との貿易が再開された．この様な修好のうちに，被虜

人交換の刷還協定もおこなわれたが，儒教礼節の国を

慕って彼の地に留まる人士も居た．

徳川幕府は，修好のため，朝鮮に大損害を与えた秀

吉縁故大名との誼を絶った．肥後加藤家が家臣団の内

紛にからみ，廃嫡を余儀なくしたのもそのひとつであ

る．しかし，嫡子は，羽州鶴岡藩において壱万石相当

の礼節を以って処遇されたと言う．

さて，漢民族の中国・明はどうなったか．

1616年，かつてのいわゆる満州に後金国が成立し，

1631年に明臣李白成の乱が起るが，倭冠の影響も大き

くこれを制し得ず， 5年後に後金は国号を清と改め，

1644年には清の中国支配が始まり， 1661年，満州族の

愛親覚羅王朝〔清〕聖祖康照帝が即位し，翌年，明は

全く滅ぶ．すなわち，明は壬辰倭乱（1592）とともに

二面作戦を強いられたのである．漢民族にとって，ま

ことお気の毒としか申し様がない．

5）和魂・洋才に及ばす

満州族清国の漢民族支配は， 250年の永きに及ぶ．

1905年，孫文は中国革命同盟を結成し，憲法大綱を

発表（1908), 1911年辛亥革命が成功し，翌12年（大正

元年）に中華民国成立，清の宣統帝は退位した．

この革命を，日本人の多くは私的にも支持し，積極

的に援助もしくは参加する人さえあった．この和魂こ

そ徳川鎖国時代の平和期につちかわれた，漢民族より

の文化思恵，儒学によるものである．

ところが，士・農工商の序列を墨守し，尊王を口実

にして撰夷論で成り上って来た明治官僚の影響を受け
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ると，折角の和魂も怪しくなる．まず「蚊鳴，痔か」

と長州弁ではしゃぎ，日本的文化をなおざりにした．

文明開化で一応の成功が得られたとみなすや，これ

らの官僚は益々尊大になり，みずからが，童帝のまま

かつぎ揚げた天皇を，御郷里におかえしすることなく

利用を企らみ，明治43年（1910）幸徳秋水らの大逆事

件に晒（さら）し，同年さらに，余計なお世話どころ

か兄の国朝鮮まで併合し，長州の元勲は暗殺された．

その翌年辛亥革命が成功して，中国に 2世紀半ぶり

に，漢民族の漢民族による民主政府がめぼえる．だが

昭和元年（1925）孫文死す．昭和は，和をあきらかに

するどころか暗黒にし，軍官は軍人勅諭を無視して政

治に介入し，みずから乱をなして治をなさず，明治維

新にかかげた尊皇は全くの口実であった．これが具象

的に現われたのが昭和 7年（1932）である．おもな事件

をひろってみよう．

1月3日，日軍錦州入城． 8日，天皇観兵式還御の

途鮮人投弾せるも異常なし，犬養内閣辞職奏請保留．

2月2日，日軍上海総攻撃開始． 9日前蔵相井上準之

助兇弾に繁る. 29日国際聯盟シナ調査委員一行来朝．

3月1日，満州国政府建国宣言発表年号大同． 5日，

団琢磨射殺さる． 4月29日上海の天長節祝賀式場に鮮

人投弾，白川軍司令官・植田中将・野村艦隊司令官・

重光公使等重傷． 5月5日，日支停戦交渉協定調印，

15日総理大臣犬養毅射殺さる（五・一五事件）関係者

海軍士官 6名陸土生徒11名自首す. 16日内閣総辞職，

26日斎藤実（海軍）内閣組織. 25日，白川陸軍大将死

去． 6月16日，チェコスロパキアとの協定条約公布．

7月17日，上海の日軍引揚完了. 9月14日，エチオピ

アとの修好通商条約公布. 15日，満州国承認の日満議

定書調印. 10月1日，大東京市制実施． 2日，リット

ン報告書発表. 11日，松岡洋右国際聯盟帝国代表に任

命され， 11月17日，我が意見書聯盟本部に提出さる．

昭和 7年は，悪魔のラッキーセブンであった．明治

以降の悪行が台頭し，偽善が善行を圧殺して，ついに

は，いまもって目覚めぬ悪夢への道をたどることに

なったのである．時に，軍隊用語は長州弁であった．

事件を追うことにするが，撰夷思想、が甚だしい．

まず，軍は富国強兵に幻惑され，中世ヨーロッパの

十字軍になったつもりで，その失地回復運動（エコン

クィスタ）を領土拡張権力にすりかえ，満州（東北）

を足がかりにして（兄弟げんかさえ何かと理屈は付け

られるが）無謀にも，朝鮮併合にあきたらず中国征覇

を強行した．

皇軍と称しながら天皇をあざむき，醜（しこ）の御

楯（みたて）であるはずが逆に陛下を楯にして，御一

身の危険にさえおとしいれ，忠良なる文官臣下さえも

国政からしりぞけ，あまつさえ棋殺する．これ，権勢

欲以外の何物でもない. 1922 （大正11）年来日して，

アイシュタインは「世界は進化する，その間，争は繰

り返され，最後の戦に疲れる時が来る．その時，人類

は誠の平和を求めて世界の盟主を挙げねばならぬ．こ

の盟主は武力や金力ではなく，凡ゆる国の歴史を卓越

した最古至尊の家柄でなくてはならぬ．世界の文化は

アジアに帰り，日本に戻らねばならぬ」と予言した．

日本国憲法第一条は地球人の為のものでもあるのだ．

かかる日本国民の多くは，軍官の作為的皇国史観で

押え込まれ，満州建国で漢文化に怨を刷りこみ，韓文

明には恨（はん）を培ったのである．

団琢磨（ 3月5日没）は，ときに三井家の理事長で

あった．氏は福岡藩士の出身で，明治22年（1889),31 

歳のとき三池鉱山が三井組に払い下げられた際，工部

省鉱山局三池鉱山技師から移り，地元官民と協力し，

琵琶湖疏水の設計監理者で工部大学出の若き工学士，

田辺朔郎を三池に招き， ドイツの掘削技術導入の指導

を受けるなど，石炭鉱業の近代化と発展に遁進して，

三井鉱山会社の基礎を築いたことをはじめ，三井家の

各種事業の大黒柱として活躍．霞ヶ浦航空隊士宮の，

血盟団員に手渡したピストルが撃った．氏のことを，

今日的に詮索すれば，企業倫理上の問題もあろうが，

当時としては反面教師的に反省しなければならないこ

ともある．

大牟田・荒尾両市にまたがる万田鉱区に悪水補償金

が会社からいまも支払われている．これは，団氏が，

協力してくれた礼として地主たちに，反（たん）当り

3から 5俵分を時価で（米作の如何にかかわらず）補

償するというものである．団氏は，期限を決めるいと

まもなく，農民に同情する派によって殺された．地主

たちはその後も年毎に，鉱山の三池事業所に金額の交

渉に行き，成果を市民に誇る．この地区には開発の手

が及ぽせないのである．票田が怖いから，左右の議員

首長も弱い．なお，この地区の上水は 8m3まで無料．

10月1日，大東京市制が施行された．帝都をかかえ

込み東京都となった．終戦時に350万に押えられた人口

は，現に 4倍にも及ぽんとし，世界に冠たる肥大過密

都市となり，はしゃぐことだけは忘れていない．

満州国と国際聯盟の問題は重大であった．

まず，愛親覚羅漕儀宣統帝（1906～1967）のことは

前ページに若干を記したが， 2歳で即位し，その 4年

後に辛亥革命で退位された清国最後の皇帝であった．

昭和 7年（1932) 2月17日，満州民族は，五族協和

を旗じるしにして建国独立，宣統帝を元首に推戴する

ことに決した．

この月，シナ代表は国際聯盟に第15条による臨時総
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会を要請していた．今日でとそ満州は禁句である東北

は，古来，漢民族をおびやかした蛮夷の侵入方向に当

り，その方角をもって鬼門となし，境界には山海関か

ら発する万里の長城を築き，先には帝政ロシア，前に

はソビエトロシアにうかがわれていて，しかも20年前

に辛亥革命で異民旅清王朝の支配から脱して，漢民族

の中華民国が成立したばかり，いかに国（民党）共（産

党）あい争うなかといえども合作しての抵抗は理の当

然ではないか，いわんや再び薄儀宣統帝を立てるとは，

面子（めんつ）を重んずる漢文族の顔を逆なでするど

ころの無礼ではない．

この謀略は関東軍によって画策されていた．関東と

は山海関の東との意である． 8月8日，陸軍大将武藤

信義が関東軍司令官並びに特命全権大使兼関東長官に

任命されて満州国に赴任した．

英国のリットン卿を長とする国際聯盟の調査団一行

は，日・中を視察し，現地にて関東軍の専横を知り，

軍の介入を非として10月2日，リットン報告書を発表

した．同11日，松岡洋右が国際聯盟の日本代表に任命

された．次いで意見書が本部に出される．

翌，昭和 8年（1933) 2月20日，国際聯盟において

我に不利な勧告案が通過した場合は聯盟脱退を決定す，

と聯盟総会で松岡は演説を弁じ，同26日，代表部はゼ

ネヴァを引き上げ， 3月27日，国際聯盟脱退可決， ド

ラモンド事務総長宛通告された．

以降，日本は東洋の孤児となり，財狼に変身する．

図 1-1 日本にせまる欧米勢力

五族協和を誼（うた）った満州建国には，革命で追放

された白系ロシア人，寄るべき国を失ったユダヤ人な

どが関心を示したが，日本人の関与があまりにも甚だ

しかったことが， リットン調査団によって見やぶられ

たのである．和魂も慎みなくては洋才には，はるかに

及ばない．

1専儀宣統帝は， 1984年，関東軍に擁立されて満州固

執政に就任，のち皇帝となる．第二次世界大戦後中国

の戦犯となり， 1959年特赦，洗脳された．著書に『わ

が半生』があり，双方のしたたかな実利主義が判る．

漢民族の中国は，フランスやロシアでの革命の如く

皇族を拭（しい）することはなかった．洋才も流石に

漢才には及ばずであろう．しかし，現に王がなくて儒

教はない，和魂の懐く幻想、も失い民は混沌の世に住む．

ユダヤの王（イエスの生誕を祝福に来た博士達はそ

う言った）キリストを十字架にかけたのは，ローマ皇

帝ではなくユダヤの民衆だった，大衆操作は畏がある．

関東軍司令官武藤大将は，なった翌年に死去．

松岡洋右は， 1940年第二次近衛内閣の外相として，

日独伊三国同盟を結び，翌年，日ソ中立条約を締結，

なお日米交渉に反対した一方的撰夷論者であった．第

二次世界大戦後，戦犯として審理中死亡．

重光葵は，上海で脚を失ったが駐英大使・外相とな

り，米戦艦上で総司令官マッカーサーと降伏書に調印

した．のち戦犯となるが，鳩山内閣の外相をつとめた．

遂にこの百年間，技術は平和をもたらさなかった．

0 200km 

新編日本史原書房による
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1. 2 開国即開港

18世紀のなかば，イギリ スで蒸気機関が発明される

や，機械が人馬にかわり ，エネルギーを馬力で換算す

るようになり， 1760年代になると諸紡績機械の発明な

ど，技術の革新によって起った経済的・社会的大変革

、産業革命かが始まった．

次第に，工場制手工業が衰えて機械制大工業が生れ

るなど，影響は資本・経営・労働・金融などの改革に

及び， 1830年ごろまでには， ドイツ，フランスをはじ

め西洋列国にも波及していった．

アジアは鎖国中だった．西洋列国は，大量生産され

る商品を売りさばき原料を入手できる植民地獲得をめ

ざして，アジアに進出してきた....・ H ・－－図 1. 1参照

その結果，インドがイギリス，インドシナの大部分

がイギリスとフランスの植民地になったのをはじめと

して， 19世紀の終りまでには，日本・清国・朝鮮・シャ

ム（タイ）をのぞいて，殆んどの国ぐにが西洋列国の

植民地となった．

一アへン戦争の衝撃波・．

清国が，アへン戦争で，

イギリスに敗れて開国したという情報は，『オランダ風

説書Jを通して，わが国にも逐一伝えられていた．

1839年，清国両広総督林則徐，広東にて英商蓄蔵の

アへン 2万余箱を焼棄つ．イギリス軍艦広東を攻撃．

1840年， イギリスの使広東に来り商議す．林則徐ら

欽差大臣を罷めイギリス砲撃を中止せしむ．

1841年，イギリス艦広東に迫る．イギリス軍，慶門・

定海・鎮海等を陥れ，台湾の基隆・大安等を砲撃す．

1842年，イギリ ス，呉椴 ・鎮江府等を陥れ遂に南京

を陥る．南京条約成り償金の外，広州、｜・慶門・寧波・

上海・福州、｜の 5港を聞き，香港を割与す．

この戦争は，西洋列国の侵略が，隣国にまで伸びて

きたことを示し，わが国は大きな衝撃を受けた．天保

13年（1842），幕府は異国船打払令を緩和して，外国船

に薪水をあたえ，すみやかに退去させることとした（薪

水給与令）．しかし幕府は，オランダ国王の開国勧告に

もかかわらず，なすすべを知らず，幕内には，いぜん

として尊王をたてまえ・撰夷を名目にして士・農工商

の序列維持を本音とする者が多かった．より，情報不

足の諸藩大小名にしてみれば，なおさらのことである．

いっぽう，清国が敗北したという事実は，当事の知

識人たちにも大きな衝撃をあたえた．佐久間象山のよ

うに洋学の習得を志す者も現われ，洋行を志し手の研

癖を見付けられて乗艦を拒否された吉田松陰もいた．

他方，林則徐の果断と苦衷を察する苦労人井伊直弼

が居り，幕内にも水戸学の盟主徳川家一門が在った．

1）開国をせま る欧米勢力と極東

まず，関係主要年表を示す．…………図 1. 1参照

1778形 ロシア船，蝦夷地に来る．

1800年伊能忠敬，蝦夷地を測量．

安永7年

寛政12年

1804年 ロシア使節レザノフ長崎に来る．文化元年

1808年 間宮林蔵，同年から翌年にかけて樺太（サ

ハリン） ・黒龍江下流地方を探検，樺太が島で

あることを確認し，間宮海峡の名を残す．

1814年伊能忠敬，『大日本沿海輿地全図』完成．

1825年異国船打払令（無二念打払令） 文政8年

1828年 シーボルト事件． 文政11年

1840～ 清対英，アへン戦争

1842年清対英，南京条約・香港割譲． 天保13年

1844年清対米，望慶条約．清対仏，黄靖条約．

オランダ使節，幕府に開国勧告．弘化元年

1850～64年清国，太平天国の反乱．

1853年米使ペリ ー，浦賀来航． 嘉永 6年

1854年 日米和親条約（神奈川条約）． 安政元年

日露和親条約（下回条約）．

1856～60年清対英仏，アロー号事件．

1858年伊井直弼，大老となる． 安政5年

日米修交通商条約調印．

清国とロシア，アイグン条約．

インド，ムガール帝国滅び，英国に併合．

1859年安政の大獄．

1860年桜田門外の変（伊井大老暗殺）． 万延元年

1863年長州藩外国船砲撃．薩・英戦争．文久 3年

1864年英米仏和四国連合艦隊下関砲撃一時占領．

長州征伐（翌々年再開）． 元治元年

池田屋事件，禁門の変．

1865年安政の諸条約勅許． 慶応元年

幕府，第二次長州征伐を発令．

1866年孝明天皇崩御．

薩長連合，改税約書調印．

朝鮮，キリスト教大弾圧．

1867年 「ええじゃないか」起る． 慶応 3年

薩長連合に，討幕の密勅．

同年大政奉還上表，王政復古の大号令．明治元年

17世紀以来， シベリアを植民地としたロシア帝国は

南下して， 18世紀半ばになると，しきりにわが国の近

海に出没するようになった．ロシアがナポレオンの侵

入を受け極東への関心を弱めると，代ってイギリス船

が日本近海に出没した．当時イギリスは，フランスと

対抗しており，ナポレオンに服属していた東洋各地に

あるオランダ植民地を奪おうとしていた．イギリスや

アメリカの捕鯨船も近海に現われ，薪水・食料を強要

するなど，横暴事件が相重なり無二念打払令がでる．
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に通商条約を締結する交渉にはいり，条約調印に勅許

を取り付けることによって，難局を打開しようとした

が，しかし，容易に勅許はおりなかった．このことは

徳川家と姻戚の（孝明）天皇御自身より，むしろ側近

の思惑的策謀と，それに取り入ろうとする有力大名た

ちの政治的野心があった．

この間，幕府は内部にもう一つの難問をかかえてい

た．それは将軍継嗣の問題である．嗣子のない十三代

将軍家定の後継者候補として，水戸藩主徳川斉昭の子

で一橋家の徳川慶喜と，将軍家定の血縁にもっとも近

い紀伊藩主徳川慶福の二人があげられていた．

水戸の慶喜をおしたのは，斉昭をはじめとする福井

の松平慶永・薩摩の島津斉彬らの改革派（一橋派）で

あり，との非常時にあたっては英明な将軍が必要であ

ると主張した．対して，紀伊の慶福を擁立したのは，

近江の伊井直弼ら譜代の保守派（南紀派）であった．

この，後継者あらそいの結果は，のち，いまもって

日本の「西低・東高」型視野のはじまりと見てよい．

同様，わが国において，ヨーロッパは低い西であり，

アメリカは高い東である，との観念は誤りであろう．

なお，近世のはじめは，関ヶ原で日本を西と東に分

けた．しかし，近世に入ると，箱根の関で関西・関東

に分けられている．だが，九州は，明治10年の役を西

南戦争と言う知く，長州、｜・土佐を含めて，日本の西南

地方であって，江戸のち東京が，東北地方を見る視界

よりも，はるかに遠のくことになる．

3）通商条約の締結

幕府は調印をひきのばしていたが，ハリ

スはアロー号事件（1856～60年）を例にと

り，すみやかな調印をせまったので，安政

5年（1858），幕府は勅許を得ないまま，日

米修好通商条約をむすび，つづいてオラン

ダ・ロシア・イギリス・フランスとも同様

の条約をむすんだ．これを「安政の五ヶ国ー

条約」と言う．・………・・……書 1-2参考

これによって外国との貿易が始まったが，

相手国は，南北戦争をかかえたアメリカよ

りも，産業革命から資本主義を発達させた

イギリスが主流を占め，大量生産された安

価な外国商品が流入し，金銀比価の大差で

金が流出するなど，圏内経済に大変動を来

たした．特に艦船・銃砲の調達に追われた

西南の薩摩・長州藩などは豪商に莫大な借

財を負い，米経済に依存しきれなくなった

各藩の百姓や下級武士の不平不満を強めつ

つ， 200年余つづいた鎖国体制は終った．

第 24号有明工業高等専門学校紀要

2）条約締結の周辺

このころアメリカは，北太平洋捕鯨船の寄港地や対

中国貿易の中継地として，日本の開国を望んでいた．

「泰平の眠りを覚ます上喜撰たった四杯で夜も眠れ

ず」，即ち，米大統領国書をたずさえてのアメリカ東イ

ンド艦隊司令長官ペリー，浦賀沖来航である．

この非常事態に当って，ときの老中阿部正弘は，幕

府の専決によらず，挙国一致の体制でのぞむ必要があ

るとして国書を公表し，朝廷に報告するとともに，諸

大名・幕臣らに開国に関する意見を求めたが，これま

でに例のないことで，開国・撰夷の両論が対立して，

一致をみなかった．

そのころから，開国の問題には，朝廷の許可をうけ

るべきだとする意見が大勢を占め，朝廷の幕府への発

言力が強まった．

アメリカにつづいて，イギリス・ロシア・オランダ

などの諸列国も，次つぎに幕府との聞に条約を結ぶ、に

いたったが，特にロシアとの聞には国境問題があった．

ロシアはアメリカの日本遣使を知ると，プチャーチ

ンを遣日大使に任じ，艦隊を長崎に派遣して，通商と

国境決定を申し入れた．幕府は下回で交渉した結果，

千島は択捉（えとろふ）・得撫（うるつぷ）島聞を国境

とし，択捉以南を日本領，得撫以北の諸島をロシア領

としたが，樺太は雑居地とすることに決定した．これ

を「日露和親条約」と言う．これが今日，なお北方領

土問題としてつづく．

さらに幕府は，和親条約によって下回に駐在したア

メリカ総領事ハリスの強い要求に応じて，同国との間

日米修好通商条約
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1. 3 開国の人文的断面

日本史の時代区分から，文化及び技術の面から観る

と，およそ，次の如くなる．

、原始。 日本文化の繋明～古代文化の形成．

、古代。 飛鳥の文化～平安文化の展開…唐様文

化の成熟～国風文化の隆盛

、中 世’文化の新気運…鎌倉時代の文化～〈元冠〉

～公武文化の変容～庶民の台頭と産業の

発達～室町時代の文化

、近世’ ヨーロツノfとの出合い～桃山文化～〈朝

鮮出兵〉…徳川幕府の鎖国～文治政治と

学問の興隆～経済の発展と町人文化の開

化～文化・文政の文化～新しい学問と思

想の進歩．

、近代’ 徳川幕府による開国・開港～尊王撰夷

運動の展開～薩・長の連合～〈戊辰戦争〉～明治政府の

成立～士族の交替～薩・長・土・肥の専権～〈西南の役〉

～薩 ・長の軍事独占～富国強兵と殖産技術の発達～文

明開化～自由民権運動～憲法制定と国会開設～近代文

化の展開～東アジア情勢と 〈日清戦争〉～〈日露戦争〉

と国際的地位の認知～明治後期の文化と思想、～〈日韓

併合〉（辛亥革命）〈第一次世界大戦〉（ロシア革命）～社

会状況の変化と市民文化～世界の動乱期はじまる～経

済恐慌と大陸への介入～侵略～国際聯盟脱退（アメリ

カが加盟していなかったのは弱点）～〈第二次世界大

戦〉～国際連合成立 ・国連憲章制定．

、現代。 ポツダム協定受諾～天皇在位制存続．

日本国憲法発布～戦後の国民生活～世界と日本一一．

さて～

ここで問題にしたいのは，日本の文化，及び，文化

によって育てられた技術が，いかに平和へ貢献したか

ということである．

アインシュタインが讃えた日本の天皇制．軍の妨害

にもかかわらず，唯物論者の前に御身命をなげうって，

天皇おんみずから終戦の収拾に当られた．

このことを～

連合軍が日本降伏の混乱した事態をおさめるために

利用したという，うがった見方もあるが，いずれにし

ても，天皇は日本の象徴であることがわが国の文化の

誇るべき所産であることに間違いなかろう．

ところが，わが国の文化が独自に創造した天皇を，

時の政権は，権力とみなして利用し，平和を乱して，

文化を破壊した．あるいは逆に文化を破壊して，天皇

を象徴とみなさず，政権の奪取を企てた場合もあった．

よい文明を造るべき技術は，権力にもてあそばれて，

平和にも貢献できず，現にその成果が問われる．

1）開国は治国の要

江戸時代の文化を特色づけているのは，上方（かみ

がた）京・大坂を中心に開花した元禄文化をはじめと

する．この元禄3年（1690）から 2年間，長崎出島に

駐在するオラ ンダ商館付医師として滞在し，日本研究

をおこなったドイツ人ケンペルは，著書『日本誌』に

「鎖国は元来天理に反することであるが，日本のよ

うに一国内にとじこもって幸福に暮してゆける国にお

いては，まじわって何らえるところのない固とまじわ

る必要はなしむしろ異国のもつ悪徳・貧欲 ・踊着 ・

暴力などから，その住民と国境とを守るのが義務であ

るJ. と述べている．

それから179年後の享和元年，この 『日本誌』中の一

節を，長崎の元オランダ通詞志筑忠雄が翻訳して 『鎖

国論』と題した．この訳書に大田萄山人は「国を鎖す

べきか，鎖すべからざるかは治国の要なり」という内

容の序文を付した．

そのころは，オランダや清国を通じて必要な知識を

入手することができるのであるから，それ以上西洋と

交渉する必要はなく，日本が西洋から何を取り入れる

かについて，日本人は自由な選択の能力を保持しなけ

ればならないと考えられていた．

幕末にはいると，西洋列強のアジア進出を前にして，

開国して国際紛争を避けるか，撰夷して鎖国を続ける

かは，国家存亡を左右する現実問題となっていた．

そこに，アへン戦争の衝撃波が走った．オランダ国

王は開国を勧告した． にもかかわらず～

通商条約締結と将軍の後継者の二大問題で政局が混

乱していたさなかの安政5年（1858），江州（近江）彦

根藩主井伊直弼（当時43歳）が新しく大老に就任した．

大老は常時おかれた職ではない，大老職5家13代のう

ち，井伊家は 6代を勤め，常は京都を守護した．

ハリスは，ただちに，英・仏によるアロー号事件で

の清国の惨状を伝えた．

井伊大老は，諸勢力の反対を排して条約に調印し〔こ

れを安政の仮条約と言うが， 7年後の慶応元年（1865)

安政の諸条約は勅許となる〕将軍の継嗣者を紀州徳川

慶福（14代家茂）に決定した．さらに反対派の公家 ・

大名 ・幕臣・藩士らを弾圧した（安政の大獄）．

安政7年（1860）上巳節句，水戸の浪士らによって

春雪の登城中暗殺される（桜田門外の変）．

水戸徳川慶喜が15代将軍に就いたのは，開国諸条約

が勅許になった，慶応元年であった．

井伊大老を暗殺した水戸の浪士らは，薩摩勢と合流

を計って，慶喜の父斉昭派であった越前福井藩主松平

慶永を頼って 「勘太郎月夜唄」の伊那谷を逃亡するが，

福井藩により敦賀のニシン倉に全員監禁殺害された．
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2）武士道・商人道

17世紀になると，全国の交通網が整備され，各地の

産業も発達し，商業は盛況をむかえて，経済の発展と

町人文化の開花をもたらした元禄文化となる．このこ

ろ，大坂は「天下の台所」といわれ，ここの富強な商

人たちに各地の大小名は多額の融資を乞うた．

大坂の両替商升屋の番頭から独立して，陽明学の実

学者になった山片播桃は「仙台六十二万石は升屋のも

のだ」と評するほどであった．

彦根藩は，仙台の半分三十万石であったが，豊かさ

は奥州｜（陸奥）の比ではない．江川、｜（近江，おうみ）

は，今も王仁神社・阿知岐社・百済寺など在り， 5世

紀ごろより朝鮮半島の動乱からのがれた人が帰化した

肥沃の地で，文化も京なみに近く，農民の収穫は実質

上高かった．ゆえに，藩財政はさして窮乏せず，諸藩

の如く，農民が最低生活を強いられるまでの課税はな

く，生活に余裕ができ，商売をする資金もたくわえら

れ，大消費地をひかえて手工業的殖産も発達した．

江州商人が史料の上に現われてくるのは鎌倉時代か

らである．そのころは，蚊帳や呉服・薬種などをさい

はての地まで行商し，その地の品物を仕入れて帰り，

代貸しもした．代々の領主は，他各藩の如く百姓の逃

亡を虞れることなく，他国への行商を奨励している．

江戸時代になって言いならされた理想の商人像とい

うものがあった．「主人は大坂，女房は京都，番頭は江

川｜，蔵番は長崎，小僧は江戸Jと．商業の実務は番頭

が担当する．これに江州商人を当てたのは，彼らがあ

きないに長じ，信頼がおける理想の経営者であったこ

とを証する．この多くは京・大坂で主人となり，現に，

経済戦争の矢おもてに立つ商社になっている．三井家

も，信長に湖北から追われ，のち江戸で主人になり、万

を算盤に替える’越後守を名のった武家である．

さて，井伊家は，水戸浪士が大老を暗殺したのは万

ではなく，飛道具ピストルであったことを知っている

が，江州彦根（市長井伊直愛）は，これをひたすら隠

している．こうして，今もって徳川一門の名誉を傷つ

けぬようにとしているのであって，水戸の御隠居物語

とは，多分に趣が違うのである．

武士も商人も，血と涙の忍従に耐えぬかねばならな

い．然して，虚名をかえりみず実利をしりぞけること

によって， 一名実ともに得ることができるのである．

名・実いずれをとるかの判断はむずかしい．

井伊大老と江州商人の評価も，実はこの判断によっ

ている．どちらをとるかの軽重によって灰色の度合が

異なる．蛇足であれが幸であるが，九州では黒にする

御仁が多いようで（西鉄ライオンズが西武行し）長門

までが長州と言われ，九州は十把ーからげになった．

3）尊王撰夷・勤王佐幕

幕府の絶対権を否定する思想、は，朱子学のなかから

でできて，尊王論をみちびきだした．

朱子とは尊称で，中国宋の儒者（1130～1200). 19歳

で進士となったが，宮史としては出世しなかった．だ

が，彼の大義名分論は，土太夫階級の日常生活と思想

に深く浸透し，その影響は朝鮮・日本にも及ぶが，庶

民や政治には全く無関係のもので，遂には事大主義に

発展し，関係国の民主化を遅らせる結果となった．

この朱子学を，士・農工商の階級制を固守しようと

する諸藩が容易に受け入れたことは言うまでもない．

その水戸学は，日本が天皇統治の国家であるとの国

体観に立ち，日本の自主性を強くうちだし，外圧に対

抗する壌夷論を提起して，尊王派の志士たちに大きな

影響をあたえた．しかし，その尊王論は，実際問題と

しては，徳川御三家という立場から，幕府を強化する

ことによって尊王の実をあげる方向をたどらざるをえ

なかったようである．しかし，なす術もなく尊皇撰夷

に転落してしまった．その最大の原因は水戸学と朱子

学との関連にある．

水戸学は，徳を以って治める王（皇）は，権力をもっ

て支配する覇者（将軍）にまさるという考えで，儒教

の王道思想、にもとづいて朝廷と幕府との関係を明らか

にした．しかし，朝臣と幕閣は「全体の奉仕者で， 一

部の奉仕者ではない」ことに全く関知していなかった．

それは，やっかみですね者であったろう朱子が成した

階級序列の大義名分論を，わがことに取り込み，農工

商をないがしろにし，朝臣は士であることを欲し，幕

閣は覇者たることを固守し，藩主は覇権の争奪に下級

士分を狂奔させた．その結果残るのは，尊・勤王とい

う共通項でくくれば，撰夷・佐幕が争うことになり，

佐幕派が無くなれば，撰夷の士のみだ．援夷は天理に

もとること，鎖国と同様で、ある……（ケンペルの言）．

にもかかわらず，皇軍にされて第二次世界大戦とい

う撰夷に散華した，わが友だちのためにも，各将軍と

天皇制について言及しておきたい．

源平の争乱は源氏の勝利に終り，奥州、｜の藤原氏滅亡

によって，全国の兵権をその手におさめた．源頼朝は

のち上洛し右近衛大将になったが直ぐ辞退，建久3年

(1193）征夷大将軍の称号をえて鎌倉幕府が成立した．

しかし，それまでどおり国司は地方国務をつかさどり，

将軍・国司（大名）ともに朝廷の政務に干渉しなかっ

た．のち，元冠にも，朝鮮出兵においても，島原の乱

でも軍事はすべて将軍（政権・幕府）の責任において

統帥され，軍事は天皇の責任ではなく，軍は陛下が統

率し給うものでもなしまして兵は皇軍ではないはず

だ．……明治天皇御即位は弱冠15歳であらせられた．
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第 2章 空の開港

わが国の、海の開港。は，近世の終り江戸徳川幕末

にようやく緒に就いた．このことは，王都であった京

を守護する大老家彦根藩主井伊直弼の血と，陰謀との

取引であった．もし，このことがなかったら，小さな

日本列島は， 87年後のヤルタ体制より更に苛酷な分割

のうき目をみていたろう．その惨状たるや，中国に比

して，計りしれないものがある．

更に重要なことは，井伊大老が陰謀者たちには敗れ

幕府の葵は枯れたけれども，皇室と姻族である徳川家

の名跡はたしかに守った．

しからば，だれが陰謀者であろうか．それは言うま

でもなく，佐幕と同じ勤（尊）王の旗を掲げながら，

薩英戦争を起し，長州砲台を英米仏和艦隊に占領され

た壌夷の実験者たちである．冗言を加える，このとき

薩摩の国旗は日の丸であった．のち，外国がデザイン

を好んで買いにきたと言う．先進国は文化的所産を人

類の所有権として認め，尊重するからである．

海の開港に反対した撰夷の実験者たちは，かつて，

蒲生君平（『山陵志』の著者）が「大坂の豪商ひとたび

怒れば，天下の諸候おそる」と言った．その商人から

の莫大な借金を軍用金に当てて政商化し，京のみやこ

を応仁の乱に次ぐ兵火に曝し，勝海舟と西郷南州の調

停に留まっておけばよいものを，勝利におごり奥羽に

まで侵冠しては嫉妬を尊敬のない怨恨にかえ，はては

函館に及ぶ．この間，英・米・仏はその間隙をうかがっ

ていたのである．事なきを得たのは艦砲が届かなかっ

たからで，これが長州陸軍閥専権の要因となる．

四民の階級制は，秀吉の兵農分離政策が家康によっ

て進められ，厳格な主従関係と士・農工商の身分が確

立した．しかし，これも，撰夷思想と共に士族平民と

分けられ，彼らによって近代に持ち込まれた．これもま

た，北秋元の侵冠によって南蛮の地に追い込まれた宋

の嫉妬者朱子の大義名分論（イデオロギー）の影響が

大きい．そうして，かの実験者たちは平民（庶民）の

志向を土分にかり立て，兵士・士官・代議士・平和の

戦士など，やたらに士の付くものを皇軍の名目のもと

に作り上げた．祭り上げられた天皇こそ迷惑なことで

ある．その果ては，北方四島を残したまま近世末の態

に国土を返し日本の近代は終った．折角の海の開港は，

只それだけの役にしか立たず，空の時代を迎えていた

のである．

ヨーロッパでは，紀元時すでに士分になれず，以来

士分にこだわらず，近世にはロンドンでその友好団体

を結成し，イギリスの産業革命を最も利用して盛強に

なり，現に航空による修好通商を求める列国がある．

2. 1 日本の近代

わが国は近代になると直に明治と改元し，元号は，

一世一元になった．ここに王政復古は成ったかにみえ

る．しかし，天皇の御意志により，すでに王政は徳川

家の将軍に委託されていた．さらに近世に発展した日

本文化は，その儒学と国学を極めて，王道は徳をもっ

て治め，（王政をあずかった）臣道は経世済民をもって

王道を明らかにするとし，天皇が国の象徴的存在であ

ることを認識していた．このころになると，天皇が将

軍におまかせになっていたのは軍事だけではなかった

のである．なお，朱子学ぬきでも，臣道名分論がなり

立つ徳川一家の水戸学でさえ，将軍が覇権につながる

絶対権力を認めず，将軍は天皇に臣従すべきだという

尊王論をみちびき出しているのである．したがって佐

幕も，撰夷も血をもってあがなうほどのものではなく，

外国との修好通商のための開港こそ，治国の要であっ

たのである．結局は，王政革新を阻む反革命だった．

次に，朱子学による大義名分論は，官尊民卑の四民

制，士・農工商の階級観を持ち込み，好戦的援夷思想、

を反省することなく固守していたので維新でもない．

結局は，朱子の大義名分論による武士道を曲解し，

ザヴィエルが賛美した当時のヨーロッパにもなかった

士・民間の礼節を知らず，富商を嫉妬し，君命に臣従

しなかった不平藩士や脱藩浪士の，天皇の軍によらな

い反乱（軍事クーデター）が成功した下魁上に過ぎな

かったと思う．戦争が終ると日本はかくなった故に．

日本国憲法第一条〔天皇の地位・国民主権〕天皇は，

日本国の象徴であり日本国民統合の象徴であって，

この地位は，主権の存する日本国民の総意に基く．

近世になると，ヨーロッパも日本と同じく，このこ

とを国民は願い王様も望んでいた．武士もそのことを

知っていた．しかし，日本と違うのは，すべて武士（公

務員）は，全体の奉仕者であって，一部の奉仕者では

ないことを，武士でない人が 2千年にわたって願いつ

づけて，現代に向つての機構づくりにとりかかったこ

とである．

修好通商は，その間にある不公平を是正して，友好

協商に向わな くてはならぬ．戦争もそうである．たと

えれば，すべてスポーツと同じでルールを守らなけれ

ばならない．国際間におけることすべてそうである．

日本の近代を相撲で言うならば，すでに土俵を割っ

ておきながら，正当性を強弁し，行司をなじっている

かに見える．力士には角力道があり，賢人は道徳を守

り，王者は徳を以って治む，とされるからには，政治

家は徳を明らかにして，国民に奉仕しなければなるま

い．して，既に近代を果した，現代を問うことだ．
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図 2-1 人口の府県別社会増加率
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1）明治の元勲

わが国の近世から，近代への過渡期に活躍した者た

ちは，西南地方の士族である．なかでも本州最西の，

朝敵と焔印された長州が，薩摩と野合して成った薩長

連合は，朝廷の軍ではない兵を駆り立てて，遂にその

野望を達成し（戊辰戦争），明治の代に入った．

右の図 2-3は，当時の北辺国境の変移である．

西郷隆盛（南州、比号す）は，官軍になった薩長連合

の総司令官となり，敗軍の将徳川に礼節を守りつつ，

はやるかつての部下達と争うことなしのち，毅然と

して野に下ったが，卿が号に称した南小卜｜にも，逸る郷

党がいて，西南の役に散華された．

敗軍の将は語らなくなった．そして，長州は（昔，

陸軍．今，総評と言われた）陸軍の実権をにぎること

になり，薩摩は英式海軍を掌握して，遂には南海に散

り，おのが南州の領海に果る（戦艦大和の最後）．

このことを，現に日本は浪漫化してしまっている．

だが，これは色即是空・空即是空の理であって，こ

とわけするつもりはない．

問いかげたいのは，日本の近代に貢献されたとする

明治の元勲たちが，いかに，彼らの郷里に益をもたら

されたかということである．郷里は，明治になって，

各おの山口県・鹿児島県になった．図 2-1, 2参照

元勲たちの影響下にあった時期において両県とも，

人口の社会増加率は，やや変動はあるものの，結局は

変っていないし，総馬力数（エネルギー総量）増加率

では，山口有利で推移しているが，変化はない．かつ

て，殉じた志士たちゃ，郷土の人びとが流した血と汗

は何だったのだろうか．そうして現在，エネルギー革

命の時代に突入しているのである．

2）西低東高・南貧北富

明治33年（1900)20世紀になった．そのころから，

大正元～7年（第一次世界大戦， 1912～18年）に当る

図2ーし 2を見ょう．東北方がきわだつ．北海道が

人口・馬力数とも盛大で，アメリカにおいての対イン

ディアン抗争を思わせるものがあり，それ程まではな

いにしても，撰夷思想、による殖民地獲得の富国強兵策

に関係なしとは言えない．既に，日韓合併もしていた．

しかしこのことをさておくとして，農業基盤経済の府

県を除けば，人口の社会増加東西比，総馬力数の南北

率の較差が生じ始めていることが読みとれる．その後

のことは大方の見当が付くことであろう．

さて，九州、｜はどうか．福岡県だけは両傾向と も最良

の比率を維持して来た．しかし，昭和48年（1973）の

オイルショックでエネルギー革命が始まるや，産業構

造の改革が迫られ，全国に先がけて急速に凋落の一途

図2-3 樺太・千島の交換

をたどり，福岡を総主権とのパイプにしている九州全

体が，命運を共にしている．地方的処理や小細工では

もう手遅れで間に合わぬ状態であろう．

我が国の総主権は関東に在る．それに接するのが日

本の東北圏域である．ここに，社会投資やエネルギー

が生み出す富が流出するのは当然ではないか．

これが，西南日本に達するには，その聞に，中部・

近畿・中園地方がある．九州、｜へのパイプは長い，しか

も，流れは自然に遅く，弱く，薄くなっているのも必

然である．

西南の志士たちは，浪漫の道化役者だったのか．

お世話になった大阪の商人を借り倒し，恩恵を受け

た京の文化から童帝をかつぎ出し，江戸で覇権を成し

て東京と称し，ここに総主権を集めて上記の結果にし

てしまった．だが，実を言えば，九州は，わが国で最

も自然のエネルギーに恵まれていて，他に余計なお世

話を，しなくても，されなくても，ヨーロッパの先進

国なみの生活は立派にできる所なのである．そのヨー

ロッパは英国をはじめとして，産業革命の悪夢から目

覚めてもう一つのルネサンスに入り，世界もその方向

にある．九州、｜の命運は，その流れに乗るか，反るかに

かかっている．

思えば，日本の世界に対する価値観も西低東高のよ

うであり ，世界の庶民は南北問題と言われている南貧

北富である．これを解決しようと努力しているのは，

やはり，ヨーロッパの先進国である．

西南の志士たちが大義に殉じたころはなおのこと，

明治の元勲などが対した局面の場合には，おり悪しく

欧米列強は，今日のヨーロッパのようではなかった．

それは差引くとしても権威の一極化はよくなかった．
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3）京と江戸

京人は「きょうと」とは言わず，ただ「きょう jと

いう．桓武天皇以来の平安京は，多くの神社仏閣が建

ち並び，工芸が最も発達した，文化象徴都市として栄

え， 17世紀には40万ほどの人口があったと推定されて

いる．「天下の台所jと言われた大坂は，全国の物産の

集散地となり，諸藩の蔵屋敷がひしめいて， 18世紀は

じめには35万をこえる人口を数えた．

この文化と経済を受けもつ京・大坂という圏域は，

江州・大和を含めて優に100万の人口を超えていた．

ととの、文かと，武州、｜（武蔵国）江戸の、武かとを

分けたところが関ヶ原であった．ここは美州（美濃）

にまたがり，我が国の地形的中心地は美濃（岐阜県）

に現存する．

徳川家は江戸に移り幕府を構え，天下の険，箱根の

闘を以て全国を東西に分け，京・大坂に通ずる東海道・

中仙道・北陸道が合する要地江川、｜に赤鬼と称された徳

川譜代の井伊家を配置した．

この様に、文と武’を東西に分け，文を護るに文武

両道の譜代大名を配したことは良かった．

産業にともなう商品の流通は，大藩の城下町を発展

させ，それぞれの特色を発揮しながら大都市に成長し

ていた．最大の城下町である江戸は，はじめ15万ほど

の人口であったが， 18世紀のはじめには100万に達し，

当時，世界ーの大都市になり，江戸時代を代表する，

経済の発展を約束し町人文化の開花を促進した．

しかし，それは順調ではなかった. 19世紀に入ると

開国の要求が現実となり，鎖国を理由に海防論が起り，

朱子の大義は撰夷思想、を発生し，名分は四民の階級制

を固持しながら軍事に追われ政務を欠き，文・武の見

境をなくした武家の商法は，その財政を京の文化に支

えられた大坂の豪商に頼らざるを得ず，いきおい武家

各藩は窮乏し，農民は重課に貧窮し，武士は商人の富

にのみ嫉妬した．この不平分子が修好通商に反対し，

江戸を外冠から防ぎ，時の京（みやこ）を守っていた

大老（と言っても45歳）を銃撃し，撰夷を実験して敗

れ，禁門の変で朝敵となり，後は言うに忍びぬ．

彼らは，国に二王なしと知りつつ，二都を造った．

この時の我が国の人口は約 3千万人だった．これから

ヨーロッパ（ディケンズ，英国）のではない二都物語

が始まった．とどのつまりは北方四島をとり残して，

その時のままの国土に l億 3千万が住むことになる．

現，本州に世界の客人と友好協商する適地はない．そ

れが九州にあることを知らない九州人は東京参りを上

京と言う．が，京人は東下りという．真の江戸人は，

長・九州人の所業をよく知っているから，余程，日本

の役に立たない限り重宝にせず，両州人を西南に下す．

4）職人と工匠

京の町衆は，工匠たちと協力して，応仁の乱と同じ

く，西南勢の兵火に荒れたみやこの復旧につとめた．

江戸の町人や職人らは，戊辰戦争で敗者としての差

別を受け屈辱に耐えて，争乱の後始末までやらされて

しまった．

両京の町衆・町人は，今でも祭礼（まつり）を取り

仕きっている．まつりとは，各々の宗祖を象徴として

礼節をつくすことである．大工は聖徳太子をまつる．

天皇は皇祖をまつる権利があり，江戸っ子が誇りと

した将軍には，まつりごと（政治）をする義務があっ

た．東京は，将軍を江戸城から出し，京の城でない朝

廷から徳川家の城に入れた．そうしてできた東京政府

に，まつりごとを行う（行政）義務を，責任として負

わしているのは国民（選挙民）の権利であるはず．

ふりかえって土 ・民協力の様子を見ょ う．京に隣接

する江州の例をあげる．

まず，領主井伊家を，徳川譜代最強の大名にしたの

は，国友在の鉄砲鍛冶のこともあろう．この工匠の出

を，私の祖というが，詮索の用はない．のち，月の木

郷に相応の化粧料地を賜り女二代が院殿大姉の号を戒

名した．

井伊家最後の大老が，撰夷を叫ぶ輸入短銃にたおれ

るとは，何たる皮肉か．

八条の宮に協力して，桂離宮を設計した小堀遠州は

北江州の出であり，西江州の中江藤樹は明の陽明学を

学んで，宋の朱子学が理論にかたよる傾向にあると批

判し，知行合ーを重んじる陽明学派を立てて，わが国

の教学や民政などに実績をあげた．

日光東照宮の造営は，甲良豊後守と大棟梁平の内家

の協力によるものである．豊後守の甲良姓は，湖東三

山の一つ百済寺が在る甲良郡に当る．彼ら帰化人の技

術は，のち本瓦葺に代る桟瓦の発明に及んだ．一方，平の

内家は紀州、｜の出で大工の教典『匠明』をあらわしている．

「日光を見ずして結構と言うなかれJである．日’光

東照宮は，江戸に集められた工匠・職人たちがその技

術を競った．当時，最高最大の美術館でもあったので

ある．全国各地において，近世の社寺を見る時，彼等

の及ぽした文化的影響を必ず見ることができょう．

殖産であれ，教学にせよ，文化に至ってはなおのこ

と，商人（あきんど）があきなってくれなければ，彼

ら農工人は生活できないのである．だから 「江州商人

を出したのも井伊であろう」が．ライオンズは何処へ．

九州の現状は「博多にわか」にもならぬ．九州の経

済に重きをなす博多商人は，東照宮を建てなくてもよ

いから，西照港を築くことに尽力すべきだろう．そう

して，薩摩の覇気を友好と協商に向けることである．
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2. 2 ヨーロッパの現代

わが国は，まことに残念なことだが，これまで冗長

に過ぎるほど述べてきたとおり，近世以来の官尊民卑

的四民制、士・農工商’の観念を近代にまで持ち至っ

て，現在もなおこれに甘んじている．特に西南日本に

おいてこの傾向が強く，悪しざまに書いたのは反省を

うながすためである．失敬の段は御海容されたい．

いまなお，商社・工人が日本の繁栄を支えてきたこ

とを否定しないが，日本の不健全な価値観を容易に実

現する文化的風土については，いささかの危慎を持つ

ものである．最大の貿易相手，米国人もそれで苛立つ

のであろう．また，対米依存の行き過ぎもある．

このことから考えると，かつてドゴール仏大統領が

池田首相を「トランジスタの商人」と呼んだのは鋭い

指摘だった．日本は官僚主義の合資会社であり，商社

は政商だったからである．

しかるにヨーロッパは，民主主義の株式会社であり，

社会は民商である．

同じく今春，ジスカールデスタン前仏大統領が日本

訪問を終えて帰国し「パリ・マッチ誌」に、日本は不

公正か。と題する手記を発表した．この中で同氏は「あ

らゆるレベルで、労働に対し細心の注意が払われてい

る」と称賛しながらも「日本人は一つの仕事を成し遂

げるまで働かないと罪悪感すら感じるのだ．同じこと

が公務員にもあてはまるjと皮肉を込めることを忘れ

ずに，日本の活力は米国に次いで世界で二番目の経済

大国を作りあげたようだが，日本人は他人のまねばか

りして何一つ発明をしなかったという戦前からの日本

への既成概念を改める必要がある，との見方をし，日

欧関係については，規制や流通機構の不透明さが原因

で日本市場参入はなお困難だが，円高（ドル安）で欧

州製品は競争力を持ちはじめた．ただ経済，高度技術，

金融などの話になると日本の注意力は並べて米国に向

いてしまう．欧州がその独立を自覚すれば貿易上に占

める重要性は日本をしのぐだろう．（と，日本の自覚も

うながし）そうなれば日欧関係の様相は一変する．と

述べている．

氏は現下院外交委員長である．わが国を去る時日本

に「EC.（ヨーロッパ共同体， EuropeanCommunity) 

12か国には， 4億 5千万人が居りますぞ」というメッ

セージを残された．西欧は，米・ソいずれより，人口

のみならず，その歴史の持つ重みは断然大きい．

ポツダム宣言で，戦後世界の立役者になった米・ソ

は，今年で米国211歳，ソ連はわずかに70歳.20世紀に

わたって、血と涙の体験をしたヨーロッパかとは訳が

ちがう．次の立役者は EC.で主役は英国だろう．

1）技術者の市民権

科学がヨーロッパに誕生して一世紀あまりであるこ

とは，第一章のはじめに述べた．

技術者が市民権（欧米では国籍のごときもの）を得

たのは今世紀になってからである．それまで，技術は

職人の世界だった．特に，ヨーロッパでは厳然と区別

されていて，技術は職人層の中に閉じ込められてきた

のである．そうして職人はいったんギルドに入ると，

完全に生活が保障されることになる．こんにちドイツ

のマイスター制度がそれである．ヨーロッパのギルド

でいちばん大切なのは技術の伝承であった．それが，

科学や知識と結びついて発展機構を備えた技術が制度

として確立するのは今世紀のことである．

現在，ヨーロッパの科学技術研究者は米国より多く

て，その暇と金は日本よりはるかに超えている．

2）技術史上の主役

本当の科学史が生まれたのは1960年代であることも

前に書いた．技術史は科学史に較べると大そう難しい

立場にある．それは，技術は余りにも分野が広く，建

築・治水・冶金・軍事・財政史など何でも入ってしま

うので，本質的に一つの体系をつくりにくい面がある．

なお，技術史は学問であるが，技術そのものは，職人

の世界であった．

なかでも，建築は有史以前から人の生活と共にあっ

て，この歴史が示すものは，成功者のみならずその陰

にあった人々を表わすものであり，その技術史は，工

人たちの奴隷的奉仕を表わすのみならず，献身的信仰

をも明らかにするものである．

すでに，ローマ帝国の時代，ヴィトルヴィウスが著

『建築の書』に築城，攻城兵器，都市施設，水道橋・

土木などの技術を述べ「建築は，あらゆる芸術の師」

なり，と言っている．当時から，すべての工匠のうち

建築家の地位は格段に高く，ある時期・地域において

は，市長と同格だったと言われている．今日において

も，欧・米では厚い待遇を受け，建設業者には属して

いない．わが国の知く，建築業者が設計施工をするこ

とは，ナンセンスなのである．双方の自業自得となる

恐れがある．

3）ヨーロッパの技術集団

ルネサンス（renaissance仏語）とは「再生」を意味

することばで，フランスの歴史家ミシュレが初めて用

い， 19世紀に文化史家ブルクハルトの著作『イタリア

ルネサンスの文化』で学界に定義した．このことは，

14～16世紀のヨーロッパに展開された，古代ギリシ

ア・ローマ文化を再現し，暗黒の中世に失われた人間
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性を復活させようとした思潮・運動で，文芸復興また

は学芸復興と言う．

このころ，イタリア フィレンツェ生まれの画家・

彫刻家・建築家ミケランジェロ＝ボナロッティ

(1475～1564）は，現代的に言えば科学者でもある，

レオナノレド＝ダ＝ヴインチ（1452～1519）一当時都市国

家，ミラノの摂政の軍事土木顧問になった芸術家一

と，ともにイタリアルネサンスを代表する巨匠であった．

かれは，彫刻を自分の天職と信じ，それ以外の職名

で呼ばれるのをきらったといわれ，鼻っぱしが強く，

性格は激しかった．はたち（20歳）前のこと，師匠に

悪口を言って一撃を喰らい，鼻っぱしを梨状口（鼻骨

下穴）にへし込まれてしまった．これを晩年の懐古録

に「一生涯の反省にしたかった」と書いている．

かれの彫刻は気迫があり，雄大で、，力強く，たくま

しい表現などで，ルネサンスを越えてバロックに通じ

る道を指示した先駆者としている．だが，その威圧的

な現象と平衡感覚の欠如は，バランスがとれた端正な

夕、＝ヴインチへの嫉妬であろうと思っている．現に，バ

ロックは，盛期ルネサンスに対する劣等感（インフェ

リオリティ・コンプレックス）をもつものとするのが

建築史の定説となりつつある．

変ったことをして，味を占めて，はしゃいでいる設

計屋の卵が多いようだ．わが国では，新制大学院以下

でも建築学科が在る所以であろう．

さて，ヨーロッパの近世の始動は，ルネサンスから

としてよいが，そのころの建築工房には 3千人からの

工匠・職人を擁するものが珍しくないほど盛大であっ

て，職人のギ、ルド（企業連合）も対抗して益々発展す

ることになり，それらの中からでた建築家の地位も向

上の一途をたどった．

建築家のことを，ヨーロッパではアーチテクト

(architect）と称し，アーチを造る技術者の意であ

る．この，アーチとは，柱または梁を使わないで，石

などを用いて生活空間を築（きず）く技術である．わ

が国には，柱や梁を用い，古くから木材を使って建築

物を建（た）てる棟梁大工職が発達していた．

洋の東西を問わず，貧富を語らず，人の欲する物を

造ってきたのはこれらの職人たちであった．しかし，

成功者の富のみを嫉妬し，他を運動に巻き込み，富を

奪うことで自己主張をするものが絶えなかった．職人

が富者を成功者でなくしたら，自分の生活もできなく

なるし，まして，庶民に奉仕する余裕もなくなるのだ．

職人気質（かたぎ）は，このことを許さない．

職人が市民権を得て，何々、土砂と呼ばれる技術者

たちは，果して平和にどれだけの貢献をしたのか，現

に経済戦の真最中，戦争はノン・平和ウイなのだ．

4）自由石工団体と国際連合

紀元前から，英国での産業革命開始期の前後まで，

ヨーロッパでの主要な築造にたずさわったのは，石工

（いしく）職人たちで，その中から有力な建築家も輩

出し，各階各位の側近者になったり，自分自身が有為

な成功者になった人物も少なくなかった．それらの人

びとが， 18世紀前期（1717年）英京ロンドンに集まり

自由石工団（Freemason）を結成した一一masonとは

石工職のギノレドの意であろう．

これは，コスモポリタン的な一一国家や国民の立場

を捨てて，全人類を同胞とする世界の実現を志す一一

自由主義者の友好団体で，反カトリック的な超人種

的・国際的・平和的人道主義を信奉している慎重な人

たちにより結成されている．

この人びとが，産業革命の潮流をうまく漕ぎ渡り，

世界の，はるかになかばを超す，知と富を得て，ひそ

かに，宇宙一一ギリシャ語でコスモス（kosmos)

の秩序と調和をめざして財団を作り，国籍・人種・宗

教を問わず，世界の物理学・化学・生理学および医学・

文化・平和の 5部門に功労のあった人に贈られるのが

ノーベル賞で、あり，第 1回授賞は20世紀元年， 1969年

から経済学賞が別加され世界は経済の枠組に入る．

この団体の労力で，第一次世界大戦後に，国際聯盟

が成立する．が，ソビエトロシアは生れたばかりなの

で面倒はみてもらえたかも知れないが，まだ青二才の

米国は，入らなかったのか，入れてもらえなかったの

かは判らないが，加盟していなかった．この米国に，

第二次大戦が終ると， 12歳と言われたのが，わが日本

国である．

それまでの日本は，ヨーロッパ人にもほめられた良

い面が沢山あったし，まだあるはずである．かたくな

な国家主義（ナショナリズム）は，自分の国が正しい

か，正しくないかの問題でなく戦い，国民自身は退化

し，他の民族の誇りを傷つけるだけでは済まない．

自由石工団を結成した有力者たちの多くは，職人と

して，あるいは商人として，非常に苛酷な差別と迫害

を幾千年余りにわたって受け，王を失い国を追われて

生き抜いてきた人びとである．

この民族は，古代，メソポタミア一一現，イラン・

イラク国境地帯をなす，チグリス・ユーフラテス川が

合流する豊かな文明が発生した三角州（デルタ）一ー

からパレスチナに移住し，へブライ人と呼ばれていた

が，紀元前10世紀ごろからユダ王国を建設，以降ユダ

ヤ人と呼ばれるようになった．みずからはイスラエル

人ということが多い．今日ユダヤ人とは，人種的観念

ではなく，比較的近い世代までユダヤ教に基づく生活

態度を固守してきたものの子孫を言い，今日の米国で
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人口の約5%がそうであると言われている．なお，英

語では Jews. 『旧約聖書』のユダからともいわれてい

る．この歴史の重みを語ることはできないが，紀元前

1225～1220年ごろ，モーゼに率いられてエジプトを去

りシナイ山上で神から十誠を受け，ヤハウェ神を信奉

することとなって，民族の将来が決定された．夕、ビデ

王のとき都をエルサレムに定め，その子ソロモンは紅

海に港を開 くなど貿易を盛んにし，エルサレムを住む

固としたが，ぺlレシャ・ギリシャ（アレクサンド ロス

大王）・ローマの侵冠・攻防を重ね大虐殺・捕囚人から

のがれ人びとは流浪の民となり，地中海からヨーロツ

パの世紀にうつりかわっても各地に離散して，まつる

に王なく，住むに固なく，助くるに士なく，信ずるは

宇宙の摂理のみであった．

いったん，かれらを嫌って追放した国でさえ，一国

の経済が悪化した場合，技術と理財の才能を求めて呼

びもどした例は多い．

第一次大戦中，英国はユダヤ人の協力を得るため，

パレスチナにユダヤ国家の建設を約束したが，独立は

第二次大戦後に持ち越された．国際連合は1946年に，

パレスチナをユダヤとアラブ人の居住地に分割する案

を決め，イスラエルは独立するに至ったが，周囲のア

ラブ国家はこれを認めずイスラエルに侵入し戦争とな

り，パレスチナ問題は今もって解決を見ていない．

紀元前332年，アレクサンドロスのユダヤ抹殺に，端

を発すると思われるが，反ユダヤ主義（ホロコート）

について，日本人の軽率な言動は厳に慎むべきで，む

しろ，ユダヤ人があらゆる苛烈な忍苦に耐えて築きあ

げた宇宙的価値観を汲みあげるべきときであろう．

自由石工団体が，現に在るのか，いかなる活動をし

ているのかは知らない．また，ユダヤ人だけが有力な

メンバーであるとは限らないだろう．しかし，団員た

ちはみな，ユダヤ人迫害の長い歴史を噛み締めていて

「戦争は人類を地球から追放する」ことを知りつくし，

国際連合の黒子（後見役）になっていると思う．

5）ゼツェシオ ンの建築家

ゼツェシオン（sezession）は， 1897年にウィーンで

興った新芸術活動で，分離派運動と訳されているが，

「悪しき伝統を去るjという主旨であり，建築・工芸

の分野で大反響を呼んだ．

旧帝国ホテルを設計した，アメリカのライトはもと

石工であったが，ウィーンからすれば田舎者に過ぎな

かった．

産業革命によって，鉄・ガラス・セメントなど大量

生産が可能になり，建築構造は従来の築造（組積式）

から建立（こんりゅう，架構式）に移行していた．

あらゆる意味で動乱期を迎えていたヨーロッパの，

建築家たちは，極東のかなたに建てる様式を持つ日本

を注目しはじめていた．が，来日となると，なかなか

のことであった．時に執念おさえ難き人物があった．

ブルーノ＝タウト (BrunoTaut）ドイツの建築家

(1880～1938）は， 1918年に『建築綱領』を発表する．

その前文で「ひき裂れたもろもろの方向は，新しい建

築芸術の翼の下にはじめて集まり得るだろう．工芸と

彫刻と絵画の聞にはなんらの境界も存在しない．総て

がひとつ，つまり建築なのだ」と述べている．これが

タウトの個人的見解にとどまるものでないことを，翌

日年春に芸術労働評議会から発行されたパンフレット

『偉大なる建築芸術の翼のもとに』の巻頭言に明らか

に示した．「芸術と民衆とはひとつでなければならな

い．芸術はもはや少数の者の楽しみではなく民衆の幸

福と生活であらねばならない．偉大なる建築芸術の翼

のもとに諸芸術を結集すること，それが目標だJ.

これをひとつのステップにして，グロピウス（Walter

Adlf Gorg Gropius）ドイツの建築家（1883

～1969）が，パウハウス (Bauhaus）の設立にかかる．

タウトの作品には，鉄・ガラスといった新しい材料

を，その科学的性質を正確にふまえて構造と造形を追

求したというよりは，むしろ，これらに夢を託し，そ

の可能性を試みたと考えてよい造形志向が窺える．

氏は，昭和8年（1933）に来日し，日本の建築・美

術に深い理解を示し，特に伊勢皇大神宮や京の桂離宮

を熱心に賛美した．近くは，東京中央郵便局（1933年，

吉田鉄郎設計）を評価している．この様式は決して，

ノfロックではない．

氏が滞在したのは，わずか足かけ 3年であった．ユ

ダヤ系ドイツ人と軍に見なされたのか白眼視するひと

もいて，追われる如く日本を去り，故国にも帰れず，

トルコ政府に招かれて，都市計画にたずさわり，そこ

に客死する．来日以降わずか 5年目のことであった．

著作には『日本美の再発見』岩波新書などがある．

パウハウス（建築の家）も，ナチ・ドイツに白い目

で見られて転々としたが，その業績を継ぐ最優秀者は

jレ＝コルピュジエ（LeCorbusier）である．本名は Char-

les Edouard Jeanneret (1887～1965）.スイスで生れ，

フランス（パリ）で活躍した両国が誇る，画家からの

建築及び都市計画家だ．貢献はダ＝ヴインチに比され，

ニューヨーク，マンハッタンに建つ国連本部の設計な

ど周知のことゆえ，余の記述を省く．

ノレ＝コルビュ ジ工事務所に，わが国から文（哲）学士

の坂倉準三先生が，まず留学された．次に前川国男氏

で，氏とコノレピュジエの理念がかなり重なると察する

方が，建築家の都市工学者丹下健三氏だと思う．
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6）東と西のこころ

西洋の生活は，なにに限らず自然を征服してきた．

そのために宗教と産業は，異教徒の迫害と自然破壊や

公害を招いた．そうして，この，旧習の反作用を東洋

に向けている．

これに対し，東洋には自然と共存し，調和する考え

方が根底にある．これを，西洋の内省が悟りうるのは

果していつのことであろうか．

ヨーロッパはキリスト教の国々から成る．キリスト

はユダヤ人であって，ユダヤの神をまつる．しかし，

ユダヤの神は，こころが創ったものであって人そのも

のではない．しかも絶対唯一神で，にぎやかでない．

キリストは30歳で刑死した．それまでのことは事実

がよく判っていないと言われている．よって，すべて

神学の世界の枠の中にあるが，専門学でありながら，

ノーベル賞の部門の枠にはない．理由は，こころが，

それほど平和に貢献しなかったからであろう．しかし，

イエスの誕生を祝いに来た博士たちは，キリストをユ

ダヤの王と呼んでいる．王も宗教も麻薬ではないので

ある．

ついでながら，キリスト教・仏教とならぶ世界三大

宗教のひとつイスラム教（現信徒総数約4億 5千万）

を7世紀に開宗したマホメットは，モーゼを尊崇し，

キリストを賛何したと言われている．

ギリシャの多神教が育てたイデア哲学のロマンは，

とうの昔に霧散してしまって，プルタークの書いた英

雄たちの幻影だけが跳梁する暗夜の中世となる．一一

日本で言えば源平の合戦前後に当るが規模は全く違う

一一．元来，イスラム教は異教徒に対して寛容であっ

たようだが，キリスト教国（ポルトガル）にイスラム

からの失地回復運動が起り， 12世紀直前（1196）十字

軍が発進する. 1204年，第 4回十字軍はコンスタンチ

ノープルを陥し，自らの聖堂も壊し，略奪し，戦利品

はヴェネチアの商人があきなう. 1219～1224年，チン

ギス汗の西征. 1236～42年（蒙古）パツの東ヨーロツ

パ征服. 1260年（蒙古）フビライ世祖即位. 1271年，

元朝始まる. 1274・1281年，文永・弘安の役（元冠）．

1291年，第8次をもって十字軍終る. 14～15世紀に咲

き誇るルネサンスは，芽吹き始めていた．

旧習を固守する旧教（カトリック）を改革しようと

して，新教（プロテスタント）の運動が蘭起，これの

迫害に焚殺が流行する. 1492年コロンブス北米発見．

さて， 1534年イギリスは首長令を発布し英国国教会

（アングリカン・チャーチ）を成立した．たとえば，

儀典は旧教，教義は新教で，へンリー 8世が王妃と離

婚したいがために教会をローマンカトリックから独立

させた宗教だから，なにしろ変幻自在にして万事庶揚

にできている．この宗派は，他教徒に対して相当意地

悪な弾圧はやったが，凄惨な殺裁には及んでいない．

この国教会の中庸志向が，英国人の生活と文化ある

いは政治思想に根強い影響をあ・たえている．

ところが， 16世紀から17世紀にかけて，

「国教会を清浄化（ピュリーファイ）せよ」

と，狂ったように叫び，鎮圧に屈せず牙をむいたのが，

清教徒（ピューリタン）と呼ばれる英国内の過激な新

教徒だった．これには国外からの支援もあった．

1620年清教徒は，メイフラワー号で新大陸を求めて

の，米北移住をはじめる．ここは，当初コロンブスが

アジアの一部だと考えていたところである．

、国教会的なおだやかさ。をもった英国人の感情か

らすれば，第二反抗期の子どもだったとしか思えな

かったろう．米国へ渡った清教徒主義は，戦後日本人

を12歳児と言い，ベトナムのボート（メイフラワーで

ない）ビープルと称する棄民の原因に手を出して，大

火傷を負う．一一それは何故か．一一アメリカは清教

徒の溜り場になっていたからである．

そのころの清教徒たちは，ひとつの教理で動くロ

ボット化し，清教徒革命（1649）では専制王チャーチ

ノレズ一世を断頭台（後のギロチン）に上げ，あらたな

専制者として，軍人でありかつ熱烈な清教徒クロム

ウェル（1599～1658,Oliver Cromwell)という、嫉妬

大権現かをかつぎ，オランダと戦って資本主義の基礎

を築いたが，独裁に対する批判や鉄の規律にしぼりつ

ける反感は，到底，英国人の相容れるものではなかっ

た．彼は 8年後に死ぬ．英国におげる清教徒はみずか

ら清算され，大悪人死して 2年後， 1660年に英国はお

のずから王制に復古したのである．

一方，東洋の中国は，自国産・輸入物を問わずに，

上古から儒教の中庸を以て宗教を制御（コントロール｝

していた．また，すべて宗教者が偽善をなすが，偽悪

はなすなと説くことも知りつくしていた．すなわち，

宗教のもつ共通項、悪いことをするな。という、心か

のみにかかわり、カグは一切度外視したのである．

自然順応形の東洋の心は，活力を自己の、心。に求

め，他を追うことをいましめ，善を以て徳とし，徳を

以て治めるものを王者となし，よって王道は宗教を

以って力となさなかったのである．

中国を通じて浄化され，わが国に入って来た宗教は

仏教だけではないが，神様・仏さまのように反面教師

的な悪玉もあってにぎやかであった．日本に馴染んで、

帰化してしまった神様もあれば，神様と習合した仏さ

まは相互に同居なさる（神宮寺・権現社）．それを分家

させたのが薩長勤王政府であった．一一ヨーロッパ特

に英国は，アメリカ抜きでアジアを構想している．
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7）近代社会主義への衝撃

この稿は，都築忠七，現一橋大学教授の調査研究（参

考文献 エリノア・マルクス）によるところが多い．

まず，エンゲルスとマルクスの関係について．

エンゲルス＝フリードリヒ (EngelsFriedrich 

1820～1895）は， ドイツのライン州パルメン市で富裕

な紡績業者の長子として生まれた．カール＝マルクス

(Karl Heinrich Marx 1818～1883）の生誕よりも 2

年後だった．父は異常なまでに信仰心の厚いカトリッ

ク教徒で，その窮屈な家庭生活は鋭敏多才な少年フ

リードリヒに，信｛印心を養うよりも，むしろ宗教に対

する疑惑の念を抱かせるようになったと言われる．

エンゲノレス とマルクスとの協力関係及び社会科学へ

の貢献については，参考文献『マルクス・レーニン主

義事典Jに詳しいから，次の記述に止める．

エンゲ、ルスは， 兵役途中， ベルリン大学で、へーゲル

学派を聴講する．この時マルクスも同学を学んでbいた

が， 1844年パリでマルクスと知り合い，その後，終始

マルクスと活動を共にした．著書に 『フォイエルバッ

ハ論』『ドイツ農民戦争』『家族・私有財産及び国家の

起源J『自然と弁証法』『空想より科学へ』など多くあ

り，実際活動面でもインターナショナルの総務部長の

任に当り，老後は国際社会主義の元老として，次代の

幹部を養成した．

エンゲ、ルスとマルクスとの共著に 『共産党宣言』が

あり，マルクス自身がそう言っている『資本論J第 1

巻がある．マルクスの死後，第 2巻以下のために書か

れた山のような乱雑なノートが残され，その整理と刊

行とは老エンゲルス（当時63歳）の10年以上にわたる

労苦によって行われ， 3巻まで完成された．マルクス

手稿のく象形文字的な〉筆蹟はエンゲ、ルスでなければ

読めなかったのである．第 4巻に相当する剰余価値の

諸学説に関する膨大なノートも残されていたが，これ

は，エンゲノレスが解読法をあらかじめ教えておいたカ

ウツキによって，かれの死後，『剰余価値学説史』と題

して編集刊行された．

思うに，かのアインシュタインでさえ，おのが成し

た相対性理論に，最後まで自信が持てなかったとの手

記が最近発見された．『資本論』そのものが，相対性理

論より，天才的専門家を以てしても更に難解である故

に，『資本論Jを以て教条とする社会主義者の心底を疑

うものである．まして，世界の平和に果して貢献でき

るのだろうか．否であろう．

ある社会主義者の悲劇に移る．

1870年（明治 3年）エンゲ、ルスは，合資会社経営者

「強制された労働」から「自由な人間」になり，企業

があったマンチェスターからロンドンへ移り住んだ．

そして，マルクスは平和を乱されることなく仕事が

できるような，エンゲノレスからの財政的な支え一一毎

年350ポンドの支給－ーを保証され，彼の家族も，絶

えざる金銭的苦労から解放された．マルクスはラピ（ユ

ダヤ教の導師）の家系を誇りとしていた．そして13年

後，一男三女を残して世を去る．エンゲノレスは長男が

マルクスと同年の女中との子であることを三姉妹に知

らせていなかった．

その12年後，エンゲlレスは齢75になった年8月6日，

食道がんで亡くなり，遺志のひとつ骨査が海に沈めら

れた．マルクスの子どものうち見送ったのはただエリ

ノアひとりであった．エリノアだけが父の気持を継ぎ，

勇敢で、率直な社会主義の闘士へと成長していた．

エンゲ／レスは，アイルランドの女工を妻とし，なく

なってその妹（エリノアの同志）と再婚したが，子が

なかったので，遺言により遺産25,265ポンド余がマル

クスの遺児たちにも配られることになり，そのうち，

数千ポンドがエリノアのところへ来たと思われる．

エリノアは同志， ドクター・エイヴリングと非公式

に結婚し，彼らを知る人々に衝撃を与えた．夫に正妻

があるのを知らず，自由恋愛結婚であると信じていた

のである．その月並みのモラルを越えた行動は新しい

演劇に格好なテーマを提供し， 2人はその主唱者にも

なった．また，ロンドン港湾労働者やガス労働者の運

動に加わったりもした．しかし，夫として選んだこの

男の品性が彼女のすべての希望を打ち砕くことを自身

は知っていたのだろうか？彼を極悪人とする人も多

かった．運動家たちが社会主義のメッカであるエンゲ

ノレスのロンドン私邸に行かなくなったのは，彼がエイ

ヴリングの後見役だった為であった．彼女は，自分が

結婚した男の情婦でしかないことを知り，自分の生涯

を終える決意をし，夫にも同じことを求めたと思われ

る．彼も運命を共にしようと彼女に告げたと想定しよ

う．医者の夫は，犬用にと青酸毒薬の処方筆を召使に

渡し近くの薬局で求めさせた．それからの事実は煩を

さけるが彼女は死に，彼は自分で設計した犯罪の目撃

者になることを避けて，その時家を去っていた. 1898 

年 3月31日木曜日の朝，エリノアが一通の手紙を受取

り，姦通の罪にまで落ち込んだことを知ったータまで

のできごとであった．享年43歳． 4月2日陪審員裁判

が行われた．エイヴリングは，故人は常から死にたい

と言い，故人と結婚しなかったのは自分に妻があるか

らだと言った．陪審員は「精神錯乱状態での自殺」と

評決した．しかし，都築忠七氏の追究によって，エイ

ヴリングがその妻エリノアの非業な死の直接的原因で

あったことが判明し，英国のマスコミを通じて欧州各

国に報道され，社会科学界を再び震憾させている．
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2. 3 地球の21世紀

人間が地球の外から，本当の地球を知り始め，地球

が宇宙の、ノアの箱船かであることを知ったのは， 1960

年代に入ってからで，いまからわずかに20年前ごろの

ことである．

エリノア＝マルクスが熱烈な社会主義の闘士であり，

かつ，真実一路、愛かの信奉者でありながら一一奇し

くも，井伊直弼が，花の生涯を閉じる大老職に就いた

歳一－43歳の一生は，偽善者であった夫との重々し

い，わずか 1時間余の対話によって決まった．

この事件があったのは，英京ロンドンである，再度

ヨーロッパに伝えたのはイギリスであり「ほとけの顔

も三度jということもあってのことであろう．

このイギリスは， 20年ほど前，いわゆる「英国病」

に躍り，英国議会は，（1）批判をすること.(2）代案を出

すこと.(3）代案は実現可能であること．との，三原則

を立て，実行し，さらに，地球上の大英帝国の座に就

いた．しかし，帝国主義は悪しき伝統として，完全に

捨て去ろうと決意している．帝国は既にノアの箱船の

乗組員の象徴となっているのである．

そこで，ノアの箱船，地球号のひとが乗る範囲を示

す．

地球（earth）……太陽から数えて 3番目の軌道を，

l日に 1回自転しながら， 1年周期で公転する惑星．

赤道半径6,378.3880回，極半径6,356.91191anで，その

差は約300分の 1.赤道の全周は約4万回．表面積は約

5.1億M，体積は約1.08兆km3.陸と海との面積比は北

半球で6: 4，南半球で 8: 2.人が住む地球表層部

は，構成物質の三態によって岩石圏・水圏・気圏に大

別される．地球本体の約100加が岩石圏，海水・湖沼水・

河川水・地下水などが水圏，地表から上空20凶前後ま

でが気圏である．

ここに住む人びとは今年（1987）ついに50億人を突

破した．うち，日本人 1億 3千万は幕末のままの列島

に住みつくことになっている．しかも，かつての宗主

であった中国は10億の民を抱き，人口増を制限する．

1)世界の鼎立構造

鼎（かなえ）は三本の足で立つ，軽重を問わず最も

安定がよいからである．三脚はカメラ・測量器・望遠

鏡などの支持に用いられる．調節が容易だからであろ

う．世界平和の枠組は軍事力ではなく経済協力に移る

ことは当然の帰結である．

現世界の有力国を見ると，軍事では米・ソ lとも疲れ

を見せはじめ民生を圧迫している．経済で計れば，米・

西独・日が，ソ連に軍事がらみの意地悪を，米主導で

行う四足構造で，非常に不安定な局面に至り，中でも

日本の経済のあり方は，世界の指弾を受けている状態

だ．このままでは，地球号に乗り損う．

独断と偏見でなければ幸いであるが．世界は，ヨー

ロツパ ・アメリカ ・アジアの鼎立で安定すると思う．

しかも，いかなる軽重も問わずにである．自然の水は

傾いた方に流れるが，悪水は阻止しなければならない．

治水は治国の要である．世界史的観点から言えば中国

が 水は流れのたとえとして一一先達である．

漢民族が，黄河によって発達した文化を固守しつつ，

2千有余年にわたり築き続け，2,5001anに及ぶ万里の長

城は，ひとえに外敵の侵入を防ぐ懸命の執念であり，

今もって西戎・北秋（ロシア）に一所たりとも侵攻を

許すものでな く，いわんや，古来弟子であった東夷 ・

南蛮（日本）の下刻上を可とすることはない．

しかも，かの華僑の商才は，したたかさを以てわが

商社に勝り，かつ，自由である．世界の自由経済の拠

点香港は，間もなく，英国から中国に返還される．

世界の商人（あきんど）は「日本人は，ユダヤ人と

同じ く，金もうけは上手いが，金の使いかたは下手だJ
と言い，華僑のことを言わないのは，中国が既に眠れ

る獅子でないことを知っているからだ．眠れる獅子

だったのは，北秋・東夷が支配した清朝の時のこと．

この清朝を擁立し，満州国を建てたころから，商社

は変じて政商と化し，官尊民卑の温湯に浸っている．

2）ヨーロッパの時代

米・ソの国際的大実験は，世界の緊張と混乱を強い

つつも，妥協的終局に近づくものと思う．何故なら，

『資本論Jと「資本主義jという経済上の共通項を除

けば，残るのは、自由理論。と、清教徒主義。であろ

う．その評価は，諸学の史家によるもので余人のなす

ところではない．が，しかし，およその見当はつく．

自由石工団体が結成されたのは英京ロンドンであっ

た．ここが，社会主義者エリ ノア ＝マルクスの悲劇の

舞台になった．ここに，大英帝国の王朝があり，その

国教会に猛反対し，自分なりの自由を求めてアメリカ

に渡ったのが清教徒達である．

すべてとは言えないまでも，英国の自由と，米国の

自由は違う’のである．ソ連の自由は庶民にはない．

北アメリカには，英国王を君主とする連邦国カナダ

が，太平洋には英国王室に忠誠を誓うオース トラリア

自治領があり，共に大英帝国国歌を唱する．

王室を亡った，仏・独・伊などと，王を国民統合の

誇りとする12か国は，ヨーロッパ共同体（E.C.）を集

成して， 21世紀を創造しようとしている．日本が当面

する，米・ソとは断固歴史の重みが違うのである．
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3) 21世紀の国際民間航空

ヨーロッパ (E.C.) は，地球はノアの箱船，同じ船

に乗れば仲間と考えている．そうして，ェアーバスA

320を造り，この生産に18万人がたずさわっているが，

旅客機製造販売の縄張り（シェア）は，約90%を米国

が持っていた．だが，仲間同志で出資するのがこれか

らの会社，かれらに正当な理由はないと，競争が激化，

A330から A340と発達し米国の独占に対する闘いを展

開している．韓国が買う国際旅客機の半数近くがこの

ェアーバスになる．日本の対米依存はゆき過ぎであろ

ぅ．これらのジェット機は音速内で高度10km以下の大

気圏を飛行する．この間，既にヨーロッパは英• 仏，

協力してコンコルド SSTを開発し，ソ連ではツボレ

フTU-144を持ち，超音速で成層圏（約10km)上の気

圏を民間航空機が運航している．米国には，この種の

旅客機はない．

コンコルドは，かつて，ヨーロッパから成田空港の

開港を祝って，表敬訪問（デモンストレーション）を

したが，供用に不適当であるとして，定期便を持たな

い．おそらく，新関西空港も自他ともに使えないであ

ろう．批判は遠慮する，納得する代案がないから．

わが国の現状は，ヨーロッパに対して，断然，航空

鎖国をしているのである．

21世紀の国際民間航空は，気圏を超え，地球上空，

20km以上の宇宙（コスモス）を跳ぶ． 資料 1 超

音速機のみか，スペースプレーンヘの開港や如何？

資料 1 西日本新聞 記事

‘‘加速”日本版スペースシャトル 新複合材開発へ

昭和62年 (1987年） 7月12日

科技庁来年度着手決める

21世紀初頭を目標に，日本版スペースシャトルともいえる宇宙往還機（スペースプレーン）の研究に取

り組んでいる科学技術庁は，機体材料に不可欠な新複合材の本格的な研究開発に乗り出すことを11日，決

めた．第 1弾として複合材構造試験設備の整備を来年度予算に要求する．

ス
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宇宙と地上を往復するスペースプレーンの実現のカ

ギは，最先端のハイテク技術を駆使した高性能エンジ

ンと機体に使う複合材の開発にかかっており，同庁は

既に，ェンジンの研究に着手している．新複合材の研

究が始まれば二本柱がそろうことになり，スペースプ

レーン実現に向けての研究開発態勢は大きく前進する．

複合材は炭素繊維や強化プラスチック，金属，セラ

ミックスなどを混ぜ合わせた新素材で，軽くて強く，

耐熱性に優れている．スペースプレーンのほか超音速

旅客機，衛星，宇宙ステーションにも最適なため，欧

米各国でも研究開発が盛んだ．

同庁によると，スペースプレーンの実現に必要な新

複合材は，表面を覆う断熱材としてチタン繊維を織物

にしてセラミックスで固めたものを使い，内部の骨組

みには炭素繊維とポリイミドの硬い複合材が有望視さ

れている．

日本は炭素繊維など素材レベルの開発では世界の

トップに立っているが，航空宇宙の構造物に使える複

合材の開発は欧米に比べ立ち遅れているのが実情だ．

このため，航空宇宙産業界が特に，複雑で費用が掛

かる複合材の大型試験設備の導入を政府に働き掛けて

し)た．

科学技術庁の計画によると，複合材構造試験設備は

①複合材の特性を正確につかむ部材・要素環境強度試

験設備，②翼など機体の重要部分の強さを高温や低温

の環境強度試験設備，③複合材を超音波やエックス線

で診断する非破壊検査設備で，65年度までに完成させる．

三設備とも科学技術庁航空宇宙技術研究所（東京都

調布市）に設置，民間企業も使えるようにする．総予

算は約30億円．

スペースプレーン

航空機並みの手軽さで，地上と高度数百kmの地球低

軌道の間を往復できる21世紀の輸送システム．滑走路

から水平に離陸し，液体水素と吸気口から吸い込んだ

空気を推進剤とするエアブリージングエンジンで高度

数10kmまで極超音速で上昇した後，ロケットエンジン

に切り替え地球周回軌道に乗る．帰還時は大気圏に再

突入後，航空機のように飛行して着陸する．

航空機とロケット，宇宙船の機能を合わせ持つ全く

新しい交通手段．実現すると，この技術は太平洋を 2

,...__, 3時間で飛行する極超音速旅客機にもそのまま応用

可能．外国ではニューオリエントエクスプレス（米

国），ホトル（英国）などの研究開発が既にスタートし

ている．
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第 3章有明 海

有明海の復権を図り，九州の窮状を救い，わが国を

宇宙船"地球号”を運航する有能な乗組員仲間に成っ

てもらうために，先の論文『有明海圏域開発計画の基

本的構想（海上空港を枢軸として）』を書いた．

この『先の論文』では，なるべく批判めいたことは

遠慮したので，代案としての説明が不足し，実現の可

能性について多 くの疑問があったことと思う．

しかし，知る限りでは，直接的な反論は全くなく，

これに替る代案も聞いていない．あったとすれば黙殺

だけであって，これは，無関心によるものであろう．

だが，確かに関心はあった．地元いくつかの報道機

関も数回取り挙げた．卓話・講演・研修などの会にも

招かれたし，建設期成会もでき，これに関連するシン

ポジウムも開かれた．今春には，知己を通じてながら

鎌田要人鹿児島県知事から，説を直々に聞きたいとす

る直筆の文書を頂戴したが，その期を果さずにいる．

先の論文で特に加えることもなさそうに思う．が，

なすべき批判をしなかったことを反省し，随分に紙葉

を費した．よって以下の稿は，若千の補足と，まとめ

に留めたい．

3. 1 有明海の自然

長崎県島原半島の南端瀬詰崎（口之津港口）一早崎

瀬戸のなかの五通礁―熊本県天草下島北岸の通詞島

（昔，唐人の通訳が住んでいたという）を結ぶ線から

反時計まわりに，福岡県～佐賀県へと，弯曲しながら

北上する湾軸約100km,平均幅15km内外で，面積約1,700

km切大きな内海が，有明海である．

面積では，約1,500km切東京湾より大きく，陸奥湾，

伊勢湾などとほぽ同じくらいである．湖水では琵琶湖

の約2,5倍，島では淡路島の 3倍弱，国ではシンガポー

ルの約 3倍の広さがある．

東シナ海から早崎瀬戸（幅約 5km) を通じ北東に向

い湾口部（水深50m前後）に入り，湾央部（水深40m

内外）で北西に大きく曲って，湾奥部（水深20m) と

なり，その西南隅に諫早湾（水深lOm以内）につらな

る．（水深はいずれも最大満潮時）

なお，湾奥部と諫早湾は，おおむね泥底の強内海性

水域であり，塩分濃度と透明度は低く，潮汐と年間の

水温変化は大きい．両水域とも生物相はよく似ていて，

ムツゴロウ，ワラスボ，ウミタケ，アゲマキ，タイラ

ギなど，汽水を好む干湿性のもっとも有明海的で珍重

すべき生物が，おおよそこの両水域にだけ生息する．

干潟が授ける自然エネルギーは貴重かつ重大で，そ

の単位面積当り総合エネルギー量はわが国最大である．

1)位置・名称

有明海は，九州中央の西部内陸に深く湾入し，熊本

県に最も長 く沿い，長崎県・佐賀県・福岡県に囲まれ

た内海性の海であり，古来，筑後（筑紫），肥前，肥後

三国が共有する海であった．……………図 3-1参照
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図3-1 九州の地形

上図によると，肥前には塩田川・六角川・嘉瀬川，

肥後では菊池川・黒川・白川・緑川，特に湾奥部で筑

後）I I (筑紫次郎）水系が豊後側まで深く伸び，矢部）11 

などの，沖積地が発達して，九州最大の低地圏域を形

成していることがよく判る．ここは弥生文化発祥の地

であり，中世には，肥前龍造寺・豊後大友• さらに薩

摩島津が三つ巴になって覇権を争ったところであるが，

毛利勢を先鋒にした秀吉によって平定され，そのまま

の国境が近世を経て近代まで持ち越されて，現在の行

政区画となっている．沿岸 4県の県庁所在地で，有明

海に直接面しているのは熊本市だけであるが，庁舎か

らは，草枕の峠の茶屋を越さなければならない．

とにかく，沿岸の有力首長は，有明海を滅多に見た

ことがなく，関心も薄いようである．

水田はあっても票田がないからであろう．
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有明海と言っても，日本海とは較べものにな らぬ．

外国語に訳するなら湾とせねばなるまい．だが，鹿児

島県の太平洋側にある志布志湾を別名有明湾と称し，

そこに有明町もある．やはり地元は海としか呼ばぬ．

さて，国土地理院・海上保安庁・辞典類などの地図

を見ると，この海を二分して，有明海と島原湾とに分

けてある．だが，島原湾と何様かが称する所に面した

天草の上島には，有明町が現実にある．

棚聞いム

図3-2 三つの有明町

現地で，島原湾などと言っても，全然通用しない．

中央にもまた，有明海のことに疎い人が多いよ うだ．

有明海と称されるようになったのは，近代になって

のことと思われるが，名称の由来については，いまだ

につまびらかではない．

2）気候・海象

有明海という内海に面した沿岸部は，可成りの範囲

にわたって，この海と共に，気候はきわめて温暖であ

る．降雨量は，はるかに連る山稜にさえぎられて少な

く，降雪もほとんどな く，海辺の結氷は全くないと言

われる．また，日照時間が多いなど瀬戸内海型の気候

に類似しているが，浅海であるために大気との温度差

が順応し易く，霧の発生は多くない．

台風も直接到達することはないので，可成りの衰弱

傾向を示し，高潮や地震などの自然災害がきわめて少

ない．冬は暖かく，夏は適当な海風があり涼しい．

降水量
白
血EZ

℃
 

40 

600 

10 

30 

20 

-IO 

400 

降水量

200 

10 11 12 月

図3ー 3 気温 ・降水量

主風向は夏に南，冬は北西の風が卓越する．脊振山

地の山かげになるために季節風は強くない．南東には

開けているのでフェーン現象も生じない．

〈夏季〉 〈冬季〉

N 

w 

s s 

図3-4 主風向図

風向と地形によると，やや北北西寄りを主軸にして

広大な空域を形成している．

湾奥部と湾央部を合せた海上だけをとって見ても，

長さ60km.幅121四の長方形海面がゅうに得られるので

あって，航空機運航上の安全性は非常に大きい．

海象について，

有明海は，潮汐による干満の差が我が国で最も大きく，

最大 6mに達する．近代化でこの沿岸の急激な都市化

が進んだところでは，満潮と集中豪雨が重なると溢水

による被害が発生することがある．

やはり，自然に対しては，謙虚に一歩退き，生活に

順応しなければならない．地元で言う クリ ークは，往

古より，湛水・濯減・舟運・洪水調節の施設だった．
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) 

・・・4.0m以上～6.0mまで、
ーーー 3.0～4.0
一一一 2.0-3.0
-1.0～ 2.0 

一一一一1.0

図 3-5 潮汐図

3）生物・漁業

0 fJ 

日本列島の形成は，第四紀洪積世の終りごろ（数万

年前）に始まり，南と北は大陸と連なり，日本海は陥

没をはじめたばかりの内海であった．

南の海には，汽水（淡水と海水が混合した水）性の

魚介類が生息していたが，列島が現形になるにつれて

海水が大陸とを分断することになり，それらの生物は，

揚子江の下流域と，有明海の湾奥部とに封じ込められ

ることになり，今日に至っているのである．

図 3-6 有明海の干潟分布図

ここに寄り添って生息しているものたちであり，もう

他に棲むべき所はない，有明海での生活の大先輩であ

り，開発に当っては，かれらに学ぶべきところも多く

あるに違いない．生物工学（バイオテクノロジー）も

そうでトあろう．

現，日本人の，ふくれあがった消費生活を満たすた

めに，この貴重な生きものを犠牲にしてはならない．

かれらこそ，敬愛すべき仲間として宇宙船地球号，

ノアの箱船に共々乗り組まなげればならない．

しかし，その多くは絶滅し

たろう．いまいるのは，その

生き残りであって， 世界的に

貴重な生きた化石たちであり，

地元の人たちには，これを保

存育成するという．人類とし

ての価値観を持ってもらいた

いものだと思う．

干潟（全国比）

しかるに，現状は，濫獲・

密漁・稚魚の密売など跡を断

たず，甚だ危慎すべき状況に

ある．

これらの生物は，すべて，

有明海の全国最大である広大

な干潟によって生育されて，

海 J;J

五を；

f吹f

図 3-7 日本全国の干潟面積比

km2 % 

全国の干潟面積 I630.5 ( ioo) 

有明海 I 263.o ( 41.5) 

（うち筑後川汀 ｜ 口の大干潟 ) I 137.0 （川 ）

八代海 46.0 (7.3) 

瀬戸内海 152.8 (24.1) 

東京湾 14.2 (2.2) 

伊勢湾 11.5 ( 1.8 

菅 野 徹 著 『有明海Jによる
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生息地区分 ｜ 普 通 種 ｜ 少ない種

軟泥干潟 ｜ヒイロカワサンショウガイ，クロへナタリ，ハイガイ，アゲマキ，サキグログマツメタ

ガイ，アゲマキ，シオマネキ，アリアケガニ，ヤマトオサガニ，ハラグクレチゴガニ，

アシワラガニ， トビハゼ，ムツゴロウ，ワラスボ

砂泥干潟｜ゴマフタマガイ，サキグロタマツメタガイ，ウミマイマイ，サルボウ，ハイガイ，アナ

ジャコ（マゴコロガイの寄生するものあり），マメコブシガニ，ハクセンシオマネキ，ヤ

マトオサガニ，ケアサイソガニ，ヒメケフサイソガニ，ミドリ シャミセンガイ

砂干潟｜ツメタガイ，ゴマフタマガイ，ミクリガイ，マテガイ，テナガダコ，イイダコ，トゲツ｜オヨギピンノ，オオ

ノヤドカリ（左のハサミにほぽ例外なくヤドカリコテイソギンキャクを着けている），ヒ ｜シャミセンガイ，ナ

シガニ，オサガニ ｜メクジウオ（可能性

｜としてのみ）

河口の水中｜ヒゼンクラゲ（または近似種），タイラギ，ウミタヶ，イカゴ（小さなイカ．ベイカまた｜チクゴエビ，ナメク

は近似種），アキアミ（シラタエビまたは近似種），ヘイケガニ，キチヌ，コイチ，ハゼ｜ジウオ，アリアケシ

クチ，ウロハゼ，ショウキハゼ，ムツゴロウ，ワラスボ，アカウオ，デンベエシタビラ｜ラウオ，トサカギン

メ，ムラサキシタビラメ，シマフグ， トラフグ，ナシフグ I~，タピラクチ，ヤ

lマノカミ

感 潮域｜ィシマキガイ，シオマネキ，アリアケガニ，ハラグクレチゴガニ，ハマガニ，アシワラ｜アリアケヒメシラウ

ガニ，カクベンケイガニ，オオユビアカベンケイガニ，ベンケイガニ，アカテガニ ｜オ，ヤマノカミ

河口湿地｜ヒロクチカノコガイ，カワサンショウガイ，フトへナタリ，シマへナタリ，オオミミガ｜ヵモノアシガキ（可

イ，クリイロコミミガイ，ハマガニ，アシワラガニ，ベンケイガニ，アカテガニ ｜能性としてのみ）

沿岸，背後｜モクズガニ，ウナギ，カササギ ｜オキチモズク，ヤマ

地，中流 ｜ ｜ノカミ，アオタテハ

表 3-1 有明海の場所別生物一覧

漁業は，すべて沿岸の干潟，浅海に依存している．

有明海固有生物は，ほとんどが主たる漁獲物にはな

り得なくなる程減少し，その代表的存在であったムツ

ゴロウも韓国から輸入して，地元の用に供する如き有

様であり，表 3-1にある生物など，滅多に見られる

ものではない．

なるべく早く，これらの生物が生息できる聖域を

造ってやりたいものである．

貝類では，アサリが多く獲れ，タイラギが特徴的で

あり，特に湾奥部のノリは全国一の生産をあげている

が，天候に左右され易く，農業と兼業する者も多い．

図 3-8 諌早湾内外の共同漁業権海域図

モドキ

菅野徹著 『有明海J より

ところが，海面は公共のものであって，私物化すべ

きものではないはずであるが，その使用権が田畑と同

様に売買されているし，あまつさえ，農をしない地主

の如く，漁をしない海主がいるのである．

そこで，『先の論文』 4. 3. 5「内海権益の入札制」

に，権利金を地先市町村民の利益に還元すべきことを

書いた．これに対して，誰の考えかとの問い合わせは，

幾度かあったが，反対は聞いていない．この問題の抜

本的対策は，各首長が発議し，議員諸公が案ずべきこ

とであろう．したがって，本論においては関与しない．

図 3-8によって，およその見当がつく知く有明海

の漁業権海域は，魚介類が依存する沿岸近くに存在し

て，厚く重なり，公共性が高い沖合になるほど，薄く

軽くなっていることは当然でトあろう．

特に，熊本・長崎・佐賀・福岡の 4県があい接する

湾奥部の中央は，最も公共性が高い入り会い海域で

あって，私権の入り込む余地のない場所である．

よって，本論では関与しないのであって，無視する

わけではない

漁業権を保護して，無法者を退治することも大切な

ことである．その為には，法を遵守する漁業者の利益

を保償できるように，魚介類，特に有明海に生息する

固有の生物が育生できるよう，生態系を守らなくては

ならないのは勿論であるが，更に，ひとが，犯しては

ならない，有明海を好んでいる生物たちの聖域を創り

いださねばならぬ．海上空港を建設するに当つての要

諦のひとつは，このことにある．
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3. 2 有明海流域圏

戦後のわが国は，所得倍増・日本列島改造で，なる

ほど，経済は発展した．その経済は集約効果を追求し

て都市型の日本となり，全国的に過密・過疎化が進ん

で国民はその弊害に苦しむことになった．

そこで，地方の時代がうちだされたが，その価値観

は，不明のままである．地方の時代の意義とは何か．

1）流域圏理念

国土庁は，第四次全国総合計画を策定するに当って

価値観をと らえ，「各流域ごと，微妙に文化が異なって

いる．この文化をわきまえて（価値観を）管理するこ

とが合理的である」として発表した．

これがいわゆる、流域圏理念グであり，価値観は統

一さるべきものではなく ，各々の郷土から発見するも

ので，若し，悪しき伝統があればこれを去り，良き伝

統を創造することにある．それが郷土とその住民の進

化であって，文明を追求することでなく，文化を進展

することであろう．

わが国には，山が多い．その国々は多くの場合山稜

（分水嶺）を国境にしている．他は，海や川によって

いる．中でも川で境した国はお互いに争いが絶えず，

水取り合戦は激烈を極め，百姓がこれを行えば水泥棒

として仕置され，武士が水泥棒に成功すれば賞揚され

たが，文化は微妙どころか組野になった．

例えば，筑後有馬藩の百姓は，実は，水を求めて歴史

的にも有名な一接（いっき）をやり，導水には成功した

が仕置きをされ，のち神として杷られる水神社が残る．

一方，筑前黒田の武士は，近世（江戸時代）筑後川

からの導水を三度試みつつも筑紫を越える微高地で，

三たびとも失敗したが，損をしたのは出資した博多商

人だげ，それが現代になって筑後大堰を作り，天理に

もとる水の横取りに成功した．このことで，有明海の

微妙な汽水が影響を受けるため，漁民たちは反対し，

この水が肥前に，まず，流れ入るために佐賀側の妥結

は最も遅れた．ところが，最近，博多っ子ぶ、りの度合

が，佐賀県を植民地と思うことで計られることになっ

た．それをテレビで知った．博多の文化も微妙どころ

か野蛮になったのだろうか．

有明海の湾奥部に流れ入る大河が，古来日本第二と

された筑紫次郎であり，その両岸の広大な盆地状地形

の沃野が筑紫の国であった．わが国唯一の西の鎮守，

大宰府政庁は，唐（から）様の風水説（地相学）にし

たがって筑紫の国に南面して，京（みやこ）に代り九

州一円を統治した．水域を作ったのは，－EL緩急の際

に那の津を水浸しにすることも辞さなかった為である．

よくよくここは水には縁があっても，福には岡ほどの

ことはなかろう．

博多は，やはり，あきんど（商人）の町であれば水

は充分である．武士の信条の持ち込みをはばんだ京・

大阪には，いまでも琵琶湖の水を江州の人々が（洗剤

などに）気を付けて運んでいる．士に頼るのは，もう，

いい加減にしたがよい．黒田節は宴（うたげ）の終り

に唄うのが礼儀であって，途中でやるのは，水を差す

ことになり，無礼で、あることさえ知らない人が多く

なった．京・大阪の人はそう思っている．

人みな，自分の生れ育ったところで，その文化に馴

染み，仕合せな生活ができさえすれば，他国で暮そう

などとは思わぬものである．

だがしかし，都合によっては他国へ出かけることも

ある．その場合，分水嶺をよぎる峠を越えなければな

らなかった．

峠の向うは，異文化の地である．柳田国男説による

と「とうげ」は，たむけ（手向）の転化であると言わ

れる．ここで，異文化の国で、の加護を神仏に祈ったの

であり，生れなじんだ故郷に帰り着いたところも峠で

あり，やはり神仏に無事の感謝を手向げたのである．

2）圏域の特徴

峠の近くは，隣国との文化と同じくらい近い．お互

いの交流もあったわけである．

峠を越える旅人も唐突に異文化と出合うこともな

かった．

天与の水も，峠で行先は，はっきりと別れ，取り分

を，身の危険をおかしてまで競うことはなかった．

これらの分水嶺を源（みなもと）とする水系によっ

て人々は生息した．その社会を，水につるむことから

「つる」と言った．地名・姓氏に津留・鶴・釣・党な

どが当てられるが，今で言う水利組合的存在である．

この水上（みなかみ）から遠くなるに従って文化は

微妙に変化した．筑後川の水系を見ると，その下流域

では，久留米・柳川・佐賀の三藩が鼎立した．いずれ

も20万石級の大藩である．これらは武士のなせる業で

ある．しかも， 20km内外の位置に，河川を境にして在

るというのは全国でも珍しい．まず，ないのではない

か．そこに福岡藩まで加わってしまった．

そのために，筑前・筑後・肥前の人びとは，水問題

には狭小で、あるが，各水系を肥後一国で占める熊本人

は，水に甚だ寛大である．県人が職に就く県外の三池

にも水を贈る．

江州滋賀県の岳人達は，全国に先がけて山の清掃活

動をし，県は洗剤条例を制定しているのも，親類縁者

が多く住む京・大阪へきれいな水を送るためなのだ．
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表 3-2 流域圏の面積・可住地・世帯数・人口

有明海上空港論提要

熊本県

km' km' 戸

市町村名 総面積 可住地面積 世帯数

熊本市 171. 72 

荒尾市 58.00 

玉名市 90.30 

本渡市 144.91 

山鹿 市 87.44 

菊池市 182.96 

人

人口

153.80 180,239 
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計 1,775.07 1,064.21 289,174 1,072,873 

大分県

km' km' 戸人

市町村名 総面積 可住地面積 世帯数 人口

日田市 270.78 63.97 18,268 65,358 

九重町 270.70 54.40 3,817 14,407 

玖珠町 287. 46 51. 45 6' 273 22' 775 

前津江村 76. 73 3.45 462 2,004 

中津江村 83. 86 7. 20 570 1, 805 

上津江村 87.64 

大山町 45.64 

天瀬町 101.45 

A-
口 計 1,224.26

4.31 

9.81 

19.43 

448 1,560 

1,056 4,716 

2,061 8,437 

214.02 32,955 121,062 

昭和55年国勢調査数による
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表3-3 圏域に関係が親密な町村 有明海にそそぐ河川とその「みなもと」がある市町

村をあげたのが，表 3 2である．

・これは，実地踏査と，現地有力者の相 流域圏理念で考察すれば一一表 3-5参照 この

互証言によった． 圏域は全九州に対して，面積で21.2%を占め，可住地

・それぞれの，比較検討のためである． 面積はその28.3%があり，人口の28.0%を擁している．

・よって，統計数には算入していない． （各市町村におかれては，各おので他と比較・検討さ

れたい）

佐賀県
km' km' 

世帯数戸

人
大規模国際空港を運営する場合，約70万人の周辺人

市町村名 総面積 可住地面積 人口 口を要するといわれているが，この圏域人口は336万余

人があり，充分に過ぎる．

有田町 26.74 8.52 4,055 14,673 しかも，九州における総面積比の7.1%多い可住地面

西有田町 38.68 19.63 2 052 8,822 積をもっているのである．

山内 町 40.76 19.24 2,338 9,892 

3）海上空港建設適地

iにbコ、 計 106.18 47.39 8 445 33,387 此所については， 『先の論文』に述べておいた通りで

ある．カ），

熊本県
km' km' 

世帯数戸

人
有明海に面したところで，佐賀・長崎両県県境に，

市町村名 総面積 可住地面積 人口 竹崎・牟田があり，福岡・熊本の県では，大牟田・荒

尾の両市がある．（牟は牛の鳴声の意）

波野村 71.46 17.15 557 2 199 この間の距離は，約20凶である．

蘇陽町 118.66 34.39 1 541 5,858 4県の公平を期して中央に位置すれば，湾岸からは

産山村 60.60 14.75 508 1,981 10回の距離がとれて，騒音公害の心配はまずない．

しかも，ここは 4県の相互入り会いの公海である．

1口』 計 250.72 66.29 2 606 10,038 この辺りの潮流は中立的にやや緩やかで，水深lOm

内外の浅瀬が幾筋かあり，海底深くには原料炭の優良

鉱脈があることが今春発表された．

表 3-4 全九州に対する各県の比率（%） 近く佐賀空港（第 3種）もできる．

%積%%  % 
長崎・福岡・熊本をはじめとして，九州各県の持つ

県 名総面積可住地面 世帯数 人口 空港との連繋運用に最も都合の良い位置を占めること

になる．

福岡県 11.8 17.6 35.7 37.9 最も重要なことは，この中心的位置が有明海流域圏

佐賀県 5.8 8.9 5.8 7.2 の中央にあることであろう．

長崎県 9.7 11. 0 11.8 13.2 ただし，この検討は公的機関，特に政府の諸省庁で

熊本県 17.6 17.9 13.l 14.9 行われるべきものである．

大分県 15.0 11.5 9.5 10.2 その理由は，国家の来世紀への進化にかかわる，最

宮崎県 18.4 12.l 9.0 9.6 も新しい第一種空港だからである．

鹿児島県 21. 7 21. 0 16.l 7.0 地元の官民を問わず，士・農工商をさかさにして，

上ばかりを見て足元に火がついていることに気付き，

まず，有明の明りを輝かして、明徳の海。にしよう．

表 3-5 全九州に対する流域圏の比率（%） 有明海底の石炭は，子孫に残して置くべきもので，

親が働き，子は得をし，孫に乞食をさす様な事はすべ

総面積可住地面積世帯数 人口 きで、ない．採炭量にこだわらず，石油の価値に見合う

km' km' 戸 人 まで，石炭鉱工業の技術再開発への跳躍台の為には，

流域圏 8, 936.24 4,383.91 945,310 3,368,022 助走路が必要である．これぞ新国際空港の滑走路だ．

全九州 42,128.96 15,468.24 4,007,495 1,2019,818 西欧との国境を内海の奥深く取り込んで，お互いの

% % % % 文化を筒い分けて体得した世界的価値観は，有明海の

比率（%） 21.2 28.3 23.6 28.0 復権であり，九州は飛躍し，日本に進化をもたらす．
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空港建設の意義章終
九州・山口発展のために

欠けている要素

88 
（%） 
80 

3）工法・工費・工期

人工施設を加える場合は，自然環境の保全を第一義

としなければならない．資料 3.の、浮きドックかは

暗黒海面を少なくするため，潜函を海底に軟着するよ

う砂泥に沈埋して基礎とする高架甲板式工法である．

空港自体については土地収用費が皆無で、ある．その

分を，自然環境保全費・沿岸産業振興費・周辺都市開

発費に充当すれば一石三鳥の効果があろう．即ち，空

港基本の性能を高め，共存共栄の工費だから，なるべ

く都市的機能は流域圏域に委譲することが賢明である．

この工法は成長自在であり，着工の 5年後には供用

できょう．アクセスにフェリーを用い船内で航空手続

をする例があり，沈埋式トンネルも望ましい．既に，

政府5省庁は「検討する必要があろうJとしている．

．地元企業

Eコ中央企業

お
円
山
町
t研
究
機
関

却凪
E
自
治
体
の
力

目・－E
財
界
の
力

資料2. による西日本新聞記事

35 

交
通
体
系

市
場
性

61 
60 

図Eー 1

この章をもって，、まとめかにかえる．

わが国には大別して次の 6種類の飛行場がある．

①運輸省（つまり国家）管理のもの

②地方公共団体管理のもの

③防衛庁管理のもの

④民間のもの ⑤ヘリポート ⑥米軍管理のもの

運輸省管理の飛行場は成田東京新国際空港のように

建設中のものもふくめて昭和45年当時全国に21か所あ

り，そのうち第 1種空港，つま り国際空港に指定され

ているのは成田に建設中のもののほかに羽田東京と伊

丹大阪の三空港である．残り 18空港は第2種空港で，管

理は国でも，運営経費は設置されている地方公共団体

（都道府県）が25%，国が75%の割合で分担すること

になっている．第 1種空港の運営経費はもちろん国が

全額負担する．なお，成田東京新国際空港は公団形式

である．泉州沖新関西国際空港も同様になる．

有明海上国際空港の大要

近未来の第 l種空港は，国際民間航空機関 (ICAO)

の目的を，完全に満足する可能性があるものに限る．

E 

九州の飛躍と日本の進化

近代の科学は，人間を万物の霊長として，他の生物

とは一線を画していたが，本当の科学は卒直に言う．

1）生への飛躍

ベノレグソン（HenriBergson 1859～1941）は畢生

の著陪lanvital生（命）への飛躍Jで，進化の弾みを

説いた．

E-2 

1）鉄の三角地帯

三池の石炭は，幕府が買い取り，軍艦の燃料と鉄の

熔鉱に使った．長崎に熔鉄所が作られ，これが造船所

へと発展した．八幡には官営の製鉄所ができた．いず

れにも，三池の石炭が運ばれて，ここに鉄の三角地帯

が成立して，九州基盤産業の原動力となった．

その三角形の中に有明海があり，ここに文化産業の

基礎となる高性能国際空港を建設すれば，鉄の三角地

帯のかつての栄光を受け容れて，世界の，空の三角地

帯の栄光を輝かすことができょう．

2）現代の進化論

ダーウィン自身も疑いを抱いていたが，漸進説が主

流であった．だが今は「完全にできあがった」状態で

ない限り，突然に自然選択が働く，と説かれている．

英国の古生物学者 D・V・エージャーは「地球上どこ

でも，歴史は戦地での兵士のように，長い退屈な時期

と短い恐怖の時間とから成り立っている」と言う．

世界は「長い社会生活の時間と総てを瞬間に清算し

てしまう（エリノアが演じた）悲劇」で成り立つ．

2）地元の要望

地元は，このことを待ち望んでいる．

資料2. の西日本新聞の記事によると，九州・山口

の発展のために欠けている要素として，交通体系の整

備が最も多い．また，国際空港の必要性については，

中央企業の70%，地元企業の86%が必要で‘あるとして

いて，必要ないとするものは中央 8%，地元 6%だ．

資料3. は，同じく昨春の記事であるが，現況は，

すくなくとも 4県の知事がフェリーボート（渡し船）

に乗って，有明海の中央に集まり，ここに決めようと

言いさえすればよいのである．コミューター（通勤者）

航空は，民間で，時期到来をみて，できる．
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資科 2. 西日本新聞 記事 昭和62年（1987年） 9月6日

ホトップは挑む庁西日本意識調査 口11口 九州・地殻変動を追う 第 9部

く基礎体力＞ まず交通網整備 リード役の産業も必要

西日本企業トップ意識調査では，企業が転換期に積極的に対応しようとしている半面，土台ともいえる

九州・山口の交通，研究開発機能などの基礎条件が弱く，アキレスけんとなっているとの指摘が強く出た．

このことが，東京一極集中を加速させ，東北にも追い越されるとの不安にもつながっている．

一次系の完成まだ

地元，中央のトップが共通してあげた，「地域発展の

ために欠けている要素」の圧倒的な、ワースト・ワン。

は交通体系．皮肉にも，地域の足が足かせになってい

るというわけで，とくに高速道路網の不備に不満が強

し）. 

福岡 宮崎を結ぶJR線の特急「にちりんjは距離

408.lkm，所要時間約 6時間10分．これに対して九州縦

貫道を利用する高速ノてスは，九州経済調査協会の試算

では距離296.8凶，所要時間 4時間18分．距離で， 100

回以上，時間にして，約 2時間短縮できるという．だ

が，九州縦貫道が全線開通するのは着工から30年以上

を要して70年代前半になる見通し．九州横断道は60年

代後半の予定．日暮れて道なお遠しの感がある．

中央では第二東名高速道路が計画されている段階に，

域内ではまだ、一次系かの高速道さえ完成していない

ことへのイラ立ちがそのままアンケートに表れたよう

だ．

国際空港にも期待

高速自動車道，整備新幹線に対する期待が最も強い

が 「完成までじっと待っていたのではさらに取り残さ

れる」と，コミューター（地域近距離航空）への関心

も高まっている．運輸省航空局の調査では，全国40か

所でコミューター空港建設計画があるが，そのうち伊

万里，天草，枕崎など 7か所が九州、｜だ．

域内の交通体系ばかりでなく，国際空港についても

地元のトップの 8割以上，中央トップの 7割が「必要

だJとしている．日本列島の、辺境グから，地理的特

性を生かした、アジアの玄関かへの跳躍板として国際

空港に対する期待は強い．

自動車も海外生産

「自動車産業も逃げ出してしまうのか…」．マツダ米

国工場の量産開始を伝えるニュースに，地元企業のあ

るトップはため息をついた．鉄鋼，造船に代わるリー

ディング産業として期待された自動車は，貿易摩擦回

避のため海外での現地生産に走りはじめた．日本興業

銀行の調査リポートでは圏内の自動車生産額は4,500

億円減り，関連業種を含めて 3万人の雇用減になると

予測する．

I C産業も「円高J，半導体摩擦で新規の国内立地は

もう考えられない」（関連会社首脳）という時代を迎

え，地域経済を号｜っ張るリーディング産業不在を嘆く

声は強い．

だが，地域の新しい戦略産業として航空宇宙産業を

導入，育成しようという具体的な提案もある．離島を

含めた数多くの空港，種子島宇宙センターや宇宙科学

研究所・鹿児島宇宙空間観測所（内之浦）などの拠点

を生かし，航空宇宙産業に挑もうというのだ. 21世紀

の地域リーディング産業に，との期待だが，確かな手

ごたえがあるわけではない．

政・財・官が力を

地元トップに比べ，中央トップに九川・山口の研究

機関の不足を指摘する意見が多い．最も急ぐべき地域

プロジェクトでも「研究学園都市建設」が上位にラン

クされている．中央トップが工場建設適地の条件に「地

場企業の技術水準が高いこと」をまず挙げている点と

合わせると，地域の研究開発機能を高めて地元企業の

技術レベルを引き上げなければ，ハイテク時代から脱

落しそうだ．一方，地元トップは地域リーダーのパワー

不足を嘆く．「政治家，財界，自治体の力が弱いから，

地域経済の地盤沈下に歯止めがかからない」という見

方だ．「高速道，新幹線で東北に遅れをとったのは，九

州選出国会議員に、道路族’、運輸族。がいないから

だ」．政治家の力は予算獲得力，とまで言い切るトップ

もいる．だが，政治家，財界，自治体が一体になって

の予算要求は，旧来の陳情型からの脱皮を迫られてい

る． 「地域自 らが政策を立案する提案型でなければ実効

は薄いj「地域でビジョンを描き，優先度をつけて行動

すべきだ」との声もある．

予算獲得に向けて九州｜・山口経済連合会と九州地方

知事会が，従来の総花的要求から，昨年はさらに一歩

進め，要求を高速交通体系の整備に絞り込んだように，

地域にとってのハードルを一つ一つ越し，基礎体力を

つける努力が求められている．
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資料 3. 西 日 本 新 聞 記事 昭和61年（1986年） 4月27日

ホ交通新時代への課題庁 九州21世紀委・現地からの報告 8 

く国際空港〉 新『九州｜の時代』を求めて

先陣争いが裏目にも

夢の有明海上構想、

有明海に浮かぶ4千江滑走路から，ジャンボ機が勢

いよく飛び立つ，デッキには国際観光客のあふれるラ

ンチが，夕映えの海に白く光る．

大牟田市の高台に建つ国立有明高専．有明の海が眼

下に広がる．松島寛治教授（建築学）の研究室には，

24時間運用の「有明海上国際空港Jの青写真が描かれ

ている．大牟田市と佐賀県竹崎沖を結ぶ、中間地点．浮

きドック工法による空港なので，巨大タンカーが浮か

んだように見える．「有明海は九州のへソ．ここに本格

的な国際空港ができれば，九州の各県が平等に思恵を

受ける．海上なので騒音公害の心配も少ない．建設コ

ストも試算では関西新空港の 5分の l程度で済む」と

松島教授は言う．

国際化推進にぜひ

国際化時代を迎え，九州、｜に本格的な国際空港を望む

声が高まっている．会う人ごとに「九州国際空港」の

必要性を訴えている九州・山口経済連合会の前田研一

常務理事は「九州を日本の西の玄関口という視点で見

ると，成田や関西新空港に匹敵する国際空港が必ず要

る．空港が整備されないと，国際的な文化交流や人的

交流も進まない」と力説する．

ある民間金融機関が試算した航空需要予測一一．主

要空港の昭和59年の乗降客数は国際線1,442万人，圏内

線4,055万人の計5,497万人だったが， 75年（西暦2000

年）には国際線5,178万人，国内線 1億6,734万人の計

2億1,912万人となる．国際線は3.6倍，国内線は4.1倍

に増える計算だ．

急増する旅客への対応はどうか．運輸省は本年度か

ら，第五次空港整備5か年計画で，関西新空港，成田

空港二期工事，羽田空港沖合展開の三大プロジェクト

に全力投球する．「それでも2000年には飽和状態になる

可能性が強いJ（航空局計画課）．

そうなると，どうしても成田，羽田，関西新空港に

次ぐ，第四の国際空港が必要だとの結論になる．

24時間運用がカギ

ヒースロー空港（英国）， ドゴーノレ空港（フラン

ス），ロサンゼルス，（米国）など世界の主要空港は，

いずれも24時間運用である．わが国でこの条件を満た

すのは，建設中の関西新空港だげ. 21世紀の国際空港

としては， 24時間いつでも離発着できることが条件に

なる可能性が強い．

九州には24時間運用が可能な地方空港が多い．それ

だけに，国際空港化を目指す競争は激烈だ．

「海上空港なので，！騒音公害はない」と長崎が宣伝

攻勢をかければ，熊本も負けてはいない「九州の中心

にあるので，各県からまんべんなく利用客を集められ

る」．

国際貨物空港を目指す大分に対し，鹿児島は「西日

本一の動物検疫施設を持ち， 300頭の馬，牛を収容でき

る．熊本名産の馬刺し用馬も，ここから運んでいる」

と，実績を誇示する．新北九州空港計画を進める北九

州市は，「深夜に離発着できない福岡空港を補完する国

際空港を目指す」と意気込む．

九州浮揚の視点を

地域づくりで九州各県が競い合うのは結構である．

だが国際空港化をめぐる動きのように，各県が足の

引っ張り合いを続けていては，九州全体の浮揚という

点ではマイナスである．競争と同時にそろそろ協調態

勢づくりを考える時期であるJ空港整備をやろうとし

ても，地元の意見が割れていては進められない．結局，

地域で一体となった運動を進めている関西などに，先

を越されるJ.運輸省航空局の阿部雅昭・飛行場部長は

「地元の結束が第一jとクギを刺す．

地方空港では全国に先駆げてジェット機が就航した

宮崎空港は，地元の反対で、滑走路の拡張が遅れ，ジャ

ンボ機はまだ乗り入れていない．佐賀空港も地元漁民

の反対などが絡み， 17年間宙に浮いたままである．

九州の場合，国際空港への対応の仕方としては，各

県の空港が国際線の機能を分担し合って九州全体とし

て国際空港化を目指す行き方と，どこかーか所に拠点

空港を造るやり方とが考えられる．

いずれにせよ「九州が本気で、空の国際化を望むので

あれば，全県の知事が集まって徹底的にその方策を討

議すべきではないかJ.松島教授の声は，九州、ll,300万

人の声でもある．
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あとがき

歴史は，名を残した成功者だけの物語りではない．

近世には，大名17藩への貸倒れで，大坂・江戸など

21家の町人が倒産して小役人どもの惨い仕置さえ受け

た．うち，町人12家を西国大名 5藩が潰し，その内訳は，

細川16・黒田 2・立花2・鍋島 1・長州 1である． これを

徳川家は隠密に監視していた．薩摩は独立を図った．

この「士・農工商」序列を，そのまま近代に取り入

れた主役がこの地方の「士」であった．その立花支藩

三池，現在の企業城下町は，企業に甘えの構造で革新

までも有名志向に成り下ったのみならず，上ばかり見

て脚元に火が付いているのも知らぬ身になり，明徳の

月の明り、有明海の復権かに目覚めず，悪夢中に在る．

歴史では常に人聞が主人公である．これに，本当の

科学史と建築史を加えてサーチライトを当ててみた．

王を失い・地を追われ，・士を離れ，あらゆる迫害を受

けつつ商工農を業とし，もし去るならば国の経済技術

破綻につながった人びとが居た. 1690年ごろ合理重商

啓蒙主義にゆさぶられて呼び戻しが始まり，自由石工

団体が結成されて，産業革命の発展へとかかわった．

もはやこの人たちはユダヤ教ではなく地球人なのだ．

国際空港は国境であり日本は地球人に錯国中である．

参考までに専門家によるべきことだが，本稿にある

当時の 1英ポンドは1,000米ドル，洋銀 1ドルは金 1

両， 1両は現在の10万円金貨とみてどうだろうか．

末尾ながら，智を賜わった主な参考文献と共に，夢

を抱いた本件に関する卒業研究を添えた．貴重な文献

の著訳者各位及び学生諸君に万般の敬意を呈したい．
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有明高専における教育用新電子計算機システム

ーノfーソナルコンビュータネットワーク（40台）を端末とした教育用電子計算機システムー

荒 木 三 知 夫・山下 巌
く昭和62年9月21日受理〉

On the New Electronic Computer System 

in Ariake National College of Technology 

In our college was set up the new electronic computer in March 1987 which can be connected with 

personal computers, and this new system has mainly be used to educate some computer programming 

languages for our college students. 

Special features of the new system and some advantages in using it are reported in the paper. 

Michio ARAKI and lwao YAMASHITA 

1. まえがき

本校の教育用電子計算機は電子計算機室開所以来12

年の年月を経過し，昨昭和61年， FACOM M 330FX/ 

4に更新された．電子計算機室は教育用データステー

ション F-M-130Fを用いて端末数日台であるが昭和

55年より TSSによる教育を開始しており，新システ

ムに期待するものは，主として端末数の増加とレスポ

ンスの高速化であった．しかしながら，既に更新され

た他高専の機種中に本校現有の機種と同一の機種も散

見され，更新に当っては慎重に対処せざるをえなかっ

た．幸にして，ネットワーク化されたパソコンシステ

ムも同時に特別設備として予算化され，この両システ

ムを統合した教育用電子計算機システムを導入するこ

とが出来た．電子計算機室としては，この両システムの

同時導入は予想出来ず，パソコンシステムの導入のみ

を想定しての教育方法等改善のための経費の援助を受

け，パソコンシステムとパソコン端末を用いたレスポ

ンス改善の研究を行うこととしていた．電子計算機室

の新教育用電子計算機の導入に至る経過については，

研究報告と共に，本年 3月に発行した教育方法等改善

研究報告「工業高等専門学校における，パソコンを用い

た情報処理教育の改善jに記述した．

2. FACOM M-330 FX MODEL 4 

前述の如く，新教育用電子計算機として，富士通製

F-M-330FX/4が選定された．この電子計算機は昭和

61年 6月に発表された新鋭の汎用機であり， 4モデル

を有し，フィールドアップグレードが可能でー本校の如

く予算に制限のあるユーザーに好適の機種である．図

1にパソ コンシステムを含めたシステム構成図を，ま

た表 1にCPUの仕様の一部を示す．

メーカーに依れば，本校現有の F-M-130Fに比レ性

能は約1.8倍近い値が示されている．更に，補助記憶装

置である磁気ディスクの容量は， 1.784GBとなり約

3.3倍に増強されている．これは， 40台の端末のアクセ

スに対応するために増強されたものである．

また，現有の F-M-130Fとは，通信制御処理機構を

通じて協調的に結合され，両システムのソフト，デー

タの交換が可能となり， 130Fに接続されたカードリー

ダにより，カードを用いて使用中のユーザー，各学科棟

の端末利用のユーザーの新システム利用を可能とした．

LPとして，日本語ラインプリンタ装置が実装され，

日本語出力が可能となった．

また， MXCを通じ，「情報処理演習システム」FMR

50, 40台のパソ コンと接続され， F6650エミュレータ

端末として使用される．

OSとしては， OSIV/X8FSPが用いられ，従来の

OSIV/X8よりレベルアップされ，種々の機能が付加

され，強力な OSとなった．

使用言語は， FORTRAN77,PL/I, COBOL85, 

ALGOL, PASCAL, FORTRAN77/FAST, BASIC 

が使用可能である．以上のコンパイル言語については

会話型システムの基本ソフトとしてAIFが提供され，

ディスプレイ端末を有効に利用しプログラム開発を行

うためのソフトウェアとしてPFDが用意されている．

今年度よりこのPFDについても，更に学生演習用と

して構成されたソフトがFM 130Fと共に使用され，

学生の演習に利用されており，学習効果を高め得るも

のと思われる．ただ， F-M-130Fには日本語出力の装
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処理装置

コンソーlレ
教育用電子計算機 FACOM M-330F Xモデル 4

ライトベン

（主記憶： 5MB) 

回5インチフロバイディスク 高速演算機構付

磁気ディスク装置
F6421 A4 

磁気テープ装置
/'¥ 
'DLMT 
¥._,! 

F6480A 

FMR 50X41台
プリンタ×10台

情報処理演習システム

既設

446MB×4=1.784MB 
図 l 教育用電子計算機システム構成図

表 l FACOM M-330FXモデル 4

・中央処理装置 ハードウェア仕様
機 租 M-330FX/4 

命 令 数 191 

三レ1タ/ ｜汎 用
16 (32ヒ・ツト）

｜制御 16 (32ピット）
｜浮動小数点 4 (64ピット）

データ型式 ノマイト．半日吾， 諮， f音長日昔，4f吉長暗
タイマ機 構 4都

アドレス変換機構 DAT. TLB (128エントリ），TLBエントリの共用，部分消去

記憶保 E聾 2 KBプロテクショロンーキドーアにドよレるス読保護出し／：白き込み禁止／

高速演算機構 オプション
高速 VM機構 標準装備I

．ノTッファストレージ
機祖｜ M-330FX/4 

容量｜ 16KB 

プロック長 1 32バイト
7 ッピング｜ セットアソシアティプ
方 式｜ ストアスルー

・主記憶装置
機租｜ M-330FX/4 

索 子｜ NMOS DRAM(256Kピット／チップ）
記憶容虫｜ 5～29MB 

噌 投単位｜ 4MB 

読み魯き佃｜ 8ノぐイト
インタリ ープ｜ 4ウェイ
エラーチェッ ク｜ 1ピットエラー自動釘正.2ピットエラー完全検出
交主主チップ自動割当て｜ 棟耳目装備

・チャネル装置
機租｜ M-330FX/4 

最大転送速度｜ 20MB/S 

拒E 類 I MXC. BMC. MT  Al. MT  A2 

最大接続台数 1 9台

チャネルDAT機構｜ 似単装阻

・通信制御処理機構

回線速度

最大接続回線数

回線 組別

!NP 

50bps-64l王bps

32回線

専用回線．電話回線.DDX 

・フロッピィディスク装置
椋準装備

サポ ート媒体 5インチ
2 D. 2 DD. 2 HD  

オプション
8インチ

128-15. 256-2D. 1024 2D 

置がなく，その能力を発揮し得ないのは残念で、ある．

ホストコンビュータ関係としては，更新に際しX-Y

プロッタとレーザービーム方式のLPの導入を期侍し

たが，今回は予算の制約のため断念せざるを得なかった．

3.情報処理演習システム

情報処理演習ジステムは，パソコンによる情報処理

教育の重要性に注目し，早くからその設置を熱望して

いたものであるが，昭和61年特別設備として予算化さ

れた．更に前述の教育用電子計算機が同年度に予算化

され，システム構成においても本校にとり誠に幸運でト

あった．このシステムは，新鋭パソ コン（昭和62年 1

月発表） 40台を IN-LINEと称するスター形態の教育

用 LANでネットワーク化したものである．パソ コン

の発展は誠に固まぐるしく，可能な限り最新の製品が

望まししまたホストコンビュータとの関連より富士

通製 FMR-50が選定された．このパソコンはホストコ

ンビュータの端末として，またスタンドアロンとして

使用している．このパソコンは後述の SDAS/SIA関

連の製品であると考えられ，より一貫したアーキテク

チャーによるシステムを構成し得たと信ずる．このパ

ソコン，およびネットワークの仕様の一部を表 2に示

す.IN-LINEは次の 9機能を有し，その有効な運用に

よる教育効果を期待している．



図 2 電子計算機室平面図

有明工業高等専門学校紀要第 24号 47 

ロ
ロ
悶
悶
同
問
閏

固園

日

表2.1 パソ コンFMR-50CPU仕様
タ イ プ I FMRSOFD 

CPU I B悶 6(B MHz 0 wait) 

世間出師プロセツサ 180287 (B MHz) 

間 M い6KB

メイン RAM I 1 MB  （最大 5MB) 

R iグラフイツク RAMI 25日<B
A I I 

！由 宇 VRAMlコード 4KB 
恥4 』 1

｜テキスト VRAMIアトリビュート 2 KB. テキス卜 2 K B 

グラフイ.，クス I 640X400ド

テキスト揖示 I•附xzs行

日本回世示 l•o桁×25行（16 ドット）

出 字 削M I JlS摺ー水割 JlS 到ニホ醐• JlS非剖宇453皿．ユーザ畳師団8岨

CRTインタフェース ｜カラー内蔵（アナログ RG且デジタル同町．白州直｛コンポジツ卜｝

時肝出世 ｜パッテリパックアップ

時Is .. ~＂＇町内直112 ドライブ内高
キポ ド ｜分阻型 JIS 加白シフトの2岨

RS 23詑 ｜有（ 1ポート）

監盟スロット 13スロット

マウスインタフェース ｜キーボードに円高

サービスコンセン ト I CRT用．プリンク用各 l

外静寸法 I W420X0385XH125（皿）

皿 fil I的 15同

消費電力 ｜約川W

表2.2 IN-LINEシステム仕様
項目｜低 俗 ｜「一項目｜ 仕 織

パソコン棚台数1~主（先生用 1 台、生使用回剖 ｜｜ 制作ターフェース 1~，笠笠蜘に醐

｜先生観－制州本体！担 ｜ ｜ネットワークの聞｜旦.！＿＞H!f立 Z

ケ プル副生徒中継ユニットー制御複本体・~ II ｜・ネットワク制御醐靴

生徒叫ユニット一生健闘パソコン土旦｜｜ 外 形 寸 注i盟 世盟旦盟国

映像伺号｜盟主宜主＂＂.＇.＇：＇」盟主 ｜｜ l・酬。

映像由号レペル也己止 ｜｜ 出帥由化、仕鵬｜①3酬油剛X6凧固

映像伺刊馴｜旦二盟 主 ｜｜ 件により予告な〈｜町盟盟盟主~肌圃

抑制レベルI~ II 叫する齢制・｜ ・生徒用中継ユニット

｜ マイタ 1~生 ｜｜ ｜盟盟盟主盟四
音声伯母拶岐附 I I 

｜ヘッドト， I~ II ト トトワ州剛酔t

i方式｜三二どと王 11叫 ん 1~
lin It 4電 力ト一一一一

伝送｜手順 1~日制頗） ｜｜ 川 H 卜 生使用中継ユエツト

｜速度 1~ ～ と型~ 11 い 笠（I台）

I 温度 lσc～45・c
f土 俗 条 件｜ 一一一一一一

温度目%RH ｛錨貿信きこと）

写真 1 教育用電子計算機

写真 2 情報処理演習システム

(1）一斉送信機能教官より全ての学生へ，画像・

音声・データを一斉に送信ができる．

(2) グループ送信機能 教官より一部のグループへ，

画像・音声・データを一度に送信ができる．

(3）個別通信機能教官と学生が 1対 1で，画像・

音声・データの送 ・受信ができる．

(4) SCAN機能教官側で学生の学習進行状態を

順次チェックできる．

(5) VIEW機能一人の学生の画像を全員に表示

できる．

(6）呼び出し機能教官から学生，学生から教官，

何れからもワ ンタッチで呼び出しできる．

(7）添削機能教官のキーボードを学生用のパソコ

ンにハード的に接続して直接，添削指導できる．

(8）学生開通信機能任意の学生間で，画像・音声・

データの送・受信ができる．

(9) ディスクサーバー機能教官用，学生用のどの

パソ コンからも自由に大容量（80MB）の固定ディ

スクをアクセスで、きる．

他に 2～3の機能も用意されているが本校では以上

の9機能を活用するネットワークとして計画した．

プリンタは現在学生用として， 10台用意し， バッ

ファーを有する自動切換器10台を用いて接続している．
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更に， 2台の37型プロゼクタ上に，教官あるいは学

生個々のディスプレイ上の画像を転送する装置を設備

した．この装置は VTR等を用いて視聴覚教育にも活

用する予定であり，情報処理教育の教授面での効果を

期待している．

このシステムの設置に当り，パソコン40台を効果的

に一室内に配置する場所がなく ，電子計算機室全体と

して大幅な機器の配置替を行わざるを得なかった．そ

のため，旧オペレータ室を機械室へ変更し，旧演習室

を可能な限り拡張した．旧機械室は F-M-130F,LP, 

CR等を一部残し，演習室と ｜日機械室にパソコン40台

を配置した．図2にその配置を示す．講義は第 l演習

室で行い，演習は第 I，第2演習室を使用する．この

止むを得ず行った分離による別の効果もあり ，現在順

調に教育が行われている．パソコンの設置については，

第 l演習室がフリ ーアクセスフロアでなく ，その配線

工事が問題であったが， OA用の机20台を購入し，その

問題は解決し得た．次に，IN-LINEの制御装置につい

て，簡単に述べる．

制御装置はメ ーカーが CAI本体と称する制御装置

とファイルサーバーから構成されている．ファイル

サーバーは，アクセス速度を高速化するためマルチタ

クスの OSである OS9/68000を使用し，サーバ回線と

して 4chを当て，全アクセス効率を高めている．ファ

イルサーバーは仮想ディスクとして MS-DOSシステ

ムに組込まれている．このディスクを多数のパソコン

が同時にアクセスを行うとき台数に応じてアクセス時

間が遅くなることは現状ではOSの性質上止むを得な

い事と思われる．しかしこの件については実用上， 現

在では支障は殆どないと思われる．

4.新システムのレスポンスについて

設置されたパソコン40台は，MS・DOS配下のもと

で， F6650エミュレータを起動し AIF端末として使用

している．更に，プログラム開発支援システム PFD/E

を用いて，FORTRAN77の言語教育，研究が行われ

ている．新電子計算機システムの更新に当り ，最重視

した事項は， M-130Fの使用経験より ，40台の端末を同

時に使用する場合の端末のレスポンス（応答時間）を，

可能な限り改善する事であった．このため，システム

構成にもまた可能な限りの配慮、を要請してきた．レス

ポンスについて，指導のためのデータを得るため学生

の演習を利用して計測を行った．その結果の一部を表

3.1および表3.2に示す．表3.1は20元の連立一次方程式

の解法プログラムをコンパイル，実行した場合のコン

パイル時間を，端末台数を順次増加し計測したデータ

を示す．また LOGONコマンドを入力後メ ニュー画面

の応答時間を，同じく，端末台数を順次増加し計測し

たデータを表3.2に示す．この LOGONコマ ンドの応

答時間は，端末40台を並列に適宜時間差をつけ利用す

る場合，約15秒程度である．また submit処理を17台並

列処理を行った場合，応答時間は約65秒の計測値を得

ている．
表3.1 応答時間の計測（同時使用者 5台有り）

使未用台端数
応答時間

平均 min max 

1台 5S ．．．．．． －・・・・ ・

2台 6S 5S 7S 

3台 SS 5S 10 s 
4台 llS 9S 13 s 
5台 14S 12 s 15 s 

10台 26S 24 s 28S 

15台 31 s 25S 36S 

20台 55S 42 s 68S 

30台 79S 58 s 100 s 

表3.2 LOGONコマンド応答時間の計測

使用端末台数｜ 6台 I i2台 I 17台 I 21台
応 答 時 間 I 14 s I 3o s I 45 s I 60 s 

表3.3 ベンチマークテスト比較表

機種

恥1!382

恥1!360
スーノマーミニコン

恥1!320E

M330FX 

計算時間 〔sec〕
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192 

1,183 

1,330 

997 

以上は，各端末一斉に入力を行った例が大部分であ

るが， 40台を並列に適宜時間差をつけ利用する場合，

例えば LOGON応答は15秒程度であり ，現在教育用と

して問題なく活用されている．なお，M-330FXはある

ベンチマークテストによれば，表3.3に示されるような

性能があり，このシステムの導入により一応の目標は

達成されたものと思われる．

5. おわりに

本年4月発表された IBMのSAA，圏内における富

士通の SDASにみられるような，MFから wsに至る

総合的システム，更には32bitパソコンとその OSの時

代を近く 迎えようとしている．パソコンの普及の反面，

米国においては MFの需要低下， DP,EWSへの分散

化が伝えられる．本校においても，極めて小さいスケー

ルであるが，類似の現象が生じつつあると思われる．

パソコンと MFとの運用についての調和は電子計算

機室の運営に重要な問題となると思われる．

新システムの導入後，電子計算機室を訪れる学生数

は格段に増加し，満員の状態、も多くみられるように

なった．永年に亘り，念願した電子計算機室の充実も

一応その目標を達し得たと信ずる．この間， 御指導戴

いた歴代の校長を始め，御協力賜わった校内外の方々

に深く 謝意を表します．

文 献

工業高等専門学校におけるパソコンを用いた情報処

理教育の改善 昭和62年 3月 有明高専
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曲面黒板 の最適設計

山下 巌・木村剛三＊

The Designing Method of the Most Suitable Blackboard 
with Curvature 

In order that a teacher prometes the effect of education in a classroom, the useful 

and traditional method adopted has been to write the points of lecture on the blackboard and 

show them to students. It is necessary that all students in a classroom can recognize the 

points written on the board, wherever they sit down. 

From this point, a blackboard with curvature has been used as one of the most suitable 

teaching tools. However, the curvature has ever been determined emprically. 

In this paper we show a method that calculates the most suitable curvature of a blackboard 

and an example computed by this method. 

lwao YAMASHITA and Gozo KIMURA 

1. はじ め に

世を挙げてのニューメディアの時代に今更黒板の話

でもないと思われるが考えてみると学校での授業の手

段としては黒板は依然として主役の座を保持し，まだ

ここ数年で姿を消すことはないと思われる．長年教室

で気になることの一つに学生の座席によって黒板の見

易すさに相異があるこ とであ る．特に最前列の端に座

る学生にとってこのことは著しい．授業する側ではな

るべく黒板の中央部分に板書することを心掛けるので

あるが場合によってはそうも行かないこともある．ま

た，学生に演習問題を書かせると得てして端の方に書

きたがるものである．学生の人数が少いときは端の席

を無くすこともできるが，普通は四角い教室にきっち

りと机を並べ，端の席に座った学生は諦め顔でノート

をとっているのが実情である．このことを少しでも改

善するため一部の教室では曲面黒板を採用しているが

その根拠は不明であり，効果の程も定かではない．平

面より少しは増しであると言う程度であろう．本報告

では黒板の文字を読みとる難易の基準を仮定し，それ

を基に最適の黒板の曲率を求めた．

2. 判定基準

＊ 有明工業高等専門学校 名誉教授

黒板の見易すさについての感じ方は学生が黒板の一

点をみたとき，その視線がその点の黒板の法線とのな

す角，距離，立体的な位置関係等を総合したものであ

りそのなかには主観的な要素もあると思われるがここ

では問題を単純化するため教室を真上からみたときの

平面図形として扱いもっぱら黒板の学生に対する角度

だけを問題にすることにする．また，教室は中心線に

対称の構造にな っているものとしその対称軸を y軸，

y軸と黒板の交点を通ってx軸を設定する． （図 1)

つぎに見易すさ，または見難さをどう定量的に表わ

すかであるがここでは見難さを表わす量 として学生の

視線と黒板の法線のなす角を 0とするとき seceと定

める．当然，視線が黒板に垂直のときが最小の 1であ

り，視線が黒板と接するときが無限大となる．そして

sec eを板面の端から端まで積分した値が最小のもの

を最良の黒板と定義することにする．

3. 定式化 I

前述の通り教室は中心線に対称に配置されているも

のとし，黒板の曲線をY=f(x），黒板の両端のx座標を

±α，学生の目の位置をP(X,Y），学生が見ている黒

板の佐置を Qi(X,y），その視線が坤由の正の方向とな

す角をα1, Q1における法線がx軸の正の方向となす角
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y 

P (X, Y) 

x 。 α 

図1 学生と黒板の位置関係

をβI，視線と法線のなす角を81とする. Q1には対称点

Q2が存在し，同様にの，/32' 82が定義される．

問題は

I＝んec81 dx ( 3・1)

を最小にするY=f(x）を求めることである. QiとQ2が

対称点、として連動していることを考えれば

I=  1( s叫＋sec82) dx ( 3・2)

とすることができる．この式をさらに詳しく調べると，

COS e I =COS ( /31 -al) =COSβ1COSα1 +sinβ1 sin α1 

cos 82 =cos ( n: -/31 －α2) =-cosβ1COSα2 +sin/31sinα2 

ここで tanβI =-1 I y’から

cos/31 = -y’Iv店芋デ2, s in /31 = 1 I .Jiτ子τ.( 3・3)

PQ1 =/(X-x)2+(Y-y)2三.Ri.PQ2=/(X+x)2+(Y-y)2三.R2

( 3・4)

とし て

cos _X-x ~in _ Y-y m 只 ＿x+xsin _ y-y 
a1 －ーー一一一一－ " a1 －ーーー一一一ー， じU::s a2 －ーー一一一一一，：：＞・Ha2－ー一一一一一

.R1 ’ .R1 --- .R2 一“ .R2

等を用いれば

I=f｛（門戸（X-x)y'+ (Y-t+川 ）
( 3・5)

となる．ある P(X,Y）に対してこの積分の値を最小にす

るY=f(x）を求めればよいのであるがとても解は得ら

れそうにない．仮lこY=f(x）を級数展開して係数を求

めるとしても至難の業であろう．

4. 定式化 E

そこでγ＝f(x）の対称点Qi,Q2における線素について

.1I=(sec81十sec82).1x=l sec（β1一角）－sec（品＋白）f.1x 

(4・1)

が最小にな るようにβ1すなわちy’の値を定め，これを

原点を出発点として順次継いでいくことにする．極値

を求めるため，

d.11 -r ,5 in ~ （ β1-a1) sin（β1十α2) 1 
l - f.1x= 0 ( 4・2)

dβ1 l cos2（β1-a1) cos 2（β1＋α2l J 

とし， これから

sin（β1＋α2）ニsin（β1一α1).

fl1=t（π十a1-a2) ( 4・3)

叫＝州ーπ＋fl1｝＝－吋（… ） ( 4・4)

y ＝－」τ＝tan{(a1-a2) =tan.{ LQ1PQ2 ( 4・5)
tanp1 z. z. 

s =0.5(2x+21+22）とおけばムPQ1Q2にあ、いて

tan~ L Q1PQ2 = /(s-21)(sーム） ( 4・6)

臼 V s(s-2x) 

すなわち

( 4・7)

が求める微分方程式でこの式を 0から αまで積分する

ことにより黒板の形を求めることができる．

5. 評価の計算

評価の基準として平面黒板について（3・2）を計算し

てみる． （図 2) (3・2）に対応し て平面黒板の場合を

Isとすれば

Is= 1（日 c81＋叫2)dx 

＝ザ｛／（x-X)2十y2＋／（山 ）2+y2}dx 

＝よ｜（α－X）／（α－X)2+y2＋（α＋X）／（ α＋x)2+y2
2YL 
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+Y2l叫α－x＋／α一山2）（川十／（α州十川

-2Y2logY]. (5・1)

y 

P (X, Y) 

一α
x 。

図2 平面 黒板

これに対してY=f(x）の黒板にって（3・5）の Iを求め

I/ls三 ηが小さい程良い黒板と言うことになる．

つぎに（4・7）を満足する黒板のI。を求めることにする．

(3・5）によることは勿論であるがβI=0.5（π＋α1-a2) 

の関係があるので

。1=/31ーα1＝ま（πーα1ーα2),

、、ー’
’

つ山Fh
d
 

，，l

、

、E
E

－－E
E与
E
E
E
B
E
E

－，82＝β2ー α2=t（πー α1一向）

すなわち θ1＝仇 となるので

日 lasec 81 dx=21a…c弓生dx.

( 5・3)

ここで

日 Tan-1と主的＝Tan-1と Z ( 5 4) 
λ－x’＇ x+x 

で求めても良いのであるが，もう少し（ 5・3）を工夫

してみることにする．

ムPQ1Q2においてどPの2等分線がQ1Q2と交わる点

をDとすれば（図 3)

としてsinγを求めればよいことになる． 三角形の性

質から

ワx21
Q1D＝一一~

21+22 
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p 

α1 

Q2 D QI 

図3 三角形PQ1Q2 

/U2(P1十P2+2x)(P1+P2-2x)
PD= 

P1+P2 
( 5・5)

まれ

γ

す

m

と

D

S

P

 

＃

T
」

・

責

D

手
小
l

l

面

Q
．

の

1
一2

D

＝
 

ハ
叩

S

P
A
 

ム

( 5・6)

これらの式とムPQ1Q2の面積をへロ ンの公式で表わ

した式から

(P1+P2) /(2x+P2-P1)(2x+P1-P2) 
庁一一 ( 5・7)

4xゾP1P2

ゆえに（5・3）は

ra x..;f,f, 
I . -- dx 
Jo U1+P2) ./(2x+P2-fil(2x+P1-P2) 

( 5・8)

となる．この（ 5・3）または（ 5・8）を台形公式また

はシン プソン公式で計算すればよい．

6. 数値計算

以上の考察に従って実際にある教室について実測し

たデーターを用いて計算をしてみた．最初に述べたよ

うに最前列の端に座る学生が最も見難いことになるの

でその学生を番号Oとしてその学生に対する最適黒板

を求めその黒板についてのIoとηを計算し，効果の目

安すとした．また，そのようにして設計された黒板が

他の席に座る学生に対してどのような影響があるかに

ついてもいくつかの場合について調べてみた．

α＝2.430m, X =3.000m, Y=l.690mとしαを

1000等分した刻みでは・ 7)をルンゲ ・クッタで積分

した黒板の形を図 4に示す．また同 じ刻みで（ 5・8)
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Y (m) 

• 6. 790 + 

十 5.940十

十 5.090.

十 4.240t 

「 3.390十

十 2540十

番号3 番号2 番号 l学生番号。
十 1.690十＋＋＋

1.000 2.000 3.000 

亡コ
-4.230 2.430 2.430 3.970 

-4 3 -2 -1 0 1 2 3 4 
x (m) 

図 4 最適黒板の形

表 1 番号Oの学生に 表2 他の学生についてのデーターと結果

ついてのデーターと結果

XL 
α’’η， 

Ys 7BA 

x 

0.000 

0.243 

0.486 

0.729 

0.972 

1.215 

1.458 

1. 701 

1.944 

2.187 

2.430 

11nu－〉
五11日

バも，，A吐

〉d．nuつulJ；06（ 
nu－ 

－4 

ハU「U
Qd1i 

ハhu・

y 
。。

0.000 60.61 

0.004 60.54 

0.017 60.36 

0.038 60.04 

0.069 59.58 

0.109 58.95 

0.159 58.13 

0.221 57.06 

0.295 55.69 

0.385 53.90 

0.493 51. 51 

番 号

X,Y 

I。，Is 

η 

x 

0.000 

0.243 

0.486 

0.729 

0.972 

1.215 

1.458 

1. 701 

1.944 

2.187 

2.430 

2 3 

2. 000 ' 1. 690 1. 000 ' 1. 690 0. 000 ' 1. 690 

3.508 '8 .078 2.972 '6.697 2. 738 '6.216 

0.434 0.436 0.441 

θ1 。2 。1 。2 。1 。2

49.80 49.80 30.6.1 30.61 0.00 0.00 

48.17 51.08 26.17 34.41 - 6.21 6.21 

46.15 52.06 21.08 37.61 -12.19 12.19 

43.65 52.75 15.39 40.24 17.75 17. 75 

40.60 53.17 9.21 42.36 22.73 22.73 

36.89 53.32 2.74 43.99 27.05 27.05 

32.42 53.20 - 3.73 45.16 -30.68 30.68 

27.08 52.76 - 9.92 45.87 -33.60 33.60 

20.86 51.96 -15.53 46.09 -35. 78 35.78 

13.83 50.71 -20.30 45.75 -37.19 37.19 

6.30 48.82 24.01 44.70 -37.72 37.72 

からシンプソンの公式で Ioを求めた． ( 5・1）から得

たIsとη，それに x, y, （） の若干の値を表 1に示す．

また，他の学生についての影響は（ 3・2）の から

_X-x+( Y y)y’ 
tan 81二 tan（β1一α1)- ' 

'-y一（X-x)y

r=l；〔s川 十s山 dx

。＝tan_1X-x+( Y-y) y’ l 
I Y-y一（X-x）ゲ・ ｜

同様に r ( 6・1) 

1X十x-(Y-y)y’ l 
fJ?=tan I 
" Y-y+(X+x) y’ J によることは勿論ーであるが（ 5・2）は使えないので
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これと（ 5・1）で求めたIs等を図 4の学生番号1,2' 

3について表 2に記した．

なお，数値計算についての注意事項として

I ) ( 5・8）の被積分関数はx=Oのときは

2/X寸y2
y 

とする．

II) ( 5・4）は X=Xとな る場合を考えて

α1= Sin 

とする．

7. おわりに

数値計算の結果から判るように黒板の見易すさはか

なり向上するものと思われる．しかし，この報告はかな

り問題を単純化しての話であって，実際には学生は黒

板を仰ぎ見る形になっているので視線を立体的に考え

た場合， さらに距離を要素の一つに加えた場合には違

った結果がでてくるであろう．ま た，計算の結果あま

り曲率が大きいとき，平面の黒板に慣れた我々の違和

感，幾何や図学の平面図形が歪んで、仕舞う等の問題も

あると思われる．

黒板一つをとってもこのような問題があるように現

在の教室は十分な環境にあるとは言ぃ難い．照明，特

に黒板に対する明るさ，また，窓から入射する光のた

め黒板が反射して見えず晴天の日にわざわざブライン

ドを降ろして電燈をつける矛盾等解決すべき問題が残

っている．

本報告の計算法はデータ毎に計算をやり直す必要が

あり，マニュアルを用意して簡単に求める訳にはいか

ない． しかし，ここ数年でのパソコンの著しい能力の

向上と普及からBASICでプログラムを作っておけば

パソ コンのある所ならいくつかのデータをインプッ卜

するだけで結果を手軽に引きだせるであろう．

本報告での計算は本校設置のFACOM M-130F 

を用い，プログラムは ALGOLで記述し，倍精度演算

により行った．
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S-P表による学習形成過程の評価について

一一（2)S-_P表による診断的評価

石崎勝典
く昭和62年 9月18日受理〉

On Formative Evaluation of Student Leaming 
by Student-problem Tables 

一（2)Diagnostic Evaluation by S-P Tables 

This paper describes a part of the diagnostic evaluations (initial evaluations) by S P Tables done 

on the students in physics classes by using calculating (mathematical) problems on the level of junior 

high school which are given at the start of every class. 

Katsunori lSHIZAKI 

1. はじめに

物理の授業で演習問題を学生にさせてみると，立式

は出来ていても簡単な計算問題の運算が出来なかった

り，計算ミスが多いのに気付く．そのために，物理そ

のものまで嫌いになったり，自信をなくす学生をとき

どきみかける．

筆者は，この 8年間，物理の授業にはいる前に，診

断的評価（初期評価）として中学程度の数学の計算問

題のテストを実施してクラス全体の計算能力の状態を

把握した後，授業にはいることにしている．その結果

をもとに S-P表，「注意係数一得点率」平面を作成し授

業を進めている．

S-P表，「注意係数一得点率」平面などは，本来，一

斉授業により，同じ学習内容を，同じ筋道で指導を受

けた学生の形成的評価を行うのに一番適している．今

回の計算問題のように，過去に指導されたものでは，

指導された時と，テストが実施される時との聞に時間

的な隔たりがあるために， S-P表，「注意係数一得点

率J平面本来の特色は出ない！）.しかし，中学時代マス

ターしておかねばならない問題の理解度を調べ，クラ

スの中で他と異質な学生をみつけだすことが出来，ク

ラス間でのバラツキの大きさを比較することにより，

そのクラスに合った指導を行なううえで，役にたつ指

針を得ることが出来た．

大学受験がない高専において，上学年に進むにした

がって正答率が良くなる計算問題の種類，あいかわら

ず出来の悪い計算問題の種類にはどのようなものがあ

るかなどの知見をも得ることが出来た．

2. l年時と 3年時との結果の比較

計算問題は，式の計算 5題，一次方程式 2題，連立

方程式 3題，式の展開 8題，因数分解8題，平方根の

計算 3題，二次方程式4題の計33題出題した．制限時

間は30分である．高校 l年程度の問題も 2' 3題含ん

でいる．

現在までに同じ問題で約20クラスのデータを得てい

るが，筆者が， l年時と 3年時に授業を行ったのはA

クラスだけであるのでこのAクラスについて述べる．

このクラスは，現在社会人として活躍しているが，在

学中の成績は，平均的なクラスであったと思う．

33題の計算問題で， 1年時の全正答率は74.0%, 3 

年時72.9%であった． l年時と 3年時とを較べて，留

年，退学により何人かの出はいりがあったものの，全

正答率が少し低下しているが，あまり大きな変化はな

かった．しかしながら，その内容において特に目だっ

た点がいくつかあったのでこの点についてふれてみた

し）. 

(1) 式の計算で出来の悪い問題は，分数計算であると

よく言われるが，このAクラスの場合， 1年時67%

の正答率が， 3年時には83%と良くなっている．分

数計算以外の式の計算たとえば，正の数・負の数の

計算などでは，両年時とも97%を越える正答率で

あった．

(2）連立方程式では，分数を含んだ次のような連立二

元一次方程式の出来がわるかった．

王子l+y 6 = 0 
⑨1 6 ］一円

X －~－ 8 二 O

l年時59%の正答率であったものが， 3年時には

39%となっていた．この種の問題が物理でもよく使

われるので充分な訓練が必要である．

(3) 式の展開では， 2題を除き他の 6題の平均正答率

は， l年時， 3年時とも93%を越えている．出来が

悪かったのは
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⑪x 2-8 x -4 = 0，⑮x 2-2 a x +a 2-b 2二 O

⑪の問題では， l年時74%正答率が 3年時には33%

であった．⑮の問題では， 1年時33%の正答率が3

年時の36%とあいかわらず悪い結果であった．

図1にAクラスの 1年時のSP表，図 2に3年時のS

P表を示す．縦に学生番号（上から得点の高い順），横

に問題番号（左から正答数の多い）｜買）， CAは正解（者）

数，RCAは得点率， NCAは正解率，csは学生の注意係

数， CPは問題の注意係数を示す．学生番号は， 1年時

と3年時を比較するのに便利なように同一学生に同一

番号を付けているので3年時に欠番となっているのは，

留年者，退学者を示す．上学年からの留年者は省いて

いる．

1年時と3年時のS-P表の傾向は良く似ている．

No. 4の学生は，遅刻して来た関係で， 1年時の結果

が悪かったが無事卒業している．

No. 2, 11, 33の学生は， 2年に進級していない．

No. 5, 16, 27の学生は， 4年に進級していない．文

No.10の学生は， 4年から 5年に進級していない．

図 I，図 2のS-P表を各々図 3，図 4に「注意係数

得点率」平面として表示した．したがって，図 l,

図3がAクラスの 1年時であり，図 2，図 4が3年時

のものである.S-P表と，「注意係数一得点率」平面を

較べると，「注意係数一得点率」平面の方が一目瞭然，

クラスのバラツキ，反応パターンの違う学生を見つけ

ることがたやすい．しかも，学生へのフィードパック

も迅速に出来るのが長所であろ う．

の展開で，⑪の問題は 1年時49%の正答率が 3年時

56%とあまり良 くなっていない．⑬の問題では， 1 

年時69%の正答率が 3年時には47%と悪 くなってい

る．3年時には，この公式を忘れていたために悪 く

なったと思われる.33題という 問題数の割には30分

間と時間が短かかったせいか（α－b）を 3回掛け

て計算している学生は少なかった．

(4) 因数分解では，簡単なものは正答率94%を越えて

いるが，すこし複雑なものになると出来が悪い．

⑬（α－＇ b) 3 ⑪ （－＋x y3)3 

⑫（2X -1 )2-9，⑫（α－ b )2+6（α－b)c+9c2 

⑫の問題では，共通因数をとり出して因数分解して

いる学生が少な く， 1年時・ 3年時とも30%の正答

率しかなかった．⑮の問題では， 1年時77%の正答

率が3年時には56%と悪 くなっている．

(5) 平方根の計算では，次のような掛算・割算が悪かっ

た

⑫5江 70÷4λE

⑫の問題では， l年時51%の正答率が 3年時には

53%，⑫の問題では， 1年時44%の正答率が3年時

56%と進歩の後があまりうかがえない．

(6) 二次方程式の問題では，簡単な因数分解を用いる

問題は正答率92%と出来が良かったが，解の公式を

用いる問題と，複雑な因数分解を用いる問題の出来

が悪かった．

⑫（3J玄－.／τ）2 
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来る．

S-P表をより視覚的にとらえやすいように，図 I，図

2を「注意係数一得点率」平面に表示したものが図 3'

図4である．この「注意係数得点率」平面は，横軸

に学生の注意係数（CS），縦軸に学生の得点率（RCA)

をS-P表から読み取ったものをプロットし，学生番号

(No.）を記号（Mark）で表示したものである．

次に典型的な例を 7例ほど示す．図 3，図 4は上の

S-P表を「注意係数得点、率」平面で表したものである．

図2

3. 「注意係数一得点、率J平面による学生の

反応パターンの分析

S-P表を作成し，この表から学生ひとりひとりの達

成水準や，クラス全体の達成度分布や平均的水準を読

み取ることができる．表中のS曲線と P曲線の接近状

態を調べることにより，指導した学習目標・学習内容

と達成度テストの内容が対応しているか，設問の内

容・表現等が適切で、あるかなどの情報を得ることが出
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の学生であり ，Aの学生は， 5年に進級出来なかった．

eの学生は，どうにか卒業までこぎつけることが出来

た．

図4

4.他のクラスの「注意係数一得点率J平面にみる傾向

図5は， Bクラス 3年時の「注意係数一得点率」平面

である．平均得点率77.5%と高く，全般的に他の教科

の成績も良く ，クラスの授業態度，雰囲気も良いクラス

であった．この図中の 3,4, X, B, E, H, R, V 

の学生は，卒業まで順調にこぎつけることが出来な

かった．中学時代からの勉強の仕方，あるいは，性格

によるものであろうか．それとも，数学に対するコン

プレックスが他教科にも影響しているのかもしれない．

Aクラスの 1年時（図 3)' 3年時（図 4）の 「注意

係数得点率」平面を較べてみると， 1年時，得点率

60%以上で，注意係数が大きい学生が多く ，バラツキ

が大きい．これに対して 3年時は，得点率が高くても，

注意係数が 0.5以下のところに学生が集中している．

1年時の得点率の平均は 74.0%, 3年時 72.9%である

が，クラスのまとまりとしては， 3年時の方がず、っと

良くなっている．

図3の2,B, Xの学生は，2年に進級していない．

他の学生の中に混じって，どういう学生が学力不振者

となるか見当もつけることが出来ない．しかし，図 4

では，右側下方に位置する学生には，特に注意する必

要がある. 4年に進級出来なかったのは， 5,G, R 
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Bクラス 3年時の「注意係数一得点率」平面では，

留年退学者が下方に位置している学生にかたよってい

る. cクラス（図 6）の場合， 3年になってもバラツ

キが大きく，平均得点率も69.0%と低い．他の科目の

成績も悪く， Hは家庭の事情で退学したが， L, F, 

C, D, 4, X, Gの学生は，順調に卒業までこぎつけ

ることが出来ず途中で留年・退学をした．

図6

こういう下方にバラツキの大きいクラスでは，成績

不振者が下方に片よるということがない．受講態度，

クラスのまとまりなどにも問題の多いクラスであった．

このクラスの 2年時の平均得点率63.3%でバラツキ

具合も 3年時と同じであり，上学年になっても向上の

あとがうかがえなかった．
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1年時のDクラス（図 7）の，平均得点率は78.2%

で割りと良いクラスである．高得点率の学生もいるが，

60%以下の学生も多い．しかも，高得点率の学生であっ

ても注意係数が非常に大きい学生が多い．このように

クラスとしてバラツキの多いクラスでは，講義をする

にしてもやりにくいのではなかろうか．

図7

とくに， D, U, I, 6の学生は，あまりにも注意

係数が大きく ，ケアレスミスであればよいが，今後充

分注意しておく必要があろう．又こういう高得点率の

クラスにいる Y, X, d, Sのような低得点率の学生

は，落ちこぽれないように指導する必要がある．
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方法と，クラスの状況との聞にギャップがあるような

ことがあれば，今後問題となるクラスであろう ．とく

に，上位得点率の学生の指導には気を付けなければな

らない．こういうクラスでは，必ずしも悪い学生がは

じき出され，悪い学生が浮き彫りになるということが

なく，ークラス担任一教科の教官ではどうしようもな

く，指導する側がスクラムを組んで指導に当る必要が

ある．

図8

図8は， Eクラスの 1年時の「注意係数得点率」

平面である．平均得点率は， 61.6%と今までで一番低

い得点率のクラスであった．多くの学生が60%のとこ

ろに集中し，高得点率の学生が少ない．授業する側に

しても，この低得点率の方に照準をあわせざるを得な

いので，高得点率の学生が低得点率の学生にひきずら

れないようにする必要がある．他のクラスと同様の指

導法ではやっていけないクラスである．授業の内容 ・
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では，生活面で乱れている学生は，クラスから浮上り，

クラスがそういう学生に乱されることも少ないようで

ある．指導方法によっては，今後楽しみなクラスである

と思う．望むべくは，クラスを生活面，学習面でリード

することの出来る学生の出現が望まれるところである．

図 9

図9は， Fクラスの 1年時の「注意係数得点率」

平面である．平均得点率は66.8%であまり良い方のク

ラスとはいえないがバラツキが少なく，クラスとして

も良くまとまったクラスである．授業する側にしても

やり易いクラスであった．こういうまとまったクラス
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5. おわりに

ふP表，「注意係数一得点、率」平面は， 一斉授業によっ

て，同じ学習内容を，同じ筋道で指導を受けた学生の

形成的評価を行うのが本来の役目である．今回は，物

理の授業にはいる前の診断的評価（初期評価）の為に，

s P表，「注意係数一得点率J平面を使って，前提とな

る数学の計算力を診断し，学生の状態，クラスの学力

のバラツキを把握し，そのクラスに適応した指導法を

考えるために特に役に立った「注意係数得点率」平

面について報告を行った．

数クラスの計算力について述べたが，平均得点率が

同じであってもクラスによって様々なバラツキがあり，

同じ得点率の学生であってもクラスが異なれば，異な

る注意係数となり「注意係数一得点率」平面でトは違っ

た位置を占めるものと思われる．したがって，クラス

各々の反応パターンが有り，このパターンからあまり

にかげはなれている学生は，そのクラスに溶けこめず，

また，他の学生についていけずにはじき出されたりす

るのではないだろうか．

今後の課題としては

(1) クラスのパターン・性格を，一年生の段階で，もつ

と顕著に示すような試験問題を作成する必要がある．

(2) 何科目かのS-P表，「注意係数一得点率」平面を作

成し，学生ひとりひとりのカルテのような物を作り，

あるプロジェクトで，学生の指導法・指導内容等を

検討しながら，各学生の学力を伸ばす方策を考える

必要がある．

(3) 英単語・漢字・計算など初歩的なものに対して，

校内で技能検定試験を実施し，ある基準に達しない

学生は進級させないなどの措置をとり，学生に，英

単語・漢字・計算の重要性を認識させる必要がある．

(4) 入学試験で同点の場合などに，どちらをとるかと

いうような場合， SP表，「注意係数得点率」平面

を判断材料として使えるための検討．

などが考えられる．

なお，入学直後に実施する物理に関する実力試験に

ついて， S-P表，「注意係数一得点率」平面を作成し，

診断的評価を行った結果については次報において述べ

るつもりである．

参考文献

1）石崎勝典：「S-P表による学習形成過程の評価に

ついて」－（1)S-P表の概要について一
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平常試験の成績処理，採点，問題作成を支援するソフ卜システム

池田 茂
く昭和62年 9月19日受理〉

Programs to Assist Teachers with Daily Quizzes 

Three programs are presented which run on an NEC 9801 personal computer that assist teachers 

in compiling examinations (or daily quizzes in English vocabulary), marking the papers (produced in 

marksheets), and storing and handling the marks scored. 

Shigeru IKEDA 

1. はじめに

高専の一，二，三学年に診ける語学教育は，技能教

科としての教科指導の側面を強く持つ．言語材料の習

熟と定着とのための様々な指導が求められるなか，い

わゆる平常試験は，学習者には自己の理解のチェック

の機会を与え，指導者には指導の評価のフィードパッ

クを可能にするものと言える．ここでは，この回数多

い平常試験の実施を助ける次のような三本のプログラ

ム！）の作成と使用の状況を報告する．

2.成績処理プログラム

このプログラム（リスト 1）で、は，一つの教科目に

於いての頻繁に実施の小テストの点数を処理する．一

つのクラスのファイルのなかで教科目毎の細分は立て

ず，従って試験はすべてその回数名で識別される．一

回の試験の得点がファイルのーレコードとして記録さ

れる．回数を指定しての数回にわたる試験の得点の加

算や，前後期試験での平常点算出，総合成績算出が容

易となるよう，記録された得点の加減乗除の操作性を

重視し設計した．（英語科の場合，定期試験毎に，英語

IとLL，また，英語IIと英会話，の総合成績算出等

の作業の必要がある．）

まず，メニューで選択できるのは，得点の「入力J,

「一覧J，「訂正J，「計算J，「分析」，それに「カードリー

ダーによる採点」（別のプログラムに移る）とである．

「入力」では，テンキーによる通常の方法の他に，入

力作業の迅速化のためのライトペンによる方法も選択

できるようにした．（回収された答案が名簿順には綴じ

られてない場合が多い平常試験では，名簿番号順の得

点入力の要求を満たすためには一度得点の伝票への転

記が必要だが，ライトペンでは，－CRT画面上部の得点

一覧表で名簿番号を選び，画面下部に表示された点数

表から該当の得点値をぺンで拾い入力する．）また，

カードリーダーによる入力（採点処理を含む）も選択

できる．

「一欄jでは，学科，学年，回が指定された試験の

得点、をCRT画面上で表示の外，数次のテスト得点の

縦横一覧表の印字も選択出来る．

「計算jでは，ファイルされたテストの得点、を加算

したり，倍加したりが出来る．算出された結果は回数

名を指定してファイノレ出来る．

「分析」については，現在は空きのままになってい

るが， SP表や，それから求められる「学生の注意係

数2）」分布表等，指導に有効な分析表の作成が今後の課

題であろう．

このプログラムによる処理結果は，いまのところ，

学習者にすぐに伝えられたりということはなく，専ら

教授者側でのデータとしての蓄積，評価へのー資料と

なるにとどまっている．今後は，毎回の，或いは，一

連の継続した小テストからの何らかの有効な分析の方

法，手順が考案されることになれば，単なる評価，指

導のためのみならず，学習者本人のセルフガイダンス

の資料として学習者に提示できるデータをも作り出し

得ょう．

3. カードリーダーによる採点プログラム

61年12月に一般科にマークカードの読み取り，採点

を行うカードリーダ＿3）が導入されたのを機に，筆者

担当の授業では平常試験の多くをマークカード方式で

の実施に移した．ここで，機械付属のプログラムでは，

出力されるのは採点結果の得点一覧のみであり，他方，

別途購入のプログラム4）では，試験とその教科目とが

全学校規模で組まれてあり，ここで述べている回数多

く実施される平常試験処理には不適な面もあり，また，

上記成績処理プログラムと得点ファイルを一元化する
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必要もあり，リスト（2）のプログラムを作成した．

このプログラムでは，採点処理にあたり，最初に読

み込ませた正解カードにより答案カード（最大で50問，

各カラム選択肢は Oから 9まで）の採点を行い，処理

を進めながらその都度小メニューにより「得点の表示J

と「印字」，マークされた「解答内容の一覧」，更に，

問題ごとにみた「解答内容の分布と正答率」とを作成

する．

採点、は， 4,50枚単位でクラス毎に，また，選択科目

での混合クラスはいちどに，読み取りが出来，採点中，

答案カードの学年，科，番号のマークミスは CTR画面

で処理が要求される．得点の表示，及び印字の他，答

案カードにマークされた解答者の答え（マークされた

選択肢番号，及び，マークなし，ダブルマーク）を，

正解の解答には＊印を付して，その一覧表が打ち出せ

るようにした．また，上記の内容を問題と選択肢の視

点、から見て，各問毎に選択のバラツキと正答率が見れ

る「解答内容の一覧，正答率表」も作成出来るように

した．処理の最後に，得点のファイルが出来る．

処理結果は，早くは試験実施の翌時限に発表も可能

で，受験者に理解と習熟の早い機会での点検を与える

ことが出来，表のなかに示される全体の中での自己の

位置は各学習者の一人一人の目標への反省材料，動機

づけの資料ともなりえよう．現在は，採点結果の印字

の掲示発表のみだが，さらにきめ細かい指導が必要だ

ろう．各回の，または，一連の試験後での上記の諸表

の十分な利用による事後指導が考えられてよいし，ま

た，より良い表への改作，または，将来は SP表，及び

学生の「注意係数」分布表等による指導もあり得ょう．

マークシートを使用する試験の出題内容は，英語，

及び，英語 Iの場合，各回30問から50問の範囲の英単

語である．勿論，英語II （本高専では英文法を指す）

や長文内容読み取りにもカードの利用が可能だが，そ

のためには出題する言語材料の準備，問題の作成，作

成された問題を再使用に備えてデータとして蓄積する

等の作業を軽減し簡易化する方法が解決されれば，マ

ーク シートはもっと使いやすいものになると思われる．

4.問題作成プログラム

平常試験として筆者が担当のクラスで課している英

単語問題は，ワープロ「ツインスター（ワードスター

2000J)Jで作成していたが，あらたに問題作成印字プ

ログラム（リス ト3）で千子うこととした．メニューに

より，「入力J，「一覧」，「訂正」，「問題作成印字」を選

ぶことが出来る．

入力されたデータとなる英単語，日本語は，テキス

ト毎にファイルされ，既出の範囲が繰り返し出題出来

るようにした．ファイルでは，英単語と日本語を五組

ーレコードに収めた．入力や編集を画面上で行う際，

また， B4紙縦に印字する際の便宜5）から，幾分のディ

スクレコード上の無駄も止むを得ぬこととなった．

「一覧」では，データを CRT画面に登録順に，五組

ずつをスクロールさせながら表示する．

「作成」では，問題の選択配列は，打ち出しを希望

するデータの始めと終わりの番号入力により行う．

マークカードの選択肢の数から10聞をーグループとし，

B4縦紙に五グループ， 50問まで印字出来る．問題の

配列は，入力されている順にと，乱した順にのいずれ

かを選択して打ち出す．

現在は，データファイルは教授者の元にあってテス

ト作成に用いられているが，さらに活用を計り，学習

者が独習に利用出来る方向へのプログラムの改作が考

えられる．学習者が自分で問題を印字作成するか，ま

たは，画面を見ながらキーボードで解答を入力する形

態をとることになろう．特に，授業で使用中のテキス

トから作成された単語問題のファイルを利用する場合

には，学習到達度の低い学習者への一助となろう 6).

5. おわりに

三本のプロ グラムのうちの成績処理は， NEC社

PC8001用に61年に作成したもの（ライト ペン用ルー

チンは除く）を， PC9801VM1l導入の機に急ぎ組み替え

たままのもので，プログラムの構造に手直しすべき不備

が残る．他の二本についても，筆者のプログラム言語理

解の不足から設計上稚拙な面が数多くあると思われる．

今後の課題として残る前述の幾つかの計画中の機能

が補充されてはじめて一つのシステムとなり得ると言

えるが，プログラムの改良での，特に，現段階では極

めて不十分な誤操作，エラー処理対策が何よりの急務

であると考えている．

最後に， BASICプログラミングの全くの初歩の段

階で貴重な時間を頂き，何かと御教示下さった本校坂

西文俊助手に深く感謝申し上げます．

〔注〕

1) NEC N88日本語 BASIC(86) 

2）石崎：「S-P表による学習形成過程の評価につい

てJ，有明高等専門学校紀要第23号（1987)

3) SEKONIC SR-305 S セコニック側

4) 「成績処理システムJ SA-SYSTEM社

5 ) NEC PC-PR101 TL 

6）本校坂西助手は，CAI教育の一環として，FMパソ

コン用英単語学習プログラムを作成しておられる．

7 ) NEC PC-9801 VM21 
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6. プログラムリスト

(1）成績処理プログラム

1000 ・ーーーーーーーーーーーーーーーーー成綴処理 ブロクラム ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
IOI 0 ・save ”t tt t” 
1020 ・ prog1ammed by Shigeru Ikeda, 1986,1987 

1030 CONSOLE 0,25,0,J:COLOR 6.WIDTH 80,25 

1040 DIM TENχ《50>. NTENχ＜ 50 >, KTEN"<50), DOSχ（500). 

BUNχ（50l,LTENχC50l ,MTENχ（ 50) 

1050 ・ーーーー一一ーーー一一一一ーーーーーーーーーーーーー一一一一ーーーー一一ーーー一一ーーーーーー一一ーーーー一－ menu 

I 060 CLS ： 州ENUS• ””
1070 LOCATE 20, 13:PRINT ” メニュー
1080 LOCATE 20, 15:PRINT ” 入刀
1090 LOCATE 20,16:PRINT ” 一覧
1100 LOCATE 20,17・PRINT ” 訂正 3 

1110 LOCATE 20, 18・PRINT ” 計算 4 
1120 LOCATE 20,19・PRlNT ・・ 分析 5 

1130 LOCATE 20,20:PR1NT ・・ 終7 6 
1140 COLOR 2:LOCATE 10,21: 

PRINT ”カードリーダーでの保点、人力 0" 
1150 COLOR 6:LOCATE I0,23:PRINT ・・選んで下さい． ｛ ｝” 
1160 WHILE MENUS＝”” OR VAL 01ENUs><O OR VALCMENUs≫6 

1170 LOCATE 35, 23・PRINT ” ”；・ LOCATE 36,23. JNPUT ””， MENUS 
1180 WEND 

1190 ・ーーーーーーーーーーーーーーー < sh1goto no sentaku > －ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－
1200 CONSOLE 1, 25・MENU=VAL<MENUS）φl

1210 ON MENU GOTO 1220, 1230, 1410, 1570, 1640, 1680, 1700 

1220 RUN ”ka-do” 
1230 ・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ( nyuryoku > ーーーーーーーーーーーーーーー ー－
1240 COLOR 4:LOCATE 20,0:PRlNT ” 入力 ”：COLOR 6 

1250 GOSUB・CLASS
1260 CLS: NYUURYOKUS＝””： LOCATE 20, lO:PRlNT ”選んで下さい．”
1270 LOCATE 20, 12:PR1NT ” 子ンキーによる入力 1” 
1280 LOCATE 20,13:PRINT ” ライ 卜ベンによる入力 2” 
1290 WH l LE NYUURYOKUs＝”” OR VAL<NYUURYOKUSl<l OR VAL<NYUURYOKUS≫2 

1300 LOCATE 54, 15.PRINT ”“， . LOCATE 5 5, 15. INPUT ””， NYUURYOKUS 

1310 WENO:CLS 
1320 NYUURYOKU=VAL<NYUURYOKUSl 

l330 ON NYUURYOKU GOTO 1"40, 1370 
I HO  l F NYUURYOKU= l TllEN GOSU日噂RECORD: GOSUB •KA I 

1350 lF YAMEs＝”l”THEN GOTO 1730 
1360 cosu日市RAN GOSll日事NYUURYOKlJ・ GOSUB •DOSUUBUNPU 

GOTO 1400 

l 370 IF NYUURYOKU=2 THEN GOSUB •LI GHTPENMENU: GO SUB •RECORD 
GOSU B 事 KAI

1380 IF YAMES＝”I”THEN GOTO I 730 
l390 GOSUB •POSITlON: GOSll 日 •PENNYUURYOKU: GOSll B ホDOSUllBUNPU

1400 GOSUB •TEI SEl: GOSllB ホDOSllUBUNPU: GOSUB •KAK I KOM I 

GOSU B 事RECORD: GOSU日事INJ! GOTO 1720 

l< 10 ・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー < 1c.h 1 ran 》 ーーーーーーーーーーー ーーーーーーー ーーー－
1420 COLOR 7.LOCATE 20,0.PRINT .. 一覧 ”・COLOR 6 

1430 GOSU B ホCLASS
1440 CLS:RANS＝””： LOCATE 15, lO:PRINT ”進んで下さい．”
1450 LOCATE 15,2:PRINT ” テストの各L司毎の得点 I" 

1460 LOCATE 15,J:PRINT ” 何回分かの縦償一覧 2” 
1470 WHILE RANS＝”” OR VAL(RAN•><I on VALtRANSJ)2 

l480 LOCATE 54,5:PRINT ””，  . LOCATE 55, 5. INPUT ””， RANS 

l 490 WEND 
1500 RAN=VAL<RANSJ 
l 510 IF RAN=2 THEN GOSU 日市HYOU:CLS:GOTO l720 

l 520 IF RAN= l THEN CLS 
l530 GOSU 日本RECORD: GOSU日事KAI 

1540 IF YAMES＝”l”THEN GOTO 1730 
1550 GOSUB •RAN GOSUB •YOMIDASHI. IF NAKAMIS＝”AK ！” THEN GOTO 1530 

l 560 GOSU B ホHYOUJI ・ GOSUB •DOSUUBUNPU: GOS U日取lNJ I 

GOTO l720 

l 570 ・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー < le 1se1 l ーーーーーーー ー ー ーーー ーーーーー
1580 COLOR 2・LOCATE 20, 0: PR I NT ” 訂正 ”： COi.OR 6 

1590 GOSUB •CLASS 
l 600 GOSUB •RECORD GOS U日市KAI 

l 610 l F YAMES＝”l” THEN GOTO l 730 

l 620 GOSUB •RAN GOSU日 *YOMI DASH I .’ l F NAKAM IS= 'AK l” THEN GOTO l600 

l630 GOSU日取HYOUJI GOSU 目指DOSllUBUNPU. GOSUH •TEISE I 
GOSU B 事KAKI KOM I : GOSU 日市伏ECORD: 口osuH 事iNJ I 

GOTO 1720 

l640 ・ー一一ーーーーーーーーーーーーーーーー ー 《 ke 1 san > －ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
1650 COLOR l.LOCA1E 20,0:PRINT ” 計覧 ”・COi.OR G 
I 660 GOSUB •CLASS 
I 670 GOSUB •RECORD GOSUB •KA 1・ GOSUB •RAN 

GOSUB •YOM I DASH 1・ GOSU日市HYOUJI GOSUB •DOSUUBUNPU 
GOS U日攻KEISAN: GOSUB’KAK I KOM I : GOTO l 72 0 

1680 ・一一ーーー一一一一ー一一－－－ーーーーーーー ’ bunsek1 > －ーーーーーーーーーーーーーーー
1690 GOSU B 本BUNSEKI
1700 CONSOLE 0,25:Cl.S 

1710 LOCATE 40,IO:PH I NT ” E~D": END 

1720 ・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー C lug1 menu > －ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
1730 CONSOLE 0, 25 :CLS・州ENUS＝””
1740 LOCATE l0, l6:PRINT ” 入力 1 同じヲラスの入力 11" 

1750 LOCATE l0, 17:PRINT ” 一覧 2 同じヲラスの一覧 22” 
l760 LOCATE !0, 18:PRINT ., 訂正 3 同じヲラスの訂正 33” 
1770 LOCATE !0,19:PRINT ” 計算 <l 同じウラスの計算 44・・
1780 LOCATE 10,20:PRINT " 分析 5 品Ivタ弓スの分析 55” 
1790 LOCATE l0,2l :PRINT”持7 6 

l800 LOCATE 20,2J:PRINT ”選んで下さい． ｛ 

l810 WHILE MENUS＝”” OR VAL<MJDs<MENUS, l, l ≫<l 
OR VAL<MIDS<MENUS, I, l > ≫6  

l 820 LOCATE 43, 23・PRINT ＇・ ”，.LOCATE 4 ・I , 2 3: INPUT ””， MENUS 

l 830 WEND: CLS: YAMES＝”” 
l 840 IF VAL( MENUS》＜ 11 THEN GOTO 1910 

1850 l F MENUS＝” 11” THEN COLOR 4: LOCATE 2 0, 0 

PRINT ”同じクラスの入力”・COLOR 6: GOTO 1260 
1860 IF MENUS＝”22” THEN COLOR 7:LOCATE 20,0: 

PRINT ＇同じウラスの一覧・・ .COLOR G:GOTO 1530 
1870 I F 同ENUS＝”33” THEN COしOR 7:LOCATE 20,0: 

PRINT ”同じヲラスの訂正”： COLOR 6: GOTO 1600 

1880 IF MENUS＝”4'1" THEN COLOR l:LOCATE 20,0 

f'.RINT ”悶じクラスの計算”：COLOR 6: GOTO 1670 
1890 IF MENUS＝”55” THEN G010 1680 
1900 GOTO 1730 

1910 IF MENUS＝”6”THEN GOTO 1700 

1920 CONSOLE I, 2 5・CLS:GOTO 1200 

l 930 ・CLASS：・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－ c I ass lo n』nzu no nyuryoku 

1940 CLS:Fts＝””・ F2S＝””
1950 LOCATE 20,14:PRINT ” 年学科
1960 LOCATE 20, 16・PRlNT ・・ 年 5 4  3 2  I < l" 

1970 WHILE FlS＝”” OR VAL(FlS》＜ l OR VAL<l'lS))5 OR 1.EN<FlS))l 

1980 LOCATE 51,16:PRINT ””，  LOCATE 52,16.JNPUT ””， F lS 
1990 WEND 

2000 LOCATE 20, 18: PR I NT ” 学科 MECA  c >" 

2010 WHILE F2S＝”” OR LEN<F2S≫l OR FJS＜＞”OK” 
2020 LOCATE 5l, 18:PRI N『””；： LOCATE 52, 18・lNPU1 ””，F2S 

2030 IF F2S＝”M” OR F2S＝”E” OR F2S＝”C" OR F2S=" A” 
THF.N F3S＝”OK" 

2040 WEND 

2050 FS=FIS+F2S:NEN=VAL<FlS) 

2060 l F F2S＝”附” THEN C= I El.SE IF F2S＝”E” TllEN C=3 

2070 IF F2S＝”C” THE.N C=5 ELSE IF F2S= 'A” THEN C=7 

2080 ・ーーーーーーーー－－（ ざいせき にんずう 1987, syouwa 62 ）ー“ーーーーーー
2090 ZAISEKIS(ll＝”41404041・： ZAISEKI s (2 ＞＝”40413939” 
2100 ZAl SEKI s <3 > ＝”44424439”. ZA1SEKISC4）＝”45373537” 
2110 ZA1SEKIS(5J＝”33333735” 
2120 Nχ＝VALOI! DS<ZAISEKI S(NEN>, C, 2 > >. ClS 
2130 RETURN 

2140 ・KAI：’ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－ test no ka1su11 
2150 OPEN Fs AS # l 

2160 LOCATE 20, 14・PRINT ” 何回目のテストですか。 ｛ ｝” 
2170 COLOR 2:LOCATE 20, 15:PRINT ” やめるときは 0・勺 COLOR 6 

2180 YAMES＝”＂： MMS＝””. WHILE MMS＝”” 
2190 LOCATE 51, 14. PR I NT ” ー・： :LOCATE 52, 14. INPUT ，．” , MMs 

2200 w’END: M"= VAL< MMS l 

2210 IF ASC<LEFTS(MMS,1))<18 OR ,¥SC<LEFTS<MMS,lll>57 THEN GOTO 2180 
2220 IF Mχ＝ 0 THEN YAMES＝” l” 
2230 CLOSE # l 
2240 CLS:RETURN 

2250 •RAN. ・ ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー ーーーーーー一一一ーーーーーーーーーーー－ ran sakuse 1 
2260 L=O. P=O 
2270 FOR l=l TONχ 

2280 L= 1:-IT【（ 1-l >llOl< I 

2290 P=P・1:IF P= 11 THEN P= I 

2300 LOCATE 10・L+2,P'PRINT ”【”； USING ＇・88”； I;: PRINT ”｝” 
2310 NEXT l :RETURN 

2320 ・NYUURYOKU：’ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－ tcnsu no nyuuryoku 

2330 CLS:L=O:P=O:GTEN"=O・TENχ＝口：TENS＝””
2340 FOR l=l TONχ 

2350 L=INT≪l-1 l/10>•1 
2360 P=P•l: IF P=l I THEN P=l 
2370 LOCATE 27,22・PRINT 

2380 TF.NSUUS＝””： WHILE TF.NSUU• =”” 
2390 LOCATE 20, 22・PRINT ”（”， USING ・＃＃＃＂； I, PRINT ”｝ 

INPUT ””. TENSUUs TENχ（I >=VAL<TENSUUS) 
2400 \•/END 
2410 LOCATE l O場 L•7, P・PRINT USING ”s "" a”，T rn"< I> 
2420 GTENχ＝ GTENχ•TEN>« I> 
24'.rO TS=STRS<TF.Nχ（l)l 

2440 BTENS=SPACESC4-LENCTS> l+TS 

2450 TEN•=TENS• 日TENS
2460 NEXT I 

2470 LOCATE 5,12 PRINT ”合計＝勺 GTENχ；”人数＝”，Nχ．
平問＝”， GTENχINχ

2480 CONSOLE 13,23:CLS.RETURN 

2490 ・TEISE I：・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーー－ te I SC I 

2500 CONSOLJ,; 14, 2 4・CLS.BT ENS＝”” ・ KTENS＝”・
2510 LOCATE 20, 15・PRlNT " 訂正がありますか． ｛ ｝番
2520 LOCATE 20, I 7・PRINT ” ない時は 0 

2530 BS＝””： WHILE BS＝”” OR VAL(日S》＜ O OR VAL(8Sl>56 

2540 LOCATE 46, l5:PHJNT ””，  . LOCATE 4 7, 15. INPUT ＂” ， BS 
2550 B=VAL<8Sl WEND 

2560 IF ASCCBs><•8 OH ASCCBS;>57 THEN GOTO 25JO 
2570 IF VAL<BSl=O THEN GOTO 2720 

2580 NTENS＝””： WHILE NT ENS＝”” OR VAL(NTENSl<O OR VALCNTENS) >lOO 
2590 LOCATE 5, 20: PR I NT ”庄レい点数を入れて下さい． ｛ い
2600 LOCATE 36, 20: PR I NT ” ” ， .LOCA1F. 37,20・INPUT "",NT ENS 
26l0 WEND 

2620 LOCATE 5,22:PRINT ”よ弓しいですか ( )" 
2630 LOCATE 5,23:PR1NT ＇・よけれは l、やりなおしは 2” 
2640 KOTAES＝””： WHILE KOTAES＝”” OR VAL(KOTAES><l OR VAL<KOTAESl>2 

2650 LOCATE 36,22.PRINT ";・LOCATE 37,22:JNPUT ”“， KOT AES 
2660 WEND 

2670 IF KOT AES＝“2” THEN 2580 
2680 NTENχ＝VAL《NTE!llSI: TENχ ＜B>:NTENχ 

2690 X=INT((B-1 >/10＞φ1・Y=B-INT’<B-J l/lO>•lO 
2700 LOCATE l 0・x・7,Y・PRINT USING ”＃＃＃＃＇・；TEN"<H》

2 710 CONSOLE 14, 2 4: CLS: GOTO 2 51 O 
2720 FOR l=l TO Nχ 
2730 TS=STRS<TENχ（J）》

2740 日TENS=SPACES<4-LEN<TS＞）・u
2750 KTENS=KTENSφBT ENS 
2760 NEXT I: TENS= KT ENS 

2770 事KAKIKOM I・’ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー f 1 I e he no kak 1kom1 
2780 OPEN Fs AS # l 

2790 Fl ELD ~ l, 250 AS ATENs 
2800 LSET ATENS=TENS 
2 81 0 PUT # !, M" 
2820 CLOSE •l 
2830 RETURN 

2840 ・RECORD・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー f 1 I e no re co rd number check 
2850 CONSOLE 14,24.’C LS 

2860 LOCATE 5, 17:PRINT ”これまでのチス lはつぎの と今りです・”
2870 OPEN Fs AS •I 
2880 Fl ELD ~l . 250 AS ATENS 
'.!890 FOR ，~M"= l TO LOFC I l 
2900 GET#l,MM" 
2910 TENS=ATENS 
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2920 IF VAL<MIDSCTENS,l,40)):0 THEN GOTO 2940 
2930 PRINT MMχ，”．勺
2940 NEXT MMχ 
2950 CLOSE #I 
2960 LOCATE 5, 23 

PRINT ”よろレけれは RETURN をうって〈ださい．
2970 AS=!NPUTS(!) AA=ASCCAS>:IF AA0¥3 THEN 2970 

2980 RETURN 
2990 事 INJ I：’ ー， ーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一ー－ tensu 1n11 
3000 CLS 
3010 LOCATE 5, !5:PR!NT ＂印字しますが． ｛ 
3020 LOCATE 5, 17・PRINT ” ずる I しない 2＇・
3030 I NJ 1 S＝”” ・WHILE I NJ Is：”” OR VALCINJ!S)(! OR VALC!NJIS)>2 
3040 LOCATE 41,15・PRINT ””， LOCATE 42, 15: INPUT ””，！NJ IS 

3050 WEND 
3060 1 F 1NJ1 S＝”2" THEN CLS:RETURN 
3070 LPR!NT I'S；” ”川町”回”
3080 FOR l=l TO Nχ 

3090 LPR I NT ”｛”；： LPR I NT US 1 NG ’I;＃＃”； 1,: LPH! NT ”｝”：： 
lPR!NT USING ＇・＃＃＃＃”， TENχCl)

3100 NEXT 1 
3110 LPRlNT ”合計＝”；crmχI.PRINT ” ”；Nχ；”人’

LPR 1 NT －平問＝＂;GTENχ／Nχ 
3120 RETURN 

3130 .YOM!DASH! －ーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一ーーーーーーーー一一一 file no yom1dashi 
3140 OPEN FS AS •l 
315οF ！日.D #I, 250 AS ATENS 
3160 GET •I, Mχ 
3170 TENS=ATENS 
3180 CLOSE #I 
3190 IF VAL<MIDSCTENS, ¥ ,40))() 0 lHEN GOTO 3230 
3200 LOCATE 24, 15.PRINT ”あきです．” NAKAM I$：”A K I” 
3210 LOCATE 5,23. 

PRINT ”よろしけオl(;f R E  T 1J R Nをうってくたaさい．
3220 AS= INPUTS([) AA=ASC(ASl: IF AA0¥3 rHEN 3210 
3230 RETURN 

n4o 事HYOUJl：・ーーーーーーーーーーー一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 tensu hyou11 
3250 CONSOLE 1. 25 
3260 L=O: P＝の： GTENχ＝O
3270 FOH l=l TONχ 
日280 DTENS=M!DSCTENS,4*1 3,4) 
3290 TENχ＜I l=VAL<日TENS>
3300 GTENχ＝GTENχ。TENχ（＼）
3 3 1 0 L= I NT (( I -I >I I 0 ＞・ l
3320 P=P+I: IF P=l l THEN P=l 
3330 LOCATE l O•L’ 7,P PRINT USING ’＃＃＃＃”；T ENχCl> 
3340 NEXT I 
3350 LOCATE 5,12:PRINT ・・合計三 勺 GTENχ；” 人U= 川：Nχ；

”平均＝”， GTENχINχ
3360 RETURN 
3370 ホDOSUUBUNPU：・ ーーーーーーーーーーーーー一一ー一一一一一 dosuubunpu 
3380 CONSOLE l 4, 2 4・CLS 
3390 LOCATE 5, 16・PRINT ” 度数分布
3400 FOH J =O TO 20 
3410 DOSY.<J )=0 
3420 NEXT J 
3430 FOR l=l TO Nχ 
3440 DTEN=TENY.Cl>/5:BUNχCI l=VAL<MIDSCSTHSCDTEN>, l ,3l l 
3450 DOSY.( BUNχC 1 >>=DOSχC BU Nχ＜Illφl 
3 460 NEXT 1 
3470 LOCATE 0,18:PR!NT 
3480 FOR K=O TO 20 
3490 IF DOSχCKl=O lHEN PRINT ＇・＂， GOlO 3510 
3500 PRINT USING "## a”， DOSχ ＜Kl, 

3510 IF K=9 OR K=l9 THEN PRCNT ’；＂， 
3520 NEXT K l OCATE 0, 20・PRINT
3530 FOR O=O TO 20 
3540 PRINT USING ”###”; 0•5 . 
3550 IF 0=9 OR 0=19 THEN PRINT ”；”． 
3560 NEXT 0 
3570 LOCATE 5.23 

PRINT ”よろしけれは RETUR N老うってください．
3580 AS=INPUTs<ll.AA=ASCCASl:IF AA<>l3 THEN 3580 
3590 CLS: RETURN 

3600 •KEISA N：’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーーーー一ー“ーーーー－ ke 1 san 
3610 KTENS=TENs 
3620 CONSOLE 14,2-1・CLS

3630 LOCATE 5, 14・PRINT ”次のどの計算そしますか． ” 
3640 LOCATE 5, 16:PRINT " X倍する． 1” 
3650 LOCATE 5, 17:PRINT ＇・ ~·Jの点数を加える 2’ 
3660 LOCATE 5, 18:PRINT ＇・ 計算終了 3" 
3670 LOCA'fE 15,20:PRINT ”選んで下さい． 〈 〉

3680 ANSs＝””；WHILE ANSS＝”” OR VALCANSSl<l OH VALCANSSl>3 
3690 LOCATE 39,20 PRINT ””： ・LOCATE 40,20 INPUT ””， ANSS 
3700 WEND 

3710 ON VALCANSSl GOTO 3720,3890,4140 

3720 CLS：’ーーーーーーーーーーー ー ー c bai l ー－
3730 LOCATE 15,14・PRINT ”上の点を何倍しますが．”
3740 LOCATE 20, 16 PRINT ・・ ( ) jff” 
3750 BAIS＝””： WHILE BAIS＝”” OR VAL< BA l$) =O 
3760 LOCATE 29,16.PRINT ””； LOCATE 30, 16: INPUT ””， BAI S 
3770 WEND 

3780 XTENS=KTENS ・ XXS＝””： BAI=VAL<BAISl 
3790 FOR I=! TO NY. 

3800 BTENS=M I OS ( XTENS, 4市 I-3,4)
3810 TENχCI l=VAI （日TENS）ホBAI
3820 Ts=STRS<TENχ（f)) 

3830 BTENS=SPACES(4 LENCTS))+Ts 

3840 XXS=XXS•BTENs 
3850 NEXT I 
3860 KTENS=XXS: TENS=XXS 

3870 GOS U日事HYOUJJ
3880 GOTO 3620 

3890 CLS：・ーーーーー一一一一一一一一一一一一 C kasan l 一一ーーーーーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一－
3・900 LOCATE 5.1~ ・

PRINT ” これに との回のテストの点散を加えますが．”
3910 COLOR 2 LOCATE 5, 15 PAINT ” やめるときは口” COLOR 6 
3920 LOCATE 5,16 PRINT” ｛）悶

3930-・GOSUB •RECORD 
3940 MTENS=KTENs: MMS＝”” 
3950 MS＝”” .WHILE MS＝”” OH VAl.CMSl<O 
3960 LOCATE 27,16:PRINT ””；： LOCATE 28,16: INPUT ””， Ms 
3970 WEND.Mχz VAL<例$）

3980 IF ASC<LEFTS(MS,ll><48 OR ASCCLEFTSCMS,lll>57 rHEN GOTO 3950 
3990 IF ~χ＝ O 1HEN GOTO 3630 
4000 GOSU B 本YOMIDASH I 
4010 FOR l=l TO NY. 
4020 日TEN$=MIDS<MTENS, 4• 1-3, 4 l 
4030 CTENS=MIDSCTENS,4*1-3,4l 
4040 MTENχ（I l=VAL（日TENS)
4050 LTENχ（I l=VALCCTENSl 

-1060 川TENχ＜f l=MTENχ（I l+LTENχCil 
4070 TS=STRS（阿TENY.CIll 

4080 BTENs=SPACES(4-lENCTSll+TS 
4090 !-!MS=MMS＋日TENS

4100 NEXT I 
4110 KTEN•=MMS: TENS=MMS 
4120 GOSUB •HYOUJ I 
4130 GOTO 3620 

4140 CLS.’ ー C owar• l －ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－
~150 GOSU白 歌RECORD

4 I 6 Cl LOCATE 2 0, 14: f.R I NT “何回目の子ストとして77イルしますか．”
4l70 COLOR 2 LOCATE 20, 15 PRINT " やめると吉は O”： COi.OR G 
4180 TENS=KTENS 

4190 LOCATE 5, 17:PRINT” 〈｝回”
4200 MS＝”” ・WHILE MS＝”” OH VAl.CM$l<O 
4210 IOCATE 2:l,17:PHINT ＂”， l .OCATE ヲ4,17 INPUT ”” ，Ms 
4220 Mχ＝VAL(MS>:WEND 
4230 IF ASCCLEfTS （ .~S, I l ><48 OR ASCCLEFHCMS, l l l>57 HIEN GOTO 4200 
4240 RETURN 

4250 噂HYOU.’ ーー ー 田ーーーーーーー“ーーーーーー一一一一一一一一一一－ tale ynk1 hyou 1n11 

4260 DIM HYOUχC50,17l:TESTS＝”” 
427υLOCATE 5,8:PRI N「”i位慌の縦楠一覧表を印字します。．．
4280 LOCATE 40,8:P引 NT ”A •H｛用紙で I 5国主で
4290 LOCATE l0, ¥3:PRINT 叩買の合計．平間を求めますか．
4300 LOCATE 20, 16:P引 NT H合計（ I）合計、平均（2）なし（ 3）”
4310 YOKOS＝”” ・WHILE YOKOS＝”” OR VAL<YOKOS)< I OH VALCYOKOSl >3 
4320 LOCATE 57, 16:PRINT ””， LOCATE 58, 16 INPUT ””， YOKOS 
•330 WEND 
4340 CLS・Gosu 日中RECORD
4350 LOCAfE 20,4:PRINT Fs 

4360 FOR KAI=l TO 15 
4370 LOCATE l0,7:PRINT ”何回の子ストてすか． （ 〉・
4380 LOCATE 10,B:PRINT ” おわりのときは 0 .. 
4390 MMS＝”” WHILE MMS＝” 
4400 LOCATE 42, 7: PR I NT ””；： LOCATE 43, 7. INPUT ””， MMS 
4410 WEND・MY.=VAL<MMS) 

4420 IF ASCCLEFTSCMMS, I l l<48 OR ASC(LEFT$(MMS, l) l >57 
THEN GOTO 4390 

4430 IF MY.=0 THEN TESTχ＝KAl-1 KAl=l5:GOTO 4530 
44-10 KS:STRS （尚χl:TESTS=TESTS+SPACEs ( 3-l.EN C KS l) +KS 

4450 COLOR 2・LOCATE KA I事3,l 0. PR I NT Mχ；：COLOR 6 
4460 GOSU B ホYOMIDASHI
4470 FOR I=I TO Nχ 

4480 HYOUχC I , KA I ) = V ALC MI OS【TENS, 4ホ 1-3.4）、
4490 HYOUχCl,¥6l =HYOUY.Cl,l6l+HYOUχCI, KAI l ：’備計

HYOUY. CNY.+ 1, KA I l =HYOUχCNY.+I ,KAI l+HYOUχ（I, KA I l ：。縦計
NEXT I 

45~0 HYOUχCNχ• l, 16 > =HYOUχCNχ＋ I, 16 l+HYOUχCN"+ 1, KA I l: 'l.li.~t 
45'.JO NEXT KAI 

4540 ・ ー ーーーーーー一一一一ーーーーー (!OJI l ーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一一ーーーー－
4550 LPRINT M!DSCFS, l, I l；”年”，MIDs<Fs, 2, l l；”科”： LPRI NT 
4560 LPRINT ” 得点縦慎一覧”・ LPRINT 
4570 LPRINT ” 試験名 （回数〉”
-1580 LPRINT ”番号
4590 FOR J= l TO TESTχ 

4600 LPR I NT US I NG ’・（4#）”， VAL< MI OS CT ES TS, 3• <J-l l +I, 3 l), 
4610 NEXT J 

4620 LPR・INT ”：  ：十 平均”
4630 ’ーーーー ーーーーーーーー一一－ < loku ten l －ー ーー ーーーーーーーー－
4・540 FOR I=¥ TO Nχ 
4650 LPR!NT USING ＇・（＃＃＃）”， I;
4660 FOR KA I= 1 TO TES「χ
4670 LPRINT USING ＇・3•• m”； HYOUY. ( I , KA I l ; 
4680 NEXT KA I 

4690 IF YOKOS＝・1” THEN LPHINT USING ＇・＃＃＃＃＂； HYOUχ ＜I, 16 l 
4700 IF YOKOS＝”2” THEN LPR I NT US I NG ”＃＃＃＃”； HYOUχ ＜l.16), 

LPR I NT US I NG ＇・＃＃ ..”； HYOUχCI, 16)/TESTχ 
47 l 0 IF YO KOS＝”3” THEN LPRI NT 
4720 NEXT I 

4730 FOR I=I TO TESTχ：LドHINT ・”， ・NEXT I. LPRINT 
H40 lPRINT ”合計！”，
4750 FOR I= l TO TESTχ 

4760 LPRINT USING ”＃＃＃＃”； HYOUY.CNχ＋ l,Il, 
4770 NEXT I 

4780 LPRINT USING ” S ## 8”； H YOUχCNχ＋ l. 16) 
4790 LPRI NT ”人数！”；
4800 FOR I= 1 TO TESTχ・LPRI NT !IS I NG ”＃＃＃”：Nχ， NEXT l : LPR I NT 
4810 LPRINT ”平均 i”；
4820 FOR I=l TO TESTχ.LPRINT USING ”＃＃ .”；H YOUχ＜NχφI, I l/Nχ，.NEXT I 

4830 LPRINT USING ” n •• e”； HYOUχCNχ＋ l,16）／【N＂・TESTχ）
4840 ERASE HYOUχ 
4850 RETURN 

4860・Lf GH f PENMENU • ＇ーーーーーー ーーーー Iir,h t-pen n 1 yoru nyuuryoku 
4870 Cl.S: LOCATE 20, 20: PH I NT ”ライトベンを後Mして下さい．
4880 LOCATE 5,23・

PRINT ”よろしければ RETURN をうってください．
4890 AS=INPUTSCl l .AA=ASCCA$l: IF AA<>l3 THEN 4R90 
~900 RETURN 

4 q l 0 • POS I Tl ON －ーーーーー 一一一一一一 pen nyuuryoku nn lame no bangou hyou1 i 
4920 L=O: P=O 
4930 FOR l=l TO NY. 
4940 L=INTCCl-ll/lOl•l 
4950 P=P+ I・IF P= l l THEN P= l 
1960 LOCATE 10ホ L•2 ,P:PRINl ＇・（・， PRINT USING ”a n”， I, PRINT "l”：・

PRINT CHRSC42l 



有明工業高等専門学校紀要第 24号 67 

4970 NEXT I 
4980 ・一一一一一一ーー ーー一一一一一ーーー pen nyuuryoku oo tameno teosuu hyouJ i 
4990 しOCATE 20,ll:PRINT ”テストの満点は （ ）点”
5000 LOCATE 40, 11・INPUT ＂”， MA NT EN 
5010 IF MANTEN>JOO THEN GOTO 4990 

5020 P=l2 COUNTヱーl
5030 FOR 1=0 TO MANrEN 
5040 L=INT<Cl-ll/10l+l 
5050 P=P+ l: IF P=24 THEN P= l 4 
5060 LOCATE 6•L•l,P PRINT USING ＂＃＃＃” ，I, 
5070 COUNT= COUNT・（ー ll
5080 LOCATE 6・L+4+(1-COUNTl,?:PRINT CHHSC134l 

5090 NEXT I 
5100 LOCATE 68, 13:PRINT ”END”； CH Rs< 134 l 

5110 RETURN 
5120 寧PENNYUURYOKU.・ ーーー一一一一一一ーーー ーーー一一一一 peo touch oyuuryoku 

5130 LOCATE 20,0・COLOR 4:SH1GOTO=O・
PRINT ”ベンで 3'i号．得点 のlllQで入力して下さい．” COLOR G 

5140 PEN ON 
5150 ON PEN GOSUB •PENSUR 
5160 IF SH!GOTO=t THEN GOTO 5180 

5170 GOTO 5160 
5180 RETURN 
5 l 90 •PENSU B：’ ーーー一一一一一一ーーー ー一一一一一一一ー ーーー一一一ー－ pen sub 

5200 PX= PEN< 1 l. PY=PENC2 l: PEN OFF 
52 l 0 ’一一一一一ーーー ( uwar 1 no lok1 > 一一一一ーー ーーー－
5220 IF PX>70 AND PY=l3 THEN SHIGOTO=l 'GOTO 5320 

0230 IF PY<ll GOTO 5250 r:LSE GOTO 5270 
5240 ’ ーーーー一一一一一ーー < hangou no tok 1 l ー一一一一一一ーー－
5250 XX=VAURIGHTSCSTR•<PX>.lli:JF XX<5 OR XX>9 

THEN GOSUB •AGAIN:GOTO 5320 
5260 GOSUB •BANGOU .:GOSUB •EXIT:GOTO 5320 

5270 ・一一一一一ー一一一一一一一 C lensuu oo lok1 l 一一一一一一一一一ーーー
5280 IF PY>l2 AND PX<70 THEN GOTO 5290 ELSE GOTO 5320 
5290 YY=<PYl MOD 2: IF YY=O THEN PX=PX-1 ELSE PX=PX+l 

5300 ・XX=CPXl MOD 6: IF XX<>O THEN GOSU B ホAGAIN:GOTO 5320 
5310 GOSUB HENSUU: GOSU B 本 EXIT.GOTO 5320 

5320 PEN ON'RETURN 

5330 事AG及IN ’ーーーーーー一一ーーーーー－－ ・－ーーー ーーーーーー ーー一一一 yar i naosh i 
5340 FOR J= I TO 6 
5350 LOCATE 20,ll:COLOR 2 

PR!NT ” もう一度やり直して下さい． ”： COLOR 6 
5360 FOR l=I TO IOOO:NEXT I LOCATE 20,11 PRINT SPCC40l 
5370 FOR l=l TO lOOO:NEXT I 
5380 NEXT J 
5390 •EXIT 
5400 RETURN 
5410 ・BANGOU・ ' －ーーーーーーーーーーーーーーーー一一一ー－ gai tou bangou nu chaku syoku 
5420 N=C INT((PX-15i/10l l•lO • PY 
5430 L=O: P=O 
5440 FOR I=l TONχ 

5 4 5 0 L= I NT C < I -1 l / l 0 l • I 
5460 P=P・l: l F P= 11 THEN P= l 
5470 IF l<>N THEN GOTO 5490 
5480 LOCATE l 0・L+2,P: COLOR 2 

PRINT ”〈”， .PRINT USING ”が隊”， I;:PRINT 0・｝”，.PR 1 NT CHRS Cl 34 l : 
COLOR 6 

5490 NEXT I 
5500 RETURN 
5510 歌TENSU U：’ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一－ ga1 lou lokuten nu hyouJ i 
5520 TENχCNl= C CPX/6l ー 2 ）地 lO•CPY - 13)

5530 lF PX<? AND PY=l3 THEN fENχ ＜Nl=O 
5540 ’I F TENχCNl<O THEN TENχCNl=O 
5550 L=O:P=O 
5560 FOR l=l TONχ 
5570 L=INT<CIー！）／ l 0) + 1 

5580 P= P• 1・IF P= l I THEN P= 1 
5590 IF Iぐ＞N THEN GOTO 5610 
5600 LOCATE lO*L令 7,P:COLOR 3 PRINT USING ”＃＃＃”；I ENχCNl・COLOR 6 
5fi10 NEXT I 
5620 RETURN 

(2) カードリーダーによる採点処理プログラム

1000 ’一一一ーーーー 力一ドリーダーによる採点プロゲラム ーーーーーーー一一一
1010 'save "ka-do" 
1020 ’ p rogrammed by Shigeru Ikeda, 1987 

1030 ’ 
1040 DIM BUNPUχC50, l ll ,TENχC4,5Cll ,KAITOSC4,5<ll ,CHECKχ（4 ,50) 

1050 CONSOLE 0,24,0, 1 :WIDTH 80,25 
1060 CLS: COLOR 6 
1070 LOCATE 20, 10 PRINT ” 力一ドリーデーによる ” 
1080 LOCATE 20,ll:PRINT ” 自動保点プログラム
1090 LOCATE 10, 14:PRINT ”次ぎの仕事が出来ます．ぺ

PRINT ”処理を進めながら、希望老人力して下さい．”
1100 LOCATE 10,16.PRINT 

”傍点得点表示、印字解答印字解答分布印字得点77イJレ・
l 11 0 LOCATE I 0, 2 3. PR I NT 

・・よろしければ RETURN KEY をF干して下古い．”
1120 CHECK$= I NKEYS IF CHECKS＝”” THEN 1110 
1130 ・一一一一ーーーーー ー ーーーーーー一一一一一一一一一一一一一ー－ printer, reader no selte1 
1140 COLOR 7 
1150 LOCATE 20,5:PRINT ・・採点処理を行います．
1160 LOCATE 20,7: 

PRINT ”S R305 Sを111続し．電線をONにして下古い．”
l 170 ・ ーーーーーーー一一一一ーーーーーーーーーー－ RS-232C no f 1 le open 

1180 OPEN ”COM: N73・・AS #2 
1190 ・一一一一一一一ーーーーー ーーーーー一一一一一一一一一一一一一一一－ se1ka1 card yom1kom1 

1200 CLS'COLOR 6 
1210 LOCATE 10, 10:PRINT ”ii!んで下さい．”
1220 LOCATE 10,12:PRINT ” 単I虫ヲラス I 混合ヲラス 2” 
1230 MI XEDS= INPUTS( I l: Ml XED=VAL<M I XEDS l 

IF MIXED<! OR MIXED>2 THEN 1230 

1240 CLS 
1250 LOCATE 22, 10.PRJNT ”正解カードを疏み込みます．”

1260 LOCATE 10,23:PRINT 
”よろしければ RETURN KEY  を打って下吉い．”

1270 CHECKS=!NKEYS: IF CHECKS＝”” THEN 1260 

l 280 CLS 
1290 PRINT #2，”！”，＂A”；CHRSC8HDl; 
1300 ES=INPUTSCl ,#2) 
1310 IF ES＜＞”。” THEN GOSUB 歌ERROR!.GOTO 1200 
1320 PRINT #2，”’”；”C",CHRSC8HDl, 
1330 SEIKAIS=INPUTSC57 ,#2) 
1340 ・一一一一一一一一ーーーーーーー ーーーーーーー一一一一一一一一一一－ se1ka1 hYOUJ I 

1350 COLOR 7 

1360 LOCATE 20,5・PRINT ”読み込んだ正解です．”
1370 LOCATE 20,7: 

PRINT USING ＇’ 8 8 刊；川 DSCSEIKAIS,l, I l’PRINT ＇’年”’
PR I NT US l NG ”畠 8 ”’MIDSCSEIKAIS,2’2); ・PRINT ”科”

1380 L口CATE 20’9 .PRINT ”正解＝”；： PRINT USING ” 
&";Ml DSC SE I KAI s, 6, VAL< Ml DS CSEI KAC S, 4, 2 l l l 

1390 LOCATE 20, 11 
1400 PRINT ”設問数日；： PRINT USING ” 8 8 ”，M IDSCSEIKAIS,4,2), 
1410 PRINT ”配点 ＝”； ：PRINT USlNG ” 8 8 ”：M IDSCSEIKAIS,56，幻，
1420 PRlNT ・1高点＝”い PRINT USING ” ##### ”． 

VAL CM IDS CSEI KAI s, 4, 2 l l*VALC州IDS【SEIKAIS, 56, 2 l l 

1430 ’ーーーーーー一一一一一一一一一一一一一一－ C kakun 1 n】ーーーーー ーーー－
1440 COLOR 3:10CATE 10,20・PRINT ”よろしいですか”
l450 LOCATE 20, 22・PRINT ” よい l やりなおしーー－ 2" 
1460 YOIS=INPUTSCll・YOl=VALCYOISl.IF YOl<l OR YOl>2 THEN 1460 
1470 IF YOIS＝”l”THEN 1480 ELSE 1200 

l ~80 ・一一一一一一一一一一ーーーーーーーー－－－ー 司 ka 1 tりリ card no yo mi komi 
1490 CLS・COLOR 4: CLASSS＝”M ECA” 
1500 LOCATE 20, lO:PRINT ”解答カードを侃み込みます．”
1510 LOCATE 20,20:PRINT 

・・よろしけれは RETUR~ J<EY を打って下さい．”
1520 CHECKS=INKEYS: IF CHECKS＝”” THEN 1510 
1530 CLS:FOR KA=l TO 4 NCKA>=O:NEXT KA'Nχ＝O 

1540 SAIDA Iχ＝5: 
FOR C= l TO 4: FOR D= I TO 50・CHECKχCC,Dl＝ー I:NEXT D: NEXT C 

1550 PRINT •2 ， ” ’”；”日”； CHRSC8HDl;

1560 ES=INPUTSCl ,#2) 
1570 IF ES< 〉・・0” THEN GOTO I 58ll ELSE l 590 
1580 GOSl/B •ERROR2 ・ GOTO 1550 
1590 PRINT #2 ，”’”；”日”； CHR• C 13 l; 
1600 KIROKUs=INPUTSC59,#2l:IF MIDSCKIHOKUS,l,ll＝”8" THEN GOTO 2010 

1610 ・ー ーーーーーーーーーーーーー－ ( gakunen check ）ーーーーーーーーー
1620 IF MIDSCKIROKUS,l,lJヱ”A”THEN GOTO 1630 ELSE 1680 
1630 COLOR 2.PRINT MIDSCKIROKUS,l,ll，””；M IDS (KI ROKUS, 2, 2 l；””； 

MIDS CK I ROKUS, 4, 3 l，””； Ml DSCKI ROKUS, 7, VALCMI DSiSEIKAIS, 4, 2 l l l 
lfi40 PRINT ”学年記入をチエソヴして下さい．”
1650 PRINT －よろしければ RETURN l¥EY をHって下さい．”
1660 CHECKS= I NKEYs: IF CHECKS＝”” THEN 1660 
1670 COLOR 4・GOTO 1550 
1680 NENS=M!DSCKIROKUS,l,ll 
1690’ ＜  bangou check l 
1700 IF MIDSCKIROKUS,4,ll＝”A”OR 阿IOS CK !ROKUS, 5, l l ＝”A” 

OR MIDSCK!ROKUS,6, l l＝”A” THEN GOTO 1710 ELSE 1760 
1710 COLOR 2:PRINT MIDSCKIROKUs, l, l l；””； MIDS (KI ROKUS, 2, 2 l；””， 

MI Os CK I ROKUS, 4, 3 l ，””；M I OSCKI ROKUS, 7, VALCMI DS CSE! KAIS, 4, 2 l l l 

1720 PRINT ”ナンバー紀入をチヱツタして下さい． ”
1730 PRINT ”よろしければ RETURN KEY を打って下さい．
l 7 4 0 CHECKS= I NKEY$. IF CHECKS＝”” THEN 1740 
1750 COLOR 4:GOTO 1550 

1760 ・ーーーーーーーーーーーー一一ーー一一〈 class no k1nyu ）一一一一ーーーーーーーー一一一一一一一ーー一一一
1770 IF Ml DS(KI ROKUS, 2, l l ="A" OR MIDS(KI ROKUS, 3, 1 l ＝”A” 

THEN GOTO 1780 ELSE 1830 
1780 COLOR 3:PR1NT MIDS(KIROKUS,l,ll；””；M I OS (KI ROKUS, 2, 2 l；””． 

Ml OS CKfROKUs, 4, 3 l，””； MIDS C Kl ROKUS, 7, VAL<M I OS【SEIKAIS,4,2lll
1790 PRINT ・・'Jラス犯人老子工ツヴして下さい．－－
1800 PRINT ”よろしければ RETURN KEY を打って下古い．”
1810 CHECKS= I NKEYS: IF CHECKS＝”” THEN 1810 
1820 COLOR 4:GOTO 1550 
1830 ・ーー ー』 ーー crlou hangou > ー ー ーーーー－
1840 KA=VAL<附I0$CKIROKUS, 2, 2 l l ・ BAN=VALOll DS【KI ROKUS, 4, 3】）
1850 IF CHECKχCKA,BAN>=l THEN GOTO 1860 ELSE 1950 
1860 COLOR 2: PR l NT MI OS CK I HOKUS, l, l l，” ”；M I 0$ (KI ROKUS, 2, 2 l；” ”， 

MI DSC KI ROKUS, 4, 3 l，’．；河IDSCKI ROKUS, 7, VALCMI DS CSEI KAIS, 4, 2】｝〉
1870 PRINT ”同一番号品句．子工ソウして下さい．”
1880 PRINT " rちりが正しい書号で「か””
1890 PRINT ” 今読んだカード (I) 前に銃んだカード（ 2)
l 9 QO CHECKS= I NKEYS ・ IF CHECKS＝”” THEN lリ00
1910 IF CHECKS＝”l” THEN CHECKχCKA,BANl＝ー l'N(KA>=NCKAlー1
1920 PRINT ”よろレければ RETURN !(E Y を打って下さい．”
1930 CHECKS= INKEYS: IF CHECKS＝”” THEN l 930 
1940 COLOR 4:GOTO 1550 
1950 CHECK:<CKA, BANl=l・KASCKAJ=MIDS(CLASSS,KA,l l 
1960 KAITOSCKA,BANl=KIROKUS・NCKAl=N(KAl+l :PRINf Kl ROKUS 
l 970 COMPχt KAl=BAN: 

IF COMPχCKAl>SAIDA Iχ＜KAl THEN SAIDA Iχ（KA)=COMPχCKAl 
l 980 MAXχ（KAl=SAIDA lχCKAl 

1990 GOTO 1550 

2000 ・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー，－moreta ka-do no check 
20 l 0 PR I NT ・・もれたカードはありませんが．”
2020 PRl NT ” ある I ない 2 4・
2030 ARUS=INPUTSCll:ARU=VALCARUsJ:IF ARU<I OR ARU>2 THEN 2030 
2040 ARU=VALCARUsl: IF ARU<l OR ARU>2 THEN 2030 
2050 l F ARUS＝”l”THEN GOTO 2 060 ELSE 2090 
2060 CLOSE #2 

2070 OPEN ”COM: N73”AS #2 
2080 GOTO 1550 

2090 ・ーー ーーーーーーーーーーーーーー－ sa1 ten 8 tokuten hyouJ' 
2100 CLS.COLOR 4 

2110 PRINT ” 得点を計算、表示します." 
212 0 FOR KA= I TO 4・GOKEICKAl=O:NINCKAl=O.NEXT KA COKE lχ＝O: NI Nχ＝O 
2130 FOR KA=l TO 4 
2110 COLORCKA+ll 
2150 IF KASCKAl＝”” THEN GOTO 2290 
2160 FOR BAN= I TO MAXχ（KAl :MARUχ＝O 
ラI70 IF KA I TOS C KA, BAN l ＝’” THEN GOTO 2 2 80 
2180 NINCKAl=NIN<KAl・1
2190 PRINT USING ” 8＆”川IDSCKAITOSCKA.BANl, I, l l, !'RI N「”年



68 平常試験の成績処理，採点，問題作成を支援するソフトシステム

2200 PRINT USING ” 88”；M IDS (KA I TOS (KA, BAN l , 2, 2 l,: PR I N1' ”本ヰ”．
22l0 PRINT USING ・＇8 8”；M I D引 KAI TOS (KA, BAN l, 5, 2 l, : PR I NT ”帯”；
2220 FOR l=l TO VAL（州IDSISEIKAIS,4,2ll 
2230 IF MIDSISEIKAIS,5φI, l l=MI DS<KAITOSCKA，日AN>,6+ I, 1 l 

THEN MARUχ＝MARUχ＋ l 

2240 NEXT I 
2250 TENχIKA,BANJ=MARUχ•VAL( M 1 DS (SE I KA 1 $, 56, 2 l l 
2260 PRINT ” 得点＝”， PRINT USING "###",TENχ＜KA, BANJ 
2270 GOKEI <KAl=GOKEI IKAl+TENχ （KA, BAN l 
2 2 80 NEXT BAN. GOKE lχ＝GOKE lχ＋GOKEl <KAJ :NI Nχ＝ NINχ•NINIKAJ 

2290 NEXT KA 
2300 COLOR 6 
2310 PRl .~T ”1~点を印字し主すか。”。 PRINT

2320 PR I NT 叫 す号一一一 l しl;i.いー－ 2 ’PHI NT 
2330 PRINT ” iii沢ウラス音 書号をつめて印字のときは 3” 
23・10 SURUS=INPUTS(l l :SURU=VALISURUsJ IF SURU< I OR SUHU＞日 THEN 2340 
2350 IF SURUS：”2’THEN GOTO 2550 

2360 ・一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー ー ー ー toku ten 1 nJ 1 
2370 CHECKS =” AX”: CLASS• =”MECA" 
2380 LPRINT ” 得点表”
2390 FOR KA=! TO 4 
2400 IF KA><KAJ＝”” THEN GOTO 2 5 00 
2410 IF KASCKAJ=CHECK!S THEN GOTO 2480 

2~20 CHECK!S=KASIKAl 
2430 FOR BAN= 1 TO MAXχ ＜KA! 

2 •140 IF SURUS＝”3” AND KA I TOS (KA, RAN l ＝”” THEN GOTO 2490 
2450 IF CHECKs=KASIKAl THEN GOTO 2480 ELSE CHECKS=KASIKAl 
2460 LPRINT USING ・・ 88・・：MIDs ( (KA I TOS (KA, BAN l l , I , I l ; ・

LPR I NT ”年”．
2470 LPRINT USING" 88",KAS《KAl ; : LPR I NT ”科”
2480 LPR I NT US I NG ”88”， KAS(KAJ; :LPRINT USING ”a a”； BAN, 

LPRINT USING ＂＃＃~ s・・，TENχ（KA, BANl 
2 490 NEXT 日AN
2500 NEXT KA:LPRINT 

2 51 0 FOR KA= I TO 4・IF KAS (KA l ＝”” THEN GO『0 2530 
2520 LPRINT KAS(KAl；”科合計＝勺・ LPRI NT US I NG ”S削減”；COKEiIKAJ 

LPRINT USING ＇・ nn", NIN< KA l ; : LPR I NT ＂人”・
LPR I NT ・・ 平均＝ぺ： I.PRINT USING ’＃＃＃.＃＂ ；COKEi IKAl/NINIKAl 

2530 NEXT KA 
2540 IF MIXEDS：”2” THEN LPH I NT 

LPR INT ”総合点＝”；。 LPRINT USING ＂＃＃＃＃”， GOKE は
LPR I NT US I NG ” n#", NIN%;・ LPR I NT ”人刊

2542 LPl!INT ” 平問＝・・． LPR I NT US I NG a・＃＃＃ •";COKE Iχ／NI Nχ 

2550 ・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー－ ka 1 tau 1 nJL 
2560 CLS:COLOR 5 
2570 LOCATE 10, IO:PRINT ”力一ドの解答毛印字しますが．”
2580 LOCATE 18,12:PRINT ” する l しない 2” 
2590 LOCATE l8, 13:PRINT ”選択ヲラスで 番号をつめて印字のときは3”
2600 SURUS= INPUTS ( 1 l: SURU=VAL( SURUS l: IF SURU< 1 OR SURU >3 THEN 2600 

2610 IF SURUS＝”2” THEN GOTO 2 85 0 
2620 ’ー－ ka1 tau na1you no LOJ 1 
2630 LPRINT NENs；”年”；
2640 FOR KA=! TO 4:LPR1NT KASIKAl：”．”：： NEXT KA: I.PRINT " l斗”しPRINT
2650 LPRINT SPCl20l；”試験”； SPC<20＞；”実結： 月 日”
2660 LPRINT 
267口 LPRINT ” － 力－ドの島干答内容とf荏点一覧 ” 
2680 LPRINT ” •Enは正解 Aは／一マ一ク Bはゲプjレマ一うy
2690 LPRINT ” 正解＝”；： LPRINT USING " 昌

8”，M IDS(SEIKAI S, 6, VAL(MI D≪SEI KAIS, 4 ,2 l l l. LPRI NT 

2700 LPRINT ”番号 解答”．
LPRlNT SPC(VALIM I DSISEI KA IS, 4, 2 l l 20 l,. LPR I NT ’l:f.9.＇・

2 7 1 0 FOR KA= l TO 4 IF KAS (KA l ＝”” THEN GOTO 2820 
2720 FOR BAN= 1 TO 附AXχ ＜KAl 
2730 IF SURUS＝”3・AND KA I TOS (KA, BAN l：“” lHEN GOTO 2810 

2740 LPRINT USING ” ＆8’； KAS (KA l, . LPR I NT US I NG ”8 8”， BAN, 
LPRI NT ”：；  

2750 IF KAITOS(KA,BANJ：・
THEN LPRINT SPACESIVAL<MID• <SEIKA!S,4,2ll>,ELSE 
LPR I NT MIDS (KA l TO$( KA, BAN l, 7, VAL< MIDS (SE I KA IS, 4, 2 l》〉 ：

2760 I.PRINT LiSING ”： s # g”；「EN%(KA,BAN】

2770 LPRINT , 
2780 FOR J=I TO VALCMIDSCSEIKAl$,4,2ll 
2790 IF MIDSIKAITOSCKA,BANJ ,6・J,l l=MIDSISEIK<¥l$,5+J, 1 l 

THEN IPRINT ”＊”： El SE LPHINT 
2800 NEXT J・LPRINT 

2810 NEXT BAN 
2820 NEXT KA 
2830 LPRINT 
2840 LPRINT ”合計 ＝勺 lPRINT USING "####",COKEi", 

LPRINT USING ” H ”，川 Nχ；： LPRINT ”人”．
LPRI NT ・・ 平均点＝ "; :l.PRINT USING "###,#";GOKElχ／Nl Nχ 

2850 ’ーーーーーーー ー - ka1 tou no bunp u 』OJi
2 860 CLS COLOR 2 
2870 LOCATE 10, !0:PRINT ”解符の分布移印字しますか．”
2880 LOCATE 18, 12・PRINT ”rるーーー I しない 2・・
2890 SURUS=l.~PUTSll J 
2900 SURll=VAL<SURUSJ: IF SURU<I OR SURU＞つ THEN 2890 
2910 IF SURUS＝”2・・ THEN GOTO 3280 
2920 CLS・COLOR 4 

2930 LOCATE 2tJ,20・PRINT ” 府答の分布．正答率を計算中です0 .. 

2940 FOR KA=I TO 4. IF KAS<KAl＝”吋 THEN GOTO 301 0 

2950 ドOR BAN= l TO ~A Xχ＜KAl・IF KA ITOSCKA, BAN J ＝”” THEN GOTO 3000 
2960 FOR 1=1 TO VALl.~IDSCSEIKAIS,4,2ll 
2970 I F 刈IDSC KAITOS( KA, BANJ, 6• I, l ）：＇・A"

OR ~IDSIKAITOS(KA ，日AN>, 6+ I, l l＝”B” 
THEN BUNPUχr I, lOl=BUNPUχ＜I, !Ol+ I :GOTO 2990 

2980 BUN PUχ （I, VALIMI Ds (KA ITOS (KA, BANJ, I令 6,lll)=

BUN PUχ （I, VAL<州IDs C KA I TOS (KA, BAN l , I+ 6, 1 l l l・1
2990 NEXT I 
3 000 ~EXT BAN 
3010 NEXT KA 

3020 LPR I NT NENS，”年
3030 FOR KA=I TO 4:LPRINT KAS(KAl, ” ・1・: : NEXT KA LPR I NT ・・ I~ ” I PRINT 
3040 LPRINT SPC<20lγ・試験”， SPC120l，”実陀： 月 日”
3050 LPRINT.LPRINT SPC120lγ ーーーーー ~nの分布 ーーー一一一一一”
3060 LPRINT " 選択肢書店号”
3070 LPR I NT ” 問題番号

FOH J=O TO 9・IPRINT USl.'G •• ";J; :'EXT J 
LPH I NT ”マー？なし、地正＇）；：：；； % NOTE LP11 I NT 

3080 FOR K=l TO VALIMID$ISEIKAIS,4,2l l 
3090 LPRINT USING " ＃＃”， K; :LPRlNT 
3100 FOR J:Q TO 10 
3110 IF VAL<MIDSISEIKAIS,5+K,lll=I 

THEN LPRI NT ’＊”； El.SE LPR I NT 
3120 LPRlNT USlNG ＇・..”； BUNPU%(K,JJ;
3130 NEXT J 
3140 LPRINT ” 1 ”；・ LPRINT USING ”＃0#,#", 

(BUN PUχCK, VAL<MI OsCSElKAI s, S+K, l l l l/NINχ） • 100, 
LPRI NT 

3150 NEXT K:LPRINT 
3160 FOR Q:O TO 10.FOR P=I TO 50:BllNPUχIP,Ql=O:NEXT P.NEXT Q 

3170 ・ーーーー ー ーーーーーーーーーーーー－ fukusu 'nJ' 
3180 CLS:COLOR 7 
3190 LOCATE 10, lO:PRINT ”もう一度同じコピーを印字しますが．”
3200 LOCATE 10, 12 PRINT ” する”
3210 LOCATE 10, 14・PRINT ” 得点一覧 (l）” 
3220 LOCATE 10, 15:PR1NT ” 解答内容一覧 (2）目・
3230 LOCATE 10, 16:PRINT ” 分布一覧 (3〕”
3240 LOCATE 10, 18 PRINT ” しない 4” 
3250 DEHAS= lNPUTS< ll 
3260 DEHA=VAL<DEHASJ. IF DEHA<l OR DEHA>4 THEN 3250 
3270 ON DEHA GOTO 2300, 2550, 2850, 3280 

3280 ’ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー ーーーーーー f1 I e 
3290 CLS COLOR 7 
3300 LOCATE 10, 10・PRlNT ・・4敬老ファイルしますでか...
3310 LOCATE 10, 12・PRINT " ずる一一一 l しない 2” 
3320 DEHAS= INPUTS ( 1 l 
3330 DEHA=VALIDEHASJ.lF DEHA<I OR DEHA>2 THEN 3320 

3340 IF DEHAS＝”1” THEN GOTO 3350 ELSE 3820 

3350 ・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＜ class no yom1dash1 lーーーーーーーーーー－
3360 CLASSS="MECA" 
3370 ZAlSEKlSll J：”41404041” ZAISEKIS12l＝”40413939” 

ZA I SEKI S(3 l：”44424439・・・ ZA I SEK Is ( 4 l ＝”45373537” 
ZA I SEKI $(5 l ＝”38333735・・

3380 NEN=VAL<NENSJ 

3390 FOR KA= 1 TO 4・IF KASIKAJ＝”” THEN GOTO 3420 
3400 FFs (KA l =NENS+M IDS ICLASSS, KA, 1 l 
3410 NN又IKAJ=VALIMIDSIZAISEKISCNENJ,(2吻KA-1J,2l l 
3420 NEXT KA 

3430 ’一一一一一一一一一一一一一一一一（ tokuten no hairetu ) -- F ’ーーー － 
3440 FOR KA= 1 TO 4・IF KASIKAJ＝”” THEN GOTO 3500 
3450 FOR BAN= 1 TO NNχ（ KAl 
3460 H=STRSCTENχIKA,BANJ l 
3470 8TENS=SPACES<4-LEN<TSJJ+lS 
3480 TTENSCKAl=TTENSIKAl＋日TENS
3490 NEXT BAN 

3500 NEXT KA 
3510 GOSUB •KAlSHlRA日E

3520 ・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一【ka1 nyuryokulーーーーーーーーーーー－
3530 COLOR 2: PR I NT ” 何回目の子ストですか ” 
3540 INPUT ””， M%: COLOR 7 

3550 ・ーーーーーーー一一一一一一一一一一ー一一一一＜ f 1 I el一一一一一一一一一ー一一司ーーーーーーーーーーーーー ーー － 
3560 FOR KA=l TO 4: lF KASIKAJ＝”” THEN GOTO 3630 
3570 FS=FFS(KAJ :TENS=TTENSIKA) 
3580 OPEN FS AS •l 
3590 FIELD #l, 250 AS ATEN• 
3600 LSET ATENS=TENS 
3610 PUT #l ,Mχ 
3620 CLOSE # l 
3630 NEXT KA 
3G40 GOSU B 場KAISHlRABE:GOTO 3820 

3650 *KA I SH I RABE：・ーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一一ーーーーー－ lest no ka1 sh1rabe 
3660 PR I NT ”これまでのテスト“
3670 FOR・ KA= 1 TO 4 IF KAS《KAl＝”” THEN GOTOコ800
3680 fS=FFSIKAl :PRINT FS 

3690 OPEN FS AS #l 
3700 FIELD #l, 250 AS AT巨Ns

3710 FOR MMχ： I TO l.OF< 1 l 
3720 GET•l.~Mχ 
3730 TENS=ATENS 

3740 IF VAL<MID•<TENs,l,40Jl=O THF.N GOTO 3760 
3750 COLOR <KA•l l PRINT MMχ；”． 
3760 NEXT MMχ 

3770 CLOSE •l 
3780 COLOR 4: PR I NT 

”よ巧しかったら R E  T IJ RN  J( E Y そnって下さい”： COLOR 6 
3790 AS=INPUT$(ll:AA=ASC(A$l:IF AA<>l3 THEN 3490 
3800 ~EXT KA 
3810 RETURN 

3820 ’ーーーーーーーーーーーーーーーーーー < shigoto no keizoku l 『 ーー－
3830 CLS.COLOH 6 
3840 LOCATE 10, IO:PRINT ”別のヴ号スの力一トの処理をしますか．。
3850 LOCATE I0, 12:PRINT ＇・ Fる 一一一 l しないー－ 2” 
3860 SURUS=INPUTSll l:SURU=VAL<SURUSJ: IF SllRU<I OR SURU>2 THEN 3860 
3870 IF SURUS＝”！” THEN CLOSE •2: GOSU 日 •HENSUUKESHI. GOTO 1000 
3880 IF SURUS＝”2” GOTO 3950 

3890 ’ーーーーーーーーー < korckar a no shigoto J ーーーーーーー ーーーー ーー－
3900 CLS COLOR 6 

3910 PRINT ”まだす弓ことがるりますか．“
3920 PRINT " ある ーーー I おわり 一一一 2・・
3930 TUGIS=INPUTS(ll 

3940 IF TUGls：”l”THEN GOSllB •HENSUUKESH I . GOTO 1000 
3950 CLS LOCATE 20, 20・PRINT ”END” END

3960 •ERROR l：・ーー一一一一一一一一一一一一 一一一ーーーーーー－ ka do set error 
3970 COi.OR 3 

3980 PR I NT ”も勺一度正解力一ドそ正しくセy卜しなおして下さい．
3990 PRINT ＇・よ弓しければ RETURN KEY を打って下吉い．”
4ηοD CHECK•= I NKEYS ・ IF CHECKS＝・・・THEN 2090 
4010 COLOR 4・HETURN 

4020 ホERROR2 ’ーーーーー ーーーーーー一一一一一一一一－ kai tou card cr.-or 
4030 COLOR 3 

4040 PRINT ’もう一度解答力一ドを正しくセヴトしなおして下さい．”
4050 PRI~ r”よ弓しけれは RETURN l¥EY をITって下さい．
4060 CHECKS= I NKEYS. IF CHECKS＝”・ THEN 2150 
4oJ70 COLOR 4:RETUR .~ 

4080 ホHENSUUKESH I ’ ーーーーー一一一一一一一一ーーー－ hens11ukesh 1 
4090 ERASE BUNPUχ，T ENχ，K AITOS, CHECK% 
・1100 RETURN 
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(3) 英単語問題作成プログラム

I 000 ・ーーーーーーー ー ー問題作成プログラム一一一一一一一一一一一一一ーーーーー ー，
IOI 0 ’s ave ”MONDA I” 
1020 ・ programmed by Shigeru Ikeda, 1987 
1030 ・
I 040 ’ーーーーーーーーー一一一ー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー－ shok1 sette1 
1050 CONSOLE 0,25,0, l :COLOR 6:W!DTH 80,25 

1060 DIM ES(5J ,JSC5l ,EQSC200l ,JQS(200J ,EESC50l ,JJS(50l, 
ERSC50l ,JRS(50l ,R(50l ,JAPS(50) 

1070 LPR!NT CHRSC27l，”日”，
I 080 ・ ーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一ーー－ menu 
l 090 CONSOLE 0, 25・CLS・MENUS＝””：Q=O 
1100 LOCATE 20, 14:PR!NT “ メニスー ” 
ll 10 LOCATE 20, 16:PRINT ”入力 (I）” 
1120 LOCATE 20,17 PRINT ”一覧 (2）” 
1130 LOCATE 20,!8・PRINT ”訂正 (3）” 
1140 LOCATE 20,19・PRINT ”問題印字 (ll）” 
1150 LOCATE 20,20・PRINT ”終了 (5）” 
1160 LOCATE 20,22:PRINT ”選んで下古い． 〈 〉”
1170 WHILE MENUS＝”” OR VAL<MENUSl<I OR VAL<MENUSJ>5 
1180 LOCATE 43,22: INPUT ””，M ENUS 
1190 WEND:CLS 

1200 ・ーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーーー－ sh1goto no sentaku 
1210 ON VAL【MENUS) GOTO 1220, 1500, 1640, 1780,2510 

1220 ・ ー ー ーーーーーーーーー－ NYUURYOKU 一一一一一一一一一一一一一ー一一ーーーーーーーー－
1230 CONSOLE 2,24 
1240 LOCATE 30,0 COLOR J:PR!NT ”入力”： COLOR 6 
1250 GOSUB •FILENAME 
1260 GOSUB・YOMlDASH! 
1270 IF QMAX=O THEN GOTO 1380 

1280 LOCATE 65,!:COLOR 4:PRINT ”問題数 ”； QMAX 

1290 ・ーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーー－ hyOUJ I 
1300 LOCATE 30,3:PR!NT ”デー？をl順次表示します．”： COLOR 6 
1310 FOR Q=¥ TO QMAX 
1320 DAN=-! GOSU日本HYOUJl 

1330 IF J<5 THEN GOTO 1350 
l 340 Ir' J=5 THEN GOSUB 事 YOROSH l l KA: GOSUB’KUR I AGE 
1350 NEXT Q.Q=Q 1 
1360 LOCATE 30, 13:COLOR 5 

PRINT ”ファイルの最後のデーヲです．”： COLOR 6.GOTO 1390 

1370 ・一一一一一一一一ー＝ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－ nyuuryoku 
1380 LOCATE 40,l:COLOR 5.PRINT H 新しいファイルです.":COLOR 6 

1390 LOCATE 20, 14:COLOR 3:PRINT ”デー？を入力して下さい．
1400 LOCATE 20, 15:PR!NT ” 中止 ＊＊＊ ”： COLOR fi 
1410 IF J<5 THEN DAN=I ELSE DAN＝ーl
1420 Q=Q+I・OWARI =O 

1430 GOSUB・NYUURYOKU
1440 GOSU B・HYOUJI 
1450 IF OWAR l =I THEN GOSU B 事KAKIKOMl

GOSUB •HENSUUSYOUKYO.GOTO 1000 
1460 IF J<S THEN GOTO 1420 
1470 IF J=S THEN GOSUB •KAKlKOMl 
1480 IF DAN= I THEN DAN＝一 1:GOTO 1420 
1490 GOSUB •KURIAGE · DAN＝ー 1 :GOTO 1420 

1500 ’ーーーー ーーーーーーーーー一一一一一一一一 lCHlRAN －ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－
I 5 1 0 CONSOLE 2, 2 4 

1520 LOCATE 30,0.COLOH 山内iNT ”一覧”・ COLOR 6 
1530 GOSUB・FI LENAME 
1540 GOSUB .VOMlDASHl 
1550 IF QMAX=O THEN LOCATE 20, 10.PRINT ”77イルが品りません...

GOSUB •YOROSH l l KA: GOSUB・HENSUUSYOUKYO: GOTO 1000 
1560 LOCATE 65, I・COLOR 4: PR l NT ”問題教 ”； QMAX: COLOR fi 
1570 FOR Q= I TO QMAX 
1580 DAN＝ー 1:GOSUB •HYOUJ l 

1590 IF J=5 THEN GOSUB •YOROSHl IKA.GOSU日取KURI AGE 
1600 IF J<5 THEN GOTO 1610 
1610 NEXT Q 
1620 LOCATE 20, 14:COLOR 5 

PR! N「”77イル最後のデー？を表示し主す．”
1630 COLOR 6: GOSUB ホYOROSHll KA:GOSUB •HENSUUSYOUKYO:GOTO 1000 

1640 ・一一一ーーーーー ー ーーーーーーーー TEISE I 一一一ー一一一一一ー一一一一一一一一ーーー一一一一一
1650 CONSOLE 2,24 

1660 LOCATE 30, 0: COi.OR 5: PR l NT ”訂正”・ COi.OR 6 

1670 GOSU B・FILENAME 
1680 GOSUB •YOM I DASH I 、
1690 IF QMAX=O THEN LOCATE 20,IO:PRINT ”77イルがありません．”：

GOSUB・YOROSH I l KA: GOSU B・HENSUUSYOUKYO:GOTO 1000 
1700 LOCATE 65, 1: COLOR 4. PR I NT ”問題敵 ”，QMAX: COLOR 6 

I 71 0 FOR Q= I TO QMAX 
1720 DAN=-l.GOSUB 事HYOUJl 
1730 IF Q=QMAX THEN GOS U日ホTElSEl :GOTO 1760 

1740 lF J<5 THEN GOTO 1760 
1750 IF J=S THEN GOSUB キTEISE I :GOSUB •DATAGAMENSYOKYO ・ GOTO 1760 

1760 NEXT Q 
I 770 GOSUB .VO ROSH I I KA: GOSUB •HENSUUSYOUKYO. GOTO I 000 

1780 ・ーーーーー一一一一一ーーーーーー－ MONDAl SAKUSEl INJl －ーーー ーーーーーー一一一
1790 CONSOLE 2,24 
raoo LOCATE 30. 0: COLOR 5: PR I NT ”問題作成印字”：COLOR 6 

1810 GOSU B・FI LENAME 

1820 GOSUB・YOMIDASH I 
1830 IF QMAX=O THEN LOCATE 20, I 0: PR I NT ”77イルがありません．”

GOSUB •YOROSHI lKA:GOSUB・HENSUUSYOUKYO:GOTO I 000 
1840 LOCATE 65,l:COLOR 4:PRINT ”問題敵 ”；QMAX: COLOR 6 

1850 ANSS＝””：WHILE ANSS＝”” OR VAL<ANSSl<I OR VALCANSSl>J 
1860 LOCATE 20,IO:PRINT ”選んで下さい．”
1870 LOCATE 20,12:PRINT ・・順 l ” 
1880 LOCATE 20, 13:PRINT ”乱 2”
1890 LOCATE 20, 14:PR1NT ”中止本＊＊”
1900 LOCATE 29, 15: INPUT ””， ANSS 
1910 WEND 
1920 lF ANSS＝”$掌事” THEN GOTO 2030 
1930 LOCATE 20, 16:COLOR 5: 

PRINT ”問題は I0問単位で指定して下さい．”
1940 COLOR 6:LOCATE 15, 17: 

PRINT " ( 〉番から（ 〉番まで（ 〉問”
1950 LOCATE 17,17・INPIJT ””， HAJ 1 MES. IF HAJ l MES＝”＊字＊” THEN GOTO 2030 

1960 LOCATE 30, 17: 1 NPUT ””， SAlGOS・ lF SAIGOS＝”＊$敵” THEN GOTO 2030 
1970 LOCATE 44, 17: lNPUT ””， DAIS: IF DAIS＝”事場$” THEN GOTO 2 03 0 

1980 HAJ I ME=VAL< HAJ 1 MES l・SAIGO=VALCSAl GOS l: DA I =VAL<DA Isl 

1990 lF SAJGO>QMAX THEN GOTO 2020 
2000 IF <DAlJMOD 10 <>O THEN GOTO 2020 
2010 IF SAlGO-HAJlME=DAl I THEN GOTO 2040 ELSE 2020 
2020 LOCATE 20,18:COLOR 2:PRINT ”もう一度正し〈 入れて下さい．”

COLOR 6: GOTO 1940 
2030 GOSUB・HENSUUSYOUKYO:GOTO I 000 
2040 ・ーーーーーーーーーーーーーーー < hair~tu hensuu no kak1kae l ーーーーーーー－
2050 I =O 
2060 FOR Q=HAJIME TO SAIGO 

2070 I= l •l 
2 0 8 0 EES ( I l = EQS ( Q l : . EES < EQS 

2090 JJ$(l)=JQ$(Q) ・’JJS 〈一一 JQ$ 

2100 NEXT Q 
2110 ・ーーーーーーーーー ー ( ha1 re tu no narabekae J 一一一一一一一一ーーーーーー－
212 0 IF ANSS＝”2”THEN 2130 ELSE 2240 
2130 MONDAI=DAl :GOSUB •RANSUU 
2140 FOR R=I TO DAI 

2150 P=R<RJ 
2160 ERS <Rl=EEs <Pl ．白ERS 〈ーー EEs 〈ーー EQS 
2170 JRS<RJ=JJS(Pl .’ JRS < J JS ＜ ー EJS

2180 NEXT R 
2190 FOR R=I TO DAI 
2200 EES<Rl=ERSC日｝ ：’ EES < ERs 〈ー－ EEs 〈ーー EQS 
221 0 J JS <Rl=JRS<Rl ：’ J J$ 〈ーー J Rs 〈ーー J JS 〈ー－ JQS 

2220 NEXT R 

2230 ・ー ー ーー－－－ー（ 1nji l ーーー ーーーーー一一一一一一一ーー－
2240 LPRINT SPC(30); :LPR!NT ”英諸問題 ” 
2250 LPR!NT:LPR!NT SPCC50l; :I.PRlNT ”実路： 月 日”・ LPRl NT 
2260 LPR!NT ”次の認の窓味を下の岱群より選ぴ、”；：

LPRlNT ”その番号をカードにマーウせよ． ” LPRl NT: LPR l NT LPR I NT 
2270 FOR KAI=l TO <DAl/IOl 

2280 ・ーーーーー一一一一一一一一ーーーー ( e 1 tao go 1 nJ 1 l 一一一一ーーーーーー ーーーーーー－
2290 COUNT=O 

2300 ・FOR I=CKAl-ll’10・l TO <KAI-I l 本 10•10
2310 COUNT= COUNTφ1・IF COUNT=6 THEN LPR I NT・LPR!NT
2320 LPR!NT USING ”...”， 1 .. LPR I NT EES ( I J. 
2330 NEXT I・LPRINT: LPR I NT. LPR l NT: LPRI NT 

2340 ・一一一一一一一一ーーーーーーー－ ( n 1 hongo 1 nj i l ーーーー ー ーーーーーー一一一一
2350 FOR J＝【KAI-Ilホ10+1 TO <KA Iーl)ホ1.0+10 
2360 JAPS(Jl=JJS(J） 。JAPS < JJS 
2 370 NEXT J 
~380 MONDA!= I 0; GOSU日市民ANSUU
2390 FOR R=l TO 10 
2400 P=R<Rl 

2410 JJS(Pl=JAPs((KAlー1l • lO•RJ .・JJ$ < JAPS 
2420 NEXT R 
2430 K=O.YOKO＝口
2440 FOR J=<KAI-ll•lO+I TO CKAI-lJ市10φ1 0 
2 450 YOKO= YOKO+ I. l F YOK0=6 THEN YOKO= I: LPR 1 NT 
2460 K=K+I :JAPS(Kl=JJS(J) :YOKO(Kl=K 

2470 LPRINT TAB((YOKO-l l• l6 l ；・ LPR!NT USlNG ”＃＃”； YOKO(Kl, 
LPR I NT J J s (Kl ; CHRS ( 13】；

2480 NEXT J:LPRINT.LPR!NT:LPR!NT:LPR!NT:LPRINT 
2490 NEXT KAI 
2500 GOSUB・HENSUUSYOUKYO:GOTO 1000 
2510 CLS:LOCATE 40, lO:PR!NT •・ F.ND ”・ LPRlNT CHRSC27），”A",. END 

2520 事F1 LENAME.・ ーーーーーーーー一一ーー一一一一一一一一一ーーーーーーーーー－ f 1 le no name 
2530 LOCATE 20, 14: PRINT ”ヂ－5'のファイル名は”
2540 COLOR 4.F!LES.COLOR 6 

2550 FS＝””・ WH l LE FS＝”” 
2560 LOCATE 20, 26: l NPUT ””， FS 
2570 WEND 

2580 LOCATE 10, l ・PRINT fS'CLS 
2 590 RETURN 

2600 ・FLDSE1TE l ' - ーーーーーーーー一一一一一一一一一一ーーーー－ field settet 
2610 FOR l=I TO 5 

2620 FIELD #I, ( l ll•32 AS DS, 12 AS ES(I ),20 AS JS( I l 
2630 NEXT l 
2640 RETURN 

2650・YOMlDASH！・＇一一一一一一一一ーー一一一ーーーーーー ーーーーーーー一一 YOIOIdash I 
2660 GOSUB •FLDSETTEI 
2670 OPEN Fs AS "1 
2680 RMAX=LOFC I l l F R附AX=O THEN GOTO 2800 
2690 FOR R=I TO R尚AX
2700 GET #1,R 
2710 FOR J=I TO 5 
2720 Q＝【R-1H5•J 
2730 EQS (Ql=ES (J l 

2740 FOR K=I TO 12 

KKS=MlDS<ESC.lJ ,K,ll :KK=ASC<KKsJ: IF KK=O THEN K=l2・
GOTO 2750 ELSE NEXT K 

2750 IF KK=O THEN Q=Q 1. J=5:GOTO 2770 
2760 JQS(Q)=JS(J) 

2770 NEXT J 
2780 NEXT R 

2790 QMAX=Q:J=Q-<R-1 l本5
2800 CLOSE 
2810 RETURN 

2820・HYOUJl.・ーーー ーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一 data no hyouJ1 
2830 1 F DAN= 1 THEN Y=9 EI.SE Y=4 
2840 R=CQ IJ¥5 +l:J=Q-<R-1>*5 
2850 LOCATE CJ 1)•16, Y :COLOR 7・PRINT Q'COLOR 6 
2860 LOCATE CJ lJ•l6,Y・ 1 ・ PR I NT EQS (・Q l 
2870 IF MIDS《EQS(Q),I, 6l＝”” THEN GOTO・ 2900 
2880 LOCATE (J ll•l6,Y+Z.COLOR 7:PRINT Q:COLOR 6 
2890 LOCATE <J-ll•l6,Y+3:PR!NT JQS(Ql 
2900 RETURN 

2910 •YOROSHI IKA：’ー ーーーーーーーーーー一一一ー一一一一一一一一一一一－ toiawase 
2920 LOCATE 0,22: 

PRINT ”よろしかったら RETURN をnって下さい・”
2930 LOCATE 0,23: lNPUT ”・・， ANSS
2940 LOCATE 0, 22・PRINT SPCC79l 
2950 RETURN 

2960 ・KURl AGE：・ ーーーーーー一一一一ーーーーーーーーー－ hyOUJI no kur1age 
2970 .~ADE=Q: KARA=Qー(J-1)
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2980 GOSUB・DATAGAMENS YOKYO 

2990 DAN•! 
3000 GOSU 日本DATAGAMENSYOKYO
3010 FOR Q•KARA TO MADE 
3020 GOSUB・HYOUJ!
3030 NEXT Q: Q•Q-1 
3040 RETURN 

平常試験の成績処理，採点，問題作成を支援するソフトシステム

3050・DATAGAMENSYOKYO：・ーーー ーーーーーー’一ー一一一一一一 da ta gamen syokyo 

3050 l F DAN•ー l THEN Y=9 ELSE Y=4 
3070 FOR L=O TO 3 
3080 LOCATE 0, CY+Ll :PRINT SPCC79) 

3090 NEXT L 
3100 RETURN 
3110 ・GAMENKESHI：・ ーーーーーーーーー一一一ー一一一一一ーーーーーー -gamen syokyo 
3120 FOR !=OTO 7 

31 3 0 LOCATE 0, 16φI.PRINT SPCC79J 

3140 NEXT I 
3150 RETURN 

3160 ・NYUURYOKU：’ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー - data no nyuuryoku 
3170 GOSUB・GAMENKESHI
3180 LOCATE 32,16:PR!NT Q 
3190 LOCATE 32,17 INPUT EQS(Q) 
3200 IF EQS(Q ）＝”·~車” THEN OWARI=l:Q=Q-I:R=CQ ll¥5 +l: 

-J=Q-CR-1】・5・GOTO 3270 

3210 LOCATE 32,18・PRINT Q 
3・220 LOCATE 32,19・KINPUT JQsCQl 
3230 COLOR 7:LOCATE 20,2l:PRINT ”よい I やりなおし 2”：COLOR 6 
3240 LOCATE 10,22°ANSS=!NPUTsC!l 
3250 IF ASCCANSSJ(49 OR SO<ASCCANSS! THEN GOTO 3240 
3260 IF ANSS＝”2”THEN GOTO 3170 
3270 GOSUB •GAMENKESHI 
3280 RETURN 
3290 •KAKIKOM I：’ーーーーーーー ーー－ data no kak1kom1 
3300 GOSUB・FLDSETTE!
3310 FOR I=! TO J 

3320 LSET ESC I >=EQSCQ-J+I J 
3330 LSET JSC! l=JQS((Q-Jl+l) 
3340 NEXT I 
3350 R=CQ-1 >¥5+1 
3360 OPEN FS AS #I 
3370 PUT #I, R 
3380 CLOSE 
3390 RETURN 

HOO HEISE I：・一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーー－ te1se1 
3410 TE!SEI=O 

3420 LOCATE O, l6:COLOR 2:PRINT ”!T正がありますか． ”
3430 LOCATE O,l8:PRINT ＂謁る （ 〉番”
3440 LOCATE 0,19:PR!NT ”ないときは 0” 
3450 LOCATE 12, 18: INPUT ””， TEISEIS 

3460 IF VALCTEISE!Sl=O AND TE!SF.!=O rHEN COLOR 6:GOTO 3560 
3470 IF VALCTE!SE!SJ=O AND TEISEI>O THEN COLOR 5:GOTO 3530 
HBO Q=VALCTEISE!Sl :R＝【Q-1)¥5φl 

3490 IF VALCTEISE!Sl<R・5-4 OR R・5<VALCTEISE!Sl THEN GOTO 3420 
3500 Q=VALCTEISE!S) :TEISEI=TEISEl+I 
3510 GOSU B・NYUURYOKU:GOSUB •HYOIIJ I 
3520 GOTO 3420 

3530 R=CQ-IJ》5+1:Q=R・5・lF Q>=QMAX THEN Q=QMAX 
35 40 J=Q-CR-I >*5 
3550 GOSUB •KAKIKOMI 
3560 GOSUB・GAMENKESHI
3570 RETURN 

3580 ・RANSU U：・ ーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一ーーーーーーーーーー－ ransuu 
3590 T$=TIMES:T=VALCM!DSCTS,7,2ll・RANDOMIZE<Tl
3500 FOR I= I TO MONDA I 
3610 P=INTCRNDCI > •MONDA!•! l 
3620 FOR J=I TO I l 
3630 IF RCJl=P THEN 3610 
3640 NEXT J 
3650 RCJ l=P 
3660 NEXT l 
3670 RETURN 

3580 ・HENSUUSYOUKYO：・ーーーーーーー一一一一一一一ーーーー－ ha1retu hensuu no syoukyo 
3690 ERASE Es, Js, EQS, JQS, EEs. JJs, ERs, JBS, R, JAPS 
3700 RETURN 
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GL(n,C）の分解と接続定理について

坂 西文俊

On the Decomposition of GL (n, C) and the Theorem 

of the Continuation. 

In this paper we study GL( n, C), unitary group and Hermitian group as submanifolds 

in a real space.τben we apply that to the introduction of the deformation of mappings, 

and mention the relation between the existence of the deformation of mappings and one 

of the conditions to hold the theorem of the continuation of mappings. 

Fumitoshi S AKANISHI 

§ 0. 序 〉仁

N次正則行列全体GL (N, C）やN次ユニタリ一行

列全体は， Lie群などの研究で詳しく調べられているが，

いずれも、群すなわちその代数的な構造に重きをおい

ているように感じれる． しかし，これらの行列は，複

素Nz次元の複素空間あるいは，実 2N2次元の実空間

内の部分多様体である．そこで，この論文では，これ

らの部分多様体としての構造，とくに多様体上の曲線

などに重点をおいて調べてみる．そして，その応用と

して， cn内の有界領域における双正則写像の境界へ

の接続定理に関する結果を述べる．

§ 1では，まず，正則行列Gが正定値Hermite行列

Hとユニタリ一行列Uに一意的に分解できることを示

し，その後， GにUを対応させる写像の性質を調べる．

さらに，写像のJacobian行列の関係で，

(AB ）型の行列や この形のHermite1T~U および
BA 

この形のユニタリ一行列について調べる．

§ 2では，まずユニタリ一行列の空間内の測地線の

方程式（ U 1U’）’＝ Oを計算し，この方程式の形に

着目して， Hermite行列の空間やGL(N,C）内の曲

I AB ¥ 
線，そして， l -）型のHermite行列，ユニタリー

¥ BA I 

行列などの空間内の曲線について調べる．

§ 1 ' § 2の結果と多変数複素関数論とくに正則写

像の接続定理との関連を述べたのが§ 3である．そこ

では，まず，接続定理についての説明といくつかの事

実を挙げ，ある条件のもとに双正則写像が連続に接続

できることを示す．次に，写像の変形という概念を導

入し，適当な写像にはある種の変形が存在することを

示す．その後，ある種の変形があれば，双正則写像約車

続に接続できるための条件の 1つを満たすことを示す．

これらの結果は，まだ弱い結果であるが，写像の変

形に関する事柄などはも っと一般化でき，接続定理も

さらに強力な形で言えるであろうことが予想できる．

§ 1 . G L ( N,C）の分解について

まず，記号の説明と簡単な事実について述べる．

n次の正則行列全体GL(N,C）と，その部分空間で

ある正値Hermite行列全体，ユニタリ一行列全体，対角

成分が正数である対角行列全体を，それぞれ乎， Jf,ZL, 

lで表わすことにする．すなわち，次のように定義す

る．

手： ＝CL(N, C) , 

Jf: =JHE手I*H=HI' 
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さで， ZLはf立中目的には ZLcc N＇三 R2N＇より， R2N＇の

Euclid f立キ目を制限することにより多様体になるが， こ

れは dimRZL=N2である実解析多様であることが，次

のようにしてわかる

U= (ujK), ujK＝αiK十 ibjK, （αiK, bjK ER）とおい

て，＊uu=rを書きなおすと，本質的に次の Nz個の

式を得る．
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£αkjα同 ＋b1cjb肌 －ujm= 0, ( 1壬j豆m孟N)
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実は，これら N2個の式の左辺の関数が，多様体として

のliの定義関数である．なぜなら， N2個の左辺の関数

の各変数αjk' b jkによる偏導関数を成分とする N2×

2N2型行列のランクは， UがIに近いとき，すなわち，

αjk -/J{ 1 ' b jkがOに近いときにN2であることが計算

でき， Hが群であることから，多様体上の任意の点で

ランクがN2となるからである．また，上のN2個の定

義関数は実解析的であるから， liは実解析多様体であ

ることもわかる．

さて， ifの元がrの元と liの元の積に一意的に分解

できることを示そう．

定理 1. 1 任意のGEifに対して， G=HUとなる

HEJ'.', UE liが一意的に存在する．

証明 （存在） *( * GG) =*GG, *p*GGp = II Gp 112, 

(pECN）より＊GGは半正定値Hermite行列で、あること

がわかるから，＊V*GGV=Aとな るVEliと

／入l 0 ¥ 

X=! ・． I, (X；孟 0），が存在する．

¥ o 入N)

このとき， X1…ん＝ ldetGI 2>0であり， Gは正則だか

ら， Xj>oがわかる． そこでんニバJとして， A1'・・・,AN 

を対角成分とする対角行列をAとし，さらに，

K =V A*Vとおくと， AE.}t' KEJ'.'であり，

*(GK一I）・ GK1 =VA 1 AJ11*V=Iだから， ・u=GKlは

liの元である． よって， H=UK*Uとおくと， HEJe

であり， G=UK =HUと書ける．

（一意性）いま， H, HEJe, U, UE liにより，

G=HU=iHJと書けたとする． さらに， H=VA*V, 

自＝VX*V, (V, VEZ/., A, AE.}t）とする．さて，

G*G =HU*U*H=VJ12*Vより， 112はG*Gの固有1直が

並んだ対角行列である．同様にして， Pもそうである

から， zの対角成分i1，…，iNは， Aの対角成分入1，…

，んを並べ換えたものである．よって，ある PEliによ

りA=PA*Pと書ける．そこで， VPを改めですとす

れば，自一＝VA＊ずとしてよい．いま，

λjl 21 : 0 : 0 : 

0 i λけヨ i 0 
112 =I一一一十一一

0 i o ；入jJτ

（んた＞ 0, pキqならば λJ pキ入jq）とし，

W=*V Vとおくと， WEZ/.であり， WJ12=WJ12*WW=

*V＊古古VW=J12Wであることがわかる．

W
一W
一W
一

W
一W
一W
一

W
一W
一W
一

一一W
 

として，この等式を書き下すと， λjp2W~ ＝ん；w：を得

る． pキqならばλjpキλjqだから， pキqならばw；ニ

Oカfわかる. f孟って，

λ：，w: i 0 l 0 i 

0 i入j,wCo : 
WA=I一一一一一一ト一一 ： ァトー I =AW 。； o ：λhw;! 

が成り立つ．かくして，自＝VA*V=VWA*W*V 

=VA W*W*V=Hが言え， む＝古1G=H-l G= uが

言える．

注童 (1) 乎の元Gのrと反の元 H,Uによ るこの分

解は，複素数の極座標表示に対応するものである．

(2）証明をみれば，任意のGE乎に対して， G=UKと

なるKEJeとUEZ/.が一意的に存在することもわかる．

この場合， KとHは一致するとは限らない．

たとえば，

/02¥ /01¥ /20¥ 
=I ！ならば， U=I I, H=I ) 

¥10) ¥10) ¥Ol) 

( 1 0 ¥ 
=( lである．

¥ 0 2 / 

では，このifのrとliによる分解を位相的に特徴づ

けよう．

定義 1 . 2 gからrへの写像 h，および， gから li

への写像uを， GEifがG=HU,(HEJe, UEZ/.）で

あるとき， h(G)=H, u(G)=Uと定義する．

まず，写像uについては，次の定理 1. 3が成り立

つ．すなわち uはifからMへの正射影である．

定理 1. 3 GE乎， U0EUであるとき，

U。＝u(G）であるための必要十分条件は，

任意の UEl/.に対して IIG-U。｜｜；孟 IIG-U IIが成り

立つことである．

証明 G=HU, H=VA*V, (U, VE V., HEJe, 

J1E _Jf_）とする．ユニタリ一行列は等長変換だから，

II G -U II = II U V (Aー＊V*UUV) *VII 

=II Aー＊V*UUV IIで、ある.P=*V*UUV 

= (p JρE l/.とおくと，
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N 

11 A P II 2 = ~ Iρj/;; I 2 十~I ん －p1;;1;; 12 
Jキκ ，C=I

N N 

＝戸｜ ρj/;;12 ＋~ユ λ；－ 2Re~ 入d枕
;= le /;;=] /;;=] 

k
 

k
 

p
 

e
 

R
 

K
 

、八n2N 

nノ－
9

－K仙
、人NZM 

十N
 

一一

だから， II 11-P 112を最小にするユニタリ一行列P

は， Repkk= 1 （従って jキkのとき， P;k= 0）のと

き，すなわち， P=Iのときでありかっそのときに限

る．このとき， U=UVP*V =u (G）となる．

主主 (1）分解の一意性から，任意の G=HUE乎，

(HEJf, UEZ/)' VEZ/に対して，

u(G 1) =u(*UH 1 U*U) =*U=u(G) 1, 

u( *G) =u( *UHU*U) =*U =*( u( G)), 

u(GV) =u(HUV) =UV=u(G）・ V

であることカfわかる．

(2) GE~ のとき， u(G) E Z!でのUの接空間を

T U(G) Z!とすると， uは正射影であるから，

(G-u(G））ムTulGIZ/である． これと， Z!が実解析

多様体であるという事実から，次の定理を得る．

定理 1. 4 uは実解析的写像である．

この節では，以下， N=2nとする． 2 n次正方行

列の族j を次のように定義する．

-4: = {( ~ ~） I A, BEMat(n,C) } 

このとき， j について次のことが言える．

I A B ¥ 
(1) det I -l ERである．

¥ B A I 

(2) -4は，凸R一線形部分空間である．

(3) .4 n乎は群である．

(1）については， A=(AR+iA1), B = (BR+iBr) 

(AR, Ar, BR, BrEMat(n, R））とおいて計算すると，

( AB ¥ ( AR+ BR Ar十B, ¥ 
det I -l =de t I －一ー. J R 

¥ B A / ¥ -Ar +Br AR -BR ) ...., 

で、あることからわかる．

(2）は，任意の S, tE Rに対して，

5 ( AB  ) ( CD ) ( sA +tC sB +tD +ti =I 
BA  ¥ D c ¥ sB+tD sA +tc 

であるから言える．

また（3）については， まず干責に関して，

73 

（立）（ ~g) = （~g:yg 詰：豆） E .4 

(C;k) =( ~ ~ r cおくとき Aニ叫註）

＋
 

く

、、、ll
l’／

一B
一A
Q

A

B

 

JIl
l－＼ 

冊

一

北

一

’
州
一

ま

y
一A

れ

1
一

す

二
意
（
一
一
一

河

U

n

守

』

K

1

1

n

 

E

C

 

(-1 )i叩剛 11( ¥ 
＝－τ （ー 1)flin I) （瓦 B人n+;

(-1 )j品 （AB¥0 す 一

,1 ¥ BA  J '""' 

であることがわかる．ここに A<j は， Aの第 j行と
企

第k列を除いた小行列である．まったく同様にして，

C；叫k=C;.k+nが言える．よって（C;k)E -4であること

がわかる．かくしてJハ~が群であることが示された．

さて，（1)により CEJならばdetCERだから，

.4n ~は 2 つの部分集合l CE -4 n ~I det C > 0 fと

!CE.4n手IdetC< Ofにわけられる．そこで，

」r:= l CE -4 I detC > 0 f 

とおこう．

それでは， .4nJf, .4 n Z!について調べてみよう．

まず， .4nrについて次のことを注意しておく．

( ~ ~） ψ抗こ対しては，ある（芯） E Z/ 

と（リ） EJffが存在して，

( ~ : ) ( ~ ~ ) ( ：~ ：~） ＝（ひ）

とできるが，このとき， A=M，および， R=Q,

( ~長－i｛；完x ~ rn :llf -10~~｝（ ~ n 
で、ある．

次に.4n Z!について 1つの定理を上げておく．

定理 1.5 .4n2/は8n2次元実空間の部分多様体で

あり， d凶R.4n2/=2n2 nである．また..4ハZ!は，



74 GL (N. C）の分解と接続定理について

2つの連結空間JJ＋ 内ZL=!UEJ/ハZLI det u = 1 Iと

!U E Jl n 71 I de t U = -1 Iに分解される．

説明 まず， dimRJJn 71 = 2 n2 -nを示そう．

I AB¥ 
=( j EJ/がU*U=Iを満たすとすると，
¥BA/ 

A*A+B*B=I, B*A+A*B=Oが言える．これを，

A＝α十tα，B= b+iβとして書き換えると

（α，α，b，βEMat (n, R）） ，本質的に，

N 

ZαJ担 α/cm＋αJ市 α加n+ bj加 b同＋βjmβ刷 －oj/c= o 
7π＝I 

(j；孟k)

N 

ZαJ明 α同一 αjmα/cm+bj市 β/cm一 βjmb同二 O
ηl= I 

U<k) 

N 

~ bjmα棚＋βJ前 α同＋αJ前 b蜘十αJ担 β伽＝ O

(j；孟 k)

N 

Zβjmα同 bjmα刷＋αJ担 β同一αjmb刷＝ O
m=l 

(j豆k.)

の 2n2+n個の式を得るが，実は，これが， j n 71の

定義式である. 71, .J.ダハ 'fjは共に群であるから，

Jl n 71もそうである．そして， Iの近く，すなわち， αJle 

がoj1clこ， aj/c, b j/c，βJ le がOに近いとき，これらの各変

数による 2n2+n個の左辺の関数の偏導関数を成分と

する（ 2n2+n）× 4n2型行列のランクが， 2n2+ n 

であることが計算できるから， dimR(JJ n 71) 

=d凶 RJJ-(2n2+n)=4n2一（2n2+n)

= 2n2-nであることがわかる．

次に， Jln 71が， !UEJ/ハ訓告tU=11と

! UEJ/内UI det U=-11の連結成分に分解されるこ

とを示そう.UEJ/ならばdetUERであり， UE71ならば

ictetUI = 1であるから， UEJ/n7Jならば， det U 

=±1であることはわかる．だから， それぞれの部分集

合が連結であることを示せばよい．

ωニ !UEJ/n71ldetU=11とおく． 71はコンパクトで

ありJは閉部分空間だから， ωもコンパクトであるこ

とを注意する. Jjn71は多様体だから局所孤状連結で

ある．よって，任意のUEwに対して，

B(U, ru): =lWE'fJI II W U IIくれ iとおくとき，

B(U, ru）ハ ωが孤状連結であるような ru>0が存在

する. uとVが集合S内の曲線で結べることを， s内

でU～Vと書くことにする．実数の部分集合Cを次の

ように定義する．

｜任意のUEB(I,T）ハ ωは， I
C : =l TE [ 0, 00) I ’｜  

｜ω内で I～ U J 

Cの定義より， TECならば，任意の O孟 t三五Tなる t

に対してtECであり， ncならば，任意のT孟 t<oo 
なる tに対して， t伝Cであることを注意する． ωの連

結性を示すために， Cが連結であることを示そう．

このとき C=[O, 00）となり，任意のUEwは

ω内で、I～ Uであることがわかる．

さて， まず，・， r1E Cより Cニドゆである．

次に， Cは開集合である．今T0ECとすると，

δB(I, T。）ハ wC U B(u, ru) 
Uε oB(I, TO）円ω

で、あり， δB(I,T。）ハ ωはコンノfクトで、あるから，

oB(I, T。） n w亡UB(U1c, ru1c) 

とどき， U。＝ I, ru。＝T。とおくとき，

B(I, To+Ro）ハ ω三巴B(U1c, ru1c) 

となるR。＞ Oが存在する．このとき，任意のUE 

、B(I,To +R。）内 ωに対ーして， UE B( U1c, ru1c）であるkが

存在するから， ω内で I～U1c～ Uとなり， To+RoECで

あることがわかる．よって，先の注意から，

(T。 R。， T。＋R。） E Cが言え， Cは開集合であること

が示せる．

Cが閉集合であることは，次のようにして示せる．

T 1cE c, T 0 E [ 0 , 00), Tk→Ta, (k→∞）とする．

Tk三五Tk+1としてよい．任意にUEB(I, T。）内 ωをとる．

すると IIU -I 11 <T。より十分大きな kを選べば，

II U-I II <Tkでトある． このときUEB(I,Tk) n wで、

あるから， TkECより ω内で I～ Uが言える．従って，

T0E C，すなわち， Cは閉集合である．かくして， ωの

連結性が示された．

!UEJJn7Jldet Uニー 1Iの連結性も同様にして示

せる．

主主定理 1 . 1より乎の元はrとHの元に一意的に

分解でき， dimRJJ = 4 n2であることに注意すれii',

dimRJl門店＝ 2 n2-nより dimRJl nJf=2n2十 n

であることがわかる． このことは，直接計算もできる．

すなわち，

(Hき＼行 HK) (HK I €./Jが I = －）を満たせば
KH) ¥KH KH 

*H=H, *K=Kが言えるが， Hの方の条件から本質的

にが個の式を， Kの方の条件から本質的に， n2-n個

の式を得るからである．

それでは， 4n'fj,JJn rおよび4n71と，写像h
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および正射影uの関係をみてみよう． 二 IIG-u(G) 112 

定理 1. 6 u ( ..4 n ~） =..4 n ZL, 

h(..4 n~ ） =..4内rである．

迦 GE ..4ハヂこ対し， U=u(G) ＝（巳），

ZニよIfPR＼＋（空空＼ I , h ノ左
2[¥QS/ ¥RP／／ 」山、」

このとき，定義により， ZE Jである． また，任意の

～ ！AB¥ 
./Iの元Z=! - Iに対して，

¥BAJ 

II U-Z II；孟 IIU-Z Hである．なぜならば，

A＝α＋iα，B=  b+ iβ，P＝ρ十 tρ，

Q=q +iσ，R=  r+iτ，S =s十iu 

（α，αなどは， Mat(n,R）の元）の下に，

II U Z 112= IIα－ρ112十 IIα一ρ112

十 IIb-q 112+ IIβ－σ112 

+ II b -r II 2 + IIβ一τ112

＋｜｜ α－s 112+ IIα－u I/ 2 

=2 lαjk一（Pi1c+sj1c) / 2 I 2 

+ 2 lαjk （ρik-ui1c)/212 

十 2l bj K一（q jk十 rj1c)/ 2 I 2 

十 21βjk一（びJ比一τjk)/ 2 I 2 

+coηs t(P, Q, R, S) 

より， II U-Z 112が最小になる Zは，

αi1c=( Pi1c十sj1c)/ 2，αj/c＝（ρik-ui1c) /2, 

bj1c=( qjk＋日）／2，βJた＝（σパ ーJ[jk)/ 2 

のとき，すなわち，

A=( P+S)/2, B=( Q+R) /2, 

つまり， Z=Zのときである.f.足って，このことから，

( U-Z）よ（Z-Z), （任意の ZE..,4）であることがわ

かる．とくに（ U-Z) _L( G-Z），すなわち，

ReくG-Z,U-Z)=Oがいえる．

さて，U。＝2Z-Uとおく と，定義から，

ISP¥ IPR¥ 
=I --1であり ，U=I 1がユニタリ一行列

¥RP/ ¥QS/ 

で、あること，すなわち， U*U=Iで、あることから，U。

もそうであることがわかる．つまりUoEZLである．

そして，uが正射影であるという事実から， 任意の

u E ZLに対ーして，

II G -U o II 2 = II G -Z十u-z112 

=G-Z 112十 IIU-Z 112 

+ 2 Re < G -Z, U -Z > 
= II G -Z II 2 + II Z -U II 2 

+2Re<G-Z,Z-U> 

= 11G-U112 

豆 11G-U112

が成り立つ．よって，定理 1. 3より， U。＝Uが言

える．すなわち，

λv・一一R
 

一P一一
Q
u
 

nノ
宇
品つ

、、、
巴Bi
t
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’’’
’

p
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Q
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’gaEEE－－
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息、‘、、
一一

＼
l
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xu・
ζr

g
一R

／
J
I
t
－－
、＼

が言える．かくして， UE..4であることがわかる．

h (..4n乎） =..4ハrについては， j n乎が群であ

ることと， h(G)=G・u(G) 1であることから示せる．

さで， j の部分群..4。を次のように定義する．

、lE
1t
F4a

・IJ
C
 

R
 

4
L
 a

 

M
 

G

、A
 

、、t
E
1
1
1F
ノ

O
一A

A

O

 

／
J
I
l
l
－
、＼

r
l
1
4
1
1
1
1
目、－一o

 

j
 

定義から，..4on~ が群であること，および，

..40nJf={ （叫 HはHermitefr列i

./I 0ハド ｛（山 iuはユニタリ 一行列 ｜

であることがわかる．

定理 1. 6の系を 2つ程あげよう．

系 1. 7 u (..4 0 n乎） =..40 n乎，

h(..40 n乎） =..40 n乎である．

証明ー （G 0 ¥ _ 
G=! - l E..40 n '&, G=HU, 

¥OGJ v ¥ 

( HEJf, UE ZL）とする．このとき

~ IHO＼ ロ IVO¥
日 1OH／’ － ¥OU/ 

とおくと， 白EJf, VEZLであり ，G=H  Uである．

定理 1. 3より，この分解は一意的だから，

u(G)=U, h(G)=H が成りたつ．すなわち，定理

が言える．

塁上二~ ..4ハ乎は， 2つの連結空間 4 ＋内手 ＝

I GE.／／ハ亨IdetG> O iとIGE..4内手 Idet G< O Iに

分解される．

主盟 w =l GE.// n手Idet G> Ofが弧状連結，すな

わち，任意のGEwが， ω内の曲線で Iと結べることを

示そう．

G=HU=VA本vu'( HE Jf' u' v E ZL ' A E ..40とす

る．定理 1. 6より， UE..4nZL, HE..4n rであり ，

また，detU = de t G /de t H > Oであることから，
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uε..4 ＋ハZL=1UE..4n11IdetU=1 fがわかる．

よって，定理 1. 5より，」グ＋ハ71内の曲線Uct1,

( Uc 01 = I , Uc 11 = U）がある．そこで， Act1=(1-t)I + 

tA, H111 =VAc11*Vとおくと， AE ＿｝（から Ac11は， l

内の曲線であり，従って Hc11はr内の曲線である． さ

らに， Xは線形空間だから， Hc11は..4ηr内の曲線で

あることカfわかる．よって， Gct1=Hct1Uc11とおくと，

これは， IとGとを結ぶω内の曲線である．

注意 (1) 上の証明において， ..4＋η ZLは実解析多様

体であるから， Uc11を実解析的曲線（たとえば測:f:｛！議集）

にとれIi', Gct1もそうで、あることカfわかる．

(2）証明中に構成したGCtlは， Hc11の固有値がそれぞ

れtに関して線形の曲線である．

§ 2. i/, ;;eおよびM内の曲線について

この節では， ~， Jf および ZL内の曲線について調べ

てみよう．ふたたび， Nを任意の自然数に固定する．

まず， ZL内の曲線について，測地線の計算から始め

よう．記号〆は， tに関する微分を表すものとする．

定E里2. 1 U1t1, ( 0三五 t孟T）を IIU'111 II =lである

ZL内の曲線とする．このとき， U111が測地線であるた

めの必要十分条件は，

u(t)”＋U111 ・ *U’Ill・U'111二 O，すなわち，

（札1・U111l =O （つまり（Ui'11 ・ U'111) =O) 

が成り立つことである．

注意定理は， U111が7則地線ならば，＊UU'’＋＊U’U'= 

0 が成り立つことを言っているが， Uがユニタリ一

行列であるということから，＊UU=Iをf故分して，

Re(*UU'’十＊U'U')=Oが成り立つことはすでにわかっ

ている．

証明 変分法を用いる. ZL内の曲線 u (t）に対して，

J(U1山

= lT [Trace ( *U111 U111l Fdt 

と定義する. T/1t1: [ 0, T］→Rをη101.＝ηIT)=Oである

滑らかな関数とし， V1s1をV101=Iである71内の曲線と

する．そして， U111の微小摂動をhU111:= V(hη｛t)l・U111

で表わす．以下，混乱しない限り，変数tは省略する．

さで， U111が測地線ならば，局所的に最短距離を表

わすから，十分小さい任意の hに対して，

J(hU）孟 J(U）である．よって その第 1変分をとっ

て，（ Vsは， VのS による微分を表わすとする．）

，、 rT

＝ニ / [TraceJ(*U' ・ *V+*U ・*Vs・的’）
δ九 Jo

*(VU'+Vs九万’UHFdt I 
I h ~ O 

= [ t[(*U' I) ( U' ・ I）］→ 

×Trace i一三（*U'*VVU') 
ah 

十（＊U’＊VVs・U十＊U*VsVU'）η’f dt 

= lT t II U' II 1 Trace l ( *U'*VsU' +*U'V川 η

+( *U'VsU +*U* VsU＇）η’j dt 

＝訂TTrace ( *U'*VsU’＋＊U'VsU＇）ηdt 

行TTrace ( *U'VsU +*U*V川 ηdt

= -t lT Trace( *U"VsU +*U*VsU＂） ηdt 

が，任意のりに対して成りたつ．従って，

Trace ( *U''VsU +*U*VsU'’）＝ 0 

が言える． Trace AB =Trace B A，および，

Trace* A= Trace A に注意すれば， A=U*U”と

おいたとき，先の式から

0 =Trace(AVs+*Vs*A) 

=Trace(AVs）十Trace(AVs)

=2Rel Trace(AVs) f 

すなわち， A＝（ α；＂）， V=(u；＂）とするとき，

Re Zα1<;( U;k)s(O) =O 
九J

…（＊） 

を得る．そこで，この式にいろいろな場合のVを代入

して， Aの満たすべき条件式を求めてみよう．

s
 e
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1
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(j =k＝ρ） 
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だから， （＊）より，
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Re( iαρ＞p) = 0 …（ * 1) 
を得る．

(j =k＝ρ） 

( 1’） u jkニ 01 (j =kキρ） の場合

（その他）

(j =k＝ρ） 
( U;k )s( 0) ＝。

（その他）

だから， （＊）より

Re （ αpp)= 0 ・・・（ ＊ 1’） 

を得る．よって（* 1）と（* 1’）を合わせると，

αρρ ＝O 一（ 1*)

が言える．

r ( 1 -s2）ピs

I s/2二子 eis

( 2) uバ＝ i-s/2てS2eιs 

(j, k) =(p, p), (q, q) 

(j,k)=(q,p) 

(j, k) ＝（ρ，q) 

（ρ＝jキた＝q)

（その他）の場合．

zzo 

( i, k) ＝（ρ，p ), ( q, q) 

(j,k)=(q，ρ） 

(j, k) ＝（ρ，q) 

（その他）

だから， (1＊）より

Re J tαPP+./ 2αρQ-12αqpf = 0，すなわち

Re（αρQ－αqp) = 0 ……（ * 2) 
である．

( 2’） u jkニ

( 1 -s2) eは (j,k）ニ （p，ρ）， ( q, q) 

ishτ子 eis (j, k)=(q, r), （ρ，q) 

1 （ρキjニ mキq)

0 （その他）の場合

( v ,_).( 0) ~ [ 1 L 

だから，（＊）より，

Rel tαpp+/2 iαpq+/2 iαqpf = 0 

を得る． ( 1 ＊）を考えると，

( i, k) ＝（ρ，p), ( q, q) 

(j, k) =( q，ρ）， (p, q) 

（その他）

Re(iαpq + iαqp) = 0 

となる．

このとき，（* 2), ( * 2’）より，

aqp=Reαqρ＋ iRe( iαqp) 

=ReαρQ -iRe( iαpq) 

・・（＊ 2’） 

＝αpq 一・（ 2 *) 

がわかる．結局， (1*), (2＊）から，

*A=A すなわち＊（U*U＇’） = U*U”つまり，

U”＊U =U*U”を得る． 一方， U*U=Iを微分して，

77 

U"*U+ 2U’＊U’＋U*U ”＝ 0で、あることカfわかっている

から，これらから， U岬 U+U'*U'=Oが言える．かく

して， U"+U*U’U’＝U"-U'*UU'=U”＋u’＊U’U=  

(U"U*+U’＊U’） U=Oが成り立つ． これで， Uが測地

線ならば，（U 1U’） ＇＝Oを満たすことがわかった．

逆に， H上の曲線が，＊UU"+*U’U’＝ Oを満たすと

する. U=(u；た＋ i u jk), （αjk, b jkは実数値関数）と

して，方程式を書き直すと，本質的に次の Nz個の式を

得る．

N 

~i(u’山Pk-u ”p;.Up;.) = 0 ( 1孟ρ豆N)

N n 

~1(u＇~i.Uq;.+u ；内；.） = ~1 ( U~；.Up;.+ u；た UPk) 

(p<q) 

N n 

~ ( U~；. Uq;. UみUq;.)＝~ ( U~；. Up;. -u~；. Up;.) 
k~ 1 

（ρ＜q) 

また， Uがユニタリーであることから本質的にNz個の

条件式を得る（ § l. 前半参照．）． 2N2個の変数

U;1;;, u ;1;;に関するこれら合わせて 2N2個の2階連立常

微分方程式は独立であるから， （境界条件を考慮すれ

ば，）局所的に一意的に解ける．一方，測地線は，（境

界条件を考慮すれば）一意的に存在し，証明の前半よ

り，上の方程式を満たす．よって，上の方程式の解は，

測地線である．

注意 U11）が7i内の測地線ならば， VE7iのとき，

V・U(t)および、U11)・Vも，同じ形の方程式を満たすから

測地線である．

ここで，先に進む前に，行列の無限和について復習

しておく．

AEMat(N, C）に対して，形式的に，

叫 A：＝孟詰 Ai.

log A: = _f; f (A-I)た

とおく．このとき， expAは，任意のAに対して収束

し， logAは Iに近いAに対して収束する．定義より，

*(exp A)= exp *A, *(log A) =log *Aが成り立つ．

また，関数expxとlogxのTaylor開展の係数を調

べることにより， Iに近いAに対して，

log(expA) =A, exp( log A) = Aが成り立つ．

さらに，定義より， AB=B Aならば， exp(A十B)

=ex pA・ expBが言えるから，（expA）ー1=expA1 

が言え，加えて， Iに十分近い A, BがAB=B Aを

満たせば， 1ogA +log B =log( A・B）が言える．なぜ
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なら， AB=B Aより （A I) (B-I)=(B-I) 

(A I)，従ってlogA・ logB=logB ・log Aが言え，

log A+ log B=log( exp( log A+ logB)) 

=log(exp(lo~A) ・ exp(logB)) =log(AB）となる

からである．よって，このとき， logA-1= -logAも

成りたつ．最後に，（exp(tA））’＝（exptA)・A 

=A・・（exptA）も成り立つ．

さて， if'JeおよびZ1内の曲線にもどろう．

UE Z1ならば＊U=Ulだから， Z1内の測地線の方干呈式

は，（U I U’）’＝Oと同値であ る．そこで， 今から，こ

の方程式の形（G-1G’）’＝Oに着目して，曲線を調べて

みよう．

(u 1 ). Iに近いU1EZ1に対して， A=logUI'

U1t1 =exp(tA）とおく．

このとき， U101 =I, U11) =U1である．また，

*U1 U1 =Iより，＊A+A=log(*U1U1) =log I =0 

だから，＊（tA)( tA) =-t 2A2=( tA)*(tA）が言え，

従って，＊U1t1U1t1=exp(t*A+tA) =expO =Iが言

える．すなわち， U1t1はZ1内の曲線である．そして，

(*U1t1 U'1t1）’＝ ( *U1t1 ・ U1t1 ・ A）’＝ A’＝Oが成り立

つ．

つまり， ult)は， IとU1を結ぶ店内の測地線である．

( u 2 ). U1 E Z1をUoEZ1の近くの点とする．このとき，

V1=UiJ1U1は Iの近くの点だから，（u1）より， Iと

V1を結ぶZ1内の測地線V1t1が存在する．

そこで、， U1t1三 Uo・V1t1とおくと，これは， U。と U1

を結ぶZ1内の測地線である．

( u 3 ). U1 E Hとする．ユニタリ一行列は正規行列だ

から，ある PEZ1が存在して，

I μ1 0 ¥ 

*PU1P=M: =i ・ I( μ 1cE c ' I μle I =1 ) 

¥ Q μN ) 

と書ける．そこで， μ~ = e nogμk , ( Lo gは主値），

μI 0 ¥ 

U1t1 =PI ・. I *p 

0 µ ~ ) 

とおくと，これは， U1=PM*PのPとMの選び方に

依らず一意的に定義できる．なぜなら， U1=Pl而＊:P=

PM Pとすると MとMは共にU1の固有値が並んだ対角

行列だから，ある QE Ziによって， μj・とμleを入れ換え

ることができる．すなわち，鼠＝QM*Qと書ける．さ

て， R=* p j5 Qとおくと，

RM=*PPQ M本Q*P P*PP*Q =MRがいえる．よっ

て，定理1. 1の証明で使った議論を用いると， RM1t1

=M1t1Rが言える．よって，PMit1 ＊手＝ P RM1i1 *R*P 

=PM1t1*Pが成り立つ．

このとき U1t1は， U101=I, U111 =U1をj荷たし，しか

も， Iµ~ I= 1より Z1内の曲線である． そして，

Logμ1，……， Log μNを対角成分とする対角行列を

log Mとし， A=P(Iog M)* Pとおくと， （＊U1t1・U'1t1）’

=(*U1t1・U1t1・A）’ ＝A’＝ Oであることがわかる．

すなわち， U1t1は， IとU1を結ぶZ1内の損り也長泉である．

( U 4 ). Uo, U1 E Z1を任意の 2点、とする. ( u 2）に

おけるV1t1を（u3）で構成したものにとると， U1t1:= 

UoU1t1はU。とU1を結ぶ測地線である．

(hl). H1EJfをIの近く の点とする.B=logH1, 

H1t1ニ exp(tB）とおくと， H101=I, H111 =H1である．

そして＊H1t1=exp( t log *H1) = exp ( t log H1) 

=H1t1より， H1t1は IとH1を結ぶr内の曲線である．

さらに，（ H1t11H’（t））’ ＝（H1t1ー1・H1t1・B）’ ＝B’＝

Oを満たす．

( h 2 ). H1 EJ{'をHoErの近くの点とする．このとき，

K1 =HよlH1は lの近くの点だから，（ h 1）より Iと

K1を結ぶr内の曲線K1t1で，（ K1tJ I ・K'1t1）’ ＝Oを満

たすものがある．

そこで、， H1t1 =Ho・ K1t1とおくと， これは， H。とH1

を結び，（ H1t1 I・H’（ti）’＝Oを満たす曲線である．ただ

し， X内の曲線とは限らない． しかし， H。H1=H1H。

ならば， Bt1E rである． 実際， H。H1=H1Hoより

H。（K1 -I ) = ( K1 -I ) H。が言え，これから， H。B=

BHo,( B = logK1）が示せ，従って， HoK1t1=K1t1・Ho,

すなわち＊Hit1=H1t1が成り立つ．

(h3). H1=VA*VEZ1, (VEU, AE.A{）とする．

Aの対角成分とん，…一・，んとするとき（入比＞ 0)' 

入i，・…・・， λLを対角成分とする対角行列を A1t1とし，

さらに， Hit)= v A It) * vと定義する． このとき， Hit)

がH1=V A*VのVとAの選び方に依らず一意的に定

義できることは， ( u 3）の議論と同様にして示せる．

そして，H1t1EXであり， H1O) = I ' H11) = H lであり，

また， B=V(log A)*Vとおくとき（H-it1・H’（ti）’＝B’

=oが言える．

これで， IとH1を結ぶr内の曲線で，（HI・H’）＇

=Oの形の方程式を満たすものが存在することが示さ

れた．

( h 4 ). Ho, H1 EJ{'を任意の 2点とする. ( h 2）に

おけるK1引を（ h 3）で構成したものにとり， H1t1=HoK1t1

とおくと，これは， H。とH1を手吉び，（H¥t1 ・ H’（t））’ ＝0 

を満たす曲線である．ただし， Hit1EJ{'とは限らないが，

HoH1 =H1Hoならば， H1t1EJfで、ある．
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注意 ( h3）で構成した曲線は， detHt1 =( det H1) t 

を満たす．

'ffの曲線に進もう．

( gl). G1E'f)をIの近くの点とすると， Gcti=exp( tC) 

(C=logG1）は， Gco1二I, G,l) =G1であり，

(G(tl 1G;t)l’＝C＇ニ Oを満たす乎内の曲線である．

( g2). G1E乎をGoの近くの点とすると，（ u2), ( h2) 

と同様の議論で， GoとG1を結び，（G(t)1G'(t)l’＝Oを満

たす曲線が存在する．

( g3). 任意のG1Eifに対して， Lie群の研究から，

G1=expCとなる CEMat(n,C）がある．よって，

Gct1 =exp( tC）とおくと，これは， IとG1を結び，

(G(t)-1 G’（ti）＇二 C’＝ Oを満たすif内の曲線である．

( g 4). Go, G1 E乎に対して，（ u4），あるいは，

( h4）と同様の議論で， Go と G1 を結び~ ， ( Gct1 

Oを満たす'ff内の曲線が存在する．

if内の曲線でGct1で，方程式（Gct1-1G’(t））’＝Oではな

く， G(t)= H(t) U(t), ( Ht1 E Je. U(t) E 21. ）のとき， Hct1の固

有値に着目した場合の曲線については，（ u 3), ( h3), 

あるいは，（ u4), ( h4）から，次の定理が言える．

定理2. 2 任意のG1=H1U1E'f), (H1EJf, U1E 21.) 

に対して， H1の固有値を入I，…，んとする． 入li:(t）を

入刷＝ l，～11＝んとなる正値関数とすれば， if内の曲

線G(t)で， G(t)=Ht1U(t), (Hct1EJe, u(t) E 21.）のとき，

H(t)の固有量がA1ct1，…，入Mtlであるものが存在する．

証明日1=VA*V, (VEZ/., AE..4t）とするとき，

Ht1 =V Ait1 *V, ( Act1はんは）を対角成分とする対角行列

）とおけば，これはVとAの選び方に依らず一意的に

定義できる．そこで，（ u 3）で構成したUct1を用いて

G(t)=Hct1Uct1とすればよい．

さて，ここで再び， N=2nとして_t;+nif,..4＋ ハJe,

について同様のことを調べてみよう．

まず， ..4＋ ハ21.内の曲線について次の定理が成り立つ．

定理2. 3 U1E..4＋内21.をUoE..4n21.の近 くの点とす

る. Uct1をU。とU1を結ぶ21.内の測地線とすると．実は，

Uc11はj nZ/_内の曲線である．

証明 変数 tを省略する. uは測地線だから，

(*UU＇）’＝ Oを満たす．そこで，

(PR¥ (SQ¥ 
=I lとするとき V=I －－）とすると，

¥QS／’ ＼RP) 

これは，やはり 21.内の曲線で（＊VV＇）’＝ Oを満たす．

そしてV,O)=Uo, Vo1 =U1で、ある．ところカヘ 2点、を品吉

ぷ測地線は局所的に一意的に存在するから， V=Uで

ある．よって， S=P, R=Qが言え， UE..4+n 21.で

ある．

それでは，各場合の曲線に進もう．

( v,o ¥ 
(aou). ( '- )E..40nZI. r対しては， U1E21.より

¥ 0 U1 ） 』

(u 3）で構成したUc11を用いると，

- ）は iと －) ~..40 n 21. ( Ucti 0 ¥ ( I 0) ( Vi 0 
0 U1t1 ) 0 I } 0 Vi 

内で結び，

( l I )' ] ' =Oを満たす
( Uct1 0 ¥-1 (Uct1 0 
0 Ucti) ¥ 0 U(t) 

(a +u). U1 E ..4＋ハ21.に対しては，定理 1. 5より，

._4+ n 21.が連結？あるから U1は Iと..4+n21.内の曲線

で結べる．そのような曲線のうち，最短距離を与える

ものをUc11E..4＋内21.とする． 0 =to<t1 ＜・・ー＜t11:=l

を適当に選び， U(tjーI）とU(t;1が十分近くなるようにする．

U(tj I）とUrt;1を結ぶ21.内の測地線をV(t1とすると，

これは（＊VV’）’＝Oをj荷たし，また，定E里2. 3より

._4+ n 21.内の曲線である． 一方， Uc11は..4＋ ハ21.内で

u (tj-1）とU代iiを結ぶ最短曲線だからVc11=Urt1が言

える．よって， Ur11は（＊UU’）’＝Oをj荷たす．

(aoh). （ ~1~ ） E..40 切に対しては， M
より（ h3）で構成した曲線Hc11を用いると，

l I iとI 1 £) ~..40 nJe ( H,11 0 ¥ ( I 0 ¥ ( H 
0 Hc11) ¥ 0 ) ¥ 

内で結び，

( H11 _9 r ( Hc11 0 ~ ( }' = 0を満たす
O Hc11 I 

(a+h). （~： ~：） E._4＋明こ対しては，

IPR¥ !AO¥ 
ある！と~ )E Z/_とl ~ ) E_/tf,が存在して，

¥OS/ ¥OM/ 

（~： ~： ）＝（む）（ ~z) （：：：~） 
とでくる．そこで， AおよびMに対して（ h 3）で構成

した曲線をAit1あ、よび：M,t1とし，

（ロド（己）（；叩
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｜（おr （む）＇｝＇＝（~~）＇ =Oを満たす

(a c」（PR)C削 o)( :p *Q 
b d ) ¥ Q S ) 0 IogM ) *R *p , 

(log Aあ、よびl偲Mは， AおよびMの対角成分をんおよ

び、μたとするとき， logんおよびlogμ＂を対角成分とする

対ー角fr列）である．

さで， D=A, C=Bを示そう．まず， A, B, C, 

Dの定義より，

(g~ ）＝（~~）（なよJ （：~ ::) 
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( iz) (: ~） = (:  ~） ( ~2) 
が成り立つ．すなわち， Ax =x =x A, Mw=wM, 

My=yA, Az=z Mが成り立つ．これらから，定

理 1. 1の証明で行ったようにして，（ logA)x =x( log A), 

( log M) w = w ( log M ) , ( log M) y = y ( log A ) , 

( log A) z = z ( log M）が示せる．すると，今の過程を

逆にたどって，

(1~ Alog~） （コ） = ( ~ ~） ( ~g A log~ ） 
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（αoU), （α＋u)' （α。九），（α＋九）から，..／／onfj, 

..4＋ハif内の曲線について，次の定理が成り立つ．

定理 2. 4 任意のG1=H1U1Eif, (H1EJC', U1Eli) 

に対して， H1の固有値を λ1,...，入n, μI ，…， μη と

する（ん＞ O,μ1c>O）. 入刷 およびμ刷を， λ刷＝ l,

λ刷I）＝んおよびμ削）ニ＝ 1, μ1r1,11 =μ1cなる正値関数 （た

だし，ん＝＝んならば入 j(t) ＝ん（t) , μ州）も同様）とする．

このとき，次の(1), (2）が成り立つ．

(1) G1 E..//+ n ifならば， ..4＋ ハif内の曲線G1引で，

G1t1 =H1i1 U1t1, ( H1i1E..4+ nJe, U1i1E..//+ n 71）のとき，

H1t1の固有値が，ん（りおよび， μ1c:t1であるものが存在

する．

(2) G1E_,40n手ならば， ./loハif内の曲線G1i1で，

G1i1 = Hii1 U1t1 , ( H1戸 ..4o n Je, U1i1 E ..// o n 71 ）のとき，

H1幻の固有値が入/cit）およびμ刷であるものが存在する．

証明 (1) H山は（ α＋九）で， Uは（α＋u）で構成したも

のにすればよい．

(2) Hit1は（ αoh）で， U1i1は（ αoU）で構成したものに

すればよい．

注意定理においては， U1i1は..4+n71, (40nli）内

の由主泉でありさえすれば，（本u(t)u’（t）） ’＝Oをj荷たす

必要はない．

§ 3. 多変数複素関数論への一つの応用

前節までの議論を多変数複素関数論の双正則写像の

接続定理に応用しよう．

以下，この節では，と くに断らない限り， Cπ 内の

滑らかな境界を持つ有界領域とする．

さて，接続定理というのは，一変数複素関数論の鏡

像定理の多変数関数論への一般化であり，正則関数の

境界挙動を詳しく解析しようというものである．すな

わち，領域内部の状態からその境界あるいは外部の状
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態を推測しようとするものである．言葉を換えると，

目で見える範囲の世界のことを調べて，世界の果ての

ことを推し量ろうという精神にのっとった定理である．

この接続定理に関して最も有名な結果は， 1977年に

Feffermanによって，領域のBergman Kernelの境

界挙動を詳細に調べることにより示された次の定理で

ある. ( [ 3 ]) 

(Fe Hermanの定理｝Do, D1がen内のC回一級の境

界を持つ有界な強擬凸領域とすると，これらの聞の双

正則写像は，境界までc＝ー級の同型写像として接続

で、きる．

また，正則関数の境界挙動に関しては，次の定理が

知られている. ( [ 4 ]) 

〈有界正則関数の non-tangential limitについて〉

滑らかな境界を持つ有界領域上の有界正則関数は，境

界へほとんどすべての点で， nontangential limit 

（概して言うと，接していない方向からの極限）が存

在する．

Feffermanは，その後，自らの定理を用いて，強擬

凸領域間の双正則写像による局所不変量の研究を行っ

ている．これは，その先におそらく Cn聞の有界領域

の分類という遠大で、深淵なる研究を見越してのことと

思われる．

ところで，有界領域の分類となると， Feffermanの

定理が強擬凸領域でしか示されていない故に，接続定

理はもっと一般の領域に対して成りたつことが望まれ

るべき定理と言えよう．このことに関して，実際， Bell,

Diedrich, Fornaess, Liepらは，接続定理の一般

の領域への拡張を研究した．これらの研究には，領域

上のδ方程式の関数解析的な解法が用いられている．

( [ 1 ], [ 2 ]) 

しかし，これらの方法も，現在のところ擬凸領域に

対してしか有効で、ない．もっと一般の領域に対しては，

別の解決方法が必要で、あるように思われる．

では，接続定理の一般の領域への拡張について，少

なくとも境界に連続に接続できるという結論を得るた

めには，どれくらいの条件が必要であるかについて述

べておこう．

定理3.1 j:D。→D1を双正則写像とし，また， Do

は滑らかな境界を持っとする. sEδD。に対しどでの

δD。の内法線方向の直線X(S,s) =t+s・η（t）を考

える（ n(S)は，とでのδD。の内法線単位べ、ク トlレ）．

T>Oを固定し， δD。上の関数l(SJを

z ( tl: = z eηgt九(f(X ( s, s)) ) 

r T n CJfk dXα 

＝人［忍｜写会（X（い））石（t,s)l2Fds

とする．このとき， fがθiDo（こ連続に接続できること

と次の条件を満たすことは同値である．

(1）任意のsEDoに対し， l(t)< CXl，であり

(2) l ( t）はどに関して連続である．

証明 十分であることを，まず示す．

(1）より， leηgt九(f(X(s,s))) <+00だから，極限

li~ f( x ( t, s) ）が存在する．そこで，この値をf(t) 

と定義す予. (2）より，任意のどoEδno・と任意の E > 0 

に対して，あるo>Oが存在して， It-t。l<aなら

ばIl(t)-l(t。lI <d 3とできる．また， (1）より，

Sが十分小さいならば，， It-t。I<aなる任意のと

に対して， leηgt九(f( X( s, s) Iどrn＜ε／3とでき

る．従って，このとき， lz-sol<oなる任意のZED。

に対し， z=t +sη（｛：）とするとき，

I J(z) -f(t，。lI =IJ(z) -f(X(s,a))I 

+If( X( t, o)) -f( X( So・allI 

+If( X( so, a)) -J（ふ）｜

孟 length（川 Cs) I幻））打／ 3

+length（川 C訪問）））

三五 E 

が言える．すなわち， fはと。で連続である．

必要であることは，例をあげることによって示す．

例 1 ( (1）の必要性）

Do = J ZE C I 1 Z I < 1 f , 

D, = j w E c I -1I2 < u -s iη（ l/u) <1/2, ~ 
' I I O<u<2π ｜ 

( w = u + i u, u, u R ）とする． D1 は x=Oを

除いて滑らかな境界を持つ単連結有界領域である．

このとき，一変数複素関数論のRiemannの写像定理

より，双正則写像 f :D。→D1が存在する．

さて， wk=1 I ( nk) + i ・ o はD1内の点である．

Zk= f-1( W1<）とおくと， D。カfコン／fクトで、あるという

ことと Wk→0,(k→∞）でOE 0D1ということから，

z Kのある部分列Zmが存在して， Zm→SoE oDo' 

(m→∞）としてよい. Zm ＝と市 ＋sm・η（t前），
（ど前EoD。） ' ~間 ＝ t明＋ T ・ n( s市） E D。とお く． こ

のとき，任意の kに対して， wkとW1<+1をD1で結ぶ曲

線の長さは 1より大きいことと， JU隅）→f(~o) ED1 
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であることに注意すれば，（曲線f(X(t;m, s））は，点

Wmを含むから）， length(f(X(t;m,s））） →oo,( m→∞ 

）がわかる．そこで，任意の大きいRに対して， mが

十分大きいならばJeηgt九(f(X(t;市， s)I立；））＞ R 

とできる．そして， X(t;m,s）はm→∞のとき

X( So, s）に近づくから， mが十分大きいならば，

l eηgth (f( X( t;視， slI 工rn>Rとなる．すなわち，

l ( t;。）＝＋∞である．つまり， fは（1）をj荷たしていない．

ところで， DonUが単連結なとoEdD。の任意の近傍

Uを考えると， f(D0n U）は十分大きな mに対して，

W閣を令むD1内の単連結領域である．そこで， Reω市

= 1/(2m+1）πなる f(D。ハ U）内の点、ω市をとると

Im (J)市＞ 1/ 2であり， J-i ( Wm) E Do n Uで、ある．

すると， f(Zm)=Wm→O(m→∞）であり，一方， Im

f(f-1(wm)) =Imw担＞ 1/ 2だから， fはど。で連続で

ないことが言える．

例 2 ( (2）の必要性）

~j(z1,Z2）←C2 [ lz1l2+lz2一lI 2<11 

f :D。→cz;（ふ， Zz）一→（ぁ／../Zz, Zz) 

D1 =Imf （有界だが，境界は滑らかでない．）

とする• ( .;z;_ = e ( LOKZ2) / 2 ) 

このとき， fはD。からD1への双正則写像である．

今， 0<xz <Iのとき，点（.j2xz-xi, Xz）はδDo

の点であり， f(./2玉三万， X2)=(I五五， X2)

である．

また， f(/2X戸 X:,T) =( /2X戸支／T,T）だから，

Jげ五ご万， X2)

孟j(/2て五－12X戸万 ／T)z十（ x2-T)2f2

詮 12τ干十 ε，（ ε→O，ぁ→ 0)

である．一方， l(0, 0) =Tだから， T<Iのとき，

l ( t;）は，（ 0' 0）で連続でない．

ところで，定義から， fは（0, 0）で連続でないこ

とがわかる．

注意例2においては，任意のとEδD 。に対して，

l( t;) <+ooであることも示せる．すなわち定理の条

件 （1）は成り立っている．

上に挙げた例は，いずれも D1の境界は滑らかでな

い．よって，接続定理が成り立つためには， δD1の境

界の滑らかさから，定理の条件（1)' (2）が導けるかど

うかにかかっているわけで、ある．

そこで，条件（1）について，前節までの結果を使っ

て考察しよう．

まず，写像の変形という概念を導入する．

写像f=(f1，……， fη）に対して， ..4+n~ 値関数

Jf(z）を

( A(z) B(z) ¥ 
Jf(z) : =( - ) 

¥B(z) A(z)/ 

と定義する．ここ に，

A(z) =( ~ム（z ) J, B(Z) ＝（学三（z) l 
¥ ozα I ¥ ozα ／ 

である．とくにfが正則写像であれば， B(z)=Oであ

り， Jf(z）は210n~ －値である．

定義 3 . 2 滑らかな同型写像f(z):D。→D1 に対

して，次の性質 (1)' (2）を持つ滑らかな写像

g( t' z) : [ 0, 1 J×D。→enをfの変形という．

(I) g ( 0 , z ) = z , g ( 1 , z ) = j ( z) 

(2）任意に固定した tに対して，

g( t，・） : D。→CηはD。とImg ( t, ・）聞のj骨

らかな同型写像である．

どんな写像fに対しでも， fの変形が存在するとは

限らないことを注意しておく．

たとえば，向きを保たない写像（写像が向きを保つ

とは， det}f> Oであるときをいう.) fに対しては，

det}j(z)<Oであり，もし， fの変形 gが存在すれ

ば， detjg(t,z）はdetI= 1 > Oとdet}f( z) <O 

をキ吉ぶから， ある tに女すして， detjg(t, z) =Oとな

り，定義の（2）にに反する．

また， Doニ DI=l ZE c I 1 /2 <I z I < 2 f ，λz) 
ニ l/zに対しては，もし， fの変形 gが存在したとす

れば， tがOから 1まで動くとき， gによって，

l lzl =rf, (l<r<2）はllzl =rfから llzl=l/rf

まで動き， llzl=l/rいま1lzl =r fまで動くから，

ある tに対ーして， g( t, ・）は l対ー1で、なくなる． こ

れは，定義の（2）に反する．

ではfの変形の存在について調べてみよう．

まず， cl一同型写像について，ある性質を満たすf

の変形が存在することを示す．

定理3. 3 j: D。→D1を向きを保つcl一同型写像

とし， zO←D。を任意に固定する（このとき， Jf(z0)

E._4 ＋ ハ ~o). Iと}f(zo）を結ぶ..4+n乎内の任意の曲

線 G(t）に対して， zOの近傍ωと， Jlwの変形

g (t,z）が存在して，jg(t, z0) =G( t）が成り立つ．

4
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B (t)=(Bバ（t））とするとき，

g j(t, z) : = ( 1 -t) z ~ 

n η 

十~1Aj/,.(t) ( zκ－zn ＋~1Bj,,,( t ）（ふ一五；）

I 月r o ar --i 
+t jfi(z）一てプ（zo)(z, -z，）ーて壬（z0)(z,-z~if 

l VLk  UL.h; J 

と定義する．このとき， g(t,z) =(g1，・・・， gn）は，

gj( （〕， z)=zj, gj ( 1, z) =fj(z), 

Jg(t, z) =G(t) +tl }J(z) -}f(z。））

を満たす．そして， G(t)€.,.rn t;なので， zがzoに十

分近いとき， Jg(t, z) E.4+ n t;であり，これから，必

要ならばどの近傍をさらに小さくとって， g(t, z) 

は l対 1にできる．従って gはzoの近傍でのfの変形

となる．そしてJg(t,z0) =G(t）を満たす．

主主 f が正則のとき， ｝f(z) E.40ハ手だから， G(t)

をIとJf(z）を結ぶ.40n乎内の曲線とすれば，定理

のように構成した変形gもzに関して正則であること

とがわかる．

上の定理は， l点 z=z。でのJg(t,z）の tに関す

る変化を指定したとき，それを満たす局所的な変形が

存在することを意味している．

これに対し，ある集合に属するすべてのzでの，

Jg(t, z）の tに関する変化を指定したとき，それを満

たす局所的あるいは大域的な変形が存在するであろう

か． とりわけ， h(Jg(t,z））の固有値のtに関する

変化を指定した場合はどうであろうか．いずれにして

も， Jg(t,z）は写像のJacobian行列から作られる行

列だから，

( A(t,z) B(t, z) ¥ 
Jg(t, z) =( - ) 

¥ B( t, z) A( t, z)), 

A(t,z) ＝（ αjh: (t,z)), B(t,z)=(bj,,,(t,z)) 

と指定した場合，これらの成分biた（t,z), bj,,,(t, z) 

からできる 1－微分形式

η π  
αj=:Eαj,,,(t. z) dz，，， 十戸 b;,,,( t, z) dz,,, 

h:=l h:=l 

は，必然的に，すべての jに対して， d－閉，すなわ

ち， d（αj）でなければならない．従って， h(Jg(t, z)) 

の固有値の tに関する変化を指定して， h(Jg(t,z))

=H(t,z）と指定した場合， Iとu(Jf(z）） を結ぶ

4+ n tj内の曲線をうまく選んで， H(t,z) U(t, z）の

行ベク トルからできる 1－微分形式が， d－閉にできる

かどうかが問題となる．今のところ，これについては，

何もわかっていない．

それでは，この写像の変形と接続定理の関係，とく

に， h(Jg(t,z））を指定したときの写像の変形と定理

83 

3 . 2の条件（1）との関係について述べよう．以下の定

理は，各 zについて， H1(z) =h(Jf(z））とおくとき，

(h3）て精成した4+nJe内の曲線H(t,z）に， Jg(t,z) 

の固有値を指定したとき場合，これを満たすfの変形があ

れば，定理3. 2の条件 （1）が満たされることを示す

ものである. D lは有界とする．

定理3 . 4 双正則写像f:D。→D1に対し， H1(z)

=h(Jf(z））とおき， H1(z）の固有値をλ1(z），…，

λ2π（z）とする．このとき， h(Jg(t,z））の固有値が

バ（z），…，入；η（z）であるようなDo上でのfの変形が存

在すれば，任意の？；Eo D。に対して l(?;) <+ooである．

証明 まず， fは正則であるからH1(z) E.40 nJeであ

る．よって， λη＋，，，（z)＝入，，，（z）であり， λ，，，（z）は，

f r ¥ fof ¥ 
h（そL£(z））の固有値である． さらに， l一二プ（z))= 

¥ 0乙α J ¥ 0乙／

K(z) V(z), ( K(z)€Je, V(Z)E 71）とおけば，

入12(z)＋・…ー＋λ；（z)=Trace ( K(z) *K(z)) 

＝忍｜詑（z)12 である

さで，任意にとEδD。を固定する．内法線方向の直

線上の点 z=X(s)=?;+s・n（？；）に対して， Canchy

の積分公式より，（ D1は有界より， l!AzlI壬Mとして，）

I I if($) I 主（X(s））ポム！日（s) 12 Id$ I 

A
O
 

，d
 

s
 

川一
，r

f
I
F
A
 

－－
π
 

一
円
ノ
ム－

4
一

=4M/s 

が成りたつ．従って，任意のλけごついて，評価式

｜δJi I バ（ X(s))三五2=1一言一 ( X(s)) I 孟6M2 /s2 , 
α｜ υ4α ｜ 

すなわち， λ，，， ( X(s））孟 4M/ sを得る．

そこで，もし， h(Jg(t, z））の固有値が， λ；（ z）で

あるような f(z）の変形 g(t,z）が存在すれば，

(A( t, z) B( t, z) ¥ 
Jg(t, z) ＝〔B(t,z）瓦（t,z）） とおくとき，

( A(t, z) ＝（ 九） , B(t, 

leηgt九（ g（は（叫｝

= 1T ［会 I~ （ αJα会（ s) ＋五会（什2Yds

= JT［会 I~ （ αia ηα（？；）＋ bianα（什
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= lT [ tt ｛~ （ Iαia I 2十Ib jal 2 ) ・ 2 ~ IηαI 2} Jt ds 

= lT [Trace {(Jg（山 s)))*（河川 s)))}Yds

= lT［喜バt(X(s))Yds 

三4M布 lT会ds

=4Mv万T1-t ……（＊）

が，任意の O孟 t< 1に対 して成り立つ．

この評価式から，定理3.2の条件 (1)が満たされる

ことが次のようにしてわかる．

今，もし， l ( s) = CO とすると，ある Sが存在して，

l eng川J(X(s)Iご）) >4 M仔＋ 1

が言える．ところが， g(t, z）はfの変形だから，

g(t, X( s) I二） ーJ(X( s) I二）' ( t→1 ) 

である．つまり， 十分 1に近い tに対 して，

length (g(t, X（叶 二） ) > 4 Mv百十 1

となる．これは，評価式 （＊）に反する．従って定理

3 . 2の条件 (1）が満たされる．

注意 (1)定理3. 2の例 lは，同定理の条件（1）を満

たさない．従って，例 1の双正則写像は，定理3. 3 

の条件を満たすD。上でのfの変形は，存在しないこと

カfわかる．

(2) 一変数の双正則写像は，各点に対して，そのある

近傍上では，定理3. 3の条件を満たす変形が存在す

る．なぜなら， Z0 ED。に対して，十分小さな近傍ω

をとると， f’（ ω）は， f’（z。）キ Oの近くにある．従

って， logf’（z）がω上で定義で、きる．そこで，

G ( t, z) =et iogf'cz1 とおくと， G(O,z) = 1 

G(l,z)=j'(z）である．さらに ωを単連結にとれば，

rz 

g(t,z) =I G(t, ~ ） d~ ＋ （ 1-t)z。＋tf(z。）
.JZo 

は定義でき， g ( O,z) =z, g ( 1,z) =f (z）である．

そして， ｝g( t, Zo) = G( t, Z。）キOだから，必要な

らωを小さくとって， g( t, z）は， tを固定すると，

l対 1である．すな わち，g(t, z）はfの変形である．

加えて， j'(z)=Re同とすると， h(J’（z)) =Rであ

り， G(t, z) =R tetteより， h(}g ( t, z)) =R tであ

る．すなわち，定理 3 . 3の条件をω上で、満たす．

(g (t, z）は， Zに関し正則でもある．）

以上のように，変形と接続定理の関連を述べたが，

これらの結果はまだまだ不十分なものである．しかし，

接続定理の証明が方法論的に行きづま っているように

思われる現在，解決への 1つの接近として，あるいは，

他にも不変量等の計算への利用として，写像の変形の

議論が使える可能性があるように思われる．

参考文献

[ 1] S. R. Bell and E. Ligocka; A simplifica一
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[ 3 J C. Fefferman; The Bergman kernel and 

biholomorphic mapping of pseudoconvex 

do ma ins, Invent. Ma th 26 (19 7 4), 1-65. 

[ 4] Stein; Boundary Behavior of Holomor一

phic Functions, 



有明工業高等専門学校紀要第 24号 85 

畳み込み u(t）二［k(tーがけ）drにおける

未知関数f(t）を求める積分方程式の遂次近似解法（II)
山下 巌・木村剛三＊

く昭和62年 9月4日受理〉

A Successive Approximation Method of the Integral 

Equation Finding an Unknown Function /(t) in the 

Convolution u(t) = lot k(tーが（仙

In our preceding paper published (Part I ), we reported a new successive approximation me-

thod of the integral equation, in which were shown two computed results as definite examples. 

In this paper we apply this method to a function that is different from the preceding computed 

examples. Namely, we use the method for a function /(t) that converges to zero asymptotically, 

when an independent variable t becomes infinite, and give the satisfactory result. 

lwao YAMASHITA and Gozo KIMURA 

1 .はじめに

第 I報では表題の積分でu(t), k(t）を既知関数，f

( t）を未知関数とする積分方程式の近似解法を述べた ．

大要は次の通りである．

u (t)= fo1 k(t一け／（r)d (1・1) 

の両辺をtで微分すれば

u'(t)= fo1 k'(t一け／（r)dr+k(0ν（ 0 ) . 

( 1・2)

この式を変形してつぎの漸化式を導く ．

fn+1(t) ＝」－iu'(t)-( k'(t-r)fn(r)dd 
k( 0) l Jo J 

(1・3)

この漸化式でfo(t）を適当に仮定して収束するまで繰

り返し計算し収束した ところで求める f(t）とする ．

長 有明工業高等専門学校 名誉教授

2. k( 0) = 0, k'( 0) ~ 0のとき

前述の方法は，しかしながら k(O)= 0のときは成り

立たないことは明らかである．そこで次の方法を考えた．

[ f(t)dt三 F(t)

とおいて（ 1 • 1 ）の右辺を部分積分する．

fol冷（t一川

十fk'(tー が （ 柏f

=k( O )F(t)-k（制

ここでk(O)=O, F(O)=Oも明らかであるので

( 1・1）は

u〔ト ［k'(t一州制て ( 2・2)

となる ．これから第 I報と同様に漸化式

T蛇足であるが第 2項の符号はrについての微分なの

で正となる．
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I (f) = -,:J寸u'(t)-(k"(t －机 （ r)dr~
k ( 0; l ん j

( 2・3)

を導き， Fo(t）を適当に仮定し（例えば 1とか 0）収束

するまで繰り返し計算して収束したFn(t）をF(t）とす

る．つぎにF(t）を数値微分すれば目的のf(t）が得られ

る．

3.例 題

第 I報のときと同様に予め結果が予測できる具体的

な関数について計算してみることにする．

j(t ） 一一~ (tミ0),い＋l)

( 3・1)

( -(t 1)2+1 (0壬 t豆 2),
k(t）＝~ (¥ 

l u (t>2). 

とすればu(t）は

i ) 0 ~玉 t 三五 2 のとき

仇 (t)＝」tた（t一r け

＝一t2+2tlog(t+l), (3・2)

2f 2 

u~ (t) = t+1+2 log(t+l). ( 3・3)

、
l
J、
】
／
＼
』
ノ

4
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＃
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t
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f
J
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2 

ii) t >2のとき

州 ＝ L2k(t － て~）f(r)dτ
t+l 

= -4+2t log －一一
t-1 

( 3・4)

4t t+l 
u’2(t) = ------z一一＋2log －一一一

t:l-1 t-1 

( 3・5)

これら k(t),f(t), u(t）のグラフを図 1に示す．

また

F(t) = fo1J(t)dt ＝元τ，

k’（t) = -2t+2' k”(t) = -2 

から O三五 t孟 2のとき漸化式

1(t) _l_{ u'1 (t) /_ 1k' (t-r)Fn(r)dr~ 
ぽ（ 0) l ん ）

( 3・6)

が成立する．

t>2では

uz(t) ＝ル（t-r)f（材

= [ k(t-r）ん）]'. 2 

十ル(t-r)F(r) 

3 4 5 

図 1. k(t), f(t ), u(t) 
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=k( 0 )F(t)-k( 2 )F(t-2) 

+ f2 k'(t-r)F(r)d 

この場合 k(0 ) = k( 2 ) = 0なので tで微分すれば

れ（t)＝会よ2k'(t r)F(r)d 

= f 2 k"(t r)F(r)d 

十店（ 0 )F(t)-k'(t)F(t 2) 

から漸化式は次の通りになる．

ん 1(t)=-IT計れ（t)-f2＇々(t 机（けdr

+k'( 2川－2)} ( 3・7)

4.数 値計算

F(t）が求まればf(t）は自ずから明らかになるので

F(t）について計算する.0三五 t三五 5の範囲で刻みを0.01, 

初期値Fo(t）をすべて1.0として（ 3・6)' ( 3・7)

の漸化式を用いて計算した．結果を反復回数η＝6, 

10, 14の場合について数値の一部を表 lに，グラフを

図2に示す．収束の状況が一見して分るであろう．

5. お わ り に

第 I報では k(0）ヰ Oの場分についてであったが，

Fn (t) 

3 

2 

。 2 

今回はた（ 0) = 0，ぽ（ 0）宇 Oの場合について計算し

た．第 I報で述べた数値積分に対する工夫，反復計算

の部分の改良は次回に譲ることにする．また数値計算

は本校設置のFACOMM 130 Fを用いた．

表 1. F5(t), F以t), F14(t）および真値F(t)

t F5(t) F1 o(t) F14(t) F(t) 

0.0 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 

0.5 0.33335 0.33333 0.33333 0.33333 

1.0 0.50122 0.49999 0.49999 0.50000 

1.5 0.61328 0.59999 0.59998 0.60000 

2.0 0.73800 0.66687 0.66663 0.66667 

2.5 0.97373 0.71644 0.71425 0.71429 

3.0 1.44912 0.76312 0.74999 0.75000 

3.5 2 .21106 0.83666 0.77810 0.77778 

4.0 3.05621 1.00789 0.80242 0.80000 

4.5 3.38436 1. 41448 0.83055 0.81818 

5.0 2.53665 2.24479 0.88445 0.83333 

参考 文 献

(1) 山下巌・荒木真・木村剛三畳み込み u(t) = 

か（t-r)f（材における未知関数J(t）を求める積

分方程式の遂次近似解法（ I），有明高専紀要第23号

昭和62年 1月．

F5(t) 

F10U) 

3 4 5 

図2.F6(t), F1 o(t), F14(t）および真値F(t)
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リーゼガング現象の研究（その 4)

この現象と，同種の埋没沈殿敬遠現象との関係

樋口 大成
く昭和62年 9月21日受理〉

A study of the Liesegang Phenomena (Part Four) 

The Relation Between the Liesegang Phenomena And the Phenomena 
that the Forming Precipitates A void Buried Precipitates 

of the Same Kind. 

89 

When the aqueous solution of alkali hydroxide is diffused into the gel saluting MgS04, a 

continuous precipitate of Mg(OH)i is formed in the gel. 

But, when one of the aqueous solution of ammonia, amines or amides is diffused into the gel, the 

discontinuous periodic precipitates are often formed. 

Meanwhile, in the system of ammonia, amines or amides, if Mg(OH)z produced in other place has 

been buried in the gel beforehand, the periodic forming precipitates of Mg(OH)2 avoid the Mg(OH)z 

buried beforehand. 

And, these avoiding phenomena don’t occur in the system of alkali hydroxide. 

Therefore, as one possibility, the avoiding phenomena may be one of the Liesegang phenomena. 

Hiroshige HIGUCHI 

まえがき

ゼラチン，寒天，ケイ酸，ポリピニルアルコールな

どの濃厚なゾルに，あらかじめ一種の電解質を溶かし

ておいて（これを内部電解質という），このソソレをゲル

化させたのち，このゲ、ノレの外のー音防〉らゲルの内部に

向かつて，内部電解質と沈殿反応を起こすもう一種の

電解質溶液（これを外部電解質という）を拡散させる

と，それが拡散するに従って，両電解質の反応で生じ

る沈殿物が，往々にして，不連続な周期的な沈殿（層

状沈殿）をつくる．これを発見者の名に因んで，リー

ゼガング現象といっている．

その発見は1896年だというから，もう 90年も経って

いるし，多数の研究者によって研究されているにもか

かわらず，あらゆるケースを包含できる説明なり，理

論が，まだ確立されていないようである．

筆者は，この一連の有明高専紀要のシリ ーズ「リ ー

ゼガング現象の研究（その 2)Jにおいて，当時メモの

意で「追記」として記録しておいた点，同時に「リ ー

ゼガング現象の研究（その 3)Jにおいてさらに注目し

続けた点に，ここでもう一度注目してみたのである．

それは，かいつまんで言えば表 1のとおりである．

表l リ現象の有無

外部電解質 内部電解質 内部添加物 リ現象

NH3 MgS04 。
アミン類 MgS04 。

第 1 
アミド類 MgS04 。

反応系

NaOH MgS04 アミン類 。
NaOH MgS04 アミド類 。

第 2
NaOH MgS04 × 

反応系

この表に註釈をつければ，外部電解質の欄に書いた

物質は，その水溶液のことである．リ現象とは，リ ー

ゼガング現象のことで， 0はある条件のもとでは起こ

ることを意味し，×はいかに条件を変えても，少なくと

もマクロな見地から見れば起こらないことを意味して

いる．できる沈殿は一応， Mg(OH)2である．

この，Mg2＋と塩基との組合わせでこの現象が起こる

ためには，アミノ基とイミノ基が関与しているらしい．
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実験

外部電解質や内部添加物に，アンモニア，アミン類，

アミド類が関係している反応（前表でOをつけた反応）

を「第 1反応系Jと仮称しておく．

また，外部電解質に水酸化ナトリウム（NaOH) を

用い，内部添加をしなかった反応（前表で×をつけた

反応）を 「第 2反応系」と仮称しておく ．

実験は，すべて，ゲ、ルは15%ゼラチンゲJレ，内部電

解質は0.125M一MgS04，外部電解質は，第 1反応系の

NH3水の場合は 7M，第 2反応系は0.4M-NaOH水

溶液とした．温度は冷蔵庫の中で 5°Cにした．

第 l反応系で NH3水を用いる場合は，

MgS04+2NH3+2H20→Mg(OH)2+ (NH4)2S04 

第 2反応系では

MgS04+2NaOH→ Mg (OH) 2 + N a2S04 

で，どちらも沈殿は，一応， Mg(OH)2と考えている．

第 l反応系では，リーゼガング現象を生じ，第2反

応系ではリーゼ、ガング現象が，マク ロ的に見る限り起

こらないことは，既にこの研究のシリ ーズで発表した

が，再び，図 lに第 1反応系，図 2に第 2反応系の代

表的な写真を示す．

図 l 第 1反応系の場合

図2 第 2反応系の場合

次に，あらかじめ，担体がゾノレであるうちに，次の

ものを埋込んで－おいてから，第 l，第 2の反応をさせ

る．埋込むものは，

1. MgS04とNH3の両溶液を混ぜ、てつくった Mg

(OH)2を吸引伊過し，可能な限りアルカリ分を除

いて乾燥させた沈殿片．

2. MgS04とNaOHの両溶液を混ぜて上と同じに

したもの．

3.上のし 2，でつくった沈殿をセロハンに包ん

だもの．

4.第 1反応系でできた層状沈殿片をゲノレ中から取

り出したもの．

5.市販のMg(OH)2をセロハンに包んだもの．

この結果は，

第 1反応系では， 上記のようにして埋込んだ沈殿を，

すべての場合、敬遠してか新しい層状沈殿ができてい

しこの 1例を図 3に示す．

第2反応系では，上記のようにして埋込んだ沈殿を，

新しくできる沈殿は、敬遠しないか．この 1例を図4に

示す．

なお，同種の実験として続けて示すものは，すべて

図3 第 1反応系，埋込みの場合

図4 第 2反応系，埋込みの場合
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第 1反応系であって，図5はスタンダード．図6は，

MgS04とNH3水混合の Mg(OH)2を吸引I戸過し，可

能な限りアルカリ分を除いて乾燥させた Mg(OH)2を

セロハンに包んだ、ものを埋込んだ場合．図7は，上の

NH3を水 NaOH水溶液にかえて同様にしてつくった

もの．図8はイオウ粉末をセロハンに包んで、埋込んだ

もの．図9は酸化鉄（III）を，図10はステアリン酸をセ

ロハンに包んで埋込んだもの．図11は大理石を埋込ん

だものである．

この中で，図11には全く敬遠現象は見られなくて，

大理石の壁はガラス壁と同じであったが，図6から10

までは敬遠現象が見られるようだったので，試みに，

セロハンのすぐ外側のゲ、ルを少量採取して， その中の

Mgz＋を EDTA・2Na滴定で数多く定量したところ，す

べて〔Mgz＋〕 ＝0.025～0.035Mの範囲内であった．

図5 スタンダード，外部アンモニア水

（以下、図 5から20まで比山）

第 1反応系である。

91 

図 6 Mg(OH)2埋込み 図7 Mg(OH)2埋込み 図8 イオウ粉末埋込み

図 9 酸化鉄（III）埋込み 図10 ステアリン酸埋込み 図11 大理石と埋込み
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次に，同タイプの実験であるが，セロハンに包む埋

込みでなく，右図のような方法で，各種物質をゼラチ

ンゲルに塗込む方法を用いてみた．

この実験では，第 1回目は，第 1反応系の場合，敬

遠現象が見られた．図12から図16まではその写真で，

右側半分は，正常のリーゼガング現象が起こり，左側

に敬遠現象が起こっているのがわかる．

塗込んだものは，図12Mg(OH)2，図13イ才ウ粉

末，図14酸化鉄（III），図15ステアリン酸，であって，

いずれも，外部電解質は NH3水で、ある．

また，図16は，第 1反応系であるが，外部電解質に

30%エチレンジアミン水溶液を用い，塗込んだものは

Mg(OH)2である．エチレンジアミンを用いた場合は

これ以外には，イオウ，酸化鉄（III），ステアリン酸の

塗込みに対して，敬遠現象を見せなかったので，写真

は割愛する．

また，図17は，一つだけ，第 2反応系のものを入れ

ておいた．塗込みは Mg(OH)2で、あるが，ここでも，敬

遠現象もリ ーゼガング現象も起こっていない．

一目を含むゾル

に横倒しに 側に同じゾ一日一凶してゲ、ルイじ レを入れる

山二ヨ
日とる

放置してゲ

jレイ七

~Mll'lfll.:'1< =.Ji! 
塗る

一~ jj-llil!O,IW'ilt国ク板をのせ を入れる

る

図 A

図12 Mg(OH)2塗込み 図13 イオウ粉末塗込み 図14 酸化鉄（III）塗込み

図15 ステアリン酸塗込み 図16 Mg(OH)2塗込み 図17 第 2反応系

外部，エチレンジアミン水 Mg(OH)2塗込み
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ところで，図13と同じ実験であるが，繰返しおこなっ

た場合，必ずしも図13のように，下の方の層状沈殿が，

大幅にイオウを敬遠するとは限らないという結果も現

れた．図18は，一つの実験筒（標本瓶）を表面からと

裏面からと写した写真であるが，左側の写真では右に

できた層状沈殿がイオウに接する部分で敬遠現象をい

くらか起こしており，右側の写真では左にできた層状

沈殿にそれが見られる．

図18 イオウ塗込み（同一物の両面）

外部，アンモニア水

しかも，この図18では，最下層の層状沈殿は塗込ん

だイオウを敬遠していない．同様に，図19，図20にお

いても，それぞれ，酸化鉄（III），ステアリン酸の塗込

みを敬遠しているところと敬遠していないところとが

見られる．（図19,20は，図17までとは反対の方向から

写している．すなわち，右側に，塗込みがしてある）．

そこで，図18, 19, 20のゲノレを，ゲ、ル状態、のまま壊

し，層状沈殿が敬遠している部分のイオウ，酸化鉄，

ステアリン酸の付近のゲルをとり出し，その Mgz+の

量をキレート滴定で定量した．

もう一つは，イオウ，酸化鉄，ステアリン酸をえぐ

り出してその質量を測っておき，それに純水を加え，

その水中の Mg2＋の定量をした．

これらの場合，繰返し測定の結果，これらを 1gと

り出したものと換算しても， Mg2＋はわずかに0.005g

前後であった．

しかし，上記の物質の周辺に，白い濁りが見えるか

ら，これは Mg(OH)2であろうと推定し，上記の物質を

とり出してから，これに適量と思われる塩酸を加えて

白い濁りを溶かしてから，その液中の Mg2＋を定量し

てみると， Mg2＋は前者の100倍前後の量を示し，物質 1

gに対して， 0.5gくらい存在していた．

図19 酸化鉄（凹）塗込み

外部・エチレンジアミン水

図20 ステアリン酸塗込み

外部・アンモニア水

まとめ

(1) 第 1反応系の中の，図 8' 9 ' 10, 13, 14, 15, 

18, 19, 20の敬遠現象は，イオウ，酸化鉄（III），ス

テアリン酸等を敬遠するのではなくて，これらの物

質がその表面に吸着したところの Mg(OH)2を敬遠

してできると考えられる。

(2）全く別の場所でつくった Mg(OH)2をあらかじめ

埋込んで、も，第 1反応系では，上記（1）同様の敬遠現

象を生じる．

(3) 上記の（2）の実験結果だけから見れば，他の場所で

つくった埋込み Mg(OH)2は，リーゼガング Mg

(OH)2とは，表面など異質だから敬遠現象が起こる

のではないかと考えられがちだが，上記（1）の場合の

イオウ等の表面にできた Mg(OH)2は，他の場所で

つくった Mg(OH)2ではないのだから，（1）と（2）とを

考え合わせれば，第 1反応系ではMg(OH)2が新た

にできる時は，既成のMg(OH)2を敬遠するという

ことである．
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表 2 リ現象と敬遠現象の関係

外 音日 内 内部添加 リ現象 敬遠現象

NH3 MgS04 。 。
アミン類 MgS04 。 。
アミ ド類 MgS04 。 。
NaOH MgS04 アミン類 。 。
NaOH MgS04 アミド類 。 。
NaOH MgS04 × × 

以上のことから二N-H （イミノ基）， N< : 

（アミノ基）が存在する系においては，新たにできて

いく Mg(OH)2は，既にできている Mg(OH)2を敬遠

してできる｛頃向がある．

敬遠現象が起こっていない系では， リーゼガング現

象が起こらない．

すなわち，敬遠現象が，と りもなおさず，リーゼガ

ング現象のー形態であると考えられる（表 2). 

今後の課題

なぜ， アミノ基等が存在している系ではリ ーゼガン

グ現象が起 こるかについて，次のことが考えられる．

( 1）リ ーゼガング現象発見当初から今日まで，過飽

和説が成因について最も普遍的な説とされている．そ

れに従って考えれば，アミノ基等が存在している場合

には Mg(OH)2が過飽和状態になりやすい，というこ

とである．また，埋込んだり ，塗込んだりした各種の

物質，Mg(OH)2，イオウ，酸化鉄，ステアリン酸，そ

れにセ ロハン表面等は過飽和状態を沈殿物にする刺激

剤として（あるいは核として）の役目をする．これら

の埋込み，塗込みの付近では一度は過飽和状態を経過

しているから，沈殿ができたあとの周辺には内部イオ

ンの欠乏状態が起こる．

こう考えれば上記のとおり ，敬遠現象とリ ーゼガン

グ現象とは本質的に同じになる．

この場合，残る問題は，Mg(OH)2は，アミノ基等が

ある場合に過飽和状態になりやす く，NaOHだ、けでは

なりにくいのかということである．

( 2）アミノ基等は，往々にして金属錯体をつくるリ

ガン ドと しての働きがある．それに対し，Mg2＋に対し

ての NaOHには， リガン ドの｛動きがない．

それで，不連続沈殿は，金属アンミン錯体（可溶性）

と金属水酸化物（沈殿物）が交互にできることが原因

ではないかという考えである．小論， リーゼガング現

象の研究（その 2）においては， NH3水を外部電解質

として，Mg2+,Mn2+, Ni2+, Fe2+, C02+, Zn2+, Cu2+ 

を含む系でつくったことを発表した．このすべては，

NaOH水溶液を外部電解質にすると，不連続沈殿はで

きないのである．そして，これらの多くのイオンは，

アンミン錯体をつくるものである．このことから，錯

体を考えることは一つの合理性が考えられる．

そこで，逆に NaOHによって錯体ができるところ

のAP＋を含むゲルについて，下のような実験をおこ

なった．

図21は，ゲ、ル中にAl2(S04)3を溶かし， その濃度を

0.4Mとしたものに，外部電解質として NH3水の 7'

3.5, l. 75Mを用いたものであるが，いずれも，リーゼ

ガング現象はできなかった．

それに対して，図22は，外部電解質を NaOH水溶

液，内部をAl2(S04)3とし， 左より（単位はM)

タト 0. 2 0. 1 0. 05 0. 2 0. 1 0. 05 0. 2 0. 1 0. 05 

内 0.4 0.4 0.4 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 

の組合わせで実験したものを示している．この写真で

は不明確であるが，上の組合わせのうち，

外 0.lM-NaOH ， 内 0.lM-Al2 (S04)3 

のものだけが，三本の周期的沈殿をつくった．その部

分を拡大したのが，図23である．

このことから，錯体（可溶体） と沈殿体が交互に現

れる という考えも捨てるわけにはいかないかもしれな

い．敬遠現象もこの現実のー形態と考える．

この場合，残る問題は，

① リガンドが存在すると考え られないものでも

リーゼガング現象が起こるというのをどう説明すれば

よいのか，仔リえば， K2Cr201を内に，AgN03をタトにし

たAg2Cr204のリ ーゼガング現象など，という 問題が

一つ

② 錯体（可溶体）の幅の広さが，錯体安定度定数

と無関係である事実である．

錯体安定度定数のtotal値では，例えば，

Mg(NH3）了 103.29 

Ni(NH3）ア 3.1×108

Co(NH3）ア 5.6×1010

Cu(NH3）ア 3.9×1012
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これを見ると，沈殿層と沈殿層の間隔の広いものが

逆に，錯体安定度定数は小さい．これをどう解釈する

かという問題が残る．

図21 内部 AP＋，外部 アンモニア水

図22 内部 AP＋，外部水酸化ナトリウム

水溶液

図23 図22の中の0.1～0.1の組合わせのもの

の，時間の経過をかえて撮った 2枚

( 3）アミノ基が水酸化物イオンを出すのは下の形式

によって平衝状態になるからである．

R-NH2+H20 ~ RNHt+OH一①

この OH と，例えば Mg2＋等金属イオン Mn＋は

Mn+ + nOH → M(OH)n↓②  

この場合，②の反応は瞬間的に起こり，それに伴って

①の反応の OHが欠乏するので，①の平衡が右に移動

する．この瞬間的に起こる②の反応速度が速すぎて，

①の平衡移動速度がそれに追いつかないため，その時

間的ズレが，沈殿層間の空間的ギャップになることは

考えられないだろうか．

今回の実験の，埋込み・塗込みの場合も，これらが

触媒の役目などをして，②の反応を非常に速いものに

したための時間的ズレが，敬遠現象，すなわち空間的

ズレをつくっていると考えられないだろうか．

とう考えてみると，例の，内部電解質に K2Cr201を

用い，外部を AgN03にしたとき，できる沈殿は Ag2

Cr201ではなくて， Ag2Cr04t.ごと言われている．する

と，

Cr20 ~－ + 20H－→ 2Cr0 ~－十 H20 ①’

2Ag2＋十CrOT→ Ag2Cr04 ② F 

の2段階を経るから，アミン類の場合と同じ考えが適

用されるようにも考えられる．

ただし，リーゼガング現象が，すべて二段階の反応

で起こるとは限らないケースもあるようだから，この

仮設も普遍的ではないかもしれない．

( 4）アミノ基の存在のもとでは，反応系の中にはいっ

ている異物はイオンの吸着を起こしやすい．そして反

応しながら形成されていく沈殿自体が，この異物と同

じ働きをする．たとえば，外でつくった Mg(OH)2は，

ゲ、ル中で Mg2＋を，アミノ基の存在のもとでは非常に

多く吸着する．これが，敬遠現象である．

同様に，自分でつくっていく Mg(OH)2もゲル中で‘

Mg2＋を吸着する．これがリーゼガング現象である．

こういうことが考えられるならば，リーゼガング現

象が起こるすべての系で同様なのか，これも残された

問題である．

以上，この論は今後の課題を残して終了することに

する．
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リン化合物の加水分解（その l） 

一一 P-0-Pの加水分解速度定数の決定一一

辻 直孝（工業化学科）

く昭和62年 9月21日受理〉

Hydrolysis of Phosphorus Compunds (part 1) 

一一 TheDetermination of Rate Constant of Hydrolysis of Pyrophosphite -

This paper describes the experiment which it was shown hydrolysis rate constant k of pyrophos-

phite is 5.51×10-3min-1 at pH 3.00 and 20.25×10-3min-1 at pH 2.21. 

N aotaka TSUJI (Department of Industrial Chemistry) 

まえがき

縮合リン酸の P 0 P結合に関する加水分解速度

の研究は多くの化学者によってなされてきた．しかし，

Blaserらによって合成研究されたリ ンの低級オキソ

酸の P 0-P結合に関する加水分解速度の研究は非

常に少ない．それらは金属イオンが触媒として働き反

応が促進されることを示している 1).反応条件では pH

が強アルカリ又は強酸性の領域であり， pHの中間領

域でのデータは少ない．筆者は中間領域でト実験を行っ

た．

筆者は高専での卒業研究は研究成果を上げればいい

というものではなく，少数の教官であるが多様性のあ

る分野から学生に研究テーマを提供し，十分な技術教

育効果を増進させる必要を感じている．

その意味で本テーマで強酸性領域でのP-0-Pの

加水分解反応において分解物の分離定量分析練習に

ぺーノfークロマトグラフィーを多用した．ロ紙からの

抽出分定量分析は当学科で最も微量な化学的分析実験

であると思っている．

1.試薬及び装置

1 ・ 1 P-0-Pの合成2)

亜リン酸ナトリウム（Na2HP03・5H20)21.6gとE

リン酸 (H3P03)8.2gを共栓付三角フラスコに入れ，

無水酢酸108rnQを徐々に加える．デシケータで7日間振

り混ぜた後，沈殿をアセトンで5回程洗い生成した酢

酸を除き，遠心分離（2000～3000rpm, 10分間）で沈殿

を分離する．（収量12.6g)

沈殿を少量の水に溶かしエタノールを加え再結晶を

くり返し，生成したP-0 Pのナトリ ウム塩を精製す

る．（収量約9.5g）得られた結晶は常温で分解するので

乾燥後デシケータに入れ，冷蔵庫に保存する．

OH ONa ONa ONa 
｜ ｜｜  

H P OH+H P ONa→ H-P-0-P-H （式 1)
｜｜！｜｜｜｜｜  

0 0 0 0 

以上の反応式で示される脱水縮合反応である．

1・2 Mo(V）一Mo川試薬の調整

無機リンの吸光光度法による定量分析を行う際の発

色剤はLucena-CondaとPratの方法によって調整し

た方法によって行った．大橋茂編無機化学全書V 6 

リン（丸善刊） 34ページに述べてあるので参照された

し．編者である大橋茂博士はリン酸類の研究者として

国際的に著名な方であって，筆者は昭和43年九州大学

理学部化学教室分折化学講座大橋茂教授の研究室で

「陰イオ ン交換ク ロマト グラフィ ーにおけるポリリ ン

酸塩の溶離ピーク位置J3)4）という研究に従事した折，

このMo(V)-Mo同試薬を知り，そのきれいな緑色に感

じ入ったものである．筆者は本高専工業化学科で再び

この試薬を使うことになり，調整する時，最後の希釈

を濃塩酸ですればきれいな緑色を呈するが，前述した

全書リンの本文中「この溶液に上述の試薬 3rnQを加え，

水で希釈して200rnQとする．」とあるが，筆者は濃塩酸

で希釈していたものを誤って水で希釈してしまったた

め，かっ色になって発色剤として使えなかったことが

ある．従って最後の希釈は濃塩酸を用いるべきである．

文本の方も訂正される必要がある．

試薬類はすべて市販特級品を用いた．
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1 • 3 装 置

HM 6A東亜pHメーター， TOYOSFーフラクショ

ンコレクター， TOYODCT-1000×Aードロップカウ

ンター，硝英EX 1000カラム（15%×1000%），島津ボ

シュローム光電比色計，ペーパークロマトグラフィー

円筒型展開槽（直径6.4cm，高さ50cm)

ペーノマークロマトグラフィ一角型展開槽（縦16cm横

られた．

0.4 

<U 

~ 0.3 
4コ。
凹

』

<t! 0.2 

3 3 
p 0 p 

20cm高さ20cm）東洋ロ紙No.51A2×40cm，東洋ロ紙 0.1 

No.51A40×40cm, Sephadex G-25 （粒度40～120μ,

Pharmacia Fine chemicals製）

2.実験方法

上野5）らは一連のリンの低級オキソ酸のゲルクロマ

トグラフィーを SephadexG-25, 0. lM KCl溶離剤を

用いて行い， Kd値は Pは0.78, P-0-Pは0.59であ

る．従って PとP-0-Pの分離は可能であるのでP

-0-P合成物の純度決定にゲルクロマトグラフィー

を用いた．その実験方法は筆者がかつて行った方法的7)

を用いた．

ペーパークロマトグラフィーは円筒型の展開槽（直

径6.4cm高さ50cm）には展開剤（エタノールーイソプタ

ノール 28%アンモニア水一水＝90mQ-50mQ-2. 7mQ 

25.3mQ）を70mQ入れる．加水分解反応の経過時間に

応じて試料溶液を先端が幅 1cmに切ったロ紙の下端か

ら3cmの所にキャピラリーで付けて風乾した後展開槽

に入れ，ロ紙の先端0.5～ 1cmを展開溶媒に侵して上昇

法で展開する．

加水分解物の定量はペーパークロマトグラフィーで

は発色したスポットの範囲のロ紙を切り取り三角フラ

スコに移して， O.lNアンモニア水で抽出し， 30分間ア

ジテーターで撹持させて，その溶液を25mQメスフラス

コに 5～ 6mQすすぎ用のO.lNアンモニア水を一緒に

移し Mo(V)-Mo同試薬を 2m.e加える．それを60分間

湯浴中で煮沸する．その後放冷した後にメスフラスコ

の標線まで内容液を水で合わせる．その後波長830nm

で光電比色法でリン濃度を決定する．

3.結果と考察

p 0 Pの合成物の純度決定は SephadexG-25, 

溶離剤に0.lM塩化カリウム水溶液を用いて行い，そ

の溶離曲線図（図 1）を得た。図 1で前方のピークが

P-0-Pであることを別に Pを添加して同一条件で

行ったゲ、／レクロマトグラフィーの溶離曲線図（図 2)

により確認した．図 1の溶離曲線図で P-0 PとP

に相当する部分のロ紙を切り取りその重量を測った，

P 0-Pの範囲部分は0.3187g(99.09%),pの範囲部

分は0.0029g (0. 91%）とほぼきれいな P 0 Pが得

70 

Fraction number 

80 

図 l 試料O.OlMP-0-P水溶液（合成物のみ），溶

離剤0.lM KCl, Sephadex G-25，カラム床体積

1.5×95cm 

2.0 

i 

~ .0 

0.5 

70 80 90 

Fraction number 

図 2 試料O.OlMP-0-P水溶液に Pを添加，溶離

剤O.lM KCl, Sephadex G-25，カラム床体積

l. 5×95cm 

図 lで後方の極小ピークは80フラクションあたりに

あり， Pを添加した溶離曲線図（図 2）では80フラタ

ション目にピークを持つ濃度の高いリン分の溶出を伺

わせるピークが出現した．この事は図 1で後方の極小

ピークは Pである事を確認させるものである．又ペー

ノfークロマトグラフィーによっても同様の事が確認さ

れた．（図 3).i吾p

・？？
図3 ペーパークロマトグラフィー，

試料 1：市販特級品Eリン酸塩

(P), 2～ 3：別合成P 0-P, 

展開溶媒；ェタノールーイソプ

タノーノレ－28%アンモニア水一

水二 190mQ - 150 mQ -2. 7 mQ 

-25.3mQ，展開時間： 6時間，

東洋口紙 No.51A 
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図3で合成した試料では上方に濃い大きなスポット

が出現し，その下方に小さな薄いスポットが出現した

こと，又市販特級品亜リン酸塩を単独で、同時に展開す

ると大きな濃いスポットの位置が P-0-P合成物を

展開した時に出現した下方の小さな薄いスポットの位

置と同じことから考えても P-0-P合成物は少量の

亜リン酸塩を不純物として含んでいることが分る．そ

の含有割合は 1%弱であることは前に述べた．

合成 P-0-P試料を72.6mgとり lOOmQ三角フラス

コに入れあらかじめ40℃にしておいた酒石酸ナトリウ

ムー酒石酸緩衝液（pH3.00) 50mQに溶かし，この時す

ぐに 1mQとり， ゲ／レクロマトグラフィーにより分離す

る．この採取した時を 0時間とする．この三角フラス

コを40°Cに保ち，各時間ごとに ldとり，ゲルク ロマ

トグラフィーにより分離した．

分離条件は各々次のとおりである．

カラムベッド床体積1.5×95cm

Sephadex G-25 

1フラクションは 1mQ 

分離した各フラクションはMo(V)-Mo同試薬， lM

NaHS03溶液各 1mQを加え，湯浴中で 1時間煮沸させ

る．その後放冷して830nmの波長でト光電比色法でリン

濃度を決定した．その結果は表 1に示した．

時間倒 P-0-P p 総量 P-0-P関

。 3.829 0.149 3.978 96.25 

30 6.561 1.410 7.971 82.31 

60 3.186 1. 241 4.427 71.97 

105 4.351 3.794 8.145 53.42 

150 1.244 4.079 5.323 23.37 

195 2.675 6.904 9.579 27.93 

255 1.899 6.108 8.007 23.72 

310 1.219 5.492 6. 711 18.16 

405 0.881 7.320 8.201 10.74 

525 0.366 8.302 8.668 4.22 

表 l P-0-PとPの濃度変化

加水分解反応は擬一次反応であると考え次の式をと

くことで加水分解定数を求めた．

x
 

k
 

. lnx=kt+c 

x=aより c=0 
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ここで a：反応物の初濃度

．・.ln一三一＝kt a-x：反応物時間tで
a-x 

の濃度

表 1の値を代入して時間tで、のln一旦ーをプロットし
a-x 

たグラフを図 4に示した．
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0 60 120 180 240 300 360 420 480 540 min 

図4

このグラフより k=5.51×l0-3min-1と求められた．

低級オキソ酸の加水分解は金属イオンにより加速され

ることが報告されているが本実験では金属イオンとし

てNa＋文はK＋が存在している条件である．

又加水分解反応は擬一次反応であると考えられ，次

の様にも表わすことが出来る 8).

2. 303 Dn ここで k：速度定数
k二一一一logーム

t D t：加水分解時間（分）

D。：はじめの吸光度

D: t分後の吸光度

加水分解生成物の分離定量分析にペーパークロマト

グラフィーを用い， pH2.21とより酸性の強い領域で分

解速度を上式を用いて求めた値は k=20.25×l0-3

min lである.pH3.00での分解速度より 4倍も加速さ

れている．リン加合物の加水分解が水素イオンによっ

て加速されるということがここでも実証された．

更に温度変化による分解速度の変化を調べ，加水分

解の活性化エネルギーを求める必要がある．そしてP

-0-Pのみでなく 他の低級オキソ酸とその塩につい

て種類を増して調べたいと思う．

東理大理学部の半田隆教授の研究室で「有機半導体

の合成とその物性」に関しておおまかな有機合成を

やった筆者は九州大学理学部分析化学講座大橋茂教授

の研究室でイオン交換水中の極微量の鉄分も看過でき

ない実験に触れる9）ことになり化学屋として何だか大

きな幅を持った様な思いがした．

筆者にリン化学と無機分析化学の研究そして教師と

しての人間形成に薫陶を与えて下さった大橋先生（現

在九州大学名誉教授）は本年3月末で九州大学を停年
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退官された．先生の御指導，御厚情を公私ともに頂け

たことに大変厚く感謝しております．先生の御長寿を

祈念しております．

本報をまとめるにあたりお世話になった九州大学理

学部分析化学講座の関係者の方々に厚く感謝の意を表

します．
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（旧）大牟田市民会館の音響特性について

山下俊雄・桑原孝行
く昭和62年 9月8日受理〉

On Acoustic Characteristics in Omuta Civic Center 

Omuta Civic Center was built in 1954 after the Public Hall had been burnt down caused by the air raid in the 

Second World War. It had been used as a core of cultural institutions for 32 years in Omuta. 

But it was closed in 1986 because a new Omuta Civic Center, called Omuta Bunka Kaikan, was completed. 

As acoustic characteristics in the old Center had not been investigated since it was built, they were measured, 

making use of an opportunity that the Center was closed. 

Toshia YAMASHITA・TakayukiKUWAHARA 

§ -1 はじめに

第二次世界大戦の空襲による公会堂の焼失で集会所

を失った大牟田市民の強い要望により，市政35周年記

念事業として，大牟田市民会館は昭和29年旧三井本社

の焼け跡地に建てられた1).

以後， 32年間大牟田市の文化的施設の中心として広

く市民に親しまれてきたが，大牟田文化会館の完成に

伴い，昭和61年 5月に閉館した．

市民会館建設当時から閉館にいたるまでの間，一度

も音響調査が行われていないため，閉館を機にホール

の音響特性について調査したので報告する．

§ -2 概 要

大牟田市民会館は大牟田駅や市役所の立ち並ぶー画

に，国道208号線に面して市立図書館と同一敷地内に

建っており，中央公民館，福祉センター，市民会館ホー

ノレからなる．

市民会館ホールは鉄筋コ ンクリ ート 3階建で，幅約

20m，奥行き約32mの長方形のホーノレで，多目的な用

途に利用されている．

客席は 1階824席， 2階228席， 3階186席の合計1,256

席で， 2' 3階はワンフロアーとなっている．ステー

ジの開口は12m，奥行lOmである．

表 1に建物の概要を，表－ 2にホールの諸元を示

す．また図ーし図－ 2に平面図と断面図を示す．

仕上げ表や詳細図がないため詳細は不明であるが，ホ

ールの内装仕上げに関しては天井は厚さ 9凹の石膏ボー

ド，パノレコニー下の天井は孔あき吸音板，床は 1階～3階

までコンクリート打放し，壁は全階とも厚さ 9凹の木毛

セメント板に3.5cm角のリプ仕上げしたものである．

客席の荷子はシート部分はビニールレザーで，背も

たれ部分は合板ペンキ仕上げである．

一般に，バルコニ一席下の客席部分は音源から離れ

ており直接音が減衰して到達し，天井や壁からの有効

な反射音も得にくいため音圧レベルが低下する．

また，この部分での 1座席あたりの容積が小さいた

め残響時間が短くなるなど音響状態は悪くなる 2).

そのためバルコニ一席下の奥行きを最後部の席から

天井の約泌が望める程度の長さに制限し，天井からの

有効反射音が得られやすいように配慮するが，この

ホールでは，バルコニ一席下の奥行きが深く，この部

分での音響状態がよくないことが予想される．

このホールの室規模としては， 1座席あたりの床面

積は0.53m2, 1座席あたりの容積は4.lm3であるが，音

響計画上望ましいとされている推奨値が，床面積で

0.65～0.7m2／席，容積が多目的ホールで 6～ 8m2／席で

ある3）のに比べるといずれも少し小さくこのホールの

面積，容積に対して客席数が多いようである．

表－ 3はホールの利 表ー l 建物の概要

用状況討を過去 5年間 所在地｜大牟田市有明町96-2

についてまとめたもの敷地面積 I3,923m' 

である．上段の数値は建築面積 Il,447m' 

利用件数，下段は利用延床面積 I2,94om' 

人数を示している．利 構造｜鉄筋コンクリート 3階建

用件数で見ると全体で 規模｜ホ－1v，福祉センター

音楽関係の利用が約 用途｜多目的ホール

35%を占
表－ 2 ホール諸元

め最も多
く，つい 客席数（N)11.256席

I (1階824席， 2階228席， 3階186席）
で演劇14 I 

延床面積（S)I 661.2m＇（客席部） S/N=0.53m＇／席
%，映画 ｜ 

室容積（V)I 5 146m'（舞台を含む）V/N=4.10m'／席
8%，大｜

’ 室内表面積 I2 85lm' 
会式典 目



102 （旧）大牟田市民会館の音響特性について

表－ 3 ホール利用状、況
（上段：件数下段：人数）

大会式典 音楽 演劇 舞踊 講演 映画 その他 合計

S54 
17 71 42 4 13 13 56 216 

14.240 50,190 46, 951 3,550 9 450 15 655 44,678 184, 714 

S55 
15 78 35 9 12 55 210 

8,800 47 369 39,470 3,610 10,150 11,340 43,100 163,839 

S56 
22 66 22 10 10 19 45 194 

15 400 46 900 23, 600 8,800 7 600 18 600 30,100 161 000 

S58 
6 67 25 13 10 14 52 187 

4,604 57 573 26, 960 8,355 9 320 21,450 45,050 173,312 

S59 
9 61 13 8 3 16 70 180 

5,910 37 ,238 13 440 6,450 1,250 13,660 56,155 134, 103 

合計
69 343 137 41 45 74 278 987 

48, 954 249,270 150 ,421 30, 765 37' 770 80' 705 219,083 816,968 

7%，講演 5%，舞踊 4%，その他27%となっており，

多目的に利用されていることがわかる．

1件あたりの利用人数は演劇と映画は約1,100人／件

で定員の約85%，他は700～800人／件で定員の約60%前

後で利用されている．

§ -3 残響時間の測定

室内で音源を止めると音のエネルギーは次第に減少

してゆくが，減少し始める前の100万分の 1のエネル

ギ、ーになるまで，すなわちレベルで60dB減衰するの

に要する時間を残響時間という ．

これは室の音響特性を表わす代表的な指標であり室

内の音の響きかたを知るために重要でbある．

会話や講演などが明瞭に聞き取れるためには短い残

響時間が好ましく ，音楽を豊かに聞くためには長い残

響時間が望ましい．

3・1 測定方法

残響時間測定装置の構成を図－ 3に示す．音源とし

て雑音発生器を用いて lオクタープ帯域雑音（ピンク

ノイズ）を発生させた．

スピーカーは無指向性スピーカーでステージ中央に

置かれている．受音用マイクロホンには積分騒音計（リ

オン NL-lOA）の無指向性マイクロホンを用い，音圧

の減衰過程をテープレコーダ（ソニーTC-D5M）に録

音し，後日これを再生し残響時間を求めた．
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図－ 2 ホーノレ断面図
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測定点は表－ 4に示す計20点である（図－ 1座席番

号参照）．

測定周波数はYsオクターフゃ幅で＇ 63Hz～8kHzにつ

いての22周波数（表－ 5）である．測定回数は全測定

点で各周波数について 5回ず、つ行った．測定時は空席

でステージには反射板は置かれていない．

3・2 結果と考察

残響時間の測定結果を測定地域別（ 1階前方ブロッ

ク， l階後方ブロック（バルコニー下）， 2～3階フゃロッ

ク）に，平均値で示したものが図－4である．

R
d
 

表 測定周波数
（単位： Hz)

§ -2の概要のところで述べたようにバルコニー席

下の座席では一般に残響

63 80 100 

125 160 200 

250 315 400 

500 630 800 

lk 1.25 k 1.6 k 

2k 2.5 k 3.15 k 

4k 5k 6.3 k 

8k 

（資源側）

時間が短くなりがちであ

るが，低周波域で若干の

差はあるものの中高音域

では差は小さしまた全

体的にはほぼ同様な傾向

を示し， l階後方ブロッ

ク部の残響時間の低下は

見られない．

（ホール） ｛受音倒）

図－ 3 残響時間測定装置構成図

(Sec) 
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このため全測定点での平均値を求め，このホー／レの

残響時間とし，図－ 5に実線で示した．

また，ーアイリングの残響時間予測式2）を用いて座席

が80%埋まっている場合の残響時間を求め同図中に破

線で示した．

最適残響時間については，多 くの研究者によって提

案されている 3）が推奨値は多少異なっており，まだ決

定的な値というものはないが，一般に多目的ホールと

しては室容積5,000m3の時500Hzで満席時で1.2～1.4

秒が目安となっている 3).

これと比べるとこのホールの場合，空席時で約1.2秒

（測定値）， 80%着席時で約0.7秒（予測値）で，短め

の残響時間となっている．

残響時間の周波数特性としては，低周波域で若干長

目で，中高音域でほぼ平坦な， くせのない特性（空席

時）を示している．

§ -4 音圧分布の測定

室内で，特に音楽ホールや劇場，公会堂などでは，

音が場所によって大きく聞こえたり小さく聞こえたり

することは避けねばならない．

音圧分布の測定は室内の音場の一様性を検討するた

めに行われる．

4・1 測定方法

音圧分布測定のための機器の構成を図 6に示す．

音源として，ステージ中央に置かれた無指向性ス

ピーカーからピンクノイズを発生させた．

測定点は表－ 6に示す 1階64点と， 2～3階20点の

表－6 音圧分布測定点 計84点である（図－ 1座席番

1 階I2 階I3 階号参照）．
2 オ I8 キ

2ーシ 8一一セ 測定周波数は残響時間と同
2ーチ ；二； 様%オクタープ幅の63Hz
2ーネ

図 sI 2 へ 11ーキ ～8 kHzの範囲で22周波数
2ーヤ 11ーセ

である．に示す I5ーオ 11 ヒ

5ーシ 11ーメ 測定回数は各測定点，各周
5ーチ
5 ネ 波数につき 5回である．
5ーへ

音源のレベルは測定点 15ーヤ

（図一1の座席番号参照） ーふでオールパスで75dB

63 125 250 500 1K 2K 4K SK (Hz) 

開放酌

図－ 4 ブロック別残響時間

(Sec) 
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図－ 5 残響時間
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図－ 6 音圧分布測定装置構成図
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が，他の周波数については 6dB以下で，大きな差はな

1階の 1列目の点を除くと，全測定点間の音圧レベ

ル差はどの周波数においても lOdB以内にあり，中高

音域では 6dB以内におさまっている．

図－ 8は1階席で周波数 lkHzについての音圧レ

ベルの分布を示したものであるが， 3列目以降では音

の集中なども見られず，良好な音圧レベルの分布を示

している．

図－ 9は1階の 3ーち， 9 ち， 23－ち， 2階の 5

ーチの測定点での伝送周波数特性を示したものである．

どの点においても周波数が高くなるにつれて音圧レ

ベルは下がる傾向にあるが，その程度は大きくない．

となるよ うに調節した．

記録は全てテープレコーダに収め，後日テープを再

生し音圧レベノレを読み取った．

音圧分布の測定結果を測定点のち列方向の63, 125, 

250, 500, 1 k ' 2 k ' 4 k ' 8 kについて示したも

のが図－ 7である．と列方向の測定結果もこれとほぼ

同様の傾向を示している．

l階は，どの周波数においても 1列目を除けばそれ

以降では曲線はほぼ平坦で，レベル差は 7dB以内に

おさまっており， バルコニー下の奥行きが深いにもか

かわ らず良好な音圧分布を示している．

l列目では他の測定点に比べ音圧レベルが高 くなっ

ている． 1列目の座席はステージから約l.5mしか離

れておらずステージを極端に見上げる姿勢になること

や，このホールの室容積に対する全座席数が多いこと

などを考慮すると， 1列目の座席は不要であったよう

に思われる．

2～ 3階席については125Hzで8.6dBの差がある

結果と考察
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4 • 2 

←ノ～
1階席の音圧分布（ 1 kHz) 
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§ -5 明瞭度試験

明瞭度試験とはホールや講堂においてスピーチの聞

き取りやすさを調べるための試験で，ア，キャ，ガ，

など無意味な短音を多数回発生し，被験者を使ってそ

れがどのくらい正しく聞
表－ 7 短音節音表リスト

き取れるかを調べるもの
l行目ピョヒョグ ヒ ズ トショギョパジョ
2行目チモドメピャツナヒュヨゲである．この正解を百分
3行目ミュユ

率で表わしたものを明瞭
4行目ピケ
5行自ビヨウキチョイベキユゾワノ度という．
6行目ムニョゴエヒャネ クピュピャへ

7行目ジヤオサルギヤピリニヤホミ 5・1 測定方法
8行目プミヨシャポテポヤベグセ
9行目；＜ 7 シゼタザニシュデソ
附目コチャミヤピユキヤレリユカリヤガ 明瞭度試験では発生者

が変わると試験結果に差

表－ 8 明瞭度測定点が出ることがあるので，ここ

｜ ｜ では日本音響学会で作られた
l階前苅 l階後方 12～3階

プロッAプロック ｜プロック 明瞭度試験用テープを用いた．

（バルコニー下） ｜ ステージ中央に置かれた無

~＝： I 2二ご ｜；二3指向性スピーカーをとおして
9 －~こ

9ーま
16-1こ 3 ヒ

16ーま 3ーモ
24 お 9ーキ

テープを再生した．再生レベ

ルは 測定点 1一ふで75dB
24 そ 9 セ
24ーに I 9ーヒ とした．テープには日本語百

24 ま I9 メ音節（ア，イ，ウ，エ……

（図－ 1の座席番号参照）ピュ，ピョ）をランダムに並

表－ 9 明瞭度試験結果 べ代えた 5種類の短音

測定点

1 

階

2 

階

3 

階

変動因

級間

級内

全体

明瞭度

9－お
9ーそ
9-1こ

9ーま
16ーお
16－そ
16-1こ

16ーま
24ーお
24ーそ
24-1こ

24ーま
3－オ
3－ソ
3ーーヒ
3－ーモ
9－キ
9ーセ
9－ヒ
9ーメ

（単位：%） 節音表が録音されてい

平均

96.9 

96.2 

95.0 

97 .0 

97.3 

95. 7 

96.4 

96.2 

96.8 

96.4 

96.2 

97 .2 

97.9 

95.8 

97 .2 

97.1 

97 .2 

96 6 

96.4 

97 .2 

標偏 差準

1. 97 

1.63 

2. 71 

2.60 

1.83 

3.02 

2.59 

3.33 

1.62 

2.06 

2.10 

1. 55 

1.10 

2 .15 

1.13 

1. 73 

1. 40 

1.89 

2.59 

1 69 

る．そのひとつを表

-7に示す．

測定点は表－ 8に示

す計20点で（図－ 1座

席番号参照），被験者は

各測定点に着席し、ひ

とつの短音節音表の再

生音を聞き解答用紙に

記入する．

各測定点での試験成

績が，ある被験者の受

聴性能に左右されない

ようにするため一つの

短音節音表についての

表－10 分散分析結果 試験が終

わる毎に

被験者を

他の測定

点に移動

させた．

平方和 自由度
平均

F 有意性（ 5%)
平方

79 19 4.168 有意でない

0.832 
800 160 5 .000 F 1~~ = l. 62 

879 179 
被験者

は聴力障害のない19歳から35歳までの男女あわせて 8

名（男 6，女 2）で，当初予定していた人数より少な

かったため数名のものが同一測定点で 2度試験をする

ことにし，一つの測定点で延べ 9名の被験者が試験を

行った．

5 • 2 結果と考察

各測定点で延べ 9名の被験者の成績の平均値と標準

偏差を表 9に示す．どの測定点においても標準偏差

は非常に小さし安定した結果が得られている．

また，明瞭度も全ての測定点で95%以上と高い値が

得られた．日本音響学会では明瞭度の有意性を検討す

る資料を示している 5）が，これによるとこのケースの

場合，測定点聞の明瞭度の有意な差の最低限界は約

3%となるが，全測定点の平均値の差は 3%以下にお

さまる．

またこれとは別に，明瞭度に測定点による差はない

との仮定のもとに分散分析をした結果が表－10である．

有意水準 5%で有意な差はなく，測定点による明瞭

度の差はないと考えてよい．

しかし明瞭度試験については，明瞭度そのものが聞

き取りやすさの実体と結び付きが少ない（たとえばほ

とんどのホールや講堂での測定結果は90%以上にな

る）などの問題点が指摘されておりへ明瞭度が95%以

上であることから非常に聞き取りやすいホールである

と即断はできない．

§ -6 エコータイムパターンの測定

エコータイムパターンとは，継続時間の短い音を代

表的な音源位置で発生させ，ある受音点でその音圧の

変化を記録した波形のことで，直接音のあとに到達す

る反射音の時間的配列を知ることができる．

直接音と第 1回反射音の到達時間差がほぼ0.05秒以

上あれば直接音と反射音が分離して聞こえ，この現象

をエコーという．エコーがあると話し声が聞き取りに

くくなったり ，音楽演奏がしに くくなるといわれてお

り，音響上有害なものである．

（音源側） （ホール） （受音側）

図－10 エコータイムパターン測定装置構成図
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逆に到達時間差が小さい場合は反射音が直接音を補

強する効果があり望ましいものである．

6・1 測定方法

エコータイムパターンの測定装置の構成を図 10に

示す．音源としてテープレコーダに録音された，正弦

波 5～6波から成る短音（ト ーンパースト）をステー

ジ中央に置かれた無指向性スピーカーから発生させた．

その周波数は，500Hz, 1 kHz, 2 kHzの3周波数で

ある．

受音位置は表－11に示す計28点である（図－ 1座席

番号参照）．記録は高速度グラフィクレコーダ（リオン

LR-51）で各周波数毎に 3回行った．

各測定点とも，周波数 lkHzと2kHzについては

表ー11 エコータイム エコータイムパターンではエ

パターン測定点 コーとみなされる波は認め ら

れず，聴感上でもエコーは認

められなかった．図－ll(a）に

測定点22ーにでの 1kHz 

と2kHzについてのエコー

タイムパターンを示す．

周波数500Hzではバル コ

ニー下の測定点17列， 22列で，

小さいが聴感上エコーが認め

られた．測定点17一そ，22ーに

（図－ 1の座席番号参照）で得られた エコータイムパ

ターンを図－11

(b）に示すが，こ

れにはエコーと

思われる波が認

められる．

17列， 22列の

他の測定点につ

いてもほぼ同様

のエコータイム

パターンが得ら

れたが，エコー

と思われる明瞭

な波は認められ

6・2 結果と考察

プl階ロ前ッ方ク （パプ~レ階ロコ後ニッー方ク下） 2 ～ 3 階ク
プロツ

1－け 14一き 3 オ
1－そ 14一そ 3ーセ
lーに 14ーに 3 ヒ
1－ふ 14ーほ 3ーヤ
7－き 17一き 9ーキ
7 そ 17一そ 9ーセ
7ーに 17ーに 9ハ
7 ほ 17ほ 9ム

22一き
22一そ
22ーに
22一ほ

(a) 

、lJb
 

（
 

なかった．

§ -2の概要

で述べたように

バルコニー席下

の奥行きが高さ

図－11 エコータイ ムパターン に比べて深すぎ

ることや，またバルコニー席下面（ 1階後方ブロック

天井面）と 1階床面が平行に近いため，バルコニー下

面を孔あき吸音板で吸音処理しであるものの，床面と

天井面との間で複雑な反射を繰り返したためではない

かと思われる．

エコーは会話の明瞭さを低下させるが，§ -5の明

瞭度試験においては明瞭度に測定点による差は見られ

ず，それほど問題はないようである．

§ -7 暗騒音の測定

暗騒音とは，ある対象音を考える時，その場所にお

けるその対象音以外にそこに存在する全ての騒音をい

い，あまり大きいと対象音に影響を与えることになる．

7・1 測定方法

測定点は表－12に示す計12点である（図－ 1座席番

号参照）．

各測定点で63Hz～8kHzで%オクターブ毎に22の

周波数について 5回ずつ測定した．

7 • 2 結果と考察

図－12は暗騒音の平均値を示したものである．

低周波域で暗騒音が大きいのは，市民会館前を走る

国道208号線からの自動車騒音の影響である．

室内騒音評価の指標の一つである NC値をこの暗

騒音について求めると約 NC-23となった.NC値は

音楽ホールで15～20，劇場や公会堂で25～30が適当と

されておりへこれと比べると若干大きい．

このホールは多目的ホールであるが，音楽関係の使

用が最も多いことを考える 表－12 暗騒音測定点

と騒音に対する配慮がもう l階前方I i階後方 12～3階

少しなされていてもよかっフ守ロック｜ブロック ｜ブロック

たようである． ｜（バルコニー下）

今回の音圧分布の測定等

においては， SN比は十分

あり，暗騒音の影響を考慮

する必要はない．

7－き ｜20一き I7ーカ

7一そ｜20一そI7 セ

7ーに｜20ーにI7 ヒ

7－ほ ｜20ーほ I7ーメ

（図－1の座席番号参照）
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§ -8 まとめ

以上の調査結果をまとめると，

1) l座席あたりの床面積（座席部分のみ）は， 0.53

m＇／席， 1座席あたりの容積は4.lm＇／席で，いずれも

多目的ホールとしては小さめである．

2）残響時間はバルコニー席下の座席で‘容積が小さく

なるため短くなることが予想されたが，他の場所と

差はなかった．

3）ホール全体の残響時間は空席時に周波数500Hz

で約1.2秒と短く， 80%着席時には約0.7秒（予測値）

となり，音楽よりも講演や演劇などにむいていると

いえる．

残響時間の周波数特性は低周波域ですこし長いが，

中高音域では平坦な特性である．

4）ホール中央でのステージと直角方向の音圧分布は

1階では，最前列を除けばどの周波数においてもレ

ベル差は 7dB以内におさまり，バルコニー席下の

奥行きが深いにもかかわらず良好な音圧分布が得ら

れた．

2～3階では， 125Hzで約 9dBの差があるが、他

の周波数については 6dB以内であった。

5）周波数 1kHzについての 1階全域での音圧分布

も最前列を除けば，レベル差は 6dB以内におさま

り良好な音圧分布が得られた．

6）明瞭度試験では95%の明瞭度が得られた．また明

瞭度には場所による違いも見られず，バルコニ一座

下の座席でも高い明瞭度が得られた．

7) エコータイムパターンの測定では，バルコニ一席

下の座席で，周波数500Hzで、小さなエコーが聞か

れ，エコータイムパターンでもエコーと思われる波

が認められた．

1 kHz, 2 kHzではエコーは認、められなかった．

8）暗騒音の測定では，低周波域で大きな騒音レベル

が得られた．これはホールの前を走る国道208号線か

らの自動車騒音であった．

謝 苦手

今回の調査を行うに当たり，大牟田市教育委員会，

大牟田市中央公民館の方々に便宜をはかっていただ、き

ました．また，熊本大学工学部環境建設工学教室から

はおおくの音響測定機器を貸していただきました．さ

らに同教室助手の矢野隆先生には，調査に先立ちいろ

いろと御教示をいただきました．ここに記して厚くお

礼申し上げます．

尚，この調査は S61年度卒業生の杉野尊志君と龍和

宏君の協力を得て行ったものです．
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新築戸建て住宅の平面構成に関する研究

一一接客空間を中心とした公室構成について一一

北岡敏郎
〈昭和62年 9月21日受理〉

A Study on the Planning of Modern Detached Houses 
- About the Drawing Room in relation to Public Rooms 

The purpose of this study is to make clear the modern meanings of “TUDUKIMA ZASHIKI" as 

the drawing room, through the analisis of the relation between the drawing room and the living room. 

Toshiro KITAOKA 

1. はじめに

拙著「住様式に関する研究」 I）で，住宅規模が増大す

れば，食寝分離は徹底するが，就寝分離はそれほどま

でになされず， 70%に留まること，その阻害要因とし

て，接客空間，だんらん空間（L)等の他用途室確保を

上げ，課題とした．本研究では，その公室部分の構成

を，特に接客空間を中心として検討する．

接客空間については，近年多くの研究がなされ，中

でも九州大学青木教授の「中流住宅に関する研究J2) 

は，貴重な知見を与えている．それによれば，接客（空

間）要求は歴史的に根強く，それは現代においても，

未だに続き間座敷が数多くとられていることに端的に

示される．

さて，その接客空間であるが，わが国では封建性に

もとづく，格式を重んずる独得の接客作法が形成され，

それらは住宅の中でこれまた独得の接客専用空間二

「座敷J空間として対象化されてきた．しかも格式性

の空間化は床の間に代表される装置化とともに，空間

の連続化，すなわち，次の間と座敷を連続させ，次の

間入りというアクセス面からの格式性をも賦与された

続き間座敷を形成した．しかも，その連続性故に，人

生儀礼における多人数接客機能が重視されるに至った．

しかし，限られた住空間の中で，接客専用での 2室確

保は他の住要求の妨げとなり，他の家族住生活空間の

拡大の中で，非日常的な多人数接客機能の「転用型J
続き間座敷に移行してきた，つまり，純粋な接客空間

としての存在から，家族住生活拡大の対象空間として

の存在を合わせ持つものへと質的に変化してきたとい

われる 3).

従って，現代における接客空間の検討においては，

座敷，特に続き間座敷のとられ方とその意味を，他の

公室との構成の中で捉える必要がある．また，この接

客行為における「格式性」は高度に意識的文化的問題で

とらえがたいものがあるが，幸いなことに，前述のご

とく，空間系の装置化及び連続化が伴うことから，空

間構成の面からの一定のアプローチが可能であり，む

しろ逆に，より客観化しやすい面もあると考えられる．

ここに本研究のオリジナリティがある．また，現代に

おける接客空間のあり方を論ずるという狙いから，対

象を新築の戸建て住宅に限定する．

調査概要

1）調査対象：昭和56年度建築計画概要書提出の大牟

田市内の新築戸建て住宅

2）調査方法：大牟田土木事務所の昭和56年度建築計

画概要書から，専用住宅619戸をピックアップし，

各世帯への図面書取調査を実施．（調査期間，昭和

59年 7月～11月）

図面採取後，車庫・倉庫等により平面の構成が乱

されているもの及び極端に容積率の低いものを除

いた458戸をデータとする．（有効票率85.8%)

2.住宅の規模，室数及び KOL構成＊l

2 • 1 延べ床面積規模・室数＊2・階数叫

住宅規模は， 100～120m2が最も多く（34%），ついで

80～100m2, 120～150m2となる．これら80～150m2で、全

体の約 8割を占める．室数は， 5' 6室が多 く（67%)

（図－ 1参照），住宅規模に大まかに比例し， 80～100

dで、5室，100～120m2で、6室， 120～150ぱで 6' 7室

程度である．階数は， 2階建てが66%で平屋をやや上

回っている． 室数が増えると 2階の割合は増し， 6室

程度では大半が 2階建てとなる（図－ 2参照）. 2階は

2室が80%と大半を占める．従って， 5室では 1階3

室， 6室では 1階4室が最も多い（各々48,66%). 
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2・2 KD Lの型と室規模ぺ床面様式＊5

KDLのタイプでは， DK型が大半（75%）で，この

型の普及度には目を見張るものがある（図－ 3参照）．

しかも，住宅規模段階別にみても， 60m＇未満を除いて，

DK型が各規模段階で主たるタイプとなっている．他

は， LD型15%, LDK型 5%, L・D・K独立型 4%と

どのタイプも少なく ，若干の傾向としては， L・D・K

独立型は150m＇以上で， LD型は比較的小住宅で多く

なっている．

各室の規模と床面様式を見ると（図－ 4, 5参照），

図－ 1 住宅規模別室数

亡コ 2階建て（数字は 2階室数）

図－ 2 室数別の階数、 2階室数

60m＇禾滴

60～SOm＇未満
80～lOOm＇未満
100～120m＇未満
120～150m＇未満
150m＇以上

全体
宇E

50 

… … … … 一一一一
¥DKI ：ιE … … … … … l … … 一一一一一

図－ 3 住宅規模別KDLの型

図－ 4 K・D・Lの室規模

図－ 5 K・D・Lの床面様式

K （キッチン）は独立型および LD型で4.5畳程度であ

る.D（ダイ ニング）は独立型で板張りが多く， 4.5～8

畳までばらつきがあり ，K程の標準的な規模はない．

しかし， DK型は住宅規模が広範囲に渡っているにし

ては， 6～8畳と面積的にはそれほど幅がなく，固定

化した規模が採用されている．また， LD型は，タタミ

が主で4.5～16畳までと幅は広いが概して 6畳中心で

ある. L （リビング・だんらん空間）は独立型で板張り

が多く 6～16畳， DK型はタタミ中心で 6～8畳とや

や小さくなる．ここで， DK型のLはタタミ 6畳，板

張り 8～10畳， LD型のLはタタミ（いわゆる茶の間）

4.5～6畳，板張り 8～12畳と対応している．又， LDK

型は板張りで12～16畳で，知実に面積縮小の手段と

なっている．

最も普及している DK型はその DK規模が 6畳な

いし 8畳と固定化しているが，その理由として， 1) 

その機能性から最適規模である， 2）日本住宅の間取

りの中で，この規模がプラン上納まり易いため，の2

点が考えられ，これだけの DK型普及には，単に機能

性の評価からだけではない要因も想定できょう．

3.接客空間構成

前述の如く，接客空間に賦与された格式性には空間

の装置化によるものと，空間の連続化によるそれとが

考えられる．前者については座敷空間のしつらえの程

度，後者では続き間のアクセスと方向性により検討す

る

3 • 1 接客空間の種類叫

続き間座敷とは座敷に連続した和室（次の間）を有

する接客空間であるが，これに対し， 1室構成で他室

と連続しない座敷（以下一つ間座敷）の他に接客空間

としては，洋室と連続した座敷（洋室＋座敷）及び応

接室がある．これらの各住宅での設置状況をみると（図

-6左参照），全体では続き間座敷が主であり，他は洋

室＋座敷，一つ間座敷とこの 3タイプで大半を占め，

応接室は僅かに過ぎない．又，接客室なしは10%に満

たず，ほとんどが計画された専用接客室を有している

ことになる．尚， 住宅によっては，続き間座敷に＋αと

して一つ間座敷ないし応接室を有するもの，一つ間座

敷と応接室を有するものがみられるが，ごく僅かで‘あ

る（ 1 %）.従って，以下では，これらを除いた 4タイ

プで考察する．

住宅規模段階別に接客空間種類の割合をみると， 60

d未満では接客室なしが多いが，それでも60%は接客

室を設けている．その中では，面積的制約にも関わら

ず，続き間座敷が多い（36%). 60～80m＇未満で、は接客

室なしは減少し，やはり続き間座敷が増える.80～lOOm' 
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未満になると， 90%以上が接客室を持ち，しかも続き

間座敷が70%を越え，他は洋室＋座敷14%，一つ間座

敷 8%となる．おもしろいことに，この比率はそれ以

上の規模段階になってもそれほど変わらず，接客室な

しがなくなるのみである．もちろん規模段階が上がる

と続き間座敷の割合も若干増えるが，洋室十座敷の割

合も僅かではあるが増えている．従って， 80m＇以上で、

は，この三者が数の違いこそあれ併存しており，その

意味では規模に規定されないことになる．

3・2 空間系の格式性

座敷を設けている 3タイプ計422例についてみると

（図 6右参照），座敷しつ らえは，大きく周辺部に縁

のつくものが半数をこえる．縁がなく ，室空間内部が

装置化されたものでは，床の間にせいぜい仏壇程度で

全体の26%を占め，他は床の間のみ 9%で，書院 ・違

い棚等の設置されたものは少ない．しかし，縁が付設

されたものでは，床の間に書院・違い棚の一方がつく

のが13%，このいずれもが設置されたものも含めると

33%にも達する．従って，座敷しつらえの格式性は周

辺部に縁を付設することを必要条件としていると考え

られる．

住宅規模段階でみると， 60m＇未満では，座敷なしか，

あってもせいぜい床の間のみ，60～80m＇未満では座敷

設置割合がやや増え， lOOm＇未満では床の間に仏壇が大

半である．縁の付設割合は住宅規模毎に増え， 60m＇未

満で13%だったものが， 120～150ぱ未満では84%にも

のぼる．特にlOOm＇前後での差は著しく 30%もあり，逆

転する．しかし， 100～120m＇で、は，空間内部は，いま

だ床の間＋仏壇程度が多い．これが120～150m＇になる

と床の間＋仏壇に書院 ・違い棚のいずれかあるいは双

方を有するものが極端に増えてくる．つまり ，住宅規

模に合わせて空間系の格式性は高くなり ，単に住み手

の個別の要求あるいは意識に対応したものとはなって

住宅規模

60m＇未満
60～SOm＇未満
80～lOOm＇未満
100～120m＇未満
120～150m＇未満
150m＇以上

全体

いないといえる．

3・3 接客空間の種類別格式性

空間内部の装置化による格式性は接客空間の種類で

大きく異なる（図－7参照）．続き間座敷では縁の設置

が多く (68%），違い棚・書院も38%に達し，格式性は

非常に高い．これに対し，洋室＋座敷では逆に縁がつ

く割合は僅か36%に過ぎず，しかも床の間に仏壇程度

と簡素な装置化となっている．一つ間座敷は縁のつく

割合は洋室＋座敷と同程度であるが床の間のみが増え，

装置化での格式性は続き間座敷，洋室＋座敷， 一つ間

座敷の順で簡素なものとなっている．

続き間空間（次の間＋座敷）におけるアクセスをみ

ると，座敷入りが多いが，次の間入りも30%以上あり，

必ずしも「転用型jが主とはなっていない．しかし，接

客空間の種類でみると，いずれのタイプとも座敷入り

が次の間入りより多く，座敷のしつらえの差に較べそ

の割合の差は少なく，接客空間の種類でのアクセスか

らみた続き間空間の格式性の差異は少ないといえる．

空間連続による方向性とは，座敷の床の間の位置に

より座敷空間に生じる方向性と，続き間空間としての

連続の方向性とが一致しているか否かであるが，これ

を検討すると全体的には方向性は一致しており ，続き

間座敷，洋室＋座敷のいずれも大差ないが（各々82,

88%），比較的洋室＋座敷の方がその一致する割合は多

く，空間の連続性における格式性は薄らいでいない．

従って，続き間座敷，洋室＋座敷のいずれも多人数接

客時の空間連続使用の基本的格式機能は有しているこ

とになる．

各タイプ別の接客空間の規模をみると，続き間座敷

では， 12畳次いで14畳が大半で，すなわち 6畳二聞か

6畳＋ 8畳となる．これに対し，洋室＋座敷では， 14

畳次いで16畳 ・18畳が多く，これらは 6畳＋ 8畳， 8

畳二間， 8畳＋10畳であり，続き間座敷に比べて規模は

凡例（座敷しつらえ）

口 縁なし昌縁付設

亡コ 床の間

団コ 床の間＋仏壇

m:J 床の間＋（仏）＋書院（違い棚）

区訂 床の間＋（仏）＋：（IJ院＋違い棚

凡例 亡コ続き間座敷 IZ:::J洋室＋座敷Eヨ一つ問座敷・・応接室 Eコ接客室なし

図－ 6 接客空間の住宅規模別特性

※座敷しつらえは図 6凡例参照

図－ 7 接客空間の種類別特性

接客空間規模（畳）
50 
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2～4畳も大きく中には24畳程度のものもみられる．

一つ間座敷では 6～8畳であり，続き間座敷の 1室規

模と大差ない．従って座敷の空間規模は 6～8畳と一

定しており，洋室＋座敷では洋室一次の間の拡大が特

徴的である．これは，単に，続き間空間としての要求，

つまり，多人数接客からの拡大要求とは考えにくく，

むしろ次の間を洋室化する程の他用途要求があると考

えられる．

4.公室構成

4・1 公室構成タイプ

続き間座敷の「格式型」から「転用型」への移行，

つまり，次の間空間の家族住生活空間への移行として

は，大きくは 2方向が考えられる．つまり，だんらん

空間化と個室一寝室化である．しかるに，前述の洋室＋

座敷にみられる知く，次の間空間の規模拡大化 ・洋室

化は個室化要求とは考えにくしだんらん空間確保要

求と考えられる．というのも接客空間と Lとの兼用化

をみると46%にも及んでいるからである．その兼用化

は次の間，座敷の 2通りがみられる．従ってここでは，

Lだんらん空間との兼用化のされ方から接客空間を以

下の 8タイプに類型化して分析を行う．

続き間座敷（独立型，次の間（ L），座敷（ L))

洋室＋座敷（独立型，次の間（L），座敷（ L))

一つ間座敷（独立型，座敷（L))

続き間座敷では独立型と兼用型が半々で，後者では

次の間（L）が主である．洋室＋座敷では次の間（L）の

兼用型が主で，一つ間座敷では独立型が多い．

公室構成

続き間陣~
｜次の間 U

座敷 時二宏子f
｜座敷IL)

｜独立型
洋室＋併でさ竺

｜次の間IL)
座敷 陪ニ与子千

｜座敷IL)

一つ間 ｜独立型
座敷~古市

4 • 2 公室構成タイプの格式性

連続化の格式性をアクセスからみると，いずれのタ

イプでも次の間入札座敷入りがあり，続き間座敷，

洋室＋座敷のいずれも座敷（ L）で次の間入りが多い外，

それほど顕著な有意差はみられない（図－ 8参照）．

空間装置系では，続き間座敷では，やはり独立型で

の格式性は高く，縁が78%付設され，違い棚・書院を

有する割合も多い．これに対し，L兼用では縁の付設が

減り、次の間（L），座敷（L）共に床の間に仏壇程度が

増え，特に後者では80%に達する．洋室＋座敷は全体

として格式性は低いが， Lとの兼用でさらに次の間

(L），座敷（L）と低くなり，後者は数こそ少ないが床

の間＋仏壇のみである．一つ間座敷では，独立型と兼

用型の装置系の差はもっとも極端で、，独立型が続き間

座敷の兼用型に次いで装置化されているのに比し，兼

用型は縁なしの床の間のみとなる．

以上からみると，空間装置系の格式性は接客空間の

種類と共にだんらん機能との重なりにより異なる．空

間種類、では，続き間座敷， 一つ間座敷，洋室＋座敷の

順で，だんらん機能の重合では，独立型，次の間（L),

座敷（L）の順でその空間装置系は簡素なものとなる．

( 3・3節とは異なり，独立型で比較すれば，洋室＋

座敷よりも一つ間座敷の方が格式性は高くなってい

る．）

4・3 住宅規模と公室構成

住宅規模段階別にみると， 80ぱ未満で、は続き間座敷

は兼用型，次の間（L）が大部分を占める（図－ 9参

照）．同様に一つ間座敷でも Lとの兼用がほとんどで

ある．従って，この規模レベルでは，接客要求と共に

図－ 8 公室構成タイプの格式性

卜 公室構成
住宅規模 ＼ 

I 60m＇未満

60～80m＇未満
80～lOOm＇未満
100～120m＇未満

120～150m＇未満
150m＇以上

全体

1 
1 

続き間座敷
50 

次の間（L)

＝ゴ｜独立型｜

1 

… … … … … … － 1.・.-.-....ー．… ーいい,., 

－－一一一一一一一… … … 一…一 一一l… 一一 一一 一一 一一一… いー…一

洋室＋座敷
50 

次の間（L)

図－ 9 住宅規模別公室構成

一つ問座敷

号 議
｜独Ii型！

i: 主己主羊三
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家族住生活空間の確保もきびしいため，兼用型にせざ

るを得ないものと推察される．しかしながら，そのよ

うな条件のもとでも，和室の転用性をいかしながら続

き間座敷を確保していることは根強い接客要求を物

語っている．住宅規模が80～lOOm2未、満になってくる

じーっ間座敷は，ほぽ独立し，続き間座敷では独立

型と次の間（L）半々となっている.100ぱ以上では続き

間座敷の割合は規模段階毎の差は少なかったが，その

中で独立型は着実に増え，この傾向は120m2以上でも顕

著である．このことは，余裕があれば続き間座敷を L

から独立させてゆく方向であり，これが全くの独立化

へ向かうのか，あるいは他の個室要求等による兼用化

へ向かうのかは，不明である．少なくとも，家族住生

活空間の拡大要求のうち次の間（ L）による余室の就寝

室専用化は少ないことになる．これに対し，洋室＋座

敷は， 80～150m2の間では，ほとんどが次の間（L）利用

であり ，独立型が増えるのは150m2以上においてであ

る．ここに，住宅規模の拡大における空間分化 ・専用

化の大きな 3つの流れを見ることができる．一つめは，

住宅規模が小さい段階では，接客空間とだんらん空間

が兼用され，規模が拡大すると，多人数接客機能より

もむしろ接客機能 ・だんらん機能の分離独立化を目指

した一つ間座敷系の流れ．二つめは，格式性を落とし

ながらも L・だんらん機能と重合し，多人数接客機能を

確保したもの．これは更に規模が上がると続き間接客

機能と L・だんらん機能の分離・独立化へ向かう． 三つ

めは，次の間を積極的に洋室化し，だんらん空間との

重合をより進めていく流れである．

4 • 4 K D Lの型と公室構成

KDLの型と接客空間・だんらん空間の公室構成との

関連をみると（図 10参照），L・D・K独立型では続

き間座敷はもっとも少なく（30%），逆に洋室十座敷が

－：－：－：－：－：。：·：·：·：·~

Eコ続き間座敷 Eヨ洋室＋座敷 匡ヨ 一つ問座敷・圃応 援室

じE独 立 型 区訂 次の間（ L)Cコ 座 敷（ L）仁コ 接客室なし

図－10 KD Lの型と公室構成

50 ． 0 ． 。
I> I o 

。． ． 
D K型の室数別公室構成

多く ，その中ではやはり次の間（ L）型である．また，

一つ間座敷も20%と比較的高い割合となっている．こ

れは，KDLの独立化で室数がおおくとられ，そのため

接客空間は一つ間座敷となり，続き聞をとるなら，Lの

兼用化で，しかも，この独立型のメリットである L専

用化要求より，洋室＋座敷となるものと考えてよかろ

っ．
全体の大半を占める DK型は，もっとも続き間座敷

が多く（75%），内訳は独立型，兼用一次の間（L）が半々

である．つまり，続き間座敷が量的にも質的にも生み

出されているタイプということになり，室数に余裕が

なければ，次の間の L化によりそれを確保できるタイ

プとなっている．これは， DK型が Lを分離した構成

であるだけに続き間座敷に適応しやすしこのことが

2・2節で述べた DK型普及の一因になっているとも

考えられる．

LD型は，接客室なし，一つ間座敷が多く（合わせて

32%），続き間座敷は57%である．このタイプは住宅規

模が80m＇未満の割合も 34%あり，その狭小さの中で接

客空間が取れないこと，また，取れるとしても， Lと共

にD機能までが次の間空間に加わり，接客空間として

混乱するため，続き聞を避け， 一つ間座敷にするケー

スが増えていると思われる．

LDK型では，ワンルーム空間となるため，続き間座

敷を別個に確保するケースが他よりも高く，続き間座

敷で兼用化はない．しかし，一方で，洋室十座敷の次

の間（LDK）タイプも弱みられ，積極的に公室空間の

ワンルーム化を図っており， 2つの方向性を有してい

ると言えよう．

5. DK型における公室構成の形成

全体では最も普及している DK型で続き間座敷が

多くとられており，その形成を住宅規模条件（室数）

を限定して考察する．対象とするのは平屋 4室～ 6室，

2階建て 5室～7室（ 2階 2室）で，これらで全体の

80%を占めている．

平屋建てでは続き間座敷が4室で68%～ 6室で86%

と室数に応じてその割合は幾分高くなる（図 11参

照）．その内兼用型（主に次の間（L））が4室で半数を

占め， 5・6室になっても独立型はそう変動せず，次

の間（L）が4室29%～ 6室45%へと増えている．つま

り，続き間座敷の確保要求に対し， 4室で次の間（ L)

での確保が大きく，室数が増加しでも他用途の機能充

実となる割合が多いことを意味する．

これに対し， 2階建てでも 5～ 6室では続き間座敷

の割合においては平屋建てとさほど差はないが，だん

らん空間との兼用化は大きく異なる． 5室型では，独
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立型はなく次の間（L）が主であるのに対し（66%), 6 

室型では独立型が55%を占め，次の間（ L)は21%に減

少する． 7室型になると続き間座敷は96%にもなり，

その中で独立型は70%に達し，続き間座敷独立型への

志向が強くなっている．特に， 5室型と 6室型とでは

質的に大きく転換しているといえる．つまり， 5室型

は1階3室がDKと続き間座敷で，次の間の L兼用と

なるのに対し， 6室型は 1階4室で， l室の増加によ

りLからの独立が図られ， 7室型ではそれがさらに徹

底する．

平屋建てと較べてみると， 2階建ては 2階2室の他

用途空間（就寝専用可能空間）が小規模段階で確保さ

れ，室数増加段階では兼用型から独立型への公室の分

化・専用化へ向かう点で異なり，階により公私の領域

区分の形成が促されているとみてよい．しかし，逆に

6室型では平屋の方で次の間（L）の兼用化により他用

途機能空間が充足される方向にあり，洋室＋座敷の機

能に近づくものとみられる．

6. まとめ

1.接客空間は，続き間座敷，洋室＋座敷， 一つ間座

敷の 3種類が大半であり，特に続き間座敷は全体の

7割を占める．これらの格式性は，その種類、とだん

らん空間との重なりの程度により異なり，空間の種

類では洋室＋座敷，一つ間座敷，続き間座敷，だん

らん空間との重なりでは座敷（L），次の間（L），独

立型の順で，空間装置系の格式性は高まる．しかし

接客空間の種類（続き間座敷，洋室＋座敷）ではア

クセスの差は少なしその意味では続き間空間の連

続性は座敷空間の格式性の為ではなく，多人数接客

の為のものといえ（「格式型」→「転用型」），格式性

は今や空間装置にのみ賦与されているといえる．

2.接客空間を中心とした公室構成は，接客空間の種

類に規定され，住宅規模段階で大きく 3つの流れに

大別される．すなわち，多人数接客をやめ，接客機

能・だんらん機能の分離・独立化を指向するもの（一

つ間座敷系），だんらん機能と重合し，格式性をおと

しつつも多人数接客機能を確保，住宅規模段階が上

がると続き間接客機能とだんらん機能の分離・独立

化を指向するもの（続き間座敷系），次の間を洋室化

し，積極的にだんらん空間との重合をはかるもの（洋

室＋座敷系）である．

3.現在の住宅水準，住宅規模80ぱ～150m', 5室～7

室， 2階建ての公室構成では，続き間座敷が主流で

あるが，階数と密接に関連しており，上・下階によ

る公私室分離の中で，下階公室の重合・分離がはか

られている．このことは，家族人数 ・構成と も関連

するが，就寝機能のうち，特に主寝室の未確立に影

響を与えていると思われる．これに対し，数こそ少

ないものの洋室＋座敷は，各住宅規模でみられ，特

にL・D・K独立型および LDK型に多く，公室の積

極的重合化により多人数接客機能を保持しつつ，だ

んらん空間の拡充がなされており，余室で主寝室の

確立の可能性を有しているといえる．

4.課題としては就寝空間，特に主寝室の検討が必要

である．

最後に，本研究の調査・集計には，昭和59年度卒業

研究生，江崎智子，黒田繁美，東雲聖ー，渡辺晴美 4

君の協力を得た．記して謝意を表します．
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* 1 KDL構成とは K （キ ッチン）， D （夕、イニン

グ）， L （リビング，だんらん空間）の構成であ

り，これらの配置のされ方より， L・D・K独立

型， DK型， LD型， LDK型の 4タイプに分類

した．各室の用途は操作的に次の如く設定した．

DK型は最低4.5畳とし，それ以下は K，その隣

接室を LDとした.DK型では， DKに最も近い

室を Lとした．

* 2 室数は K （キッチン）も 1室として数え，最低

は3畳規模から加えた．従って， KDLのタイプ

により室数に差がある．

* 3 階数は平屋と 2階建てがほとんどで， 3階建て

は3例のみである．

* 4 室規模は広さを畳数に置き換え， 3' 4.5, 6' 

8 ' 10, 12, 14, 16, 18, 20畳に区分．

* 5 床面様式はタタミとタタミ以外で分け，後者を

板張り系とした．

* 6 接客空間は平面により設定，つまり，座敷があ

ればそれは接客目的に設定された空間とした．
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試作したX線的弾性定数測定用引張応力負荷装置

宮川英明
く昭和62年 4月30日受理〉

A Model of Compact Tensile Loading Device 
for X-ray Elastic Constant Measurement 

We made a model of a compact tensile loading device with a builtin load cell mainly designed 

for the X-ray elastic measurement. The measurements were carried out, with the use of the tensile 

loading device, on SS41 carbon steel specimen, and the accuracy of the measurements was examined, 

in which were obtained sufficient results. 

Hideaki加'IIYAGAWA

1.緒 E

X線を用いた応力測定法は，非破壊的に材料の表面

に存在する応力を測定する方法として広く活用されて

いる．このような x.線法を適用して残留応力の測定を

行うためには，測定する試料の X線的弾性定数が既知

でなければならない．日本材料学会材料強度部門委員

会を中心に，フェライト鋼およびオーステナイト鋼に

ついての X線応力測定法標準I）がまとめられ，実用材

料の測定に広く利用されている．しかし，今後は，特

殊な材料や特異な加工履歴を有する材料等に対する応

力測定の要求がますます増加するものと思われ，応力

測定における基本的な定数である X線的弾性定数測

定の必要性も高くなると考えられる．

これまでの研究においては，曲げ応力負荷装置2）を

用いて X線的弾性定数測定を行ってきたが，曲げ法に

よる応力負荷では，簡便ではあるが，試料の裏面に接

着したひずみゲージのひずみ測定値から負荷応力を求

めるため，試料の機械的弾性定数が既知で、なければな

らない．そこで，機械的弾性定数が未知でも所定の応

力を段階的に負荷できる，ロードセルを備えた小型の

引張応力負荷装置を， X線的弾性定数測定用に設計製

作し，その検定を行い精度よい結果が得られたので，

その概要について報告する．

2. 引張応力負荷装置の製作

引張応力負荷装置は， X線応力測定装置の試料台上

にセットして測定を行うため，大きさに制限があり小

型にした．特に現有X線装置の形状寸法の関係上， ψ。
法における高角度入射で， X線の検出器が傾いてくる

方向と反対方向における応力負荷装置の長さを，試料

のX線照射位置から230皿以内に抑えた． ψ。法におけ

る高角度入射において，回折X線の光路は応力測定試

験片から低い角度をとるので，光路を防げないように

し，オーステナイト鋼の CrKβγ（311）回折面の測定

において40度入射まで行えるようにした．試験片に引

張荷重以外の荷重ができるだけ加わらないよう，ス

トッパーのピンは両端それぞれ一本ずっとし，荷重負

荷用のボルト，ナット部には調心座金付単式スラスト

玉軸受を使用した．さらに，回転力によるねじれが試

験片に加わらないようにした．ロードセノレ部は弾d｜生範

囲内で試験片に加わる応力を精度よく検出できるよう

（最大断面積60mm2の試験片までの使用を想定），二軸90

度交文ひずみゲージ（共和二軸ゲージ KFC

-5-D16 11）の一軸を応力負荷軸と同方向に接着し，曲

げひずみを消去し，感度を上げるため，円筒の反対位

置にも同じひずみゲージを接着し，四枚のひずみゲー

ジでブリッジ回路を組んだ．装置の写真を Fig.1に，

Fig. 1 Appearance of the tensile loading 

device. 
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270 

2Q_Q 

Frame Load cell 

Loading bolt 

Fig. 2 Schematic diagram of the tensile 

loading device. 

概略図を Fig.2に示す．

3 • 引張応力負荷装置の検定

3. 1 検定用試験片

引張応力負荷装置の検定のため二種類の試験片を準

備した． 一つは応力負荷装置のロードセルの応カーひ

ずみ関係式を求めるための試験片で，静的荷重をおも

りを用いて負荷するため，必要とする応力が負荷でき

るよう測定部の板幅を狭くした試験片である．材料は

ロードセルを製作するために切り出したのと同じ材料

S35Cを用いた．これを試験片 A とする．も う一つの試

験片は引張応力負荷装置を用いて X線的弾性定数測

定を行い，装置の検定を行うための試験片である．材

Specimen: A 

Specimen: B 

Fig. 3 Test specimens. 

料は SS41で，形状寸法に研削仕上げ後ひずみを除去

するため焼なまし処理 (850℃ X30min, 炉冷）を施し

た．これを試験片 Bとする，試験片 A,Bの形状を Fig.

3に示す．

Fig. 4に試験片 BのCrKaa (211)回折面の背面反

射回折写真を示す．

3. 2 機械的弾性定数測定

引張応力負荷装置のロードセルの応カーひずみ関係

式を求めるためには，後述するように試験片Aの機械
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Fig. 4 X-ray back-reflection photograph 

of specimen B. 

的弾性定数が必要となるので，試験片 Aの弾性定数測

定を行った. Fig. 5に示すように静荷重により， 21段

階に荷重を変えて試験片に引張応力を負荷し，その時

のひずみを測定し応カーひずみ線図を作成した．ひず

みの測定において曲げによる誤差の介入を防ぐため試

験片両面の中央部にひずみゲージを接着し，その平均

値を試験片ひずみとした．同じ測定を三回繰返し測定



3. 3 口一ドセルの応力一ひずみ関係式

引張応力負荷装置を用いて試験片に所定の応力を負

荷するためには，応力負荷装置のロードセルのひずみ

を応力に換算するための，応力 ひずみ関係式が必要

である．この関係式は，機械的弾性定数を測定した試

験片Aを応力負荷装置にセットして，荷重負荷用ボル

ト・ナットを介して荷重を負荷し，試験片Aのひずみ

から応力を求め，同時にロードセルのひずみを測定し，

両者の対応関係から求めた．その結果を Fig.7に示

す．ロードセルの応力一ひずみの関係もよい直線性を

示した．応力 σM(MPa）とひずみ εL（×10 6）の聞の

関係式は（εLはひずみ計で読む生まのデータで，必ずし

も真のひずみではない）

σM二 0.1164εL-65.15 (1) 

となり，この式を用いてロードセルのひずみから試料

に負荷されている応力を知ることができる．
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いないことを示している．
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3. 4 X線的弾性定数測定

引張応力負荷装置がX線的弾性定数測定用装置と

して，精度よ く機能するかどうか検定するため，試験

片 Bを用いて X線的弾性定数の測定を行った．

X線応力測定は島津X線応力測定装置 SMX-50を

用い，テープパンチャーTP20を介してパーソナルコ

ンピュータ NECPC 9801により半価幅 Smoothing

Schematic diagram of the mechanical 

elastic constant measurement. 

し，その平均値を試験片Aの機械的弾性定数とし，応

力負荷装置のロードセルの応力一ひず、み関係式を求め

る実験に用いた．その結果を TableIに示す. Fig. 6 

に示すように応力一ひずみ線図はよく直線にのってお

り，精度よく測定が行われたこと，塑性変形も生じて

Load 

Fig. 5 

Elastic constants of specimen A. 
(unit：×l05MPa) 
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Table II Experimental conditions of X-

ray elastic constant measure-

men ts. 

Apparatus …Shimadzu X-ray diffraction stress analyzer 

SMX 50. Half-value breadth method. 

X-ray, diffraction plane Cr kαα（211) 

Voltage, current 、 30kV,10皿A

Scanning speed 1 deg/ min 

ψo oscillation angle 5 deg 

Specimen oscillation no 

Slit, irradiation mask 0. 46deg, 4. 0×5.0mm' 

Incident angle 0 , 5 , 10, 15, 20, 25, 30, 35, 40deg 

1 time 

Sampling interval 0. ldeg 

Method of mechanical loading …Tension by using 

loading device 

Applied stress ・・ 20, 40, 60, 80, lOOMPa 

3点法3）でデータ処理を行った．回折面は CrKαα

(211）面を用い， ψ口揺動法で

による誤差の介入を防ぐため，測定中の温度変化がで

きるだけないように注意を払った．測定条件の詳細を

Table IIに示す．機械的負荷応力 σMは20, 40, 60, 

80, lOOMPaの5段階とし，それぞれ（1）式を用いて σM

から設定ひずみを算出し，スレーンメータを見ながら

所定のひずみになるように応力負荷装置の応力負荷

ナットを回して，応力を負荷した．

曲げ応力負荷装置を用いて，同じ試験片 BのX線

的弾性定数の測定も行い比較した．製作した引張応力

負荷装置は重いので，現有装置では試料振動法を併用

できないが，曲げ応力負荷装置では可能なので ψ。揺動
と試料振動を同時に行う複合揺動法4）を用いて測定を

行った.Fig. 8にX線的弾性定数測定における負荷応

力と X線応力の関係を示す．引張応力負荷装置による

測定結果の直線性はよく，測定が精度よく行われたこ

とを示している.x線的弾性定数 Kxは，引張応力負荷

装置を用いた場合 Kx= -312. 2MPa/ degとなり， X

線応力測定法標準によるフェライト鋼の値Kx二 一

318MPa/ deg0との差は非常に小さく ，本装置を用い

て精度よい測定が可能であることが明らかになった．

4.結 Eコ

X線的弾性定数測定のための引張応力負荷装置を

Tensile load Bending load 
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Fig. 8 Nominal stress-X-ray stress dia-

grams of specimen B. 

製作し，その検定を行った結果，次のような結論を得

7こ．

(1) 引張応力負荷装置のロードセルの応力一ひず、み関

係式は

σM (MPa) = 0 .1164εL （×10-5) 65 .15 

で与えられる．

(2) 本装置を用いて，機械的弾性定数が未知な材料で

も，精度の高い X線的弾性定数の測定が可能であ

る．

終わりに，本装置の製作に際し助言していただいた

本校機械工学科小田 明，田口紘一両教授，装置の製

作に尽力していただいた本校実習工場の技官の方々，

実験に協力していただいた卒業研究学生諸氏に感謝の

意を表する．
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Output Voltage Of Magnetostriction Filter. 
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This paper details the relation between output voltage and input current in the thin 

magnetostrictive slab which is fixed at the both edges. 

The permeability of output voltage in the magnetostrictive slab which is shaked locally 

and far from the center of the slab is described theoretically in consideration of the width 

of shaking coil and defecting coil. 

From the results obtained, it may be concluded. 

i ） 百1ewave length入isequal to LIN. ( L;length of sample. N; integer) 

Ii ) The amplitude of output voltage is influenced by the frequency of input current on a 

large scale. 

Ill) There is an input current which gives output voltage a maxi mun value. 

Kenji OZAWA 

1 .序
圭-6-
日間

機械振動を利用した素子の歴史は古く，今日では，

主に数十KHz以下でフィルタ等として使われている．

本稿は，両端固定の磁歪薄帯を媒体としたフィルタに

おいて，その長さ方向の中央部付近を局部励振したと

きの出力電圧の周波数特性，及び入力電流特性を理論

的に求めたものである

振したとき発生する歪5均，及び：・x=L/2なる点で点、

励振したときに発生する歪ι＝ドま，それぞれ式 (1)

及び式（ 2 ）となる• I) 

入＝L/N (Lは媒体の長さ， Nは偶数）なる波

長の縦波で共振するフィルタを厳密に実現するには，

励振コイルの住置がL/2でなければならないが，現

実の素子ではL/2からのずれが存在すると考えられ

る。そこで，励振コイルの位置がL/2からずれてい

るときの出力電圧 Vout を，励振 ・出力両コイルのコ

イル長を考慮に入れて求めた．

その結果， VoutU)-J (f：周波数）特性は， Nが整

数である波が存在し得て，その振幅はfによって大き

く変化すること，及びVouiU)-I (I：励振コイル

電流）特性は， Vout を極大にする Iが存在すること

がわかった．なお，前者については，実験結果と大略

待合した．

2. 本
三会．
日開

2. 1 中央部付近を局部励振したときの歪

両端を固定した磁歪体（長さ L）を，均一磁場で励

5均 ＝ A均cos (x/L ・ Nπ） 

ι＝ ~ ＝Ax＝ ~ ・ cos （ニc/L・ZNπ） 

(11), (2）においてNは整数）

Hbias 

励振コイル検出コイル

多ー 磁歪薄帯 ｜…l LJ ~ 
。 1 T x, X2 αb  

2 

図 1 励振 ・検出コイルの配置

(1) 

(2) 

x 

ここで，図.1の如 く，励振コイルが媒体の中心か

らずれておかれている場合において発生する歪5を以

下の様にして求める。

5を，式 (1），式 （2）から類推して式（ 3）で

表わす。

~ (x)=A’cos (x/L ・ N’Tr) (3) 

式（ 3）において， 5の振幅A’は，歪が発生したと仮
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定したとき，励振コイルの位置における歪の大きさに

比例した量の和 Sf ，及び励振コイル電流による励振

駆動力 T に比例するものと考える．

:.A’ex: s~ .τ 

従って， x=1/2・Lで歪EがOである波も発生し得

ることになる。よって，式（ 3）におけるN’は整数と

、なり，式 (1）型の歪分布となる．

二.N’＝N

x
 

，α
 

品
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則
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土
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F

て ＝I'M=I'χn同 L

式（ 6），式（ 7）において，

X1, X2は 励振コイルの巻き始め，巻き終りの位置

であり， I', M, xはそれぞれ磁歪体の磁歪率，磁化

磁化率であり， η川， tはそれぞれ励振コイルの巻き

密度，励振電流である。

．・.~（ x) =A’・ cos(x/L・N’π）

2L I Nπ 
=C一一・Icos-( x，＋ゐ） ・sin一（ぉ－x,)

Nπ・1 2L 2L 

×I'xninC叫yNπ）/2Isinwt 

ただし， i =/2Isiηwtとし， w=NπIL・ vで、ある．

2・2 検出磁束

図・ lの点xにおける，直流バイアス磁場，及び励

振コイルからの誘導磁場，ピラリ効果による磁場をそ

れぞれHbias(x），及びHind（幼， Hvu1(x），とし，更に，

これらに基づく磁束を，仇ias( x），及び仇nd(x)' 

ゆviii(x）とすると，

仏（ x) = 1（μ＋川山（ x) ds 

<fiirut(X) = 1（日）九（ x) ds 

イ（μ＋x)C（川inds

品川（x) =lxH，叫！！（ x) ds 

=1χr f( x) ds 

ただし，上式において， Sは検出コイルの断面積であ

り， Hinは励振コイルの存在する位置における磁界で

あり，またT’は逆磁歪率2）である．

(4) 

検出コイル 1ターン当りにより，磁束が検出される効

率は，その原因の発生場所，発生機構により，その空

間分布が異なると考えられるので，バイアス磁場，及

び誘導磁場，ピラリ効果による磁場に対応するその効

率を，それぞれKbias(x） ，及び~Knct( x), Kvm（引とす

ると，コイル lターン当りの鎖交磁束数グ（x）は次の

様になる．

ゆ’（x)=Kbιas( x）・。bιαs(x) +Krut( x）・ぬnd(x)

(5) 

+K叫ii(X）・ゆ叫ll(x) (13) 

(6) 
検出コイルの単住長当りの巻き数をnoutとすると，検

出コイルの全鎖交磁束数φは，

φ＝トω 川む(7) ）
 

A品
玄

噌
E
Eム（
 

ただし， α， bは，それぞれ，検出コイルの左・右の

端の位置を示す．

2・3 検出電圧

検出電圧をVoutとすると，

v. dφ ー一…Out- dt ,.-

=Vbi回＋ Virut + v.仇 ll (1日

(8) 

ただし，右辺の各量はそれぞれ次の通りである．

v,. =---1:__ I b nout. Kbias( x) I (μ+x) Hb同（ x) dsdx 
dt Jα Js 

Vind＝一三1b nout Kind（エ）1（μ十刈 C(x) Hindsdx 
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上の三式を計算すると

vbる国 =O (1日

(9) 
V「 －nouilbKind( x) C( x) dx-finnl（μ＋川 S

=-ABnout ・η同 w.／玄I℃ oswt (1司

(10) 
( A二 1（山

V叫 t

）
 

噌
E
E
a晶

噌
E
E
A（
 

キ7い I'SKvt11手［f(x）白 (18) 

試料の断面積を Sとし Kvm( x）はα三五x三五 bでは x

にはよらないとした．

式（18）に， ( 8）を代入し，計算すると，次の様に

なる．
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図.4の特性に数値を代入して計算したものが，図・

6である．ただし，下の数値を用いた．

X1=168.4mm, X2=178.4mm, L=298.8mmであり，図の

実線は α＝213.8mm, b =223.8mm，また破線は， α＝ 

42.8mm, b =52.8mmの場合である．縦軸は相対値であ

る．

第 24号有明工業高等専門学校紀要

Nπ 
Vvw=-2 vC ・ s tη （b－α） co~（ b ＋α） 

2L 2L 

2LI Nπ 
×I'x.ni ・-I cos-(x1 ＋ゐ）

n NπI 2L 

!'!!!(x2-x1) I ×./"ZI cos（主主vt〕(19) 
2L I ¥ L J 

出力電圧の実効値をEoutとすると，

Ev111 

－ι4』 α＝213.8,

---0--0.”α＝ 42.8, 

（
相
対
値
）
ぉ

Ea叫 ＝ABηinηoutWI 

b =223.8mm 

b = 52.8mm 

21 

dr 

+(4LCηmηouiKvill S V ／π） x.2 I'’I'I 

×（川｛ s iη芝（b一α）cos吾川）！

×｜ ω部品川） sゆ ，－x.)I 
15 

10 

（ただし w=Nπv/L) 由。

式（20）より， Eoutは， ωとIの関数であり，またそ

の発生機構から，次の様に表わされる．

ロ1)Eoui(w, I)=Eι1ld(w, I）十Evw(W, I) 

Ei1ld( w, I) =Ci wl 

白2)(C1ニ ABn;nηout)

Eout-w特性を，図・ 7の実験回路で求めた．

図・ 7において，③の磁歪帯は， ALLIE D社製ア

モルファス磁歪体ME T G L A S 2605 C Oであり寸法

は，長さ L=298.8mm，断面は2伽lffi×0.02mmである．

④は，外径21.7 cmの塩化ピニル管に，長さ l.5mにわ

たりエナメル線を一様に1444回巻いたものである．

⑦の励振ゴイルは， 0.32mmゅのエナメル線を断面 5mm 

×3伽m，長さ1伽1mのボビ ンに170回巻いたものであり，

③の検出コイルは，⑦と同ーのボビンに， O.lmmのエナ

メル線を60回巻いたものである

実験は図において，磁歪体に800gwの張力を与え I

DC二 OmA一定のもとで，励振コイル電流（入力電流）

I= 1・0' 2・0, 4 • 0, 6 • 0 m Aの各場合につ

いて， Iの周波数fを0～lOOKHzの範囲で変化させた

ときの，検出コイルの電圧 Eoutを， 電圧計 V2で読ん

だ．

なお，励振コイルの位置は， Xiニ 168.4mm，ぉ＝178.4

Evi11一一一一N図6

験｛芙3. 

Evw( w, I) = C2 X.2 I' I'’I 

×WMfsiη主主（b α） cos!/;( b＋α）！ 
l 2L 2L J 

I co／！＇！（…I sin1#i.x,-x,) I 2L 2L I 

(23) 

式（22），式（23）を定性的に示すと，図.2～図・

5となる．

( C2 = 4LCninnout K叫 11Sv／π）

ι／ 

,,.Ein 

レ／ 〉ω

O＇図2 Einct－一ω

Ev】11

rヲ久、ヲ
。図5 Evin一一一I

w 

Evi11 w 。図4
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EoutlmVI I =4.0mA 

「砂4一α＝213.8mm,

・べ〉心－~ b = 42.8mm, 
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mmで、あり，検出コイルの住置は， α＝213.8mm, b = 

223.8mmの場合と， α＝42.8mm, b =52. 8 mmの場合の二

通りの実験を行った．

JIKHZI一一一→

Eout-f 

b! LL.＇χ 

l一一皇道

~ 
/ 
② 図10

ン
ン
ク
ロ
ス

コ
ー
プ

/' 
③ 

：幽
一
関
T
①

⑥；増幅器

⑦；励振コイル

③；検出コイル

③；電圧計

Eout－一一ω測定回路

①，②；試料固定具

③；アモルファス磁歪薄帯

④ ；バイアスコイル

⑤ ；発振器

図7

100 

fl KHZ I一ー一一→I =l.OmA EouT1mv1 
1.5 

Eout一一一f

各測定結果は，図 ・8～図・ 11となり，図において実

線は α＝213.8mm, b =223.8 mm，破線は α＝42.8mm, 

b =52.8mmの場合を表わす．

図114」・－ α＝213.8mm,
ーひベト α＝ 42.8mm, 

1.0 

0.5 

び

パルス伝搬速度 uの実測値v= 4 km/ se cを用いる

と， f=vi 2v×N =6. 6 N [KHZ Jとなり，図・ 8～図・

11がEinctを含んでいると思われることを考慮すると，

図・ 6のEvi11-N特性は，図 .8～図 ・11をよく説

明していると言える。

今後の課題として，実験値EoutをEvinとEinctI二分離測

定すること， Eout(Evill，又はKnct）一一 Iにおける数

値計算，及び実測こと等が考えられる．

t土
J)＼口4. 

図8

I = 2.0mA• 

献

1）たとえば，野村昭一他：振動・波動入門 （コ

ロナ社）

2）菊池喜充他：超音波技術便覧（日刊工業新聞

社）
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。，，M
m
一

ー

は
v

f

 
Eout-f 図9

1.0 



有明工業高等専門学校紀要第 24号

プログラマブル・コントローラを用いた

実験用シーケンス制御装置の試作

須 藤修一
く昭和62年 9月21日受理〉

Trial Manufacturing of a Sequence Control Apparatus 
using a Programmable Controller 

123 

A sequence control system using the programmable controller was taken up as a graduation 

research theme. The system was for an inspection line for pudding-cups on a belt conveyer. 

Though the system was very simple, good educational results were obtained in the workshop, for 

the study of sequence control and programmable controllers is of on-the-spot engineering which 

would be difficult for students to study in the classroom. 

Syuichi SUDOH 

1. まえがき

プログラマブ侍ル・コントローラ（以下 PCという）が

オートメーション用機器として登場して，すでに15年

以上が経過した．近年コンビュータ技術およびマイク

ロプロセッサ技術の進歩によって， PCは大きな発展

をとげ，急速に普及が拡大しつつある．数年後には

1,000億円市場を形成するといわれており I），いまや

PCは産業用オート メーショ ンの基本的道具として確

固たる地歩を築くにいたっている．

このときにあたり「PCを応用したシーケンス制御」

の学習を電気工学科学生に課することは，卒業後の進

路を考えるとき有意義であろうと考え，卒業研究に取

り上げることとした. 61年度にはベルトコンベアにお

ける検びん びんを検査する一一システムの構築を

目的として，装置および、プログラムの製作を行ってい

る．以下報告する．

2.試作装置の動作と PC導入のポイン卜

試作をした装置の基本的動作はつぎのようなもので

ある．（ぴんとして今回は G製菓会社のプリン容器を

イ吏用した）．

「自動運転」に入るとミニコ ンベアの上をプリ ン

の容器が移動する．コンベア上のある地点で，プ

リンの充填量の過不足および蓋の有無をチェック

し，良品はそのまま通過させて個数の計数を行う．

もし不良品が来れば排出用アームが動作して，コ

ンベアの方向と直角方向に排出し，良品と同様に

計数する．（図 1)

凶巴

1.回転検出用PHS（）＼＇；電スイッチ） 6.液面検出用 PHS
2.ベルトコンベア 7.不良品ケース

3. プリン容器 8.良品ケース

4.同期用 PHS 9.不良品排出用アーム

5.蓋検出用 PHS

図 l システム構成
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2. 1 動作の概要

まず電源を投入した時点、で， PCは排出用アーム

（後述 3. 4参照）の現在位置を確かめ，ホームポ

ジションで待機していなければホームポジションに

戻す．つぎに「自動運転」または「手動運転」をセ

レクタスイッチで選択する．

2. 1. 1 「自動運転」を選択した場合

(1) ベルトコンベアの電源を投入する．このとき

その回転開始が光電スイッチで確認される．

(2) プリン容器に蓋がありかつ中身が適量であれ

ば「良品」としてコンベアの終端まで流す．蓋

および液面の検出は， 3. 2で述べる各種の検

出用光電スイ ッチによった．なおプリ ン量の検

出は液面によることとし，容器の上端から 5±

1.5阻の範囲にあれば適正（良品）と判断するこ

ととした．

良品がこの検出部を通過する時点で，良品数

表示器（ユニット式ディスプレイ）の数値が加

算される．

(3) 光電スイッチで検出の結果J蓋はあるが中身

が不適量」の場合と「蓋・中身ともに無し」の

場合は不良品と判断し，コンベア上の不良品の

流れと同期をとり，排出用アームによりコンベ

アの動きと直角方向に排出する（図 2）.排出用

アームが前進端に到達した時点で，不良品数表

示器の数値を加算する．

「蓋が無く中身が入っている」場合は，排出

するとプリンがこぽれるおそれがあるため，ブ

ザーを鳴らし，2.5秒間コンベアを止めこの間に

手でもって除去する（これはロボットのハンド

を想定した動きである）．その後コンベアは再始

動する．

図2 不良品排出の状況

(4) 良品数もしくは不良品数が満杯の10個に達し

たら，それぞれの表示器の数値をリセットしコ

ンベアを 3秒間停止する．その後，再度自動運

転に入る．

2. 1. 2 「手動運転」を選択した場合

(1) 手動時には，「寸動運転」と「連続運転」とを

選択することができる．

(2) 「寸動運転」選択時には，押しボタンスイッ

チを押しているあいだコンベアは運転し，手を

放せばコンベアは停止する．

「連続運転」選択時については説明を要しまい．

(3) 排出用アームについても，セレクタスイッチ

の切り替えによって前進・停止・後退の選択が

可能である．

2. 2 PC導入のポイント

上述のようにこのラインの制御仕様はきわめて簡

単なものである．生産現場的に見ればポイントとい

える程のものはないであろう．

しかし今回の場合は設計者（学生）がこの種のラ

インの現場体験がまったく無いために，試運転段階

においてプログラムの変更と制御器具の調整とが同

時に進行し，これらが相互に関連しあう形で装置製

作が進行することとなった．このためプログラムの

変更・修正が容易な PCの特性が充分に発揮される

こととなった．

3.試作装置の構成部品

試作した装置を構成する主な部品はつぎのとおりで

ある．

3. 1 PC （プログラマブル・コントローラ）

ラダーチャート式プログラム，基本命令数12，応

用命令数15，プログラム容量は最大1,194ステップ，

入出力リレー点数84点（その他詳細は省略）という

小型の PC(T社製 SYSMAC C20型）を使用し

た．（図 3)

3. 2 検出用光電スイッチ

・プリンレベル（充填量過不足）検出用…透過型

(T社製 E3R-5E4型）

・プリン蓋の有無検出用…限定反射型（同 E3S 

-LSlOXE型）

・プリン容器同期用…拡散反射型（同 E3R

-DS30E4型）

この 3種類については図 4参照．
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・ベノレトコンベア回転検出用…回帰反射型（同

E3R-R2E4型）

3. 3 検査対象として使用したプI）.ン容器

この容器は透明度の高いプラスチック製で，高さ

60mm，上蓋の直径70mm，内容積110gである．蓋とし

て反射性の良いアルミフオイルが貼られている．

3・4 不良品排出用アーム

普通なら空圧シリンダが使用されるところである

が圧縮空気が得られなかったので，電動式によるこ

ととし，ラック・ピニオン型直線動作機構リニアド・

モータ（0社製 4LB455S RAT型）のストローク

図3 プログラマプル・コントローラ

（前景は操作車の一部）

図4 光電スイッチ

を135mmに調整して使用した．特性は速度45凹／sec,

許容推力40kg,lOOV 50/60Hzである．（図 5)

3 • 5 ベル卜コンベア

ベルト幅100皿，機長1,000凹，許容全荷重 7kg／全

機長，速度0.3～6m／分（可変）の小型機（M社製

MMX2 103 100 100型）である．今回は5.4m／分で、

イ更用した． （図 6)

3. 6 その｛也

リレー，ユニット式ディスプレイ，リミットスイッ

チなど．

図5 不良品排出アーム

ヤ
ψ， 

図6 コンベアと検出部
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4. プログラムについて

上述した程度の簡単な動作であるから，本プログラ

ムの総ステップ数は245，スキャンタイムは9.17msで

ある．そのうち 2～ 3特徴的な部分を紹介する．

4. 1 容器の蓋の有無の検出プログラム

蓋は薄いアルミフオイル製で若干内側に凹み，か

っしわのある状態で貼り付けられている．したがっ

て蓋検出用光電スイッチから投光された赤外線の反

射光は 1パルスでなく ，数10個のパルスとしてセン

ス（0002. PCの入力ユニットの端子番号）されてし

まう．これに対しては「葦あり」の立上り微分信号

をつくり， 1秒間出力（1109. 出力ユニ ットの端子

番号）を保持することで解決した．（図 7)

0002 ___J LJ u L」」一一蓋検出

1110ー」1 「蓋あり」立上り微分信号

1109ー」←一一1s一一一--i.一同保持

T19 fL保持の解除

立上り微分

1109 
タイマNo.19

1秒

図7 蓋の有無検出のラダー／タイムチャー ト

4. 2 中身検出プログラム

中身用光電スイッチは，まず下限（蓋上端より 5+

1.5皿）のレベルを，ついで上限（同じく 5-1.5凹）

の順にセンスする．以下図 8により説明する．

4. 2. 1 中身が適量である場合

まず下限用光電スイッチ（0103.入力ユニット

の端子番号）が遮光されて OFFとなり，その立下

り微分出力（1205）でタイマのNo.16とNo.18とが動

作を始める．そして内部補助リレー（1206）がl.3 

秒間保持される．

ついで0.5秒以内に上限用光電スイッチ（0003)

が遮光されず ONのままであると，内部補助リレ

立下り微分

微分保持

タイマNo.16
l. 3秒

「過多」

タイマNo17

1.1秒

1206 タイマNo.18

0. 5秒

「適量」

図8 中身検出ラダーチャート

下限遮光

」

丹
、

υ

F

ヘυ

ハU
A

H
V

句
ha

－
nJ
“

nu

－－
 

立下り微分

1206 同保持

l←一一l3S一一一→t一 保持解除T16 

0003一一一－－；；：－一一一一一一一一上限光透過
三Oレベル

1115 ~ 

T17 

「適量」出力

T18 

1203 

図9 中身適量のタイ ムチャート

一 （1115）が OFFのまま，したがって適量と判断

され「適量」（1203. 出力ユニットの端子番号）が

ONとなり出力される．（図 9)

4. 2. 2 中身が過多である場合

下限用（0103）および上限用（0003）がともに

遮光されて OFFとなり「過多」と判断され，これ

を1.1秒間保持するためタイマNo.17が動作を開始

する．そして（1115）が ONし「過多」と判断さ

れる．（図10)

なおプログラムで（0103）がOFFして（0003)

がOFFするまでのごく短時間に 「適量J(1203) 
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が出力されるが，この間には同期信号（0007）が

入力されないため誤動作することはない．

4. 2. 3 中身が過少である場合

下限用（0103）が遮光されることなく ON状態

のままなので，立上り微分信号（1205）が出力さ

れず「不良」と判断される．

0103一寸 ｜ 下限遮光

1205 _l1 

m斗」
T16 l之 l.3s--:>{L_

--;i r 上限遮光

1115←」」←一一一l.ls一一→L 「過多j出力

n7 : IL同解除

叩 与o什 」

ロ03-11

図10 中身過多時のタイムチャート

5.むすび

シーケンス制御は「現場の実学J2）といわれており，

学的体系を整えるにいたっていないため，とくに座学

では教えにくい代物である．したがって卒業研究一一

これは多少なりとも具体的テーマを与えうる とい

う形態をとることによって，少数ではあったが学生に

「プログラマブル・コントローラによるシーケンス制

御」を体験させることができた．

卒研指導の際，検びんシステムについては動作の概

要を話したのみであったから，学生はマニュアルとカ

タログを手に自ら考えハード・ソフトを構築していく

こととなったが，大いに興味をもって製作に当たって

いたようである．

今後この装置の学生実験への展開を考えているが，

いろいろと問題点もあり，なお検討が必要であると考

えている．

最後に本卒業研究に従事し装置を完成してくれた電

気工学科5年生，衛藤浩美（現キャノン側），河野清（現

（鮒安川電機製作所），清谷和久（現日本電装（捕）の 3君

に謝意を表する．
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p 66 

2）楠田・海江田・三河尻：プログラマブル・コント

ローラ入門 （オーム社）
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種々のタイプのTT Lを用いた

非安定マルチバイブレータ

近藤誠四郎

An Astable Multivibrator Using Various Types of TTL 

129 

Various types of TTL are now in use. In this paf er will be discussed the oscillation 

period of an astable multivibrator using these types of TTL. The calculated result from the 

formulas which have often been used for the oscillation period will be compared with the value 

by actual measurement, and then by setting up an imaginary voltage level gained by this value 

an empirical formula which can be applied to all types will be introduced. 

Seishiro Kondo 

1. まえ が き

TT Lを用いた非安定マルチパイプレータについて

は，既に多くの研究が行われており，その発振周期の

計算式も解析の結果として種々求められている． しか

し標準タイプのTT Lを用いた場合，計算値と実測値

の聞には大きな差があり，正確な発振周期を求めてお

くことは困難で、あった．

一方TT Lは，その製造開始以来高速化あるいは低

消費電力化のための種々の改良がなされ，現在数種の

タイプのものが使用されている．それらの内部回路形

式，回路定数および特性等はタイプ毎に異っており，

ディジタル的な使用法においては，この差異は問題と

ならないが，非安定マルチバイブレータのようなリニ

アな領域を使用する場合は当然その違いが影響を与え

る．ここでは過去に提案された計算式を用いて得られ

た値と実測値の関係についてN, LS, ALS, Fの

4タイプについて検討を行い，更に全タイプに共通に

適用できる実験式を求めた．非安定マルチパイプレー

タの回路形式は数種あるが，最も良く用いられている

図1のものとした．

2. 回路動作と発振周期

図 lの回路において，各部波形は図 2に示したよう

なものとなる．この回路の Vo, Vi2は定常状態でHレ

ベルとなるので，一担Lレベルへ下降した後， Cが充

電されるに従ってHレベ八ノへ向って上昇する．発振周

期は，入力電圧Vif.J＇車三移電圧Veに達するまでの時間で

決定される．

従来，使用されている計算式の中，二式を示す．

一つの式は入力電圧が，定常値Veeへ向って時定数

c 

図 1 非安定マルチパイプレータ回路

v＂~ ~／ 

1「
v,,1 Jl j 

v「LJ
図2 非安定マルチパイプレータの各部波形
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(2)'1 c Rで上昇するものとし，転移電圧はスレッショルド

電圧 Vthとして求めたもので，次式のように与えられ

ている．

r (Vcc-Vt1,)+(VoH-Voi) ] 
T=ZCR Pη｜ ｜ 

l Vee-Vth J 

VoH: Hレベル出力電圧

VoL: Lレベル出力電圧

Vee：電源電庄

他の一つの式は， Cの充 A .R. 

電は図3に示すようにRii' I/ 干v,,
よびRαを通して行われるも I I R, 

のとし定常値はいり --icl 't;tJ又一

低い後述のV胸 とみなして 、V 」」

求められたもので，次式の 図3 標準形TT Lにお
ける Cの充電電流ように与えられる．

－
 ）
 

噌
E
A（

 

7400 c =0.1〔μF〕
T 
〔πs〕
250 

ill 

200 

測定f1[i.

150 

ハUハUl
 

50 

。。 0.5 1.0 1.5 2.0 R 

〔k.Q〕
図4 (a) 

T 
〔μS〕

250 

74ALSOO C=O.l [μF〕

200 

121 

150 

100 

50 

。。
図4 (c) 

2.0 R 
〔K.Q〕

図4 発振周期の計算値と測定値

図4 (d) 

r 2 ( 1十人－K)
T=2 CR'Pn I 

l (1 +A)-J(I+入）2-4K(l ＋入）

R’＿ RRα 一－R+Rα 

入 － Rα 一 一R+Rα 

K-VHeq一九九
Vo11-VoL 

打 R(Vee-VaE) + RαVo11 
川 ieci- R+Rα 

4種のTT Lについて， C=O.l〔μF〕の場合につい

て，表 lに示す値を用いて計算した結果および測定値

を図 1(a), (b), (c), (d）に示す．( 1)' ( 2）式

ともに74FOO以外は実測値との間に大きな差があり，

Rの値が大きい場合，特にその差が大きく数十%もの

違いが認められる．

、lJ
n
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S
閃
d

T

μ
r
d
 

〔
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〔K.Q〕
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74 FOO C=O.l〔μF〕
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型式 RaJk!IJ Vth[v[ Vclvl V。Hlvl V10Hlvl VoL!vl 

N 4 1.4 1.35 3.4 2.5 0.2 

LS 20 1.1 1.00 3.3 =a=V。H 0.2 

ALS 37 1. 3 1.25 3.4 =cc V OH 0.25 

F 10 1.6 1.45 3.45 =:=V。H 0.2 

表

3. 実験式の導出

本回路の回路動作は複雑であり ，これを厳密に解析

することは困難であり， 近似的な解析によって得られ

た計算式によ って求めた値は，前述のようにあまり 良

い結果は得られない．そ こで，ここでは実験的に得ら

れたデータをもとにして，TTLのタイプの違いによ

らず全てに適用でき，実測値により近い値を求める こ

とのできる実用的な式を導くこととした。

Rの可変範囲は，通常多く用いられている 〔kQ〕 前

f妥とし200国 〕~2 〔kQ〕 とした．

各タ イプの本回路における入， 出力波形は写真 1

(a), (b), (c), (d)に示すようなものであり，入

力波形は下降時の転移直前の部分を除いて，ほぼ直線

波とみなすことができる．従って

①入力波は直線波として近似する．

転移電圧V占ついては，転移が起るための条件 とし

て，少なくとも電圧増巾度Avの大きさは 1以上である

ことが必要なので，図 5のような入，出力特性におい

て，Av=-1となる点の入力電圧をVeとし，このとき

の出力電圧をV叫 とする.Ve! こついてはVthよりわずか

に低い値となるが，できる限りデータブックその他で

得られる値を用いることとする．従って

(a) 400 

yo 
(c) 74ALS 00 

V。H

V。,H -
I
I
I
I

I

I

I

I

I

I

ー111
ーー

□

1
1

ー
[

L
O
 

゜
＞
 Vじ

図5 TTLの入出力特性

(d) 74FOO 

写真 1 R=l 〔kQ〕, C=O. ゚47〔μ的

（上）入力波形（下）出力波形

y: 2 〔v/div〕 X: 10 〔μs/div〕
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②転移入力電圧はVthとする．

③出力電圧下降時の振巾はV'ott-VoLとする．

図6に示すような入力電圧波形において

0三五 t壬 T/2のとき

Vi=VoL十（Vc+Vott-2VoL)Eす

t =Tl 2とおくと

れ＝VoL+(Vc十Voc2VoL)e k 
又 Vm刊は

Vminニ Vx一（ VoH’－VoL) 

=-Vott'+2 VoL ＋（九十VoH 2 VoL)e －去

(1 ), ( 2）式等の結果および測定結果より， 7400を

除いては

TキK1τ1 又はT王子K2r2

従って

T K, T K円
一一年ーニ又はーーキ一二
2τI 2 2TJ 2τ1 

R R内

ただし れ ＝CR, r2ニ C一一ーとー
A 必 R+Rα

R ~Rα ならば r1 土子 r2 となり VminはRには無関係に

一定とみなすことができる．これは実測によっても確

言忍できる．

Vmin－ー一ーーーー－ーー－－ー』・

Vtteq 

Vrs 

Vth 

。
-VminfA 

図6 入力電圧波形

T 
2 

τ t 

図7 直線近似した場合の－Vmin, Vth, Yrsの関係

Vminなる一定値が存在することを基にして，次のよう

な入力電圧の仮想定常値Vrsを導入する．図 7に示す

ように入力電圧上昇時の定常電圧は（ 2）式において与

えられているVtteqと考えられる． この波形上でVeに達

した時刻がパルス巾T/2となる． この点Bと（t=O,

V;=-Vmin）なる A点を結び，この延長と t＝τとの

交点Cの電位をVisとすると次式が成り立つ．

Vis＝一日ι出丸＋ Vmm)-! 
乙τ

一方入力電圧viは次式のように示される．

Vi = VHeq ( VHeq+ V削 ＋Vm；ηk+

t=T/ 2とおくと

Ve = VHeq一（ VHeq+ V用問kir-

( V11Pa+ V,世間＼:. T= 2 dnl 川町 山川 l
“＼ VHeq-Ve / 

Vr+V明 M.・. V,.=-V祖師＋ ,c 品川 、

•o … £ ( VHeq+V前向｝
π＼ VHeq-V；と／

Vminは前述のようにほぼ一定， Veも一定である．

打（Vee-Vae)R+ VaHRα 
Y Heq 

R+Rα 

(Vee-VaE）走＋VaH

た＋1

R>Rαならば、VtteqキYott

従ってR>Rα ならばRに無関係なVrsなる一定電圧が

存在すると考えられる．

④実測値より仮想定常値Vrsを求め，これを導入す

る．

以上①～④の前提のもとで，波形を示すと図 8のよう

になり

0三三 t豆T/2のとき

民＝（ V仇＋ VoH VoL) ( Vi九十 VoH-2VoL）士

T 

図8 直線近似波形
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t =T/2のとき

Vx=( Viけ VoH-VoLト（ Vi1i十VoH-2VoL）τJ_ (3) 
.::: r, 

T/2三五 t三五Tのとき

t-T/2 
Vi=( Vx-Vo/+ VoL）十（Vis-Vx+ VoH’－VoL）一一二一

r2 

t=Tのとき

Vi1i=( Vx-V'aH+ V，山 （Vis Vx+VoH'-VoL）よ
Lτz 

(3), (4）より

, !V1s-Vi1i+VoH1-VoH ¥ VoH-Vo/ 
T'+2・l r, r,JT+4・ r,r,=O 

¥ Vi1i+VoH-2VoL ' '/ Vi1i+VoH-2VoL '' 

T={ r2 Ar,+V(r2-Aτ1)2-4Bτ1 

A Vis Vi1i + VoH' -VoH 
V仇＋ VoH 2VoL 

B- VoH-VoH' 
－ Vt九＋ VoH-2VoL 

VoHキ VoH1のときは

T=2（τ2-A'r1) 

A Vis-Ve 
Vt九十 VoH-2VoL

一方Vrsについては，図 7の関係より次式が成り立つ．

T Vt1i-V市川

C RRα Vis十 V市川

R+Rα 

C RR,, 
.".Vis=( Vi1i+ Vmm) ・一一~－ v;

T R+Rα 

c =0.047〔μF〕， I〔kQ〕のときの実測値より求めた

Vrsの値を表 2に示す．

タイプ N LS I ALS I LS 

Vrs 〔v〕I 2.1 I 2.7 2.45 2.7 

表 2

表 I，表 2の値を用いると（ 5）式は次式のとうりと

なる．ただし， C：〔メE〕， R：〔kQ〕， T：〔ms〕とする．

N: 

ド CR｛古＋o.肌＋J（品＋0.091)2一読l

－（品－0.州
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I 10 ¥ 
T=2CR（－一一一0.237)

¥R+ 10 I 

上式を用いて， c=0.l[μF〕の場合について計算した

結果を図 4(a), (b), (c), (d）に破線で示す． 4 

種とも実測値に非常に近い値が得られることがわかる．

図はC=O.l〔μF〕の場合であるが，他の容量の場合

も全く同様の結果が得られた．

4. 考 察
(5) 

(1), (2）式を使用して計算した結果は，前述のよ

うにTT Lのタイプによって，実測値との差がかなり

認められるが，最近多く用いられているLS, ALS, 

Fタイプについては，標準タイプに比べ実測値に近い

f直カf得＝られることカfわかった．

ここでは実測波形において，入力電圧の最低電位・

-Vmwが， Rを変化しでもほぼ一定であることに着目

して，これより Vrsなる仮想的な入力電圧レベルを導入

することによって，実験式を導いたが，その結果LS, 

ALS, Fタイプについては0.2～2.0〔kQ〕の範囲では．

正確な発振周期を求められる式が得られた．標準タイ

プについては，さらにYott’なる出力電圧下降時のHレ

ベ、ル電圧を用いて上昇時の電圧変化と区別することに

よって， 1.0～1.6〔k.Q）の範囲で実測値とほぼ一致する

式が得られた．標準タイプについては1.6〔k副以上で

は計算できないという問題点はあるものの充分実用に

なるものである．

5. あとがき

今回はRの範囲を，従来多く使用されている 1〔kQ〕

前後ということで0.2～ 2.0〔kQ〕の範囲としたが，発

振可能な Rの上限値はTT Lのタイプによって異なり，

ほぼ表 3に示すような値である．特にベース入力回路

となっている AL Sについては，非常に広範囲のRに

対して発振可能で、ある．従ってLS, ALS, Fタイ

プを用いた回路については，より高いRに対して（5)

式がどの程度適用できるものか今後検討を行う必要が

タイプ N LS I AL S I LS 

Rm ax〔k.Q〕I 3.6 220 3.8 7.8 

表 3
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ある．文今回使用していない S A S等の他のタイプ

について，又他の非安定マルチパイプレータの回路形

式についても，検討していく必要がある．

6. 参考文献
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Circuit Data Book 
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4) ALS/ AS Logic Circuit Data Book 
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5) FAST Data Book 

（フェアチャイルド ジャパン）



有明工業高等専門学校紀要第 24号 135 

爆発硬化した高マンガンオーステナイト鋳鋼の

機械的性質と破面形態

小田明
く昭和62年 9月9日受理〉

乱1echanicalProperties and Fractographic Features of 
Explosion Hardened High Manganese Austenitic Cast Steel 

The mechanical properties and fractographic features of explosion hardened high manganese 

austenitic cast steel were examined as compared with those of the original and drop hammer worked 

steels. 

The results obtained are summarized as follow 

(1) The surface hardness and hardness distribution of explosion hardened layer are affected by 

the shape and size of material, the quantity and setting method of explosive, and the number of times 

of explosion working. 

(2) Work hardening by the detonation of explosive is attributed mainly to deformation twin 

formed by working as well as drop hammer working, and it can be considered that there is no effect 

of ε－phase produced in the thin surface layer of explosion hardened steel. 

(3) The mechanical properties of cold worked high manganese steel depends upon the degree of 

working regardless of explosion or drop hammer working. 

(4) The fractographic features of original, explosion hardened and drop hammer worked steels 

are similar, and in a tensile-test specimen a lameller structure occupies most of fracture surface, and 

in a Charpy impact fracture dimple is almost all. 

Akira ODA 

1.緒 Eコ

昭和55年 3月，爆発硬化高マンガンレールクロヅシ

ングの実用試験レール第 l号が上越線越後湯沢構内に

敷設され，その優れた耐久性能が認められるに及んで，

さらに年間通トン数の高い品川駅はじめ東海道，山陽

線数箇所に実用試験が拡大されている．しかし，摩耗

量や表面状態の現場測定調査以外には，爆発硬化高マ

ンガン鋼の性状については明らかにされていない．そ

れゆえ，前報I）～5）で硬さ，組織，残留応力，耐摩耗性な

どの諸特性について報告した．実用レールにとって最

も重要な問題は摩耗を含めての損壊であり，破損の基

本は機械的性質と破壊特性である．本報ではこの観点

から，高マンガン鋳鋼の未硬化素材，爆発硬化材およ

び高度の冷間加工材（落錘衝撃加工材）について，機

械的性質と破面形態を比較検討した．

2. 実験方法

供試材料は前報ト5）と同じ Hadfield’s組成の高マン

ガン鋼鋳鋼品 SCMnH3の未硬化素材（1050°C，水

冷），爆発硬化材（爆速6300m/sec, 3および5皿厚シー

ト状の Penthrite+ R. D. X.爆薬によるし 2' 3回爆

発加工材）と落錘衝撃加工材（ 1回の衝撃エネルギー

E=m ・g・h= 13.2×9.8×1.15 joule, 3000回負荷）で

ある．

試験片は Fig.1 (a), (b), (c）に示す 3種のブロックと

両面を同時に爆発加工した板厚25～1.5凹の 4種の小

板から製作した JIS7号引張試験片， JIS4号シャル

ビー衝撃試験片および必要に応じて供試フゃロックから

切り出した硬さ測定用試験片である．引張り，衝撃，

硬さ試験は JISに準拠して行い，破面は走査電顕観察

した．透過電顕観察には日本電子 JEM-2000CX(200 

kV）を用いた．
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Fig. 1 Testing materials. 

3.実験結果と考察

3. 1 硬さと爆発加工条件

Fig. 2 (a), (b), (c）に硬さ測定の結果を示す．図（a）は

レール頭部形状を持つ供試材 Fig.l (a）に 1～ 3回爆

発加工（爆薬厚さ 3mm）した場合の硬さ分布である．

爆発加工回数を増すにつれて，表面硬さが高くなり硬

化深さがます．また，角隅部は上，側両面からの爆発

衝撃が効いて内層部の硬さが高い．断面図に示した

ハッチングは Hv280以上の硬化層を示す．表面硬さは

3回爆発加工 E3材で，この鋼の加工硬化の限界値的7）に

ほぼ達している．

図（b）はレールクロッシングのノーズレーノレと類似の

形状の供試材 Fig.1(b）における h1～hs断面の硬さ分

布である．爆薬は図に示すように頭頂面から両側面に

かけて，高さ35凹で一様に逆 U字形にセットされて爆

発加工されている．したがって，ノーズ先端部に向か

うにつれて上面よりも両側面からの爆発衝撃が次第に

大きく作用することになるため，頭頂面の表面硬さが

先端部に向かうほど低くなり，逆に内層部の硬さは高

くなっている．

図（c）は板厚25～1.5皿の 4種類の100×100皿板に両
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Fig. 2 Hardness distributions of explosion har-

dened layers of testing materials. 

面同時爆発加工（爆薬厚さ 3凹）を 2団施した板断面

の硬さ分布である．表面硬さは大差がないが，板厚が

薄いほど一様な硬さに近づいている．

Fig. 3は素材の板厚と爆発加工条件（加工回数・爆薬

厚さ）を変えて， Fig.l (c）に示す供試材を上面から爆発

加工したプロック断面の硬さ分布である．この結果か

ら一（1）表面硬さは試験片 Ez-3( 2回加工・爆薬厚さ 3

凹）が最も高い，（2）試験片 E1-s( 1回加工・爆薬厚さ

5凹）は，表面硬さは試験片 Ei-3( 1回加工・爆薬厚

さ3mm）と同等で，硬化層が最も深い.(3）板厚が変わっ

ても上記の傾向は成立する．一ことがわかる．また，

板厚に着目してみると， 90凹のデータが示すように，

(4）板厚が大きいと内層部の硬さが，いずれの加工条件

でも次第に高くなる．これは，板厚が薄い場合には爆

発衝撃エネルギーの一部が床面へ逃散するのに対し，

板厚が大きいとエネルギーの大部分が供試フゃロックに

吸収されて，内層部まで、変形が及ぶ、ためと考えられる．

以上のような結果から，素材の形状寸法，爆薬のセツ
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Thickness of specimen:30mm 
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Fig. 3 Hardness distributions of explosion har-

dened layer of testing material (C). 

ト方法，爆薬量（厚さ），爆発加工回数などが異なる

と，表面硬さ，硬さこう配，硬化深さが異なるので，

部材の要求に適合する加工条件の選定が重要であるこ

とがわかる．

3. 2 加工硬化挙動と微視的組織

高マンガン鋼は使用中に受ける外部からの衝撃に

よって次第に加工硬化し，これが耐摩耗性に寄与して

いることは周知のとおりである.Fig. 4は未硬化素材

Eo，爆発加工材 E2およびショットピーニング加工材 S

の22×18×高さ26.6凹の小片に，落錘衝撃を与えた場

合の衝撃負荷前後の硬さ分布を示す．衝撃端部の加工

Fig. 4 Hardness distributions before impact and 

after 3000 impacts of drop hammer wor-

ked specimens. 

90 

Base 

Fig. 5 

硬化層の深さまたは有無にかかわりなく ，3000回衝撃

負荷後には 3供試材とも同様な硬さ分布に達している．

図中に示したように，爆発硬化材が最も変形量が小さ

く衝撃負荷後の試験片の高さが大きい.Fig. 5は爆発

硬化材 E2の初期5回衝撃負荷で，試験片側面に生じた

ひずみ模様である．図から，底面側の未硬化軟質部の

変形が優先され‘また，直接衝撃を受けた爆発硬化表

層部にも変形の形跡が見られる．このように，各国の

衝撃毎に変形は選択的に最も変形し易い箇所に起こり

つつ進行し， 3000回負荷後には上記のような硬さ分布

に達するものと推測される．

Fig. 6は爆発加工材および落錘衝撃加工材の表層部

から作成した薄膜試料の透過電顕組織を示す．図 a

l, a 2は爆発硬化面から約0.5,8.5皿層，図b l, 

b 2は落錘衝撃材の表層，内層の組織である.a 1, 

b 1は両者とも厚さ数100λ以下の板状結晶が

0.05～1 μm間隔で多数観察され，強い衝撃を受けて

生じた変形双晶と推測される 8）.板状結品は内層では

その密度は著し く小さく ，深さ数回以上の内層になる

と，a 2, b 2のような方向性をもっ絡み合った転位



爆発硬化した高マンガンオーステナイト鋳鋼の機械的性質と破面形態

100 

138 

Fig. 6 

T
a
l
l
－－ 

T
守

1
・・
．．
 

0 10 20 30 40 : 
Distance from surface(mm~ 

Specimen:T Eo E2 H 

－－a
 

A

『．a
 

b

－－ 
E

－
 

企
『
口
’

．．．
 

a

－
 

‘－
 

v・
h

－

M
H
a－
－
ua 

L

－
 

a－－
 a
 

・・・・＆

＋・・
．・．・
．
h

・h

牟・川口ぺ

t

ura
－－・・
4

nu 

nu 
nu 

司

J

ωωωC刀
』
ロ
工

200 

Results of tensile-test for original, explo-

sion and drop hammer hardened speci-

mens. 

Fig. 7 

に対し試験片Tの第一表層部材の σB，σωがやや低く

δが小さい結果を示している．これは E2材との爆発加

工のちがいや爆発硬化表層材にはマイクロクラックが

存在することがあるので，それらの影響と思われる．

約言すると，高マンガン鋼冷間加工材の機械的性質

は，加工が爆発衝撃または落錘衝撃によって行われた

こととを問わず，単純に，加工度が大きくて硬いもの

は強く伸びが小さいと判断してよいように考えられる．

前節で述べた微視的組織はそれを裏付けている．

3. 4 衝撃試験結果

Fig. 8はテーパー付供試ブロック Fig.1(b）の 11～13

部から製作した11本の Vノッチシャルビー衝撃試験

片JIS4号と素材 Eo，板厚10.5凹素材に両面同時爆発

加工を 1～ 2回施した爆発硬化材E1,E2および落錘衝

撃材 Hから製作した12本の衝撃試験結果を示す．ただ

し13のみは板幅不足のため 8×10u断面である．試験

片は Vノッチ加工により硬化層を除去しないよう，硬

化面が側面になるように製作した．素材E。を除くそれ

ぞれは，引張試験片と同様，試験片断面の一部に硬化

層をもっ不均質材で，その硬さ分布を衝撃値データと

対応させて図示しである．硬さ分布に着目して衝撃値

群のみである．このように両材には微視的組織に相違

が認められない．

高マンガン鋼の加工硬化に関しては，イマルテンサ

イト説をはじめ， ε相，変形双晶，積層欠陥説など多く

の研究結果9）～13）があるが，その硬化挙動は複雑でF十分

解明されているとはいい難い．本供試材料では既報1)

のように爆発硬化面の薄層に X線回折分析で ε相の

存在が認められているが，わずか10数μmの電解研磨

で消失するので確認するにいたっていない． ε相も変

形双晶も加工硬化の主因をなすといわれているが，次

節で述べるように，爆発硬化，第一表層部材と両面同

時二回爆発硬化材E2，落錘衝撃加工材 Hの引張試験

結果に大差がないことから，表層薄層に生ずる ε相は

巨視的には機械的性質に大きく寄与せず，硬化の主因

は加工により生じた変形双品に負うところが大きいと

推測される．

3. 3 引張試験結果

Fig. 7は供試ブロック Fig.1(b）の T部か ら切り 出

した板厚 1凹の ]IS7号試験片16本と，同供試材の未

硬化部から製作した12本 (E。：素材， E2：切り出した

1.5皿厚の板材に両面同時爆発加工を 2回施したもの，

H：切り出した板に落錘衝撃3000回を負荷して加工硬

化させたもの）の引張試験結果である．表層部から製

作した試験片 Tの数本は，図の Hv値データが示すよ

うに板厚方向に硬さこう配を有し，試験片 E2,H も完

全な均質材ではない．したがって， Fig.7の実験結果は

板の一部に爆発硬化層または衝撃加工硬化層を有する

不均質材の性質を示すものである．図から引張強さ

σB，耐力 0"0.2は硬さ Hvにほぼ比例し，伸び δは反比例

することがわかる．同図には試験片 E0,E2, H材各 4

本の結果を平均値と上限下限の範囲で示しであるが，

爆発硬化材E2と落錘衝撃材 H とは大差はなしこれ
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を見ると，（1）加工硬化度が小さいものほどじん性が大

きい.(2) I1～13の硬い表層部はごく浅いので衝撃値に

はほとんど影響を与えていない．（図中の＊印bは破

面観察で，内層に爆発加工により生じていたと思われ

るき裂が先在していた.) (3) I1～Lは薄肉部になるほど

平均的に硬化度が大きくなるので，比例してじん性が

小さくなる.(4）最も爆発硬化度が大きいノーズ先端部

の13，および同程度の硬化度をもっ10.5凹板両面同時

2回爆発加工材 E2，落錘衝撃材Hの衝撃値はおよそ

20kg f-m/cm2で，高マンガン鋼は高度の冷間加工を与え

て硬化させても，じん性は著しく低下しないことがわ

かる．特に注目されるのは， I1～13のデータが示すよう

に，爆発硬化層の存在は，き裂などの欠陥が先在しな

ければじん性に悪影響を与えていないことである．一

方，既報4）のように爆発硬化層は著しく耐摩耗性を向

上させるから，爆発硬化はレールクロッシングにとっ

て有効な表面硬化法である．

3. 5 破面形態

3. 5. 1 静引張破面

Fig. 9 (a), (b), (c）は素材 Eo，爆発硬化材E2および落

錘衝撃材Hの静引張破面の走査電顕像である.a-1, 

b-1, c-1は低倍率のマク ロ破面でいずれも粒界に

沿った二次き裂が見られる.a, b, cの2～3は三供試

材の代表的な破面形態を比較して示した．三供試材と

もよく類似した形態で大差は認められない．延性材料

の静引張破面は一般にディンプル破面を呈する場合が

多いが，高マンガン鋼では図中に示した A,B, C, D 

の4種の混合形態、を呈する.Aは破面の大部分をし

め，擬へき開破面と思われるが，詳細に観察すると，
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平行な薄板積層状の構造をしている.b-4は爆発硬化

表層部b-2のA破面を詳細に観察するために，試料

を45°傾斜させて撮影した高倍率像である．薄板状の細

かい平行な段差が認められ，破断した薄板断面には微

細なディンプルが見られる．この形態はすべり変形の

痕跡で，すべると硬化して変形抵抗を増すので，すべ

りは次々と未変形部に移行し，全領域が極限まですべ

り変形したのち，薄板が引張破断したものと推測され

る．この変形・破壊機構が高マンガン鋼の優れた延性

と関連するものと考えられる．このような多数のすべ

りが進行するなかには，稀に， Bで示すようなすべり

面でせん断分離した破面も認められる.B破面は非常

に滑らかに見えるが，詳細に観察するとすべり条痕の

凹凸が認められる.a-5はこれを示す a-3の拡大像で

ある．また，すべり面でせん断分離した部分は b-3' 

c-3のcのような二次き裂として観察される箇所も随

所に認められる.a-4には微細なディンプノレと比較的

大きなディンプルが密集しているが，このような箇所

は非常に少なし大部分は b-3やc-3に見られるよ

うに，ディンプルは極く局部に限られる．

3. 5. 2 衝撃破面

Fig.lO(a), (b), (c）は三供試材Eo,E2, Hのシャルビー

衝撃破面である. a-1 , b-1 , c-1は低倍率のマク ロ

破面で，静引張破面とは異なり，粒界に沿った二次き

裂はほとんど見られない.a 2～ 3' b-2～ 4' c-2 

～4は高倍率像で各々の撮影場所を下段の断面図に示

した．試験片は b-4のみ硬化層が打撃端になるよう

に，他は硬化部が側面になるよう製作した．鋼のシャ

ルビー衝撃破面では，き裂の伝ぱに伴う引張応力の変

化と周辺部の材料拘束のため，マクロ的にはノッチ端

部は繊維状破面，打撃端部と両側周辺部はシャー・リッ

プ，中央部は放射状破面となり，繊維状破面および

シャー・リップにはディンプノレが生じ，放射状破面に

はへき開を生じやすい bee金属では，へき開ファセッ

トやリバー・パターン，タングが生ずるのが一般的で

あり，また， fee金属ではそのようなぜい性破面の特徴

をほとんど生じないとされている 14)15）.三供試材の破

面形態は大差はな く， a-3, b 3, e-2で代表される

等軸ディンプル，伸長形デインプルとすべり面破壊を

示す蛇行すべりの混合で，なかでもディンプルが大部

分を示め，ぜい性破壊の特徴は見られない．図中に示

した記号は A：薄板積層状の破面， B：すべり面破壊，

c：二次き裂， D：ディンプルで， Eは一見せやい性破面

のように見えるが，詳細に観察すると a-3のEのよう

に蛇行すべりやリップルが認められる．図b-4, e 4 

に示したような破面は極めて少ない．約言すると，高

マンガン鋼のシャルピー衝撃破面は粒内延性破壊の特
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a-3 

E

E

 
ぷLr 

b-2 

b-4 

Specimen: H 
c-1 (Drop hammer working) 

Fig. 9 SEM photographs of tensile-test fractures for original, explosion and drop hammer hardened 

specimens. 
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徴で占められており，これが，高いじん性と関連して

し3る．

前節で述べたように，高マンガン鋼の静引張破面の

大部分は薄板積層状の破面で，これに対し衝撃面の大

部分はディンプルである．両者のちがいは応力負荷速

度によるもので，潜在するディンプル核となる微小介

在物粒子があっても，静引張りではすべりが最優先で

進行していくのに対し，衝撃負荷では応力負荷速度が

大きいので，介在物粒子が応力集中源として働き，す

べりの進行より微小空洞の生成合体が優先されること

によるものと推測される．

4.結百

Hadfield’s組成の高マ ンガンオーテナイト鋳鋼の

未硬化素材，爆発硬化材および落錘衝撃硬化材の機械

的性質と破面形態を調べた．結果は次のように要約さ

れる．

(1）爆発硬化材の表面硬さ，硬さこう配，硬化深さは，

素材の形状寸法，爆薬セット方法，爆薬量，爆発加

工回数に影響されるので，部材の要求に適合する加

工条件の選定が必要である．

(2）爆発硬化の主因は，落錘衝撃加工と同様で，加工

により生じた変形双品に負うところが大きく，爆発

硬化表層薄層部に生ずる ε相は機械的性質に大き

な影響は及ぽさない．

(3) 高マンガン鋼冷問加工材の機械的性質は，爆発加

工，落錘衝撃加工の知何を問わず，加工度に依存す

る．

(4) 高マンガン鋼未硬化素材，爆発硬化材および落錘

衝撃加工材の破面形態は類似しており，静引張りで

は薄板積層状の破面が大部分を占め，シャルビー衝

撃破面ではほとんどすべてディンプルである．

終わりに，透過電顕観察にご助力いただいた防衛大

学校物理教室山下忠美，種目庸二両教授ならびに日本

電子闘技術本部EM応用研究室長柴富邦夫氏に深謝

の意を表する．また，供試材料は旭化成工業側化薬事

業部のご厚意により供与された．記して感謝の意を表

する．
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ポリウレタンの熱分解に関する研究 第13報

一－Pyr-GC-MSによるポリオールの熱分解生成ガスの同定一一

吉武紀道・古川睦久＊

丸尾三成・畑川竜也
く昭和62年 9月21日受理〉

A Study of Thermal Degradation of Polyurethanes (13) 
一一Identificationof Thermal Degradation Compounds of Polyols by Pyr-GC-MS一一

Gaseous components which were pyrolysis products of polyols in polyurethanes were identified 

by Pyr-GC-MS. Polyols were degraded at 600。C and silicagel was used as column. Each polyols 

showed characteristic pyrograms. However Gaseous components of each polyol were carbon 

monooxide, carbondioxide, methane, ethane, propane, ethylene, propylene, butene, and 1, 3・butadieneetc. 

Norimiti YOSHITAKE・MutsuhisaFURUKAWA* • Mitsunari MARUO 
and Tatsuya HAT AGA羽TA

1.緒 Eコ

ポリウレタンの熱分解機構を Pry-GC,Pyr-GC-MS 

を用い熱分解生成物から検討した文献はかなりあるが

シリカゲルを充填剤として用いて検討した文献は見当

らない1～6).

前報7,8）ではポリウレタンの Pyr-GCにおいてシリカ

ゲ、ルカラム（内径 3mm×l皿）を用い得られたパイロ

グラムを形成する気体成分のピークの同定を保持時間

と検出器の特性を生かして行なうと共に，そのパイロ

グラムの形によりポリオール成分の同定が出来ること

を報告した．

本研究では Pyr-GC-MSを用いてピークの同定をそ

のマススペクト Jレから行った．その結果，Pyr-GCでは

同定出来なかった二成分の同定が可能となった．又各

ポリオールの考えられる熱分解箇所の検討を行った．

2. 実 恵食

2. 1 実験装置及び実験条件

熱分解装置（柳本KK製 GP・1018型）をガスクロマト

グラフ（柳本KK製 G・2800型）に接続し，更にインター

フェースを介してマススペクトル装置（電子科学KK製

EMD-05A型 MS検出器）と接続して用いた．カラムは

シリカゲルガラスカラム（ 1 m）で，昇温条件は初め

＊長崎大学工学部材料工学科

60°Cで 5分間保 ち，次いで昇温速度20°C/minで

180°Cまで昇温し以後はその温度を保った．熱分解温度

は600℃とした．その他の測定条件は次の通りであっ

た．

ガスクロマトグラフ装置

キャリヤーガス圧： 1 kg/cm' He 

試料室温度： 230℃ 

検出器温度 ： 200。C

マススペクトノレ装置

イオン源温度 ： 200℃ 

イオン電流： 8 μA 

セパレータ温度： 200℃ 

真空度 ： io-s～6×io-6mm Hg 

熱分解は，試料を微量，白金製の試料ホルダーに取

り石英管内を落下させ電気炉で熱分解させることによ

り行った．熱分解生成物は GCで分離され各ピークの

頂点附近でマススペクトルを測定した．各対応する

ピークにNo.l, 2等の番号を付けた．気体成分ピーク

の同定は，標準マススペクトル9）との比較によって

行った．

2. 2 試料

ポリオール試料として， PEG-200（ポリオキシエチレ

ングリコーノレ），PPG”200 （ポリオキシプロピレングリ

コーノレ），PTMG-650（ポリオキシテ 卜ラメチレングリ

コーノレ）, PEA-1000 （ポリエチレンアジペート）を使

用した.200, 650等の数字は，分子量を表す．
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3.結果と考察

3. 1 ポリオールの熱分解生成物

図 1にPyr-GC・MSで得られた各ポリオールの熱分

解によるパイログラム，各ピークの保持時間（Rt）と

ピーク高さ（PH%）を示す．各パイログラムにおいで

ほぼ同ーの保持時間（Rt）をもっピークに，同ーの番

号をNo.l, 2と付けた．前報の Pyr-GCのそれとほぼ同

じRtの所にピークがあらわれた．前報7）の Pyr-GCの

パイ ログラムと形状がやや異なっているのは，使用し

た検出器（TCD,FID検出器と MS検出器）のそれぞ

れの成分に対する検出感度の違いによるものと考える．

各ポリオールのパイログラム（図 1）のピークに対応

するマススペクトルを図 2～5に示す．図 2～5には

同定に用いた標準試料のマススペクトルも示す．マス

スペクトノレは最大強度を持つピークを100とする相対

強度（RelativeIntensity, R. l.) で表示している．

PEGのパイ ログラムではNo.1～No.7の 7本のピー

クが観察された．各ピークのマススペクトノレからNo.1

はm/z28のピークの存在より，一酸化炭素と同定され

た.No. 2ピークは， m/zl6のメタンであるがm/z28の

一酸化炭素も含まれていた．ピークNo.3はm/z28,ml 

z30等からエタンと同定された．ピークNo.4は，ピーク

No. 5の左側の膨らみ部分で、マススペク トルを測定した

が二酸化炭素と同定された.No.5,No.6ピークは，ピー

ク群の形状と m/z値よりそれぞれエチレン，プロパン

と同定された．ピークNo.7はm/z27,41, 42のピーク

よりプロピレンと同定されるが，他に m/z50～55と

m/z78ピークよりベンゼンの存在も考えられる．

PPGのパイ ログラムにおいてはピークNo.1～No.9 

の9本のピークが存在した．ピークNo.7までは， PEG

の場合と全く同様に同定された.PEGと異なるピーク

はピークNo.8，ピークNo.9であるが，ブテン及び 1,3・

プタジエンと同定された．しかしながらピークNo.8は，

ブテンとは言えるものの四種の異性体のマススペクト

ルは酷似しておりこれからだけでは判断出来ない．

PTMGのそれにおいても 9本のピーク（ピークNo.1

～No. 9）がみられ，その成分は PPGのそれと全く同ー

であるが，ピークNo.9のマススペク トルにべンゼ、ンと

考え られるピークも存在した．

PEAのパイ ログラムにおいてもポリエーテル系の

ピークとほぽ同様の保持時間にピークを示すがポリ

エーテルと異なりピークNo.4が極めて大きく，ピーク

No. 5と二つのピークを形成した．またポリエーテル系

ピークNo.6としていたピークの Rtの所に二本の小

ピークが存在した．これらのピークの内， Rtの小さい

方をピークNo.6，大きい方をピークNo.6＇とする．これら

のピークを拡大したパイ ログラムを図 5に示す．ピー

クNo.6のマススペクトノレはプロパンと考えられ PEG,

PPG, PTMGの場合と同じである．但し m/z78のベン

ゼンを含んでいる．ピークNo.6’はその拡大されたパイ

ログラムのマススペクトルよりアセチレンと考えられ

る．ここでも m/z78のベンゼンを含んで‘いる．

ベンゼンの存在については，不規則に現われており

GCには，現われていない．アセチレンは熱分解ガス中

にPEAの場合を除き認められてはいないが検出でき

ない程度の微量成分として存在することは考えられる．

もし存在すればイオン化室に達したアセチレンは何ら

かの金属類の触媒作用によって三量化しベンゼンが生

じたものと考えられる．

3. 2 ポリオールの熱分解箇所の検討

以上の同定とピークの半定量的結果から熱分解箇所

を検討した．

メタン，一酸化炭素は各ポリオールでト共通にかなり

存在するから C-C,0-C, C0-0等の結合が切断さ

れているものと考えられる．

PEGではエチレン，エタ ンが最大ピークであること

からC-0結合（a,c）で主に分解していると考えられる．

-o{cH2jc吋
a b c d 

acより CH2= CH2, CH3-CH3 

abより更に bで切れて CH4,COが生成する．

PEGに於ける切断部分

PPGでは，プロピレンが顕著に現われている．また

プロパンも少量ながら四種のポリオール中では最も大

きい．エチレン，エタンは，比較的少量である.c4ピー

ク（ブテン， 1,3－プタジエン）が存在するがこれは側

鎖のメチル基がラジカルとして生じ，繰り返し単位よ

り生じるプロピレンラジカルと結合して生成したもの

と考えられる．

b c 
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acより CH2=CH CH3, CH3-CH2-CH3 

CH3・（e）＋・CH二 CH-CH3 (a, c) 

→ C4, CH2=CH-CH=CH2 

ブテン異性体

PPGに診ける切断部分
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PTMGではエチレン，エタンが多く生じている．プ

ロピレン，プロパンもかなり多い.c4も生じている．

などのことから繰り返し単位内のテトラメチレ X連鎖

で切れる場合もあるが連鎖内のc-c結合の切断も少

なくないものと考えられる．

叫－o{cH2-j吋吋
a b c d e 

a, c, eで切れて CH2二 CH2,CH3-CH3 

ad又は beCH2 =CH -CH3, CH3 -CH2 -CH3 

aeより C4,CH2=CH-CH=CH2，ブテン異性イ本

PTMGに於ける切断部分

PEAでは C02が大量に生じている．エチレンはかな

り生じているがプロピレンは比較的少ないし，プロパ

ンは極めて微量である.c4成分も生じている．これか

らc-co,0 C部分で主に切断していると考えられ

る．

トイ日十H2~CH2 -lCH2~吋川CH2－何十
a a 

ac, giより C02 

ik, ce, eg, dfより CH2=CH2.CH三 CH

cf, dgより CH2=CH-CH3 

cgより C4,CH2 =CH CH= CH2ブテン異性体

PEAに於ける切断部分

その結果，エチレン（ia)(ce, egにおける切断によ

り，また dfより 生じるエチレンも考えられる．）プロピ

レンの存在はcf, dgからの切断によって生じると考

えると説明できる．

詳細な熱分解機構の説明については，次報にゆずる．

4.結 呈A‘
日間

600℃での PEG,PPG, PTMG, PEAの熱分解生成

物についてシリカゲ、ルを充填剤とする Pyr-GC-MSで

検討した．検出された熱分解生成物はすべてのポ リ

オールについて同ーの化合物でありパイ ログラムの

ピーク強度に違いがあるのみであることがわかった．

また PEAのそれには他のポリオールには見られない

アセチレンが存在した．

これらのポリオールの熱分解生成物はシリカゲルで

検出される範囲では

1.一酸化炭素

4.二酸化炭素

7. プロピレン

2. メタン

5. エチレン

以上 PEG（ピークNo.1～No. 7) 

3.エタン

6 プロパン

8.ブテン 9. 1, 3ブタジエン

以上 PTMG, PPG （ピークNo.l～No. 9) 

更に6＇アセチレン

以上 PEA（ピークNo.l～No. 9 , No. 6 ＇）であった ．

これらのポリオールで‘合成されたポリウレタンの熱

分解生成物の内， 前報市）で述べたと同様にシリカゲ、jレ

で分析する限り ，検出される成分は用いたポリオール

の熱分解生成物と全く同一であった．

これらのことからポリウレタンはこの熱分解条件で

まずポリオールとジイソシアナート （又はその誘導化

合物）に熱分解する．次に各成分は小さな分子に熱分

解する．これらの熱分解生成物の内， ジイソシアナー

トやポリオールの熱分解より生成した液体成分は，シ

リカゲ／レカラムに吸着され，ガス成分のみが分離され

パイ ログラム として得られる．

熱分解生成物の生成ピークの半定量的結果より分解

の切断箇所を検討した．その結果， 1 )PEG, PPGに

おいては繰り返し単位内のエーテノレ部分より切断され

エチレン，プロピ レンを主に生じること. 2) PTMG 

ではメチレン連鎖が長いためブテン類，1,3－ブタジエ

ン等の c4成分のみならず連鎖聞のc-c結合でも切

断しエチレン，プロピレン等をもかなり生成すること．

3)PEAでは構造内にエステノレ結合を含むために二酸

化炭素を大量に生成， つまりC-CO,0-C結合で切

断し，エチレン，プロピレン（プロピレンは比較的少

ない） c4成分を生じること等が分った．
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本校新入生の体力・運動能力調査（II)

仁田原 元 ・塚本邦重
近藤誠四郎

く昭和62年 9月18日受理〉

An Examination of New Students' Physical Strength and Capacity 
for Locomotion in Ariake National College of Technology 

The purpose of the present paper is to provide the new students of this school with those basic 

data on their physical strength and capacity for locomotion, which are particularly necessary for 

their continuation of club activities. The analysis of the data will help to improve their mental and 

physical development through their club activities. 

Hajime NIT AHARA・KunishigeTSUKAMOTO 
and Seishiro KONDO 

研 究目的

前回の本校学生体力・運動能力調査で得た資料結果

で入学時から 5年間（昭和58年～昭和62年）の測定値

に興味ある変動が推測され，これらの標本を有意差検

定（testof significance）を実施，測定結果を知り指

導技術の発展及び学校体育においては，身体の形態や

機能の発達運動能力等効果を最大に発揮する為，成長

発達のようすを知り繰り返して実施，前後の結果を比

較検討するものである．

研究方法

1.対 象

有明工業高等専門学校・第5学年・機械工学科34名，

電気工学科30名，工業化学科30名，建築学科33名，合

計128名を対象とした．

2.測定期間

昭和62年 4月～ 6月

3. 測定項目及び方法

(1) 体格：身長・体重

(2）敏捷性：反復横とび

(3) 基礎運動技能：垂直とび・50m走・走り幅とび・

ハンド・ボール投

(4) 静的筋力：背筋力・握力

(5) 循環機能：踏み台昇降運動

(6) 柔軟性：伏臥上体そらし ・立位体前屈

(7) 持久走： l,500m

方法は文部省スポーツテスト実施要領にて測定．

4.結果と考察

測定結果は，表 lM（機械）・表 2E （電気）・表 3

C （化学）・表 4A （建築）で説明，グラフで各項目別

に1年次から 5年次の差異を学科別に示した．

学校保健統計調査によると，全国X身長19歳171.0 

cm, 20歳170.6cm，体重19歳62.8kg,20歳63.4kgであ

り，本校X身長169.4cm，体重61.3kgであり，平均値で

劣っている．身長・体重には日差があり，身長におい

ては起床時最大，就床時最低となり，差 1cm～ 2 cmと

言われているので，中央値に近い午前10時頃が測定時

間としては望ましいと思う．

反復横とびにおいては 5年次に上昇し，文部省体育

局の全国高専19歳時のXでは50.47点で，本校X45.95

点で敏捷性の最大値は18歳～19歳その後低下傾向であ

る．本校の場合 4学科平均値以下である．

垂直とび，瞬発力においても 5年次で上昇，前記と

同じ く18歳～19歳時が最大値とされ以後29歳位まで維

持されている．全国高専19歳時X63.26cm，本校X62.72 

cmでト小差で、平均値以下である．各科別では， E（電気）

で＋o.74cm平均値を上回っている．

背筋力・全国高専19歳時Xl42.84kg，本校Xl38・5

kgで1年次より上昇しているが，平均値で劣っている．

学科でE （電気）において＋5.06kg上回っている．

握力，全国高専19歳時X48.09kg，本校X48.40kg,

握力において平均値をクリアーしている． l年次と 5

年次の差で約 6kgの上昇であり ，最大値は21歳で以後

29歳位まで維持しているようだ．

伏臥上体そらし，全国高専19歳時X59.26cm，本校X

55.05cm，これは 1年次測定値より 5年次測定値が劣っ

ている．全国比においても4.2lcm差で、劣り，各学科の

Best 5 Xの少ない数値で61.8cmで、ある．柔軟性におい

ては女子学生が優れているのは一般的理解であり，本
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校の少ない標本においてもその傾向である．

立位体前屈においても， E （電気）以外は l年次測

定数値が優れている．全国比においても， 0.3cm劣って

いる．

踏み台昇降運動は， l年次測定値と 5年次測定値と

ではE （電気）が5年次で上昇しているが，他学科に

おいては 5年次で低下している．全国高専19歳時X

65.21指数，本校X59.67指数であり，ハーバード・ス

テップテストのブルーア（LucienBrouha）の評価段

階においては指数55～64は普通よりやや劣るという評

価に位置する．

運動能力50m走においては，全国高専19歳時X7.26

秒に対して本校X7.22秒で僅かであるが平均値より上

である．最大値は22歳位とされており，以後停滞傾向

からゆるやかな低下傾向とされている．女子において

は早熟性である．

走り幅とび，全国高専19歳時X4.55m，本校X4.41

m，本校の場合4学科とも 1年次と 5年次の差が極め

て僅かで‘ある．全国比でみると17歳時まで急上昇して

21歳～23歳で最大値を表わすとされている．

ハンドボーノレ投げ，全国高専19歳時X29.71m，本校

X32.17mで， 1年次から 5年次において急上昇して

おり全国比においても高い数値である．

懸垂腕屈伸，全国高専19歳時X9.18回，本校X7.75

回で全国比で劣っている. 17歳時までゆるやかな向上

傾向を続けて21歳～23歳で最大値を示すとされている．

持久走l,500m，全国高専19歳時X6分18秒，本校X

6分12秒で全国比より優れている．本校の場合， 1年

次測定値と 5年次測定値では 1年次測定値が28秒差で

優れている. 16歳～17歳で最大値とされているので結

果が等しい事になる．

表 5において統計的有意差検定を実施．

5年次の測定値から1年次の測定値を引き，その数

値の平均値を m，標本の標準偏差を Sとし

t _I m-o I Vil_ Im I Vil 
s s 

ただし S= /D m-x)2 
Vη－1 

tが自由度 n-1危険率 5%の tすなわち t0. 05よ

り大きければ差があると認める．

反復横とび M （機械工学科）

t =1.623で自由度 n-1 =30の t0. 05は2.042であ

るから t=1.623は2.042より小さいので差が生じたと

は結論できない．

E （電気工学科）

t =2.347で自由度 n-1 =30の t0.05は2.042であ

るから t=2.347は2.042より大きいので差が生じたと

結論できる．

c （工業化学科）

t =7. 761で自由度 n-1 =29の t0.05は2.045であ

るから t= 7. 761は2.045より大きいので差が生じたと

結論できる．

A （建築学科）

t =4. 798で自由度 n-1二 32の t0.05は2.036であ

るから t=4. 798は2.036であるから t=4. 798は2.036

より大きいので差が生じたと結論できる．

以下この方法で表5で示した．

計算は本校電気科電算室で処理した．

参考文献
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日本体育協会
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水野忠文
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表 1 (M) 

反復 垂直
握 カ 伏臥上 立位体 踏み台 走り幅 ハンドポ 懸垂腕

横とぴ とび
背筋力

体そらし 前屈 昇降運動
50m走

とび ール投げ 屈｛申
持久走 身長 体重

右 左 平均

1.卓球 35 50 121 50 47 48.5 4g 10 60.9 7.4 4.29 26 10 ※ 5.15 165.0 56.0 

2. 44 56 145 52 47 49.5 ※ 65 14 40 7.8 4.40 33 3 6.12 179.0 ※ 72.5 

3. 46 55 105 38 38 38 7. 7 4.36 29 5 6.21 166.3 59.5 

4. 45 56 145 46 50 48 59 12 66.l 7.2 4.40 34 6 6.10 173.2 57 .0 

5.硬庭 45 ※ 75 57 ※ 23 60.l 7 .1 4. 70 32 7 6.01 ※ 179.2 ※ 70.5 

6. ラグヒ.. _ ※49 64 129 52 46 49 46 15 53.3 ※ 6.6 ※ 5.00 35 8 5.40 161.2 61.0 

7. 62 147 50 8 53.5 7.6 4.45 22 6 6.07 ※ 180.5 61.5 

8. 43 50 105 45 45 45 46 16 50.5 7.7 4.15 28 4 6.34 161.7 61.0 

9. 46 65 138 50 40 45 60 17 51.4 7 .4 4.30 26 8 6.28 174.0 60.0 

10.卓球 ※48 61 150 ※ 63 51 ※ 57 36 10 7. 7 4.25 32 9 5.48 167.8 59.5 

11. ラクモ：・－ 43 62 ※160 51 45 48 43 13 62. 7 ※ 6.9 4. 70 34 ※ 12 ※ 5.17 167 .2 67 .0 

12. 39 53 122 44 42 43 60 10 50.6 8.4 3.46 24 2 6.40 161.4 58.0 

13. 60 120 53 49 51 49 7 49.9 7. 7 4.69 30 7 6.52 166.2 59.5 

14. 47 63 ※172 54 50 52 ※ 69 15 50.3 7 .4 4.47 ※ 37 8 6.32 172.0 66.5 

15.硬庭 47 64 120 47 43 45 ※ 61 ※ 19 59.2 ※ 6.9 4. 70 32 7 ※ 5.00 169.2 58.5 

16.ノfレー ※49 ※ 84 146 52 50 51 ※ 74 ※ 20 ※ 70.3 7.2 4.89 32 10 5.45 174.0 61.5 

17. 42 59 105 38 33 36 49 13 47. l 7 .6 4.10 29 5 7 .03 168.5 53.0 

18.陸 上 43 58 148 ※ 56 48 57 44 ※ 18 ※ 86.5 7.1 4.60 ※ 40 6 ※ 5.15 ※ 183.3 ※ 74.5 

19. 44 52 136 ※ 55 49 52 54 17 55.9 7 .8 4.00 30 。 7 .13 166.9 ※ 82.0 

20.陸 上 46 68 ※167 ※ 56 ※ 55 ※ 55.5 55 12 54.5 7.0 ※ 5.00 ※ 42 ※ 13 5.50 ※ 182.5 ※ 71.0 

21.硬庭 44 61 139 49 46 47 57 18 ※ 71.4 ※ 6.9 4.90 29 ※ 12 5.17 160.5 57.0 

22. サッカー 47 57 140 47 49 48 56 5 53.2 7 .4 3.90 29 4 7.16 171.3 62.5 

23. 44 58 141 53 ※ 52 ※ 52.5 52 11 47 .3 165.3 54.0 

24. ※177 55 50 ※ 52.5 58 6 ※ 6.8 ※ 5.50 ※ 38 10 7.12 173.4 59.0 

25.陸 上 ※47 ※ 68 ※179 ※ 60 ※ 52 ※ 56 53 17 ※ 68.2 7.3 4.50 ※ 39 12 5.18 172.9 69.5 

26. 45 52 105 43 40 41.5 52 9 48.2 7.3 4.50 25 6 6.22 165. 7 59.0 

27. 42 66 109 45 43 44 47 15 45.9 7.9 3.90 21 6 7.25 175.0 49.0 

28. 45 60 150 48 45 46.5 ※ 61 10 50.0 7.0 ※ 5.10 36 5 7.21 166.2 51.5 

29. 43 58 144 46 41 43.5 51 14 46.3 7.3 4.60 27 6 6.13 172.5 60.0 

30.陸 上 45 ※ 70 127 50 ※ 53 51.5 44 14 ※ 69.2 6.9 4.28 35 7 ※ 4.33 169.8 65.0 

31. 46 61 148 43 47 45 50 6 54.8 7 .3 4.33 33 4 6.45 164.6 59.5 

32.剣 道 45 65 123 51 50 50.5 57 5 63.3 7.2 ※ 5.10 30 ※ 13 5.21 165. 7 55.5 

33. ※49 ※ 69 130 50 42 46 52 14 54.8 7.5 4. 73 31 ※ 15 5.30 168.0 52.0 

34. 38 62 12日 53 ※ 52 52.5 61 ※ 19 51.1 7. 7 3.82 28 6 5.55 ※ 181.4 60.5 

N 31 33 33 32 32 32 33 33 31 33 33 33 33 33 34 34 

x 44.5 61.3 136.7 49.8 46.5 48.3 53.8 13.0 55. 7 7.4 4.48 31.3 7.4 6.10 170.3 61.3 

MAX 49 84 179 63 55 57 74 23 86.5 6.6 5.50 42 15 4.33 183.3 82.0 

MIN 35 50 105 38 33 36 36 5 40 8.4 3.46 21 。 7.25 160.5 49.0 

Best 5 X 48.4 73.2 171 58 52.8 54. 7 66 19.8 73.1 6.8 5.1 39.2 13 5.04 181.4 74.1 
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表 2 (E) 

反 復 垂直
握 力

伏臥上 立位体 踏み台 走り幅 ハンドポ 懸垂腕

横とぴ と び
背筋力

体そらし 前屈 昇降運動
50m走

とび ーノレ投げ 周 ｛申
持久走 身長 体重

右 左 平均

45 63 140 50 47 48.5 59 9 52.0 7.4 4.40 31 5 6.27 164.8 62.5 

2. 46 62 155 51 47 49 ※ 63 21 51.7 7.2 4.50 35 5 6.14 171.0 54.5 

3. 42 ※ 71 120 50 50 50 49 9 81.l ※ 6.9 ※ 4.80 28 2 6.44 ※ 178.3 65.0 

4 44 66 130 43 45 44 57 15 57 .5 34 6.02 169.7 54.2 

5.陸上 46 58 170 38 33 35.5 58 13 ※102.2 7 .4 3.90 25 9 ※ 4.58 163.2 55.0 

6.水泳 36 60 166 ※ 56 ※ 54 55 54 4 55.6 7.9 3.50 34 5 7 .44 ※ 175.0 ※ 78.5 

7. 45 62 113 47 46 46.5 ※ 66 ※ 24 51.l 7.5 4.26 36 5 7 .31 169.9 57 .5 

8. 47 58 130 54 52 53 47 16 69.2 7.5 4.20 28 7 5.53 173.3 64.0 

9. 49 ※ 77 140 52 46 49 ※ 65 14 ※ 94. 7 ※ 6.9 ※ 4.90 39 9 6.20 169.6 57.5 

10.軟庭 ※50 68 105 44 38 41 60 15 68.0 7.4 4.40 33 9 ※ 5.13 162.0 53.0 

11. 47 65 170 51 41 46 58 17 40.0 7.9 4.30 31 3 6.39 172.6 64.5 

12. 50 69 ※230 ※ 60 52 ※ 56 ※ 64 ※ 27 60.8 7 .0 4. 70 ※ 38 6 6.15 170.0 ※ 75.0 

13. 40 52 122 40 35 42.5 56 13 51. 7 7. 7 3.95 31 3 6.16 163.5 56.0 

14. サッカー 47 62 148 ※ 56 52 54 57 ※ 22 ※ 86.5 ※ 6.5 ※ 5.00 ※ 41 ※ 16 ※ 5.24 166.4 64.0 

15. 48 63 135 46 42 44 53 ※ 28 53.0 7 .5 3.70 30 7 6.32 169.5 57 .5 

16. 50 ※ 71 165 52 48 50 59 13 57.3 7.0 4.60 38 8 6.00 ※ 173.5 65.5 

17. ※54 ※ 81 ※186 ※ 64 ※ 59 ※ 60.5 62 14 ※ 85. 7 ※ 6.9 4.45・ ※ 39 6 ※ 5.30 ※ 177.9 ※ 69.0 

18. ※55 ※ 76 160 55 43 49 54 7 57.3 7.4 4.80 37 9 6.31 168.9 59.0 

19. 45 53 135 53 46 49.5 59 21 55.2 8.2 3.40 27 3 6.41 158.2 ※ 70.5 

20. ※51 63 150 45 42 43.5 62 ※ 30 52.9 7.6 4.65 34 5 6.40 172.7 56.5 

21. 46 60 ※172 54 52 53 60 20 51.0 7.4 4.20 29 3 6.28 171.3 65.5 

22. 46 69 110 45 41 43 62 17 59.6 7.4 4.16 32 6 6.20 160.0 58.0 

23. 47 57 141 50 45 47 .5 63 20 56.9 7.6 4.15 ※ 39 ※ 10 7.02 165.0 69.0 

24. 42 67 133 43 44 43.5 57 19 62.0 7 .6 4.14 22 ※ 10 6.04 159.0 44.5 

25. 43 62 165 43 41 42 50 8 52.0 7 .3 ※ 4.90 34 7 7.11 160.2 62.5 

26. 49 57 134 41 ※ 56 48.5 41 3 49.2 9.3 4.20 35 7 .20 165.5 57 .o 

27.陸上 47 57 ※177 ※ 63 47 ※ 55 47 13 51.8 6.9 4.00 34 5 5.58 ※ 176.8 ※ 69.0 

28.野球 ※52 69 ※175 54 ※ 58 耳目 56 57 15 73.2 ※ 6.4 ※ 5.60 ※ 45 ※ 21 5.30 170.0 62.5 

29.陸 上 43 64 143 55 ※ 55 ※ 55 63 15 ※ 90.2 7.5 4.15 37 4 5.41 169.6 68.0 

30. 48 64 140 48 46 47 57 14 85.7 7.3 4.35 35 ※ 10 ※ 5.09 169.8 58.0 

31. 44 62 124 45 45 45 ※ 66 15 66.2 7. 7 3.95 26 8 7.18 157.5 63.0 

N 31 31 31 31 31 31 31 31 31 30 30 31 29 31 31 31 

x 46.5 64.1 151.l 49.9 46. 7 48.3 57.6 15.8 63.3 7.4 4.34 33.5 7 .1 6.18 167.9 61.8 

MAX 55 81 186 64 59 60.5 66 30 102.2 6.4 5.60 45 21 4.58 178.3 78.5 

MIN 36 52 105 38 33 35.5 41 3 40.0 9.3 3.40 22 2 7.44 157.5 44.5 

B釘t5 x 52.4 75.2 176 59.8 56.4 56.5 64.8 26.2 91.9 6.7 5.00 40.4 13.4 5.15 176.3 72.4 
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表 3 (C) 

反復 垂直
握 力

伏臥上 立位体 踏み台 走り幅 ハンドボ 懸垂腕

横とび とぴ
背筋力

体そらし 前屈 昇降運動
50m走

とぴ ール投げ 屈伸
持久走 身長 体重

右 左 平均

1. 48 57 ※162 ※ 58 ※ 53 ※ 55.5 51 12 59.2 7.2 4.50 ※ 36 8 6.46 170.4 56.5 

2. 47 69 ※153 54 48 51 49 11 62.1 6.9 4.30 34 9 6.44 173.6 67.0 

3. （女） 40 47 110 40 35 42.5 57 15 50.0 8.2 3.80 27 50 4.47 164.0 58.0 

4. ラグヒL 48 68 110 ※ 55 ※ 52 ※ 53.5 56 7 53.3 7 .1 ※ 4.80 32 10 6.00 170.9 60.0 

5. 44 ※ 70 147 54 50 52 50 ※ 25 54.9 7 .0 ※ 4.75 31 ※ 14 7.12 167 .0 54.0 

6.ハンド ※51 55 126 54 46 50 56 ※ 24 ※ 69.7 6.9 ※ 4.85 ※ 40 5 6.07 172.3 68.0 

7. 46 58 98 38 32 35 56 21 54. 7 7.4 3.95 32 5 7 .00 165.3 56.5 

8. 46 49 93 50 40 45 56 11 46.0 7 .1 4.40 26 5 6.32 167.2 60.5 

9. 50 ※ 73 127 49 ※ 53 51 49 21 55.9 ※ 6.5 ※ 4.80 ※ 37 5 ※ 5.44 ※ 177.2 ※ 69.0 

10. 47 68 126 45 42 43.5 53 16 ※ 66.0 ※ 6.5 4.72 36 ※ 12 6.22 164.9 63.0 

11. 45 65 130 46 44 45 60 ※ 21 47.9 ※ 6.6 4.62 28 8 171.2 65.5 

12. 48 ※ 74 145 ※ 55 50 52.5 58 15 58.4 6.8 4.60 34 11 6.00 171.3 60.0 

13. 48 66 110 48 42 45 ※ 60 17 53.8 7 .1 4.50 29 4 7.03 163.5 55.0 

14. 47 66 134 43 43 43 58 9 52.6 7.0 4.00 30 6 6.18 172.3 59.5 

15.ハンド 47 60 130 38 41 39.5 51 4 55.9 6.7 4.10 31 9 ※ 5.30 159.6 52.0 

16. 48 50 130 46 42 44 50 14 59.2 7.2 4.30 29 ※ 11 6.00 170.2 53.0 

17. 44 60 145 53 ※ 54 ※ 53.5 51 16 59.2 7.0 3.50 35 7 6.30 168.3 ※ 74.0 

18. 46 ※ 73 150 45 40 42.5 50 11 61.5 7.5 4.60 35 10 6.12 164. 7 48.5 

19.パスケ ※50 ※ 86 117 39 46 42.5 52 ※ 23 ※ 69.2 ※ 6. 7 ※ 5.25 32 7 ※ 5.32 ※ 174.5 64.5 

20. 47 61 113 ※ 58 52 55 48 12 ※ 84.1 7. 7 4.30 ※ 39 7 ※ 4.56 171.8 60.0 

21. ※51 65 123 46 38 43 ※ 62 11 50.0 6.8 4.50 31 9 5.59 170.5 60.0 

22. 42 72 124 48 47 47.5 53 13 ※ 66. 7 7 .2 4.30 33 10 6.56 ※ 174.2 61.5 

23. 45 55 ※154 ※ 56 ※ 54 ※ 55 53 19 49.5 7. 7 3.50 34 8 6.56 172.1 ※ 73.0 

24.柔道 45 58 145 55 51 ※ 53 55 14 59.0 7.3 4.50 28 ※ 17 ※ 5.48 163.9 62.0 

25. 47 50 147 49 51 50 ※ 62 7 46.7 7.5 4.00 33 3 6.42 ※ 178.4 ※ 71.0 

26. 44 60 140 40 40 40 56 13 53.8 7.3 4.20 33 6 6.23 170.4 59.0 

27. 45 55 131 54 48 51 54 ※ 24 52.0 7.5 3.80 32 ※ 12 6.43 172.9 59.5 

28. ※49 50 ※152 47 45 46 ※ 64 12 51.7 7 .5 4.30 30 8 7.35 ※ 174.2 ※ 77 .0 

29. 41 65 101 42 49 45.5 56 18 53.6 7 .2 3.80 27 10 6.26 164.8 49.5 

30. ※54 64 ※165 52 48 50 ※ 68 16 46.4 ※ 6.7 4.45 ※ 36 8 6.37 168.2 58.0 

31. 48 65 130 51 49 50 52 18 58.l 6.9 4. 70 32 5 6.18 172.1 62.0 

N 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 28 30 30 

x 46.9 62.9 128.6 48.9 46.3 47 .3 54.9 15.2 57.0 7.1 4.36 32.5 8.3 6.18 169.9 61.3 

MAX 54 86 165 58 54 55.5 68 25 84.1 6.5 5.25 40 17 4.56 178.4 77.0 

MIN 41 49 93 38 32 35 49 4 46 7.7 3.50 26 3 7.35 159.6 49.5 

BEst 5 X 51 75 157 .2 56.4 53.2 54.1 63.2 23.4 71.1 6.6 4.90 37.6 13.2 5.30 175. 7 71.6 
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表 4 (A) 

反 復 垂直
握 カ 伏臥上 立位体 踏み台 走り幅 ハンドボ 懸垂腕

横とぴ とび
背筋力

体そらし 前屈 昇降運動
50m走

とぴ ール投げ 屈伸
持久走 身長 体重

右 左 平均

1. ※50 67 ll5 44 41 42.5 48 12 61.2 7.1 3.93 33 5 6.08 161.9 60.5 

2. ※50 62 140 50 46 48 56 15 63.3 6.8 4.50 35 9 5.36 163.5 58.0 

3. ラグヒL ※52 47 155 ※ 58 48 53 57 ※ 19 ※ 93. 7 7.3 4.24 28 10 ※ 5.25 172.7 ※ 67.0 

4. （女） 42 41 108 31 28 29.5 60 17 54.2 9.0 3.12 22 47 4.59 157 .5 54.0 

5. 47 ※ 68 125 56 44 50 51 16 73.8 7.5 4.45 ※ 39 ※ 15 5.57 166.3 60.0 

6 48 67 120 47 40 43.5 49 14 58.4 6.8 ※ 5.07 31 10 6.13 170.9 52.0 

7. 42 62 100 45 40 42.5 ※ 61 11 56.6 7.0 4.65 34 12 5.48 166.0 50.0 

8.バレー 47 ※ 83 130 53 ※ 55 54 59 9 ※ 93.8 ※ 6.6 4.55 34 ※ 16 ※ 5.24 165.0 59.0 

9. ※50 66 110 39 41 40 54 ※ 19 57.6 ※ 6.5 4.60 26 ※ 13 5.51 159.6 49.0 

10. ラグビー 46 61 ※180 55 49 52 45 10 71.4 ※ 6.6 ※ 5.00 ※ 38 11 ※ 5.17 ※ 178.0 67 .0 

11. 47 67 144 51 46 48.5 47 17 48.7 ※ 6.6 4. 73 29 10 6.37 157 .8 49.0 

12.軟庭 45 65 125 53 46 49.5 55 13 60.4 6.9 4.00 27 10 6.03 163.5 58.5 

13. 46 53 157 50 45 47.5 50 6 54.1 7.4 4.45 ※ 38 6.35 175.0 ※ 71.5 

14. 43 56 125 42 45 43.5 58 9 46.8 7 .1 4.40 28 4 7.14 166.0 54.0 

15. 48 62 115 43 40 41.5 54 ※ 23 50.5 7 .3 4.53 25 3 6.02 175.9 62.0 

16.陸 上 ※51 ※ 69 ※180 50 45 47.5 57 17 69.7 7 .4 ※ 4.80 28 6 5.42 ※ 182.9 67 .0 

17. 45 55 145 ※ 67 ※ 61 ※ 64 55 10 58.4 7.2 3.85 31 5 6.18 167 .2 ※ 78.0 

ーノ

18.弓道 44 50 150 51 ※ 54 52.5 52 7 49. 7 6.9 3.85 32 4 6.23 164.8 ※ 80.0 

19.ハンド 47 59 ※175 53 45 49 53 8 61.6 6.6 4.63 35 10 ※ 5.10 172.2 65.5 

20.ハンド 45 60 ※164 54 47 50.5 47 8 58.0 6.7 ※ 4.92 ※ 39 9 5.42 164.6 59.0 

21.バレー 44 66 120 52 51 51.5 ※ 62 13 69.8 6.9 4.50 36 11 5.30 167 .0 63.5 

22. 44 ※ 67 146 51 44 47.5 ※ 66 13 50.0 6.7 4.65 31 8 6.15 174.9 55.0 

23.水泳 42 60 125 43 43 43 46 3 73.2 7.1 4.15 26 5 5.54 173.0 58.0 

24.軟庭 41 53 90 48 48 52 7 ※ 76.3 7.1 4.36 30 3 5.59 168.8 55.0 

25. 45 68 126 44 42 43 57 16 50.1 7.5 4.17 29 6 6.16 ※ 176.5 59.5 

26. （女） 40 48 87 29 29 29 55 9 49.4 8.4 3.40 18 45 5.30 159.0 42.5 

27.剣 道 42 67 150 ※ 58 52 ※ 55 ※ 62 14 59.6 6.7 4.63 37 ※ 5.19 167. 7 62.5 

28. 44 58 143 51 ※ 60 ※ 55.5 47 10 43. 7 7 .2 4.28 22 5 8.18 162.8 ※ 74.0 

29. 50 55 ※160 55 48 51.5 52 1 46.9 7 .1 4.12 30 5 6.35 ※ 180.5 61.0 

30. 42 65 135 51 51 51 61 ※ 19 ※ 94.2 6. 7 4.37 32 8 5.48 169.1 66.5 

31.ハンド 47 ※ 79 160 55 49 52 52 11 62. 7 ※ 6.5 4.53 33 ※ 12 5.31 167. 7 59.5 

32. 43 62 100 42 38 40 51 6 52.3 7 .3 4.35 28 5 6.53 169.5 51.0 

33.軟庭 50 61 135 ※ 59 52 ※ 55.5 ※ 62 ※ 20 50.5 6.8 ※ 4. 75 ※ 38 7 6.13 163.4 57 .0 

34. 44 60 155 45 45 45 38 12 ※ 75.0 6.8 4.30 32 9 5.42 ※ 180.5 59.5 

35. 42 70 123 ※ 60 ※ 56 ※ 58 58 13 47.4 7.2 4.64 36 ※ 14 5.53 165.3 56.0 

N 33 33 33 33 32 33 33 33 33 33 33 33 32 33 33 33 

x 45.8 62.9 137.1 50.8 47. l 48.6 53.8 12.3 61.8 7.0 4.45 31.8 8.1 6.04 169.l 60.8 

MAX 52 83 180 67 61 64 66 23 94.2 6.5 5.07 39 16 5.10 182.9 80.0 

MIN 41 47 90 39 38 40 45 6 46.8 7 .5 3.85 22 3 8.18 157.8 49.0 

Best 5 x 50.6 73.2 171.8 59.6 55.6 57.2 61.8 20 85. 7 6.6 4.90 38.4 14 5.19 179.6 74.1 
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表 5 反復横とび（ 1回） 表 6 背筋力（kg)

150 

140 

デご＝二5年次

／ ＼ ノ 5年次

l年次 130 

..－－－－「 ～～～～』←一一一一一→ 1年次

M E c A M E c A 

垂直とび（cm) 握力（kg)

／／／＼＼、一一一5年次

50 

---5年次
60i ／へγ ＿＿..1年次

l年次

10 

50 

M E c A M E c A 

表 7 伏臥上体そらし（cm) 表 8 踏み台昇降運動（指数）

70 
60 ~ ノ1年次

プ、~f年次 ／ ／ ノ 5年次

60 

55 

M E c A M E c A 

立位体前屈（cm) ／ぺ6.7
50m走（秒）

16 

15i ／ ／ 8.0 

l年次

14i 

／／ヘ＼＼＼＼____ -.' 

13~ 

5年次

12 
5年次

M E c A M E c A 



158 本校新入生の体力・運動能力調査（II)

表 9 走り幅とび（cm) 表10 懸垂腕屈伸（回）

5年次

5.00 

50 ・『、そと二ごと三＝・ ；：~

1年次
4.00 

M E c A M E c A 

ハンドボール投げ（m) 持久走（分．秒）

／＼＼下5年次
10 

5年次

30 6:00 

／／／へ＼＼＼＼＼司 、
30 

5:40 
~I年次26 

M E c A M E c A 

表11 身長（cm)

170 

~5年次
＼＼／／へ~1ff;x

165 

M E c A 

体重（kg)

〆／／ふ－－－－－－－－－－－－－～～司～、

60 

l年次

54 

M E c A 
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表12

反 復 垂直
握 カ 伏臥上 立位体 踏み台 走り幅 ハンドボ 懸垂腕

横とぴ とび
背筋力

体そらし 前屈 昇降運動
50m走

とび ール投げ 屈伸
持久走 身長 体重

右 左 平均

1年平均 43.4 54.3 121.3 43.9 40.8 42.4 56.5 14.2 60.5 7.6 4.5 26.5 5.9 5分41秒 167. 9 55.1 

5年 H 44.5 61.3 136.8 49.8 46.6 48.4 53.8 13.0 56.3 7.4 4.5 30.9 7 .4 6分10秒 170.3 61.3 
M 

S. D. 4.094 5.628 19.321 4.298 4.002 3.978 6.043 6.454 10.269 0.257 0.261 3.981 2.565 32.523 1.531 3.570 

t 1.623 6.973 4.586 7. 773 8.084 8.489 -2.593 -1.027 一2.244 ー5.280 0.693 6.215 3.308 4.580 9.373 10.189 

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 

1年平均 45. l 59. l 128.2 43.3 41.1 42.l 57.9 14.4 61.6 7 .85 4.41 28.0 7 .11 5分46秒 165.8 54.9 

5年 H 46.5 64.1 147.9 49.9 46.7 48.5 57.6 15.8 63.9 7.41 4.34 33.5 7.11 6分18秒 168.2 61.8 
E 

S. D. 3.443 6.863 19.166 4.867 3.527 4.038 5.049 3.395 13.004 0.516 0.355 3.423 3.367 33.827 2. 761 3.086 

t 2.347 4.083 5. 726 7 .638 8.913 8.763 0.356 2.434 0.972 -4 .667 -0.996 8.814 0.000 5.225 4.956 12.407 

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 

1年平均 42. 7 57 .1 121.9 42.9 40.2 41.5 56 16. 7 61.3 7.7 4.5 27 .1 6 5分48秒 167 .3 55.1 

5年 H 46.9 62.9 131.9 48.9 46.3 47. 7 55.0 15.2 57 .0 7.1 4.4 32.5 8.3 6分18秒 169.9 61.3 
c 

S. D. 2.964 5.615 13.886 4.085 4.539 4.026 5.183 4.108 10.136 0.335 0.359 3.092 2.950 33.990 2.000 4.902 

t 7. 761 5.691 3.944 8.135 7.401 8.345 -1.092 -2.000 ー2.307 9.913 2.175 9.567 4.271 4.620 7.138 6.946 

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 

l年平均 42.9 58.3 123.0 43.2 41.3 42.2 53.6 14.2 68.4 7 .5 4.4 26.4 5.8 5分42秒 166.l 55.6 

5年 H 45.9 62.6 137.3 50.8 47 .2 49 53.8 12.2 61.5 7.0 4.4 31.8 8.2 6分04秒 169. l 60.8 
A 

S. D. 3.464 5.945 26.819 4.477 5.089 4.294 5.167 3.152 13. 752 0.373 0.285 3.401 2.562 24 .552 2.377 4.864 

t 4. 798 4.015 3.032 9.675 6.566 8.934 0.168 -3. 756 2.815 -8.105 0.527 9.163 5.244 4.954 7.148 6.055 

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 

※ 0.05の危険率で有意が認められたもの
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Among the features which characterize the language of Mark Twain’s The Adventures of Tom 

Sawyer is the author’s achievement in the presentation of speech ; and his skill in the elaboration of 

speech presentation seems to contribute to the success in the fields of such stylistic features as 

characterization, foregrounding as well as backgrounding, or highlighting as well as distancing, of 

characters, speech, or events, and creating dramatic effect, in particular, humor, in the development 

of this story of the adventures of boys. In studying the author’s speech presentation in our present 

text1, we will follow Leech’s discussion of speech presentation shown in Style in Fictioη，where the 

modes of speech which the novelist has at his disposal in presenting speech are given as follows : 1) 

direct speech (DS); 2) free direct speech (FDS); 3) indirect speech (IS); 4) free indirect speech (FIS), 

and 5) the narrative report of speech act (NRSA).2 

1. 0 In this chapter we will deal with the author’s use of direct speech (DS) and free direct speech (FDS), 

and the characterization which is produced by these two modes of speech. 

1 . 1 First we will focus our attention on our author’s use of DS and FDS. One of the author’s marked 

characteristics in the employment of these two speech modes is observed in the frequent passages of lengthy 

exchange of conversation between two speakers. Typically the sequence begins with a sentence in DS with 

a reporting clause specifying the speaker, and continues for the duration of the conversation in FDS, with 

occasional use of vocatives and substantial linguistic traits attributable to the speakers. Let us take as 

typical a passage below and .see the way the author uses these two speech forms. The next is a dialogue 

between Tom and Huck, preceded by the passages introducing the latter as“the juvenile pariah of the 

village." 

Tom hailed the romantic outcast 

“Hello, Huckleberry ！” 

“Hello yourself, and see how you like it” 

“What’s that you got ？” 

“Dead cat.” 

“Lemme see him, Huck. My, he’s pretty stiff. Where’d you get him ？” 

“Bought him off’n a boy ” 

“What did you give？” 

“I give a blue ticket and a bladder that I got at the slaughter house." 

“Where’d you get the blue ticket ？” 

“Bought it off'n Ben Rogers two weeks ago for a hoop-stick." 
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“Say一一－ what is dead cats good for, Huck？” 

“Good for? Cure warts with." 

“No ! Is that so? I know something that’s better." 

“Why, spunk-water." 

“Spunk-water! I wouldn’t give a dern for spunk-water." 

“You wouldn’t, wouldn’t you? D’you ever try it？” 

“No, I hain’t. But Bob Tanner did.” 

“Who told you so ！” 

“Why he told Jeff Thatcher, and Jeff told Johnny Baker, and Johnny told Jim Hollis, and Jim told Ben Rogers, 

and Ben told a nigger, and the nigger told me. There, now ！” 

“Well, what of it? They’11 all lie. Leastways all but the nigger. 
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(Ch 6) 

This lengthy sequence of dialogue consists of 119 lines in DS and FDS in the text, with only several narrative 

sentences interposed. There are a few lines in DS, namely, the opening sentence in the above passage, and 

the sentences which appear after the above quotation. Between those lines the conversation goes on entirely 

in FDS with no interruption by speech tags or no intervention by the authorial voice, and all the while the 

two boys are left to talk on their own. The table below shows the number of words in each of the consecutive 

bits of conversation. 

Table 1 
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Here the boys are engaged in their talk the topics of which are such as a dead cat which is rather stiff, spunk-

water in a tree stump, a bean, things all good for curing warts with, together with the sober evaluation of the 

authenticity of the virtue of each remedy. Apparently the reader is led immediately to hear the language of 

the characters and directly to witness the world seen from their points of view. And it should be noticed that 

the use of short, simple sentences in the two boys' interactional exchanges in the conversation adds to the 

rhythm in the development of the story. 

1 . 2 Next we will look at the author’s use of DS and FDS, perhaps, for distinct rendering of characters 

in characterization. 

23 5 

a) Tom and Huck 

In the passage taken up below we can see how characterization appears in the dialogue in DS and FDS. 

Here Tom invites Huck to join him in his plan of hunting for hidden treasure. Huck is willing to do so 

“Where’ll we dz注rP”said Huck. 
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“0, most anywhere.” 

“Why, is it hid all around P” 

“No indeed it ain’t. It’s hid in mighty particularρlaces, Huck sometimes on islands, sometimes in rotten 

chests under the end of a limb of an old dead tree, just where the shadow falls at midnight; but mostly under the 

floor in ha’nted houses.” 

“Who hides it P” 

“Why robbers, of coures who’d you reckon? Sunday-school sup'rintendents？” 

“I don’t know. If’twas mine I wouldn’t hide it; I’d spend it and have a good time." 

“So would I. But robbers don’t do that way. They always hide it and leave it there.” 

“Don't they come after it any more y’ 

“No, they think they will, but they generally forget the marks, or else they die. Anyway it lays there a long 

time and gets rusty ; and by and by somebody βnds an old yellowρaper that tells how to find the marks a paper 

that’s got to be ciphered over about a week because it’s mostly signs and hy'rogliρhies." 

“Hyro-which ？” 

“Hy’rogliphics pictures and things, you know, that don’t seem to mean anything.” 

“Have you got oηe of them ρapers, Tom ？” 

‘‘N 0.” 

“Well then, how you going toβ：nd the marks P” 

“I don’t want any marks. They always bury it under a ha’nted house or on an island, or under a dead tree that’s 

got one limb sticking out. Well, we’ve tried I ackson’s Island a little, and we can try it again some time ; and 

there’s the old ha’nted house up the Still-House branch, and there’s lots of dead-limb trees dead loads of’em.” 

“Is it under all of them y’ 

“How you talk ! No ！” 

“Then how you going to know which oηe to go for P” 

“Go for all of 'em” 

“Why Tom, it’H take all summer." 

“Well, what of that? ...” （Ch 25) 

Tom, who evidently is well-read, has an insatiable curiosity for romantic adventures and feels an eager desire 

to enact a hero in the mock world of adventures, while Huck (in the depiction of whom, though, there is felt, 

it may be said, some touch of stereo-typed characterization) is too sober to give himself to the flights of fancy, 

and he goes on with his unsympathetic returns which exasperate Tom. Characterization is enhanced when 

Tom talks using indefinite frequency aciverbs such as“always，”“generally，” “sometimes，叫 andwords of 

inclusive meaning such as“anywhere，”“all，”“anyway，’’“mostly，”and words in the plural with the zero 

definite article, such as “mighty particular places，” “robbers，”“an old yellow paper，”“lots of dead-limb trees 

- dead loads of’em，” all of which never succeed in specifying anything, and they form a sharp contrast 

with Huck’s repetitive use of interrogatives such as“where，””who，”“how，” and “which，＇’ and his matter-of-

fact yes-no questions when he queries Tom. Tom’s juvenile pedantry is seen all through the context, 

particulady in his comical use of and the explanation of‘hy'rogliphics’or hieroglyphics. It can be added here 

that the above, which is the kind of dialogue that recurs at intervals in the coures of the story, serves to 

produce a humorous effect in the context. 

b ) Aunt Polly 

Direct speech enables the author to reproduce the speaker’s words faithfully, with syntactic and lexical 

structure intact. The following is an example where our author shows his use of direct speech in the 

delineation of a simple and honest woman in a country village. Her faith in the Church, self-conceit in 

worldly wisdom, and good-naturedness is seen in the vernacular language she uses, which contains a Biblical 
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quotation such as“Spare the rod and spile the child，＇’homely proverbs such as“old fools is the biggest fools 

there is，”“Can’t learn an old dog new tricks，＇’and mild-spoken oaths such as“Hang the boy，”“my goodness，” 

and “goodness knows.” Also apparent in her speech are rustic idioms such as“ain't，＇’“a lick，” etc., and 

discordance in the syntax of her speech. The quotation is from a passage where Aunt Polly finds herself 

tricked by Tom. 

“Hang the boy, can’t I never learn anything? Ain't he played me tricks enough like that for me to be looking 

out for him by this time? But old h仙台 thebiggest fools there is. Can’t learn an old dog new tricks, as the saying 

is. But my goodness, he never plays them alike, two days, and how is a body to know what’s coming? He ’pears 

to know just how long he can torment me before I get my dander up, and he knows if he can make out to put me 

off for a minute or make me laugh, it’s all down again and I can’t hit him a lick. I ain't doing my duty by that 

boy, and that’s the Lord’s truth, goodness knows. Spare the rod and spite the child, as the Good Book says. I’m 

a-laying up sin and suffering for us both, I know. . .”（Ch 1) 

Similar examples of characterization in direct speech are given : 

c ) The Welchman 

Here the Welchman’s occasional use of refined language in some high style helps to portray a personage 

who is held in respect by the village folks. Huck learns of In jun Joe’s revenge job on the widow Douglas and 

runs for help to the old Welchman’s house. After a fearful night 

As the earliest suspicion of dawn appeared on Sunday morning, Huck came groping up the hill and rapped 

gently at the old Welchman’s door. The inmates were asleep but it was a sleep that was set on a hair-trigger, on 

account of the exciting episode of the night. A call came from a window 

“Who’s there ！” 

Huck’s scared voice answered in a low tone 

“Do please let me in ! It’s only Huck Finn ！” 

"It’s a name thαt cαn open this dooγγzight or d町， lad！ α：ndwelcome ！” 

These were strange words to the vagabond boy’s ears, and the pleasantest he had ever heard. . . . (Ch 30) 

His style in nominal construction, recurring at auspicious or favorable occasions and pronounced in contrast 

to his rustic language elsewhere in his speech, makes this answer to the boy’s call at the door quite a 

ceremonious utterance, one almost sounding like granting authoritative admittance. 

d) The great Judge Thatcher 

We will examine another example of characterization in the direct speech from. Towards the end of the 

superintendent’s speech at the Sunday-school one Sunday, the whole school are awed by the entrance of 

visitors one of them the great Judge Thatcher, too prodigious a personage to make his appearance in a 

village church, accompanied by a few people and a little girl. In an instant Tom, other pupils and the 

teachers begin to show off, and the great man, sitting and beaming a majestic judicial smile upon all the 

house, shows off, too. At this moment Tom, who has bought colored tickets from other boys, steps forward, 

asks for a Bible, is awarded one, with all the pomposity from the superintendent and in all the raging envy 

from other boys, and is introduced to the Judge 

The Judge put his hand on Tom’s head and called him a fine little man, and asked him what his name was. 

The boy stammered, gasped, and got it out 

“Tom." 
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“Oh, no, not Tom一一一 itis －一一”

“Thomas." 
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“Ah, that's it ! I thought there was more to it, maybe. That’s very well. But you’ve another one I daresay, 

and you'll tell it to me, won’t you？” 

“Tell the gentleman your other name, Thomas，” said Walters，“and say‘sir.’一一一 Youmustn’t forget your 

ロ1anners.”

“Thomas Sawyer - sir.” 

“That’s it ! That's a good boy. Fine boy. Fine, manly little fellow. Two thousand verses is a great many 

－一一 very,very great many. And you never can be sorry for the trouble you took to learn them; for knowledge 

is worth more than anything there is in the world ; it’s what makes great men and good men; you'll be a great man 

and a good man yourself, some day, Thomas, and then you'll look back and say, It's all owing to the ρrecious 

Sunday-school ρrivileges of my boyhood - it's all owing to my dear teachers that taught me to learn一一－ it包all

owing to the good Superintendeηt who encouraged me, and watched over me, and gave me a beautiful Bible -

asρlendid elegant Bible, to keep and have it all for my own, always一一－ it句。llowing to right bringiηg up! That 

is what you will say, Thomas - and you wouldn’t take any money for those two thousand verses then - no 

indeed you wouldn’t. And now you wouldn't mind telling me and this lady some of the things you’velearned 

no, I know you wouldn't －一一forwe are proud of little boys that learn. Now no doubt you know the names of all 

the twelve disciples. Won ’t you tell us the names of the first two that were appointed ？”（Ch 4) 

Tom’s initial reply does not come up to the visitor’s expectation. His hint at the boy’s improper language 

is indirect as befits a man of his rank. And the boy’s unshortened names are suggestively refeπed to as 

“more to it，＇’ and “another one.” The repetitive utterance of “That’s it！” by the Judge seems to denote his 

gratified approval to, and his determination to establish, his total control in the speech situation. He further 

exercises his dominance by granting lavish praise，“That’s a good boy. Fine boy. Fine, manly little fellow，” 

and firmly maintains the control by giving a moral lecture illustrated from the boy’s point of view. The 

Judge is fully aware of his commanding influence and importance he is exerting over the school. His words, 

“knowledge is worth more than anything there is in the world ; it’s what makes great men and good men，” 

an opinion, it seems, though, oddly unbecoming to be proposed before the Sunday-school - reveals that 

he identifies himself as such, and he introduces his magnanimity to patronize the Sunday司schoolsuperinten-

dent and the lady teachers by alluding to the unbounded gratitude the boy will owe to them in future by dint 

of learning verses in the Bible. The Judge repeatedly uses the expression “it’s all owing to，” followed by 

nouns all of which are crowned with evaluative adjectives connoting the quality of goodness，“the precious 

Sunday-school privileges，”“my dear teachers，””the good Superintendent，”“a beautiful Bible - a splendid 

elegant Bible，＇’and “right bringing up.” Finally the Judge’s use of the negative is well studied - he makes 

what he has to ask of the boy into something which the boy is glad to offer. 

II 

2 . 0 Next we will examine the author’s use of DS and FDS as a technique which seems to be employed 

for the effective development of the story. 

2 . 1 We will take up a few cases of the juxtaposition of dialogue (in DS and FDS) and narrative, and see 

how the dramatic as well as humorous effect is produced in the employment of one mode and in the sudden 

shift from one to the other. In the following passage, the dialogue in DS and FDS between the two boys plays 

an important role of bringing and binding the reader’s attention to the things seen from each character’s point 

of view, until dialogue is replaced by narrative. Here Tom, who faces the fence with a brush and a pail of 

whitewash in hand, is rejoiced to see Jim, the small colored boy in his house, coming along, and plans to trade 

his work with Jim’s for some treasures : 
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Tom said 
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“Say, Jim, I'll fetch the waterずyou'llwhitewαsh some." 

Jim shook his head and said 

“Can’t, Mars Tom. Ole missis, she tole me I got to go an’git dis water an’not stop foolin’roun’wid anybody. 

She say she spec’Mars Tom gwyne to ax me to whitewash, an’so she tole me go ’long an”tend to my own business 

一一－ she 'lowed 'she”d’tend to de whitewashin’” 

“Oh, never you mind what she said, Jim. That's the way she always talks. Gimme the bucket －一一Iwon’t be 

gone only a minute. 'She’won’t ever know." 

“Oh, I dasn’t, Mars Tom. Ole missis she’d take an’tar de head off’n me.’Deed she would." 

“＇She’J She never licks anybody - whacks’em over the head with her thimble - and who cares for that, 

I’d like to know. She talks awful, but talk don't hurt一一一 anywaysit don't if she don’t cry. Jim, I’11 give you a 

marvel. I’11 give you a white alley ！” 

Jim began to waver 

“White alley, Jim! And it’s a bully taw.” 

“My ! Dat's a might gay marvel, 'I' tell you ! But Mars Tom I’s powerful ’fraid ole missis －一”

“And besides, if you will I'll show you my sore toe.” 

Jim was only human －一一 thisattraction was too much for him. He put down his pail, took the white alley, 

and bent over the toe with absorbing interest while the bandage was being unwound. In another moment he was 

flying down the street with his pail and a tingling rear, Tom was whitewashing with vigor, and aunt Polly was 

retiring from the field with a slipper in her hand and triumph in her eye. (Ch 2) 

The speech in DS and FDS in the first half of the passage shows how Tom taxes his brains to get the better 

of the black boy, and how Jim, the black boy, is gradually shaken. Tom first calls out “I’H fetch the water 

if you'll whitewash some，＇’ which is in the declarative, then “Gimme the bucket，” which is in the imperative , 

and talks in the negative in his effort to slight Aunt Polly and the potency of her whacking. Jim, on the other 

hand, is heard to talk in the language of the lady ; he only repeats what she has told him to do, but soon talks 

in his own language, and finally utters in the exclamatory. We hear the speech directly, follow the 

development of the story from the characters' point of view, and feel the tension heightening: there is an 

author’s commentary which leads us to believe that Tom is most certain to succeed, and then we find we are 

baffled, are abruptly distanced from the characters and the scene of the event, and the author intervenes, 

telling us in the ensuing narrative what it all has amounted to. 

Another example of the author’s use of DS and FDS as a technique in the development of the story is 

given, where a series of FDS in dialogue between two boys in a classroom is interrupted, and switched over 

to narrative, with the description in the latter mode revealing what has awaited the characters, and adding 

to the humorous effect. In this passage Tom and his friend Joe are engaged in a distraction in class. The 

boys are absorbed in the track Tom’s tick takes on the flat slate of Joe’s. The tick, deftly maneuvered by 

Joe’s pin, mostly strays in his region on the slate and never comes near to crossing the line into Tom’s. At 

last Tom reaches out his pin to lead the tick. 

.Joe was angry in a moment. Said he 

“Tom, you let him alone" 

“I only just want to stir him up a little, I oe.” 

“No, sir, it ain’t fair ; you just let him alone.” 

“Blame it, I ain’t going to stir him much." 

“Let him alone, I tell you ！” 

“I won’t ！“ 
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“You shall he’s on my side of the line ” 

“Look here, Joe Harper, whose is that tick ？” 

“T don’t care whose tick he is - he’s on my side of the line, and shan’t touch him." 

“Well I'll just bet I will, though. He’s my tick and I’ll do what I blame please with him, or die ！” 

A tremendous whack came down on Tom’s shoulders, and its duplicate on Joe’s; and for the space of two 

minutes the dust continued to fly from the two jackets and the whole school to enjoy it. The boys had been too 

absorbed to notice the hush that had stolen upon the school a while before when the master came tip-toeing down 

the room and stood over them. He had contemplated a good part of the performance before he contributed his bit 

of variety to it. (Ch 7) 

The author seems to employ the speech mode of DS and FDS in bringing to relief the characters and their 

speech, producing and heightening tension, and creating a dramatic, as well as humorous, effect. It should 

be noticed here that in this example, as in the previous one, the context is rendered more humorous by the 

way the author fashions the ensuing narrative in periphrastic or loose rewording expressions, or in exaggerat-

ed or contrastive phrases. In the context above the dust which “continued to fly from the two jacket，＇’ 

comically hints at the awkward situation the two boys are placed in, and strikes a humorous note in the 

narrative description. 
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3 . 0 In this chapter we will examine the use of indirect speech (IS), and free indirect speech (FIS) employed 

in the coures of the text. 

3 . 1 First we will focus our attention on the exploitation of indirect speech forms (IS and FIS), which, it 

is noticeable enough, are sparsely used in our present story of juvenile adventures where the language of the 

young heroes is most often conveyed to us in direct speech forms.5 We will take up as a typical example a 

passage from Ch 31, where the use of indirect speech forms are rather conspicuous. In indirect speech the 

original words are reported by the narrator serving as an intermediary interpreter, and are integrated into the 

narrative. The effect of this authorial intervention is that we are given to see things from the omniscient 

narrator’s point of view and to allow the characters to be distanced from us. In the following we find Tom 

and Becky venturing into the sinuous passages in the cave, initially wondering and admiring, once running 

away from bats, and soon dreading at the insecure situation they are placed in, and “now, for the first time, 

the deep stillness of the place laid a clammy hand upon the spirits of the children.” They start through a 

corridor, but fail to see anything familiar about the look of the passage, and get less and less hopeful : 

Tom stopped. 

“Listen！” said he 

Profound sillence; silence so deep that even their breathings were conspicuous in the hush. Tom shouted. 

The call went echoing down the empty aisles and died out in the distance in a faint sound that resembled a ripple 

of mocking laughter. 

“Oh, don’t do it again, Tom, it is too horrid，＇’ said Becky 

“It is horrid, but I better, Becky; they ‘might’hear us, you know，”and he shouted again. 

The “might”was even a chillier horror than the ghostly laughter, it so confessed a perishing hope. The 

children stood still and listened; but there was no result. Tom turned upon the back track at once, and hurried 

his steps. It was but a little while before a certain indecision in his manner revealed another fearful fact to Becky 

he could not find his way back ! 

“Oh, Tom, you didn’t make any marks ！” 

“Becky, I was such a fool! Such a fool! I never thought we might want to come back! No －一一Ican’t find 

the way. It’s all mixed up.” 
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“Torn, Tom, we’re lost ! We never can get out of this awful place ! 0, why ‘did’we ever leave the others ！” 

She sank to the ground and burst into such a frenzy of crying that Torn was appalled with the idea that she 

might die, or lose her reason. He sat down by her and put his arms around her ; she buried her face in his bosom, 

she clung to him, she ρoured out her terrors, her uηavailz・ηgregreお， andthe far echoes turned them all to jeering 

laughter. Tom begged her toρluck up hope again, and she said she could not. He fell to blaming and abusing 

himself for getting her 仇tothis miserable situatioη；this had a better effect. She said she would tη to hope again, 

she would get up and follow wherever he might lead if oηly he would not talk like that any more. For he was no 

more to blame than she, she said. (Ch 31) 

At this critical stage where the hopes of the young people fail them and the fatal realization of their imminent 

danger dawns on them, the author makes his description of the scenes in narrative. We are allowed to 

witness only those sequences of events seen from the narrator’s point of view, and it is the voice of the 

omniscient author, or the resounding echoes in the hollow cave, it seems, that we hear, and we have to 

retrieve, on our own account, the speech that may have occurred. This produces the distanching of the 

characters, putting them under the greater control of the omniscient narrator and under the less control of 

their own, and showing them in passivity in their difficult situation. 

We will look at another example, where indirect speech forms and the narrative reports (NRSA) serve 

to create the effect of backgrounding and estrangement. In the following, we find Becky awakening from 

a short, happy drowse into a harsh reality, and Tom taking Becky along the corridor 

They rose up and wandered along, hand in hand and hopeless. They tried to estimate how long they had been 

in the cave, but all they knew was that it seemed days and weeks, and yet it was plain that this could not be, for 

their candles were not gone yet. 

A long time after this - they could not tell how long一一 Tomsaid they m凶 tgo soβly and listen for dripping 

water - they must βnd a spring. They found one presently, and Tom said it was time to rest again. Both were 

cruelly tired, yet Becky said she thought she could go a little farther. She was surprised to hear Tom dissent. She 

could not understand it. They sat down, and Tom fastened his candle to the wall in front of them with some clay. 

Thought was soon busy ; nothing was said for some time. . . (Ch 31) 

When reported in indirect speech the utterances of the characters sound much subdued, or, muted and almost 

silenced, and in the above quotation the reporting of the speech in the indirect mode helps to estrange the 

characters and events, and further, to dispossess us of our sense of the passage of time which may have 

elapsed during the actual speech. We are left uncertain, in our reconstruction of the original dialogue, about 

the duration of the conversaiton and presumably about the haste or falter in which it may have uttered. The 

use of IS, which is interposed at passages where the boy and the girl are disheartened, presents a striking 

contrast to the speech in DS and FDS at the neighboring passages where we hear their words when their hopes 

are momentarily rekindled. 

IV 

4 . 0 Next we will examine the author’s use of the narrative report of speech act in our text. 

4 . 1 This speech mode allows the author to hold the total control of report, and his task is to report the 

statement of a speech act which has occurred among the characters. And in the delineation of a speech act 

as a kind of action the author gives the description of an event seen entirely from his perspective. In the 

following case where the questionings of Muff Potter proceed in the law court, the author holds the total 

control in reporting the judicial procedures, and his use of NRSA hastens the development of the event, and 

serves, at the same time, to foreground the crucial speech of the prosecutor and the attorney, which is 
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pronounced in due legal form 

All the village flocked to the Court house the next morning, for this was to be the great day. Both sexes 

were about equally represented in the packed audience. After a long wait the jury filed in and took their places , 

shortly afterward, Potter, pale and haggard, timid and hopeless, was brought in, with chains upon him, and seated 

where all the curious eyes could stare at him; no less conspicuous was Injun Joe, stolid as ever. There was 

another pause, and then the judge arrived and the sheriff proclaimed the opening of the court. The usual 

whisperings among the lawyers and gathering .together of papers followed. These details and accompanying 

delays worked up an atmosphere of preparation that was as impressive as it was fascinating. 

Now a witness w応 calledwho testified that he found Muff Potter washing in the brook, at an early hour of the 

morηing that the murder ωαs discovered, and that he immediately sneaked away. After some further questioning, 

counsel for the prosecution said －一一

“Take the witness.” 

The prisoner raised his eyes for a moment, but dropped them again when his own counsel said －一一

“I have no questions to ask him." 

The next witness ρroved the βnding of the knife near the coゆse. Counsel for the prosecution said 

“Take the witness.” 

“I have no questions to ask him，” Potter’s lawyer replied. 

A third witηess swore he had often seen the kn約 inPotter’s ρossession. 

“Take the witness.” 

Counsel for Potter declined to questioη him. The faces of the audience began to betray annoyance. Did this 

attorney mean to throw away his client’s life without an effort ? 

Several witnesses deposed coηcern仇gPotter’s guilty behavior when brought to the scene of the murder. They 

were allowed to leave the stand without beiηg cross-questioned. . . . (Ch 23) 

We are made to wonder at the rapidity with which the long-awaited trial proceeds and our growing 

suspicion about the motives of the defender holds us in suspense until what is about to happen is revealed 

hereafter. And the author’s use of NRSA in this context apparently contributes to the dramatic effect of 

Tom’s appearance and his taking the witness stand in the ensuing passage. 

4 . 2 In this section we will look at an example of the use of NRSA, where stretches of conversation are 

summarized in the narrative. The following quotation is from the context where Tom and Huck are at the 

party held at the widow Douglas’s in token of her gratitude for the Welchman and his two sons. 

Some minutes later the widow’s guests were at the supper table, and a dozen children were propped up at little 

side tables in the same room, after the fashion of that country and that day. At the proper time Mr. Jones made 

his littleゆeech,in which he thanked the widow for the honor she was doing himself and his son, but said that there 

was anotherρerson whose modesty －一一 ． 

And so forth and so on. Heゆrunghis secret about Huck’s share in the adventure in the finest dramatic 

manner he was master of, but the surprise it occasioned was largely counterfeit and not as clamorous and effusive 

at it might have been under happier circumstances. However, the widow made a pretty fair show of astonishment, 

and heaped so many compliments and so much gratz・tudeupon Huck that he almost forgot the nearly intolerable 

discomfort of his new clothes in the entirely intolerable discomfort of being set up as a target for everybody’s gaze 

and everybody’s laudations. (Ch 34) 

Here the author tells us that there have been certain speech acts, and in doing so he only relates the sense of 

what was said and leaves it to us readers to retrieve the form of words in the original conversation. (The 

utterance hinting at the disclosure of the third party, though, is not in NRSA but in IS, perhaps, because of 
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its significance in the immediate development of the plot.) The task of reproduction, however, may be 

piloted through by the modifying phrases with which the author tags the words in NRSA. 

4 . 3 Finally we will take up another example of the author’s use of NRSA. Here he seems to try to 

render the context humorous by distancing and backgrounding the voices of the speakers and giving the 

portrayal of the conversation from the author’s perspective, the intervening narrator claiming the total 

control in the coloring of the conversation. Tom and his two friends leave town, cross to Jackson’s Island, 

and enjoy themselves in their camp, while the whole village mourns for the loss of the small heroes 

.Then quite a group of boys and girls，一一playmatesof Tom’s and Joe’s一一cameby, and stood looking 

over the paling fence and talking in reverent toηes of how Tom did so-and-so, the last time they saw him, and how 

Joe said this and that small trifle (pregnant with awfulρrophecy, as they could see now ！）一一一 andeach speaker 

pointed out the exact spot where the lost lads stood at the time, and then added something like “and I was a-

standing just so - just as I am now, and as if you was him - I was as close as that - and he smiled, just 

this way and then something seemed to go all over me, like, awful, you know - and I never thought what 

it meant, of course, but I can see now ！” 

Then there was a dispute about who saw the dead boys last in life, and many claimed that dismal distinction, 

and offered evidences, more or less tampered with by the witness; and when it was ultimately decided who 'did’ 

see the departed last, and exchanged the last words with them, the lucky parties took upon themselves a sort of 

sacred imρortance, and were gaped at and envied by all the rest. One poor chap, who had no other grandeur to 

offer, said with tolerably manifest pride in the remembrance 

“Well, Tom Sawyer he licked me once.” 

But that bid for gloη1 was a failure. Most of the boys could say that, and so that cheapened the distinction too 

much. The group loitered away, still recalling memories of the lost heroes, in awed voices. (Ch 17) 

Our author’s use of NRSA in this passage is worth noticing. He apparently tries to create laughter in those 

lines “talking in reverent tones，” and “recalling memories of the lost heroes, in awed voices，” which strike a 

humorous note in the context. The reported speech acts purporting to be those of the village boys are 

modified by adverbials of manner or the like which sound too grandiose to be uttered by them. The 

employment of such phrases as “awful prophecy，”“distinction，”“sacred importance，＇’ and “grandeur”serve 

to elevate the mocking solemnity of the juvenile condolence. 

Final Remarks 

We have made some observations of the language of Mark Twain’s The Adventures of Tom Sawyer with 

special reference to the presentation of speech. Our author shows his skill in the employment of the speech 

modes in the story of the adventures of frontier boys. The use of DS and FDS, which is most frequent in the 

text, conveys us the real properties of language in the conversation, and illustrates the characters from their 

points of view. The author’s established skill in the orthographic representation of a variety of language 

strengthens characterization (Ch I). The use of DS and FDS in the dialogue also serves as a technique in 

the development of the story. The dialogue in direct speech modes, which describes the sequence of events 

from the characters' points of view, can be aptly succeeded by the narrative, which, on the other hand, 

describes the course of events seen from the omniscient author’s perspective ; and the sudden shift from one 

to the other, together with the author’s contrivance in the description in the ensuing narrative adds to the 

dramatic, as well as humorous, rendering of the context (Ch II). The use of indirect speech modes, which 

apparently is sparingly made in our text, plays its role in distancing the characters and creating such effects 

as estranging and backgrounding the heroes and their speech (Ch III). The use of NRSA grants the author 

the total control over the characters, speech, and events in the development of the story, and allows him to 
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exercise his control. The author, as we have seen, employs this speech mode to hasten the description, to 

heighten tension, and to make a mocking description in the context (Ch IV). 

We have surveyed the language of Mark Twain’s The Adventures of Tom Sawyer from the viewpoint of 

speech presentation. Closer examination of the rustic usages of the heroes, however, will throw further light 

on much of the features of the language of this novel. 

Notes 

1. All quotaitons from The Adventures of Tom Sawyer are from The Works of Mark Twain (The University 

of California Press, Berkeley, 1980). 

2. G. N. Leech and M. H. Short, Sかlein Fictioη （Longman, London, 1981), pp. 318-24. The speech modes 

are 1) direct speech (DS), in which the speech that occurred is quoted verbatim ; 2) indirect speech (IS), 

where the narrator intervenes as an interpreter between the words in the conversation which are reported 

and the person who is reported to, and the original speech is subordinated to the verb of saying in the 

reporting clause; 3) free direct speech (FDS), which is a more direct form than DS, and in which the 

characters, with the omission of either or both of the introductory reporting clause and/ or the quotation 

marks, speak to us more immediately without the narrator as an intermediary and the characters are 

allowed to speak for themselves ; 4) free indirect speech (FIS), which is a mixed form between DS and 

IS, and in which the reported clause, with the omission of the verb of saying, takes the place of the main 

clause, and reports the speech with less intervention on the part of the narrator than ID does, and while 

rendering itself the features of IS it assures less intervention on the part of the narrator in reporting the 

original speech; and 5) the narrative report of speech act (NRSA), in which only a speech act that has 

occurred is reported with a minimal account of the statement and with no indication of the exact form 

of the original words uttered in the actual speech situation. 

3 . The italics in all the quotations are added except those in single quotation marks, which show they are 

the author’s. 

4. G. N. Leech and J. Svartvik, A Communicative Grammar of English (Longman, London, 1983). 

5 . The table below shows the occu汀 encesof 1) direct speech forms, 2) indirect speech forms, and 3) the 

narrative reports of speech acts in Chs 2, 6, 25, and 31. (The figures, rough as the analysis may be, may 

show the general tendency of the use of speech forms in our text.) 

Table II 

Ch 2 : Tom whitewashes the fence admirably. 

Ch 6 : Tom fails in his excuses for staying away from school, goes into a long chat with Huck on his 

way, and in class meets Becky, a new girl. 

Ch 25 : Tom invites Huck and goes for treasure-hunting. 

Ch 31 : Tom and Becky are trapped in the cave. 

1 DS, FDS 2 IS, FIS 

Ch 2 30 。
Ch 6 122 1 

Ch 25 100 。
Ch 31 38 12 

3 NRSA 

2 

6 

4 

18 

pages 

5 

10 

6 

8 
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『塔上の二人』

一一近代我の源をもとめて側一一

松尾 保男
く昭和62年 9月21日受理〉

In Search of the Origin of乱fodernSelf 

Thomas Hardy had a strong influence on modern English literature. One of its traits seems to 

have been the birth of modern self. There will be some discussion as to how it came into being. 

Yasuo MATSUO 

ロンドン郊外のアッパー・ツゥティ ングで，ハーディ

は，病床で書いた『微温の人Jの脱稿後もなおしばら

く，快方に向かうことはなかった．『トマス・ハーディ

伝』によれば，当地の借家の三年の借用期間がすでに

過ぎ，やむなく更に三ヶ月延長している．ロンドンを

目指して上京してきたものの，故郷のドーセ ットに帰

り，ロンドンには必要に応じて出かければすむという

ことになった．作家としての「健康と精神的インスピ

レーション」を得るためで，「ハーディは，都市やその

周辺の住居では，彼のペンからは平凡な社会の生活習

慣に関する機械的で，ありきたりな作品を無理に引き

出す傾向にある」I）と気付いていたのである．体質的に

ばかりでなく，気質的にも彼は都市生活にうまく適合

することができなかった．

病気が治ると，結局ドーセットのウインボーン（作

品では Warborne）のこぢんまりとした家に一先ずお

ちついている．千八百八十一年六月二十五日のことで

ある．

そこで迎えた最初の夜「あの新しい琴星を見た」 2）と

上記の伝記に記されている．何の前触れもなく the

new.・．とあるのには，一瞬戸惑いを感じさせ られる

が，ロパート・ギッティングスの『トマス・ハーディ

の晩年』を読めば十分説得力のある説明を発見できる．

彼によれば，ハーディが半年にわたる病気で最後の診

察をしてもらったのは，彼に手術は避けるようにすす

めていたサー・へンリー・トンプソンで，この著名な

医者は，多方面にわたるマニアぶりを発揮し，ハーディ

が診てもらった当時は，自宅に私設天文台を建造し，

最新式の観測器具を備えていた．目下何に凝っている

か患者に喋らずにはおれない先生で，ハーディにも「彼

の私設天文台の詳細な説明Jを聞かせなかったはずは

なく，ハーディはウインボーンに転居する前に，素人

天体観測所をテーマにした小説の構想を得えいたとい

う.3）かくて新居での第一夜に「あの新しい琴星」の観

察と相なった次第である．

更に，このエピソードと呼応するかのように，ウイ

ンボーンに来て一ヶ月が経った頃（七月二十三日），

ハーディ夫妻と学校の先生である彼の妹ケイトは，遊

覧馬車で行楽した際， CharboroughParkを通ったが，

「そこの小山の頂の塔」が 『塔上の二人』の観察台の

原形となったという．加うるに，その馬車の老御者は，

「かつてその Charboroughの所有者であった」女性

が，「彼女よりず、っと若い美男子と結婚したJ話を彼達

にして聞かせた， 4）とハーディは彼の日記に記してい

る．

同年八月下旬から九月上旬にかけ，夫妻はスコ ット

ランド旅行．帰ると三冊本のための『微温の人』の校

正をし，十二月にはロ ンドンに出て，そこでハーディ

は米国の月刊雑誌『アトランティック・マンスリーJ
に準備中の小説『塔上の二人』を翌年五月から十二月

まで連載する契約を結んでいる．（三冊本は十月刊行）

どのような準備をしていたかといえば，彼自身グリ

ニツジの天文台長宛に天文台の見学を申し込んでいる．

天文学的科学的目的か否かという天文台側からの問い

合わせに対し，古塔を観察台に改造する立案者になり

すまし，見学の許可を得たというから面白い．「英国西

部の植林地に他の目的で建てられている古塔を，彼が，

その道に極めて熱心な青年による望遠鏡での星の研究

の必要条件に合うよう改造することができるか確かめ

たいjS）という趣旨の返事を送ったのである．更に，天
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体望遠鏡の作製法やレンズの研磨法など，天文学につ

いても専門書で研究している．

『窮余の策』をふりだしに，ハーディの長編小説を

作成年代順に振り返って見ると， 『帰郷』以降の作品に

は，それ以前にはなかった顕著な傾向が現われている

ことに注目させられる．

これらの各小説には，それぞれ作品の主題と密接に

結びつけられた特定の settingがあり，両者は程度の

差こそあれ，揮然一体となっている．『帰郷Jがその典

型で，エグドン ・ヒースという舞台は，ただの舞台に

とどまらず，それに魅せられ，パリから帰ってきた男

性と，そこから脱出しようとする女性との聞の愛憎を，

エグドン ・ヒースとの相互関係において描いたのがこ

の小説であった．原初的人間存在が開闘以来連続して

いる生のありかとしての settingであった．

それに続く『ラッパ隊長Jは，対岸のヨーロッパ全

土の領土化を狙うナポレオンの侵攻にさらされようと

している十九世紀初頭の， ドーセット州住民たちの物

語であった．つまり一種の歴史小説で，歴史を抜きに

しては作品は成立しない．ナポレオン戦争を英国側か

ら見た最初の愛国歴史小説の創作という点で，ウェ

セックス小説に幅と奥行きを与えている．

『微温の人』は，「今日の物語jという副題が示す通

り，近代的な時代設定になっていた．主題はやはり男

女の聞の愛情問題であるが，主人公は青年建築家で，

女主人公が住む古城の修復計画の施工者である．芸術

に重きをおいた建築が作品を支えている．

要するに，これら三編の小説は，自然，歴史及び建

築がそれぞれ作品自体を形成していた．

『塔上の二人』においては，天文学がその役割りを

負わされている．連載の最終回にあたる千八百八十二

年十二月には，金星 Venusの子午線通過が観測できる

ことになっていて，専門家ばかりでなく，一般の人々

の間でも天体観測の関心が高まっていた．同時代の作

家ジョジ ・エリオット作『フロス河畔の水車小屋』

(1860）にも天体観察への言及がある.6）ハーディの

「この物語の芽生え」は一説にはこの小説からだとい

われている.7) 

物語は，ウェランド・パークという旧家で，荘園の

領主邸に住むヴィヴィエット・コンスタンティン夫人

が，自分の地所内にある古塔を見に行く話で始まる．

塔は，四五十エーカほどの耕地の中央に，こんもり茂っ

た縦の植林の中から，高くそびえたつ，古いタスカン

様式の円柱の塔であった．（もしこの小説が，ハーディ

の次の世代の小説家 D.日ローレンスの作品であるな

らば，この塔は男性のシンボルに擬せられるのが常識

であろう ．天体望遠鏡を保護するため，屋上をドーム

で覆ってからはなおさらのことである．『狂乱の群れを

はなれて』の， トロイがパスシパに演じてみせた剣舞

の舞台，しだに深く覆われた窪地の女性のそれと好一

対をなすものである．なお，塔が立っている丘は「古

えのローマ人のキャンプj8）の遺跡である．当時のロー

マ人が残したものの一つがコンスタンティンという名

前だとすれば，夫人の名前には「コンスタントJとい

うアイロニックな響きが含まれている．）

さて，塔を訪れた夫人が，驚いたことには，登って

みると，美男子の青年が夢中になって天体望遠鏡をの

ぞいていた．これで 『塔上の二人Jの主要な場所と登

場人物は早くも出揃ったことになる．

千八百九十五年に全集発行の際，ハーディがこの小

説につけた「序文」によれば，

この貧弱な造りのロマンスは，二人の人間の極めて

小さい人生の情緒史を，途方もなく大きな天体宇宙と

いう背影と対比させ，これら二つの対照的な大小のう

ち，小なるものの方が，人間としては大なるものであ

る，という感慨を読者に伝えたいという願いが実を結

んだものである. (p.v) 

作者の執筆動機の解説ではあるが，うのみにできな

い点がある．作品発表から十三年経て書かれたこの「序

文Jは，思惑通りに作品が受け入れられなかったため

の，後知恵としての弁解として付けられたのだとも思

われる．書き手側がいう読者の誤読という点からすれ

ば，読者の数だけ誤読はあるといえるのであろう．

彼は，意図した通りには当時の読者は受け入れてく

れなかったのを回顧しながら，「それは，しかしなが

ら，十三年前のことであった」と言っている．作者の

眼を通して捕えた当時の読者の反応は，

しかし本が出版されてみると，人は著者のこうした

高速な目的によってというよりむしろ，第一に，この

小説は，その倫理道徳の点からすれば，「みだらな」小

説であり，第二に，それは英国国教会に対する風刺で

あるよう意図されたのだという自分勝手な意見で心打

たれているように思われた.(p.v) 

ここでは，ハーディのいう「高速な目的」が作品で

はどう現れているか，まず小説の中でと らえ，次に彼

が「序文」を付けた時点，つまり十九世紀の世紀末

(1895）で，この小説の評価がどう変っていたかを検

討してみることにする．この二つの検討の結果を，更

に一世紀たった二十世紀の世紀末を迎えようとする今

日から見ればどうなるのか，この三点を視界にいれな
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がら，『塔上の二人Jの再評価をこころみたいと思う．

塔上に出てみると，人の気配にも気づかず，美青年

スウィジンは，三脚にのせた望遠鏡の向うに広がる天

見えるかと尋ねる．彼女は頭上を見渡しながら，「何千

かしら一一何万かしら」とぼんやり答えた．

体の観察に没頭していたが，コ ンスタンティン夫人は， 「違いますよ，たったの三千ぐらいです．では，性

その美青年が，頭髪がこうで，肌色がああでとか，彼 能の良い望遠鏡ではどれくらい見えると思いますか」

の観察にはたっふ。り時間をかけたが，望遠鏡が何をと 「わからないわ」

らえているか，自分の眼でその向うをたどって見るだ 「二千万ですよ．ですから，そんな星が何かのため

けの関心も彼女はもっていなかった．青年が眼を離す に作られたのだとしても，ぽくたちの眼を喜ばせるた

兆がなく ，彼女の側から真昼の沈黙を破った． めに作られたのではありませんよ，何事につけ，全く

同様なんですよ．人間のために作られたのは何もあり

「何が見えますか，一ーどこかで何か起きているの ませんJ(p.31) 

かしら」

「そうです，全くの大異変ですよJ彼は振り 向きも 今日のサイ エンス ・フィクションのー頁を思わせる

せず，機械的につぶやいた． 発想法であるが，事実，ハーディは，文学に科学を導

「何ですってj 入するのを早くからねらっていた小説家である．英国

「太陽の旋風ですよ」 の批評家 ・詩人エドマンド ・ゴス宛の彼の手紙にその

夫人は，その出来事の重みを地上の生活という秤に 一端をうかがうことができる．彼はその文中で，「私が

かけているかのように，聞をおいた． めざしましたもの一一科学をロマンス文学の単なる埋

「そんなこと，ここのあたしたちにどういうことに め草ではなく ，ロマンスの実際の表現形式にすること

なるのかしら」（p.7) を認めていただくと信じてJ9）云々 とある．しかし

出来上った作品では，ハーディも，その手紙のむすび

人聞を，大宇宙 macrocosmの縮図とみなし，小宇宙 で「大あわてに書きあげ，意図したことからはほど遠

microcosmと呼ぶことがある．ハーディは，その大字 くjと述べている通り ，例えば，『帰郷』のエグドン・

宙という概念は，こ の小説の中で、は持っているが一一 ヒースの完壁さにははるかに及ばない．

大宇宙の大きさ macrocosmicmagnitudes (p.35）ーー スウィジンは，二十歳 という年端も行かないアマ

その縮図としての小宇宙， つまり人聞を，それに対比 チュア天文学者でありながら，天体観測や天体物理学

させることはしていない．彼が「序文Jで 「大なるも の分野では，かなりの業績をあげている．コペルニク

の」が 「小なるもの」より云々というとき，それは「天 スが活躍した領域は太陽系にとどまっていたが，彼は

なるもの celestialJと「人間的なもの human」とが対 それを越え，宇宙を舞台に した第二のコペルニクスを

置されている．したがって，宇宙の大きさ，遠大さを 標傍していた．時はまさに 「最近，人気は芸術に対し

強調すれば，「天なるもの」は 「偉大なるもの the て冷たくあ しらしし 科学にはこびを売る」（p.154）時勢

greater」となり ，「人間的なるものjは「小さきもの the で，天文学は「かくも急速に発展する科学」（p.53）と

lessJ (p.35）と転化されている．勝手な造語であるが， して脚光を浴びていた．彼払将来は天文台長になる

この転化は転価を招いている． べく努力中で，思索，読書，観察の結晶としてある変

青年天文学者スウィジンが，宇宙の解説者，代弁者 光星に関する発見を発表しようとした．しかし，原稿

であるとすれば，ヴィヴィエットは「地上の生活J，と 発送のため町に出たとき買い求めた雑誌に，他の観察

りわけ人間性の具現者であるという 印象を与えられる． 者による同じ星の発見が活字になって発表されていた．

というのは，二人の生活の基調をなす関心事は，「あな 落胆のあまり病に倒れるが，「新しい琴星」を観測した

たのは天なるもので，あたしのは嘆かわしいほど人間 いという願いが彼に新たな生命を与え，絶望から救っ

的なものだわ」（p.35）という夫人の評言が示す通りだ ている．以後も，折につけ，英国学士院やグリ ニッジ

からである． や，あるいは天文雑誌に論文を送り続けた．物語も大

他方，宇宙自体は非人間的存在として描かれている． 詰めに向うころには，南半球の観察隊の一員として，

スウィジンの説くところによれば，眼で見る星の数と アフリカ南端のケープ・タウンに行き，研究に没頭し

性能のよい望遠鏡で見える星の数の差で，星とはいか ている．

なるものか，ひいては宇宙万物がいかなるものである しかし，作品そのものは，決してサイ エンス ・フィ

か判断できることになっている．スウィジンが，満天 クションの先駆者的物語ではなく ，あくまでも 「ロマ

の星を見上げ，夫人に，今星は，肉眼でいくつぐらい ンス文学」である．読者の関心も，宇宙自体や，彼の
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科学者としての研究生活には，副次的な意味でしか向

けられることはない．レンズの向うに広がる広大な星

の世界は，彼に急速に接近してくるコンスタンティン

夫人と彼との聞の関係が親密度をますにつれ，地上的

な，人間臭い様相を帯びている．作品の主題からすれ

ば必然的な帰結であるが「序文Jで見たように「微小

な二人の人間生活の情緒史を，途方もなく大きな天体

宇宙という背影と対比」させ，それがいかなる結果を

招くか見極めようというのが，ハーディの当初の構想

であったことの裏付けでもある．琴星，金星，月，太

陽，銀河系，更にその彼方の諸星座についての記述は，

当時の最新の知識に基づいていたであろうが，それに

対する物語の一方は，人間の「情緒史jである．した

がって対比を可能ならしめるため，宇宙は，その説明

者であ♂，代弁者であるスウィジンの「情緒」で色濃

く彩られてくる．この「情緒」に染った世界が，すな

わちハーディの宇宙観である．

広大無辺の，夜空にさえわたる星も，地上の二人が

出会い，踏みならしてできた小径を覆う縦の木も，さ

ながら両極端が共鳴し合うような響きをかなでている．

まず，頭上の星空から見てみよう．昼間の蒼寄も，

晴れた夜は，一面の星の世界に変貌する．塔上での初

めての出会いで，スウィジンはコンスタンティン夫人

に，次の晴れた夜，天文学の手ほどきとして，天体観

測に来るよう招いていた．彼の手製の望遠鏡は，まず

手始めに木星をとらえた．「その軌道の光輪」（p.30）を

映し，次いでト，光度は落ちるが「太陽系の中では一番

美しいJ，衛星を従えた土星に移り，シリウス星にまで

達すると，天体はもはや光の一点として輝いているだ

けである．ここまで達すると，夫人には，スウィジン

はこのような天体観測のせいで，「年の割には悲しそう

な」（p.32）様子をしているように思われ，彼女には母

性愛的心遣いがこみあげてくる．彼が夜毎遠い星から

星へと飛び回っているので，「天文学は，あなたのため

にはならない研究だわ．人間のつまらなさ加減をあま

りにもありのままに感じさせてしまうのよJと嘆じ，

彼も彼女に同調し，「この研究は，その性質からして殆

んど悲劇的であるように感じています」（p.32）と打ち

明けている．このように，天王星から白鳥座を経て，

可視の極限に達すれば，夫人は「ぞっとする深淵」に

直面し，「生きていても無駄である」（p.32）気分に誘わ

れる．

ノ＼ーディの全宇宙は，このように感性の目盛りを刻

んだ尺度で測ることができそうである．スウィジンが

星空を見上げて言うには，

サ イ ズ

尊厳が始まる大きさがあり，更に先には崇高さが始

まる大きさがあり，もっと先には厳粛さが始まる大き

さがあり，更に先には荘厳さが始まる大きさがあり，

尚も先には凄絶さが始まる大きさがある．その大きさ

が天体宇宙の大きさにちょっと近いところですね.(p. 

34) 

彼女の眼が「凄絶さ」にまで達すると，夫人は「身

を滅されるような恐怖感jに打ちのめされる．宇宙の

広大さに「地上のすべてのものが原子の大きさにまで

還元されてしまう」（p.244）それにもかかわらず，星は

永遠に続く物体ではなく，「ろうそくのように燃えつ

き」「そのような星の輝きにさえ一抹の哀れさがある」

(p.34）面白いことに，スウィジンは星にも「家庭的愛

着」を覚えている．ケープ・タウンで観察する宇宙は

「本国の上空より，人間の思想の史的集積が少なく，

北よりもっと孤独な孤独でみなぎっているようだ」（p.

297) 

望遠鏡から眼をはなし，地上を観察してみよう．塔

から見おろせば，畠を行く歩行者は「黒い一点Jに見

え「葉っぱと青虫J(p.10）のように見分けがつかな

い．この「微小なる生活jの心象風景としてウエラン

ド・パークの草本は描かれている．ハーディ独持の審

美的自然観で，塔の周囲を渡ってゆく微風による「木

立ちのすすり泣きが表情豊かに聞こえ」（p.3）「地下に

囚われた万にものぽる精霊たちは，頭上の陰気な枝々

から，自分達の悲しみを，あえぎあえぎ，吐き出して

いるようであった」（p.64）強風が吹き渡れば，森は「う

めく」（p.120）のである．これら樹木の擬人的な調べ

は，いわば『塔上の二人Jの通奏低音ともいうべきで，

『森林地の人々Jのあの森の娘マーティが，ウインタ

ボーンの植林の手伝いをしながら，植えたばかりの苗

木から，そっと手を離すや，哀愁を帯びた調べが独奏

曲のように聞こえるまで洗練されることになる．

コンスタンティン夫人には， D.H.ローレンスの

『チャータレイ夫人の恋人』（1928）の女主人公チャー

タレイ夫人を思わせる点がたくさんある．（前者は姓が

コンスタンティン，後者は名がコンスタンス）二人と

も，立派な社会的地位には恵まれながら，全人的生活

を肯定的に営むには，配遇者側に致命的な欠陥があっ

た．そこに第二の男性との出会いがあり，彼女たちの

心身両面の空洞を充足し，一個の人間としての満ち足

りた生涯を全うしようという願望を抱かせていた．両

方とも，地方のパークのある邸宅に住み，男性も同じ

地所内で生活し，人目をしのべば，ほぽ思う通りに相

手を求めることができた．ただ，二篇の小説の間には

四十年の年月の隔たりがある．コンスタンティン夫人

は，十九世紀末にさしかかろうとする時代に，彼女の
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全人的生活をいかにして獲得しようとしたか．夫人は，

塔からの眺望を楽しむため出かけたのだったが，実は，

景色を眺めたぐらいでは決して癒すことのできない悩

みを抱いていた．夫のプラント卿が彼女をさんざん虐

待したあげし留守中は男性との交際は慎むよう妻に

誓わせ，アフリカへライオン狩りに出かけてから，既

に一年半余りの月日がたっていたのである．

ハーディは，最新の科学を文学作品の肉付けとして，

この小説に初めて本格的導入を試みたのだが，コンス

タンス夫人の登場させ方にも，一世紀を経た今日でも，

そのまま適用するような手法を用いている．塔へと彼

女をかりたてたのは，

何かしたいという全くの願望一一彼女の妙に孤独な

生活からくる慢性的な願望一一以上の何ものでもな

かった．死ぬほどひどい ennuiを多少なりともしのぐ

ためなら，どんなことでも歓迎したい気持でいた．不

幸なことでも歓迎したことであろう .(p. 3) 

現代文学で，退屈顔で登場してくる主人公がいかに

多いことか．夫人の退屈さは，しかし，倦怠からは峻

別されなければならない，高度に発達した文明社会の

退廃的生活に飽きはてたあげくの退屈さではなかった．

ヴィクトリア朝の地方の旧家が要求する 「形式主義的

生活には，彼女の本能がうまく一致しなかったJ(p. 

49），まだ二十世紀文明に毒されていない，素顔の女性

である． 「コンスタンティン夫人には，地方の名門の奥

方としての自分の不変の地位よりも，女としての自分

のつかの聞の感情を大事にする生来の好みがあったJ
(p.35）ハーディの文学に現われる女性達は多かれ少

なかれこの性向をもっている．

ハーディは，スウィジンを「天文学者アドーニスj

(p.56）と呼び，「科学のアドーニス」（p.206）とも呼

んでいる．これは明らかに，ギリシャ神話のヴィ ーナ

スの寵愛を受けた美貌の青年アドーニスを念頭におい

てのことである．もちろんシェークスピアの詩 Venus

and Adonisも意識していたにちがいない．年増の

ヴィ ーナスが美青年アドーニスに求愛し，狩に行く彼

を追いかけ，言い寄るのだ、が，むくわれないという物

語である．この作品では星の狩人アドーニスに言い寄

るのは，木星ヴィ ーナスではなく，ヴィヴィエットで

ある．彼女が生来の性向である女としての感性を大切

にしようという傾向は，「形式主義的な生活jのなかに

とどまる限り，「彼女の外的生活の空虚さは続き，内な

る生活の空虚さもそれにともなって続いた」（p.50）の

で，一種不安定な均衡を保っていたが，スウィジンへ

の関心が高まるにつれ，「性向」「本能」が支配的になっ

てくる．もっとも，それに抵抗しようとする自己保存

の打算もはたらくのだが．

スウィジンを，プラント卿の消息を探りに，ロンド

ンへ使いに出し，お礼に「グランドピアノ二台分jに

相当する高価な天体望遠鏡を贈り，夫人は彼に立派な

天文学者になるよう ，物心両面にわたる援助を与える．

そこで，彼は，「コンスタンティン夫人のおかかえ天文

台長」となり，彼女は 「彼の女王」（p.55）という関係

が成立した．それでも彼はまだ夫人を自分の庇護者で

あり協同研究者であると認めているだけである．彼の

真塾な研究態度は，現代でも，若い科学者ならば一度

は夢に措く人間像と映るにちがいない．

最愛の科学は結構ぽくの女房なのですよ．多分，似

た者同志の友達とちょっぴり親密な友情で結び付いて

いればで、すね. (p.66) 

しかし，この不安定な均衡は，『森林地の人々』にお

けるウインタボーンとグレースとの関係を想わせる出

来事で緊張してくる．二年に及ぶ変光星の研究発表が

「六週間の差」で出し抜かれたのを知り，スウィジン

は帰路疲労困懲し，雨の中で人事不省に陥る．夫人は，

彼の病気を知り，前後を忘れ，本能的に真直ぐ彼の病

床を見舞うが，その途中でのその取り乱しぶりは，

「あの人が好きでたまらないのよ」と彼女はうめき

声を発した．「だってしかたがないわ，間違っていたっ

てかまわないもの 一ー かまわないわよ」（p.72)

夫人のこの「うめき声」は，グレースが追いつめら

れたとき発する叫びの，いわば習作である．夫に裏切

られ，人形の家同然のグレースは，ついに出奔し，こ

の世で頼ることのできる唯一人の人，ウインタボーン

のところで一夜の宿を乞う．一部屋だけの山家の主は，

病身でありながら，最愛の女性にその部屋は譲り，嵐

の中に出てゆく ．彼もスウィジンと同じく，雨に降ら

れ，語妄状態に陥る．ここに至って初めて事の重大さ

に気付き，既婚者であるにもかかわらず，彼女は彼を

呼び入れ，一夜を明かす決心をしたとき発する声は，

まさに自我宣言の叫びである．

「外見など問題ではありません，現実が正しければ．

あなたは頼りにすることができると心で思っていたの

だわ」（p.378）「あなた，ここにおいで下さい，人があ

たしたちのことをどう言っても，どう思っても，あた

しはもうかまいません」（p.389) （原文イタリック）
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星の狩人アドーニスの安否を気遣うヴィヴィエット

は，人の気も知らないで自分の名声ばかり気にしてと，

悲しみのあまり彼にキスしてしまう．

熱心な科学者によくあることだが，スウィジンは，

異性関係を含め，物質的現世的なことがらには全く無

関心で，「原始的エデン」（p.12）の園の住人である．誕

生祝いをかねて望遠鏡を贈られでも，彼女の真意など

夢にもおしはかることはない．その分だけ本心を知っ

たときの驚きの激しさは，作者の計算にはいっていた

はずである．『狂乱の群れをはなれてJのあのボールド

ウッドが，パスシパから面白半分の恋文をもらったと

きの彼の心のたかぶり同様，スウィジンは眼から「う

ろこ」が落ちた思いがしている．

村人達，つまり主人公たちよりも下層階級の人達は，

他の作品でもそうであるが，庶民的な屈託のない物の

見方をし，物の本質をよくとらえることが多い．古代

ギリシャの戯曲に出てくるコーラスの役目である一種

の注釈者の役割を果しているが，ここでも，夫人が塔

にゆくのは「星が好きだからではなく，あのきれいな

若者よJ(p.58）と早くから見抜いていた．今度スウィ

ジンがたまたま立ち聞きしたのは，プラン卜卿がアフ

リカで客死したのを知り，それでは夫人が彼を手なず

けするだろうといえば，もう一人が「本当だ，本当だ，

それも合法的にだな，前ならば邪まな欲望だっただろ

うが，今じゃ神聖な願いごとだからなJ(p.96）と応じ

ている．

夫人にどんな話だったのかと尋ねられ，彼は，自分

には何ともいえないことと答え，

ヘヴン

「それは一つの覚醒でした．頭上の天を考えるとき，

ぼくは気付かなかったのです一この一」

「下の大地のことを？ J
ヘヴン

「下のもっとすぐれた天のことです．どうぞ，コ ン

スタンティン奥様，しばらく手をかして下さいJ(p.97) 

これを境とし，彼の天と地はしばらく入れ換ってし

まう．ハーディはこの小説を書くにあたり，かなり精

密にプロットを練っている．「仕上げを急いだためjそ

れに振り廻されているようでもある．これまで仰ぎ見

ていた天よりもすぐれた天を夫人に見いだしたが，そ

れだけにとどまらない．夫人への思慕が彼の思考をさ

またげ，研究は投げ出し，「あなたの眼が，ぼくのこれ

からの星になりますJ(p.105）と告白してしまう．頭上

の天にまさる「天」を地上に，更にその「天」に「星」

を発見するのは，彼にほどこした彼女の感情教育のな

せるわざであるが，この告白には伏線があった．

青年科学者として人を近づけない高貴さは，彼に人

の背丈ほどにも視点、を落させることはなかったが，「現

在の彼の天は，確かに空にあり，それが見つかるはず

の唯一の場所， イヴの娘の眼の中ではなかった」（p.46)

コンスタンティン夫人が，女性の一人として「あたし

たちの中に住む，いわゆるイヴは，現われるときがあ

るものよJ(p.106）と自認する通りである．その彼女の

「温和な黒い瞳は……暖かく，情愛のこもった，こと

ろもち官能的な気質を示す生来の鏡」（p.24）であっ

た．

スウィジンは，形だけでも秘かに彼女と結婚してお

けば，自分の研究を再開できると思い，夫人に求婚す

る．ハーディの小説はどれも，男女聞の愛欲を取り去

れば，もはや小説ではなくなってしまう．この作品で

も，二人の「情緒史Jのなかで，「最高の興奮状態下の

生命の高鳴」（p.114）という筆遣いが見られる．

小説の初めの部分で， 二人が塔の上で、逢っている聞

は，極めて小さなゴマ粒ほどの存在に見える人間の情

緒と，途方もなく大きな宇宙とが，望遠鏡を通してう

まく組み合わされ，ハーディの作品の系列からしても，

絶妙な新機軸の出現を思わせていた．しかし，それも

作品全体からすれば前半だけのことで，二人が塔から

降り，地上で，等身大の生活を増すにつれ，読者には

精神の高揚が減退してくる．

あとは喜劇と悲劇の絢い合わせで，互いに，相手を

逃がしそうになれば追求し，特に夫人の方は，深追い

したかと思えば，ゃれ年長者の分別が大事だとか，名

誉を重んじとか深刻ぶった場面が次々に続いている．

ただ，これまでのハーディの小説と違うのは，この不

決断の描写法が，より心理的，「無言の内的熟慮J(p. 

256）になっている点である．

それだけでなく，物語に迫真性を欠くことすら生じ

ている．秘かに結婚するため，都合でヴィヴィエット

が先にパースに行き，十五日後に教会で式を挙げ，一

泊して帰途につくが，停車場前の広場で，御者（実は

彼女の兄）から受けた傷を癒す間，塔で「短いハネムー

ンJを送る． 『日蔭者ジュード』では，女主人公シュー

が，異性としばらく何の交渉もなく同居生活を営み，

男性はついにノイローゼになる逸話があるが，塔の二

人は，新婚夫婦でありながら，「ハネムーン」で，シュー

達と同じような同居生活を送ったのだろうか．という

のは，プラント卿が死亡したのは，初めの知らせより

も後にずれていて，二人の結婚は法的には無効だと判

明してから，「ヴィヴイエットは彼との初めてのちぎり

の熱情に屈した」（p.263）ことになっているからであ

る．

いつ結ぼれたかは本来第三者である読者にはさした

る関心はないが，問題になるのは，この「小説は，そ
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の倫理道徳の点からすれば『みだらな』小説」だとい

う世評に対し，作者ハーデ、ィは，作品発表後十三年経

過してから書いた「序文」で，現在では「男女関係に

ついて」発表当時にみられた「謹厳実直なおたしなみ」

には驚かざるをえない，と批判していることである．

時にはうわついた，グロテスクな筆致さえあるかも

知れないが，この本には，結婚生活以外にはただ一度

の愛撫，あるいはそう意図されたものは存在しない（p.

v) 

と，作者にすれば，読者の不明をかこつつもりであ

ろうが，いわずもがなの弁明にすぎない．したがって，

彼等の結婚生活には「短いハネムーン」を含みいわゆ

る夫婦生活はなかったことになっている．このように，

ヴィヴィエットが，生理の異状に驚き，アフリカへ天

体観測に出かけたばかりのスウィジンを追って，いた

ずらに八方探し求めたあげし兄に実状を告白したと

き，ハーディは彼女に歪曲した告白をさせている．兄

は事情を十分知らず，誤解しないでと，「あたしは，あ

なたが思うほどの悪人ではありません．あたしのは愚

行であって一一悪徳でトはないのよ」（p.279）とは彼女は

いえなかったはずである．

もちろん，今日のわれわれからすれば，プラント卿

の死亡が現実にはもっと遅かったにしても，正式の手

続を経た結婚であったからには，もう一度やり直せば

済む法的手続上の問題にすぎない．現実問題として，

「形式主義的な生活」圏外にある村人達は， 一世紀後

の今日のわれわれとほぽ同じ考え方をしている．コン

スタンティン夫人の小間使グリーンは「男は教会の結

婚式なんかおっくうがり屋だから」まだ「生まれるに

は十二週間あるjお腹の子が「アントニーとわたしを

結婚させてくれた」し，子どもも「不幸な子にならず，

小いちゃなお宝」（p.128）と，下にも置かず可愛がって

いる．

作者自身が「序文」で「この貧弱な造りのロマンス」

「この不完全な物語J(pp. v -vi）と繰り返しいってい

るように，この作品は，すわりが悪いのは何故であろ

うか．

作者は，塔上の二人のうち，青年天文学者スウィジ

ンによりも，荘園領主夫人コンスタンティン，「女とし

て自分のつかのまの感情を大事にする生来の好みを持

つj女主人公に作品の力点をおいている．「序文」でで

も，彼女の悲劇に終った生涯も「社会的同情の発達に

無益ではない」（p.vi）と，一節もうけて言及している

のもその証しである．そういうわけで，『塔上の二人』

が文学作品として成功するか否かは，コンスタンティ

ン夫人の出来不出来にかかっている．しかしながら，

夫人の兄が登場し，スウィジンの年金のことが夫人の

知るところとなり，メルチェスターの主教が出現する

作品の後半になると，彼女がとった処世術は，図式的

にいえば，「直線二本で三角形を作ろう」（p.278）とい

うことである．元来，この小説のモチーフは二元論に

基づいている．星の世界と人間，「大なるもの」と「小

なるものj，上層階級と下層階級，若い主人公と年増盛

りの女主人公，つまり，アドーニスとヴィーナス，ス

ウィジンの「血に流れている二つの身分」，塔の所有者

と借り手，夫人の「恋人かそれとも信心家Jという性

格，さては，二人の結婚式では新郎は黒ネクタイをし

める必要が生じ，式を司どる教会側も結婚式を，皮肉

にも，葬式と感違いするなど，枚挙にいとまがない．

しかし，何はともあれ，その最たるものは，スウイ

ジンが，少なくとも五年は滞在するつもりでアフリカ

に去ったのち，残った彼女は，正式には未婚のまま彼

の子どもを宿していると分ったとき，彼女が直面した

二律背反，つまり「彼には彼の道を歩かせ，同時に自

分の置かれた地位を守る」（p.278）という矛盾した解決

法の模索である．この二本の直線で，すわりのよい三

角形を作るには，先に見たスウィジンが彼女に求めて

いたもの，「似た者同志の研究友達とのちょっぴり親密

な友情で結び付」けることができたであろう．しかし，

もう時間がそれを許さなかった．より根元的には，彼

女が求めたのは星ではなく，青年であり，天文学より

も宗教の方が「より重大な事柄」（p.170）であり，その

宗教でさえ，当面の困難から脱出するための「宗教と

いうからくり」（p.155），困ったときの神だのみであっ

た．

その証拠には，彼には，年金を受けさせ，旅もさせ，

研究も続けさせるため，「愛他主義」（p.255) (p.269) 

が必要だの「慈悲心J(p.254) (p.269）が必要だのと繰

返し唱えながら，新たな必要が生じると，自己保存の

ため「一つの方法」ではあるが「大きな悪事J(p.287) 

と認めながら，主教の求婚に応じてしまう．

五年余りが過ぎ，スウィジンは帰国し，夫を失い再

びウエランド・パークに住んで、いたヴィヴィエットと

塔上で再会する．彼は，彼女が五年間の苦しい生活で

すっかり容色が衰え，昔日の面影もとどめていないの

に衝撃を受け，彼女から立ち去ろうとする．作者は彼

の若さが，現在の彼女の「清められた憂愁jを評価で

きず，「『時』が彼女に復讐したのだ」（pp.307-8）と

説明している．（したがって，最後の，重ねての主教の

復讐のくだりはなくもがなの一行である．）一旦塔を降

り始めたものの，自分に対する彼女の往時の接し方が

「至純の慈悲心、 『己の利を求めぬ』10）慈愛J(p.309）の
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精神であったのに思いが及び，再び塔上にかけ上がり，

彼女の死の抱擁となる．彼の眼前には，そのように，

例の「慈悲心jに満ちた姿をして現われるのだが，読

者には、彼女が，ぎりぎりのところでは，「己の利を求

めず」どころか「自分自身を満足させるため，無邪気

な青年を陥れ結婚させた人のように，心のとがめを感

じた」（p.173）のは忘れがたい事実である．主教と結婚

したのも「己の利を求めJた窮余の一策ではなかった

か

ノ＼ーディは，主教の取り扱いが「風刺を意図した」

(p.v）のだという非難も返上しているが，彼には当然

予想された非難であったと思われる．主教が彼女から

結婚の承諾を得たのは「鍛えられた論理的議論の説得

力J(p.288）を発揮したからだとしても，「男親馬鹿，

わが子を知らず」と，『ヴェニスの商人』のランスロッ

トの台詞 (II.ii）を引き合いに出した手紙を作者は書

いている .11）女性にだけしか分らない領域が現実の世

界にはあるという真理には盲目であった．医学，生物

学等の助けはあるとしても，男性は木偶坊で，主教を

笑ってばかりもいられまい．

しかし，ここで作者が狙っているのは「風刺」とい

う表面的なことではなし一体宗教に何ができるのか

ということのような印象を受ける．たとえ主教でも自

分の妻をすら宗教者にするだけの感化力をはたらかす

ことができないということである．というのは，若い

スウィジンがヴィヴィエットに感知することができな

かった「純粋な慈悲心Jの「清められた憂愁」とは一

体いかなるものであったのか．教区牧師が見るには「今

では宗教も哲学も彼女には役に立たない」（p.301）とい

うのに．男と女がうまくやってゆくには「慈悲心」と

いった道学的なものではあるまい．なぜならここで「慈

悲心」とは，彼には求心的であっても，もともと夫人

には，若いっぱめから身をひくために思い付いたもの

であり，彼女には遠心的にはたらいていたはずである．

むしろスウィジンがいったように「親密な友情」こそ

大切ではあるまいか．これまで見てきたハーディの作

品でいえば，希少価値といえるほど少ないが，『窮余の

策』のエドワードとシシリア，『狂乱の群れをはなれてJ
のパスシパとオウク，それに『帰郷』のヴェンとトマ

シンの聞がうまくいったのはそのためであったはずで

ある．

『帰郷』ではクリムの性格として「子供のように優

しいが，鋼のように固いこともある」（p.288）というの

があった．ラッパ隊長ジョンは軍人とはいえ，人間的

正義観の権化で，信義を貫くためには，愛する女性か

らも好意的に受け取られそうな場合でも信念を曲げる

ことができない人で，スペイン戦線で息たえるまで

ラッパを吹く，意志の人であった．

『塔上の二人』になると，青年天文学者スウィジン

は，科学と結婚し，研究途上で年上の未亡人と恋に落

ちたが，未来の妻には自分の助手として手伝わせたい

と思うほど科学一辺倒である．裏をかえせば，事物は

すべからく一義的に判断し，自分の研究対象である無

慈悲な自然の法則を思わせる論理が単純な形で一人歩

きしだしている．この一徹さは，ハーディの後期の諸

作品の中で，へンチヤードやウインタボーンやマー

ティ，テスやジュードやシューといった群像のパック

ボーンを形成することになる．

〔注〕

1) Florence Emily Hardy: The L約 ザ Thomas

Hardy, Macmillan, 1962 p.149. 

2）同書 p.149.

3 ) Robert Gittings : Thomas Hardy’S Later Years, 

Atlantic-Little, Brown, 1978 p. 26. 

4 ) Evelyn Hardy (ed.) : Thomas Hardy's Note-

books, The Hogarth Press, 1955 pp. 61-2. 

Thomas Hardy's Later Years，前掲書， p.27. 

5) The L的 ofThomas Hardy，前掲書p.151. 

6 ) George Eliot : The Mill on the Floss I, Ams 

Press, 1970 (reprinted) p. 241 

「天文学者は全部だと思うわ．だって，ねえ，あ

の人達は高い所に住んでいて，女の人達が登って

こようものなら，お喋しちゃって星の観察をさま

たげるのよ」

7 ) F. B. Pinion : A Hardy Companion, Macmillan 

1968 p. 39. 

8) Thomas Hardy: The Two on the Tower, 

Macmillan (Pocket Edition) p. 3. 

（以下この版からの引用は本文中に頁を示す）

9 ) R. L. Purdy and M. Millgate (ed.) : The Collect-

ed Letters of Thomas Hardy, Oxford 1978 p. 

110. 

10）コリント前書 13. 5 

11) The Collected Letters of Thomas Hardy，前掲書

p.110. 
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ゲーテの妻・クリスティアーネのこと

瀬戸 洋
く昭和62年 9月18日受理〉

Uber Goethes Frau, Christiane 

Goethe hat in seinem langen Leben mit vielen Frauen zu tun gehabt. Und die Frau, die am 

engsten und am langsten mit Goethe zusammen war, ist nattirlich seine Frau, Christiane. Meine 

Studie ist eine Skizze tiber Christiane. 

Hiroshi SETO 

序

ゲーテ83年の生涯を彩った女性は十指にあまる．そ

してその多くが彼の作品の中に永遠の女性像を刻んで、

いる．例えば，シャルロッテ・ブッフは『若きヴェー

ルターの悩み』に，シュタイン夫人は『タッソー』に，

マリアンネ・フォン・ヴィレマーは『西東詩集』に，

ウルリーケ・フォン・レーヴェツォーは『マリーエン

パートの悲歌』にと．ところが，彼とその半生を共に

した彼の妻クリスティアーネは，数篇の詩を別にすれ

ば，彼の作品にほとんど登場してこない．少なくとも

彼の主要作品で，その背後に彼女の存在を強く感じさ

せるものはまった くないと言っていい．そのためか，

これほどまでにゲーテについてはいろいろ論じ尽くさ

れているにもかかわらず，彼女については以外に少な

い．ゲーテの評伝においても，彼女のことは，どちら

かと言えば通り一遍で，片隅においやられている感が

ある．しかし， 28年間ゲーテの側にあって生活を共に

したクリスティアーネの存在は，ゲーテにとり非常に

大きなものであったはずだ．常識的に考えて，異性と

共同生活を持つ場合，相手の在りょうが生活の全般に

わたりいろいろな形で影響を与えるのは避けられない

ことだ．それはかならずしも生活だけのことではなし

また精神生活にも言えることである．確かにクリス

ティアーネはゲーテの創作意欲の対象にはなりえな

かったようだ．しかしゲーテがクリスティアーネを｛半

侶として選んだことが，精神生活を含めて彼の存在全

体に及ぽした影響は測り知れないものがある．という

ことは，クリスティアーネという女性を知ることは，

ゲーテという文学者のある面を知る手がかりになると

思う．そこで私はここでゲーテの妻・クリスティアー

ネにアプローチしてみたい．

なお，この稿を書くにあたり，羽Tolfgang W. Parth 

の『GoethesChristiane.] ( verlegt bei Kindler）およ

び東谷文雄氏の『宰相の妻クリスティアーネ 一輪

の花一一』（『小栗浩教授退官記念・ドイツ文学論集』東

洋出版・所載）を参考にしたことを，予めおととわり

しておきたい．

1 

ゲーテは24歳のとき『ゲッツ』を， 25歳のとき『若

きヴ、エールターの悩みJを相次いで出版し，一躍時代

の寵児になる．そんな彼のところにザクセン・ヴァイ

マル・アイゼナハ公園のカール・アウグスト公（当時

18歳）がわざわざ再三足を運んで，ヴァイマルに来る

よう強く要請する．この間，リリー・シェーネマンと

の婚約解消もあって，フランクアルト脱出を意図して

いたゲーテは，この招聴を受ける決意をしたが，待て

ど暮らせどアウグスト公が約束した迎えの馬車は来ず，

ついに待ちきれなくて父親の勧めに従ってイタリアに

向けて出発する．

「私は北行きの荷づくりをした，そして南へ行く．

私は承諾した．そして行かない．断って，そして行

く．さあ，元気を出そう．夜の明けないうちに，そ

して隣の靴修繕屋が仕事場と店を開けないうちに，

出発しよう．さらば，母よ」（ゲーテの日記， 1775年

10月30日）

しかし一足違いでゲーテに会えなかったヴァイマル

の使者が彼のあとを追って，ハイデlレベルクで彼をつ

かまえ，ヴァイマル行きを懇請し，選択を迫られたゲー

テは，煩悶のすえ，結局ヴァイマル行きを承諾する．

その時の心境をゲーテはエグモントのせりふに託し述
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べて，長大な自伝『詩と真実Jを結んでいる．

「目に見えぬ精霊に鞭うたれたように，時の日の駒

は，われわれの運命の軽車をひいてまっしぐらに駆

けて行く ．われわれは勇をふるって，しっかと手綱

を握りしめ，この岩，かしこの断崖を避けて，右に，

左に，車を御して行くほかにすべはないのだ．それ

がどこへ行くか誰が知ろう．どこから来たのかさえ，

ほとんど覚えていないのだ」

2 

ゲーテは1775年11月7日， ヴァイマルに着いた．彼

はアウグス ト公の厚遇を得て，抵抗もなくヴァイマノレ

の社交会にとけこんで、行った．そして， 3人の男の子

の母親であり ， 7歳も年上のシャルロッテ ・フォン ・

シュタインに出会い，彼女のとりこになって行く ．一

方，公的には，公使館参事官，枢密顧問官，財政長官

と次々に要職につき，「道路を改修し，草地の濯概によ

る農産物の増産をはかり ，兵力を600名に縮減し，兵士

の家族のために紡績や編物の学校を設け，ヴァイマル

を公園の町に作 り上げる」I）等，精力的に政務をこなし

ていく ．ところがゲーテは，1786年9月3日，突然，

誰にも相談することなく ，ヴァイマルにおける一切を

投げすてて単身イタリアへの逃走をはかる．ヴァイマ

ルに来て約11年，公私共に充実した日々を送りながら

も，心に満たされぬものを感じていたようだ．ひとつ

には，創作の面であまり生産的でなかったことがしだ

いに彼の精神をむしばんでいったのかもしれない．彼

はアウグス ト公あての手紙で言う．

「私の旅行の主な目的は， ドイツで私を苦しめ，つ

いには私を使いものにならなくした肉体と精神の病

からいやされるこ とでした」（1788年 1月25日）

とにかくイタリアは，ゲーテ年来のあこがれの国で

ある．彼は南国イタリアに歓喜し， 身も心も洗われる

のを感じる．ゲーテは後年エッカーマンに次のように

語っている．

「た しかにこう言っていい，私はローマにいたとき

だけ，人間の真の姿を感じていた，とね．あれほど

の感情の高揚，あれほどの幸福な感情には，その後

二度と達することはなかったよ」（1828年10月9日）

1788年 6月18日， ゲーテは21か月余に及ぶイタリア

の旅からヴァイマルに戻ってくる．全身に南の香りを

いっぱいにただよわせて，再生なったゲーテがヴァイ

マルに帰って来た．彼は，アウグスト公やシュタイン

夫人に，そして社交界の誰かれに，あれも話そう ，こ

れも話そうと心はずませていたことだろう．しかし

人々の対応はきわめて冷ややかなものであった．人々

の心の中には，主君の寵愛をいいことに，自分勝手に

職場を放棄して，一人うかれていい気なものだ，とい

う思いがあった．ゲーテは喜びの高みから，失意の底

にうちおとされる．

「私は形というものの豊かなイタリアから，形のな

いドイツへ追いもどされ，明るく澄んだ、空を陰欝な

空と交換することになった．友人たちは私を慰め，

再び側に引きよせてくれるかわりに，私を絶望に追

いこんでしまった．誰ひとり関心をもってくれない

のを私は悲しく思ったし，誰も私の言葉を理解して

はくれなかった」 2)

3 

ゲーテは孤独であった．そんな彼の前に1人の女性

が現われる．クリスティアーネである．

ヨハンネ ・クリスティアーネ ・ゾフィ ー・ ヴルピウ

ス(JohanneChristiane Sophie V ulpius）はヨーハン・

フリ ードリッ ヒ・ ヴルピウスとクリスティアーネ・マ

／レガレーテ ・リールの聞の第三子として1765年 6月1

日にヴァイマルに生まれた3）・6人兄弟であったが，成

人まで達したのは，クリスティアーネと 3歳年上の兄

アウグストの 2人だけである．兄妹は母親を早くに亡

くし，父親が再婚して新しい妻との聞に 4人の子供を

つぎつぎに生んだこともあって，小さい頃から非常に

苦労した．

父は文書課の役人であった．彼は，母親の異なる 6

人の子供をかかえて，ほそぽそと暮らしをたてていた

が，クリスティアーネが16歳のとき，職を失ってしま

う．理由は，背任行為を犯したというものである．真

偽はともかく ，同僚とはからって，本来公園に帰属す

べきお金を，文書を偽造して着服したという廉で失職

する．その後，子供が多いことを考慮、したお上の思情

をもって道路工事の監視の職を得るが，酒におぼれ，

失意のうちに，4年後の1786年アルコール中毒で、死ん

でいる．父の死後は当然一家の責任は兄アウグス トの

双肩にかかってくる．

兄アウグストはヴァイマルのギムナージウムを終え，

イェーナとエアランゲンの大学に学ぶが，資格らしい

資格もとれず，有力な引きもなく，あちこちで秘書な

どをしながら生計をたてる一方，文才を生かして通俗

小説を書いていた．しかし収入が思うに任せず，当時

の文学青年たちの憧れの的であったゲーテに，就職の

斡旋を依頼することを思いつく ．そしてその使者を妹

のクリスティアーネに束買むのである．

その頃クリスティアーネは異母妹エルネスティ ーネ

と共に，父親の妹で結婚していない伯母ユリアーナの

ところに身を寄せ，自身生計を助けるため，ベル トゥー

フ4）の経営する造花工場で働いていた．当時，工場には
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20人位の女性が働いていて，収入は年間100ターラー，

馬丁や丁稚などとかわらないくらいの収入であった．

兄もあまりあてにならず，生活はきわめてきびしいも

のであった．

兄から就職斡旋依頼の手紙をゲーテに渡してくれる

ように頼まれたクリスティアーネは，どのようにして

ゲーテに渡したらよいものか，途方に暮れる．思案の

すえ，ゲーテがイルム河畔の公園をよく散策するのを

思い出し，この時をとらえることにする. 1788年 7月

12日，クリスティアーネは，散歩中のゲーテにおずお

ずと手紙を差し出す．この時，ゲーテは39歳，クリス

ティアーネは23歳であった．

4 

絵心のあるゲーテ自身の手になるスケッチをふくめ

て，何枚かのクリスティアーネの肖像画が残っている

が，それで判断するかぎり，彼女はとびきりの美人と

は言えないにしても，決して不美人ではない．小柄な

体，明るい瞳，少し小さめのかわいい鼻，ふっくらし

た頬，そして官能的な感じを与えるいくぶんめくれた

ような唇，総じて何かコケティッシュな感じを与える

なかなか魅力ある女性に見える．人柄はといえば，非

常に心根のやさしい人であったようだ．同時代の人々

が彼女の人となりをいろいろに証言しているが，ここ

では，フォン・クネーベル夫人の言葉を挙げる．

「それに彼女は，とても気持のほがらなかなひとで

した．そしてゲーテの気持を明るくするすべを心得

ており，彼の性質をよくしりぬいていて，好意をう

けいれてもらうためにはどんな調子をとったらよい

のか，それをいつものみこんでいました．とくべつ

精神的に教養のある女性ではありませんでしたが，

生れつきの非常に聡明な知性をもっていましたJ5) 

ゲーテはクリスティアーネとの愛の体験に基づいて

『ローマ悲歌』を書く．そのなかに次のような一節が

ある．おそらくクリスティアーネを念頭において描い

たものと思われる．

「女神はかつて私にも姿を現わした一一小麦色の府

の少女として．その髪は色濃く豊かに額に垂れかか

り，短い巻毛がくるくると，愛くるしい細い頚にま

つわり，頭頂から，編んでない毛がまき上がってい

たJ
人にうとんじられ，絶望の淵にあって，人とのふれ

合いを強く求めていたゲーテにとって，クリスティ

アーネはまさに干天の慈雨にひとしかった．ゲーテは

一目で，自然な若さにあふれたクリスティアーネが好

きになる．一方，クリスティアーネにとっては，ゲー

テは雲上人のような人であった．日頃，兄からゲーテ

がいかに偉大な詩人であるかはよく聞かされていたこ

とだろうし，自らもゲーテの詩の一つや二つは口ずさ

んだことがあるかもしれない．そんなゲーテに愛情を

もって接せられ，クリスティアーネはーもこもなかっ

たと思われる．それに彼女はすでに23歳で，当時にあっ

ては婚期を逸していたと言える．ほとんど時をおかず

2人は共同生活にはいる．つまり，ゲーテ言うと亡ろ

の 2人の「式を挙げない結婚J6）生活が始まるのであ

る．

5 

ゲーテはこの年クリスティアーネとのことを材にし

て三篇の詩を書いている．『ローマ悲歌』（Romische

Elegien）， 『訪れ』（DerBesuch）， 『朝の歎き』（Morgen-

klagen）である．

『ローマ悲歌』は，神話的な雰囲気を反映させなが

ら，古代ローマのおおらかな恋をうたってはいるが，

この詩が 2人の愛の所産によることは明らかだ．この

詩の表題は，最初『EroticaRomana.］であった．それ

がのちに現在の題に改められたのであるが，はじめの

題が示すとおり，この詩は愛の歓びを官能的に，開放

的にうたいあげている．しかし，内容から推して，自

分たち 2人のことをうたっているのは明らかなため，

一般には不評であった．人々には，惚気るのもほどほ

どにしてくれ，という思いがあったのだろう．

『訪れ』は，こっそり襲ってやろうとして，静かに

ドアを開けてはいったら，服を着たままソファーの上

でうたたねをしており，そのあまりの愛くるしさに起

こす気にもなれず，あかず眺め入った，というもので

ある．おそらくこの時の模様をスケッチしたと思われ

る，ゲーテ自身の手になる絵も残っている．ソファー

の肘掛けのところにクッションを置いて，それに右頬

をあて，多少横坐り気味に静かに寝いっている姿であ

る．自分を待っていたが，なかなか来ないため，つい

うとうとしてしまったクリスティアーネが，ゲーテに

はよほど印象的であったし，またいとおしい思いにか

られたのであろう．スケッチをものにし，詩まで、作っ

たのだから．

『朝の歎きJは逆で，ゲーテが彼女が来るのをドア

を半聞きにしていまかいまかと待っていたが，結局彼

女は来ず，いつのまにか夜が明けていた，というもの

で、ある．

この 3篇の詩は，いずれもこの頃の 2人の様子の一

端を垣間見せてくれる．ここには『朝の歎き』の一部

を挙げてみる．

昨夕なんかもあんな親しげにわたしの手を握って
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ええ行くわよ 朝がた行くわ

きっとよ よくって あなたのお部屋にね

などとあんな愛らしく曜いたくせに

わたしはドアを半聞きにしておいた

前もって蝶番をよく調べ

きしんだりしないのを知ってとても喜んだ

猫が頭上の屋根裏部屋を走り

ねずみが部屋の片隅でごそごそやり

正体はわからないが何か家の中で動いたりすると

そのたびにわたしはお前の足音かと思った

そのたびにわたしはお前が来たのかと思った

こうしてわたしは長い長い夜を過ごした

やがて早くも夜が白みはじめ

あっちこっちで物音がしだした

6 

ザクセン・ヴァイマル・アイゼナハ公国は，当時人

口10万，首府ヴァイマルは人口約 6千，戸数約 7百の

小宮廷都市であった．小さな世界である. 2人のこと

はたちまち人の知るところとなり，非難の集中砲火を

あびることになる．しかも，その対象はゲーテに対し

てより，多くクリスティアーネに向けられた．それは，

ひとつには，当時の宮廷社会，ひいては上流階級がき

わめて排他的でト，閉鎖的であったところに起因すると

思われる．マ ックス ・フォン・ ベーン 『ドイツ18世紀

の文化と社会Jのなかに次のような一節がある．

「18世紀の社交生活はきわめて限定されていたもの

であって，ちょうど越えられない柵のように，身分

上の偏見が人間をたがいに引き離していた．私たち

は動物園の中の野獣のような印象を受けるだろう． ’ 

彼らはたがいに相手を見たり聞いたりはするが，格

子の鉄棒に妨げられて相手のところへ行くことはで

きない．当時の社会はそのような状況にあった．家

柄が人間の価値を決めるのであって，功績でも力量

でも学識でもなしさらに奇妙に思われるのは，必

ずしも財産ですらなかった」 7)

このような社会環境を考えるとき，親はなく，後見

人はいず，貴族の出でもなく，加えて正式の妻でもな

かったクリスティアーネに対して風当りが強かったの

は，容易に想像のつくことである．もうひとつ考えら

れるのは，ゲーテに対する嫉妬である．ゲーテを快く

思っていない人は結構多かった．アウグスト公の信任

を得て，よそ者の身でありながらとんとん拍子で出世

し，宰相にまで成りあがったゲーテに，才能は認めな

がらも，嫉妬羨望の念は禁じえなかった．そのゲーテ

が造花工場の女工と同棲生活を始めたのである．単な

る浮気火遊びの類なら彼らも黙認したであろうが，正

式に結婚式も挙げず，夫婦気どりの生活にはいったの

である．一般の社会道徳に反したこの行為は日頃の彼

らのうらみつらみをはらす絶好の機会を与えることに

なった．しかし宰相であるゲーテに対してははばから

れる．そこで，餌食になったのが，弱い立場のクリス

ティアーネである．しかもその故ないともいえる非難

議誘は決して一時的なものでなく，彼女が死ぬまで，

いや死んだのちまで，ことあるごとに続いたのである．

7 

「親なし子」，「賎民の生まれ」，「貧民街の娘J，「ア
ル中J，ひどいのにいたっては「娼婦jとまでののしら

れた．これらは，「娼婦」は論外にしても，全部が全部

根も葉もない作りごとでなかったのはたしかである．

そうは言うものの，事柄を意図的にゆがめ，意地悪く

誇張してふれ廻られたのも事実である．

クリスティアーネの父は，先にも述べたように，役

所の文書係であったが，祖父は宮廷弁護士，曽祖父は

司牧者と，家系に学問や宗教界に関係の深い人が多い．

23歳のときすでに両親がいなかったのは事実にしても，

「賎民の生まれJとののしられるほど，彼女の生まれ

はかならずしもいやしくないのである．

クリスティアーネはワインが好きであった．後年は

特にかなり飲んだ模様である．この傾向について，ア

ルコール中毒で死んだ父親譲りの素質を強調する人も

いるが，やはりゲーテの影響が強いのではあるまいか．

ゲーテがワインを愛飲していたのはよく知られている．

酒を賛美した詩も，『習い性になるj( Gewohnt, getan) 

や『されば，飲もう』（Ergobibamus I ）をはじめい

くつかある． 1日にワインを 2本から 3本あけていた

と言われている．そんなふうであるから，ゲーテは酒

には寛大であった．おそらくクリスティアーネにも飲

むよう勧めたであろう．当時の貞淑な妻が，夫に無断

で，自分の意志で酒をたしなむようになるとは，ほと

んど考えられない．ゲーテの感化を受けて酒を飲むよ

うになり，親譲りの体質もあって，いわゆる「いける

口Jになったのではあるまいか．若い頃のクリスティ

アーネについては酒癖を思わせる記録は見あたらない

が，後年の彼女については，他人の証言もさることな

がら，彼女自身の手紙の中にも，「あなたの健康を祝し

て飲んだ」「朝から飲んだ」などという飲酒の記述を多

数見い出すことができる．それらのうちのひとつを紹

介する．

「ツァプフ（ぶどう酒販売業者）に手紙を書くのを
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忘れないで下さい．というのは，ワインが手許にな

く，ワインがどんなに必要か，今はじめてわかりま

した．ワインを飲まないと，胃がひどく痛むのですJ

（ゲーテあて， 1797年8月24日付）

多少の酒は薬である，という考え方は洋の東西を問

わずある．この手紙は，クリスティアーネがワインを

薬と考えていたのではないか，ととれないこともない．

しかしとりようによっては，彼女のアルコールに対す

る高い依存度を示しているのもたしかである．その依

存度の度合が「アルコール中毒Jと断定できるほど高

いものであったかどうかは定かではないが，いずれに

せよ，彼女がある時期から相当飲んでいたのは事実で

ある．

クリスティアーネはゲーテとの聞に 5人の子をなし，

長子のアウグストを除いて，他の 4人は全て成人に達

することはなかった.1791年10月14日に男子を死産し，

1793年11月24日に生まれた女子は12月4日に， 1795年

11月1日生まれた男子は11月18日に死に， 1802年12月

18日難産のすえ生まれた女子は生まれてす ぐに亡 く

なった．このような不幸に対し，口さがないヴァイマ

ルの人々は， 2人の神をも恐れぬ同棲生活に対する天

罰であると蔭口をたたいていた．と同時に，のちには

クリスティアーネの飲酒癖に関連づげて中傷する人も

いた．しかしこれはあたらないと思う．というのは，

ひとつには，その頃はまだ彼女はほとんど酒を飲んでト

いなかったように思えるし，ひとつには，当時子供が

死ぬのはそう珍しいことではなかったからだ．例えば，

ゲーテの身近な人から例をひげば，ゲーテの母は 6回

お産して 4人死に，ゲーテの恋人シュタイン夫人は 7

人生んで、 4人死んで、いる. 18世紀ドイツ文化史の第 1

人者といえる W ・H・プリュフォードの『18世紀のド

イツJには次のようにある．

「幼児の死亡率は極端に高く，生まれた子供の 5分

の lないし 3分の lが 1年以内に死亡している．記

録が伝わっているほとんどすべての家族において，

それぞれ少なくとも 4人，しばしば6人もしくはそ

れ以上の子供が生まれているが，一般に 2' 3人を

除いて残りのすべてが幼年期に死亡している」 8)
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ゲーテは， 1797年 9月，スイス旅行の途次，悲歌『ア

ミュンタス』（Amyntas）を書きあげる．蔦にまきっか

れたリンゴの木が，髄という魂まで吸い尽くされてし

まう，という内容のものである．この詩を読んだ人々

は，これもまたクリスティアーネ非難の種にする．つ

まり，クリスティアーネという蔦が，ゲーテというリ

ンゴの木の精神生活を，そして魂を駄目にしていると

はやしたてたのである．もちろんゲーテが，自分とク

リスティアーネのことを念頭においてこの詩を書いた

のは間違いない．しかし彼がこの詩に託した本意は，

人々のいうようなところにはなかったと思う .54行か

らなるこの詩を，適宜抜粋して筋を追ってみる．

「養分を私から受け，私の要るものを摂取し，そう

して彼女は私の髄を，私の魂を吸い尽くす．私がわ

が身を養おうとしてももはや空しく，強大な根も生

命の液を，半分しか送って寄越さない．たしかに彼

女は生命と財を奪い，成長の力を奪い，望みを奪う．

だが私は彼女だけを，このまつわりつく者だけを感

じ，この伽が，生命を奪うこのよそ者の葉飾りだけ

が，私の喜びなのだ．進んで縛られ，愛の歓びのう

ちに身を焼いているのだ．すべて浪費は心地よく甘

い．ああ，私に最も美しい浪費を味わわせてくれj

ゲーテは創造的人間の常として，絶えず精神の自由

を求めていた．しかも，ゲーテにあっては，特にそれ

が激しかったのはよく知られていることである．この

詩の前半部は，そんなゲーテが，クリスティアーネと

いう，あるいは家庭という，あるいは女という束縛に

耐えかねてもらした悲痛な魂の叫びになっている．し

かしこの詩の力点は明らか後半部にある．ゲーテの心

を付度するに，「皆さんが見てのとおり，クリスティ

アーネの存在は重荷な面もありますし，また芸術活動

に支障をきたしている面もあるでしょう．しかし私は

嫌々ながらこの状況に身を置いているのではありませ

ん．自分の意志で身を委ねているのです．恋の網にと

りこまれ，私はその中で喜びにひたり，やすらぎを覚

えているのです．ですからどうぞ私たち 2人のことは

かまわないで下さいjと言おうとしているように思え

る．つまりゲーテは，こういう形で自らの心情を吐露

して，とかくうるさい世間の理解を求めると同時に，

第三者の非難の目からクリスティアーネを守ろうとし

たのであろうが，結果が逆に出たのは皮肉で、ある．
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当時の社会が求めていた女性像は，現代から見れば，

きわめて男性本位なものであった.W・H・プリュ

フォードは記す．

「女が早い時期から学ぶべきことは自然の定めに応

じて く仕える〉ことである，つまり彼女の兄弟や両

親に仕えることを学ぶべきであって，彼女の生活は

他人のために絶えず往き来すること，持ちあげ運ぶ、

こと，用意し整えることなのである．彼女が結婚生

活において大いに必要とする没我的精神を学ぶわけ

であるJ9) 

この点では，ゲーテも当時の社会通念から抜け出し
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た女性像を持っていたとは言いがたい．ゲーテは1794

年，詩『第2書簡』（ZweiteEpistel)を書いた．その

内容は，もしたくさんの娘がいたら， l人には地下室

の鍵を与えぶ、どう酒を管理させ， 1人には台所を治め

させ， l人には庭の世話を， 1人には針仕事をさせる，

というもので，ゲーテの女性に対する，あるいは主婦

に対する考えの一端をうかがわせる．その一節に言う．

「こうして少女はいつも忙しくしながら，いつか賢

い夫を幸福にするため，家庭的な徳をめざしてひっ

そり成熟していく J
このような社会環境の中にあって，このようなゲー

テの考え方に対して，クリスティアーネはまさしく理

想に近い女性であった．彼女は，ゲーテに全幅の信頼

を寄せながら，家のこと一切は手抜かりなくてきぱき

取りしきり ，持ち前の明るさをもって暖かい家庭を築

いていった．ゲーテ研究家エルンスト ・ボイ トラーは

盲う．

「クリスティアーネは宮廷婦人でも，芸術愛好家で

もなかったが，彼女は彼女のやり方で詩人のために

居心地よい家を作ってやり ，持ち前の快活さと気立

ての良さで家に生気を与えてやったJ10) 

彼女は陽気で，多少野放図なところはあったが，出

しゃばりではなかった．自分の分をわきまえていた．

自分が正式な妻でないということは心得ていたから，

決して表に出るようなことはなかった．陰の女として，

黒子に徹した．気のおけないごく親しい人の場合は，

時に仲間に加わることがあっても，それ以外は部屋に

こもっていた．ゲーテとクリスティアーネは，同居生

活を始めた1788年当時はガルテンハウス，1789年から

はイェガーハウス，1792年からフラウエンプランと 3

軒の家に移り住んでいるが，例えばその中のイェガー

ハウスでは， 2階にゲーテが住み， 3階にクリスティ

アーネを含めて女性が住み，客のときなどはできるだ

け姿を見せないようにしていた．人前では，ゲーテの

ことを 「顧問官さまjと呼んでいた11）・ある意味では，

召使いともとれるクリスティアーネの立場であるが，

決してそうではなかった．ゲーテは，クリスティアー

ネを籍に こそ入れないものの，彼女を妻とみなしてい

た．ある時， 人に 「なぜ結婚なさらないのですか？」

ときかれて，ゲーテは 「私は結婚し ましたよ，ただ式

を挙げなかっただけですJ12）と答えている．

2人の仲は非常に良かった．たまにゲーテが女性の

ことでクリスティアーネに心百日をかけることはあって

も，彼女がそれを深刻に受けとめて対立するようなこ

とはなかった．ゲーテは，彼女が家のこ とをきちんと

していれば，あとのことは16歳年下のクリスティアー

ネの自由にさせていた.2人の間柄は，クリスティアー

ネが死ぬまで，いわゆる琴悲相和したものであったと

言っていいだろう ．
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ゲーテはよく家を留守にした．ある時は仕事で，あ

る時はアウグスト公のお供で，ある時は戦場に，ある

時は公母アンナ ・アマーリアを迎えにイタリアに，そ

してある時は仕事場のあるイェーナにと．クリスティ

アーネはゲーテの創作の邪魔にならぬよう最大限の努

力を払っていたが，やはり詩作には完全な精神の自由，

あるいは絶対的孤独が必要であったのだろう．彼はし

ばしばイェーナに逃避し，しかも何か月も帰らぬこと

があった．ゲーテは，旅先から，あるいはイェーナか

らひんぱんに手紙を出している．その数は，ハンス ・

ゲ、ルハルト ・グレーフの編集になる『手紙に見るゲー

テの結婚』 （Goethes Ehe in Brief en）によると，全部

で352通にのぽる．ちなみに，クリスティアーネがゲー

テにあてた手紙は249通である．これらの手紙を読む

と，彼の著作ではうかがうことのできない別な素顔の

ゲーテを見ることができる．と同時に，ゲーテがいか

にクリスティアーネを深く愛し，クリスティアーネも

ゲーテをいかに心から信頼していたかを見てとること

ができる．当然のことながら，全てが愛の告白ではな

い．子供のこ と， お金，病気， 友人知人のこ と， ある

いは何の変哲もないことなど，普通の夫婦間でも生ず

るようなさまざまな事柄が語られているが，その根底

にあるのは，常に，大きな家を l人で取りしきって頑

張っているクリスティアーネに対するいたわりであり ，

愛情であるように思える．と にかし 2人のこの往復

書簡は，周囲の中傷の嵐の中でも， 2人の結びつきが

いかに強く深いものであったかを，はっきり教えてく

れる．ここでは，それらの多くの手紙の中から，比較

的ス トレート に愛を吐露している と思われるものを

各々 1通紹介する．

クリスティアーネからゲーテへ

「どうか私を愛して下さい．私はいつでもあなたの

ことを考え，私をこんなに幸せにして下さるあなた

に，少しでも喜んで、いただくため，どうしたらうま

く家のなかが切 りまわせるかと，そればかり 考えて

いるのです」（1793年 6月17日あるいは18日付）

ゲーテからクリスティアーネへ

「ああ，クリスティアーネ， 2人が一緒にいること

以上の幸福はない．会うたびに，おたがいにいつも

このことを言いあうことにしよう よ． だって，とき

どきぽくは，頭のなかで君に嫉妬して，君にはぽく

よりもっ と好きな男ができるのじゃないかなんて，

考えてしまうのだから．ぽく 自身，ぽくより美男子
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で感じのいい男をたくさん知っているからね．でも

君は，そんなこと考えないで，ぽくをいちばんすば

らしい男だと思わなくちゃあいけないよ．だって，

ぼくはものすごく君が好きなんだし，君だけしか好

きな人はいないのだから」（1792年 9月10日付）

11 

2人の聞には，同居生活を始めた翌年の1789年12月

25日，第 1子が生まれる．アウグスト公が名付け親に

なってユーリウス・アウグスト ・ヴァルター (Julius

August Walter）と名付けられた．ゲーテは子供の誕

生を喜び，非常にかわいがる．他の子供が次々に死ん

だのに対し，元気に成長したのがアウグストだけで

あったのもあって，まさに溺愛に近いものであった．

しかしゲーテの愛情はアウグストにはプラスに作用し

なかった．アウグストは大学を出たのち，いわゆる親

の七光のお蔭で，侍従，財務局試補，参議の職につき，

まがりなりにも勤めるが，一方では酒色にふけり，か

なり類廃的な生活を送る．多少は素行が改まるように

と，ゲーテは貴族の令嬢オティ ーリエ ・フォン ・ポグ

ヴィツシュ（OttilieWilhelmine Ernestine Henriette 

von Pogwisch, 1796-1872）との結婚を勧める．しか

し，本人の意志ではなく，親のお仕着せで，しかも，

気位も高く ，「別の星から来た女」と呼ばれるほど奇矯

なところのあったオティ ーリエとの結婚は，結局，う

まく行二かなかった．

アウグストはヴァイマノレを，つまりゲーテの許を離

れることを切に願っていた．一度は，志願兵を希望し

たが，ゲーテにはばまれる．この時は，皆から「卑怯

者，臆病者」とののしられ，ひどく自尊心をきずっけ

られた模様である．そして，41歳のとき初めてはたし

たヴァイマル脱出，つまりイタリア旅行の途次，客死

する．死因は，長年の酒癖による肝臓の異常肥大と硬

化とされている．

アウグストは 「ゲーテの息子Jという暗黙の圧力と

ゲーテの期待の中で圧しつぶされていったような気が

する．そのプレッシャーから解放されるために，ヴァ

イマルを逃がれて別な土地に行くことを望みながら，

ゲーテの愛情のためそれもままならず，ある意味では

かわいそうな一生であった．

息子の死は81歳のゲーテにはさすがにこたえた．心

労がたたったのだろう，言卜報が届いた 2週間後に多量

の暗血をして，生命の危機に瀕している．しかしなん

とか持ちこたえ，その後は，これまで息子にそそいで

いた愛情を孫たちに向ける．

アウグストには 2人の息子がいた．ヴァルター・ヴォ

ルフガング（WalterWolfgang, 1818-1885）とヴォ

／レフガング ・マキシミリアン（Wolfgang

Maximilian, 1820-1883）である．ヴァルターは，作

曲に従事するが，変わり者の母親に従順につかえなが

ら一生を終る．一般にヴォルフと呼ばれているヴォル

フガングは，生来病弱で閉鎖的であったが，兄よりも

才能があったと言われている．しかしこちらも，若い

頃戯曲『エアリ ンデ』(Erlinde）を書いたり，一時，外

交面の仕事にたずさわったりするが，業績らしい業績

も残すことなく ，病気と孤独のうちに生涯を送った．

2人の死をもってゲーテの血は完全に絶えたのである．

12 

ゲーテは一見，貴族趣味の尊大な人物であるかのよ

うに見られがちであるが，必ずしもそうではない．一

般的に言えば，「内縁の妻Jという不安定な立場にあり

ながらも，自分に献身的に仕えてくれるクリスティ

アーネに，ゲーテは彼なりのやり方で心遣いを見せる．

1798年，ゲーテはオーバーロスラの農場を購入する．

これは，クリスティアーネの日頃の苦労に報いる意味

合があったようだ．彼女はこの贈物を非常に喜び，田

舎での生活を満喫する．土をおこし，種子をまき，刈

入れをする．野菜を，そして果実を．ぶどう酒も家で

作り，アヒルやニワトリや豚も飼った．しかし，当然

これだけのことを 1人でこなせるわけはなし使用人

を何人か雇ったわけだが，使用人とのトラブルがもと

で結局 5年後にはここを手放している．

またゲーテは， 1797年，戸籍上の妻でないため遺産

相続権がないクリスティアーネと息子のために，自分

にもしものことがあっても，経済的に 2人が困らない

よう，法律顧問官フォン・フォークトにはかつて， 2 

人が遺産相続できるように書類をととのえる．そのた

めには，ゲーテの遺産を相続する権利を持つ母親の諒

解をとりつける必要があり ，その旨のことを母親であ

る顧問官夫人に依頼する．次が，それに対する顧問官

夫人の返事である．

「私は，お前を安心させ，満足させるために，私の

できることならなんでも心から喜んでするつもりで

す．だから，お前の財産を相続するのを放棄します．

全てお前が好きにするとよい」（1797年 6月5日付）

母親の同意を得て，ゲーテは早速遺言状を作成する．

その中で彼は，息子アウグストを包括相続人と定め，

クリスティアーネには，あらゆる動産および不動産の

用益権を与えている．ゲーテはこの書類にさらに権威

を持たせるため，アウグスト公に添え書きを依頼して

いる．これは，彼がこの書類、にいかに慎重を期したか

のあらわれであると同時に， 2人に対する愛情の深さ

をもあらわしているように思、える．
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ゲーテはまた，クリスティアーネにつながる人々の

面倒を良くみた．父が亡くなってから彼女が身を寄せ

ていた伯母と病弱な彼女の異母妹エノレネスティ ーネを

自分の家に引きとった．ゲーテはよく家を留守にした

が，旅先からの手紙のはしばしにも， 2人に対する心

配りが見てとれる．土産にしても，クリスティアーネ

母子同様， 2人にもこまかい心遣いをしている．もう

l人，結果的には，ゲーテとクリスティアーネの縁結

びの神となった，彼女の兄アウグストに対する配慮で

ある．ゲーテは義兄を陰に陽に引きたてる．例えば，

アウグストは，ゲーテの口ききでヴァイマノレ図書館に

職を得ている．ちなみに，アウグス ト・ ヴルピウス

(Christian August Vulpius, 1762 1827）は，現代

でこそほとんどその名を知られていないが，当時に

あっては，大変な人気作家でもあった.61の小説，35

の戯曲， 5の芸術史に関する作品をものにしている．

なかでもいちばん人気を博したのが，『リナルド・リナ

ノレディーニj(Rinaldo Rinaldini, 1798）である．これ

は，強盗団の首領を主人公にした，いわゆる「ピカレ

スク ロマンjであるが，大衆の圧倒的支持を受けて，

劇化され，続篇が書かれ，ヨーロッパの各国で、翻訳さ

れた．
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世間の無理解，しばしば家をあけるゲーテ，再三再

四重い病におかされるゲーテ（なかでも，1801年 1月

のはもっとも重く ，顔面丹毒が咽喉にまで広がり，呼

吸困難におちいり，命が危ぶまれた），クリスティアー

ネの心労の種はっきなかった．そんな彼女にとっての

ストレス解消法は，芝居とダンスであった．

クリスティアーネはゲーテの作品にまったく関心を

示さなかった．ゲーテは言う．

「妻は私の作品をただの 1行も読んだことがないの

です．精神の世界は妻には全然意味がないので、す」13)

ただ，芝居だけは別であった．ゲーテのであれ，他

の人の作品であれ，こまめに劇場に足をはこんだ.1791

年以来，ゲーテが宮廷劇場の監督であった関係上，あ

る程度の無理はきいたであろうが，彼女は常に，平土

間の多少引っ込んだ、目立たない所に坐って観劇した．

そして，こと演劇に関しては，たまにはゲーテに自分

の意見を述べることもあったようだ．また，持ち前の

明るさと庶民性をもって隔意なく役者ともつき合い，

ゲーテと役者のあいだに対立が生じた場合など，仲に

たって両者をとりなすこともあった．クリスティアー

ネのゲーテあての手紙の中にも，芝居に言及したもの

がかなり見られ，彼女の芝居好きを物語っている．

18世紀にあって，娯楽の主役は，ダンスとトランプ

であった.W・H・ブリュフォードがダンスに言及して

いる部分を挙げる．

「ダンスが社交家のたしなみとして18世紀以上に重

要であったことはなしあらゆる宮廷都市において

荘麗さや儀礼張りょうもさまざまな程度の舞踏会が

ひんぱんに行われた」14)

クリスティアーネもダンスが好きであった．しかも，

「狂jの字がつくくらい好きであった．しかし，ヴア

イマルの宮廷は彼女をしめ出していたので，上流階級

の舞踏会には行けず，学生や村の青年たちの集まりに

はいって踊った．そして，このように庶民階級の人々

とダンスに興ずる彼女を見て，宮廷の人々は何かと蔭

口をたたいたが，彼女はいっこうに意に介することな

し機会さえあればダンスに行った．ゲーテが家を留

守にしているときは，特にダンスに興じたようである．

彼女がいかにダンスを好んだかを，彼女のゲーテあて

の手紙に拾ってみる．

「夜は仮装舞踏会に出かけました．そこでまた，非

常にすばらしい踊り手と知り合いになれました．名

前はアイフェル トといいます．私は彼と，ま新しい

靴を 2'3足はきつぶすほどに踊りまくりました」

(1799年 3月27日付）

「食後，私たちが並木路に行くと，そこにフォン ・

ノスティツ氏ほか数名の人が待ち受けていて，私た

ちをホーム ・パーティ ーに案内してくれました．非

常に楽しいものでした．私は踊れるものは全て踊り，

すぐに新しい靴を駄目にしてしまいました．もう 3

日連続して踊っています」（1803年 7月12日付）

14 

ゲーテがなぜ事実上の妻であったクリスティアーネ

を長いこと正式の妻にしなかったのか，はっきりした

ことはわからない．ゲーテ自身はそれに何も言及して

いない．ゲーテは無神論者ではなかったが，教会を極

度に毛嫌いしていた．普通の善男善女が持つ教会的信

仰をゲーテは持っていなかった．そういう意味で，彼

のことをアンチ ・クリス トと呼ぶ人もいたほどだ．し

かし彼は，真の意味でFの信仰心は持っていたし，神的

なものへの畏敬の念も持ち合わせていた．ただ，世俗

的な，教会にまつわる儀式は生理的に嫌いであったよ

うだ．例えば，シュタイン夫人あての手紙の中に次の

ような言葉がある．

「これっきりで，このような教会のセレモニーは願

いさげにしてもらいたい．嘘を正当化させるこのよ

うな努力は全て，私には陳腐に思えるし，仮装騒ぎ

は，子供や感覚的人間にはある種の感銘を与えるか

もしれないが，事柄を芸術家として，詩人として見
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るに，私には没趣味で卑少にさえ見えるのです．真

実より偉大なものは何もない．どんなささいなこと

でも真実は偉大です」（1787年6月8日付）

ゲーテが教会に足を運んで，結婚式を挙げることを

避けたについては，彼のこのような考えと関連があっ

たのかもしれない．結婚は， 2人の個人的な，精神的

な結びつきであって，教会が，あるいは他人があずか

り知らぬ事柄であると思っていたのかもしれない．い

ずれにせよゲーテは，クリスティアーネを気持ちの上

では常に妻と認めながらも，正式の妻として籍に入れ

ないままで18年間を過ごしてきた．しかし彼は，ある

事件をきっかけにして，クリスティアーネを正式にす

る決心をする．

1806年 9月， かねてより険悪な関係にあったプロイ

センとフランスとの聞に戦端が聞かれ，ナポレオンが

ドイツに進軍してくる．ナポレオンはプロイセン軍を

次々に撃破して， 9月27日，ベルリンにはいる．そし

てナポレオンは， 10月14日，ヴァイマルからあまり遠

くないイ ェーナでの会戦でプロイセン軍を撃退し，

ヴァイマルを自分の掌中におさめる．アウグスト公は

フリ ード リッヒ大王の身内で，プロイセン王家とは深

いつながりがあり，この戦争でも，彼は一方の旗頭の

立場にあった．そのため，ナポレオンのアウグスト公

に対する，ヴァイマ／レに対する風当りは強いものが

あったが，この最悪の事態の中で， e留守をあずかって

いたヴァイマル公妃ルイ ーゼは毅然たる態度でナポレ

オンにのぞみ，その高潔さにうたれたナポレオンは態

度を軟化させ，ヴァイマノレとナポレオンのあいだは，

賠償金を支払うことで決着をみている．ところで，そ

の10月14日， ゲーテの日記は次のようになっている．

「早朝，イェーナ近郊で砲撃．その後，ゲッチャウ

近郊で戦闘．プロイセン軍の壊走．夕方 5時，砲弾

が屋根屋根を貫いて飛んだ． 5時半，猟騎兵の侵入．

7時，火事，略奪，恐ろしい夜．沈着な措置と幸運

によってわが家は無事」

ゲーテの日記はあまりに簡潔すぎて，具体性に欠け

るが，イェーナ大学の解剖学の教授ローダーは，友人

あての手紙の中で，この間の模様を次のように記して

いる．

「ゲーテはもちろん略奪された．数名の暴徒が剣を

かざして彼に襲いかかった．もしヴルピウスが彼の

前に身を投げ出して彼を救わなかったなら，もし彼

女が即座に銀の燭台をいくつか渡してなだめなかっ

たなら，もしかすると連中は彼を殺していたであろ

う．少なくとも彼を傷つけていたであろう」（クリス

トーフ・フーフェラント宛， 1807年4月8日付）

このローダーの証言を文字どおりにとるについては，

疑義をさしはさむ人もいるが，その後のゲーテの行動

からして，ゲーテが日記に「沈着な措置と幸運によっ

てわが家は無事」と書いた内容に，クリスティアーネ

が大きく関与していたことは疑う余地がないと思う．

事実の詳細は必ずしもローダーの言うとおりではない

にしても，ゲーテにある決意をうながす決定的な出来

事が10月14日にあったのは間違いない．

10月19日，ゲーテは18年間内縁関係にあったクリス

ティアーネとヤーコプ教会で結婚式を挙げる．立ち

会ったのは，すでに17歳になっていた息子のアウグス

トとその家庭教師のリーマーの 2人だけであった．そ

れに先だっ10月17日， ゲーテは，宗務局長の W ・c・

ギュンターにあて手紙を書いている．

「この数日数夜，私の中でかねてからの決意が熟し

てきたのを感じています．私はずいぶんと私のため

に尽くしてくれ，また試練の時を私と共に切り抜け

てきた私の小さな女友達を，法的にも完全に私の妻

として認めてやりたいのです」

戦争という異常事態の中で見せたクリスティアーネ

の健気で勇敢な態度を見て，これまで18年間，宙ぶら

りんな立場にありながらも献身的に尽くしてくれたク

リスティアーネに対する思いが彼の中で一挙にふくら

んで，彼に結婚を決意させたのであろう．結婚指輪の

日イ寸は10月14日になっている．

彼女は晴れて宰相夫人，クリスティアーネ・フォン・

ゲーテになる．ゲーテは早速クリスティアーネを宮廷

や社交界に紹介すべく，それなりの手だてをとるが，

上流階級の反応は，ごく少数の人を別にすれば，きわ

めてひややかなものであった．そのような傾向を端的

に示すものとして，ある新聞記事を挙げる．

「ゲーテはイェーナとアウエルシュタットの会戦の

大砲とどろく 中で，彼の多年の家政婦ヴルピウス嬢

と結婚式を挙げた．多くの人が空くじを号｜いたのに，

彼女だけは当りくじを引きあてた」（『一般新聞』）

クリスティアーネは，ゲーテ夫人になったからと

いって，ことさらえらぶるでもなければ，自分から勧

んで上流階級との交流を望むようなこともなかった．

今までどおりの生活態度を堅持した．市民出のクリス

ティアーネにとって，いまさら形式ばった社交界など

固くるしいばかりであったろう．しかし，当然のこと

ながら，名実ともに宰相夫人になったことで，多少の

変化はあった．クリスティアーネは息子アウグストに

手紙を書く．

「2日目のクリスマスの祝日には，ヴォノレツォーゲ

ン家で大がかりな晩餐会が催され，私もそこに招待

されました．私は，シラーやヴォルツォーゲン家の

人々が本当に好きになりました．そして私は，劇場
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でももはや私の古い椅子には坐りません．私は

ショ ーペンハウア一夫人の隣りの仕切り席に坐るの

です．この手紙から，私の現在の状況が以前とはまっ

たく違うことが，お前にも理解できるでしょう」

(1808年12月30日あるいは31日付）

15 

前年あたりから，下腹部に激しい痛みを訴え，カー

ルスパート あたりに保養に出かけたりしていたが，

1816年 1月初め，クリスティアーネは激しい発作を起

こして病床につく ．てんかん性の発作という噂もたっ

たが，腎臓病に由来する尿毒症による発作と考えられ

ている．多年にわたる飲酒が原因しているのかもしれ

ない．数週間後，また発作が彼女をおそう ．今度は高

い熱まで伴ったものであった．だが，春先には小康を

得る．病状が一段落したところで，イェーナに出かけ

て行ったゲーテにあて，クリスティアーネは手紙を書

いている．

「あなたが元気だという ことを，ミュラ一法務長官

の口から聞いて非常にうれしく思います．私もまず

まずです．あなたの庭はいま真盛りです．天候が不

順でなかなか戸外に出られないのが本当にうらめし

い．リンゴの木はいまを盛りと咲きほこり ，花と花

がひしめいています．あなたの窓の前の花壇は

チューリップが美しく咲いています．その美しい色

を前にしたら，誇らかな皇帝の冠とて色あせてしま

うでしょう」（1816年 5月18日付）

この頃が，彼女にとって，ほんの短い最後のやすら

ぎのひとときであったのだろう .1816年 5月21日夕刻，

またも発作におそわれる．報せを受けて，ゲーテも

イェーナから帰って来るが，自らもひどいカタルにお

かされ，妻の看病どころでなくなってしまう ．異母妹

ほか何人かの人に見守られながら，クリスティアーネ

は死と格闘する．それはすさまじいものであったよう

だ．けいれんは激しい苦痛を伴い，舌をかみ裂くほど

のものであった．クリスティアーネの最後の日々を，

ゲーテの日記で、追ってみる．

5月29日 妻危険な状態．

5月30日 妻またベッドを出る．

5月31日 妻ぶり返す．

6月1日 妻の状態悪化．ミンへン病気になる．

6月3日 落ちつかない不安な夜を過ごす．料理女

同じ発作，ベッドに．フォン ・ハイゲン

ドルフ夫人が妻の側に．あいかわらず危

険は大きい

6月 4日 妻あいかわらずきわめて危険．クロイ

タ一夜私のもとにいてくれる．突然はげ

しい熱発．余儀なく床につく．

6月5日 終日床の中．妻はきわめて危険．料理女

とミンへンは小康．この混乱の中で息子

だけが助手で相談相手で唯一の頼りにな

る点．クロイタ一昨夜も私のもとに．

6月6日 熟睡， 非常に気分が良い．妻の最後近づ

く．彼女の生命の最後の恐ろしい戦い．

正午頃死す．私の内外に空虚と死の静け

さ．妻夜12時死体安置所に．

ゲーテは病気を理由に，クリスティアーネの臨終に

も， 埋葬にも立ち会わなかった．いかに病気とはいえ，

わがままとも，薄情ともとれる態度である．いったい

にゲーテは，都合の悪いとき，困ったとき，現実に背

を向けて逃避する傾向があった．彼はまたいとわしい

もの，醜悪なものが嫌いであった．彼は「生Jをこよ

なく愛していた．死は生の対極にある．その自分がもっ

とも忌み嫌っている死が，28年間起居を共にしたクリ

スティアーネを包んでいる現実を，彼は直視するに耐

えられなかったのだろう．ある意味では，ゲーテらし

い悲しみの表現とも言える．ゲーテは妻の死を悼み，

詩を書く．

おお，太陽よ，お前は暗い雲を貫いて

輝こうと，むなしく努める．

わた しの命のすべてをあげて

彼女の死を泣くばかりだ．

16 

ゲーテの周辺には，家柄も良く ，教養も豊かで，宰

相夫人と呼ばれるにふさわしい女性はたくさんいたで

あろう ．にもかかわらず，ゲーテが，両親もいない，

貧しい，造花工場の女工を生涯の伴侶に選んだのはな

ぜであろうか．それは，彼の天才に起因しているよう

に思える．天才の芸術にふれるのは，人生の喜びのひ

とつである．ところが，そのすばらしいものを生み出

している背後には，作品 とは無縁の，普通人には想像

もつかない異常な世界がかくされている．そこには，

激しいパッション，研ぎすまされた神経，鋭い感受性，

繊細にして倣慢な世界がある．精神医学者E・クレツ

チュマーはその著『天才の心理学Jで，天才を一種の

異常者として断定している．

「（天才とは），極度に感じやすい神経と，周囲に適

応しにくい気まぐれな気分を持ち，激烈な感情の発

露を示す，ある程度，精神病質の例外的人間であ

る」 15)

ゲーテもこの例にもれない．それどころか，クレツ

チュマーは，その典型的な例としてゲーテをとりあげ，

その著のかなりの頁をさいて，ゲーテの異常なところ
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を棲々述べている．同時代の人々の証言に，ゲーテが

いかに変わり者で，異常なところのある人間であった

かを探そうと思えば，それこそ枚挙にいとまがないほ

どである．ゲーテを知るに，クリスティアーネ以上の

適任者はないであろうから，ここでは彼女の証言を紹

介する．

「枢密顧問官さまのことで私は心労の日々を送って

おります．あの方はときどき全くヒポコンデリーに

なるので，私はちょいちょいつらい思いをします．

でも病気のことですから私はなんでも辛抱していま

す．しかし，あの方に病気だということを言っては

ならないのですから，そんなことは何もお手紙に書

かないで下さい．でも，いつかは病いが重くなるよ

うに思われますJ（ニコラウス・マイヤー宛， 1803年

4月21日付）

ゲーテはこのような自分の暗い一面をおそらく自覚

していたであろう．だからゲーテは，自分の配偶者と

して，自分の公的世界にふさわしい良家の子女でもな

く，自分の精神世界を理解し，話し合い手になってく

れる知的な女性でもなく，自らのデモーニツシュな面

をやさしく包みこみ，ふさぎの虫にとりつかれがちな

自分を明るくしてくれる，陽気でやさしい女性を求め

たのではあるまいか．それは，天賦の才に恵まれてい

たが故にまたデモーニッシュなものを内在していた天

才ゲーテの一種の防衛本能ではなかったかという気が

する．クリスティアーネは，先にも述べたように，飾

り気のない，やさしい人柄で，明るし健康的な，き

わめて家庭的な女性であった．彼女こそは，「例外的人

間Jゲーテにもっともふさわしい人であった．フォン・

クネーベル夫人は言う．

「ゲーテは機嫌のょいときは，おどろ くほど愛想が

よろしい．しかし彼だってときには不機嫌になるこ

とがあり，そんなときはとても無口になってしまい

ます．そういうばあい，彼といっしょのことが気づ

まりになります．ゲーテはあのような特性なので彼

女以上に適格な妻を，彼はとても発見できなかった

でしょう」川

ゲーテの母も同じ考えであった．顧問官夫人は，最

初のうちは，「お前のベッドの宝にもキスを」 17）などと

多少皮肉まじりにからかったりしていたが，クリス

ティアーネに実際会って，彼女の人柄を知ってからは，

彼女に親近感を持ち，理解を示した．ゲーテが家族を

連れて，母親に会いにフランクフルトを訪ねたのは

1797年 8月のことであるが，それ以後，顧問官夫人は

しばしばクリスティアーネに手紙を出している．アル

テミス版『生家からの手紙』 (Briefeaus dem Eltem-

ha us）で42通にのぼるそれらの手紙は，そのいずれも

がクリスティアーネに対する愛情に充ちあふれている．

顧問官夫人は生みの親として，ゲーテの性格は良く心

得ていたであろうから，ゲーテの妻であることがいか

に大変であるかは十分わかっていたと思う．加えて，

自分も同じように21歳も年上の気むずかしい夫につか

えて，クリスティアーネの立場と苦労はひとごとなら

ず肌で感じとることができたのであろう．顧問官夫人

がいちばん彼女の苦労を理解していたのではあるまい

か．実際に会って彼女の人となりを知った顧問官夫人

は，息子はこの上ない嫁を見つけたと思ったにちがい

ない．ゲーテにあてた手紙の中で，彼女にもっと気を

つかい，大切にするように，ことあるごとに助言して

いる．それらの手紙の一節を引用する．

「お前は神に感謝したらどうなの．こんなにかわい

しすばらしく，汚れのない神の創造物にめぐり会

えるのは非常にまれなことですよ．今，私はどんな

に安心していることかJ(1807年 4月 7日付）

ゲーテはクリスティアーネと28年間暮らしたが，こ

の間，あまり目ぽしい作品に恵まれていない．このこ

とをクリスティアーネの責任にして，彼女のことを悪

く言う人がいるが，それは当らない．ゲーテは，内在

するデーモンに刺激を与える人ではなしやわらげて

くれる人を伴侶に選んだのである．クリスティアーネ

とあった日々は，ゲーテ83年の生涯で比較的平穏で平

和な日々であった．その平和が，創造の面では多少わ

ざわいしたことがあったにしても，それは彼女の責任

ではない

クリスティアーネの死と共にゲーテの孤独が始まる．

そしてその孤独にJ恵子アウグストの死が拍車をかける．

ゲーテのデーモンが活発な動きをみせ，猛烈な創作意

欲をもって『ファウスト』をはじめとする作品を完成

させて行く．その聞のゲーテの精神界を思いやるに，

まさに壮絶としか言いようのなしりすさまじいもので

あったろう．

ゲーテは，イルム河畔を散策しているときに，自分

に話しかけてきた女性を一目見て，その女性の中に自

分の平安を見いだし，生活を共にしだした．そして共

同生活を始めてから25年目にあたる1813年に，その女

性に感謝をこめて『ゲーテ夫人』のタイ トルを付した

詩を献じた．

見出でしは

森ゆきぬ

すずろに

なに求むと

しもなくて



192 ゲーテの妻 ・クリスティアーネのこと

森蔭にふと見しは

花一輪

星の輝き

すずしきつぶら瞳

手折らんとして

いたいけの花の歎きに 一一

折られてはてん

身の定めか？

キ艮ぐるみに

掘りとりて

佳き家の

庭辺にはこび

静かなる

土に植えぬ

いまはネ艮づきて

年ごとに匂いあらた

、迂

1）高橋健二 『ヴァイマルのゲーテ・評伝』（河出書房

新社） 19頁．

2）『DerVerfasser teilt die Geschichte seiner 

botanischen Studien miU の 「Schicksalder 

Handschrift」の項．

アルテミス版『ゲーテ全集』第17巻，84頁．

3）クリスティアーネの誕生日については異同がある．

ゲーテは，終始，彼女の誕生日を8月6日と考え

ていた．それは，ハンス ・ゲルハルト・グレーフ

によると，クリスティアーネが，自分の誕生日 と，

妹ゾフィ ー・ フリ ーデリ ーケ ・シャルロッテの誕

生日1781年 8月6日とを混同してゲーテに教え，

彼がそれをそのまま鵜呑みにしたのではないかと

している．もう 1つは 6月6日説であるが，これ

は，クリスティアーネの兄アウグストが，ニコラ

ウス ・マイヤーにあてた手紙「妹は（誕生日と日

付も 日時も同じ） 6日正午12時にひどい血液のけ

いれんを起 こして死に ました」（1816年 6月11日

付）によるものと思われる．教会の台帳には，「ヴ

ルピウス家の第3子として，1765年 6月1日夜 8

時半に生まれた」とあり ，墓碑名もまた 6月1日

になっている．

4）ベルトゥーフ（FriedrichJohann Justin Bertuch, 

1747 1822）は単なる町工場の主人というような

人ではなかった． 『ドイツ ・ メルク ーア~ (Teuts-

cher Merkur）や 『大衆文芸新聞』（Allgemeine

Literatur Zeitung）やモー ド雑誌等を出版するか

たわら，『ド ン・キホーテ』をドイツ語に翻訳した

り，経営の才をかわれて，アウグス卜公の経済顧

問をしたりしていた．造花工場もその一つである．

いわゆるヴァイマルの知名氏で，ゲーテとも親交

カまあった．

5）ビーダーマン『ゲーテ対話録J1922番．

6）ビーダーマン 『ゲーテ対話録』 363番．

7) マックtス ・フォン ・ベーン『ドイツ十八世紀の文

化と社会』（飯塚信雄訳，三修社） 450頁．

8) w・H・プリュフォード『18世紀のドイツ』（上西

川原章訳，三修社） 153頁．

9）前掲書，217頁．

10) Ernst Beutler『Essays um Goethej (Carl 

Schtinemann Verlag) 548頁．

11) W・H・ブリュフォードの前掲書に 「親密な間柄に

おける人間関係も，今日では当然と思われる以上

に形式張り ，自然ののびのびしたところがなかっ

た」（216頁）とあるから，ゲーテのことをクリス

ティアーネが「顧問官さまj と呼ぶ，きわめて他

人行儀なやり方は，当時にあっては決して特異な

ことではなし 比較的一般的なことであったのか

もしれない

12）ビーダーマン『ゲーテ対話録j363番．

13）ビーダーマン『ゲーテ対話録』1012番．

14）前掲書88頁．

15) E・クレ ッチュマー 『天才の心理学』（内村祐之

訳，岩波文庫） 33頁．

16）ピーダーマン『ゲーテ対話録j1922番．

17）ゲーテの母親がゲーテにあてた1795年 1月19日付

手紙．

0文中， 次の訳文を利用させていただきました．

『ゲーテ全集』（潮出版）第 1・10・15巻

ビーダーマ ン『ゲーテ対話録~ （大野俊一訳，白水

社）全5巻

エッカーマ ン『ゲーテとの対話』（山下肇訳，岩波

文庫）中巻
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土
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摩
↓
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守

目
上
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松
野
↓
杉

Mm
上
M
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↓
万

部
上
凶

件
↓
件

路
上
M

分
か
れ
↓
分
れ
て

却
下
回
同
千
代
、
雲
一↓
同
千
代
松

却
下
四
識
養
↓
誉

お
下
加
担
慶
↓
度

部
下
幻
住
寺
↓
持

M
上
却
不
知
↓
下

M
下
ロ
六
年
↓
月

幻
上
ロ
相
果
↓
打

幻
下
6

段
候
↓
ト
ル

幻
上
3

尾
崎
↓
尼

泣
上
日
丹
波
↓
後

第 24号

以
上
、
全
百
三
十
部
余
の
図
書
を
参
照
し
て
述
作
し
て
い
る
の
が
判
る
。
そ
れ
ら
は
、
ご
く

正
統
な
書
物
が
多
く、

軍
記
、
地
誌
、
仮
名
草
子
、
家
記
、
漢
文
集
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

長
秀
の
刻
苦
勉
励
た
る
姿
が
初
併
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
博
学
ぶ
り
は
、
後
続
書
『
続
俗

説
排
』
の
引
用
書
目
で
は
、
和
漢
の
書
六
百
三
十
二
部
の
多
き
に
わ
た
っ
て
増
え
て
い
る
。

長
秀
研
究
が
皆
無
の
現
在
、
こ
れ
ら
の
各
図
書
が
ど
の
よ
う
に
彼
の
著
作
に
活
か
さ
れ
て
い

る
か
興
味
尽
き
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
の
目
的
か
ら
外
れ
る
の
で
今
回
は
こ
れ

に
留
め
る
。

有明工業高等専門学校紀要

以
上
で
前
章

『南
関
紀
聞
』
と
、
当
章

『細
川
御
伝
記
』
の
解
説
を
終
わ
る
こ
と
に
す
る
。

両
書
は
、

一
方
は
地
誌
、

一
方
は
紀
録
類
と
異
な
る
性
質
を
有
し
な
が
ら
も
根
底
に
は
共
通

の
土
壌
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
予
見
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
と
共
に
今
後
長

秀
自
身
が
細
川
藩
の
中
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
関
わ
り
、
又
、
ど
の
よ
う
な
事
柄
を
発
見
し

て
藩
の
文
事
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
よ

う
な
問
題
に
関
し
て
も
、
不
明
部
分
が
少
し
で
も
解
明
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
鶴
首
す
る
も
の
で

あ
る
。
「
南
関
紀
聞
」
の
舞
台
南
関
は
一
僻
随
の
地
で
は
あ
っ
て
も
、
井
沢
長
秀
と
い
う
人
物

を
介
し
て
当
代
全
般
に
関
わ
る
重
要
な
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
花
田
）
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（
追
記
）

資
料
の
閲
覧
を
快
諾
頂
い
た
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
、
熊
本
大
学
永
青
文
庫
、
鹿
本

商
工
高
校
、
熊
本
県
立
図
書
館
、
大
分
県
立
図
書
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
山
鹿

市
役
所
木
村
理
郎
氏
、
な
ら
び
に
種
々
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
文
部
省
教
科
書
調
査
官

白
石
良
夫
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

泣
下
1

2
下

u

n
3

－－n
U
 

句

i

q

J

7
上
3

円，・－－p
h
d

苛

i
l
l
J
n
L

凶
上
幻

上築。侍：子診・遣・
落・山右宝・見迄
↓↓↓↓↓↓  
洛篠侍室猶違

-19-



195 

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
底
本
記
載
年
時
中
も
っ
と
も
年
代
が
新
し
い
の
は
享
保
十
七
年
で

あ
り
、
こ
の
点
で
も
年
代
的
に
は
整
合
性
を
も
っ
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
、
近
世
前
期
に
成

立
し
て
い
た
本
書
は
、
特
に
雑
録
部
に
お
い
て
書
き
継
が
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
前
半
部
に
お
い
て
は
『
細
川
全
記
』
を
一
覧
し
た
限
り
、
両
者
の
類
向
性
を
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。
む
し
ろ
、
管
見
の
一
本
と
し
て
、
前
章
記
述
の
『
南
関

紀
聞
』
の
著
作
者
井
沢
長
秀
の
手
に
な
る
『
御
家
伝
』
の
存
在
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
本
も
細
川
家
の
歴
史
書
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
寡
聞
に
属
し
て
い
る
よ
う
だ
。
『
国
書
総
目

録
』
に
も
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
え
て
賛
言
を
付
す
の
も
故
な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

永
青
文
庫
所
蔵
「
御
家
伝
』
は
写
本
、
全
十
六
冊
、
た
て
二
五
・
五
糎
よ
こ
一
九
・

O
糎

の
大
本
仕
立
で
あ
り
、
外
題
は
打
付
書
に
て
「
追
加
五
印
御
家
伝
一
（

i
十
六
）
」
と
あ

る
。
特
色
と
し
て
は
細
川
家
の
歴
史
を
叙
し
な
が
ら
、
忠
興
公
の
詠
歌
や
、
冷
泉
為
景
の
忠

利
公
へ
の
悼
詞
、
幽
斎
作
狂
歌
、
詠
出
な
ど
、
文
事
に
関
す
る
記
述
が
多
く
、
文
芸
的
香
気

に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
又
、
後
肢
に
は
『
広
益
俗
説
解
』
に
も
序
を
寄
せ
た
熊
谷

氏
が
長
秀
の
出
自
な
ど
を
簡
略
に
記
し
、
年
記
は
享
保
四
年
で
あ
る
。

『
御
伝
記
』
と
『
御
家
伝
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
例
え
ば
前
号
紀
要

p
m上
回

行
目
か
ら
は
『
御
家
伝
』
第
四
冊
目
の
記
事
に
相
当
し
、

p
m
1行
目
か
ら
は
第
五
冊
目
、

同
幻
行
目
か
ら
は
第
六
冊
目
、

p
m上
日
行
目
か
ら
は
第
七
冊
目
、

P
M
下
回
行
目
か
ら
は

第
八
冊
目
と
そ
れ
ぞ
れ
が
年
代
順
に
相
応
し
て
い
る
。

そ
の
す
べ
て
を
提
示
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
が
、
左
に
初
め
の
方
を
記
し
て
み
る
。

『
御
家
伝
』

1
丁
ウ
四
行
目

ー

ー

ー

l
i
l－
－
後
薙
髪

｜
｜

ω元
有
御
子
な
き
故
に
三
開
伊
賀
守
晴
員
｜
｜
の
二
男
を
養
て
嗣
と
し
給
ふ
是
藤
孝

i

日
二
宗
薫
一

君
な
り
天
文
三
年
山
城
国
岡
崎
に
を
い
て
誕
生
あ
り
御
母
は
刷
欄
対
州
司
湖
周
劃
問
問
許

諾
有
制
刻
…
即
日
開
堵
澄
な
り
・
江
州
坂
本
辺
に
て
領
地
を
賜
り
側
副
習
に
・
：
引
周
の

故
実
を
識
り
武
芸
の
奥
旨
を
き
は
め
ら
る
・
・
・
・
・
・
和
歌
の
道
に
御
志
ふ
か
く
古
今
和
歌
集
を

藤
賓
枝
卿
・
・
・
に
う
け
給
ひ
・
・
・

『
御
家
伝
』

3
丁
ウ
六
行
目

ω同
八
年
五
月
十
九
日
三
好
長
慶
叛
逆
し
其
子
義
継
及
松
永
久
秀
等
軍
勢
を
率
し
二
僚
の

御
所
を
圏
む
警
衛
の
武
士
沼
田
上
野
介
光
長
（
割
注
略
）
：
・
荒
川
治
部
小
輔
晴
宣
：
：
：
松

井
新
治
郎
勝
之
・
・
・
・
・
・
近
士
美
作
守
晴
舎
・
・
・
・
・
・
沼
田
与
八
郎
光
吉
・
・
・
等
強
く
防
て
戦
死
す
義

輝
公
白
出
て
戦
ひ
営
に
火
を
放
ち
て
自
殺
し
給

今
、
傍
線
を
つ
け
た
部
分
が
『
御
伝
記
』
と
一
致
す
る
語
句
で
あ
る
が
、

ωは
文
章
自
体
は

窒堂文庫所蔵郷土資料第二歴史資料篇

同
一
で
な
い
も
の
の
語
句
そ
の
も
の
は
論
点
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文

ωに

関
し
て
は
文
章
自
体
も
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
左
に
『
御
伝
記
』
の
該
当
部
分

を
記
し
て
み
よ
う
。

永
禄
八
年
五
月
十
九
日
、
三
好
長
慶
反
逆
、
其
子
左
京
太
夫
義
継
家
臣
松
永
等
、
軍
勢
を

催
し
、
二
傑
之
御
所
を
攻
圏
、
警
衛
之
武
士
雄
防
戦
、
利
あ
ら
ず
し
て
、
沼
田
上
野
助
光

長
、
松
井
新
次
郎
勝
之
、
治
部
三
郎
左
衛
門
藤
通
戦
死
す
。
義
輝
白
出
て
戦
ひ
、
火
を
放

て
営
を
焼
て
莞
じ
給
ぬ
。

以
上
、
ま
っ
た
く
同
一
で
は
な
い
が
、
類
似
性
を
認
め
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
御
伝
記
』
は
こ
れ
ら
『
御
家
伝
』
系
統
の
本
文
を
持
つ
家
記
類
か
ら
要
件

を
抜
粋
し
、
更
に
簡
略
な
る
伝
記
に
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
分
量
や
叙
述
の
詳
細

さ
か
ら
考
え
て
、
そ
の
逆
は
考
え
に
く
い
。
た
だ
し
、
直
接
的
に
『
御
家
伝
』
が
『
御
伝
記
』

に
影
響
を
与
え
た
か
ど
う
か
は
年
代
的
に
見
て
今
の
所
考
え
に
く
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
御
家
伝
』
に
は
長
秀
が
参
照
し
た
引
用
書
目
名
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

素
材
の
提
供
源
を
知
り
得
る
と
と
も
に
、
如
上
の
問
題
に
示
唆
を
与
え
、
更
に
は
長
秀
の
読

書
範
囲
を
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
書
目
を
参
照
し
て
、

『
御
家
伝
』
を
述
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
左
に
そ
の
書
目
名
を
全
て
掲
げ
て
み
よ
う
。

御
家
伝
引
用
書
目

永
禄
日
記
室
町
日
記
光
源
院
殿
記
穴
太
記
義
藤
公
御
元
服
記
京
都
将
軍
家
譜

重
編
応
仁
記
信
長
記
新
撰
信
長
記
総
見
記
織
田
軍
記
安
土
記
本
能
寺
記
信

長
家
譜
太
閤
記
天
正
記
朝
鮮
征
伐
記
秀
吉
家
譜
豊
臣
実
録
徳
川
御
年
譜

徳
川
創
業
記
中
興
源
記
長
久
手
記
関
原
記
関
原
誌
記
同
大
保
志
濃
闘
全
書

関
原
記
大
全
慶
長
記
同
日
記
慶
元
実
録
関
原
以
後
知
行
割
駿
府
政
事
録
家

忠
日
記
東
西
軍
記
東
西
合
軍
難
波
戦
記
山
本
日
記
元
寛
日
記
寛
明
事
蹟
録

御
参
内
記
寛
永
年
中
東
照
宮
遷
座
記
玉
露
叢
玉
滴
隠
顕
片
桐
日
記
北
傑
五
代

記
北
候
盛
衰
記
後
太
平
記
甲
陽
軍
鑑
明
智
軍
記
石
田
軍
記
三
好
家
記
東

国
太
平
記
北
国
太
平
記
蒲
生
四
代
軍
記
戸
次
軍
記
別
所
合
戦
記
芝
田
軍
記

丹
後
軍
記
丹
波
軍
記
籾
井
日
記
加
越
軍
記
二
川
分
流
記
朝
倉
軍
記
前
田
創

業
記
毛
利
伝
記
嶋
津
家
伝
大
友
興
廃
記
魔
稗
記
黒
田
家
黒
田
知
水
豊
後
戦
記

石
垣
原
合
戦
記
会
津
四
家
合
考
和
州
軍
伝
九
州
治
乱
記
九
州
軍
記
諸
家
高
名

記
戦
国
英
雄
録
本
朝
武
林
伝
武
家
感
状
記
武
芸
小
伝
異
称
日
本
伝
山
城
名

勝
志
落
州
府
志
堺
鑑
泉
州
志
大
和
名
所
記
丹
後
名
所
記
田
辺
府
志
通
念
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約
二
行
。
同
五
月
以
下
約
五
行
ア
リ

韮
山
攻
、
約
三
行
ア
リ

落
城
の
後
氏
政
ハ
自
殺
氏
直
ハ
城
ヲ
去
テ
高
野
山
ニ
赴
ク

同
二
年
三
月

約
十
三
行
ア
リ

飛
脚
ヲ
以
興
元
是
ヨ
リ
木
付
へ
急
ヲ
告
ル

稲
富
伊
賀
守
ハ
及
レ
期
逐
電
ス

福
嶋
正
則
池
田
輝
政

家
奴
山
内
新
左
衛
門

石
田
三
成
丹
後
攻
の
項
五
行
分
ア
リ

田
辺
城
攻
の
項
二
十
行
程
ア
リ

責
ん
と
す
如
水
謀
ヲ
メ
グ
ラ
シ
テ

鑓
下
の
高
名
の
次
に
一
丁
程
度
別
筆
に
て
「
休
無
様
御
前
様
ノ
夏
」
の
項
ア

預
ル
同
十
六
日
佐
和
山
へ
：
：
・
：
：
以
下
一
丁
と
十
七
行
ア
リ

賜
書
以
下
十
四
行
ア
リ

不
肯
忠
興
ノ
武
功
以
下
二
行
ア
リ

以
上
、
長
文
の
部
分
は
省
略
し
た
が
、
九
大
本
の
方
が
全
体
と
し
て
叙
述
が
詳
し
く
、
な

か
に
は
、
そ
れ
ら
を
抜
粋
し
た
部
分
が
底
本
や
永
青
文
庫
本
に
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
お

そ
ら
く
九
大
本
系
を
祖
と
し
転
写
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
は
、
更
に
、
表
示
に
顕

著
な
よ
う
に
、
天
正
十
年
頃
の
前
半
位
ま
で
は
比
較
的
忠
実
な
転
写
で
あ
っ
た
が
、
後
半
に

か
け
て
は
叙
述
の
詳
細
な
部
分
を
簡
略
に
ま
と
め
記
述
し
て
い
る
箇
所
が
多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
幽
斎
の
田
辺
城
で
の
攻
防
の
条
目
で
は
、
永
青
文
庫
本
が
攻
手
の

人
名
等
は
省
略
し
て
い
る
の
に
対
し
、
底
本
で
は
有
し
て
い
る
た
め
、
さ
き
ほ
ど
は
底
本
に

第
二
次
転
写
の
可
能
性
も
あ
る
と
述
べ
た
が
、
や
は
り
、
底
本
自
体
も
九
大
本
系
の
他
書
か

ら
直
接
転
写
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
な
よ
う
で
あ
る
。

九
大
本
で
は
後
半
の
記
述
と
し
て

－
P
M
下
M
あ
た
り
か
ら
の
、
寛
永
十
四
、
十
五
年
の
島
原
の
乱
の
記
事

・P
H
下

m
l
p
口
上
7

196 

－
P
U
上
U
（
）
同
汎

－
P
U
下

2
1同
日
あ
た
り
ま
で

が
記
述
さ
れ
、
底
本
と
重
出
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
三
本
の
関
係
を
簡
単
に
図
示
す
る
と
左
の
如
く
に
な
る
。

前
半

杢堂文庫本

本大九

後
半同

そ

の

他

細
川
家
関
係
の
記
録
類
は
多
岐
に
わ
た
り
、
い
ま
だ
そ
れ
ら
に
つ
い
て
充
分
な
調
査
を
な

し
え
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く

『御
伝
記
』
そ
の
も
の
も
、
下
敷
と
な
っ
た
記
録
類
が
存
す
る

は
ず
で
あ
り
、
類
同
の
書
籍
も
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
お
び
た
だ
し
い
家
記
類
や
年

譜
類
の
考
察
が

『御
伝
記
』
の
成
立
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
三
本
間
に
限
り
、
前
節
で
そ
の
関
係
を
中
心
に
述
べ
て
き

た
が
、
こ
こ
で
は
い
さ
さ
か
他
書
と
の
関
連
性
の
も
と
愚
見
を
述
べ
、
解
説
の
責
め
を
塞
ぐ

こ
と
と
す
る
。
。

ま
ず
、
後
半
の
島
原
の
乱
で
の
褒
賞
一
覧
な
ら
び
に
手
負
人
目
録
は
、

『細
川
全
記
』
巻
十

二
の
記
事
と
同
一
で
あ
る
。
『
細
川
全
記
』
は
、
刊
本
に
し
て
大
本
（
た
て
二
七
・
三
糎
よ
こ

一
八
・
一
糎
）
、
全
十
二
冊
子
氷
青
文
庫
所
蔵
）
の
歴
史
書
で
、
著
者
は
八
代
隠
士
粟
坂
恕

軒
、
刊
行
年
月
日
は
、
享
保
二
年
十
一
月
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

『細
川
全
記
』
の
方
が

「御

伝
記
』
よ
り
記
事
を
引
用
し
た
か
、
又
は
、
別
に
両
者
の
拠
っ
て
た
つ
依
拠
本
が
あ
っ
た
も

の
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
底
本

『御
伝
記
』
の
方
も
明
和
七
年
の
年
記
を
持
ち
、
し
か
も
他

二
本
に
こ
の
記
事
は
見
ら
れ
な
い
点
よ
り
、
逆
に
『
細
川
全
記
』
か
ら
引
用
し
た
可
能
性
も
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な
い
場
合
、
（
永
青
本
が
×
印
で
九
大
本
が
永
と
記
さ
れ
た
箇
所
）
す
な
わ
ち
、

ω底
本
に
だ
け
存
在
す
る
文
章
、
語
句
の
箇
所
｜
口
ヶ
所

で
あ
り
、
こ
の
箇
所
が
底
本
の
独
自
の
文
章
の
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
が
、
重
要
な
所

は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
し
、
次
項
と
同
様
底
本
の
誤
記
部
分
が
多
数
を
し
め
て
い
る
。

逆
に
、
永
青
文
庫
本
に
あ
り
て
底
本
に
な
く
、
か
つ
九
大
本
と
底
本
と
が
等
し
い
も
の
、

す
な
わ
ち

凶
永
青
文
庫
本
に
だ
け
存
在
す
る
文
章
、
語
句
の
箇
所

l
m
ヶ
所

に
の
ぼ
る
が
、
大
多
数
は
永
青
文
庫
本
の
筆
写
ま
ち
が
い
の
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
永
青
文

庫
本
の
み
の
正
し
い
異
文
と
い
う
の
は
数
ヶ
所
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て

ωω
は
む
し
ろ
、
当
該
本
の
誤
字
の
部
分
と
考
え
て
も
さ
し
支
え
な
く
、
そ

う
意
味
の
あ
る
数
字
で
は
な
い
。
そ
の
様
態
を
知
る
だ
け
で
充
分
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
表
示
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
異
同
箇
所
の
う
ち
、

ω九
大
本
と
永
青
文
庫
本
と
が
同
一
の
箇
所

l
M
m
ヶ
所

も
あ
る
。
特
に
前
半
で
は
微
細
な
語
句
ま
で
一
致
し
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
即
ち
、
永
青
文
庫
本
が
九
大
本
系
統
の
書
籍
よ
り
忠
実
に
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
裏
づ
け
て
い
る
。
底
本
も
、
も
ち
ろ
ん
九
大
本
系
に
の
っ
と
っ
て
い
る
が
、
忠
実
度
と
い

う
点
で
永
青
文
庫
本
の
方
が
底
本
よ
り
、
よ
り
九
大
本
系
に
近
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
先
ほ
ど
の
調
査
項
目

ωに
よ
る
と
、
永
青
文
庫
本
に
あ
り
て
底
本
に
な
き
部
分
が
必
ヶ

所
も
あ
る
こ
と
は
、
永
青
文
庫
本
を
第
一
次
転
写
本
と
す
る
と
、
底
本
は
、
更
に
そ
れ
か
ら

の
第
二
次
転
写
本
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
や
は
り
書
写
者
の
筆

写
態
度
に
負
う
所
も
多
い
の
で
あ
り
、
速
断
は
控
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
こ
の
底
本
や
永
青
文
庫
本
に
比
べ
、
九
大
本
は
か
な
り
の
分
量
を
有
し
て
い
る
し
、

両
本
に
な
い
文
章
や
語
句
の
部
分
も
多
い
。
次
に
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
表
示
し
て
お
こ
う
。
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A
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一
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h
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U
l
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内
F
白

九

八
代
細
川
播
磨
守
元
常

藤
孝
則
供
奉
シ
テ

尤
軍
功
多
シ
義
昭

義
昭
を
足
利
十
四
代

左
馬
頭
義
栄
を

ー

、l
 

B
 

f
n
J
 

大

日
上
1

三
好
遂
敗
し
ぬ

将
軍
家
上
野
カ
議
ヲ
信
シ
弥
不
快
ニ
シ
テ

去
晦
日

高
山
右
近
等
ヲ
加
勢
ト
シ
テ
備
中
ニ
赴
セ

ン
ト
ス
忠
興
丹
後
へ
帰
リ
テ
人
数

司
／僅

百
五
十
騎

森
力
丸
坊
丸
高
橋
虎
松

村
井
春
長
軒
織
田
源
三
郎
菅
屋
九
右
衛
門
福
冨
平
左
衛
門
岡
平
八
郎
等

忠
興
ハ
光
秀
が
培
タ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
父
子

藤
孝
父
子
ノ
忠
義
ヲ
感
ジ
光
秀
ヲ

織
田
信
孝
ヲ
供
奉
シ
テ
丹
羽
長
秀

城
主
ヲ
殺
ス
毛
利
輝
元

清
秀
等
曾
シ
テ

前
出

池
田
勝
入
等
ト
曾
談
シ

前
出

前
出

同
十
一
月
信
孝
在
濃
州
岐
阜
柴
田
ト
通
シ
テ
：
：
：
以
下
三
行
ア
リ

一
益
柴
田
一
味

城
モ
遂
ニ
：
：：
以
下
約
十
七
行
（
一
丁
弱
）
位
の
文
章
ア
リ

叛
キ
テ
外
出
ノ
城
ニ
楯
寵
ル
秀
吉
越
中

へ
出
馬
シ
給
フ

〈
板
る
：
・
同
十
二
年
〉
の
問
、
興
元
康
之
立
行
：
：
：
以
下
三
行
程
ア
リ
。

朔
日
秀
吉
織
田
信
雄
ト
鉾
楯
ニ
及

あ
ら
は
す
人
数
ヲ
引
取
忠
興
ノ
：
：
：：・
ア
タ
ハ
ザ
ル
也

同
年
五
月
朔
日
・
・・
・
・
・
と
し
て

二
重
堀
ニ
付
城
三
ヶ
所
：
：
：
以
下
回
行
ア
リ

〔
人
名
記
載
順
等
一
致
せ
ず
。
内
容
的
に
は
ほ
ぽ
重
な
る
。
〕

〔
乙
の
項
約
十
七
行
ア
リ
。
特
に
秀
吉
の
事
蹟
も
多
く
語
ら
れ
る
。
底
本
、

永
青
文
庫
本
は
忠
興
を
中
心
と
す
る
。
〕

赴
ク
時
歳
廿
五
也
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下
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8
下
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口
上
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口
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回
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7
上
幻

口
上
初

口
上
幻
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7
上
初

鮮
士

千
千
石

×
 

柳
原
式
部
、
×

利
家

柳
原

同
二
月

心
を
被
添
給
れ
と
被
頼

し
か
ば
如
水
、
然
慮
に

質
と
せ
ん
斗
ル

慶
長
五
、

七
月
十
七
日

小
笠
原
圧
左
衛
門
入
道

君
懇
深
也

×
 

攻
手
の
大
将
以
下
ロ
行

分増
盛×

 
×
 

同
十
日
の
朝

井
口
六
兵
衛

残
統
の
雑
兵

八
坂
又
助

宣
ふ

瑞
龍
寺

初
陣

木
村
忠
三
郎

長
岡
与
一
郎
下
知
を

栗
坂
平
助
・
・
・・・・蒙ル

群
土

三
千
石

家
康
公
和
平
之
儀

榊
原
式
部
、
心
を
尽
し

利
長

榊
原

同
二
年

×
 

× 

城 玄 神 小 せ
× 旨君 笠×ん

城｜懇原と
を情備｜ す
出也前｜
て
洛

赴
く
玄
日

寵

増
田
長
盛

松
井
有
吉
に
木
付
城

奉
行
よ
り
松
井
方
え
書
を
送
ル

同
十
一
日
之
朝

井
上
太
兵
衛

残
績
に
雑
兵

八
坂
八
助

定
給
ふ

瑞
泉
寺

始
合
戦

森
忠
三
郎

長
岡
休
無
下
知
を

× 

、氷、氷、氷、氷、水、氷室
（
月
正
し

室

日
上
1
1

4

M
上
7

国
土
日

目
上
ロ

P
O
一一
A且
τ

1
i
l
」
q
L

M
上
羽

目
下
3

M
下
4

M
下
9

M
下
9

M
下
日

口
下
6

口
下
7

口
下
7
1
8

セ
ン
ト
ハ
カ
ル

七
月
廿
七
日

、氷神
君
懇
深
ナ
リ

室

津
田
タ
宇

無
比
類
と
、

忠
興
の
下
知
・
・
・
高
名
す

×
 

別
記
ニ
有
・
：
以
下

4
行

家
士
松
井
志
テ
殉
死
ス

上
野
介
正
純

軍
列

長
岡
式
部

延
元×

 

九
代
の
後
胤

×
 

巨ヨ
エE
秀×

宇
タ

其
×
 

同
十
六
日
：
：
：
以
下
M
行
（
約
一

丁
分
）×

代
わ
り
に
詠
歌
三
首
記
載

×
 

上
野
介
正
統

軍
例

松
井
佐
渡

×
 

号
三
斎
宗
立
ト
競
ス

九
代
之
中

御
嘗
家
に

且
は
忠
利

是
季
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永 永 永 杢永永永永永永永杢杢永永

永一長永杢杢永杢永井永室永永
郎岡 口
休 太
無兵
与衛

以
上
、
お
よ
そ
百
四
十
項
目
弱
に
わ
た
り
、
そ
の
異
同
の
箇
所
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
う
ち

ω室
堂
文
庫
本
に
あ
り
て
永
青
文
庫
本
に
な
き
部
分
幻
ヶ
所

ω永
青
文
庫
本
に
あ
り
て
套
堂
文
庫
本
に
な
き
部
分

l
G
ヶ
所

で
あ
り
、
杢
堂
文
庫
本
の
方
が
本
文
や
語
句
の
脱
落
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
、
内

容
と
し
て
は
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
述
を
も
ち
、
同
系
統
の
書
物
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
脱
落
文
や
誤
字
、
脱
字
が
あ
る
の
は
、
書
写
者
の
筆
写
時
に
お
け
る
態
度
に

負
う
所
が
多
い
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。

全
体
と
し
て
、
底
本
は
、
送
り
が
な
を
意
識
的
に
脱
落
せ
し
め
て
お
り
、
漢
文
脈
の
文
体

に
近
付
け
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
主
語
や
述
語
、
客
体
語
等
を
や
は
り
多
く
脱

落
せ
し
め
、
中
に
は
、
中
間
部
分
を
抜
い
て
も
文
意
が
続
く
と
こ
ろ
は
省
い
た
り
し
て
省
筆

化
に
つ
と
め
て
い
る
所
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
う
多
く
は
な
い
。
ま
た
、
記
載
年
月
日
に

対
し
て
は
、
底
本
の
方
が
よ
り
正
確
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
永
青
文
庫
本
の
方
に
明
ら
か
な
誤

り
が
あ
る
点
が
多
い
。
更
に
、
底
本
に
あ
っ
て
、
永
青
文
庫
本
に
な
く
、
か
つ
九
大
本
に
も



199 

幻
下
3

n下
8

n下
日

円
ノ
臼
－
、

phlv

n
L
「
l
l
可

i

n下
回

つ三、

nδ

ワU
「
l
l
旬

i

n下
目

幻
上

2

n上
3

n上
5

n上
7

n上
n

t
i
一一
E
J

q
r

“l
l
J
n
r
u
 

幻
上
初

幻
上
初

紅
下
l

n下
7

n下
口

紅
下
回

況
下
回

1
下
印

刷

μ
下
幻

1
ム

マ

円

i

円
ノ臼

「
l
l
nノ
u

m上
l

m上
6
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初
上

7

m上
8

。
上
2

m上
目

丹浅村｜焼桑 森
× 後 野 尾 ｜ し 原 × 下 ×

へ弥水む才 道
帰兵中蔵守
る衛に を

入以
同
月

× × 
切

×取×
候
者
廿
五
人

×
 

同
三
月
十
一
日

百
五
十
騎
飴

×
 

炎
上
す
る
事
を
告

令
以
移
矧
叫
惟
任

飛
脚
を
馳
て

父
子
共
に

高
松
の
城
を
攻
給

大
将
の
威

為
野
伏
自
害
す

池
田
信
輝
入
道

其
名
代
と
せ
ん
と
欲
す

然
慮
に
秀
吉
を

与
一
郎

×
 

天
正
九
三
月
五
日

森
下
道
与

廿
日
之
注
進
状

桑
原
才
助

焼
×
 

浅
井
弥
兵
衛

丹
波
へ
帰
る
時
に
、
同
く
九
月

藤
孝

可
抽
戦
功
者
也

長
岡
兵
部
大
輔
殿

再
出
雲

切
取
左
右
は
廿
五
人
の

同
十
年
二
月

忠
興
、
興
元
等

同
三
年
十
一
月

二
百
五
十
騎

密
に
談
じ

×
 

大高赤
×将松×脚×
の城を
勢を馳
ひ攻
を敗

×
 

名
代
と
す
、

×

与
一（

歌
の
作
者
）
紹
巴

永永リ永永手ー永永永窒永歪永僅室永永永永永永永永永永永永永永永
ヲ撲 百（

年
愛負ノ 芸正
ニ為

揚し至ニ

初
上
初

加
上
幻

却
上

n
m上
n

o上
5

。
上

6
3
u

m下
1

却
下

3

m下
3

m下
回

却
下
幻

目
上
2

日
上
2

日
上
3

日
上
4

9
二
6
｝

7

tム
l
」
司
4
〈
i

市
ム

山
口
上
幻

9
上
4

m上
部

9
上
8

U
上
初

日
下
1

日
下
2

日
下
3
1
4

目
下
8

×
 

自
討
す

長
牧
忠
左
衛
門

同
内
沢
村

室
は
妹
子
な
れ
ば

一
色
義
有
：
：
：
病
死
す

駒
め
給
へ

×
 

× × 
倭×

×宗
紀
千丁

任
諸
太
夫
佐
渡
守
と
改

同
十
八
年
、
米
山
城

松
井
康
之
の
・
：
病
死
す

同
年

寵
伯
不
得
己
、
×

同
七
月

×
 

石
田
奉
行
を
催

米
国
是
政
を
緊
楽
の
宅

に
遣
・
・
・
・
・
・
自
死
せ
ば

と
欲
す
れ
共

柳
原
康
政

E
、
徳
善
院
玄
以
：
：
・

然
而
黄
金
に

×
、
其
子
、

× 

一
色
左
兵
衛
義
有

自
諒
す

長
牧
長
左
衛
門

忠
興
の
士
沢
村

室
は
忠
興
御
娘
子
な
れ
は

×
 

鎮
め
給
へ

太
将
と
し
て
加
州

米
田
勘
右
衛
門
と
云
勇
士
を

大
槻
助
右
衛
門
と
云
勇
士
紙
子
羽

織
を
着
し
・
・
・
・
・
・
・
・
・
と
云
兵
大
槻
を

討積
善
寺
ノ
城

倭
字
紀
行

松
井
康
之
豊
州
岩
名
ノ
城
を
攻
て

戦
功
有

×
 

同
十
六
年
、
韮
山
城

×
 

同
年
九
月

×
、
玄
旨
を
秀
吉
感
賞
す

同
七
年

高
野
に
登
せ
殺

石
田
奉
行
第
催
し

×
 

榊と
×原す

感
じ
給
ひ
、
康
之
が
、
後
に
令
嫁

、水、氷室、氷嫡
女
ナ
レ
パ

、氷シ
ズ
ム
ベ
キ

、氷室、氷刀く刀て室、氷、水、氷、氷室、水奉
行
中
を

室刀く刀く方く方く
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次
に
九
州
大
学
蔵
本
は
、

ωωω
及
び

ωの
一
部
を
有
し
、

ωな
ら
び
に

ωの
多
数
を
欠

落
さ
せ
て
い
る
。
だ
が
、
詳
し
い
こ
と
は
次
節
に
譲
る
が
、
三
本
の
中
で
は
も
っ
と
も
詳
細

を
極
め
、
筆
写
年
時
は
い
ち
ば
ん
新
し
い
も
の
の
、
内
容
的
に
は
三
本
の
中
心
た
る
位
置
を

占
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

信）

文
辞
の
異
同
か
ら
見
た
る
各
本
の
関
係

そ
れ
で
は
、
底
本
、
永
青
文
庫
本
、
九
大
本
の
文
章
に
は
ど
の
よ
う
な
関
連
が
見
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。
異
同
表
を
作
成
し
、
そ
の
こ
と
を
考
察
し
て
み
る
。

異
同
箇
所
表
示
は
、
上
か
ら
、
前
号
紀
要
頁
数
、

上
、
下
段
、
行
数
で
あ
り
、
異
同
語
句

に
は
傍
線
を
付
し
た
。
ま
た
×
印
は
傍
線
語
句
が
存
在
し
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
九
大

本
の

「永
」
は
永
青
文
庫
本
と
同
じ
、

「室
」
は
底
本
と
同
じ
語
句
を
有
す
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
な
お
、
表
示
は
二
表
に
わ
け
、
第
一
表
は
、
主
に
底
本
と
永
青
文
庫
本
と
を
比
較
し
、

両
方
の
相
違
す
る
部
分
に
関
し
て
だ
け
九
大
本
を
対
照
し
～
九
大
本
が
ど
ち
ら
の
文
辞
に
近

い
か
を
調
査
し
た
。
そ
し
て
、
第
二
表
と
し
て
九
大
本
独
自
の
文
章
の
部
分
を
表
示
化
し
た
。

た
だ
し
、
長
文
に
わ
た
る
場
合
は
紙
幅
の
関
係
上
省
略
し
、
該
当
部
分
の
み
を
示
し
た
。

第
一
表

第 24号有明工業高等専門学校紀要200 

5
下
4

お
下
回

5
下
7

お
下
加

お
下
幻

M
上
1

異
同
箇
所

お
下
5

お
下
5

お
下
6

お
下

H

文

庫

青

本

時 三 覚討
×々×好慶し

め
ん
と
す

、水

義
時

平
生

藤
ノ
実
枝

藤
孝
の
兄
三
淵
大
和
守
藤
英
も
馳

参
る

討
し
む

学
慶

三
好
か
勢

改
て
義
秋
と

よ
り
よ
り

義
統
の
館
に
入
給
い
ぬ
義
統
二
心

な
く
尊
敬
す
さ
れ
共
義
統
不
屑
に

し
て

×震×書｜底
実
枝

本

九

大

本

室
（
晴
正
し

、氷、氷、水、氷室
（
覚
正
し

、氷、氷、氷、氷

μ
上
I

M
上
8

4
上
5

a
4
二口
δ

つU
1
」
1
4

4
上
。

M
上
幻

M
上

m

M
上
初

μ
下
3

U
下
5

M
下
6

M
下
7

4
下
山

μ
下
山

μ
下
ロ

μ
下

u
n上
日

幻
上
目

的

ω
上

u
n下
2

お
下
3

n下
4

n下
7

幻
下
口

お
下

n

q
J
て

q
J

q
L
「
l
q
L

n上
8

n下
回

n上
u

n上
初

ゆ
か
す

×
 

同終｜
月に｜×
十敗
八北
日し

て

空
敷
月
日
を

危
し
時
に

其
刻
三
好

×
 

×
 

清
信
方
に

×
 

将
る
後
は

×
 

閉
六
月
将
軍
家

×
 

討
取
首
注
文
・・・無
極
候

×
 

同
七
月
大
坂
よ
り

郎
従
松
井

×
 

× 
橋到

×ニ×来×
ア
陣
ノ
内

抽
戦
功

－丹
昨後×
日国
廿を

丹
州
の

同義｜義ゆ
年×昭｜昭る
六 感越さ
月 じ州す

給を
出｜
て｜

× ×
 

被
創
三
好

其
請
取
其
便
に

投
打
其
諜

×
 

訴
へ
藤
孝
を
識
す
／
＼
将
軍
家

果
し
て
後
は

造
り
早
ぬ
同
四
月

同
将
軍
家

山
城
圏
西
の
岡

×
 

攻
取
藤
孝
専
戦
功
を

同
七
年
大
坂
よ
り

郎
従
坂
井

直
に
感
賞
に
預
る

進
発
藤
孝
父
子
共
に
軍
功
を
励
し

人
数
首
数
有
之
条

出
来
抽
忠
勤

同
六
年

播
摩
陣
の
内

長
岡
兵
部
大
輔
殿

惟
任
光
秀
と
同
陣

丹
波
国
を
・
：
、
丹
波
の
：
・

一
昨
廿
日

室室永永永永窒永永永永歪永歪永室永永永永永永永永査室永永永歪

年・ 日・同・
正 ti:
し 八・
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． 

忠
興
隠
居
、
三
斎
宗
立
と
号
し
、
忠
利
に
家
督
移
譲
。

忠
利
、
肥
後
国
を
賜
る
。

7 

寛
永

201 

・〔II〕・

切
支
丹
宗
門
蜂
起

原
域
攻
防
戦

武
功
に
よ
る
褒
美
者
名
列
記

手
負
討
死
者
名
目
録

9 

刀軍
刀く

15 14 

2 

27 

． ． ・〔III〕・

寛
永
日
年

享
保
口
年

様
々
な
摘
記
事
項

． 
歪堂文庫所蔵郷土資料第二歴史資料篇

以
上
に
よ
り
全
体
の
構
成
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
記
号
で
示
し
た
よ
う
に

I
i
m

の
三
部
か
ら
な
る
。
更
に

I
が
天
正
十
年
辺
り
を
境
に
し
て
、
前
半
が
幽
斎
関
係
記
事
、
後

半
が
忠
興
関
係
記
事
と
大
別
で
き
る
。
又
H
が
切
支
丹
関
係
の
う
ち
前
半
が
興
亡
記
事
、
後

半
が
氏
名
等
列
記
目
録
と
わ
け
ら
れ
る
。
即
ち
左
の
如
く
で
あ
る
。

ー

ω
幽

斎

関

係

記

事

天

文

三

年

1
天
正
十
年

ω
忠

興

関

係

記

事

天

正

十

年

1
寛
永
九
年

Hω
切

支

丹

興

亡

記

事

寛

永

十

四

年

1
十
五
年

ω
褒
賞
、
手
負
人
目
録

凹

ω
雑

録

寛

永

十

五

年

1
事
保
十
七
年

こ
れ
ら
に
よ
り
、
幽
斎
関
係
記
事
の
年
月
日
も
数
例
を
除
い
て
殆
ど
林
氏
の
年
譜
考
証
と

一
致
し
て
お
り
、
そ
の
叙
述
の
あ
り
方
は
史
実
に
即
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
叙
述
の
視

点
も
藤
孝
や
忠
興
の
方
場
に
た
ち
、
両
者
の
功
績
の
顕
彰
に
つ
と
め
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く

I
の
記
事
が
他
に
比
べ
て
分
量
が
多
い
の
は
、
当
本
の
力
点
が
両
者
に
注
が
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
よ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
永
青
文
庫
本
は

ωω
を
有
し
、

ωωω
を
記
し
て
い
な
い
。

即
ち
、
切
支
丹
関
係
及
び
そ
の
後
の
雑
録
部
分
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
永
青
文
庫
本
の
筆
写
が
島
原
の
乱
以
前
の
執
筆
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
、

冒
頭
記
し
た
よ
う
に
、
当
本
に
は
、
新
美
吉
隆
筆
奥
書
と
、
仲
省
識
語
の
聞
の
一
葉
表
に
「
外

に
一
事
記
有
之
候
得
共
：
：
：
略
す
」
と
い
う
識
語
が
付
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
一

事
記
」
が
何
を
さ
す
か
断
定
は
で
き
な
い
が
、
切
支
丹
関
係
の
記
事
を
示
す
と
考
え
る
と
少

し
納
得
が
ゆ
く
。
又
、
こ
の
識
語
の
記
載
者
が
、
吉
隆
か
、
仲
省
か
、
こ
れ
ま
た
厳
密
に
は

断
定
で
き
難
い
の
だ
が
、
吉
隆
奥
書
の
次
に
記
述
さ
れ
て
い
る
点
よ
り
し
て
、
吉
隆
の
言
葉

と
取
る
の
が
無
難
な
よ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
吉
隆
筆
写
時
の

『御
伝
記
』
の
原
態
も

ω

ωωω
、
あ
る
い
は
加
え
て

ωの
一
部
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら

ωω
聞
を
抜
き
、

ωω
の
形
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
考
え
る
な
ら
、
吉
隆
筆
写
時
も
、
寛
永
日
年
の
島

原
の
乱
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
一
事
記
」
が
切
支
丹
関
係
記
事
を
さ

す
の
で
は
な
い
と
考
え
る
な
ら
、
吉
隆
筆
写
時
は
、
寛
永
十
五
年
以
前
の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
よ
り
厳
密
に
い
う
と
、
細
川
忠
利
入
封
以
後
の
寛
永
九
年
十
月
か
ら

寛
永
十
四
年
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
略
さ
れ
た

「
一
事
記
」
が
何
で
あ
る
か
は

判
然
と
し
な
い
。
更
に
譲
っ
て

「
一
事
記
」
の
識
語
の
発
言
者
が
仲
省
と
考
え
る
な
ら
（
こ

れ
が
い
ち
ば
ん
可
能
性
が
薄
い
の
だ
が
）
、
吉
隆
筆
写
本
そ
の
も
の
が

ωωωωω
の
形
態

だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
仲
省
が

ωωω
を
削
除
し
現
行
の
体
裁
に
筆
写
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
も
ま
た
吉
隆
筆
写
時
は
寛
永
十
五
年
以
後
と
な
る
。

以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
三
様
に
類
別
さ
れ
よ
う
。

川
吉
隆
筆
写
時
が
寛
永
十
五
年
以
前
の
場
合
、
吉
隆
本
は

ωω
の
形
態
で
あ
り
、

仲
省
が

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
書
写
し
た
。

同
吉
隆
筆
写
時
が
寛
永
十
五
年
以
後
の
場
合
、
吉
隆
自
ら
が

ωωω
の
記
事
を
抜
き
、

ω

ωの
形
態
と
し
、
仲
省
が
忠
実
に
書
写
し
た
。

川
吉
隆
本
が

ωωω
凶
問
の
形
態
を
も
っ
て
お
り
、
仲
省
が
そ
の
う
ち

ωω
問
を
抜
き
、

ωω
の
形
態
へ
と
削
減
し
た
。
そ
の
際
、
吉
隆
筆
写
時
は
寛
永
十
五
年
以
後
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
可
能
性
が
高
い
も
の
と
し
て
は
伺
で
あ
る
こ
と
を
今
述
べ
た
。
こ

れ
ら
の
関
係
を
図
示
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

12-

省仲筆
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の
書
状
。
藤
孝
丹
州
支
配
。

秀
吉
鳥
取
城
に
毛
利
家
吉
川
隆
久
等
を
攻
む
。
松
井
、
丹
後
兵

を
率
て
加
勢
。
（
七
月
廿
八
日
、
八
月
廿
三
日
書
状
）
康
之
水

軍
に
戦
功
有
り
。
秀
吉
甚
だ
感
賞
。

丹
後
領
内
矢
野
知
行
分
残
り
を
藤
孝
に
与
え
ら
る
。
（
九
月
四
、

七
白
書
状
）

松
井
康
之
伯
州
を
攻
む
。
戦
功
多
。
（
九
月
十
六
、
廿
四
日
書
状
）

信
長
、
武
田
勝
頼
を
撃
た
ん
と
信
州
発
向
。
忠
興
、
興
元
供
奉
。

勝
頼
亡
ぶ
。

秀
吉
備
中
出
陣
。
毛
利
家
攻
む
。

信
長
本
能
寺
居
座
。
信
忠
妙
覚
寺
在
。

光
秀
、
信
長
を
本
能
寺
に
討
つ
。

藤
孝
父
子
剃
髪
。
光
秀
の
使
者
に
応
ぜ
ず
o

m
・
6
・
9
）
幽
斎
、
玄
旨
と
改
め
田
辺
城
へ
移
る
。

日・

6
・
U

秀
吉
、
山
崎
表
に
て
光
秀
と
対
戦
。
光
秀
自
死
。

叩・

7
・
（
日
）
信
長
追
悼
懐
旧
百
韻
興
行
。
（
三
首
記
載
）

日・

9

丹
後
一
色
義
有
異
心
あ
り
。
忠
興
平
定
o

u
－
－
瀧
川
一
益
、
秀
吉
と
戦
。
忠
興
戦
功
。

日・

4

柳
瀬
合
戦
、
忠
興
越
前
へ
渡
海
、
一
撲
平
定
せ
ん
と
す

0

1
・
9

越
中
佐
々
成
政
、
秀
吉
に
謀
叛
、
忠
興
戦
功
。

ロ・

4
・
l

長
久
手
に
て
池
田
勝
入
父
子
討
死
。

ロ
尾
州
小
牧
合
戦
。
忠
興
家
臣
高
名
す
。
氏
名
記
載
多
数
な
り
。

日
春
秀
吉
、
泉
州
積
善
寺
攻
む
。
忠
興
戦
功
。

日
・
日
・
（
6
）
玄
旨
、
法
印
に
叙
せ
ら
る
o

u
・
4
・

1

秀
吉
西
岡
三
千
石
を
玄
旨
に
加
給
。

日

秀

吉

西

国

征

伐

、

玄

旨

同

道

。

日
忠
興
臣
、
松
井
康
之
佐
渡
守
と
改
む
。

日
秀
吉
東
征
。
玄
旨
供
奉
。
康
之
戦
功
有
り
。

－
秀
吉
朝
鮮
征
伐
、
忠
興
家
士
高
名
。
玄
旨
名
護
屋
に
至
る
。

玄
旨
、
薩
州
隅
州
日
州
領
知
貼
定
、
三
千
石
の
領
知
賜
る
。

秀
次
逆
心
、
石
田
、
忠
興
を
殺
さ
ん
と
す
。
康
之
家
康
の
助
力

9
・
6
・お

}} 

Q
d

・Q
d

－
A
せ

｝｝ ｝｝ 

日・戸
2
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に
よ
り
忠
興
の
難
を
救
う
。
秀
吉
、
忠
興
を
許
容
す
。
忠
興
、

康
之
に
感
賞
甚
し
。

秀
吉
莞
去
。

玄
旨
に
越
前
府
中
の
替
地
を
加
給

前
田
利
家
と
家
康
不
和
に
し
て
、
忠
興
、
和
睦
に
心
を
尽
す
。

忠
興
三
男
光
千
代
、
江
戸
為
質
。

忠
興
、
木
付
六
万
石
加
給
。

忠
興
、
木
付
に
下
向
、
黒
田
如
水
と
会
す
。

上
杉
景
勝
逆
心
に
つ
き
、
大
坂
着
岸
。

忠
興
、
家
康
東
征
に
供
奉
の
た
め
発
軍
。

石
田
、
忠
興
の
宅
囲
み
、
忠
興
室
自
死
。

石
田
三
成
が
党
、
丹
後
国
を
攻
む
。
幽
斎
田
辺
の
城
を
出
て
、

古
今
伝
授
の
書
を
烏
丸
光
広
に
送
る
。

松
井
康
之
木
付
か
ち
丹
後
に
赴
ん
と
す
る
に
船
な
し
。

毛
利
輝
元
松
井
に
木
付
域
開
城
要
請
。
拒
否
。
大
友
義
統
木
付

を
囲
む
。
黒
田
知
水
加
勢
に
向
か
ふ
。
知
水
、
大
友
勢
を
敗
る
。

高
名
者
多
数
。

家
康
、
忠
興
等
関
東
方
岐
阜
城
を
攻
む
。
忠
興
勢
、
瑞
龍
寺
よ

り
本
丸
に
懸
入
る
。

5
・
8
・お
I
M
関
ヶ
原
に
志
し
赤
坂
寄
宿
。

5
・
9

関
ヶ
原
の
戦
。
忠
興
家
士
高
名
。
軍
功
に
よ
り
豊
前
園
、
豊
後

国
木
付
辺
り
を
拝
領
。
高
名
者
多
数
記
載
。

忠
興
、
小
倉
に
て
病
気
強
し
。
家
督
を
忠
利
に
譲
る
。

忠
利
婚
礼
。

玄
旨
、
洛
中
三
候
私
亭
に
て
逝
去
。
行
年
七
十
七
歳
。

松
井
康
之
卒
す
。

秀
頼
乱
。
忠
興
発
軍
。

再
乱
、
忠
興
小
倉
進
発
。

大
阪
落
城
。
高
名
者
多
数
記
載
。

家
康
莞
去
。

秀
忠
よ
り
豊
前
拝
領
。
（
五
月
廿
六
日
御
書
）
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永
禄

8

・
5
・
日
三
好
長
慶
反
逆
し
、
義
輝
を
試
す
。

H
H

（8
・
7
－

m）
藤
孝
、
義
輝
弟
覚
慶
を
伴
い
、
江
州
和
田
伊
賀
守
館
に
脱
し
、

佐
々
木
承
禎
を
頼
む
。

川町

覚
慶
還
俗
、
義
秋
、
後
ち
義
昭
と
改
名
。

－

H
H

佐
々
木
の
一
子
義
弼
、
三
好
と
通
じ
義
昭
を
殺
さ
ん
と
す

0

・
一
永
禄
日
・

8
一
藤
孝
、
義
昭
、
近
習
七
八
人
を
し
て
八
嶋
を
出
る
。

（
H
H
9
・
8
・
mm
）
若
州
武
田
を
頼
る
。
藤
孝
詠
一
首
記
載
。

－
（

H
H
9
・
9

）
義
昭
、
藤
孝
若
州
を
出
で
、
越
前
に
赴
き
朝
倉
義
景
を
頼
る
。

－

H

義
景
不
敬
な
る
故
、
藤
孝
、
美
濃
国
織
田
信
長
を
頼
る
。
信
長
、

浅
井
備
前
守
、
不
破
河
内
守
を
使
節
に
添
奉
迎
す
。

－

HH

U
・
7
・
（
日
）
義
昭
越
州
を
出
で
、
濃
州
正
立
寺
に
着
座
。
信
長
と
対
面
。
藤

孝
供
奉

0

・

M

U

・
8

信
長
、
藤
孝
江
州
へ
発
向
。
佐
々
木
に
三
好
追
伐
を
談
せ
ど
も

不
請
合

0

・

HH

H
・
9

藤
孝
、
信
長
軍
佐
々
木
と
対
戦
。
藤
孝
戦
功
有
。
箕
作
城
陥
落
。

松
井
康
之
戦
功
、
佐
々
木
承
禎
逐
電
。

－

（

刀

孔

－

m
－
M
）
義
昭
入
洛
。
藤
孝
供
奉
。

－

HH

M

信
長
、
摂
州
へ
発
向
、

三
好
敗
走
。
松
永
久
秀
、
久
通
降
人
と

な
る
。
義
昭
帰
洛
、
六
傑
本
国
寺
に
居
座
。
信
長
岐
阜
へ
帰
城

0

・

M

H

・
叩
－

m
義
昭
、
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
る
。
藤
孝
思
賞
に
与
ら
ず
不
快

0

・

H
H
U
－
－
－

6

三
好
・
六
傑
本
国
寺
の
義
昭
を
襲
撃
。
藤
孝
、
青
龍
寺
よ
り
加

勢
。
三
好
敗
す

0

・

義

昭

、

信

長

、

藤

孝

の

戦

功

を

感

ず

。

－

一

万

ロ

・

2

一
信
長
二
傑
御
所
拡
張
。
藤
孝
北
の
方
を
営
む
。
上
野
清
信
と
藤

（
元
亀

2

・
5
・
m）
孝
の
家
人
喧
嘩
に
及
び
、
将
軍
家
こ
れ
に
乗
じ
藤
孝
を
追
伐
せ

ん
と
す
。

信
長
、
将
軍
家
を
諌
み
、
以
後
藤
孝
は
信
長
の
幕
下
に
属
す
。

信
長
帰
城
。
木
下
藤
吉
将
軍
家
衛
護
。

将
軍
家
従
三
位
大
納
言
に
昇
進
。

将
軍
家
、
信
長
不
和
。
信
長
追
伐
の
教
書
を
下
す
。
信
長
入
洛
。

円
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将
軍
家
、
信
長
再
度
敵
対
。
真
木
嶋
に
て
合
戦
。
藤
孝
臣
た
る

道
を
思
い
、
真
木
嶋
に
は
不
向
。

将
軍
家
敗
北
。
義
昭
改
め
昌
山
と
す
。
足
利
家
断
絶
。

藤
孝
、
山
城
国
加
禄
、
以
後
長
岡
と
改
氏
。
松
井
康
之
加
禄
。

藤
孝
、
淀
城
に
岩
成
主
税
頭
を
攻
む
。
藤
孝
郎
従
下
津
権
内
、

岩
成
の
首
討
取
、
黄
金
百
両
給
賜
。

信
長
尾
州
の
一
撲
平
定
。
藤
孝
河
内
国
凶
徒
と
戦
。
（
八
月
三

日
、
九
月
廿
日
、
九
月
廿
四
白
書
状
）

3
・
8
・
（
ロ
）
信
長
越
前
に
発
向
。
朝
倉
余
党
退
治
。

3
・
8

・
お
）
加
州
へ
入
る
。

3

・
9
・（
2
）
丹
波
国
桑
田
、
船
井
両
郡
を
藤
孝
に
加
給
。

4
・（
4

－
M
）
信
長
、
藤
孝
等
大
坂
本
願
寺
光
佐
を
攻
む
。
藤
孝
大
坂
滞
在
。

4

・
7
－

m
八
朔
の
祝
調
書
状

4・

5

信
長
大
坂
出
陣
、
佐
久
間
、
松
永
、
藤
孝
先
鋒
。
［
コ
ノ
項
時
日

ト
シ
テ
ハ
前
出
ス
ベ
キ
所
］

5
・
2
・
（
日
）
畠
山
貞
政
、
根
来
衆
と
謀
り
挙
兵
。
信
長
進
発
、
藤
孝
戦
功
有

り
。
（
二
月
廿
三
日
感
状
）

5
・
8

松
永
久
秀
、
久
通
謀
叛
。
信
忠
、
和
州
発
向
。
十
月
久
秀
自
害
。

5
－

m・（
1
）
光
秀
、
藤
孝
、
松
永
が
一
族
を
河
内
国
片
岡
の
城
に
て
討
つ
。

（
十
月
三
白
書
状
）

5
－

m
・
5

藤
孝
、
信
忠
、
和
州
信
貴
域
を
攻
む
。

6

・
1
・（
1
）
安
土
城
に
て
茶
会
。

藤
孝
、
播
州
へ
発
向
。
上
月
城
、
神
木
城
、
志
方
の
城
を
攻
む
。

城
東
山
に
て
戦
功
。
発
句
詠
出
。

荒
木
摂
津
守
村
重
謀
叛
。
（
十
月
廿
五
白
書
状
）

藤
孝
、
光
秀
等
村
重
の
伊
丹
城
攻
む
。
（
十
一
月
廿
白
書
状
二
通
）

丹
波
国
小
山
城
、
大
槻
城
攻
む
。
［
コ
ノ
項
前
出
ス
ベ
キ
所
］

藤
孝
伊
丹
在
陣

藤
孝
、
惟
任
ら
と
丹
波
嶺
山
城
を
攻
む
。
後
ち
、
丹
後
国
攻
略

を
行
う
。
（
八
月
十
三
日
、
廿
て
廿
二
日
書
状
）

丹
後
国
中
属
士
の
采
地
検
定
の
上
、
余
分
は
藤
孝
に
任
せ
る
旨
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以
上
、
『
南
関
紀
聞
』
諸
本
の
性
格
を
略
述
す
る
に
と
ど
め
、
『
肥
後
地
志
略
」
や
『
菊
池

佐
々
伝
記
』
と
の
重
複
部
分
の
検
討
や
そ
の
他
の
著
作
と
の
関
連
、
お
よ
び
井
沢
長
秀
の
地

誌
と
歴
史
の
学
の
性
格
と
い
っ
た
問
題
は
す
べ
て
後
考
に
委
ね
る
こ
と
に
す
る
。

（
久
保
田
）

丁

丁

丁

）

大

本

袋

綴

一

冊

写
本
全
叫
丁
内
内
表
紙
1
本
文
必
奥
書
1

各
半
丁
ロ
行
日

外
題

・
内
題
「
細
川
御
伝
記
」
一
行
約
お
字
前
後
片
仮
名
漢
字
混
交
表
記

奥
書

「文
化
元
甲
子
年
四
月
上
旬
写
之

津
氏
藤
原
正
博
」

川
の
実
質
の
筆
写
者
は
新
美
仲
省
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
も
と
と
な
っ
た
書
写
本
は
奥

書
よ
り
判
断
し
て
、
お
そ
ら
く
細
川
新
美
家
の
祖
、
新
美
吉
隆
筆
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
即

ち
、
新
美
吉
隆
筆
写
時
に
は
既
に
『
細
川
御
伝
記
』
そ
の
も
の
は
成
立
を
見
て
い
た
の
で
あ

り
、
吉
隆
筆
写
本
と
も
ど
も
近
世
前
期
の
成
立
と
い
え
る
。
こ
の
吉
隆
は
元
加
藤
家
の
臣
に

し
て
、
の
ち
細
川
家
に
属
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
『
加
藤
家
御
侍
帳
』
（
昭
和
同
年
山
田

康
弘
編
集
）
を
検
し
て
み
る
と
、
新
美
権
七
（
十
五
大
扶
持
）
、
同
八
左
衛
門
（
二
七
三
六

石
）
、
同
藤
蔵
等
の
名
を
見
る
が
、
吉
隆
の
名
乗
が
見
出
さ
れ
な
い
。
い
ず
れ
、
こ
れ
ら
新
美

家
の
一
族
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
安
永
ご
ろ
に
新
見
貞
平
、
文
政
ご
ろ
に
同
百
蔵
等
の
名

前
が
散
見
せ
ら
れ
る
（
『
先
祖
附
』
）
（
『
肥
後
細
川
家
侍
帳
』
細
川
藩
政
史
研
究
会
編
）
が
、

仲
省
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ひ
と
ま
ず
、
近
世
後
期
筆
写
と
し
て
お
く
。

制
は
奥
書
よ
り
文
化
元
年
筆
写
で
あ
る
こ
と
明
白
で
あ
る
。
筆
写
者
沢
正
博
。
未
考
。

-9-

細
川
御
伝
記は

め

じ

第 24号

当
章
で
は
、
前
号
に
お
い
て
翻
刻
紹
介
し
た
室
堂
文
庫
本
を
底
本
と
し
、
九
州
大
学
附
属

図
書
館
本
な
ら
び
に
、
『
国
書
総
目
録
』
未
記
載
の
熊
本
大
学
永
青
文
庫
本
と
を
あ
わ
せ
考
察

し
、
三
本
間
の
異
同
に
つ
い
て
精
査
の
上
、
こ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
論
及
を
試
み
た
も
の

で
あ
る
。

調
査
の
性
質
上
、
い
き
お
い
資
料
的
部
分
が
多
く
な
っ
た
が
御
容
赦
願
い
た
い
。
ま
た
、

当
節
の
最
後
に
は
『
細
川
御
伝
記
』
と
の
関
係
で
井
沢
長
秀
作
『
御
家
伝
』
の
こ
と
に
つ
い

て
賛
言
を
付
し
た
。
本
書
と
の
直
接
の
関
係
は
う
す
い
と
思
わ
れ
た
が
、
長
秀
の
文
事
の
一

端
と
し
て
参
考
的
に
記
し
て
お
く
。

前
号
に
お
い
て
全
文
の
翻
刻
を
な
し
た
が
、
こ
こ
で
は
更
に
全
体
を
わ
か
り
や
す
く
把
握

で
き
る
よ
う
に
内
容
の
要
点
を
年
譜
形
式
に
ま
と
め
て
み
る
。
そ
の
際
、
主
と
し
て
前
半
に

お
け
る
幽
斎
関
係
事
項
の
年
月
日
を
、
時
日
の
確
認
も
兼
ね
、
林
達
也
氏
著
「
細
川
幽
斎
年

譜
稿
付
」
（『青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
二
八
号
）
と
対
校
し
て
み
た
。
そ
れ
に
よ
り

追
補
で
き
る
時
日
を
（
）
に
て
示
し
、
で
き
る
だ
け
補
っ
た
。
文
、
底
本
の
年
月
日
に
誤

り
が
あ
る
場
合
は
円
い
で
か
こ
み
、
左
に
林
氏
考
定
年
月
日
を
記
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
『
御

伝
記
』
記
載
の
時
日
の
正
否
が
あ
る
程
度
確
認
で
き
よ
う
。

（

時

日

）

（

記

年
代

・
年

・
月
・

日

有明工業高等専門学校紀要

に）

底
本
の
構
成
と
各
本

ト→

諸
本
に
つ
い
て

『
細
川
御
伝
記
』
の
題
を
も
っ
書
物
と
し
て
は
、
底
本
の
他
に
管
見
の
も
の
と
し
て
次
の

二
本
が
あ
る
。
各
本
の
簡
略
な
る
書
誌
と
そ
の
書
写
年
時
に
つ
い
て
述
べ
る
。

制
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
永
青
文
庫
所
蔵
本
請
求
記
号
［
四
三
｜
八
六
］

丁

丁

大

本

袋

綴

一

冊

写

本

全

M
丁
内
遊
紙
2
本
文

ω奥
書
等
3

各
半
丁
8
行
け

外
題
・
内
題
「
細
川
之
御
伝
記
」
一
行
約
加
字
前
後
平
仮
名
漢
字
混
交
表
記

奥
書

「予
ハ
元
加
藤
氏
之
臣
に
て
有
之
候
慮
細
川
之
御
家
に
召
遣
は
れ
禄
秩
以
前

之
通
御
思
沢
甚
厚
し
依
之
御
武
功
等
為
知
之
此
御
博
記
を
写
し
家
に
博
ふ
る

者
也
新
美
吉
隆
」

「
外
に
一
事
記
有
之
候
得
共
依
事
繁
略
す
」

「
今
度
御
達
之
旨
に
付
写
指
上
申
候
新
美
仲
省
」

制
九
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
所
蔵
本
請
求
記
号

［6
8
0
｜
ホ
｜
9
］

． 

事

－
（
天
文

3
・
4
・

n）
藤
孝
出
生
。
父
三
淵
伊
賀
守
晴
員
。
母
、
舟
橋
大
外
記
清
原
宣

賢
之
女
。

足
利
義
晴
、
義
輝
、
義
昭
に
仕
え
る
。
近
習
の
役
、
申
次
之
役
。

藤
孝
日
歳
、
義
晴
の
供
奉
し
て
江
州
へ
。

． 

204 

天
文
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・
（
3
」ム
E
草
E
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さ
て
、
下
巻
「
南
関
地
志
略
」
の
巻
頭
に
は
次
の
一
節
が
あ
る
。

此
巻
採
拾
先
輩
所
記
間
雑
載
僕
所
聞
説
以
為
下
巻
庶
幾
後
賢
士
補
闘
正
誤

こ
こ
に
言
う

「
先
輩
所
記
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は

辛
島
道
珠
の
『
肥
後
名
勝
略
記
』
あ
た
り
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
長
秀

自
身
の
手
に
な
る

『肥
後
地
志
略
』
は
宝
永
年
間
の
成
立
で
、
長
秀
が

『南
関
紀
聞
』
の
材

料
を
得
た
の
が
少
し
前
と
推
定
さ
れ
る
た
め
（
森
下
功
氏
は
青
潮
社
刊

『肥
後
園
地
誌
集
』

所
収
の
「
肥
後
地
志
略
」
解
題
で
、
宝
永
六
年
の
成
立
と
さ
れ
る
）
、
当
然
『
南
関
紀
聞
』
編

集
は
『
肥
後
地
志
略
』
に
も
生
か
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
玉
名
郡
の
項
を
見
る
と
、
「
南

関
地
志
略
」
と
重
な
る
も
の
が
非
常
に
多
い
。
言
わ
ば
『
肥
後
地
志
略
』
の
前
段
階
と
し
て

の
資
料
ノ
l
ト
と
い
う
べ
き
性
格
を
「
南
関
地
志
略
」
は
持
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

歪
堂
本
系
で
は
巻
末
の
二
章
と
附
録
が
「
南
関
地
志
略
」
よ
り
採
ら
れ
て
い
る
。
附
録
に

つ
い
て
は
下
巻
末
に
「
右
雄
不
関
子
嘗
国
之
事
蹟
任
土
俗
談
話
姑
記
寅
於
其
后
」
と
あ
っ
て
、

最
初
か
ら
付
け
た
り
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
が
、
他
の
二
章
が
数
多
い
神
社

仏
寺
古
跡
の
中
か
ら
ど
う
し
て
選
ば
れ
た
の
か
が
判
然
と
し
な
い
。

碩
本
系
か
ら
歪
堂
本
系
へ
の
集
約
は
、
純
粋
に
学
問
的
な
研
究
の
成
果
に
よ
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
或
い
は
無
学
な
藤
三
郎
へ
書
き
与
え
る
気
安
さ
か
ら
大
幅
な
省
略
を
あ
え
て
施
し
た

と
い
う
要
素
も
つ
け
加
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
碩
本
系
の
二
巻
本
は
、
最
も
重
要
な
異
本
と
見
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。

圭堂文庫所蔵郷土資料第二歴史資料篇

五

単
行
本
と
し
て
伝
わ
る
九
大
本
、
永
青
本
の
二
本
に
つ
い
て
、
若
干
触
れ
て
お
く
必
要
が

あ
る
。九

大
本
の
持
つ
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ま
ず
今
ま
で
見
て
き
た
諸
本
に
は
全
く

見
ら
れ
な
か
っ
た
説
や
逸
話
が
本
文
と
し
て
組
ん
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
典
型
的
な
の
は
第

二
章
「
赤
星
有
隆
住
二
大
津
山

一
事
」
で
、
こ
れ
は
刊
本
に
異
説
と
し
て
わ
ず
か
に
触
れ
ら

れ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
単
独
の
章
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
九
大
本
の
み
で
あ
る
。
ま
た

次
の
よ
う
な
識
語
も
有
す
る
の
で
、
或
い
は
最
も
原
型
を
保
つ
系
統
で
あ
る
可
能
性
も
残
さ

れ
て
い
る
。

右
南
関
紀
聞
一
巻
擦
二
外
目
村
土
民
伊
左
衛
門
所
談
之
説
一
一f
芥
記
諸
書
以
為
二
一
部
一
而

己
宝
永
二
年
十
二
月
（
傍
点
引
用
者
）

南
関
官
舎
に
入
っ
た
時
点
を
記
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
年
月
を
持
つ
識
語
は
ま
だ
他

に
は
目
に
し
て
い
な
い
。
二
巻
本
か
ら
室
堂
本
系
へ
の
流
れ
に
疑
い
は
な
い
と
し
て
、
こ
の

九
大
本
を
ど
こ
に
位
置
づ
け
れ
ば
よ
い
か
、
ま
だ
決
論
を
下
せ
な
い
。
歪
堂
本
系
よ
り
碩
本

系
に
近
い
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
本
文
の
性
格
は
い
ま
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。

永
青
文
庫
は
非
常
に
雑
な
省
略
本
で
あ
る
。
甚
だ
し
い
の
は
「
肥
後
国
誌
に
記
せ
し
故
略

之
」
旨
の
記
事
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
書
写
者
の
賢
し
ら
で
あ
る
こ
と
疑
い
な
い
。

よ
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
「
南
関
紀
聞
」
の
復
元
に
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
い
。

最
後
に
、
歪
堂
本
及
び
刊
本
の
序
末
に
あ
る
長
秀
の
年
齢
に
つ
い
て
一
言
述
べ
て
お
く
。

井
沢
長
秀
の
生
没
年
は
、
従
来
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
所
収
の
墓
碑
銘
に
よ
っ
て
、
寛
文
八
年

生
、
享
保
十
五
年
十
二
月
三
日
六
十
三
歳
没
と
さ
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
山
鹿
・
文
化
財
を

守
る
会
刊
本
の
出
版
後
、
序
文
の
「
時
に
三
十
六
歳
」
と
い
う
記
載
を
根
拠
に
、
生
年
を
寛

文
十
一
年
に
く
り
下
げ
る
べ
き
か
と
す
る
説
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
森
下
功
氏
「
肥
後
地
志

略
」
解
題
）
。
た
し
か
に
宝
永
三
年
に
三
十
六
歳
で
あ
れ
ば
、
通
説
よ
り
三
歳
若
く
な
る
が
、

は
た
し
て
森
下
氏
の
言
わ
れ
る
通
り
、
こ
の
年
齢
記
載
を
長
秀
自
ら
の
も
の
と
素
直
に
受
け

入
れ
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
大
の
疑
問
は
、
な
ぜ
杢
堂
本
と
刊
本
に
し
か
「
時
に
三

十
六
歳
」
の
記
載
が
な
い
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
前
に
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
二
巻
本
を
一
巻
に
ま
と
め
直
し
、
藤
三
郎
に
再
び
書
き
与
え
た
際
に
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
年

齢
を
書
き
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
他
の
系
統
の
諸
本
に
は
一
つ
も
見

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
『
南
関
紀
聞
』
と
こ
の
年
齢
が
本
来
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
す
る
に

は
、
他
本
の
無
記
載
が
気
に
か
か
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
臆
測
で
あ
る
が
、
歪
堂
本
系
の

原
本
成
立
後
、
転
写
過
程
の
早
い
段
階
で
書
写
者
が
、
享
保
五
年
の
長
秀
自
肢
の
一
節
「
予

が
齢
も
既
に
五
十
に
及
び
ぬ
れ
ば
」
を
限
定
的
に
「
五
十
歳
」
と
見
て
、
逆
算
し
て
序
の
長

秀
の
署
名
の
下
に
「
時
に
三
十
六
歳
」
と
書
き
添
え
た
も
の
が
、
長
秀
自
ら
記
し
た
も
の
の

如
く
次
々
に
書
き
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
、
「
五
十
に
及
び
ぬ
れ
ば
」

が
「
五
十
歳
」
を
指
す
と
考
え
る
の
は
当
然
で
、
も
し
こ
の
年
本
当
に
五
十
歳
で
あ
っ
た
の

な
ら
、
や
は
り
生
年
は
寛
文
十
一
年
と
な
る
が
、
「
既
に
五
十
に
及
び
ぬ
れ
ば
」
と
い
う
言
い

方
に
は
、
通
説
に
よ
る
五
十
三
歳
を
も
含
め
た
五
十
代
初
め
頃
と
い
う
幅
を
許
容
す
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
書
写
者
が
五
十
歳
と
と
っ
て
宝
永
三
年
時
三
十
六
歳
と
断
じ
て
注
記
し
た
の
か

ど
う
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
こ
の
「
時
に
三
十
六
歳
」
の
記
載
の
み
を
も
っ
て
通
説

を
否
定
す
る
の
は
、
や
や
行
き
す
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
井
沢
長
秀
の
伝
記
の

根
本
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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第 24号

甚
能
和
尚
塔

曇
芳
和
尚
塔

一
宝
得
公
禅
師
塔

神
社
（
坂
上
村
）

宝
満
宮仏

寺
（
同
村
）

禅
晴
寺
（
集
覧
本

「禅
暗
寺
」
）

桜
馬
場

臼
間
野
氏
墓

神
社
（
赤
坂
村
）

厳
権
現仏

寺
（
安
原
村
）

来
迎
寺神

社
（
下
田
原
村
）

熊
野
権
現

仏
寺
（
上
田
原
村
）

正
法
寺神

社

上
諏
訪
大
明
神

下
諏
訪
大
明
神

神
社
（
久
重
村
）

藤
石
権
現

仏
寺
（
久
重
村
）

久
重
山
普
門
寺

古
跡
（
同
村
）

城
尾

附
考

墨
摺
河
J

陣
ノ
平
」

（
南
関
周
辺
へ
の
里
程
）

O
附
録

四

ω（
朽
網
兵
庫
頭
の
書
の
項
）

上
巻
末
に
は
次
の
よ
う
な
識
語
が
あ
る
。
碩
本
に
よ
っ
て
掲
げ
る
。

右
に
出
す
俗
説
に
と
記
し
た
る
は
関
外
目
村
伊
左
衛
門
と
い
ふ
者
の
物
語
也
。
一
説
に

と
記
し
た
る
は
其
作
者
の
物
語
或
は
寺
社
旧
記
を
以
て
考
出
せ
る
な
り
。
田
中
合
戦
の

段
は
家
記
土
俗
の
説
を
第
一
に
て
書
之
。
此
書
き
わ
め
て
文
卑
理
な
る
は
土
民
の
物
語

を
す
ぐ
に
記
せ
る
が
ゆ
へ
な
り
。

碩
本
・
集
覧
本
の
系
統
は
、
ひ
と
ま
ず
本
文
と
し
て
掲
げ
た
説
と
同
等
の
重
み
を
異
説
に
持

た
せ
、
取
捨
選
択
以
前
の
混
沌
と
し
た
諸
説
を
並
記
し
て
い
る
点
に
最
大
の
特
徴
が
あ
る
。

そ
れ
に
長
秀
の
考
証
が
投
げ
込
ま
れ
、
ま
す
ま
す
複
雑
な
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
大

津
山
資
冬
出
奔
肥
前
付
豊
後
勢
討
小
原
宗
意
事
」
で
は
、
ま
ず
永
禄
二
年
五
月
四
日
合
戦
説

を
あ
げ
、
次
に
大
友
興
廃
記
の
伝
え
る
異
説
を
紹
介
し
、
そ
れ
か
ら
杢
堂
本
系
で
採
用
さ
れ

た
弘
治
二
年
五
月
六
日
説
を
示
す
と
い
う
よ
う
に
、
長
秀
自
身
、
ど
の
説
を
採
る
べ
き
か
を

未
だ
決
し
て
い
な
い
段
階
の
雑
然
と
し
た
覚
え
書
と
い
っ
た
性
格
を
こ
の
系
統
に
強
く
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
杢
堂
本
で
あ
っ
さ
り
「
一
説
永
禄
二
年
」
と
割
注
で
片
付

け
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
お
そ
ら
く
長
秀
が
肥
後
の
歴
史
を
夢
中
で
学
び
直
し
つ
い
に
弘
治
二

年
を
採
用
す
る
に
至
る
研
究
の
時
間
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
杢
堂
本
に
は
異
説
が
ほ
と

ん
ど
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
非
常
に
す
っ
き
り
と
し
た
通
史
に
成
り
得
て
い
る
。
だ
が
そ
の

た
め
に
は
、
碩
本
系
の
「
田
中
合
戦
事
」
以
下
三
章
を
削
っ
た
り
、
上
巻
末
の
「
南
関
城
主

花
押
」
を
適
宜
の
人
物
伝
の
あ
と
に
配
置
し
直
し
て
長
文
の
手
紙
文
を
略
し
た
り
、
あ
る
い

は
大
津
山

一
族
の
没
落
後
に
系
図
を
新
た
に
入
れ
て
理
解
し
や
す
く
努
め
た
り
、
と
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
同
時
に
、
本
来
二
巻
本
で
あ
っ
た
「
南

関
紀
聞
」
を
一
巻
本
に
仕
立
て
る
た
め
、
序
文
の
一
部
を
ふ
さ
わ
し
く
改
変
す
る
必
要
が
で

て
き
た
に
ち
が
い
な
い
。
杢
堂
本
系
に
先
立
つ
形
態
と
し
て
二
巻
本
の
碩
本
系
が
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
下
巻
末
に
「
享
保
二
年
弥
生
初
六
日
」
と
あ
る
の
は
注

目
に
値
す
る
。
杢
堂
本
系
の
完
成
は
享
保
五
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
三
年
前
に
は
下
巻
に

「
南
関
地
志
略
」
を
備
え
た
二
巻
本
が
形
を
成
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
集
覧
本

で
は
右
に
掲
げ
た
識
語
の
次
に
、
「
右
一
巻
僕
在
南
関
官
舎
之
者
聞
土
民
所
談
掛
組
問
一
土
民
伊
考

之
旧
記
輯
録
如
山
吉
宝
永
三
年
三
月
十
八
日
亨
粛
」
と
奥
書
が
あ
り
、
上
巻
と
は
い
い
な
が

ら
独
立
性
も
あ
る
程
度
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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側
南
関
古
跡
の
事
（
墨
す
り
河
・
陣
の
平
）

206 



207 

下
巻
（
「
南
関
地
志
略
」
）

神
社
（
南
関
村
）

障
子
獄
権
現
‘

大
津
山
大
明
神

仏
寺
（
南
関
）

柴
尾
山
西
福
寺
（
禅
宗
）

J

浄
葉
山
悟
真
寺
（
浄
土
宗
）
」

正
法
寺古

跡

革
獄
城

高
原
城

経
塚

八
塚

神
社
（
吉
地
村
）

五
宮
大
明
神

※
古
賀
権
現
（
集
覧
本
に
よ
り
補
う
）

諏
訪
大
明
神

天
満
宮仏

寺
（
吉
地
村
）

古
賀
山
長
福
寺

神
社
（
和
仁
村
）

熊
野
権
現

三
松
大
明
神

仏
寺
（
和
仁
村
）

瑞
泉
山
観
音
寺
（
禅
宗
）

古
跡
（
和
仁
村
）

田
中
城

和
仁
淵

厳
中
和
尚
塔

由
布
七
右
衛
門
墓
（
集
覧
本
「
田
布
」）

仏
寺
（
板
楠
村
）

室堂文庫所蔵郷土資料第二歴史資料篇

側
南
関
村
寺
院
事

威
徳
山
西
光
寺
（
禅
宗
）

古
跡
（
板
楠
村
）

平
氏
淵

岡
原
城

七
社
権
現

神
社
（
岩
村
）

阿
蘇
二
宮
大
明
神

神
社
（
平
野
村
）

天
満
宮神

社
（
太
田
黒
村
）

神
尾
社仏

寺

太
田
黒
山
徳
厳
寺
（
禅
宗
）

松
尾
寺古

跡
（
太
田
黒
村
）

神
尾
城神

社
（
肥
猪
村
）

熊
野
権
現

仏
寺

日
光
山
済
福
寺
（
密
禅
）

五
葉
山
寛
元
寺
（
禅
宗
）

古
跡
（
相
谷
村
）

五
位
巣
城

神
社
（
小
原
村
）

天
満
宮仏

寺
（
小
原
村
）

大
慈
山
善
光
寺
（
禅
宗
）

向
善
寺
（
禅
宗
）

竹
本
地
蔵
堂

古
跡
（
小
原
村
）

古
城
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経
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る
。
容
量
が
大
き
い
た
め
、
固
有
名
詞
等
の
注
記
や
異
説
の
掲
載
も
豊
富
で
、
杢
堂
本
よ
り

は
る
か
に
記
述
が
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。
細
部
の
異
同
を
検
討
す
る
紙
幅
を
持
た
な
い
の
で
、

碩
本
の
章
段
単
位
の
構
成
を
示
し
、
室
堂
本
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を
整
理
し
て
見
る
。

碩

叢

史
』
本

田

第 24号

上
巻ω南

関
非
大
津
山
関
事

ω大
津
山
資
基
下
向
肥
後
事

ω大
津
山
民
部
太
輔
勧
請
熊
野
三
社

子
小
亀
獄
事

ω大
津
山
経
澄
建
立
厳
宮
事

ω大
津
山
経
稜
勧
請
阿
蘇
大
明
神
事

制
大
津
山
経
方
重
経
か
事

有明工業高等専門学校紀要

(8) (7) 
原大事大
宗津 i 津
意山山
事資経
冬真
出建
奔立
肥大
前津
弁山
皇宮
後於
勢高
討獄
小麓

ω大
津
山
資
冬
討
草
野
新
佐
原
家
清
事

側
臼
間
野
太
郎
築
城
子
鯉
鮮
事

ω神
尾
城
合
戦
事

ω同
資
冬
所
々
合
戦
事

ω大
津
山
家
稜
領
知
事

ω家
稜
時
代
大
津
山
祭
礼
の
次
第
事

208 

ω坂
本
合
戦
事

側
小
野
権
之
允
妻
自
殺
事

杢

庫

ALら
主主

文

本

ω南
関
非
二
大
津
山
関
一
事

ω大
津
山
資
基
下
二
向
肥
後
一
事

ω大
津
山
民
部
大
輔
勧
二
請
熊
野
三
社

子
小
亀
獄
一
事

ω大
津
山
経
澄
建
二
立
厳
宮

一事

ω大
津
山
経
稜
勧
二
請
阿
蘇
大
神
一事

附
大
津
山
経
方
重
経
事
（
重
経
花
押
と
資

冬
夫
婦
に
賜
る
目
録
の
二
項
を
除
く
）

的
大
津
山
経
真
建
立
大
津
山
宮
子
高
獄
麓

事
附
大
津
山
資
冬
出
二
奔
肥
前

一
附
豊
後
勢

討
ニ
小
原
宗
意
一
事
ご
説
永
禄
二
年

に
該
当
）

倒
同
資
冬
討
二
草
野
新
佐
原
家
清

一事

側
臼
間
太
郎
築
二
城
子
鯉
鮮
一
事

ω神
尾
城
合
戦
之
事

ω同
資
冬
所
々
合
戦
之
事
（
朽
網
兵
庫
頭

の
書
、
資
冬
の
書
、
十
一
面
観
音
の
三

項
を
除
く
）

ω大
津
山
家
稜
領
地
之
事

ω家
稜
時
代
大
津
山
宮
祭
礼
次
第
事
（
家

稜
花
押
の
項
を
除
く
）

ω坂
本
合
戦
之
事

同
小
野
権
之
允
が
妻
自
殺
の
事

聞
大
津
山
家
稜
為
嶋
津
先
手
攻
岩
屋
城
事

側
大
津
山
家
稜
退
出
居
城
井
佐
々
藤
右
衛

門
城
代
事

側
大
津
山
家
稜
龍
神
尾
事

側
田
中
合
戦
事

ω鷲
蔵
人
殺
和
仁
親
実
付
落
城
之
事

ω和
仁
弾
正
以
下
討
死
事

ω大
津
山
家
稜
被
諒
事

側
大
津
山
家
直
没
落
事

倒
加
藤
清
兵
衛
為
革
獄
城
代
事

側
加
藤
清
正
朝
鮮
出
陣
勢
沙
汰
事

間
加
藤
清
兵
衛
家
人
朝
鮮
蔚
山
に
お
い
て

討
死
事

側
加
藤
清
兵
衛
出
奔
唐
津
事

側
加
藤
美
作
為
城
代
事

側
南
関
高
原
被
築
新
城
事

ω美
作
建
立
東
光
院
付
立
関
町
事

ω大
津
山
明
神
霊
験
事

側
大
津
山
明
神
社
地
十
一
面
観
音
安
置
事

例
殺
茨
与
事

ω被
援
新
城
付
美
作
被
流
刑
事

側
南
関
城
主
花
押

側（19) (17) 
大城家一大
津代稜事津
山 一 退 山
家事出 家
稜居稜
龍城為
二井嶋

習佐津

霊長手
字書 F

門岩
為屋
二城

ω大
津
山
家
稜
被
訴
事

「

ω大
津
山
家
稜
没
落
之
事

｛
一
問
家
稜
が
子
之
事

戸
側
南
関
村
寺
院
事
（
知
足
院
の
項
）

仰
加
藤
清
兵
衛
為
二
革
獄
城
代
一
事

側
加
藤
清
正
朝
鮮
出
陣
勢
汰
事

間
加
藤
清
兵
衛
家
人
於
二
朝
鮮
蔚
山
一
討

死
の
事

側
同
人
出
二
奔
唐
津
一
事
（
清
兵
衛
花
押

の
項
を
除
く
）

「
側
加
藤
美
作
為
域
事

戸
棚
同
人
建
二
立
大
津
山
明
神
拝
殿
一
事

（
「
土
俗
説
日
」
以
下
を
除
く
）

ω南
関
高
原
被
築
二
新
城
一
事

ω美
作
建
二
立
東
光
院
一
附
立
二
関
町
一
事

側
（
「
土
俗
説
日
」
以
下
の
部
分
）

ω（
十
一
面
観
音
の
項
）

ω茨
与
の
事

倒
被
レ
設
二
新
城
一
附
美
作
被
二
流
刑
一
事

（
山
間
（
重
経
花
押
、

資
冬
夫
婦
に
賜
る
目
録
）

一

ω（
資
冬
の
書
）

一
日
間
（
家
稜
花
押
）

（
側
（
清
兵
衛
花
押
）
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下
5
行

（
割
注
）

下
9
行

下
却
行

（
割
注
）

幻
ぺ

l
ジ
下
日
行

H
H
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甥ア家平大壱案

フ稜野音舛・内
が 、声・二知
土・岩・を・合た
頭・村・上入る
は・、げ
大青
津木
山

鳥十・
銃・間・
首余・

有－
り・

背
戸
よ
り
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上
お
行

鳥
鋭
首

野加
中藤
孫・清
七兵
郎衛

カま
家
人

こ
の
よ
う
に
室
堂
本
に
も
誤
脱
は
か
な
り
見
ら
れ
、
天
保
期
の
写
本
と
し
て
あ
る
程
度
や

む
を
得
ず
、
更
な
る
善
本
の
存
在
を
や
は
り
期
待
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
長
秀
が
藤

三
郎
に
書
き
与
え
た
自
筆
本
が
出
現
す
れ
ば
、
校
訂
上
の
す
べ
て
の
疑
問
は
氷
解
し
よ
う
が
、

目
下
の
と
こ
ろ
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

板駒・し・何家国
楠・が・と・れ入守
に方・書・に伝成

よ・に・て七・政
り・け・も生の
も・る・所・駒振
此 。を・松田・
儀家・望・千

入・む・
生・べ・

余・り・門・迄・り・
有・大・郡・三・筑・
り・津・の・町・後・
。山・境・、の・

此・の・迄・湯・内－
背・背・三・屋・湯－
戸・戸・町村・屋・
の・迄・ 、よ・村・
内・三・是・り・の・
六・町・よ・山・前・

前
章
で
す
で
に
見
た
通
り
、
室
堂
文
庫
系
の
本
文
と
は
別
の
異
本
の
存
在
が
、
刊
本
の
注

記
等
で
証
明
さ
れ
て
い
る
が
、
異
本
の
中
で
最
も
形
態
の
整
っ
た
系
統
と
し
て
、
『
肥
後
古
記

集
覧
』
所
収
本
（
「
集
覧
本
」
と
略
）
、
『
碩
田
叢
史
』
所
収
本
（
「
碩
本
」
と
略
）
の
二
本
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
の
異
同
は
ご
く
小
さ
く
、
細
か
い
字
句
ま
で
ほ
と
ん
ど
一
致

す
る
。
お
そ
ら
く
親
本
は
同
一
か
、
ご
く
近
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
系
統
も
巻
頭
に
序
を
備
え
る
が
、
室
堂
本
系
と
大
む
ね
共
通
す
る
も
の
の
、

一
部
そ

れ
も
重
要
な
点
で
対
立
し
た
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
た
め
、
碩
本
に
従
っ
て
全
文
を
掲
げ
て

み
る
。
室
堂
本
と
異
な
る
箇
所
に
傍
線
を
引
い
た
。

や
つ
が
れ
は
か
ら
ず
し
も
い
に
し
と
し
の
春
よ
り
南
の
関
の
官
舎
に
住
み
侍
り
し
に
、

兼
て
き
け
る
に
も
増
り
て
物
淋
し
く
、
月
日
も
す
ぐ
し
が
た
き
こ
〉
ち
す
れ
ば
、
近
き

あ
た
り
に
さ
る
よ
の
ふ
る
き
事
な
ど
を
委
し
く
知
れ
る
翁
あ
り
と
聞
て
、
勤
め
の
い
と

ま
ご
と
に
よ
び
て
か
た
ら
せ
ぬ
る
に
、
ま
〉
め
づ
ら
か
な
る
事
も
あ
れ
ば
、
か
た
わ
ら

な
る
反
故
の
裏
を
か
へ
し
て
ひ
と
つ
ノ
＼
に
し
る
し
と
ゾ
め
ぬ
。
誠
に
用
な
き
わ
ざ
な

れ
ど
も
、
さ
す
が
に
か
ひ
や
り
捨
ん
も
む
げ
な
れ
ば
と
て
、
な
を
か
れ
こ
れ
を
か
ぞ
へ

あ
ら
た
め
、
大
和
か
な
い
ろ
は
文
字
を
と
り
ま
じ
へ
て
、
終
に
ふ
た
ま
き
の
冊
子
と
な

し
て
や
み
ぬ
。
時
に
宝
永
ひ
の
へ
い
ぬ
の
と
し
ゃ
よ
ひ
廿
目
、
幡
龍
史
長
秀
筆
を
墨
摺

河
の
流
れ
に
し
た
す
。

趣
旨
も
同
じ
、
日
付
も
変
わ
ら
な
い
が
、
や
や
碩
本
の
方
が
文
章
に
余
裕
が
あ
る
。
し
か
し

最
も
重
要
な
相
違
は
「
ひ
と
ま
き
」
と
「
ふ
た
ま
き
」
で
あ
る
。
上
下
の
二
巻
で
、
上
巻
が

正
編
と
も
い
う
べ
き
狭
義
の
「
南
関
紀
聞
」
、
下
巻
は
南
関
の
神
社
、
寺
、
古
跡
等
を
集
め
た

「
南
関
地
志
略
」
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
広
義
の
『
商
関
紀
聞
』
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

4 
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自
然
で
あ
る
。

ま
た
、
文
末
表
現
や
接
続
語
、
修
飾
語
等
で
、
諸
本
中
唯
一
異
な
っ
た
本
文
を
有
す
る
場

レ

ノ

二

合
も
多
い
。
そ
の
い
く
つ
か
を
例
示
す
る
。
巻
頭
の
「
南
関
非
一
」
大
津
山
／
関
一
一
事
」
の
一

節
で
あ
る
。

此
北
関
は
筑
後
ノ
内
成
れ
共
、
此
時
は
肥
後
筑
後
共
に
龍
造
寺
領
せ
し
故
、
両
国
を
か

け
て
南
北
の
名
を
定
メ
し
可
W

成
ル
。
捌
い
か
な
る
故
に
：
：
：
（
中
略
）
開
制
州
家
人

石
井
下
総
と
い
ふ
者
叶
叫
例
刻
刷
、
其
儀
劇
引
削
赤
坂
の
内
か
東
郷
の
内
一
一
て
参
ら
せ

ら
る
べ
し
、
と
い
ひ
け
れ
ば
女
子
大
キ
に
腹
立
し
て
、
い
や
／
＼
夫
レ
は
叶
フ
ま
じ
、

三
池
に
近
キ
村
一
一
て
賜
ル
べ
し
と
（
以
下
略
）

傍
線
を
引
い
た
箇
所
は
刊
本
独
自
の
表
現
で
あ
る
。
「
可
け
成
ル
」
は
他
本
は
「
な
り
」
、
「
拐
」

は
他
本
な
し
、
「
資
秋
が
」
「
い
ひ
け
る
は
」
も
な
し
、
「
成
ら
ば
」
は
「
に
て
候
は
ゾ
」
、
「
近

キ
」
は
「
附
た
る
」
と
、
細
か
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
異
な
る
。
大
ま
か
に
言
え
ば
、
刊
本
で
は

あ
ま
り
重
要
で
な
い
語
句
（
「
拐
」
「
い
ひ
け
る
は
」
の
類
）
を
多
用
し
て
、
非
常
に
説
明
的

な
、
悪
く
い
え
ば
勢
い
の
な
い
文
章
と
な
っ
て
い
た
り
、
敢
え
て
漢
文
的
な
表
現
（
「
可
レ
成
」

の
類
）
を
好
ん
で
使
っ
た
り
す
る
傾
向
が
あ
る
。
わ
か
り
切
っ
た
事
を
く
ど
く
ど
述
べ
る
と

い
っ
た
風
（
「
資
秋
が
」
の
類
）
も
あ
り
、
決
し
て
洗
練
さ
れ
た
文
章
と
は
言
え
な
い
。
啓
蒙

家
井
沢
長
秀
の
尼
大
な
著
述
に
思
い
を
致
す
と
き
、
そ
の
手
な
れ
た
筆
致
と
軽
快
な
調
子
が

刊
本
以
外
の
諸
本
す
べ
て
に
共
通
す
る
簡
潔
な
表
現
に
通
じ
る
と
見
て
お
そ
ら
く
誤
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
刊
本
独
自
の
稚
拙
さ
を
長
秀
に
帰
す
の
は
筋
違
い
で
、
や
は
り
書
写
者
の
賢
し

ら
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
刊
本
は
、
蓋
堂
本
や
玉
本
を
含
め
た
系
統
を
代
表
す
る
善
本
と
は
言
い
難
い

の
で
あ
る
が
、
他
の
二
本
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
欠
点
が
あ
る
。
玉
本
は
底
本
が
明
ら
か
で
な
い

の
で
ひ
と
ま
ず
措
く
。
以
下
、
室
堂
本
の
本
文
で
他
の
二
本
と
の
校
合
に
よ
り
明
ら
か
に
訂

正
を
要
す
る
箇
所
を
掲
げ
る
。

〈
箇
所
〉

お
ぺ

l
ジ
下
お
行

犯
ぺ

l
ジ
上
日
行

H
H

下
7
行

目
ぺ

l
ジ
上
3
行

H
H

上
口
行

上
回
行

第 24号

年
三
月
廿
日
付
で
あ
る
か
ら
、
初
稿
の
成
立
か
ら
十
四
年
の
歳
月
を
経
て
一
応
の
完
成
を
見

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
序
文
に
よ
れ
ば
、
長
秀
が
南
関
の
官
舎
に
入
っ
た
の
は
宝
永
二
年

の
暮
で
、
勤
務
の
あ
い
聞
に
伊
左
衛
門
か
ら
話
を
聞
い
て
「
一
ま
き
の
冊
子
」
を
成
す
ま
で

約
三
ヶ
月
経
過
し
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
の
時
点
で
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
組
々
と
し
た
文
字

通
り
の
草
稿
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
の
考
証
を
加
え
、
あ
る
い
は
文
章
を
推
敵
す
る

な
ど
し
て
形
を
整
え
る
に
要
し
た
時
聞
が
十
四
年
と
見
ら
れ
、
宝
永
三
年
の
時
点
で
こ
の
形

態
が
完
成
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
後
に
述
べ
る
他
系
統
の
検
討
で
明
ら
か

に
な
る
。

本
文
を
細
か
に
検
討
す
る
と
、
歪
堂
本
と
玉
本
が
近
く
、
刊
本
に
独
自
の
表
現
が
多
出
す

る
の
が
目
に
つ
く
。
こ
こ
で
刊
本
の
本
文
の
性
格
を
い
く
つ
か
掲
げ
て
み
れ
ば
次
の
如
く
で

あ
る
。ま

ず
第
一
に
、
刊
本
は
異
本
と
の
校
合
本
で
あ
っ
て
、
異
本
系
の
本
文
を
割
注
や
後
注
の

形
で
多
数
引
用
す
る
。
こ
れ
は
本
書
の
成
立
を
考
え
る
上
で
有
力
な
素
材
を
提
供
し
、
後
に

掲
げ
る
『
肥
後
古
記
集
覧
』
本
系
や
九
大
本
系
の
本
文
と
そ
れ
ぞ
れ
重
な
る
部
分
も
見
ら
れ

て
、
は
や
い
段
階
に
異
本
が
成
立
し
て
、
ま
た
そ
れ
ら
が
対
校
を
可
能
に
す
る
程
度
流
布
し

て
い
た
と
い
う
事
実
を
う
か
が
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。

だ
が
、
刊
本
の
場
合
を
見
る
と
、
対
校
に
意
を
用
い
る
余
り
、
往
々
に
し
て
異
本
の
本
文

が
混
入
し
て
、
杢
堂
本
や
玉
本
と
同
系
統
の
本
文
と
し
て
は
純
粋
で
な
い
、
問
題
の
多
い
混

態
が
間
々
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
の
二
本
に
は
な
い
表
現
が
本
文
の
中
に
融
合

さ
れ
た
形
で
補
入
さ
れ
た
り
、
更
に
は
他
系
統
に
も
見
ら
れ
な
い
独
特
の
語
句
を
使
用
し
た

り
、
甚
だ
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
。

例
え
ば
、
室
堂
本
翻
刻
お
ぺ

l
ジ
上
段
の
（
二

O
）
「
大
津
山
家
稜
龍
二
神
尾
城
一
事
」
（
通

し
番
号
は
前
号
補
訂
に
あ
る
通
り
、

一
つ
ず
つ
ず
れ
て
い
る
。
前
号
で
は
（
一
九
）
と
な
っ

て
い
る
。
）
の
二
行
目
、
「
城
を
追
出
さ
れ
」
と
「
朝
暮
憤
り
思
ふ
処
に
」
の
聞
に
、
刊
本
で

は
「
斯
ル
幹
と
成
行
ク
事
口
惜
キ
事
也
と
」
と
い
う
語
句
が
入
り
、
同
じ
く
五
行
目
の
「
足

下
も
同
心
せ
ら
る
べ
し
」
の
下
に
「
無
レ
左
ば
親
子
の
睦
ヒ
も
是
迄
也
」
を
加
え
て
い
る
の

は
、
別
系
統
に
属
す
る
『
肥
後
古
記
集
覧
』
系
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
挿
入
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
刊
本
の
底
本
の
書
写

者
は
、
親
本
の
表
現
を
補
う
箇
所
を
他
の
系
統
本
と
の
校
合
の
際
に
拾
い
出
し
て
そ
れ
を
そ

の
ま
ま
校
訂
本
文
の
中
に
生
か
し
た
の
で
は
な
い
か
。
刊
本
の
本
文
が
元
で
、
そ
れ
を
簡
略

に
し
た
の
が
室
堂
本
、
玉
本
で
あ
る
と
す
る
に
は
余
り
に
異
同
が
多
く
、
改
変
の
仕
方
も
不

／／ 
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播
龍
）
に
『
南
関
紀
聞
』
な
る
著
作
が
あ
る
こ
と
は
、
肥
後
熊
本
の
郷
土
史
研
究
者
の
間
で

は
夙
に
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
熊
本
県
立
玉
名
中
学
校
（
旧
制
）
内
に
あ
っ
た
玉
名

地
歴
研
究
会
（
中
川
膏
氏
主
宰
）
の
手
で
「
玉
杵
名
」
第
四
号
（
昭
和
十
年
十
二
月
一
日
発

行
）
に
謄
写
版
で
『
南
関
紀
聞
』
の
翻
字
が
掲
載
さ
れ
た
の
を
初
め
、
昭
和
十
六
年
に
は
中

川
氏
に
よ
っ
て
「
井
沢
幡
龍
」
の
一
文
が
草
さ
れ
（
日
本
談
義
社
版
「
肥
後
先
哲
評
伝
」
）
、

著
書
の
一
に
数
え
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
近
時
、
山
鹿
・
文
化
財
を
守
る
会
が
熊
本
県
玉
名
郡

南
関
町
在
住
の
坂
本
矢
栄
氏
蔵
本
を
底
本
に
翻
刻
を
刊
行
（
昭
和
四
十
八
年
十
月
十
五
日
）
、

よ
う
や
く
研
究
者
の
目
に
も
容
易
に
触
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
「
玉
杵
名
」
所
収
本
と
山
鹿
・
文
化
財
を
守
る
会
刊
本
の
二
種
は
、
底
本
の
選
定
・

校
訂
方
針
等
遺
憾
な
が
ら
十
全
と
は
言
い
が
た
く
、
本
文
批
判
の
点
で
種
々
の
問
題
点
を
有

す
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
す
な
わ
ち
「
玉
杵
名
」
本
に
は
序
を
欠
き
、
数
ヶ
所
の
脱
文
が
見

ら
れ
る
し
、
底
本
の
所
在
を
明
記
し
て
い
な
い
。
ま
た
刊
本
の
本
文
は
、
他
本
と
の
比
較
検

討
を
試
み
る
に
、
原
型
に
書
写
者
が
賢
し
ら
に
手
を
加
え
た
純
正
な
ら
ざ
る
も
の
と
判
断
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
先
行
の
こ
の
こ
種
は
明
ら
か
に
同
系
統
に
属
す
る
が
、
こ
れ
の
み
で
は
『
南

関
紀
聞
』
を
完
全
な
形
で
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
え
て
こ
こ
に
杢
堂
文
庫
本
を
紹

介
す
る
所
以
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
杢
堂
文
庫
本
に
も
独
自
の
脱
文
を
有
す
る
な
ど
欠
点
も

あ
る
が
、
同
系
統
の
三
本
を
重
ね
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『南
関
紀
聞
』決
定
稿
に
よ
り
近

づ
く
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
伝
存
す
る
諸
本
の
調
査
に
よ
っ
て
、

『南
関
紀
聞
』
の

生
成
を
あ
る
程
度
跡
付
け
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
歪
堂
文
庫
本
を
基
準
と
し
な
が
ら
諸
本
を
整
理
し
、
各
々
の
性
格
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
底
本
の
位
置
を
定
め
、
恐
ら
く
は
長
秀
自
ら
が
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
諸
説

の
取
捨
選
択
と
編
集
の
過
程
を
推
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
、
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
『
肥
後
古
記
集
覧
』
（
請
求
番
号
二

0
0
・
八
／
H
五
五
二
）

巻
廿
四
所
収
本
。
全
四
十
九
丁
。
明
治
初
期
に
、
大
石
真
麻
呂
の
自
筆
本
を
熊
本
県
が

写
し
た
も
の
、
自
筆
本
は
大
石
家
に
現
存
す
る
。

四
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
肥
後
古
記
集
覧
』
所
収
本
。
三
の
熊
本
県
立
図
書
館
蔵

本
の
謄
写
本
で
あ
る
。

五
、
大
分
県
立
図
書
館
蔵
『
碩
田
叢
史
』
所
収
本
。
墨
付
八
十
二
了
。
た
だ
し
原
本
未
見

の
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
複
写
物
を
参
照
し
た
。

六
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
請
求
番
号
六
八

0
・
ナ
・
四
五
）
。
大
本
一
冊
。
墨

付
三
十
一
丁
。
表
見
返
し
左
下
に
「
永
松
姓
蔵
本
」
と
墨
書
。
巻
末
一
丁
半
に
玉
名
郡

臼
間
圧
の
厳
権
現
に
関
す
る
由
緒
を
掲
げ
る
。
近
世
後
期
写
か
。

七
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵
本
（
請
求
番
号
三
｜
二
｜
三
五
）
。
大
本

一
冊
。
墨
付
二
十
七
丁
。
寛
保
元
年
十
一
月
に
写
し
た
旨
の
奥
書
を
有
す
る
。
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こ
の
う
ち
、
四
は
三
を
直
接
謄
写
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
熊
本
県
立
図
書
館
本
を
も
っ

て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
史
料
編
纂
所
本
は
考
慮
の
対
象
か
ら
は
ず
す
。
杢
堂
文

庫
本
も
含
め
て
七
種
の
本
文
が
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
を
本
文
の
系
統
で
分
げ
れ
ば
、

室
堂
文
庫
本
、
「
玉
杵
名
」
所
収
本
、
山
鹿
・
文
化
財
を
守
る
会
刊
本
の
三
種
が
同
系
、

『肥

後
古
記
集
覧
』
と

『碩
田
叢
史
』
が
同
系
と
な
り
、
九
大
本
と
永
青
文
庫
本
が
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
本
文
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
お
お
む
ね
四
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、

各
系
統
の
特
徴
を
略
述
し
、
相
互
の
比
較
検
討
を
経
て
、
そ
の
成
立
事
情
に
ま
で
筆
を
及
ぼ

し
た
い
と
思
う
。

-2  

翻
刻
の
底
本
に
用
い
た
杢
堂
文
庫
本
の
他
、
管
見
に
入
っ
た
の
は
次
の
諸
本
で
あ
る
。

一
、
「
玉
杵
名
」
第
四
号
所
収
謄
写
版
本
（
前
述
）
。

二
、
山
鹿
・
文
化
財
を
守
る
会
刊
翻
刻
本
（
前
述
）
。
坂
本
矢
栄
氏
蔵
本
を
底
本
と
す
る
（
原

本
未
見
）
。
巻
末
奥
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
官
寛
政
五
美
丑
仲
春
下
旬
肥
玉
久
年
十
四
歳
写
之
圏
次

玉
名
郡
長
田
勝
坂
本
陸
奥
守
藤
原
政
久
（
花
押
）
」

第
一
の
系
統
、
す
な
わ
ち
歪
堂
文
庫
本
（
以
下
「
杢
堂
本
」
と
略
記
）
、
「
玉
杵
名
」
所
収

本
（
「
玉
本
」
と
略
記
）
、
山
鹿
・
文
化
財
を
守
る
会
刊
本
（
「
刊
本
」
と
略
記
）
の
三
本
は
、

玉
本
が
序
文
を
欠
く
以
外
は
同
一
の
構
成
を
持
ち
、
巻
末
の
自
抜
も
共
通
す
る
。
長
秀
が
聞

書
し
た
相
手
、
即
ち
本
文
中
の
「
土
俗
」
こ
と
外
目
村
の
伊
左
衛
門
に
書
き
与
え
て
い
た
草

稿
が
盗
ま
れ
、
伊
左
衛
門
の
子
の
藤
三
郎
の
求
め
に
応
じ
て
新
た
に
写
し
与
え
る
旨
を
、
享

保
五
年
五
月
十
一
日
付
で
藤
三
郎
宛
に
し
た
た
め
た
も
の
で
、
乙
の
系
統
の
成
立
が
享
保
五

年
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
室
堂
本
と
刊
本
に
あ
る
序
文
が
宝
永
三



歪
堂
文
庫
所
蔵
郷
土
資
料
第
二
歴
史
資
料
篇

『南
関
紀
聞
』『
細
川
御
伝
記
』
（下）

第 24号

ω。
Bσ
。同

p
o
F（）

g］
一口。（リロ

5
8
Z（

V
O
E
0
2
0
（
ご
ロ
任
。

同
ハ
巳
色
。
切
ロ
ロ
｝

S
F
F円山門
可
一
司

ωユ
∞
・
回
目

2
2
F
S－
冨
巳
R
U
U

EZ
m
g片
山
口
リ
同
志
ロ
ロ
ョ
山口己

立
国
。
印
。
片
山
者
ω
U
。
。
（
目
。
ロ

E
wv

（

N
）

σ

M
1

司
ロ
位
。
国
〉
Z
〉
ロ
〉

阿ハ
mw

－w町
一
回
ハ
ロ
回
O
寸
〉

有明工業高等専門学校紀要

前
号
補
訂

前
号
に
掲
載
し
た
歪
堂
文
庫
蔵
『
南
関
紀
聞
』
の
本
文
に
一
部
脱
落
の
あ
る
こ
と
が
校
了

後
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
出
ぺ

l
ジ
下
段
後
ろ
か
ら
3
行
自
の
「
（
九
）

O
同
資
冬
、
討
ニ

草
野
新
佐
原
家
清
一
事
」
と
、

2
行
自
の
「
東
鏡
日
：
：
：
」
の
聞
に
、
次
に
掲
げ
る
部
分
が

入
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
加
筆
等
の
要
領
は
前
号
の
凡
例
に
従
う
。
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土
俗
説
言
。
此
後
資
冬
龍
造
寺
隆
信
の
旗
下
と
成
る
。
其
比
筑
後
国
士
草
野
新
左
と
い
ふ

者
、
初
は
龍
造
寺
が
旗
下
成
り
し
が
、
い
か
な
る
故
に
や
嶋
津
義
久
に
属
せ
ん
と
て
四
十
六

人
に
て
薩
州
に
落
行
け
る
を
、
隆
信
方
よ
り
討
と
ゾ
む
べ
き
よ
し
大
津
山
に
下
知
し
け
れ
ば
、

資
冬
手
勢
を
引
具
し
北
関
北
原
と
い
ふ
処
に
待
受
、
新
佐
を
初
一
人
も
残
さ
ず
討
取
、
首
を

肥
前
に
送
る
。
文
い
わ
く
、
筑
後
国
士
原
家
清
と
い
ふ
者
も
右
の
趣
に
て
同
所
に
て
討
取
、

首
を
肥
前
に
遣
す
。
家
清
が
人
数
は
し
ら
ず
。

（
一
O
）

O
臼
間
太
郎
築
一
一
城
子
鯉
鮮
一事

ザ
ト

土
俗
説
言
。
臼
間
太
郎
宗
郷
と
い
ふ
者
、
俵
藤
太
藤
原
秀
郷
が
末
葉
な
り
。
先
祖
庄
司
善

郷
と
い
ふ
者
、
嘗
国
に
下
向
し
玉
名
郡
の
内
坂
ノ
上
坂
ノ
下
に
て
百
七
十
町
を
領
し
、
坂
ノ

下
の
城
に
住
居
す
る
故
に
在
名
を
家
号
と
し
て
代
々
臼
間
野
と
号
す
。
善
郷
、
応
仁
二
年
戊
子

ー争＋ー

イi二

守
田

夫

田

久

保

田

啓

一

〈
昭
和
六
十
二
年
九
月
二
十
一

日
受
理
〉

五
月
十
二
日
病
死
す
。
坂
上
村
に
墓
あ
り
。
碑
名
に
慶
雲
幸
公
禅
定
門
と
見
え
た
り
。
惣
じ

て
南
ノ
関
辺
（
軒
町
聞
の
庄
な
れ
共
、
取
り
わ
け
で
坂
上
坂
下
を
臼
間
の
庄
と
称
せ
り
。

- 1-

右
の
通
り
、
コ
漏
資
冬
、
討
一
一
草
野
新
佐
原
家
清
一
事
」
の
本
文
全
文
と
、
次
項
の
「
臼
間
太

郎
築
二
城
子
鯉
鮮
一
事
」
の
表
題
と
本
文
の
前
半
が
欠
け
、
「
東
鏡
日
」
以
下
は
そ
の
後
半
に

該
当
す
る
。
よ
っ
て
次
の

「神
尾
域
合
戦
の
事
」
の
通
し
番
号
は
（

一一

）
と
な
り
、
以
下

一
つ
ず
つ
番
号
が
大
き
く
な
る
。
以
上
、
解
題
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
の
で
ま
ず
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
稿
者
の
不
注
意
を
深
く
お
詫
び
し
た
い
。
（
花
田

・
久
保
田
）

解

題

南
関
紀
聞

は

め

じ

『
本
朝
僅
諺
』
『
広
益
俗
説
弁
』
等
の
著
述
で
有
名
な
神
道
家
・啓
蒙
家
の
井
沢
長
秀
（
号
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て
何
ら
の
政
治
的
影
響
力
も
な
か
っ
た
。
こ
の
人
々
の
た
め
に
国
家
や
市
で
の
選
挙
権
を
た

た
か
い
と
る
べ
く
行
な
わ
れ
た
一
八
九

O
年
の
最
初
の
労
働
者
の
五
月
祭
典
、
一
八
九
五
年

の
議
事
堂
前
で
の
デ
モ
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
な
り
に
有
効
な
役
割
り
を
果
し
た
。
そ
し
て
、

一
九

O
O年
に
い
た
っ
て
市
会
は
、
つ
い
に
、
多
数
派
を
成
し
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
の
立

場
を
危
く
す
る
こ
と
な
し
に
社
会
民
主
党
的
労
働
者
の
欲
求
に
沿
う
べ
き
で
あ
っ
た
あ
ら
た

な
選
挙
規
定
を
決
議
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
の
全
成
年
男
子
は
第
四
の

選
挙
団
体
に
お
い
て
選
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
年
に
行
な
わ
れ
た
市
会
の
選
挙
で
は
、
比
較
的
高
い
得
票
数
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た
選
挙
法
の

結
果
、
社
会
民
主
党
は
僅
か
二
議
席
を
得
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
未
来
の
不
利
な

状
況
を
除
去
せ
ん
が
た
め
に
、
労
働
者
は
普
通

・
平
等
の
選
挙
法
を
獲
得
す
る
た
め
の
た
た

か
い
を
す
す
め
た
。
一
九

O
五
年
労
働
者
が
リ
ン
ク

・
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
で
催
し
た
大
き
な
大

衆
デ
モ
は
、
一
九

O
七
年
に
い
た
り
、
国
家
に
対
し
て
決
定
的
な
選
挙
法
改
革
を
行
な
う
よ

う
圧
力
を
加
え
た
。
し
か
し
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
ル
ェ

l
ガ
！
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
的
な

市
会
の
多
数
派
は
、
労
働
者
に
対
し
て
大
き
な
譲
歩
を
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で

は
、
一
九
一
八
年
ま
で
は
、
国
会
議
員
選
挙
で
す
で
に
ウ
ィ
ー
ン
区
の
も
っ
と
も
得
票
数
の

多
い
政
党
で
あ
っ
た
社
会
民
主
党
に
対
し
て
、
市
会
で
は
一
六
五
議
席
の
う
ち
七
議
席
の
み

を
可
能
に
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
旧
来
の
市
会
選
挙
法

同
日
ぽ
ロ
者
岳
町

R
Z
が

行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
社
会
諸
階
級
と
諸
民
族
の
聞
に
一
応
の
協
調
関
係
が
保
た
れ
、
一
ヶ
の

あ
ら
た
な
政
治
的
世
界
の
到
来
が
告
知
さ
れ
て
い
た
第
一
次
大
戦
前
の
帝
国
最
後
の
二
十
年

の
聞
に
、
ウ
ィ
ー
ン
の
芸
術
家
達
は
未
来
を
予
示
す
る
道
を
歩
み
つ
つ
あ
っ
た
。
ロ

ー
ス
は

「機
能
主
義
的
」
な
建
築
を
創
造
し
、
シ
ェ

l
ン
ベ
ル
ク
は
無
調
の
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
展
開
し

た
。
そ
し
て
、
シ

l
レ
と
コ
コ
シ
ュ
カ
は
そ
の
絵
画
に
お
い
て
表
現
主
義
の
運
動
を
す
す
め

た
。
詩
芸
術
の
世
界
で
は
、
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
！
と
ホ

l
フ
マ
ン
ス
ク
ー
ル
が
退
場
せ
ん
と
す

る
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
層
の
け
だ
る
い
よ
う
な
没
落
情
調
を
表
現
し
、
ア
ン
ト
ン

・
ヴ
ィ
ル
ト
ガ

ン
ス
は
時
代
の
抑
圧
さ
れ
た
社
会
的
困
窮
の
姿
を
具
体
化
し
た
。
そ
し
て
、
ヵ

l
ル
・
ク
ラ

ウ
ス
は
人
間
の
上
に
大
い
な
る
自
己
過
失
に
よ
る
カ
タ
ス
ト

ロ
フ
が
訪
ず
れ
よ
う
と
す
る
の

を
予
見
し
た
。

第
一
次
大
戦
へ
と
み
ち
び
か
れ
た
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
、
物
質
的
な
困
窮
下
に
あ
っ
て
、

ウ
ィ
ー
ン
は
一
九
一
四
年
か
ら
一

九

一
八
年
ま
で
の
問
、
ひ
ど
い
試
練
を
与
え
ら
れ
た
証
人

で
あ
っ
た
。
第
一
回
目
の
ガ
リ
ツ
ィ
ア
で
の
ロ
シ
ア
の
攻
勢
の
後
、
直
ち
に
ウ
ィ
ー
ン
に
向

ウィーン市の歴史仁）

か
つ
て
の
難
民
の
流
出
が
始
ま
っ
た
。

市
内
の
多
く
の
工
場
は
軍
の
き
び
し
い
監
督
の
も
と

で
軍
需
物
資
を
生
産
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
兵
器
庫
自
身
も
一
万
二
千
人
の
労
働
者
を
有
す
る
軍

需
企
業
へ
と
整
備
さ
れ
た
。
一
九
一
六
年
十

一
月
に
は

「老
帝
」
フ
ラ
ン
ツ

・
ヨ
l
ゼ
フ
が

シ
ェ

l
ン
ブ
ル
ン
城
で
亡
く
な
っ
た
。
す
で
に
そ
の
こ
ろ
、
大
部
分
の
ウ
ィ
ー
ン
人
は
飢
え

に
苦
し
み
、
寒
さ
に
凍
え
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
大
都
市
に
対
す
る
物

資
の
供
給
が
不
足
が
ち
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
食
料
品
店
の
前
の
長
蛇
の
列
と
駅
構
内
に

野
積
み
さ
れ
た
石
炭
の
山
と
は
不
自
由
に
み
ち
た
毎
日
の
生
活
を
あ
ら
わ
す
ご
く
日
常
的
な

風
景
と
な
っ
た
。
戦
争
が
長
び
き
、
勝
ち
目
が
な
く
な
る
に
つ
れ
、

飢
餓
と
平
和
の
デ
モ
が

ま
す
ま
す
頻
繁
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
い
に
一
九
一
八
年
の
秋
に
前
線
が
崩
れ
、

ド
ナ
ウ
帝
国
の
ス
ラ
ヴ
系
諸
民
族
が
独
立
国
家
を
つ
く
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア

を
見
棄
て
る
に
い
た
っ
た
と
き
、

国
会
議
長
た
る
カ

l
ル
・
レ
ン
ナ
l
博
士
の
も
と
で
暫
定

的
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
が
成
立
し
た
。
君
主
国
の
倒
壊
を
要
求
し
た
強
い
革
命
的
気
分
に

支
え
ら
れ
て
、
か
れ
ら
は
、
皇
帝
カ

l
ル
が
そ
の
公
務
の
執
行
を
断
念
し
た
後
、

十

一
月
十

二
日
議
事
堂
の
前
で
、
大
群
衆
に
対
し
「
ド
イ
ツ

・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
」
共
和
国
の
設
立
を
告

知

す

る

に

い

た

っ

た

。

（

未

完

）
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ω
w
g
R
Rロ
で
す
ら
、
ひ
ど
い
住
宅
難
の
結
果
、
転
借
入
ゃ
い
わ
ゆ
る
賃
借
り
宿
泊
人
に
よ
り

つ
ね
に
超
満
員
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
不
良
な
住
宅
状
況
は
、
と
く
に
労
働

者
地
区
の
ス
ラ
ム
街
に
高
い
小
児
死
亡
率
と
当
時
「
ウ
ィ
ー
ン
の
病
気
」

d
5
3
2
開
店
昇
－

Z
芹
と
さ
れ
た
結
核
の
蔓
延
を
生
ぜ
し
め
た
。

小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
商
工
業
経
営
者
は
自
ら
の
困
窮
の
原
因
を
大
工
業
と
の
競
争
の
中
に
見

出
し
た
。
こ
れ
に
反
し
、
そ
の
労
働
者
達
は
、
労
働
関
係
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
他
か
ら
の
介

入
を
拒
絶
し
、
労
働
者
を
企
業
家
の
手
に
委
ね
た
自
由
主
義
経
済
立
法
の
中
に
そ
れ
を
見
出

し
た
。
自
由
主
義
的
な
国
家
は
、
商
工
業
に
お
け
る
「
小
経
営
者
」
同

E
Z
E
Sロ
に
対
し

て
は
二
つ
の
商
工
業
追
加
条
噴
に
よ
っ
て
援
助
し
、
労
働
者
に
対
し
て
は
社
会
立
法
を
も
っ

て
保
護
す
る
と
い
う
風
に
そ
れ
ぞ
れ
に
十
分
な
配
慮
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

か
れ
ら
は
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
み
ず
か
ら
を
経
済
的
発
展
の
犠
牲
と
感
じ
て
お
り
、
当
時
の

選
挙
法
に
よ
っ
て
国
家
と
自
治
体
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
影
響
力
か
ら
閉
め
出
さ
れ
て

い
た
の
で
、
み
や
す
か
ら
の
低
い
地
位
が
こ
れ
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
変
更
さ
れ
ず
に
い
た
こ

と
に
不
満
を
い
だ
き
、
そ
れ
を
つ
よ
く
意
識
し
て
い
た
二
つ
の
社
会
階
層
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
一
八
八
八
年
に
商
工
業
経
営
者
の
小
プ
ル
ジ
ョ
ワ
層
が
弁
護
士
カ

l
ル
・
ル
ェ

l

ガ
ー
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
に
、
ま
た
労
働
者
が
貧
乏
医
者
ヴ
ィ
ク
ト

l
ル
・
ア
ド

ラ
ー
に
よ
っ
て
社
会
民
主
党
に
そ
れ
ぞ
れ
結
集
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
き
、
こ
の
二
つ
の
大

衆
政
党
は
選
挙
法
を
め
ぐ
る
闘
い
に
そ
の
最
大
の
力
を
注
い
で
行
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

は
や
く
も
一
八
九

O
年
、
租
税
に
よ
る
市
民
の
評
価
が
第
三
の
選
挙
団
体
に
お
い
て
五
グ

ル
デ
ン
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
き
、
ル
ェ

l
ガ
ー
は
そ
の
支
持
者
達
の
た
め
に
ウ
ィ
ー
ン
の

市
会
の
選
挙
権
を
苦
労
し
て
手
に
入
れ
て
や
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
九
五
年
の
市
会
議
員
選

挙
の
と
き
に
は
じ
め
て
、
ル
ェ

l
ガ
l
は
「
五
グ
ル
デ
ン
の
人
々
」
印
Em己己
O
D
宮市品ロロ

R
ロ
の

支
持
を
得
て
自
由
主
義
者
を
征
服
し
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
の
た
め
に
市
会
で
の
多
数
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
、
ウ
ィ
ー
ン
に
と
っ
て
は
、
一
八
九
五

年
を
も
っ
て
四
十
年
以
上
も
つ
づ
い
た
自
由
主
義
的
な
市
の
行
政
が
終
わ
り
を
告
げ
、
以
後

第
一
次
大
戦
が
終
結
し
た
一
九
一
八
年
ま
で
継
続
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
の
時
代
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
時
期
に
ル
ェ

l
ガ
l
は
、
一
八
九
七
年
か
ら
一
九
一

O
年
の
そ
の
早
世
に
い
た
る
ま

で
、
先
見
の
明
あ
る
行
動
的
な
ウ
ィ
ー
ン
市
長
と
な
っ
た
。
か
れ
は
、
市
長
に
対
し
て
大
き

な
権
能
を
認
容
し
た
一
八
九

O
年
の
市
の
規
制
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、
高
額
の
公
債
や
す
べ

て
の
住
民
層
か
ら
の
あ
ま
り
負
担
と
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
程
度
の
間
接
税
な
ど
の
重
要
な
財
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政
上
の
手
段
を
用
い
て
市
の
行
政
を
自
由
に
処
理
し
た
。
そ
し
て
、
今
や
か
れ
は
大
衆
民
主

主
義
の
開
始
を
告
げ
る
新
ら
し
い
「
大
ウ
ィ
ー
ン
」
の

g
ロ
・
巧
ぽ
ロ
に
対
し
て
時
代
に
マ
ッ
チ

し
た
生
活
条
件
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
仕
事
に
と
り
か
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九

O
五
年
、
未

来
の
た
め
に
工
業
地
域
が
計
画
さ
れ
た
ド
ナ
ウ
川
の
北
岸
で
多
く
の
近
郊
地
域
が
「
フ
ロ

リ
l
ヅ
ド
ル
フ
」
区
に
合
併
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
き
、
市
は
世
界
大
戦
以
前
で
は
最
後
的

に
拡
大
さ
れ
た
。
そ
の
新
ら
し
い
区
は
二
十
一
区
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
ぜ
二
十
一
区
に
な
る

の
か
と
い
う
と
、
一
九

O
O年
に
プ
リ
ギ
ッ
テ
ナ
ウ
が
二
十
区
と
し
て
二
区
の
レ
オ
ボ
ル
ト

シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ら
分
離
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
市
の
面
積
は
今
や
二
七
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
そ
の
住
民
数
は
一
八
七
万
七
千
人
と
な
っ
た
。
ル
ェ

l
ガ
l
は
全
住
民
の
生
活
上
の
要

請
に
奉
仕
す
べ
き
で
あ
っ
た
業
務
を
市
の
占
有
に
移
し
、
市
営
事
業
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な

「
市
営
化
」
同

O
B
E
5巳
E
2
5
m
は
、
就
中
従
来
個
人
の
、
一
部
は
外
国
企
業
の
手
中
に

あ
っ
た
ガ
ス
供
給
と
電
気
の
そ
れ
と
に
つ
い
て
す
す
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
大
資
本
を
助

成
す
べ
く
そ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て
き
た
自
由
主
義
政
策
か
ら
の
転
向
を
意
味
し
た
。
市
は
あ

ら
た
に
二
つ
の
ガ
ス
工
場
と
二
つ
の
発
電
所
を
建
設
し
、
今
や
そ
れ
ら
が
市
民
に
ガ
ス
と
電

気
を
供
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ま
た
、
一
八
六
五
年
以
来
二
つ
の
個
人
会
社
の

経
営
の
も
と
で
内
市
の
旅
客
運
輸
を
独
占
し
、
市
内
を
運
行
し
て
い
た
鉄
道
馬
車
も
、
同
じ

よ
う
な
や
り
方
で
市
営
事
業
に
移
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
次
い
で
そ
れ
は
電
気
鉄
道
に
代
え
ら

れ
た
。
そ
の
後
ベ
ル
ト
状
の
街
路
が
計
画
さ
れ
る
前
に
境
界
壁
が
と
り
こ
わ
さ
れ
、
ウ
ィ
ー

ン
川
が
湾
曲
さ
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
上
国
家
は
一
九

O
二
年
に
、
当
初
は
軍
隊
輸
送
に
奉
仕

す
べ
き
で
あ
っ
た
蒸
気
力
利
用
の
都
市
鉄
道
を
建
設
し
た
。

民
衆
の
健
康
へ
の
配
慮
に
お
い
て
、
高
地
シ
ュ
ヴ
ァ

l
べ
ン
地
域
か
ら
水
を
引
く
た
め
の

第
二
の
高
地
水
源
水
道
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
市
内
の
公
共
浴
場
と
緑
地
の
数
を
増

大
さ
せ
、
周
辺
部
の
森
林
と
牧
草
地
帯
の
維
持
を
決
定
し
た
こ
と
で
、
ウ
ィ
ー
ン
を
理
想
的

な
保
養
地
た
ら
し
め
た
。

社
会
政
策
に
お
い
て
、
あ
ら
た
な
市
の
行
政
は
、
そ
れ
ま
で
の
自
力
救
済
と
い
う
自
由
主

義
的
な
原
則
に
代
わ
っ
て
、
す
べ
て
の
貧
し
い
人
々
の
相
互
の
連
帯
と
い
う
考
え
方
を
打
ち

出
し
、
各
個
人
も
市
の
援
助
を
求
め
る
た
め
に
自
己
主
張
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
の
原
則
を

樹
て
た
。
こ
の
よ
う
な
意
向
に
お
い
て
、
病
人
、
老
人
や
貧
乏
人
の
た
め
に
数
多
く
の
養
老

院
が
設
立
さ
れ
た
。

「
五
グ
ル
デ
ン
の
人
々
」
に
対
し
て
選
挙
権
を
付
与
し
た
一
八
八
二
年
の
選
挙
法
改
革
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
成
年
男
子
の
中
の
四
分
の
三
の
人
々
に
は
選
挙
権
が
な
く
、
し
た
が
つ

-23-



215 

長
さ
に
わ
た
っ
て
あ
ら
た
に
河
床
が
つ
く
ら
れ
た
。

「
リ
ン
ク
・
シ
ュ
ト
ラ
l
セ
時
代
」
に
ウ
ィ
ー
ン
は
、
そ
の
文
化
の
あ
ら
た
な
繁
栄
を
体

験
し
た
。
市
の
教
育
制
度
は
恵
ま
れ
た
状
態
で
発
展
し
、
自
由
主
義
的
な
教
育
立
法
が
な
さ

れ
て
以
来
、
そ
れ
が
数
多
く
の
学
校
建
設
の
契
機
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
大
学
は
、
「
教
育
と

勉
学
の
自
由
」
下
各

2
5己
下
旬
口
町
，
Z
E巳
け
が
保
証
さ
れ
た
こ
と
で
、
と
り
わ
け
そ
の
医
学

部
が
世
界
的
名
声
を
博
す
る
に
い
た
っ
た
。
ま
た
、
芸
術
は
そ
の
パ
ト
ロ
ン
た
る
富
裕
市
民

層
の
気
前
の
よ
さ
の
お
か
げ
で
十
分
に
花
開
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
と
く
に
造
形
美

術
に
お
い
て
は
、
そ
の
注
文
主
の
富
と
趣
味
と
に
よ
り
、
ゆ
た
か
な
過
ぎ
去
っ
た
時
代
の
理

念
に
さ
か
の
ぼ
ろ
う
と
す
る
「
歴
史
化
さ
れ
た
」
様
式
が
助
長
さ
れ
た
。
建
築
は
リ
ン
ク
・

シ
ュ
ト
ラ

l
セ
の
華
麗
な
建
造
物
に
お
い
て
一
つ
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
築
様
式
の
絵
本
」

ロニ門町円
σ己
の
『
己

g
目印

5
2
0
開
己
円
。
匂
忠
を
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
人
気
画
家
マ
カ
ル

ト
の
や
や
装
飾
過
剰
の
ご
て
ご
て
と
し
た
大
き
な
絵
は
時
代
の
居
住
様
式
に
影
響
を
与
え
た
。

ま
た
、
プ
ル
ク
劇
場
は
ド
イ
ツ
語
圏
内
で
の
第
一
の
舞
台
と
し
て
の
そ
の
ラ
ン
ク
を
維
持
し

た
。
古
ウ
ィ
ー
ン
以
来
の
場
末
の
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
民
衆
劇
は
、
こ
の
階
級
社
会
と
い
う

あ
ら
た
な
社
会
的
条
件
の
も
と
で
は
も
は
や
反
響
を
見
出
す
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
代
わ
っ
て
ヨ

l
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
お
い
て
そ
の
最
大
の
名
作
家
を
見
出
し
た

と
こ
ろ
の
「
黄
金
の
」
オ
ペ
レ

ッ
タ
が
新
ら
し
い
民
衆
演
劇
と
し
て
登
場
し
た
。
魅
惑
的
な

ワ
ル
ツ
と
『
こ
う
も
り
』

E
a
2
5
ω
5
の
刺
激
的
な
パ
ッ
セ

l
ジ
の
中
に
、
大
プ
ル
ジ
ョ
ワ

層
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
生
活
感
情
は
完
全
な
音
楽
的
表
現
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

ゆ
た
か
な
ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
文
化
の
基
盤
に
支
え
ら
れ
て
、
ア
ラ
ー
ム
ス
と
プ
ル
ッ
ク
ナ
ー

は
そ
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
作
曲
し
、
フ

l
ゴ
l
・
ヴ
ォ
ル
フ
は
そ
の
歌
曲
を
作
っ
た
。

だ
が
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
リ
ン
ク
・
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
時
代
」
の
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な

ウ
ィ
ー
ン
と
な
ら
ん
で
、
そ
こ
に
は
今
一
つ
の
あ
ま
り
輝
か
し
く
な
い
ウ
ィ
ー
ン
が
存
し
た
。

そ
れ
は
内
側
の
区
や
近
郊
地
域
に
居
住
し
た
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
層
や
工
場
労
働
者
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
今
一
つ
の
ウ
ィ
ー
ン
は
、
と
り
わ
け
そ
の
拡
が
り
と
住
民
数
に
お
い
て
ま
す

ま
す
増
大
し
て
き
た
。
市
は
は
や
く
も
一
八
七
四
年
、
か
ね
て
ひ
い
き
に
し
て
い
た
十
区
に

あ
た
る
地
域
の
合
併
を
も
っ
て
境
界
線
の
壁
を
こ
え
、
一
八
九
O
年
の
第
二
の
都
市
拡
大
の

さ
い
、
ド
ナ
ウ
川
南
岸
の
す
べ
て
の
近
郊
地
域
を
十
一
区
’
Et
－－’
十
九
区
と
し
て
市
に
編
入
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
の
面
積
は
そ
れ
に
よ
っ
て
五
十
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
百
七
十
八
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
へ
と
増
大
し
、
住
民
の
数
も
百
三
十
六
万
四
千
人
へ
と
上
昇
し
た
。

市
の
経
済
構
造
に
関
し
て
言
え
ば
、
工
場
地
帯
が
移
動
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
漸
次
そ
れ

ウィーン市の歴史（斗

が
「
内
部
地
区
」

E
5
2ロ
回
良
一ユ日ロ

に
お
い
て
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
商
工
業
を
圧
倒
す
る
勢

い
を
示
し
た
。
一
方
「
外
部
地
区
」

E
E
2
2
目。
N
E
S
D
の
工
業
化
へ
の
関
与
も
お
の
や
す
か

ら
拡
大
し
、
一
九
一
O
年
そ
れ
は
は
や
く
も
ウ
ィ
ー
ン
の
工
場
の
四
O
%
を
占
め
る
に
い

た
っ
た
。
そ
の
大
部
分
は
相
変
わ
ら
ず
金
属
部
門
に
属
し
、
そ
れ
は
鉄
道
と
電
力
化
と
モ
ー

タ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
時
代
に
必
要
な
任
務
の
遂
行
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。

前
進
す
る
工
業
化
、
そ
れ
に
大
都
市
の
建
設
活
動
と
市
場
と
が
提
供
し
た
稼
ぎ
の
機
会
は
、

そ
の
後
ウ
ィ
ー
ン
へ
の
移
住
の
嵐
を
誘
い
ょ
せ
た
。
一
九
一
四
年
に
い
た
る
ま
で
再
三
に
わ

た
り
移
住
者
の
大
部
分
を
送
り
出
し
た
の
は
ズ
デ
l
テ
ン
地
方
で
あ
り
、
世
紀
の
変
わ
り
目

こ
ろ
に
は
ウ
ィ
ー
ン
の
住
民
の
二
五
%
が
そ
の
地
の
出
身
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
人
と

な
ら
ん
で
、
そ
の
地
出
身
の
多
く
の
人
々
が
ス
ラ
ヴ
語
説
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
か
れ
ら

は
そ
の
大
多
数
が
下
層
民
衆
に
属
し
た
。
か
れ
ら
は
建
設
産
業
の
補
助
労
働
者
あ
る
い
は
靴

屋
、
洋
服
屋
と
し
て
、
女
達
は
女
中
や
料
理
女
と
し
て
生
活
の
資
を
得
た
。

移
住
者
の
中
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
グ
ル
ー
プ
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
数
は
世
紀

後
半
に
は
一
万
二
千
人
か
ら
十
二
万
人
へ
と
上
昇
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
一
O
年
に
は
ウ
ィ
ー

ン
の
住
民
の
中
で
の
そ
の
割
合
い
が
一
四
・
一
%
に
な
っ
た
。
か
れ
ら
が
市
の
経
済
的
な
ら

び
に
文
化
的
な
生
活
で
獲
得
し
た
異
常
な
影
響
力
は
、
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
一
ヶ
の
狭
量

な
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
結
実
せ
し
め
る
に
い
た
っ
た
。

住
民
の
中
の
も
っ
と
も
幅
広
い
階
層
た
る
一
般
の
人
々
の
生
活
条
件
は
ほ
と
ん
ど
耐
え
が

た
い
程
劣
悪
な
も
の
で
あ
っ
た
。
商
工
業
従
事
者
や
労
働
者
の
毎
日
の
労
働
時
間
は
十

1
十

五
時
間
に
も
な
り
、
そ
の
収
入
は
生
産
高
に
比
し
て
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

ウ
ィ
ー
ン
の
住
民
の
大
部
分
の
人
達
は
月
収
の
三
分
の

一
を
家
賃
と
し
て
支
出
せ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
残
余
を
も
っ
て
は
生
活
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
所
得
の
中
で
の
家
賃
の
割
合
い
の
高
さ
は
、
い
わ
ゆ
る

「古
き
よ

き
時
代
」

mcZHY
巳
Z
ロ
N
巳
汁
の
住
宅
関
係
が
大
て
い
の
ウ
ィ
ー
ン
人
に
と
っ
て
ま
す
ま
す

悪
化
す
る
に
及
ん
で
、
一
層
注
目
に
値
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
住
宅
建
設
の

テ
ン
ポ
が
住
民
数
の
急
激
な
増
加
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、

当
時
の
建
築
法
規
と
家
屋
の
投
機
買
い
が
建
築
面
積
の
最
大
限
の
利
用
を
促
し
｜
｜
大
邸
宅

で
多
く
の
狭
い
採
光
吹
抜
け
が
つ
く
ら
れ
た
代
わ
り
に
ー
に
そ
の
結
果
階
数
が
増
大
し
、
能

う
限
り
多
く
の
小
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
各
階
の
す
べ
て
の
「
通
路
」

c
g
m
に
共
同
の
水

道
と
水
洗
便
所
の
み
が
設
け
ら
れ
る
と
い
う
ひ
ど
い
状
態
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ

け
フ
ァ
ヴ
ォ
リ

l
テ
ン
や
ヘ
ル
ナ
ル
ス
な
ど
の
地
区
に
で
き
た
悪
評
高
き
「
賃
貸
住
宅
」
N
E
E
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第 24号

当
初
の
プ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
リ
ン
ク
・
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
は
、
二
つ
の
凱
旋
門
の
聞
の
王
宮

の
領
域
で
は
、
王
朝
の
理
念
の
崇
高
な
石
造
の
記
念
碑
と
考
え
ら
れ
た
一
ヶ
の
堂
々
た
る
均

衡
の
と
れ
た
形
の
「
カ
イ
ザ
l
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
同
包
括
止

0
2ヨ
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
そ
れ
は
、
リ
ン
ク
・
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
の
一
方
の
側
で
は
荘
重
に
仕
上
げ
ら
れ
た
王
宮

の
レ
オ
ポ
ル
ト
風
の
家
並
と
、
そ
れ
か
ら
リ
ン
ク
の
方
に
向
か
っ
て
突
き
出
た
二
つ
の
王
宮

の
翼
部
回

R
m巴
店
巴
に
よ
り
、
し
か
し
他
方
の
側
で
は
二
つ
の
王
宮
の
翼
部
の
延
長
に
お
い

て
設
け
ら
れ
た
博
物
館
と
す
で
に
存
在
し
た
宮
廷
の
厩
舎
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
る
べ
き
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
堂
々
た
る
「
カ
イ
ザ
l
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
中
心
の
プ
ラ
ン
は
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
沈
み
ゆ
く
現
実
の
ド
ナ
ウ
帝
国
の
勢
力
と
矛
盾
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
皇
帝
の

控
え
目
な
生
活
ス
タ
イ
ル
と
も
合
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
豪
華
な
宮
廷
博
物
館
こ
そ

実
現
し
た
が
、
市
門
の
後
の
英
雄
広
場
の
と
こ
ろ
で
は
一
九
二
二
年
ま
で
に
新
王
宮

Z
2ぬ

出。

B
Z認
の
み
が
完
成
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
王
統
は
は
や
く
も

そ
の
五
年
後
に
は
退
位
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
リ
ン
ク
の
中
の
「
王
朝
的
」

区
域
は
一
ヶ
の
断
片
た
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

や
や
お
く
れ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の
著
名
な
自
由
主
義
的
市
長
カ
エ
タ
ン
・
フ
エ
ル
ダ
1
博
士

が
皇
帝
に
対
し
て
パ
レ
ー
ド
場
の
譲
渡
と
売
却
を
説
き
勧
め
た
後
に
は
じ
め
て
、
国
家
と
市

の
公
共
建
造
物
の
た
め
の
空
間
、
そ
し
て
第
三
の
、
リ
ン
ク
・
シ
ュ
ト
ラ
l
セ
の
「
政
治
的

な
」
地
区
の
た
め
の
領
域
が
確
定
し
た
。
一
八
七
三
年
、
万
国
博
の
年
に
、
か
つ
て
の
パ
レ
ー

ド
場
の
跡
地
に
国
会
議
事
堂
、
市
庁
そ
れ
に
大
学
を
建
設
す
る
た
め
の
礎
石
が
据
え
ら
れ
た
。

そ
し
て
一
八
七
九
年
に
は
、
外
の
市
門
の
傍
、
す
で
に
工
事
が
か
な
り
進
捗
し
て
は
い
た
が

ま
だ
足
場
が
組
ま
れ
て
い
た
右
の
三
つ
の
建
物
の
あ
る
建
築
現
場
の
近
く
で
、
有
名
な
画
家

マ
カ
ル
ト
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
祝
祭
行
列
が
催
さ
れ
、
市
民
層
の
経
済
的
重
要
性
が
明
白

に
誇
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
八
八
三
年
に
な
っ
て
そ
れ
は
よ
う
や
く
完
成
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
さ
い
、
自
信
の
あ
る
市
行
政
当
局
は
そ
の
豪
華
な
建
物
た
る
市
庁
舎
を
、
前
面
に
市
庁

舎
広
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
ン
ク

・
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
か
ら
離
し
、
効
果
的
に
目
立
た

せ
る
よ
う
に
し
た
。

一
八
八
八
年
新
プ
ル
ク
劇
場
が
開
設
さ
れ
、

マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
記
念
像
の
除
幕
式
が
行

な
わ
れ
た
と
き
、
リ
ン
ク
・
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
の
代
表
的
な
三
つ
の
弓
形
の
部
分
は
カ
イ
ザ

l

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
除
き
ほ
ぽ
仕
上
げ
ら
れ
た
。
す
で
に
一
八
七
九
年
、
北
西
部
に
は
フ
ォ

l
テ
ィ

フ
教
会
が
軍
の
埋
葬
教
会
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
さ
ら
に
内
市
を
西
方
な

ら
び
に
北
西
の
近
郊
と
連
絡
す
べ
き
交
通
輸
送
上
の
要
点
と
し
て
フ
ォ

l
テ
ィ
フ
広
場
が
設
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け
ら
れ
、
そ
れ
に
接
続
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
と
と
も
に
、
リ
ン
ク
は
ヴ
ォ
ル
ツ
ァ

イ
レ
と
シ
ヨ
ツ
テ
ン
門
と
の
間
だ
け
に
限
っ
て
豪
華
街
路
に
形
づ
く
る
こ
と
で
満
足
せ
ざ
る

を
え
ぬ
仕
儀
に
た
ち
い
た
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
シ
ヨ
ツ
テ
ン
門
と
ヴ
ォ
ル
ツ
ァ
イ
レ

の
彼
方
、
シ
ヨ
ツ
テ
ン
リ
ン
ク
の
方
面
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ

l
ゼ
フ
兵
舎
を
と
り
こ
わ

し
た
後
は
シ
ュ
ト
ゥ

l
べ
ン
リ
ン
ク
の
方
に
ま
で
も
、
沢
山
の
様
式
不
統
一
の
下
層
民
衆
向

の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
リ
ン
ク
の
こ
の
部
分
に
対
し
て
、

北
方
で
リ
ン
ク
・
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
の
屈
曲
部
の
間
隙
を
埋
め
た
と
こ
ろ
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー

ゼ
フ
波
止
場
付
近
と
全
く
同
様
に
、
都
市
景
観
と
し
て
は
き
わ
め
て
殺
風
景
な
印
象
を
与
え

た。
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
層
は
こ
の
豪
華
街
路
に
対
し
て
殻
誉
両
面
に
わ
た
り
非
常
に
ま
ち
ま
ち

な
評
価
を
与
え
た
。
あ
る
者
は
、
首
都
の
輝
か
し
い
街
路
に
つ
い
て
の
誇
り
が
ド
ナ
ウ
帝
国

の
没
落
の
悲
哀
に
対
し
て
の
償
い
を
な
す
も
の
と
み
た
。
こ
れ
に
反
し
、
他
の
者
は
「
無
用

な
」
街
路
に
対
し
て
冷
酷
な
批
判
を
行
な
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
内
市
に
と
っ

て
重
要
な
迅
速
交
通
と
通
過
交
通
を
乱
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
た

内
市
の
狭
苦
し
さ
を
永
続
化
さ
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

嵐
の
よ
う
な
経
済
的
発
展
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
市
民

層
の
富
と
は
、
自
由
主
義
的
な
市
の
行
政
当
局
を
し
て
、
「
都
市
拡
大
」
の
ほ
か
に
も
、
さ
ら

に
二
つ
の
大
い
な
る
力
強
い
建
設
計
画
を
実
現
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
。
ウ
ィ
ー
ン

は
、
十
九
世
紀
に
い
た
る
ま
で
再
三
再
四
コ
レ
ラ
や
チ
ブ
ス
な
ど
の
伝
染
病
の
襲
来
を
蒙
っ

た
。
そ
の
理
由
は
飲
料
水
が
清
浄
で
な
か
っ
た
こ
と
に
帰
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
八

六
九
年
か
ら
一
八
七
三
年
に
い
た
る
ま
で
の
問
、
ラ
ッ
ク
ス
山
お
よ
び
雪
山
地
域
の
高
処
に

あ
る
水
源
か
ら
清
浄
な
水
を
集
め
、
そ
れ
を
ウ
ィ
ー
ン
に
ひ
く
た
め
の
最
初
の
高
地
水
源
給

水
田
。
♀

ρ
5
＝g者
自
由
。
円
］

o
x
s
m
設
備
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
危
険
な
流

行
病
が
後
退
し
、
死
亡
者
数
が
半
減
し
た
こ
と
で
、
給
水
の
国
民
健
康
上
の
価
値
が
即
座
に

示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
計
画
は
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
ド
ナ
ウ
川

制
禦
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
二
方
で
は
低
地
の
近
郊
都
市
が
一
八
三

O
年
と

一
八
六
二
年
に
遭
遇
し
た
ご
と
き
出
水
で
氾
濫
す
る
と
い
う
災
厄
を
免
が
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
他
方
で
は
四
つ
の
大
き
な
ド
ナ
ウ
分
流
の
代
わ
り
に
商
船
航
行
用
の
港
を
も
っ
別
の
流

れ
を
通
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
ス
エ
ズ
運
河
の
建
設
に
直
接
参
加
し
た
フ
ォ
ン
・

フ
ィ
ル
メ
ン
の
育
成
の
も
と
で
、
一
八
七
五
年
五
月
に
い
た
る
ま
で
五
年
間
か
け
て
、
ド
ナ

ウ
川
の
た
め
に
ヌ
ス
ド
ル
フ
と
フ
イ
ツ
シ
ュ
ア
ー
メ
ン
ト
と
の
間
二
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
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た
。
こ
の
住
民
数
増
大
の
原
因
は
と
り
わ
け
ズ
デ
l
テ
ン
地
方
か
ら
の
大
量
移
住
に
求
め
る

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
土
着
民
と
移
住
民
と
の
間
の
人
口
比
率
は
一
八
五
七
年
の
五

O

一
五

O
か
ら
一
八
八

O
年
に
は
三
五

一
六
五
へ
と
変
わ
っ
た
。

一
八
五

O
年
の
最
初
の
都
市
拡
大
は
、
内
市
と
あ
ら
た
に
合
併
さ
れ
た
郊
外
地
区
と
を
結

合
さ
せ
る
と
い
う
力
強
い
都
市
計
画
上
の
問
題
を
投
げ
か
け
た
。
ま
ず
、
永
年
に
わ
た
っ
て

論
議
の
中
心
を
な
し
た
の
は
つ
ね
に
内
市
の
部
分
を
と
り
囲
ん
で
い
た
幅
広
い
室
塁
帯

四
民

g巳
mEMmω
閃
広
三
巴

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
プ
ル
ジ
ョ
ワ
層
に
と
っ
て
は
と
り

払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
巨
大
な
交
通
障
害
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
と
も

に
、
自
由
に
伸
び
て
い
っ
た
お
よ
そ
二
六

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
「
要
塞
線
」
の
包
括
的

な
平
面
は
街
路
に
充
て
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
住
宅
難
の
緩
和
の
た
め
に
新
ら
し
い
住
宅

区
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
た
。
他
方
で
は
、
軍
隊
の
た
め
に
、
ま
た
革
命
の
さ
い
に
進

撃
す
る
郊
外
や
近
郊
の
住
民
か
ら
内
市
を
防
衛
す
る
た
め
に
従
来
通
り
の
状
態
で
持
続
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
こ
れ
に
対
立
し
た
。
結
局
、
最
後
の
決
定
は
皇
帝
自
身
に

よ
っ
て
下
さ
れ
た
。
か
れ
は
一
八
五
七
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
、
市
の
城
壁
は
室
塁
と
と

も
に
と
り
こ
わ
さ
れ
、
濠
は
埋
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
命
令
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
か

れ
は
、
内
市
を
郊
外
地
区
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
居
城
都
市
、
帝
国
首
都
の
規
制

と
美
化
と
が
考
慮
さ
れ
る
」
こ
と
を
要
求
し
た
。
｜
｜
そ
し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
、
都
市
計
画

の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
た
。
ー
ー
そ
の
当
時
未
だ
自
ら
を
専
制
的
支
配
者
と

感
じ
て
い
た
若
い
皇
帝
は
、
新
ら
し
い
輝
か
し
い
ウ
ィ
ー
ン
を
そ
の
中
央
集
権
的
に
統
治
さ

れ
た
統
一
国
家
の
中
心
た
ら
し
め
よ
う
と
欲
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
都
市
拡
大
」

ω
Z岳
青
毛
色
Z
E
円
高
と
名
付
け
ら
れ
た
力
強
い
建
設
計
画
の
た
め
の

準
備
は
迅
速
に
進
め
ら
れ
た
。
は
や
く
も
一
八
五
八
年
に
は
、

「リ
ン
ク
」
同
E
m
の
設
計
を
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
で
五
十
七
メ
ー
ト
ル
幅
の
並
木
路
と
し
、
そ
の
両
側
の
建
造
物
の
列

び
を
円
形
に
約
九
百
の
対
象
物
を
も
っ
て
充
当
す
る
よ
う
計
画
し
た
「
都
市
拡
大
プ
ラ
ン
」

ω
E骨
句
巧
巴
百
円
E
mω
匂

E
ロ
が
許
可
さ
れ
た
。
国
家
や
市
の
公
共
建
造
物
の
建
築
費
は
、
斜
堤

の
土
の
売
却
代
金
を
充
て
ら
れ
た
「
都
市
拡
大
基
金
」
ω
Z岳
2
4
2
－Z
E口
問
え

oE
ωか
ら
支

弁
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
一
方
、
高
位
貴
族
と
大
プ
ル
ジ
ョ
ワ
層
は
、
リ
ン
ク
の
街
路
帯

に
自
己
資
金
で
身
分
相
応
の
邸
宅
を
建
設
す
る
よ
う
誘
わ
れ
た
。

要
塞
地
帯
の
撤
去
作
業
は
、
一
八
五
八
年
三
月
二
十
九
日
、
「
破
壊
業
者
の
親
方
」
出
R
円

カ
ス
ガ
イ

ロ
g
gZ2
0司
が
最
初
ド
ナ
ウ
運
河
の
近
く
の
ロ

l
テ
ン
ト
ゥ
ル
ム
隼
塁
に
そ
の
鑓
を
打
ち

込
ん
だ
と
き
に
始
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
ヴ
ォ
ル
ツ
ァ
イ
レ
の
傍
で
は
お
の
ず
か
ら
リ
ン
ク
・

-20-

シ
ュ
ト
ラ

l
セ
の
構
想
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
は
や
く
も
一
八
六
五
年
五
月
一

日
に
皇
帝

は
ブ
ル
ク
門
に
い
た
る
ま
で
の
そ
の
建
設
計
画
の
最
初
の
断
面
図
を
公
開
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
し
て
、
周
年
の
う
ち
に
、
こ
の
リ
ン
ク

・
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
の
部
分
の
建
設
も
ほ
と
ん

ど
終
わ
っ
た
。

し
か
し
、
痛
ま
し
い
こ
と
に
、
皇
帝
が
リ
ン
ク

・
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
の
建
設
に
向
け
た
折
角

の
大
き
な
政
治
的
使
命
も
、
し
だ
い
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
家
の
政
治
的
現
実
に
予
盾
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
リ
ン
ク

・
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
帯
が
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
っ

た
問
、
ウ
ィ
ー
ン
は
少
し
ず
つ
政
治
的
重
要
性
を
失
な
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
五

九
年
の
敗
北
は
イ
タ
リ
ア
の
財
産
の
喪
失
を
招
い
た
。
そ
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
を
小
さ
く
な
っ

た
帝
国
の
首
都
た
ら
し
め
た
。
一
八
六
六
年
の
ケ

l
ニ
ヒ
グ
レ

l
ツ
の
決
着
と
一
八
七
一
年

の
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立
は
、
ド
イ
ツ
の
言
語
圏
に
お
け
る
ウ
ィ
ー
ン
の
位
置
が
漸
次
ベ
ル
リ

ン
に
凌
駕
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
生
ぜ
し
め
た
。
ま
た
、
一
八
六
七
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の

ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
の
実
現
は
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
を
し
て
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
野
心
的
な
ラ
イ
バ

ル
た
る
の
位
置
に
立
た
し
め
る
に
い
た
っ
た
。
そ
し
て
、
お
そ
く
と
も
一
八
九
七
年
以
後
、

「
ラ
イ
タ
川
以
西
の
帝
国
一
半
部
」

巳
ω

－Z5
2

－RZ
同
色。

z
g一止
め
に
居
住
す
る
ス
ラ
ヴ

系
諸
民
族
は
、
民
族
間
の
争
い
の
中
で
、
も
は
や
都
市
ウ
ィ
ー
ン
を
プ
ラ
ハ
、
ク
ラ
ク
フ
や

7
グ
ラ
ム
と
並
ぶ
位
置
に
評
価
づ
け
よ
う
と
ず
ら
し
た
の
で
あ
る
。

一
八
六

O
年
以
来
リ
ン
ク

・
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
の
沿
道
で
も
、
ヴ
ォ
ル
ツ
ァ
イ
レ
と
パ

l
ベ

ン
ベ
ル
ガ

l
街
路
と
の
聞
の
区
間
の
み
が
ま
さ
し
く
住
居
で
縁
ど
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
あ
る
意
味
で
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
迅
速
に
完
成
し
た
街
路

の
そ
れ
以
外
の
い
か
な
る
場
所
に
お
い
て
も
｜
1

フ
ラ
ン
ツ

・
ヨ
l
ゼ
フ
兵
舎
の
前
面
の
地

で
も
、
王
宮
や
パ
レ
ー
ド
場
の
敷
地
の
近
く
で
も
｜
｜
、
自
己
資
金
を
も
っ
て
身
分
相
応
の

住
宅
を
建
て
る
た
め
に
宅
地
を
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
よ
う
に

し
て
、
二
つ
の
も
っ
と
も
勢
力
の
あ
る
階
層
に
所
属
し
た
人
々
が
こ
の
地
に
定
住
し
、
そ
こ

で
は
、
高
位
貴
族
が
一
八
六
二
年
に
開
場
し
た
市
立
公
園
の
隣
人
達
、
大
プ
ル
ジ
ョ
ワ
、
工

業
家
、
銀
行
家
や
商
店
主
、
さ
ら
に
す
で
に
一
八
六

一
年
に
建
築
さ
れ
た
オ
ペ
ラ
劇
場
の
周

辺
の
人
々
を
招
き
ょ
せ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
た
。
こ
の
リ
ン
ク

・
シ
ュ
ト
ラ
1
セ
沿

道
の

「私
的
な
」
住
宅
地
区
の
中
央
部
を
成
し
た
の
が
、
南
東
か
ら
内
市
の
方
に
向
か
う
街

路
を
集
結
す
べ
き
典
型
的
な
交
通
広
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た
シ
ュ
ヴ
ア
ル
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク
広

場
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
オ
ペ
ル
ン
交
差
点
と
い
う
も
う
一
つ
の
重
要
な
交
通
点
が
で
き
た

が
、
そ
れ
は
す
で
に
盛
期
中
世
以
来
南
方
へ
の
通
商
路
が
市
を
離
れ
る
地
点
で
あ
っ
た
。

ウィーン市の歴史（斗



ぃ
、
市
会
は
自
治
に
つ
い
て
信
奉
し
て
い
る
こ
と
を
告
白
し
た
。
し
か
し
、
合
併
問
題
に
つ

い
て
は
、
近
郊
地
域
を
除
外
し
、
今
日
の
二
区
か
ら
九
区
ま
で
の
地
域
を
成
す
三
十
三
の
郊

外
の
町
村
の
み
を
合
併
す
る
と
い
う
道
を
選
ん
だ
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
「
災
い
に
充
ち
た
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
居
住
地
域
を
市
内
に
編
入
す
る
こ
と
の
危
険
」
を
お
そ
れ
る
と
と
も
に
、

「
地
方
選
挙
」
の
た
め
の
余
分
な
支
出
と
「
軍
隊
の
世
話
」
を
避
け
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ

ヲ
Q

。

第 24号

こ
の
よ
う
な
決
定
は
当
時
の
市
会
の
社
会
的
構
成
か
ら
お
の
ず
か
ら
説
明
さ
れ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
市
の
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
層
が
決
議
し
た
選
挙
制
度
に
起
因
す
る
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
選
挙
制
度
は
、
選
挙
権
の
範
囲
を
租
税
納
入
額
に
基
づ

く
等
級
付
け
や
セ
ン
サ
ス
（
財
産
に
よ
る
市
民
の
評
価
）
に
依
存
し
て
決
定
し
、
ふ
た
た
び

も
っ
と
も
富
ん
だ
人
々
を
政
治
的
に
優
越
せ
る
階
層
た
ら
し
め
る
べ
く
僅
か
六
千
人
と
い
う

少
数
の
裕
福
な
市
民
の
み
に
限
定
す
る
に
い
た
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
制
度
で
は
、
選

挙
民
は
、
そ
の
財
産
額
に
基
づ
い
て
三
つ
の
異
な
っ
た
選
挙
団
体
す
な
わ
ち
ク
リ
ア

同
ロ
ユ

g

で
選
挙
し
、
第
一
ク
リ
ア
の
非
常
に
数
の
少
な
い
裕
福
な
人
々
が
第
三
ク
リ
ア
の
数
の
多
い

貧
し
い
人
々
と
全
く
同
数
の
議
員
を
市
会
に
送
り
出
す
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
選
挙
法
の
お
か
げ
で
自
由
主
義
的
な
大
プ
ル
ジ
ョ
ワ
層
は
、
四
十
年
以
上
も
の
永
き

に
わ
た
り
、
ウ
ィ
ー
ン
の
市
会
で
の
支
配
権
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
ウ
ィ
ー

ン
を
自
治
的
に
運
営
し
よ
う
と
い
う
希
望
は
は
や
く
も
一
八
五
一
年
に
は
幻
滅
さ
せ
ら
れ
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
新
絶
対
主
義
の
時
代
（
一
八
五
一

i
五
九
）
に
は
自
治
体
の
自
治
性
も

お
の
ず
か
ら
制
約
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
低
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
知
事
は
、
ず
っ
と
以
前
か
ら

世
襲
領
に
属
し
た
ウ
ィ
ー
ン
の
市
会
に
対
す
る
監
督
権
を
保
持
し
て
い
た
の
で
、
か
れ
は
、

市
会
の
す
べ
て
の
会
議
に
出
席
し
た
そ
の
官
史
を
通
じ
て
非
常
に
抑
圧
的
に
市
政
を
監
視
し

た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
一
八
五
九
年
イ
タ
リ
ア
の
戦
場
で
蒙
っ
た
敗
北
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
、

皇
帝
は
、
自
由
主
義
の
精
神
に
お
い
て
「
立
憲
主
義
の
方
向
に
譲
歩
す
る
こ
と
」
を
認
め
た
。

そ
の
結
果
、
一
八
六
一
年
の
二
月
勅
令
は
ふ
た
た
び
都
市
の
自
治
を
許
容
し
た
。
中
央
行
政

と
の
聞
に
き
っ
ち
り
し
た
境
界
線
が
引
か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
五
二
六
年
の
「
都
市

規
制
」
日
包
ぢ
丘
ロ

E
mが
廃
止
さ
れ
、
一
二
世
紀
以
上
を
へ
て
自
治
体
行
政
が
ふ
た
た
び
持
続

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ウ
ィ
ー
ン
に
と
っ
て
一
つ
の
進
歩
を
意
味
し
た
。

当
時
、
政
治
的
領
域
に
つ
い
て
と
全
く
同
様
経
済
的
な
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
国
家
の
立
法

は
自
由
主
義
的
な
大
プ
ル
ジ
ヨ
ワ
の
関
心
に
沿
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
八
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五
九
年
の
商
工
業
規
制
は
、
自
由
主
義
的
な
経
済
学
説
の
影
響
の
も
と
に
あ
ら
ゆ
る
生
産
を

阻
害
す
る
古
来
の
ツ
ン
フ
ト
規
制
の
残
津
を
廃
止
し
、
完
全
な
商
工
業
の
自
由
を
告
知
し
た
。

「
飢
え
た
四
十
年
」
の
後
、
経
済
は
飛
躍
的
に
発
展
し
、
「
実
り
の
多
い
七
年
」
に
は
そ
の
頂

点
に
達
し
た
。
そ
の
好
景
気
は
一
八
六
七
年
に
始
ま
っ
た
が
、
企
業
創
立
者
の
熱
狂
と
抑
制

の
な
い
投
機
活
動
の
結
果
と
し
て
、
「
株
式
恐
慌
」回。

a
g
w
g与
が
お
こ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
イ
ン
チ
キ
た
る
と
堅
実
た
る
と
を
問
わ
ず
無
数
の
会
社
が
倒
産
し
て
下
層
民
衆
の
聞
に
失

業
と
生
活
困
窮
を
生
ず
る
に
い
た
っ
た
一
八
七
三
年
に
は
突
然
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
経
済
的
後
退
に
加
え
て
三
千
人
も
の
人
命
を
奪
い
と
っ
た
コ
レ
ラ
の
蔓
延
も
ま
た
、

残
念
な
こ
と
に
、
同
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
プ
ラ
l
タ
l
の
大
展
示
会

場
の
真
ん
中
に
円
形
の
建
物
が
設
け
ら
れ
た
「
万
国
博
覧
会
」
巧
巳

Z
5
ω
z
－Zロ
m
の
成
果
を

損
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
四
年
の
聞
苦
し
い
危
機
の
時
代
が
つ
づ
い
た
。
そ
し
て
、
経
済
は
ふ
た
た
び
回
復

し
、
次
の
八
年
の
聞
に
そ
の
第
二
の
頂
点
を
体
験
し
た
。
そ
の
こ
と
の
明
白
な
し
る
し
は
何

よ
り
も
ま
ず
ウ
ィ
ー
ン
の
工
業
化
の
進
行
で
あ
っ
た
。
工
場
の
数
は
、
同
時
期
に
成
長
せ
る

経
営
規
模
の
等
し
い
も
の
の
み
を
と
っ
て
み
て
も
、
一
八
八

O
年
と
一
八
八
八
年
の
問
で
は

一
二
七
六
か
ら
一
二
六
六
へ
と
上
昇
し
た
。
世
紀
の
前
半
期
に
は
な
お
つ
ね
に
織
物
工
業
が

優
勢
で
あ
っ
た
が
、
今
や
金
属
加
工
業
が
そ
れ
に
代
わ

っ
た
。
織
物
工
業
は
そ
の
後
七
区
に

集
中
し
た
が
、
そ
れ
に
反
し
最
初
は
南
方
の
郊
外
地
区
に
住
み
つ
い
た
金
属
加
工
業
は
し
だ

い
に
西
方
の
近
郊
に
お
け
る
「
境
界
線
」
ピ
E
o
の
彼
方

へ
と
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
ま
ず
ま
ず
大
企
業
化
す
る
様
相
を
う
か
が
わ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
工

業
化
の
進
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
ィ
ー
ン
で
の
商
品
生
産
は
そ
れ
程
の
経
済
的
重
要
性
を

も
ち
つ
づ
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ン
は
今
や
一
つ
の
別
の
意
味
で
君
主
国

の
経
済
の
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
国
家
の
最
大
の
銀
行
と
君
主
国
の
工
業
経
営
を
監

督
す
る
行
政
官
庁
が
座
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ン
は
商
業
貿
易
の
た
め

の
商
品
の
主
要
な
積
み
替
え
場
所
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
工
業
は
世
紀
半
ば
に
い
た

る
ま
で
は
本
質
的
に
は
外
国
の
資
本
や
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
企
業
家
、
特
殊
労
働
者
ら
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
や
ウ
ィ
ー
ン
は
、
そ
の
銀
行
の
投
資
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト

と
専
門
家
の
技
術
的
知
識
と
を
も
っ
て
、
国
家
の
未
開
発
領
域
で
の
工
業
化
を
促
進
す
る
と

い
う
機
能
を
も
つ
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

経
済
の
発
展
は
市
の
住
民
数
の
確
実
な
増
大
、
具
体
的
に
は
一
八
五

O
年
の
四
十
三
万
一

千
人
か
ら
一
八
九

O
年
に
は
八
十
一
万
七
千
人
と
ほ
ぽ
倍
増
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
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し
ば
ら
く
の
間
市
民
層
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
が
互
い
に
独
立
し
て
離
れ
る
か
ま
た
は
相

対
立
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
七
月
十
日
に
は
普
通
選
挙
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
立
憲
帝
国

議
会
が
冬
季
乗
馬
学
校
に
召
集
さ
れ
、
自
由
主
義
精
神
の
も
と
に
す
ば
ら
し
い
政
治
活
動
が

行
な
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
き
、
市
民
革
命
は
そ
の
主
た
る
目
標
を
達
成
し
た
。
こ
の
週
に

は
、
ウ
ィ
ー
ン
は
成
功
せ
る
市
民
革
命
の
場
と
し
て
一
時
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ら
び
に
ド
イ

ツ
連
邦
内
で
の
特
別
の
勢
望
を
享
受
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
経
済
的
な
欲
求
が
ま
だ
達
成

さ
れ
な
か
っ
た
下
層
階
級
は
依
然
と
し
て
革
命
活
動
を
つ
づ
け
て
い
た
。
政
府
は
夏
に
約
二

万
人
の
失
業
者
を
プ
ラ

l
タ
l
で
の
臨
時
作
業
に
雇
っ
て
賃
金
を
支
払
っ
た
が
、
そ
れ
を
す

み
や
か
に
削
減
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
慎
激
せ
る
労
働
者
達
が
狩
猟
通
り
（
今

日
の
プ
ラ

1
タ
l
通
り
）
を
通
っ
て
内
市
の
方
に
行
進
し
て
き
た
と
き
、
ウ
ィ
ー
ン
市
民
層

の
武
装
勢
力
た
る
国
民
衛
兵
が
か
れ
ら
に
立
ち
向
か
っ
た
。
そ
れ
が
八
月
十
二
日
の
流
血
の

「
プ
ラ

l
タ
1
の
戦
闘
」
司
E
Z
B♀
E
♀
円
で
あ
り
、
そ
の
後
小
市
民
層
は
労
働
者
の
急
進

主
義
と
断
交
す
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
、
十
月
、
皇
帝
軍
が
ウ
ィ
ー
ン
の
革
命
運
動
の
運

命
を
左
右
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
革
命
を
打
倒
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
ウ
ィ
ー
ン
住
民
層

の
す
べ
て
は
ふ
た
た
び
結
合
し
た
。
が
、
そ
の
折
お
こ
っ
た
国
防
大
臣
の
暗
殺
は
、
そ
の
間

べ
l
メ
ン
と
イ
タ
リ
ア
の
民
族
的
反
乱
に
対
す
る
勝
利
に
よ
っ
て
地
位
が
高
め
ら
れ
た
皇
帝

家
に
対
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の
革
命
運
動
を
も
武
力
で
鎮
圧
す
べ
き
恰
好
の
名
目
を
与
え
て
く

れ
た
も
の
と
い
え
る
。
ヴ
ィ
ン
デ
シ
ュ
グ
レ

l
ツ
公
の
最
高
指
揮
の
も
と
で
ウ
ィ
ー
ン
の
守

備
隊
や
イ
ェ
ラ
チ
ッ
チ
将
軍
配
下
の
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
連
隊
な
ど
の
皇
帝
軍
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
た
十
万
人
以
上
の
包
囲
軍
は
ウ
ィ
ー
ン
の
南
方
に
集
結
さ
れ
た
。
三
万
五
千
人
の
武
装
せ

る
市
民
軍
の
ほ
か
一
般
市
民
、
学
生
や
労
働
者
達
が
そ
れ
に
対
抗
し
た
。
十
月
二
十
六
日
に

包
囲
軍
は
市
に
対
し
て
砲
火
を
聞
い
た
。
同
時
に
歩
兵
部
隊
が
南
東
部
か
ら
レ
オ
ポ
ル
ト

シ
ュ
タ
ッ
ト
や
ラ
ン
ト
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
な
ど
の
炎
上
し
て
い
る
近
郊
に
侵
入
し
た
。
そ
し
て
、

西
部
で
は
労
働
者
地
区
を
通
っ
て
境
界
壁
に
い
た
る
ま
で
の
空
間
で
戦
い
が
行
な
わ
れ
た
。

十
月
十
三
日
に
は
包
囲
軍
は
三
時
間
に
及
ぶ
砲
撃
の
後
市
門
に
突
進
し
、
そ
の
後
ま
も
な
く

ウ
ィ
ー
ン
は
か
れ
ら
の
手
に
お
ち
た
。

国
民
衛
兵
の
司
令
官
た
る
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
・
メ
ッ
セ
ン
ハ
ウ
ザ

l
は
軍
法
会
議
の
手
続
き

を
へ
た
後
市
の
濠
で
射
殺
さ
れ
、
二
十
五
人
の
革
命
派
の
人
々
は
首
を
例
ね
ら
れ
、
約
五
百

人
が
禁
鋼
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
の
住
民
と
り
わ
け
郊
外
地
区
や
近
郊
に
住
む
労
働

者
と
小
市
民
は
軍
隊
の
暴
力
行
為
に
苦
し
め
ら
れ
た
。

革
命
に
対
す
る
軍
隊
の
勝
利
の
後
若
き
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ

l
ゼ
フ
一
世
が
一
八
四
八
年

ウィーン市の歴史仁）

十
二
月
に
帝
位
に
即
い
た
と
き
、
ウ
ィ
ー
ン
に
と
っ
て
の
一
つ
の
新
ら
し
い
エ
ポ
ッ
ク
、
勿

論
偉
大
な
ド
ナ
ウ
帝
国
の
没
落
前
の
最
後
の
き
ら
め
き
の
時
代
が
は
じ
ま
っ
た
。

皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ

l
ゼ
フ
一
世
治
下
の
ウ
ィ
ー
ン

皇
帝
の
軍
隊
が
ウ
ィ
ー
ン
の
革
命
に
さ
い
し
て
、
ま
た
ス
ラ
ヴ
的
、
イ
タ
リ
ア
的
な
ら
び

に
ハ
ン
ガ
リ
ー
的
な
帝
国
の
構
成
部
分
の
各
地
で
の
戦
い
に
お
い
て
か
ち
と
っ
た
勝
利
は
、

な
お
七
十
年
間
に
も
及
ぶ
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
の
存
続
を
可
能
な
ら
し
め
た
。
そ
の
大
部
分

が
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ

l
ゼ
フ
一
世
の
治
世
（

一
八
四
八

i
一
九
一
六
）
と
重
な
り
合
う
と

こ
ろ
の
こ
の
時
期
に
、
ド
ナ
ウ
君
主
国
は
す
べ
て
の
民
族
が
一
つ
の
大
国
家
の
中
で
安
全
に

存
立
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
と
と
も
に
、
か
れ
ら
に
対
し
て
経
済
的
、
社
会
的
な
ら
び
に
文

化
的
な
向
上
を
は
か
ら
せ
る
べ
く
つ
と
め
た
。
さ
ら
に
そ
の
上
、
反
乱
を
お
こ
し
た
ウ
ィ
ー

ン
を
一
八
四
九
年
に
は
ふ
た
た
び
「
帝
国
の
中
心
地
、
中
央
権
力
の
所
在
地
」
と
し
て
認
可

し
た
が
、
そ
の
結
果
、
こ
の
五
千
三
百
万
人
の
住
民
を
も
っ
国
家
の
中
心
に
あ
る
首
都
、
王

宮
所
在
地
た
る
ウ
ィ
ー
ン
は
、
経
済
的
な
ら
び
に
文
化
的
な
繁
栄
を
享
受
す
る
と
と
も
に
、

都
市
像
が
完
全
に
変
貌
す
る
時
代
を
体
験
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
四
八
年
の
革
命
の
直
後
、
勿
論
ウ
ィ
ー
ン
を
支
配
し
た
の
は
軍
隊
に
よ
る
「
サ
ー
ベ

ル
体
制
」

ω与
巴
円
高
百
∞
で
あ
っ
た
。
市
は
五
年
の
聞
は
軍
隊
に
よ
る
包
囲
体
制
下
に
お
か

れ
、
軍
政
長
官
が
そ
の
行
政
の
頂
点
に
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
王
朝
と
軍
隊
と
が
そ
の
「
不
穏

な
ウ
ィ
ー
ン
」

B
E
Y－
唱
巧
ぽ
ロ
を
軍
事
力
の
統
制
下
に
お
こ
う
と
つ
と
め
た
。
内
市
の
周

辺
に
は
防
備
を
施
さ
れ
た
二
つ
の
基
地
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ウ
ィ
ー
ン
川
と
ド
ナ
ウ
運

河
の
合
流
点
付
近
に
所
在
し
た
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ

l
ゼ
フ
兵
舎
と
ロ
ッ
サ
ウ
ア
ー
ラ
ン
ト
に

あ
っ
た
ル

1
ド
ル
フ
兵
舎
で
あ
る
。
そ
し
て
、
斜
堤
の
上
に
あ
っ
た
パ
レ
ー
ド
場
を
、
軍
隊

を
集
結
す
る
場
と
し
て
、
ま
た
人
口
の
多
い
郊
外
地
区
や
近
郊
に
向
か
っ
て
の
射
撃
の
場
と

し
て
存
続
せ
し
め
た
。
さ
ら
に
、
ベ
ル
ヴ
ェ
デ

l
レ
城
の
背
後
の
戦
略
上
の
要
地
た
る
高
処

に
は
、
兵
営
や
軍
需
工
場
と
し
て
、
な
ら
び
に
革
命
が
お
こ
っ
た
さ
い
の
軍
事
的
防
塁
と
し

て
役
立
つ
こ
と
に
な
る
「
兵
器
庫
」
〉

3
8巳
が
設
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
と
同
じ
こ
ろ
、
「
自
由
な
国
家
の
基
礎
は
自
由
な
自
治
体
」
で
あ
る
べ
し
と

規
定
し
た
一
八
四
九
年
の
自
治
体
法
に
し
た
が
っ
て
、
一
時
的
に
は
ウ
ィ
ー
ン
に
自
由
を
許

容
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
向
も
存
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
五

O
年
に
選
挙
さ
れ
た
市
会
は

都
市
自
治
体
の
自
治
的
な
活
動
を
準
備
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
郊
外

地
域
や
境
界
壁
の
彼
方
の
近
郊
の
町
村
の
合
併
問
題
を
も
決
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
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直
な
並
木
路
が
つ
く
ら
れ
、
市
の
周
わ
り
の
堀
の
縁
に
白
楊
樹
が
植
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
十

八
世
紀
末
の
平
和
な
十
年
の
聞
に
は
幅
広
い
「
要
塞
線
」
司

2
z
g
z
g
ω
3
3ロ
が
そ
の
軍
事

的
・
拒
否
的
な
性
格
を
失
な
う
と
い
う
こ
と
に
多
く
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。
今
や
フ
ラ
ン
ス

と
の
戦
争
が
終
わ
っ
た
後
、
都
市
が
も
は
や
要
塞
と
し
て
の
価
値
を
も
た
な
く
な
る
や
否
や
、

皇
帝
は
、
稜
室
の
高
い
処
の
平
面
を
、
そ
れ
が
乳
牛
飼
養
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
限

り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
人
に
交
付
し
た
。
そ
の
二
十
年
後
に
は
、

城
の
稜
室
の
上
に
民
衆
庭
園
〈
o－z
m
R
Z口
、
獅
子
稜
室
戸
α巧
巳
Z
2
E
の
上
に
は
人
気
の

あ
っ
た
音
楽
カ
フ
ェ
を
も
っ
「
楽
園
の
庭
」
司
ω『
包
包
括
管
Z
－
が
そ
れ
ぞ
れ
建
設
さ
れ
た
。

郊
外
地
域
に
は
今
や
最
新
の
大
き
な
緑
地
、
城
や
修
道
院
の
庭
、
そ
れ
に
植
木
畑
な
ど
が

つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
奥
ま
っ
た
路
地
の
あ
る
古
い
地
区
を
通
っ
て
直
線
の
通
過
路
が
設
け
ら

れ
、
そ
れ
か
ら
平
行
道
路
が
二
つ
の
方
向
へ
と
み
ち
び
か
れ
た
。
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
な
方

法
で
ウ
ィ
ー
ン
川
右
岸
の
ケ
ッ
テ
ン
橋
通
り
や
フ
ラ
ン
ツ
ェ
ン
ス
通
り
の
よ
う
な
趣
き
の
あ

る
な
が
い
通
り
が
つ
く
ら
れ
た
。
郊
外
地
域
で
は
「
ポ

l
ラ
チ
ェ
ン
」
司
ω当
Z
Zの
y
g
と
よ

ウ
イ
ン
グ

ば
れ
た
側
翼
の
開
放
的
な
木
造
屋
根
の
通
路
を
も
っ
賃
貸
住
宅
が
支
配
的
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
多
く
は
ま
だ
い
く
ら
か
は
本
来
の
田
舎
風
の
た
た
ず
ま
い
を
遺
し
て
い
た
。

し
か
し
、
工
業
化
の
動
き
が
労
働
者
大
衆
を
都
市
へ
と
吸
引
す
る
や
否
や
、
郊
外
地
域
の

素
朴
な
雰
囲
気
は
失
な
わ
れ
、
か
れ
ら
の
た
め
の
居
住
空
間
が
つ
く
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い

う
状
況
に
変
わ
っ
た
。
今
や
郊
外
や
近
郊
に
は
数
多
く
の
新
ら
し
い
工
場
が
設
立
さ
れ
た
だ

け
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
オ
ッ
タ
ク
リ
ン
ク
や
へ
ル
ナ
ル
ス
な
ど
の
地
区
に
お
い
て
は
、
多

く
の
小
住
宅
を
含
む
低
家
賃
の
労
働
者
住
宅
街
が
家
屋
建
設
投
機
師
達
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
の
近
郊
地
区
は
ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
時
代
ま
で
は
ま
だ
市
民
に
人
気
の
あ
る
ハ
イ

キ
ン
グ
地
域
で
あ
っ
た
が
、
今
や
大
都
市
周
辺
の
人
口
の
多
い
組
末
に
扱
わ
れ
が
ち
な
工

業
・
労
働
者
地
区
へ
と
変
化
し
た
。

政
治
的
な
変
革
に
対
す
る
恐
れ
か
ら
、
「
フ
ォ
ア
メ
ル
ツ
」
〈

2
ヨ
皆
N

の
内
政
上
の
体
制

は
、
そ
れ
が
永
く
存
続
す
れ
ば
す
る
程
、
君
主
国
の
広
い
領
域
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
と

り
わ
け
ウ
ィ
ー
ン
に
も
っ
と
も
深
刻
な
不
平
不
満
を
よ
び
お
こ
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

こ
の
地
で
は
近
年
の
経
済
的
発
展
が
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
グ
ル
ー
プ
の
聞
に
明
確
な
欲
求
を
め

ざ
め
さ
せ
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
は
そ
れ
ら
の
欲
求
の
達
成
を
拒
絶
し
た
か
ら
で
あ

る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
企
業
家
と
い
う
裕
福
な
上
流
層
の
人
々
は
こ
の
よ
う
な
政
治
的
無
権
利

の
状
態
を
不
当
と
感
じ
、
絶
対
主
義
の
体
制
を
批
判
し
た
。
と
い
う
の
は
、
か
れ
ら
は
ウ
ィ
ー

ン
の
市
政
に
お
い
で
す
ら
あ
ま
り
大
き
な
影
響
力
を
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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自
由
主
義
の
精
神
に
お
い
て
、
選
挙
さ
れ
た
人
民
代
表
を
有
す
る
立
憲
君
主
制
の
樹
立
を
め

ざ
し
た
こ
の
上
流
市
民
層
の
政
治
的
な
要
求
は
、
中
間
市
民
層
と
く
に
高
級
官
僚
や
自
由
職

業
に
従
事
す
る
人
々
に
よ
っ
て
も
同
意
さ
れ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
す
で
に
工
場
生
産
と
の

競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
自
ら
の
状
態
に
気
付
き
は
じ
め
た
手
工
業
的
小
市
民
層
は
、
そ
の

苦
し
い
境
遇
か
ら
の
解
放
と
い
う
経
済
的
要
求
の
叫
び
を
あ
げ
た
。
ま
た
、
当
時
国
家
は
経

済
的
自
由
主
義
の
精
神
か
ら
経
営
者
と
労
働
者
と
の
聞
に
う
る
さ
く
干
渉
す
る
こ
と
を
拒
否

し
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
労
働
力
を
容
赦
な
く
搾
取
さ
れ
、
人
間
以
下
の
ひ
ど
い
生
活
状
況
の

も
と
で
無
防
備
な
ま
ま
に
不
正
に
扱
わ
れ
、
た
だ
何
と
な
く
生
き
て
い
た
工
場
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
大
衆
の
中
に
も
同
様
な
要
求
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
小
市
民
お
よ
び
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
困
窮
は
、
一
八
四

O
年
の
中
ご
ろ
経
済
危
機
が
お
こ
っ
た
と
き
、

耐
え
が
た

い
程
の
状
態
へ
と
高
ま
っ
た
。
凶
作
が
お
こ
り
、
生
活
費
が
高
騰
し
、
破
局
的
な
住
宅
不
足

が
家
賃
を
も
ひ
き
上
げ
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
。
一
八
四
四
年
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
商
工
業
の

約
六

O
%が
強
制
執
行
と
差
し
押
さ
え
を
蒙
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
、

過
度
の
工
場
設
立
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
不
況
に
伴
な
う
破
産
の
瀕
発
は
、
解
雇
、
大
量
失

業
や
飢
餓
騒
動
な
ど
を
惹
起
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
社
会
層
の
人
々
は
当
時
の
支
配
的
政
治
体
制
を
拒
否
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
一
八
四
八
年
三
月
十
三
日
｜
｜
パ
リ
の
二
月
革
命
の
三
週
間
後
、
そ
し
て
、

そ
の
十
日
後
に
は
プ
ダ
ペ
ス
ト
に
お
け
る
自
由
主
義
者
は
公
然
と
「
ウ
ィ
ー
ン
の
統
治
制
度
」

巧
ぽ
ロ
白
河
内
閲
芯

E
ロ
m
g
3
Zヨ
に
反
対
の
態
度
を
表
明
し
た
ー
ー
に
、
ウ
ィ
ー
ン
に
革
命
が

勃
発
し
た
と
き
に
、
か
れ
ら
は
共
同
の
行
動
を
と
っ
た
。
へ
レ
ン
通
り
の
低
オ
ー
ス
ト
リ
ア

領
邦
議
会
の
建
物
の
前
で
、
軍
隊
の
発
砲
に
よ
り
市
民
と
学
生
の
デ
モ
の
列
に
最
初
の
犠
牲

者
が
出
た
と
き
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
内
市
に
お
け
る
市
民
の
蜂
起
を
助
け
に
行
こ
う
と

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
通
報
を
受
け
て
市
の
門
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
郊
外
地
区
や

近
郊
方
面
へ
と
ひ
き
返
し
、
翌
日
に
は
か
れ
ら
が
自
ら
の
困
窮
化
の
原
因
と
み
な
し
た
機
械

や
企
業
家
に
対
し
て
そ
の
激
し
い
怒
り
を
向
け
た
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば
フ
ュ
ン
フ
ハ
ウ
ス

や
ゼ
ッ
ク
ス
ハ
ウ
ス
に
所
在
し
た
企
業
家
達
の
家
は
火
を
付
け
ら
れ
、
燃
や
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
思
慮
の
な
い
、
し
か
し
極
端
な
絶
望
感
に
基
因
せ
る
労
働
者
の
行
為
は
、
市
民
層
を

し
て
、
五
月
に
そ
の
政
治
的
な
要
求
が
部
分
的
に
達
成
さ
れ
た
ー
ー
ま
さ
し
く
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
大
衆
行
動
の
助
力
を
得
て
｜
｜
の
を
見
る
や
否
や
、
勿
論
経
済
生
活
に
つ
い
て
の

配
慮
か
ら
と
急
進
的
な
社
会
革
命
に
対
す
る
恐
れ
か
ら
、
か
れ
ら
と
の
共
同
行
動
か
ら
さ
っ

さ
と
分
離
す
る
と
い
う
結
果
を
生
ぜ
し
め
た
。
そ
れ
以
来
、
ウ
ィ
ー
ン
の
住
民
の
行
動
は
、

-17-
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ギ
リ
ス
に
対
し
て
公
布
さ
れ
た
大
陸
封
鎖
令
と
戦
争
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
好
景
気

の
復
活
に
作
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。
「
創
業
熱
」
の
忌
ロ
己
EMm丘
町

σ
q
は
、
と
り
わ
け
も
っ
と

も
古
い
時
期
に
西
南
部
の
郊
外
地
区
に
住
み
つ
い
た
絹
や
木
綿
の
加
工
を
主
と
す
る
ウ
ィ
ー

ン
の
工
業
を
ゆ
り
動
か
し
、
駆
り
立
て
た
。
し
か
し
、
戦
争
の
時
代
が
な
が
び
き
、
大
い
な

る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
輸
出
の
困
難
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
下
層
民
衆
の
失
業
、
ひ
い

て
は
中
産
階
級
の
完
全
な
貧
困
化
を
も
た
ら
す
に
い
た
っ
た
と
き
、
重
苦
し
い
危
機
感
が
広

が
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
八
一
一
年
の
「
国
家
財
政
の
破
綻
」

ωZEω
宮
口
W
5
2
の
五
年
後
、

そ
れ
に
伴
な
う
不
可
欠
の
通
貨
の
整
理
が
資
本
の
欠
乏
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
大
陸
封
鎖
令

の
廃
止
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
商
品
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
氾
濫
し
た
た
め
、
ま
す
ま
す
激
化

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
後
し
ば
ら
く
の
問
、
ウ
ィ
ー
ン
の
経
済
は
停
滞
し
た
。

そ
の
後
、
一
八
三

O
年
ご
ろ
戦
争
の
影
響
が
払
拭
さ
れ
た
と
き
に
は
じ
め
て
ふ
た
た
び
活
気

づ
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
一
八
四
八
年
ま
で
の
約
二
十
年
間
の
時
期
に
、
ウ
ィ
ー
ン
も

ま
た
よ
う
や
く
お
く
れ
て
産
業
革
命
の
段
階
に
突
入
し
た
。
繊
維
工
業
や
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家

の
首
都
と
し
て
の
古
来
の
美
術
工
芸
に
由
来
し
、
皮
革
、
木
材
や
絹
を
流
行
の
商
品
に
加
工

し
た
者
修
品
工
業
と
い
う
二
つ
の
強
力
な
輸
出
向
け
部
門
と
な
ら
ん
で
、
そ
の
産
物
を
主
に

ウ
ィ
ー
ン
の
市
場
に
供
給
し
た
新
ら
し
い
実
用
品
工
業
も
発
展
し
た
。
そ
れ
は
、
近
郊
の
多

く
の
新
ら
し
い
労
働
者
街
を
建
設
す
る
た
め
に
必
要
な
煉
瓦
な
ど
を
建
築
業
者
に
供
給
し
た

建
築
材
料
製
造
業
、
と
り
わ
け
メ
リ
ケ
ン
粉
や
ビ

l
ル
な
ど
を
製
造
し
た
食
料
品
工
業
、
そ

れ
に
蝋
燭
、
石
鹸
や
染
料
を
生
産
し
た
化
学
工
業
な
ど
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ
の
工
業
的
な
製
作

も
十
二
以
上
の
企
業
で
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
音
楽
都
市
ウ
ィ
ー
ン
に
と
っ
て
特
徴

的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
工
業
の
空
間
的
な
分
散
状
態
は
ウ
ィ
ー
ン
の
猛
烈
な
経
済
的
発
展
を
反
映
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
製
造
工
場
は
三
十
四
の
郊
外
区
内
だ
け
で
は
な
く
、
市
の

境
界
の
城
壁
を
こ
え
て
近
郊
の
一
帯
に
も
で
き
て
い
た
。
そ
れ
は
マ
イ
ト
リ
ン
ク
を
こ
え
て

南
方
の
ジ
ン
メ
リ
ン
ク
ま
で
、
北
西
部
で
は
デ
ー
ブ
リ
ン
ク
の
背
後
の
地
域
ま
で
も
の
び
て

お
り
、
ま
た
ド
ナ
ウ
川
北
岸
の
フ
ロ
リ
l
ヅ
ド
ル
フ
付
近
に
も
達
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ

の
近
く
の
オ
ッ
タ
ク
リ
ン
ク
や
へ
ル
ナ
ル
ス
は
最
大
の
「
密
集
工
場
地
帯
」
司
与
円
停
ω去の
F
Z

た
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

今
や
重
要
な
工
場
地
帯
の
一
つ
と
な
る
程
発
展
し
た
首
都
の
工
業
化
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
商

業
に
も
活
気
を
与
え
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
除
く
）
が
一
八
二
六
年
以

来
一
つ
の
統
一
的
関
税
地
域
を
形
成
し
、
ド
ナ
ウ
川
沿
い
に
国
家
の
中
心
点
に
所
在
す
る
と

い
う
ウ
ィ
ー
ン
の
恵
ま
れ
た
位
置
が
あ
ら
た
な
蒸
気
力
利
用
の
交
通
手
段
に
よ
っ
て
重
き
を

な
す
に
い
た
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
大
い
に
そ
の
こ
と
に
役
立
っ
た
。
は
や
く
も
一
八
一
八

年
、
最
初
の
蒸
気
船
が
ウ
ィ
ー
ン
付
近
の
ド
ナ
ウ
川
を
航
行
し
、
一
八
三

O
年
に
は
ド
ナ
ウ

汽
船
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
汽
船
は
リ
ン
ツ
か
ら
ミ
ュ
ン
ト
ゥ
ン
ク
ま
で
の

聞
を
航
行
し
た
。
私
営
銀
行
は
最
初
の
鉄
道
線
に
融
資
し
た
が
、
そ
の
鉄
道
は
ウ
ィ
ー
ン
を
、

ガ
リ
ツ
ィ
ア
の
産
出
量
の
豊
富
な
岩
塩
坑
と
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
と
、
ま
た
ア
ド
リ
ア
海
岸
の
港

市
ト
リ
エ
ス
ト
と
を
結
ぶ
べ
き
で
あ
っ
た
。
一
八
三
八
年
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ロ
リ

1
ヅ
ド
ル

フ
と
ワ
グ
ラ
ム
と
の
聞
の
北
方
鉄
道
の
最
初
の
部
分
線
が
開
設
さ
れ
、
一
八
四

O
年
に
は
南

方
鉄
道
が
メ

l
ト
リ
ン
ク
ま
で
達
し
た
。
そ
し
て
、
一
八
四
六
年
に
は
「
ラ

l
プ
鉄
道
」
、
後

の
東
方
鉄
道
が
営
業
を
は
じ
め
た
。

商
工
業
の
発
達
と
交
通
の
普
及
は
高
め
ら
れ
た
資
本
需
要
を
つ
く
り
出
し
た
が
、
ま
た
投

資
活
動
を
も
ひ
き
つ
け
、
そ
の
結
果
ウ
ィ
ー
ン
は
、
そ
の
銀
行
が
経
済
活
動
に
不
可
欠
の
投

下
資
本
を
用
立
て
た
と
こ
ろ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
金
融
市
場
の
中
心
と
な
っ
た
。

工
業
化
は
直
接
的
に
は
、
内
市
と
郊
外
地
域
を
も
含
め
た
ウ
ィ
ー
ン
の
人
口
が
一
八

0
0

年
の
二
十
三
万
人
か
ら
一
八
四
八
年
に
は
約
四
十
三
万
人
に
上
昇
し
、
半
世
紀
の
問
に
ほ
と

ん
ど
倍
増
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
住
民
数
の
急
激
な
増

加
は
高
い
出
生
率
に
よ
っ
て
実
現
し
た
の
で
は
な
く
、
ま
ず
第
一
に
近
隣
の
べ

l
メ
ン
、
メ

l

レ
ン
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
か
ら
の
農
村
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
大
量
移
住
に
よ
っ
て
可
能
化

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
首
都
へ
の
「
離
村
」
円

S
丘
E
n
Zを
行
な
い
、
数
多

く
の
製
造
工
場
に
臨
時
工
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
多
く
の
人
々
は
ウ
ィ
ー
ン
の
社
会
組
織

を
変
え
る
と
い
う
結
果
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ィ
ー
ン
は
後
期
中
世
か
ら
十
八

世
紀
の
中
葉
ま
で
は
ま
だ
圧
倒
的
に
小
市
民
と
商
工
業
者
の
都
市
で
あ
っ
た
が
、
今
や
住
民

達
は
工
業
社
会
に
特
徴
的
な
傾
向
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
農
村
か

ら
の
移
住
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
貧
固
化
し
た
小
市
民
層
の
没
落
に
よ
っ
て
必
然
的
に
工
業
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
増
大
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
市
民
層
の
内
部
に
は
漸
次
企
業
家

と
い
う
あ
ら
た
な
上
流
層
が
台
頭
す
る
に
い
た
っ
た
。

あ
ら
ゆ
る
こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
革
は
、
自
明
の
こ
と
な
が
ら
都
市
の
外
面
的
な
姿
に
も

示
さ
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
は
十
九
世
紀
に
入
っ
て
ま
だ
初
め
の
こ
ろ
は
ビ

l
ダ
l
マ
イ
ア

1
の

ふ
る
さ
と
め
い
た
気
楽
な
都
市
と
い
う
趣
き
を
呈
し
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
ま
で
に
、
一
部
は

岩
の
ご
つ
ご
つ
し
た
壊
だ
ら
け
の
荒
地
で
あ
っ
た
斜
堤
の
上
に
芝
生
が
植
え
付
け
ら
れ
、
真

ウィーン市の歴史（二）
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か
な
幸
福
感
に
浸
る
世
界
へ
と
赴
き
、
気
楽
な
サ
ー
ク
ル
内
で
の
静
か
な
生
活
を
そ
の
限
ら

れ
た
財
力
相
応
の
芸
術
に
よ
っ
て
美
化
し
よ
う
と
す
る
小
市
民
的
な
傾
向
を
生
む
に
い
た
っ

た。
た
だ
音
楽
の
世
界
だ
け
が
こ
の
よ
う
な
狭
い
枠
を
の
り
こ
え
る
力
を
も
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
保
護
育
成
者
は
、
十
八
世
紀
の
ウ
ィ
ー
ン
で
は
皇
帝
の
宮
廷
や
貴
族

の
邸
館
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
大
い
な
る
社
会
的
再
編
成
に
よ
っ
て
し
だ
い
に
市
民
層
に

も
達
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
十
九
世
紀
の
初
め
に
は
市
民
層
に
よ
り
ク
ラ
ブ
程
度

の
基
礎
を
据
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
中
の
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
た
例
は
多
く
の

合
唱
団
や
男
性
合
唱
団
と
な
ら
ん
で
、

一
八
一
二
年
に
創
立
さ
れ
た
「
楽
友
協
会
」
の

g
色
ω
・

の
町
民
円
己

R
E
5
F
W骨
2
E
σ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
作
曲
家
達
は
貴
族
の
後
援
者
と

の
結
び
つ
き
か
ら
解
放
さ
れ
、
フ
リ

l
の
芸
術
家
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
は
じ
め

て
、
そ
の
芸
術
の
本
質
は
決
定
的
な
変
化
を
遂
げ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
音
楽
は
、
そ

れ
ま
で
の
貴
族
の
生
活
の
祝
祭
的
機
会
に
特
徴
づ
げ
ら
れ
た
ス
タ
イ
ル
を
失
な
い
、
啓
蒙
主

義
か
ら
ロ
マ
ン
主
義
へ
の
移
行
の
時
期
、
異
常
に
精
神
的
、
心
的
な
文
化
の
時
代
に
は
、
至

上
の
理
念
の
表
現
、
魂
の
言
語
と
な
っ
た
。
一
七
八

O
年
か
ら
一
八
二
八
年
に
い
た
る
問
、

ハ
イ
ド
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
こ
の
町
で
活
躍
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
楽
が
頂
点
に
達
し
た
と
き
、
ウ
ィ
ー
ン
で
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
の

で
あ
る
。

音
楽
以
外
の
他
の
芸
術
は
時
代
風
潮
の
枠
の
中
に
自
ら
を
適
合
さ
せ
、
ピ

l
ダ
l
マ
イ

ア
l
の
控
え
目
な
様
式
を
の
り
こ
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
絵
画
は
手
が
た
い
手
工
業
的
な

描
写
能
力
と
控
え
目
な
リ
ア
リ
ズ
ム
を
基
調
す
る
そ
の
風
景
画
に
お
い
て
も
っ
と
も
人
気
の

あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
目
標
地
た
る
プ
ラ

l
タ
l
中
の
島
や
ウ
ィ
ー
ン
の
森
の
姿
を
美
し
く
え
が

い
て
、
そ
こ
に
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
達
を
み
ち
び
い
た
。
ま
た
、
か
れ
ら
や
民
衆
の
日
常
生
活

を
え
が
い
た
風
俗
画
や
静
物
画
に
お
い
て
自
分
達
の
周
わ
り
を
と
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
事
物

の
姿
を
表
現
し
、
そ
し
て
と
り
わ
け
細
密
画
的
な
手
法
を
好
ん
だ
そ
の
肖
像
画
に
お
い
て
し

ば
し
ば
人
々
の
個
性
的
な
顔
を
え
が
い
た
の
で
あ
る
。
市
民
の
家
に
は
種
々
様
々
の
趣
味
よ

く
作
ら
れ
た
道
具
や
飾
り
物
、
家
具
、
時
計
、
カ
ッ
ト
さ
れ
た
色
ガ
ラ
ス
器
、
そ
れ
に
と
り

わ
け
一
七

一
八
年
に
設
立
さ
れ
た
陶
磁
器
工
場
製
の
彩
色
さ
れ
た
陶
磁
器
の
食
器
な
ど
の
工

芸
品
が
備
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
詩
人
は
小
形
式

5
0
E
F
コH
戸
の
詩
を
好
み
、
そ
の
作

品
を
毎
年
美
し
く
装
輔
さ
れ
た
年
鑑
〉
］

B
S
R
Y
の
形
で
読
者
公
衆
に
提
示
し
た
。
だ
が
し

か
し
、
幅
広
い
市
民
大
衆
の
最
大
の
関
心
は
何
よ
り
も
ま
ず
古
ウ
ィ
ー
ン
以
来
の
民
衆
演
劇

に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

一
八

一
O
年
に
、
王
宮
の
近
く
に
あ
っ
た
「
形
成
の
劇
場
」
斗
宮
内
三
角

ι
2
回豆一一

5
m
と
ケ
ル
ン
ト
ナ

l
門
劇
場
と
い
う
内
市
の
二
つ
の
劇
場
に
高
級
の
ド
ラ
マ
と

オ
ペ
ラ
を
育
成
す
る
任
が
与
え
ら
れ
て
以
来
、
大
衆
演
劇
は
郊
外
の
舞
台
、
レ
オ
ポ
ル
ト
シ
ユ

タ
ッ
ト
の
劇
場
、
ヨ

l
ゼ
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
劇
場
、
そ
れ
に
一
部
は
ウ
ィ
ー
ン
の
劇
場
に
安

住
の
地
を
見
出
し
た
。
そ
の
公
演
目
録
に
の
っ
て
い
た
の
は
、
主
に
ウ
ィ
ー
ン
人
の
日
常
に

笑
い
を
も
た
ら
し
た
地
方
的
笑
劇
（
道
化
芝
居
）
、
そ
れ
に
現
世
と
あ
の
世
に
つ
い
て
演
じ
ら

れ
た
バ
ロ
ッ
ク
的
宗
教
劇
の
後
背
と
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
と
幻
想
的
な
霊
界
と
を
結
び
つ
け
、

素
朴
で
思
い
や
り
の
あ
る
仕
方
で
の
悪
に
対
す
る
高
貴
な
勢
力
の
勝
利
に
よ
り
市
民
的
な
正

義
感
を
満
足
さ
せ
た
と
こ
ろ
の
魔
法
劇
な
ど
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ニ
ツ
キ
イ
の
時
代
以
来

大
衆
演
劇
を
支
配
し
た
コ
ミ
カ
ル
な
所
作
の
主
人
公
は
、
や
や
お
く
れ
て
ラ
イ
ム
ン
ト
ゃ
、
ネ

ス
ト
ロ
イ
に
よ
り
漸
次
ま
じ
め
で
人
間
的
な
も
の
へ
と
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
勿
論
、
愛
す
べ
き
人
聞
か
ま
た
は
気
短
か
で
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
人
間
へ
と
変
容
さ

せ
ら
れ
た
。
こ
の
二
人
の
劇
作
家
と
全
く
同
様
に
、
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ

l
と
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ア
ー

も
ま
た
ピ

l
ダ

l
マ
イ
ア

l
の
限
界
を
踏
み
こ
え
た
。
こ
の
二
人
の
作
家
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
バ
ロ
ッ
ク
的
伝
統
に
沿
っ
て
自
然
法
と
道
徳
法
の
中
に
神
的
な
世
界
秩
序
を
認
め
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
の
時
代
の
精
神
に
お
い
て
、
国
家
維
持
的
な
秩
序
に
対
す
る
、

ま
た
あ
ら
ゆ
る
現
状
を
お
び
や
か
す
革
命
に
反
対
し
て
保
守
主
義
的
な
信
条
を
表
明
し
て
い

ヲ
令
。

だ
が
し
か
し
、
ビ

l
ダ

l
マ
イ
ア

l
の
人
々
が
呼
吸
し
た
牧
歌
的
精
神
は
、
十
九
紀
の
前

半
に
お
け
る
経
済
と
社
会
の
発
展
が
現
実
の
上
に
示
し
た
も
の
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
た
。

す
で
に
十
八
世
紀
末
以
来
、
ウ
ィ
ー
ン
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
経
営
は
、
工
場
の
形
態

を
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
か
ら
流
入
し
て
き
た
工
業
の
あ
ら
た
な
生
産
様
式
に
切
り
換
え
る
こ

と
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
多
く
の
外
国
資
本
が
投
下
さ
れ
、
蒸
気
機
関
が
導
入

さ
れ
、
多
数
の
労
働
者
が
流
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
同
盟
戦
争
の
展
開
が

こ
の
よ
う
な
工
業
の
発
展
を
促
進
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
勿
論
境
界
壁
の
内
側
で
の

工
場
の
設
立
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
ら
し
い
労
働

者
集
団
の
首
都
へ
の
殺
到
が
避
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
、

そ
の
禁
令
は
、
工
業
が
市
外
の
ウ
ィ
ー
ン
盆
地
一
帯
や
ザ
ン
ク
ト
・
ペ
ル
テ
ン
の
周
辺
に
ま

で
拡
散
す
る
と
い
う
こ
と
に
寄
与
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
の
大
い

な
る
工
業
化
が
阻
止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
大
都
市
に
お
け
る

労
働
力
の
潜
在
性
と
販
路
の
存
在
が
工
場
の
新
設
を
誘
っ
た
と
い
う
こ
と
は
別
に
し
て
、
イ

-15-
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る
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
り
わ
け
苛
酷
に
感
じ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ィ
ー
ン
人

は
、
食
糧
不
足
や
税
の
重
圧
の
ご
と
き
戦
時
に
伴
な
う
負
担
に
耐
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ

け
で
は
な
く
、

一
万
頭
の
馬
を
も
っ
四
万
人
の
兵
を
譲
渡
し
、
そ
れ
を
給
養
し
、
そ
の
上
さ

ら
に
占
領
軍
の
た
め
の
分
担
金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
フ
ラ
ン

ス
人
は
退
却
の
さ
い
に
不
必
要
に
も
市
門
の
傍
の
要
塞
の
壁
を
う
ち
こ
わ
し
た
の
で
、
そ
の

占
領
に
よ
る
被
害
額
は
合
わ
せ
て
お
よ
そ
一
億
三
千
八
百
万
グ
ル
デ
ン
に
も
達
し
た
。
そ
れ

に
対
し
国
家
は
こ
の
金
額
の
一
%
以
下
の
少
額
を
支
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
今
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
す
る
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
大
戦
争
に
さ
い
し

て
そ
の
主
要
な
負
担
を
負
わ
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
国
家
は
不
断
に
多
く
の
紙
幣
を

印
刷
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
危
険
な
イ
ン
フ
レ
を
ひ
き
お
こ
し
、
つ
い
に
一

八

一一

年
に
は
国
家
の
財
政
が
破
綻
し
、
通
貸
は
五

一
一
の
割
合
い
に
切
り
下
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
勿
論
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
そ
の
た
め
に
決
定
的
に
寄
与
し
た
究
極
の
勝
利

の
後
に
、
そ
の
首
都
に
お
い
て

｜
｜
王
家
の
主
と
し
て
の
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世
や
外
交
的
接

渉
に
す
ぐ
れ
た
議
長
と
し
て
の
外
相
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
と
と
も
に

｜
｜
、
将
来
の
平
和
の
た
め

の
審
議
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
満
足
を
も
享
受
し
た
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
会
議
と
し
て
歴
史
に
名
を
と
ど
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
こ
の
講
和
会
議
は
一
八
一

四
年
九
月
十
六
日
か
ら

一
八
一
五
年
六
月
九
日
ま
で
つ
づ
い
た
。
そ
し
て
、
二
百
以
上
も
の

交
戦
諸
国
の
代
表
者
が
そ
の
国
の
大
き
さ
の
順
に
市
の
城
壁
内
に
参
集
し
た
。
そ
れ
は
ロ
シ

ア
皇
帝
や
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
王
達
の
ご

と
き
冠
せ
る
支
配
者
達
、
そ
れ
に
そ
の
随
員
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
ラ
ン
ク
の
大
臣
や
外
交
官
達

で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
芸
術
家
達
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
交
界
の
男
女
、
大
勢
の
ス
パ
イ
、
そ

れ
に
避
け
が
た
い
こ
と
な
が
ら
い
か
が
わ
し
い
姿
を
し
た
男
女
の
お
供
達
も
加
わ
っ
て
い
た
。

舞
踏
会
場
広
場
に
面
し
た
ウ
ィ
ー
ン
国
家
官
房
で
の
「
閉
会
式
」

ω♀
E
E
E
o
の
調
印
を

も
っ
て
終
わ
っ
た
政
治
的
な
談
判
と
な
ら
ん
で
、
移
し
い
バ
ロ
ッ
ク
的
祭
典
文
化
か
ら
創
造

さ
れ
た
娯
し
い
催
し
物
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
参
会
者
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
た
。
ウ
ィ
ー
ン
の

宮
廷
と
貴
族
の
家
庭
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
仮
装
舞
踏
会
や
舞
踏
会
を
催
し
、
馬
術
シ
ョ
ー
や

馬
車
と
犠
の
勢
揃
い
、
園
遊
会
や
狩
り
に
招
待
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
素
人
演
劇
の
上
演
や
花

火
な
ど
を
手
配
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
代
の
絶
対
主
義
体
制
の
中
で
政
治
的
権
利
を
有
し
な
か
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
層

は
、
情
報
不
足
の
せ
い
も
あ
っ
て
会
議
の
成
行
き
に
あ
ま
り
関
心
を
も
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
幅
広
い
一
般
住
民
は
永
年
の
戦
争
、
二
度
に
わ
た
る
占
領
と
平
価
切
り
下

ウィーン市の歴史（二）

げ
の
結
果
と
し
て
非
常
に
み
じ
め
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
の
で
、
外
国
人
の
支
払
い
能
力
の

高
さ
が
物
価
の
値
上
が
り
を
ひ
き
お
こ
し
た
と
き
大
層
憤
慨
し
た
。

だ
が
し
か
し
、
皇
帝
の
都
市
ウ
ィ
ー
ン
は
会
議
に
よ
っ
て
異
常
な
程
の
重
要
性
を
獲
得
し

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
卓
れ
た
政
治
家
達
の
出
席
、
社
会
的
な
ら
び
に
芸
術
的
な
出
来
事

の
輝
き
と
多
彩
さ
、
そ
し
て
と
り
わ
け
そ
れ
ら
に
由
来
し
た
国
際
的
な
平
和
事
業
の
数
々
は
、

一
時
は
ウ
ィ
ー
ン
の
重
要
性
を
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン
を
も
凌
ぐ
も
の
に
す
る
と
い
う
結
果
を
も

た
ら
し
た
。
次
い
で
、
皇
帝
都
市
は
、
そ
の
後
十
年
間
も
、
再
建
さ
れ
た
革
命
前
の
秩
序
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
つ
づ
け
た
。
が
、
勿
論
、
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
に
よ
っ
て
め
ざ
め

さ
せ
ら
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
保
守
的
政
治
家
達
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
た
民
族
国
家
的
、
民

主
主
義
的
な
理
念
が
ふ
た
た
び
出
現
す
る
に
及
ん
で
打
倒
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

同
盟
戦
争
の
聞
に
非
常
な
苦
し
み
を
嘗
め
さ
せ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
さ
し
く
は

じ
め
て
大
き
な
政
治
的
役
割
を
演
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
都
市
は
、
そ
の
外
面
的
な
消
費

生
活
に
お
い
て
は
控
え
目
な
が
ら
、
心
情
ゆ
た
か
で
趣
味
の
よ
い
ビ

l
ダ
l
マ
イ
ア

l

虫
色
耳
目
E
R
と
い
う
新
ら
し
い
芸
術
の
方
向
の
出
発
点
と
な
り
え
た
程
の
多
く
の
生
命
力

を
有
し
た
。
ビ

l
ダ

l
マ
イ
ア
！
と
い
う
生
の
様
式
は
、
ウ
ィ
ー
ン
が
会
議
後
の
十
五
年
間

に
体
験
し
た
ご
と
き
歴
史
的
な
静
止
と
い
う
稀
な
る
瞬
間
に
お
い
て
の
み
明
白
に
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
十
八
世
紀
の
初
め
に
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
時
代
の
到

来
を
告
知
し
た
あ
ら
た
な
経
済
的
発
展
は
、
そ
の
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
貧
固
化
さ
れ
た
が
ゆ

え
に
継
続
さ
れ
る
こ
と
な
く
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
は
ウ
ィ
ー

ン
が
産
業
革
命
に
突
入
す
る
ま
で
か
な
り
永
く
つ
や
つ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の

市
民
層
も
ま
た
経
済
的
に
制
約
さ
れ
た
関
係
の
中
で
生
活
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
資
本
力
の
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

l
に
変
貌
を
遂
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
か
れ
ら
に
と
っ
て

は
は
る
か
に
遠
い
夢
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
時
代
に
は
、
経
済
的
な
ら
び
に
社

会
的
な
停
滞
と
い
う
状
態
が
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
層
や
政
府
を
し
て
休
息
へ
の
欲
求
に
向
か
わ

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
苦
難
に
充
ち
た
戦
争
の
時
代
を
過
し
た
市
民
に
と
っ
て
も
一

つ
の
要
請
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
政
府
も
革
命
的
な
策
動
に
対
す
る
恐
れ
か
ら
、
ま
さ
し
く

休
息
を
絶
対
必
要
と
み
な
し
た
。
政
府
は
市
民
に
対
し
て
政
治
的
な
活
動
を
お
こ
さ
ぬ
よ
う

申
し
渡
し
、
き
び
し
い
検
閥
、
巧
妙
な
密
偵
制
度
、
そ
れ
に
他
の
警
察
措
置
な
ど
に
よ
っ
て

そ
れ
を
強
制
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
不
満
足
な
経
済
的
、
政
治
的
な
状
況
は
お
の
ず

か
ら
市
民
の
聞
に
一
種
の
あ
き
ら
め
の
気
分
を
生
ぜ
し
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
か
れ

ら
は
公
共
的
な
活
動
を
断
念
し
、
好
ん
で
家
族
や
友
人
、
家
や
庭
な
ど
の
個
人
的
な
さ
さ
や

-14-
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殺
を
企
図
し
た
首
謀
者
は
「
国
事
犯
人
」

gszs号
店
。

y
q
と
し
て
西
側
の
斜
堤
で
「
絞

殺
」
印
可
山
口
問
己
ぽ
ユ
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
プ
ロ
イ
セ
ン
と
は
異
な
り
、
革
命
理
念
の
宣

伝
力
や
フ
ラ
ン
ス
軍
の
活
発
な
動
き
に
抵
抗
し
て
大
規
模
な
政
治
的
改
革
を
行
な
い
、
そ
の

成
果
と
し
て
の
市
民
層
の
真
の
愛
国
心
を
引
き
出
す
と
い
う
努
力
を
怠
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
は
革
命
に
対
す
る
恐
怖
か
ら
統
治
制
度
を
改
め
る
こ
と
を
敢
え
て
せ
ず
、
む

し
ろ
逆
に
そ
の
臣
民
達
へ
の
後
見
を
強
化
す
る
と
い
う
政
策
を
す
す
め
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
フ
ラ
ン
ス
軍
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
お
び
や
か
し
た
と
き
、
一
七
九
六
年
に
は
お
よ
そ

一
千
人
の
義
勇
兵
か
ら
成
る
「
義
勇
軍
」
司
店
芹
ミ
ヨ
が
形
成
さ
れ
、
一
七
九
七
年
に
入
る
と

一
般
の
ウ
ィ
ー
ン
人
を
市
門
の
前
の
斜
堤
に
召
集
す
る
こ
と
が
宣
誓
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら

れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
「
人
民
防
衛
」
〈
o

－w$
2
3
R・

5
口
問
に
対
す
る
統
治
者
側
の
不
信
の
態
度
に
直
面
し
て
市
民
層
の
側
で
も
政
治
的
無
関
心

が
支
配
的
と
な
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ウ
ィ
ー
ン
人
は
、
フ
ラ
ン
ツ
二
世
が
一
八

O

四
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
を
創
始
し
、
一
八

O
六
年
に
は
ロ

l
マ
・
ド
イ
ツ
帝
国
を
終
結

さ
せ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
か
れ
が
そ
の
帝
冠
を
辞
し
、
そ
の
決
定

に
よ
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
の
地
位
が
根
本
的
に
変
わ
っ
た
こ
と
す
ら
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
と
い
う

状
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ィ
ー
ン
は
、
一
四
三
八
年
以
来
僅
か
な
中
断
期
を

除
い
て
持
続
さ
れ
た
ロ

l
マ
・
ド
イ
ツ
帝
国
の
首
都
た
る
こ
と
を
止
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
結
果
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
皇
帝
都
市
と
な
り
、
大
陸
の
ド
イ
ツ
的
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
方
か
ら
漸
次
ス
ラ
ヴ
・
マ
ジ
ャ

l
ル
的
東
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
へ
と
顔
を
向
け
変
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
同
盟
戦
争
が
戦
わ
れ
て
い
た
永
い
間
見
込
み
の
な
い
絶
望
的
な
状
況
に

あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
二
度
に
わ
た
っ
て
上
ド
イ
ツ
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
盆

地
の
方
ま
で
押
し
進
み
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
首
都
を
占
領
し
て
そ
の
司
令
部
た
る
シ
ェ

l

ン
ブ
ル
ン
城
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
運
命
に
つ
い
て
指
令
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
こ
と
に

示
さ
れ
て
い
る
。
一
八

O
五
年
の
十
一
月
十
三
日
か
ら
八
週
間
も
つ
づ
い
た
第
一
回
目
の
占

領
の
聞
に
は
、
占
領
の
重
荷
が
耐
え
が
た
く
感
じ
ら
れ
る
程
高
ま
る
や
否
や
、
ウ
ィ
ー
ン
人

の
最
初
の
こ
ろ
の
好
奇
心
も
し
だ
い
に
蔽
い
え
ぬ
程
の
敵
慌
心
へ
と
変
わ
っ
た
。
次
い
で
、

一
八

O
九
年
の
五
月
か
ら
十

一
月
ま
で
も
の
び
た
第
二
回
目
の
占
領
は
、
ウ
ィ
ー
ン
に
対
し

て
よ
り
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
以
後
何
年
に
も

わ
た
り
、
政
治
的
高
揚
の
気
分
と
軍
事
的
な
自
信
と
が
完
全
に
失
な
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
は
、
一
八

O
五
年
以
後
は
、
た
え
ざ
る
フ
ラ
ン
ス
の
脅
威
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に
直
面
し
て
、
皇
帝
国
家
の
住
民
に
自
由
へ
の
意
志
と
祖
国
愛
と
を
め
ざ
め
さ
せ
よ
う
と
し

た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
革
新
運
動
の
中
心
地
と
な
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
敗
北
の
後
、
ド
イ
ツ

人
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
し
希
望
を
抱
く
に
い
た
っ
た
と
き
、
ウ
ィ
ー
ン
は
そ
れ
を
超
え
て

ロ
マ
ン
派
の
精
神
的
な
中
心
を
も
形
成
す
る
と
と
に
な
っ
た
。
政
治
的
な
保
守
主
義
を
志
向

す
る
人
々
は
す
べ
て
の
民
族
的
勢
力
の
「
統
一
点
」
〈

R
E
E
m
g
m印匂
g
E
た
る
こ
の
地
点

か
ら
古
き
ド
イ
ツ
帝
国
の
再
建
に
従
事
し
よ
う
と
し
た
。
同
じ
時
期
の
ロ
マ
ン
派
の
人
々
の

カ
ト
リ
シ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
は
ウ
ィ
ー
ン
市
に
次
の
よ
う
な
状
況
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
地
に
お
い
て
ク
レ
メ
ン
ス
・
マ
リ
ア
・
ホ

l
フ
パ
ウ
ア

l
が
レ
デ
ム
プ
ト

l
ル
派
の
修

道
司
祭
同
a
o
E匂
Z
ユ
件
。
ロ
匂
ω
Z司
と
し
て
、
影
響
力
の
あ
る
説
教
師
と
し
て
活
動
を
開
始
し

た
が
、
そ
れ
は
、
ウ
ィ
ー
ン
が
反
宗
教
改
革
の
時
代
以
来
も
は
や
有
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た

程
の
重
要
性
を
も
つ
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
精
神
的
な
ら
び
に
軍
事
的
な
準

備
が
な
さ
れ
た
後
の
こ
と
だ
け
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
が
一
八

O
九
年
の
春
ふ
た
た
び
ウ
ィ
ー

ン
の
前
面
に
ま
で
突
進
し
て
き
た
と
き
の
ウ
ィ
ー
ン
人
の
幻
滅
感
は
一
層
大
き
か
っ
た
。
皇

帝
フ
ラ
ン
ツ
は
、
も
は
や
か
な
り
以
前
か
ら
軍
事
的
な
価
値
を
失
な
っ
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン
要

塞
の
防
衛
に
固
執
し
、
そ
れ
を
敵
に
明
け
渡
す
と
い
う
考
え
を
拒
絶
し
た
。
し
か
し
、
フ
ラ

ン
ス
軍
は
五
月
十
一
日
何
ら
の
抵
抗
を
も
受
け
ず
に
郊
外
地
区
に
進
入
し
、
ヨ

i
ゼ
フ
シ
ユ

タ
ッ
ト
の
斜
堤
の
縁
に
陣
地
を
設
け
て
砲
列
を
し
き
、
翌
日
の
夜
に
は
七
時
間
も
の
な
が
き

に
わ
た
っ
て
内
市
を
「
砲
撃
し
た
」
。
そ
の
結
果
、
守
備
側
の
軍
事
指
導
部
は
降
伏
を
決
意
し

て
シ
ェ

l
ン
プ
ル
ン
城
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
訪
ず
れ
、
市
長
に
委
任
し
て
市
の
保
存
を
懇
請
さ

せ
た
。「

夜
に
砲
声
が
た
え
ま
な
く
と
ど
ろ
き
、
楢
弾
が
空
中
を
飛
び
交
い
、
市
中
の
多
く
の
場

所
が
炎
上
し
た
」
と
き
、
そ
こ
に
は
も
は
や
要
塞
を
防
衛
す
る
た
め
の
効
果
的
な
手
だ
て
は

な
か
っ
た
。
当
時
学
生
軍
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
で
武
装
し
て
い
た
若
き
グ

リ
ル
パ
ル
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
人
達
も
、
そ
の
た
め
の
戦
闘
的
な
官
険
を
行
な
う
こ
と
な
ど
は

な
く
な
る
と
い
う
幸
運
な
気
分
に
充
ち
た
終
局
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
「
次
の
日
の
朝
、
市

の
開
城
の
後
、
私
の
母
は
泣
き
な
が
ら
稜
室
の
上
に
現
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
直
ち
に
家
に
帰

り
、
私
の
父
に
私
の
命
が
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
信
さ
せ
よ
と
懇
願
す
る
の
で
あ
っ
た
。
」

カ
ー
ル
大
公
が
そ
の
十
日
後
に
ア
ス
ペ
ル
ン
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
う
ち
破
っ
た
輝
か
し
い
勝

利
は
屈
従
的
に
な
っ
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン
人
の
希
望
を
今
一
度
突
然
に
匙
ら
せ
、
ワ
グ
ラ
ム
で

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
の
敗
北
は
そ
れ
を
ふ
た
た
び
一
撃
の
も
と
に
葬
り
去
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
滅
入
っ
た
よ
う
な
気
分
の
中
で
、
六
か
月
間
の
占
領
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
が
規
律
正
し
く
ふ

有明工業高等専門学校紀要
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ゆ
る
種
類
の
援
助
を
必
要
と
す
る
貧
窮
者
達
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
施
設
を
設
け
よ
う

と
し
た
。
か
れ
は
ま
ず
救
貧
院
〉
円

B
S
E5
を
建
て
る
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
し
て
、
一
七
八

三
年
に
は
教
会
と
市
の
財
政
的
な
協
力
を
あ
て
に
し
て
貧
民
の
た
め
の
救
済
施
設
た
る

「貧

民
救
済
機
関
」〉
コ
ロ

g
Eえ
吉
見
を
設
立
し
た
。
ま
た
、
か
れ
は
、
郊
外
の
ア
ル
ザ

l
に
あ
っ

た
「
大
病
院
」
の

g
目
白
〉
円
B
g
E
5
を
、
当
時
と
し
て
は
大
規
模
で
か
つ
合
目
的
的
に
計

画
さ
れ
た
建
物
と
い
え
る
「
一
般
病
院
」

E
－mO
B巳
日

開
店
口付
。与

さ
ω
へ
と
改
造
し
た
。

最
後
に
、
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
に
よ
る
、
そ
れ
ま
で
は
宮
廷
と
貴
族
社
会
に
の
み
開
放
さ
れ
て

い
た
プ
ラ

l
タ
！
と
ア
ウ
ガ
ル
テ
ン
を
広
汎
な
一
般
大
衆
も
利
用
で
き
る
よ
う
な
施
設
た
ら

し
め
た
と
い
う
措
置
は
、
約
十
五
年
間
を
隔
て
て
芸
術
上
の
領
域
に
生
じ
た
次
の
二
つ
の
事

柄
と
全
く
同
様
に
重
要
な
価
値
を
有
す
る
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
一
七
六

O
年
以
前

に
は
、
た
と
え
ば
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
の
カ
ナ
レ
ッ
ト
が
当
時
の
壮
麗
な
ウ
ィ
ー
ン
の
都
市
景

観
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
没
落
せ
ん
と
す
る
貴
族
の
世
界
を
和
ら
か
な
夕
陽
の
輝
き
の

ご
と
き
気
高
く
き
ら
め
く
よ
う
な
色
彩
で
神
々
し
く
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

一
七
七
六
年
、
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
は
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
広
場
の
プ
ル
ク
劇
場
の
地
位
を
「
国
民
劇
場
」

Z
巳
円。
ロ巴

F
g
Z円
へ
と
高
め
た
。
そ
の
劇
場
で
は
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
語
の
市
民
悲
劇
の
上

演
が
奨
励
さ
れ
、
そ
れ
が
市
民
と
い
う
社
会
層
の
経
済
的
、
社
会
的
な
台
頭
の
成
果
と
し
て
、

悲
劇
的
す
な
わ
ち
シ
リ
ア
ス
な
も
の
と
し
て
の
貴
族
の
そ
れ
と
な
ら
ん
で
出
現
す
る
に
い

た
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
生
活
の
市
民
化
」
の
傾
向
は
都
市
の
経
済
的
、
社
会
的
な
関
係
の
上
に
ま
す
ま

す
明
瞭
に
、
そ
し
て
未
来
の
た
め
に
決
定
的
に
現
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

一

七
九

O
年
ご
ろ
ウ
ィ
ー
ン
は
す
で
に
約
三
百
程
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
を
有
す
る
工
業
都

市
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
層
は
ま
だ
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
そ
れ
に
比

べ
れ
ば
そ
の
資
本
力
は
さ
さ
や
か
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
し
だ
い
に
市
の
経
済

的
躍
進
の
担
い
手
と
な
っ
た
。
す
で
に
、
「
離
農
」
円、
自
己巴

R
Z
す
な
わ
ち
農
村
住
民
の
都
市

生
産
地
へ
の
移
住
と
い
う
現
象
も
始
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
、
と
く
に
ド
イ
ツ
的
な
ら

び
に
ス
ラ
ヴ
的
世
襲
領
か
ら
の
人
口
流
入
は
、

十
八
世
紀
の
後
半
に
お
い
て
、
内
市
と
郊
外

地
域
の
住
民
数
を
お
よ
そ
十
七
万
人
か
ら
二
十
三
万
一
千
人
へ
と
増
大
せ
し
め
た
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
は
社
会
構
成
す
な
わ
ち
都
市
の
社
会
的
な
階
級
構
成
を
大
き
く
変
貌
せ
し
め
る
に

い
た
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
層
の
下
底
部
に
労
働
者
人
口
が
ま
す
ま

す
増
大
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
住
民
の
増
加
に
よ
っ
て
ふ
た
た
び
郊
外
地

域
で
の
建
設
活
動
が
促
進
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
ウ
ィ
ー
ン
は
、
十
八
世
紀
末
に
は
境
界
壁
の

ウィーン市の歴史（二）

付
近
ま
で
も
建
物
で
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
っ
た
二
七
九

O
年
に
は
内
市
で
て
三
一
二
の
家
屋

が
数
え
ら
れ
た
の
に
反
し
、
郊
外
地
区
に
は
す
で
に
五
、
二
四
一
の
家
屋
が
存
し
た
。
こ
の
こ

ろ
の
ウ
ィ
ー
ン
の
建
築
平
面
は
一
六
八
三
年
に
比
べ
る
と
は
や
く
も
十
倍
に
達
し
て
い
た
。

こ
の
時
期
の
あ
ら
た
な
建
設
活
動
は
と
り
わ
け
西
部
の
郊
外
地
域
（
今
日
の
第
七
区
の
領

域
）
に
集
中
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
こ
に
も
当
時
の
も
っ
と
も
重
要
か
っ
最
大
の
織

物
工
業
が
所
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
地
に
は
一
部
は
境
界
壁
を
超
え
て
最
初
の
労

働
者
街
が
成
立
し
た
。
大
量
生
産
の
時
代
に
入
る
と
、
労
働
の
場
所
と
居
住
の
そ
れ
と
の
分

離
が
不
可
避
と
な
っ
た
の
で
、
こ
の
み
す
ぼ
ら
し
い
労
働
者
街
で
は
多
く
の
汚
い
工
場
と
な

ら
ん
で
、
安
い
費
用
で
建
造
さ
れ
た
賃
貸
住
宅
が
都
市
像
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
次
の
ト
ル
コ
軍
包
囲
の
後
約
一
世
紀
を
へ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
に
も
ま
た
、
市
民
層
の
台

頭
と
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
成
立
に
み
ち
び
か
れ
た
工
業
時
代
の
到
来
が
告
知
さ
れ
る

に
い
た
っ
た
。

ビ
ー
ダ
l
マ
イ
ア
l
様
式
と
産
業
化
の
時
代

ウ
ィ
ー
ン
は
、
一
七
九
二
年
か
ら
一
八
一
五
年
ま
で
の
二
世
代
以
上
も
の
問
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
政
治
や
戦
争
と
い
う
大
き
な
出
来
事
に
し
ば
し
ば
引
き
込
ま
れ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
国

際
的
な
係
争
に
巻
き
こ
ま
れ
て
工
業
化
時
代
と
い
う
あ
ら
た
な
段
階
に
踏
み
出
す
準
備
な
ど

ほ
と
ん
ど
着
手
す
る
暇
も
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
変
化
に
充
ち
た
激
動
の
時
代

に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
進
歩
的
な
理
念
の
侵
入
を
蒙
り
、
古
い
貴
族
社
会
が
崩
壊
す
る
か
に

み
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
な

ど
の
保
守
的
国
家
と
の
聞
の
相
次
ぐ
同
盟
戦
争
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
死
に
瀕
し
て
い
た
。

ウ
ィ
ー
ン
は
、
そ
の
保
守
側
の
中
心
国
家
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
衰
微
と
興
隆
を
共
に

体
験
し
、
多
く
の
点
で
こ
の
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
の
特
別
に
重
要
な
役
割
を
演
ず
る

こ
と
が
で
き
た
。

一
七
九
二
年
以
後
ロ
l
マ
・
ド
イ
ツ
皇
帝
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン

ツ
二
世
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
理
念
の
中
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
治
的
、
社
会
的
秩
序
に
対
す
る
、
支
配
者
の
絶
対
的

権
力
に
対
す
る
、
ま
た
貴
族
の
優
越
的
地
位
に
対
す
る
一
つ
の
大
い
な
る
危
険
を
見
出
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
一

七
九
四
年
、
政
治
的
に
未
だ
無
関
心
な
住
民
を
有
す
る
都
市
ウ
ィ
ー
ン
で

い
わ
ゆ
る
「ジ
ャ
コ
パ
ン
派
の
陰
謀
」』
印
｝S
E
ロ
司印
n
y話
。

E
ロ
m
が
発
見
さ
れ
た
と
き
、
か
れ

は
裁
判
諸
官
庁
に
対
し
て
き
び
し
い
処
置
を
と
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
皇
帝
の
全
家
族
の
暗
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そ
れ
に
加
え
て
、
市
民
化
の
傾
向
に
寄
与
し
た
の
は
、
と
り
わ
け
学
校
制
度
と
宗
教
の
領

域
内
で
の
世
紀
の
大
改
革
が
ウ
ィ
ー
ン
の
住
民
の
日
常
生
活
に
大
き
く
介
入
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
市
民
の
日
常
に
対
し
て
秩
序
、
安
全
そ
し
て
大
い
な
る
生
活
の
快
適
さ
を
与

え
、
生
活
水
準
を
全
体
的
に
い
ち
じ
る
し
く
前
進
せ
し
め
た
数
々
の
国
家
的
措
置
も
、
「
生
活

の
市
民
化
」
に
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

す
で
に
学
校
制
度
の
段
階
的
な
組
織
化
を
志
向
し
て
い
た
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
時
代
に
、

内
市
に
は
六
つ
の
小
学
校
、
迅
速
に
膨
張
し
た
郊
外
地
区
に
は
五
十
八
の
小
学
校
が
数
え
ら

れ
、
合
わ
せ
て
八
千
人
も
の
下
層
身
分
の
子
供
達
が
そ
こ
に
通
学
し
て
い
た
。
裕
福
な
身
分

の
子
供
達
は
家
庭
教
師
に
よ
り
個
人
的
に
教
え
ら
れ
て
い
た
。
ほ
ぽ
今
日
の
国
民
学
校
〈
己
E

E
R
Y己
ゆ
と
同
程
度
で
あ
っ
た
こ
の
小
学
校
巴

0
5
8
g
g♀
巳
ゅ
の
上
に
は
さ
ら
に
六
年

制
の
ラ
テ
ン
語
学
校
戸
巳
巴
g
n
F巳
め
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
勿
論
、
ベ
ッ
ケ
ル
通
り
の
二
つ

の
古
い
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
校
、
フ
ラ
イ
ウ
ン
ク
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
学
校
と
な

ら
ん
で
、
今
や
ヨ
’l
ゼ
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
は
エ
ス
コ
ラ
ピ
オ
ス
修
道
会
学
院

E
R
E
s
－S］

－

zmも
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
等
教
育
機
関
が
お
お
む
ね
教
会
の
監
督
に
委
ね
ら
れ
て
い
た

の
に
反
し
、
マ
リ
ア

・
テ
レ
ジ
ア
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
イ
エ
ズ
ス
会
の

影
響
力
か
ら
免
れ
さ
せ
よ
う
と
つ
と
め
た
。
そ
の
後
一
七
四
九
年
に
大
学
は
国
営
化
さ
れ
た

が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
国
家
に
対
し
て
有
能
な
官
史
を
供
給
し
、
そ
の
た
め
の
法
律
学
を
研

究
す
る
機
関
へ
と
改
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
次
い
で
、
女
帝
の
侍
医
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
招
致
さ
れ
た
フ
ァ
ン

・
ス
ヴ
ィ

l
テ
ン
の
提
議
に
よ
り
、
そ
れ
に
医
学
の
研
究
機
関
が
付

加
さ
れ
た
。
最
後
に
、
一
七
五
六
年
に
な
る
と
、
大
学
は
フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ャ
ド
ッ
ト
に
よ
っ

て
設
計
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
会
と
な
ら
ぶ
新
ら
し
い
建
物
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
づ
い
て
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
の
教
会
政
策
で
あ
る
。

そ
の
一
七
八
一
年
の
寛
容
令
吋
己

R
S
N匂
ω
Z
E
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と

い
う
ウ
ィ
ー
ン
の
住
民
の
中
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
あ
ら
た
な
改
善
さ
れ
た
生
活
条

件
を
も
た
ら
し
た
。
反
宗
教
改
革
の
勝
利
以
来
権
力
の
少
な
い
少
数
派
と
し
て
当
時
三
千
人

を
数
え
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
今
や
そ
の
宗
教
を
ド
ロ
テ
l
ア
教
会
と

よ
ば
れ
た
独
自
の
礼
拝
堂
で
自
由
に
執
行
し
、
公
職
に
就
く
場
合
に
も
そ
れ
を
保
持
し
う
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
従
来
か
れ
ら
の
入
会
を
拒
ん
で
き
た
ツ
ン
フ
ト
規
定
も
軽
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
勿
論
か
れ
ら
を
製
造
業
者
や
職
工
長
と
し
て
市
内
に

定
住
さ
せ
よ
う
と
の
経
済
的
な
配
慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
対
す
る
寛

容
の
政
策
も
、
人
道
主
義
的
な
見
地
と
な
ら
ん
で
か
れ
ら
が
大
い
な
る
経
済
的
便
宜
を
保
証
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し
た
と
い
う
こ
と
が
そ
の
決
定
的
な
理
由
を
な
し
た
と
み
て
よ
い
。
近
代
に
入
っ
て
以
来
十

八
世
紀
に
い
た
る
ま
で
、
ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
皇
帝
の
政
策
は
、
王
朝
の
財
政

上
の
要
請
次
第
で
つ
ね
に
寛
恕
と
残
酷
な
迫
害
と
の
聞
を
揺
れ
動
い
て
き
た
。
一
七
六
四
年

に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
か
れ
ら
は
ふ
た
た
び
独
自
の
自
治
体
を
つ
く
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
す

で
に
以
前
よ
り
ゲ
ッ
ト
！
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
レ
オ
ボ
ル
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
一
部
に
定

住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
寛
容
令
は
、
今
や
か
れ
ら
に
対
し
て
手
工
業
を
営
み
、
マ
ニ
ュ
フ
ア

ク
テ
ュ
ア
を
経
営
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の

ユ
ダ
ヤ
教
徒
の

数
は
二
十
年
の
聞
に
五
七
二
人
か
ら
て
四
三
一
人
へ
と
増
加
す
る
に
い
た
っ
た
。

有
用
性
と
い
う
見
地
か
ら
「
バ
ロ
ッ
ク
的
敬
度
さ
の
様
式
」

g
g兵
g
司

S
E
B百
W05・

ω巴
に
反
対
の
意
向
を
示
し
た
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
の
措
置
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
住

民
に
対
し
て
大
き
な
途
惑
い
の
気
分
を
よ
び
お
こ
し
た
。
さ
ら
に
、
以
上
の
よ
う
な
意
向
に

基
づ
く
数
多
く
の
教
会
の
祭
礼
の
廃
止
、
大
袈
沙
な
宗
教
的
行
列
の
禁
止
、
そ
れ
に
死
者
を

袋
に
入
れ
て
埋
葬
せ
よ
と
の
命
令
な
ど
に
加
え
て
、
よ
り
一
層
人
々
を
驚
か
せ
た
の
は
、
「
有

用
な
」
使
命
に
専
心
し
て
い
な
い
あ
ら
ゆ
る
修
道
院
に
対
す
る
か
れ
の
抑
圧
的
な
措
置
で

あ
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
は
、
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
の
反
宗
教
改
革
の
「
修
道
院
攻
撃
」

5
0件
2
・

0

止
め
号
守
ぬ
の
時
代
以
来
和
解
に
よ
っ
て
多
く
の
修
道
院
を
有
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
や
十
一

の
男
子
修
道
院
と
七
つ
の
女
子
修
道
院
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
庭
園
に
は
実
用
的
な
目
的
に
沿

う
建
物
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
。
こ
の
修
道
院
廃
止
と
い
う
で
き
ご
と
は
、
そ
れ

に
衝
撃
を
受
け
た
教
皇
ピ
ウ
ス
六
世
を
し
て
一
七
八
二
年
の
ウ
ィ
ー
ン
で
の
復
活
祭
の
折
皇

帝
を
訪
問
す
る
よ
う
み
ち
び
い
た
。
し
か
し
、
教
皇
の
介
入
も
結
局
の
と
こ
ろ
徒
労
に
終
わ
っ

た
。
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
れ
の
出
現
、
と
り
わ
け
ア
ム
・
ホ

l
フ
教
会
の
バ
ル

コ
ニ
ー
か
ら
大
勢
の
群
衆
に
与
え
た
荘
重
な
祝
福
は
ウ
ィ
ー
ン
の
住
民
に
大
き
な
印
象
を
与

え
た
。人

道
主
義
の
理
念
に
み
ち
び
か
れ
、
都
市
の
多
く
の
貧
窮
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
慈
善
的

な
措
置
も
人
々
の
心
を
と
ら
え
る
も
の
が
あ
っ
た
。
中
世
以
来
教
会
と
個
々
の
裕
福
な
私
人

の
み
が
本
質
的
に
こ
れ
ら
の
人
々
の
世
話
を
行
な
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
さ
い
か
れ
ら

貧
民
達
は
ま
さ
に
差
別
な
く
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
や
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
国
家
が

か
れ
ら
に
対
し
て
公
共
の
福
祉
の
精
神
に
お
い
て
配
慮
す
る
こ
と
を
開
始
し
た
。
す
で
に
マ

リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
も
と
で
、
た
と
え
ば
孤
児
院
、
盲
学
校
や
傷
捷
軍
人
収
容
所
な
ど
が
設

立
さ
れ
て
い
た
が
、
ヨ

1
ゼ
フ
二
世
は
都
市
の
福
祉
制
度
を
あ
ら
た
に
組
織
化
す
る
こ
と
を

企
図
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
確
固
た
る
物
質
的
な
基
盤
を
お
く
こ
と
を
求
め
、
あ
ら
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今
や
、
国
家
が
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
設
立
の
促
進
に
着
手
す
る
に
及
ん
で
、
力
の
あ
る
輸

出
品
生
産
の
工
業
が
お
こ
っ
た
。
は
や
く
も
一
六
六
六
年
に
は
「
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
導

入
」
の
た
め
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
っ
た
「
商
務
庁
」
の

0
5
5
2
N
h
o
＝om
E
B
と
い
う
官
庁
が

設
立
さ
れ
た
。
そ
じ
て
一
六
七
五
年
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
工
業
従
事
者
の
た
め
の
一
種
の
職

業
教
習
所
の
役
割
を
担
っ
た
国
立
の
「
タ
ボ

l
ル
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
・
ハ
ウ
ス
」

宮
自

E
E
R
Z吾
m
w
g
ω
B
H
〆
σ
2
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
上
、
さ
ら
に
、
国
家
は
マ
ニ
ュ
フ
ア

ク
テ
ュ
ア
の
設
立
を
助
成
し
、
保
護
関
税
や
一
時
的
な
税
の
減
免
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
強

力
な
保
護
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
国
家
の
保
護
に
よ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
地
域
に
も
非
常
に
恵
ま
れ
た
条
件
の
も

と
で
最
初
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
が
設
立
さ
れ
た
。
勿
論
、
最
初
に
設
立
さ
れ
た
場
所
は
、

地
価
と
労
働
力
と
が
安
価
で
あ
っ
た
市
の
周
辺
部
の
田
舎
び
た
地
域
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

経
済
の
興
隆
期
で
あ
っ
た
一
七

O
O年
か
ら
一
七
三

O
年
に
か
け
て
の
時
期
に
は
ウ
ィ
ー
ン

市
内
に
も
多
く
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
ま
ず
第
一
に
数
え

ら
れ
た
の
は
絹
工
業
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ウ
ィ
ー
ン
は

そ
の
交
通
上
の
恵
ま
れ
た
位
置
ゆ
え
に
イ
タ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
お
よ
び
土
着
の
生
糸
の

生
産
地
か
ら
原
料
を
入
手
し
易
く
、
絹
製
造
の
工
業
に
好
適
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
そ
れ
に
加
え
て
他
の
繊
維
工
業
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
も
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら

は
ビ
ロ
ー
ド
や
輝
く
琉
泊
織
り
、
亜
麻
の
真
田
ひ
も
や
亜
麻
の
レ

l
ス
、
組
ひ
も
や
長
靴
下
、

あ
る
い
は
ま
が
い
も
の
の
金
糸
や
銀
糸
か
ら
成
る
細
い
撚
糸
の
よ
う
な
流
行
の
商
品
を
生
産

し
た
。
こ
れ
ら
の
最
古
の
繊
維
工
業
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
の
多
く
は
、
生
産
に
必
要
な

労
働
力
が
十
分
に
得
ら
れ
る
と
い
う
理
由
で
、
人
口
の
密
集
し
た
西
方
の
郊
外
地
域
｜
｜

シ
ヨ
ツ
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
、
ノ
イ
パ
ウ
、
「
ブ
リ
ラ
ン
テ
ン
グ
ル
ト
」
や
グ
ム
ペ
ン
ド
ル
フ
に
お

け
る
ご
と
く

l
ー
に
立
地
し
た
の
で
あ
る
。

大
き
な
現
金
資
本
を
有
し
な
か
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
層
は
、
最
初
の
う
ち
は
若
干
の
マ

ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
を
設
立
し
え
た
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
ら
の
経
済
的
革
新
に
よ
っ
て
大
し
た

利
益
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
こ
れ
ら
の
新
産
業
部
門
に

よ
る
高
い
利
益
は
お
お
む
ね
進
取
の
気
象
に
富
ん
だ
外
国
人
の
ふ
と
こ
ろ
に
流
れ
、
労
働
者

と
し
て
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
の
中
で
仕
事
に
従
事
し
た
ウ
ィ
ー
ン
人
は
非
常
に
す
み
や
か

に
自
ら
の
無
力
と
無
防
備
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
か
れ
ら
は
、
男
達
を
強
制
的

に
働
か
せ
、
婦
人
と
子
供
遣
を
低
賃
金
で
採
用
し
た
と
こ
ろ
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
所
有

者
の
労
働
搾
取
の
圧
力
に
屈
服
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
戦
時
に
入
っ
て
こ
の
よ

ウィーン市の歴史仁）

う
な
進
行
が
停
止
し
た
と
き
、
西
方
の
郊
外
地
域
の
住
民
達
は
は
や
く
も
集
団
的
失
業
と
そ

の
結
果
と
し
て
の
悲
惨
な
生
活
と
を
味
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
家
が
ウ
ィ
ー
ン
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
テ
ュ
ア
に
対
し
て
支
援
を
行
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
は
市
の
経
済
的
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
国
家
は
市
に
お
け
る
す
べ
て
の
経
済
政
策
の
決
定
を
自
ら
の
経
済
計
画
の
範
囲
に
お

い
て
の
み
行
な
う
こ
と
を
求
め
、
市
自
身
の
主
体
性
を
認
め
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

上
、
一
七
三
七
年
に
首
都
の
経
済
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
「
ウ
ィ
ー
ン
市
経

済
委
員
会
」

ω
Z含
・
巧
ぽ
ロ

2
・
若
宮

ω与
え
Z
E
B
E
E
－g
も
、
事
実
の
上
で
は
領
邦
君
主
の

一
官
庁
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
で
市
民
の
代
表
者
は
何
ら
自
主
的
な
決
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
臣
民
」
巴
巳

q
gロ
と
の
熔
印
を
押
さ
れ
た
市
民
階
級
は
政
治
上
の
領
域
に
お
い
て
も
、

経
済
的
な
そ
れ
と
同
様
国
家
の
後
見
の
も
と
に
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
国
王
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
は
一
五
二
六
年
の
市
条
例
を
も
っ
て
、
た
と
え
ば

領
邦
君
主
は
都
市
の
問
題
で
は
す
べ
て
市
民
の
意
向
を
犠
牲
に
し
て
拒
否
権
を
確
保
す
る
と

い
う
箇
条
を
導
入
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
絶
対
主
義
の
貫
徹
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
か
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
重
大
な
決
定
を
国
家
の
中
央
官
庁
に
委
任

し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
都
市
の
ご
と
き
行
政
の
下
位
組
織
体
は
そ
の

最
後
の
政
治
的
権
利
を
奪
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
が
一
七
八
三
年

に
「
皇
帝
の
首
都
ウ
ィ
ー
ン
市
庁
」
冨
お

5
5
E再
開
包
括
忌
与

g
同
gEgNω
冨
岳
当
日

g

を
創
設
し
た
と
き
、
中
世
に
由
来
せ
る
古
来
の
市
参
事
会
と
市
法
廷
と
の
二
分
体
制
を
廃
止

し
、
そ
の
政
治
的
、
経
済
的
な
ら
び
に
司
法
上
の
使
命
を
「
対
外
事
務
庁
」
〉

z
p
B
同
巳
か

ら
選
ば
れ
、
市
長
と
二
人
の
副
市
長
を
そ
の
長
に
い
た
だ
い
た
三
つ
の
評
議
員
会

ω
g巳。

に
委
任
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
単
な
る
組
織
上
の
措
置
と
い
う
風
に
み
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
再
組
織
の
真
の
性
格
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
評
議
員
会
が
直
接
に
領
邦

君
主
の
官
庁
に
下
属
す
る
も
の
と
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
都
市
の
決
定
の
自
由
が
以
前
と
閉
じ

程
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
風
に
言
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

経
済
的
な
発
展
と
、
幅
広
く
民
衆
の
福
祉
の
た
め
に
配
慮
せ
ん
と
の
啓
蒙
的
絶
対
主
義
の

政
策
傾
向
と
は
、
十
八
世
紀
後
半
の
ウ
ィ
ー
ン
に
も
、
文
化
生
活
に
お
け
る
一
つ
の
完
全
な

変
革
を
み
ち
び
き
、
も
た
ら
し
た
。
社
会
的
な
ら
び
に
文
化
的
な
事
柄
の
あ
ら
ゆ
る
表
現
の

仕
方
に
お
い
て
宮
廷
的
な
様
式
は
消
滅
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
漸
次
「
生
活
の
市
民
化
」

〈

qσ
骨
m
q
z与
ロ
ロ
肉
色

gFmwσgω
へ
と
席
を
譲
る
に
い
た
っ
た
。
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な
ら
び
に
社
会
的
な
状
況
の
も
と
で
啓
蒙
主
義
が
一
ヶ
の
あ
ら
た
な
有
用
主
義
的
生
活
感
情

を
流
布
す
る
に
及
び
、
よ
う
や
く
終
息
す
る
に
い
た
っ
た
。

バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
ウ
ィ
ー
ン
は
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
大
都
市
と
は
異
な
り
、
創
造
力
の
あ
る

市
民
的
な
文
化
階
層
を
有
し
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
宮
廷
の
芸
術
と
な
ら
ん
で
、
文
化
の
上

に
農
民
的
体
験
の
自
然
の
表
明
が
直
接
的
に
う
か
が
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
別
段
お
ど
ろ
く

べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
農
民
的
な
も
の
は
、
こ
の
都
市
で
は
、
ま
だ
半
ば
田
舎
び
た
環
境
に

あ
っ
た
郊
外
に
住
む
多
く
の
小
市
民
達
に
だ
げ
で
は
な
く
、
勿
論
社
交
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
多

い
冬
季
に
は
ウ
ィ
ー
ン
の
都
市
邸
宅
で
過
し
た
も
の
の
、
夏
季
に
は
ア
ル
プ
ス
地
方
、
ベ
ー

メ
ン
、
メ

l
レ
ン
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
城
で
生
活
し
、
そ
の
地
で
農
民
的
世
界
と
緊
密
に
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
た
貴
族
達
に
も
十
分
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
一
ヶ
の
演

劇
都
市
た
る
バ
ロ
ッ
ク
的
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
農
民
的
な
も
の
が
そ
の
ま
ま
の
姿
で
舞

台
に
登
場
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
勿
論
シ
ュ
タ
イ
エ
ル
マ
ル
ク
人
ヨ

l
ゼ
フ
・
シ
ュ
ト
ゥ

ラ
ニ
ツ
キ
イ
（
一
七
二
六
年
に
死
す
）
の
姿
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
、
ケ
ル
ン
ト
ナ

l

門
劇
場
の
舞
台
に
愚
か
で
ず
る
が
し
こ
い
農
民
の
マ
ス
ク
で
登
場
し
、
英
雄
的
な
理
想
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
時
代
に
社
会
の
底
辺
の
人
々
の
組
野
な
生
活
感
情
に
表
現
を
与
え
た
と

こ
ろ
の
、
か
の
コ
ミ
カ
ル
な
人
物
「
ウ
ィ
ー
ン
的
道
化
役
」
巧
ぽ

5
ュ

R
F
E
E
ω
5
5
5円
の

創
造
者
な
の
で
あ
っ
た
。
天
才
的
な
シ
ュ
ト
ゥ
ラ
ニ
ツ
キ
イ
は
、
十
九
世
紀
ま
で
い
き
い
き

と
命
脈
を
保
っ
た
真
の
ウ
ィ
ー
ン
民
衆
喜
劇
の
父
と
み
な
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
か

れ
は
ま
た
、
か
つ
て
貴
族
的
要
素
と
農
民
的
な
そ
れ
と
の
愛
す
べ
き
調
和
に
よ
っ
て
、
形
式

の
完
壁
さ
と
本
来
の
素
朴
さ
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
か
の
ア
ル

ト
・

ヴ
ィ

l
ナ
l

ト
ゥ
ム
匡
ケ
当
－
2
0
2
z
B
と
よ
ば
れ
る
一
つ
の
迂
回
路
を
建
設
す
る
に
さ
い
し
て
の
そ
の

寄
附
行
為
に
よ
っ
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

バ
ロ
ッ
ク
的
貴
族
世
界
の
只
中
に
あ
っ
て
社
会
的
下
層
の
人
々
や
市
民
層
の
意
見
も
よ
う

や
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
因
を
わ
け
で
も
時
代

の
経
済
的
基
盤
が
漸
次
変
革
さ
れ
、
永
い
目
で
見
れ
ば
貴
族
に
比
し
て
市
民
層
が
庇
護
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
帰
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

実
に
ウ
ィ
ー
ン
の
経
済
に
と
っ
て
も
、
一
六
八
三
年
と
い
う
年
は
、
そ
れ
が
停
滞
の
世
紀

の
後
に
一
つ
の
経
済
の
飛
躍
を
み
ち
び
い
た
が
ゆ
え
に
、
一
ヶ
の
転
回
点
た
る
こ
と
を
意
味

し
た
。
解
回
戦
争
の
後
に
な
し
え
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
征
服
は
、
直
ち
に
お
よ
そ
一
五

O
O年

前
後
以
来
ト
ル
コ
人
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
き
た
ゆ
た
か
な
販
路
を
ふ
た
た
び
ウ
ィ
ー
ン
の

商
業
に
対
し
て
開
い
た
。
そ
れ
以
後
内
市
や
郊
外
に
お
い
て
お
こ
っ
た
活
発
な
建
設
活
動
は
、
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芸
術
家
や
手
工
業
者
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
永
年
来
日
傭
い
労
務
者
や
乞
食
と
し
て
貧

苦
に
悩
ん
で
い
た
多
く
の
人
々
に
労
働
と
収
入
の
道
を
与
え
た
。
勿
論
、
十
八
世
紀
末
か
ら

十
九
世
紀
初
め
ま
で
の
世
紀
の
転
回
期
に
い
た
る
ま
で
、
ウ
ィ
ー
ン
の
経
済
は
未
だ
な
お
首

都
と
し
て
の
あ
り
方
に
完
全
に
依
存
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
本
質
的
に
は
上
流
階
級

の
人
々
の
需
要
に
応
ず
る
商
品
の
み
を
生
産
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時

よ
く
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ウ
ィ
ー
ン
の
上
流
の
人
々
は
、
賛
沢
な
品
物
か
ら
「
サ
ラ
ダ

や
せ
り
の
よ
う
な
ご
く
日
常
的
な
も
の
に
い
た
る
ま
で
す
べ
て
の
商
品
を
高
く
買
わ
さ
れ
て

い
た
」
の
で
あ
る
。

重
商
主
義
の
理
論
と
実
践
が
つ
い
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
世
襲
領
内
に
入
る
こ
と
を
許
さ

れ
、
そ
の
経
済
の
機
構
が
変
革
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
未
来
の
た
め
に

決
定
的
に
重
要
な
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。
国
家
は
、
今
や
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
支
配
領
域

で
一
六
八
四
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
そ
れ
が
望
み
さ
え
す
れ
ば
す
べ
て
の

上
に
あ
り
』

C
え
2
5
r
F
5
m
w円丘一
gw
君
。
ロ
ロ

2
ロ
ロ
円
当
己
－
と
い
う
題
の
書
物
に
お
い
て
展

開
さ
れ
た
原
理
に
基
づ
い
て
経
済
を
計
画
的
に
促
進
す
る
こ
と
に
着
手
し
た
。
と
り
わ
け
、

商
品
の
生
産
力
を
高
め
、
積
極
的
に
貿
易
差
額
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
国
庫
を
充
実

化
す
る
と
い
う
政
策
が
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
重
商
主
義
の
精
神
に
お
い
て
商
業
の
発
展
の
た
め
に
す
す
め
ら
れ
た
大
規
模
な

政
策
措
置
は
非
常
に
す
み
や
か
に
失
敗
た
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
た
と
え
ば
、

一
七
一
九
年
に
あ
ら
た
に
設
立
さ
れ
、
ト
ル
コ
帝
国
と
の
商
品
取
引
き
を
と
り
扱
う
べ
き
で

あ
っ
た
「
東
方
商
事
会
社
」
。
ュ

g
g
z
R
Z
Z
S骨
U
E
B宮
官
庁
は
資
本
不
足
の
ゆ
え
に

中
絶
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の
恵
ま
れ
た
交
通
上
の
位
置
を
あ
ら
た
め

て
重
要
な
ら
し
め
た
通
商
ル

l
ト
の
拡
張
と
改
善
は
経
済
上
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
十
八
世
紀
の
経
過
の
中
で
ゼ
ン
メ
リ
ン
ク
峠
を
越
え
る
辺
境
路
の
役
を
演
じ
た

一
つ
の
街
道
が
あ
ら
た
に
建
設
さ
れ
、
そ
の
結
果
ウ
ィ
ー
ン
は
ア
ド
リ
ア
海
に
臨
む
ト
リ
エ

ス
ト
港
に
接
続
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
皇
帝
街
道
」
旧
内
包
括
B
可
山
田
ゆ
が
完
成
し
た
こ
と
で
ウ
ィ
ー

ン
と
プ
ラ
ハ
と
の
間
の
好
都
合
な
結
び
つ
き
が
成
立
し
、
最
後
に
は
ド
ナ
ウ
川
に
つ
い
て
も

ウ
ィ
ー
ン
市
付
近
が
改
修
さ
れ
て
危
険
な
土
砂
の
堆
積
が
な
く
な
る
な
ど
航
行
の
安
全
が
配

慮
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

だ
が
し
か
し
、
も
っ
と
も
重
大
な
こ
と
は
商
品
生
産
の
発
展
の
た
め
に
企
て
ら
れ
た
措
置

で
あ
っ
た
。
盛
期
中
世
以
来
一
方
的
に
取
引
き
が
制
限
さ
れ
、
商
品
の
生
産
が
な
お
ざ
り
に

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
ウ
ィ
ー
ン
に
と
っ
て
の
大
き
な
損
失
を
な
し
て
い
た
。
し
か
し
、

9-
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そ
れ
に
は
翌
年
さ
ら
に
稜
霊
が
備
え
付
け
ら
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
ウ
ィ
ー
ン
は
、
そ
の
都
市

設
計
上
明
白
に
二
つ
の
集
中
的
な
防
衛
の
輪
に
よ
っ
て
組
織
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
う
ち
の
第
一
の
、
十
六

1
十
七
世
紀
に
由
来
せ
る
要
塞
の
帯
は
旧
市

E
Z
Z舎
を
と
り

巻
き
、
そ
れ
は
北
東
部
の
外
側
で
は
約
五
百
メ
ー
ト
ル
、
幅
広
い
斜
堤
の
方
に
突
出
し
て
い

た
。
こ
の
、
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
細
長
い
地
帯
（
斜
堤
）
の
彼
方
に
広
々
と
し

た
郊
外
地
区
が
拡
が
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
境
界
壁
」
ピ

E
g当
ω＝
と
名
付
け
ら

れ
た
一
七

O
四
年
の
防
衛
環
状
壁
に
固
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ウィーン市の歴史（二）

天
分
の
あ
る
建
築
師
に
よ
っ
て
狭
苦
し
い
内
市
あ
る
い
は
郊
外
の
広
い
地
域
に
建
て
ら
れ
、

多
く
の
画
家
、
彫
刻
家
、
大
理
石
模
様
作
家
、
化
粧
漆
喰
専
門
職
人
、
美
術
家
具
師
や
室
内

装
飾
家
ら
に
よ
っ
て
惜
し
げ
な
く
飾
り
付
け
ら
れ
た
巨
大
な
バ
ロ
ッ
ク
式
建
造
物
は
、
一
部

の
社
会
的
上
流
層
の
人
々
が
そ
の
勢
力
を
誇
示
す
る
の
に
役
立
っ
た
。
そ
の
上
流
層
と
は
カ

ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
と
な
ら
ん
で
と
り
わ
け
宮
廷
と
貴
族
で
あ
り
、
こ
の
両
者
は
今
や
ト
ル

コ
戦
争
の
赫
々
た
る
勝
利
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
勢
望
と
増
大
せ
る
富
と
を
獲
得
す
る
に
い

た
っ
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
ま
た
、
そ
の
後
の
ウ
ィ
ー
ン
の
文
化
的
生
活
の
傾
向
や
型
を

も
規
定
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
か
れ
ら
以
外
に
財
産
と
教
養
を
意
の
ま
ま
に
な
し
う
る

西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

型
の
市
民
的
社
会
層
を
欠
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
遠
隔
地
取
引
き
は

ウ
ィ
ー
ン
人
の
手
に
で
は
な
く
つ
ね
に
上
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
商
人
に
掌
握
さ
れ
、
工
業

は
ま
だ
大
量
生
産
の
段
階
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
は
市
民
的
な
繁
栄
な
ど
は

存
し
な
か
っ
た
。
他
方
、
市
民
的
な
知
識
階
級
も
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
明
ら
か
に
若
干
の
市
民
の
子
弟
達
が
大
学
で
勉
強
し
、
中
央
官
庁
の
高
級
官
史

と
な
る
者
も
い
た
が
、
か
れ
ら
は
そ
の
低
い
身
分
か
ら
す
み
や
か
に
貴
族
身
分
へ
の
上
昇
を

は
か
ろ
う
と
す
る
の
み
で
、
市
民
と
し
て
の
独
自
の
知
的
活
動
を
め
ざ
す
こ
と
が
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
も
っ
ぱ
ら
社
会
的
上
流
層
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
絶
対
主
義
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
く
貴
族
に
よ
っ
て
と
い
う
よ
り
も
よ
り
多
く
宮
廷
自
身
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
こ
の
時
代
の

文
化
は
、
同
時
代
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
を
特
色
づ
け
た
ご
と
き
文
学
的
、
学
問
的
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
む
し
ろ
好
奇
心
か
ら
生
ま
れ
、
表
現
欲
に
仕
え
よ
う
と
す
る
一

種
の

「祭
典
文
化
」
司
2
芹
巳
E
円
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
皇
帝
家
の
厳
格
な
ス
ペ
イ
ン
風
の

儀
礼
に
の
っ
と
っ
て
建
て
ら
れ
た
堂
々
た
る
バ
ロ
ッ
ク
建
築
に
お
け
る
ほ
か
は
、
宮
廷
で
の

荘
大
な
祭
典
に
お
い
て
、
ま
た
有
名
な
イ
タ
リ
ア
人
の
監
督
に
よ
り
今
日
の
ヨ
！
ゼ
フ
広
場

や
舞
踏
場
で
上
演
さ
れ
た
オ
ペ
ラ
の
中
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
れ
は
、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
貴
族
の
汎
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
的
な
つ
な
が
り
の
結
果
に
基

づ
く
多
く
の
芸
術
家
達
の
出
自
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
的
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
上
流
階
級
の
人
々

の
日
常
語
が
ス
ペ
イ
ン
語
や
イ
タ
リ
ア
語
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
む

し
ろ
国
際
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
の
バ
ロ
ッ
ク
的
な
「
祭
典
文
化
」
は
、
一
六
六

O
年
と
一
七
四

O
年
の
問
の
時

期
に
、
と
く
に
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
と
そ
の
二
人
の
息
子
た
る
ヨ

1
ゼ
フ
一
世
、
カ
ー
ル
六
世

な
ど
芸
術
的
な
天
分
に
恵
ま
れ
た
皇
帝
達
の
治
下
で
そ
の
絶
頂
期
を
経
験
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
と
そ
の
息
子
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
の
治
下
で
、
変
化
せ
る
経
済
的

-8-
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か
ら
ミ
ノ
リ
l
テ
ン
広
場
や
へ

l
レ
ン
通
り
を
へ
て
ケ
ル
ン
ト
ナ

l
通
り
の
向
か
い
側
の
市

街
区
に
い
た
る
ま
で
も
及
ぶ
貴
族
の
住
宅
街
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
こ
の
様

式
の
も
の
と
し
て
は
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
建
造
物
た
る
プ
リ
ン
ツ

・
オ
イ
ゲ
ン
の

都
市
宮
殿
が
聾
え
立
っ
て
い
た
。
拡
張
さ
れ
た
王
宮
、
数
多
く
の
貴
族
の
邸
館
、
そ
し
て
そ

の
こ
ろ
改
築
さ
れ
、
内
部
を
豪
華
に
修
復
さ
れ
た
多
く
の
教
会
ー
ー
た
と
え
ば
ぺ

i
テ
ル
教

会
の
ご
と
く
ー
ー
は
、
そ
の
建
築
様
式
の
性
格
に
よ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
を
貴
族
的
、
教
会
的
な

特
色
を
有
す
る
バ
ロ
ッ
ク
都
市
た
ら
し
め
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
同
じ
こ
ろ
に
建
て
ら
れ

た
一
般
市
民
の
バ
ロ
ッ
ク
風
の
家
屋
も
ま
た
、
街
路
に
面
し
た
正
面
が
数
階
に
わ
た
っ
て
豊

か
に
装
飾
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
俗
的
な
ら
び
に
教
会
的
な
豪
華
な
建
造
物
に

は
到
底
か
な
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

建
築
意
図
に
お
い
て
建
物
が
密
集
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
内
市
に
は
き
っ
ち
り
し
た
境
界

線
が
引
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
反
し
、
市
門
の
前
の
広
い
地
域
は
ほ
と
ん
ど
制
限
の
な
い

活
動
分
野
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
防
備
施
設
の
彼
方
に
あ
る
こ
の

地
域
に
は
、
両
度
の
ト
ル
コ
軍
包
囲
の
聞
の
不
安
定
な
時
代
に
僅
か
し
か
建
造
物
が
建
て
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
く
か
ら
の
移
住
の
中
心
地
｜
｜
小
さ
な

村
々
や
幹
線
道
路
沿
い
の
若
干
の
家
並
ー
ー
の
聞
に
は
、
ま
だ
牧
場
、
畑
や
葡
萄
畑
な
ど
が

広
が
っ
て
い
た
。
市
の
前
面
に
あ
っ
た
こ
の
種
の
さ
さ
や
か
な
移
住
地
は
、

一
六
八
三
年
ト

ル
コ
軍
が
接
近
し
た
さ
い
に
焼
き
払
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
火
災
に
抵
抗
し
た
者
は
、
戦

い
の
問
、
あ
る
い
は
ト
ル
コ
軍
の
退
却
の
さ
い
に
酷
い
自
に
遭
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
の
世
代
に
、
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
層
は
、
ま
だ
多
く
の
建
物
で
ふ
さ
が
れ
て
い
な
か
っ
た

広
い
土
地
を
利
用
す
る
た
め
に
、
こ
の
荒
廃
し
た
領
域
に
押
し
寄
せ
た
。
そ
し
て
、
市
が
そ

れ
ま
で
に
決
し
て
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
旺
盛
な
建
設
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
マ
リ

ア
ヒ
ル
フ
や
デ
ィ

1
・
ヴ
ィ

l
デ
ン
の
よ
う
な
古
く
か
ら
の
移
住
の
中
心
地
は
よ
り
大
い
な

る
居
住
地
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
こ
ろ
、
規
則
的
な
建
築
区
画
と
網
目
状
に
張
り

め
ぐ
ら
さ
れ
た
長
い
通
り
を
も
っ
計
画
的
に
設
定
さ
れ
た
あ
ら
た
な
集
団
居
住
地
が
形
成
さ

れ
た
。
こ
の
様
式
の
あ
ら
た
に
設
立
さ
れ
た
居
住
地
は
た
と
え
ば
レ
オ
ポ
ル
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト

や
ヨ

l
ゼ
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
な
ど
で
あ
っ
た
。
十
八
世
紀
の
後
半
に
い
た
る
と
、
す
べ
て
の
こ

れ
ら
の
集
団
居
住
地
は
市
の
郊
外
の
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
よ
う
に
し
て
、
元

来
農
村
風
で
あ
っ
た
そ
れ
ら
の
居
住
地
は
様
式
の
上
で
市
民
の
家
屋
に
も
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
奥
深
い
中
庭
と
そ
の
周
わ
り
の
居
住
場
所
と
仕
事
場
の
区
域
と
を

も
っ
そ
の
様
式
は
元
々
は
低
オ
ー
ス
ト
リ
ア
地
方
の
農
家
の
そ
れ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
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た。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
市
民
の
建
築
活
動
よ
り
も
は
る
か
に
き
わ
立
っ
て
い
た
の
は
、
市

門
の
前
の
地
域
に
お
け
る
貴
族
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
そ
の
大
規
模
な
建
造
物
の
た

め
の
広
い
自
由
な
空
間
が
存
し
た
の
で
あ
り
、
か
れ
ら
貴
族
達
は
、
畑
や
葡
萄
畑
の
中
に
、

あ
る
い
は
ま
だ
家
屋
が
建
て
込
ん
で
い
な
か
っ
た
郊
外
の
地
に
広
々
と
し
た
庭
園
付
き
の
夏

の
別
荘
を
建
て
た
。
そ
れ
ら
の
建
造
物
の
中
で
も
も
っ
と
も
豪
華
な
建
物
は
プ
リ
ン
ツ
・
オ

イ
ゲ
ン
の
夏
の
住
居
た
る
ベ
ル
ヴ
ェ
デ

l
レ
城
で
あ
り
、
そ
れ
は
ル

l
カ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヒ

ル
デ
プ
ラ
ン
ト
が
ト
ル
コ
の
将
軍
の
テ
ン
ト
の
動
く
シ
ル
エ
ッ
ト
を
有
す
る
バ
ロ
ッ
ク
式
庭

園
の
中
の
高
い
処
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
貴
族
の
住
居
は
、
そ
の
壮
大
さ
と
価

値
の
高
い
飾
り
付
け
に
お
い
て
、
郊
外
に
あ
っ
て
フ
ラ

ン
ス
風
の
庭
園
の
中
に
フ
イ

ツ

シ
ャ

l
・
フ
ォ
ン

・エ

ル
ラ
ッ
ハ
の
設
計
で
一
六
九
三
年
か
ら
一
七
二
ニ
年
ま
で
の
聞
に
完

成
し
た
皇
帝
の
居
城
た
る
シ
ェ

l
ン
ブ
ル
ン
城
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
ぬ
も
の
と
な
っ
た
。
都

市
像
自
体
と
し
て
は
、
二
、
三
の
教
会
を
除
け
ば
、
緑
の
斜
堤
の
外
縁
部
に
そ
の
豪
華
な
正

面
が
向
く
よ
う
に
建
て
ら
れ
、
皇
帝
の
宮
殿
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
よ
う
な
外
観
を
呈
し

て
い
た
ア
ウ
エ
ル
ス
ペ
ル
ク
、
ト
ラ
ウ
ト
ソ
ン
や
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク
の
宮
殿
の
ご

と
き
一
連
の
邸
館
の
方
が
よ
り
魅
力
的
で
あ
っ
た
。
郊
外
地
域
の
中
の
内
市
の
方
に
向
い
た

側
は
、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
以
上
の
よ
う
な
仕
方
で
一
つ
の
建
築
線
上
に
数
多
く
の
豪
華
な

建
造
物
を
は
め
こ
ま
せ
た
た
め
、
都
市
景
観
の
上
で
の
荘
重
な
印
象
が
よ
り
一
層
高
め
ら
れ

た
。
そ
の
中
で
も
も
っ
と
も
壮
麗
な
建
造
物
の
例
は
、
宮
廷
の
厩
舎
を
除
け
ば
、
フ
イ
ツ

シ
ャ

l
・
フ
ォ
ン
・
エ
ル
ラ
ッ
ハ
が
皇
帝
カ

l
ル
六
世
の
委
任
を
受
け
て
、
一
七
二
二
年
に

ペ
ス
ト
が
終
息
し
た
こ
と
の
感
謝
の
た
め
に
ウ
ィ
ー
ン
最
美
の
バ
ロ
ッ
ク
式
教
会
建
築
と
し

て
建
立
し
た
カ
1
ル
教
会
で
あ
る
。

新
ら
し
い
郊
外
地
域
の
田
舎
風
の
素
朴
さ
と
貴
族
風
の
雅
や
か
さ
と
を
兼
ね
備
え
た
美
し

さ
は
同
時
代
の
多
く
の
人
々
か
ら
し
ば
し
ば
讃
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
一
七
一
六
年
の
秋
に
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
ず
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
女
性
モ
ン
タ
ギ
ュ

l

嬢
が
非
常
に
好
意
的
な
意
見
を
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
女
は
旅
行
中
に
出
し
た
手
紙
の
中

で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
私
は
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ウ
ィ
ー
ン
の
郊
外
地
域

よ
り
以
上
に
好
ま
し
く
魅
力
的
な
町
を
決
し
て
外
に
見
た
こ
と
は
な
い
」
と
。

一
七

O
四
年
に
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
の
勧
告
に
よ
り
、
ク
ル
ツ
運
動
や
蜂
起
せ
る
ハ
ン

ガ
リ
ー
農
民
の
侵
入
に
対
す
る
防
衛
の
た
め
に
、
郊
外
地
区
は
幅
広
い
煉
瓦
で
蔽
わ
れ
た
四

メ
ー
ト
ル
も
の
高
さ
を
も
っ
土
塁

開
『
込
者
包
｝

で
と
り
固
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

有明工業高等専門学校紀要
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ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
バ
ロ
ッ
ク
都
市

さ
わ
し
い
表
現
を
与
え
る
と
い
う
気
位
の
高
い
要
求
を
め
ざ
め
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
形
成

の
意
志
の

g
z－EDmω
者
三
σ
は
、
一
六
九

O
年
か
ら
一
七
二

O
年
に
か
け
て
の
間
建
築
界
で

圧
倒
的
に
イ
タ
リ
ア
の
影
響
力
が
強
か
っ
た
一
時
期
を
へ
た
後
、
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
二
人
の

偉
大
な
郷
土
の
建
築
師
ヨ

l
ハ
ン
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
フ
イ
ツ
シ
ャ

l
・
フ
ォ
ン
・
エ
ル
ラ
ツ

ハ
と
ヨ

l
ハ
ン

・
ル
l
カ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
が
ウ
ィ
ー
ン
を
そ
の
壮
麗
な
建

造
物
で
飾
っ
た
と
き
に
頂
点
に
達
し
た
。

そ
の
地
面
が
中
世
末
以
来
ほ
と
ん
ど
建
物
で
ふ
さ
が
れ
て
い
た
内
市

宮
口

g
ω
E岳
で
は
、

新
築
の
建
物
の
大
部
分
は
昔
か
ら
の
市
民
の
手
持
ち
の
費
用
だ
け
で
建
て
ら
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。
事
実
、
最
後
の
ゴ
シ
ッ
ク
式
切
妻
屋
根
の
家
屋
は
と
り
こ
わ
さ
れ
、
そ
の
あ
と
の
細

長
い
敷
地
は
よ
り
大
き
な
建
物
の
そ
れ
に
接
合
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
幅
広
い
敷
地
に
数

多
く
の
窓
軸
忠
ロ

ω
z
s
n
z
g
を
も
っ
貴
族
の
邸
館
や
巨
大
な
国
家
の
建
造
物
が
建
て
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
豪
華
な
新
建
造
物
を
効
果
的
に
目
立
た
せ
る
た
め
に
大
き
な

広
場
が
設
け
ら
れ
る
と
き
に
は
、
古
い
住
宅
は
後
退
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

今
や
家
屋
敷
の
数
は
以
前
よ
り
も
少
な
く
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
日
を
逐
う
ご
と
に
多

く
の
小
家
屋
に
代
わ
っ
て
大
き
な
家
屋
が
建
て
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
人
口
が

密
集
し
、
防
備
工
事
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
内
市
の
中
の
狭
い
地
域
は
住
宅
を
つ
ね
に
高
層

式
に
建
て
る
こ
と
が
不
可
欠
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

一
六
六
四
年
に
は
家
屋
の
約
三
分
の

一
が
四
階
建
て
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
一
七
九
五
年
に
は
ほ
と
ん
ど
半
ば
の
家
屋
が
そ
う

な
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
と
き
に
は
す
で
に
六
階
建
て
や
七
階
建
て
の
も
の
す
ら
存
し
た
の

で
あ
る
。

皇
帝
は
記
念
碑
的
な
建
造
物
を
建
て
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
第
二
次
の
ト
ル
コ
軍
包
囲
の
前

に
、
最
古
の
「
ス
イ
ス
宮
」

ω各
巧
Z
N
O
与
え
の
付
近
に
あ
っ
た
城
の
一
部
を
、
長
く
の
び
た

家
並
の
つ
づ
く
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
時
代
に
で
き
た
ウ
ィ
ン
グ
（
側
翼
）
に
よ
っ
て
西
方
の
ア

マ
リ
エ
ン
城
と
結
合
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
閉
じ
込
ま
れ
た
「
内
側
の
郭

内
広
場
」
－

5
2
2回
R
ち
え
に
は
巨
大
な
帝
国
総
理
府
街
月
旦
♀
件

g
N｝巳門
E
E
が
設
け

ら
れ
、
そ
こ
に
は
一
八

O
六
年
の
滅
亡
時
ま
で
帝
国
の
最
高
官
庁
が
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
逆
の
方
向
で
は
、
そ
れ
は
宮
廷
の
馬
小
屋
を
城
の
冬
季
馬
術
学
校
巧

E
z
q巳
Z
♀
巳
め

に
接
続
さ
せ
、
東
方
で
は
フ
イ
ツ
シ
ャ

l
・
フ
ォ
ン
・
エ
ル
ラ
ッ
ハ
の
創
造
物
た
る
宮
廷
図

書
館
の
豪
華
な
建
物
が
そ
れ
に
付
加
さ
れ
た
。

絶
対
君
主
が
居
住
し
た
王
宮

田
o
p
z括
の
す
ぐ
近
く
に
、
君
主
に
臣
事
せ
る
お
家
柄
の
貴

族
達
は
そ
の
都
市
住
ま
い
の
た
め
の
邸
館
を
建
て
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
フ
ラ
イ
ウ
ン
ク

6-
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中
世
末
以
来
貧
困
と
停
滞
の
日
を
送
っ
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン
は
、
一
六
八
三
年
以
後
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
重
要
な
都
市
へ
と
地
位
を
高
め
た
。
ト
ル
コ
人
が
一
世
紀
半
こ
の
方
行
使
し
、
そ

の
た
め
不
断
に
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
た
居
住
地
を
一
ヶ
の
強
力
な
防
備
施
設
地
帯
を
も
っ
て

守
る
こ
と
を
不
可
避
た
ら
し
め
て
い
た
軍
事
的
な
圧
力
は
、
今
や
都
市
か
ら
完
全
に
と
り
除

か
れ
た
。
二
回
に
わ
た
る
ト
ル
コ
軍
の
包
囲
の
聞
の
困
難
な
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
手
を
着
け

ら
れ
な
か
っ
た
都
市
の
建
設
活
動
が
、
解
放
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
で
は
異
常
な
程
の
活
発
さ
を

も
っ
て
開
花
し
た
。
そ
の
上
、
そ
れ
は
、
包
囲
時
代
に
破
壊
さ
れ
た
残
骸
を
と
り
除
き
、
上

流
社
会
の
人
々
の
壮
麗
な
建
造
物
へ
の
欲
求
を
満
足
さ
せ
、
急
速
に
増
大
し
た
住
民
の
た
め

の
居
住
空
間
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
寄
与
し
た
。
数
世
代
の
聞
に
、
稜
室
と
斜
堤
の
彼
方
に

は
繁
昌
せ
る
郊
外
地
域
が
成
立
し
て
い
た
。
そ
の
間
ウ
ィ
ー
ン
は
し
だ
い
に
要
塞
と
し
て
の

堅
く
き
び
し
い
性
格
を
失
な
い
、
豪
壮
な
教
会
と
宮
殿
、
そ
れ
に
優
雅
な
庭
園
と
堂
々
た
る

市
民
の
邸
宅
を
も
っ
明
か
る
い
バ
ロ
ッ
ク
都
市
へ
と
変
身
し
た
。
皇
帝
軍
が
サ
ヴ
ォ
イ
の
プ

リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
の
指
揮
の
も
と
で
ト
ル
コ
人
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
駆
逐
し
た
と
き
、

ウ
ィ
ー
ン
は
つ
い
に
境
界
都
市
の

Z
DNωE門凶円
で
あ
る
こ
と
を
止
め
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら

二
世
紀
以
上
に
も
わ
た
っ
て
、
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
の
ド
ナ
ウ
国
家
の
中
心
地
と
な
っ
た
。
あ

ら
た
な
大
国
家
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
地
位
は
ロ

l
マ
教
会
か
ら
評
価
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
一
七
二
二
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
は
大
司
教
区
へ
と
昇
格
さ
せ
ら
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
が
当

時
光
彩
陸
離
た
る
王
家
の
居
城
都
市
へ
と
発
展
し
た
だ
け
で
な
く
、
行
政
都
市
と
し
て
も
大

き
な
重
要
性
を
獲
得
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
絶
対
主
義
の
時
代
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
の
世
襲
領
と
帝
国
の
国
家
的
中
央
官
庁
は

こ
の
地
に
所
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
商
品

供
給
地
な
ら
び
に
販
売
市
場
と
し
て
の
重
要
性
を
示
す
よ
う
に
な
る
や
否
や
、
ふ
た
た
び
ド

ナ
ウ
川
の
通
商
路
に
沿
っ
た
こ
の
都
市
の
恵
ま
れ
た
位
置
が
価
値
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
と
ど
の
つ
ま
り
ウ
ィ
ー
ン
は
、
輸
出
可
能
な
大
工
業
の
不
足
と
い
う
そ
の
経
済
的

な
弱
味
が
国
家
の
重
商
主
義
的
保
護
政
策
に
よ
っ
て
カ
ヴ
ァ

l
さ
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

一
六
八
三
年
の
勝
利
の
後
ウ
ィ
ー
ン
は
非
常
に
高
揚
し
た
気
分
に
と
ら
え
ら
れ
た
が
、
そ

の
こ
と
は
富
裕
な
芸
術
の
保
護
者
達
、
宮
廷
、
貴
族
や
教
会
の
聞
に
建
設
す
る
と
い
う
真
の

情
熱
を
、
ま
た
同
時
に
豪
華
な
建
造
物
を
建
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
た
な
生
の
感
情
に
ふ
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ポ
ル
ト
一
世
は
、
差
し
迫
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
ト
ル
コ
の
攻
撃
に
直
面
し
て
、
世
襲
領
、

多
数
の
帝
国
諸
侯
そ
れ
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
軍
事
的
な
援
助
を
辛
う
じ
て
手
に
入
れ
た
。

一
六
八
三
年
の
春
、
約
百
五
十
年
前
の
と
き
と
同
様
に
ふ
た
た
び
二
十
万
の
ト
ル
コ
軍
が

ド
ナ
ウ
川
の
上
手
の
方
へ
と
前
進
し
て
き
た
。
そ
の
最
高
司
令
官
と
し
て
指
揮
し
た
の
は
宰

相
の
カ
ラ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
で
あ
っ
た
。
そ
の
軍
が
ウ
ィ
ー
ン
に
接
近
し
た
と
き
、
宮
廷
、
貴

族
と
富
裕
な
市
民
達
は
ふ
た
た
び
市
を
見
殺
し
に
し
た
。
勇
敢
な
ウ
ィ
ー
ン
の
防
衛
者
エ
ル

ン
ス
ト
・
リ
ュ

i
デ
ィ
ガ

l
・
シ
ュ
タ
l
レ
ン
ベ
ル
ク
の
指
揮
に
応
じ
た
の
は
一
万
六
千
人

の
正
規
軍
と
約
六
千
人
の
市
民
、
そ
れ
に
何
よ
り
も
ま
ず
ツ
ン
フ
ト
の
親
方
連
、
宮
廷
職
員

と
学
生
達
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
市
長
の
リ
l
ベ
ン
ベ
ル
ク
と
共
同
で
都
市
の
防
備
施
設
を
迅

速
に
改
善
・
強
化
し
、
市
の
兵
器
庫
内
の
大
砲
を
稜
室
や
ラ
ヴ
ェ
リ
ン
ス
の
上
に
動
員
す
る

よ
う
指
令
し
た
。
ま
た
、
シ
ュ
タ

l
レ
ン
ベ
ル
ク
は
、
一
五
二
九
年
に
有
力
で
あ
っ
た
の
と

同
様
な
軍
事
的
根
拠
か
ら
、
第
一
次
の
ト
ル
コ
軍
の
包
囲
の
後
部
分
的
に
建
設
さ
れ
た
郊
外

の
地
域
を
焼
き
払
わ
せ
た
。

七
月
十
三
日
の
経
過
の
中
で
、
ト
ル
コ
軍
は
ま
ず
ヴ
ィ

l
ナ
l
ベ
ル
ク
を
占
領
し
た
。
そ

し
て
、
次
い
で
、
炎
上
し
て
い
る
郊
外
地
域
を
通
っ
て
斜
堤
の
外
縁
部
ま
で
前
進
し
た
。
戦

闘
軍
団
と
輪
重
隊
と
を
宿
営
さ
せ
る
た
め
に
、
ド
ナ
ウ
川
の
南
岸
に
お
い
て
エ
ル
ト
ベ
ル
ク

か
ら
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
ま
で
ウ
ィ
ー
ン
を
と
り
囲
む
よ
う
に
一
万
五
千
の
テ
ン
ト
が

張
ら
れ
た
。
カ
ラ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
は
、
市
の
西
部
の
プ
ル
ク
室
墨
と
レ

l
ヴ
ェ
ル
壁
基
と
の

聞
の
要
塞
地
区
に
対
し
て
そ
の
包
囲
軍
の
主
要
な
攻
撃
を
向
け
た
。
こ
の
地
点
で
、
か
れ
は
、

ゲ
レ
ン
」
ア

坑
道
戦
を
行
な
う
に
格
好
の
地
形
を
見
出
し
、
そ
の
作
戦
に
大
き
な
成
果
を
期
待
し
た
が
、

そ
れ
は
地
下
水
に
阻
ま
れ
て
不
成
功
に
終
わ
っ
た
。
ま
ず
、
ト
ル
コ
軍
は
即
座
に
要
塞
に
い

た
る
ま
で
の
聖
濠
を
掘
っ
た
。
そ
し
て
、
市
の
外
の
前
進
基
地
か
ら
突
撃
や
砲
撃
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
室
墨
の
下
の
坑
道
に
お
い
て
そ
れ
を
爆
破
さ
せ
よ
う
と
の
迫
撃
に
よ
っ
て
要
塞
を
占

領
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
。
し
か
し
、
防
禦
者
側
は
ト
ル
コ
軍
の
攻
撃
を
英
雄
的
に
撃
退
し
、

そ
の
砲
撃
に
よ
っ
て
地
の
上
を
蔽
う
よ
う
な
ト
ル
コ
軍
の
最
初
の
砲
火
に
対
抗
し
た
。
そ
し

て
、
か
れ
ら
は
直
ち
に
ト
ル
コ
軍
の
陣
地
の
領
域
に
跳
び
込
ま
せ
る
た
め
の
対
坑
道
を
造
ら

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
坑
道
で
の
戦
い
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

防
禦
の
面
で
こ
の
よ
う
な
成
果
を
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
包
囲
状
態
は
つ

づ
き
、
防
衛
者
の
側
は
ま
す
ま
す
絶
望
的
な
状
況
に
陥
っ
た
。
す
み
や
か
に
軍
需
品
の
欠
乏

が
生
じ
、
必
要
と
さ
れ
た
火
砲
は
破
壊
さ
れ
、
敵
に
よ
っ
て
焼
か
れ
る
か
ま
た
は
石
弾
に
よ
っ

て
破
壊
さ
れ
た
家
屋
の
残
骸
が
街
路
に
遺
棄
さ
れ
、
休
む
こ
と
の
な
い
激
し
い
戦
闘
に
よ
っ
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て
多
く
の
死
人
が
生
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
赤
痢
が
突
発
し
て
数
週
間
の
う
ち
に

七
千
五
百
人
も
の
死
者
が
出
る
と
い
う
惨
事
に
た
ち
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、

九
月
三
日
に
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
戦
わ
れ
た
城
の
突
角
室
田
口
括
包
〈
巳
吉
す
な
わ
ち

い
わ
ゆ
る
「
キ
リ
ス
ト
の
魔
法
の
岩
」

Nω
再｝

q
p
z
ι
R
n宵
2
Zロ
が
つ
い
に
ト
ル
コ
軍
の

手
に
落
ち
、
敵
が
す
で
に
破
壊
さ
れ
て
粉
々
に
な
っ
て
い
た
幕
壁
の
前
面
に
立
ち
は
だ
か
る

に
い
た
っ
た
と
き
、
も
は
や
苦
境
に
陥
っ
た
市
へ
の
救
援
を
外
部
か
ら
期
待
す
る
こ
と
は
で

き
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
防
衛
者
の
側
は
、
「
サ
ッ
カ
ー
（
戦
い
）
が
少
し
の
時
間
の
無
駄
も
な
く
行

な
わ
れ
、
早
め
ら
れ
る
」
ょ
う
懇
願
し
た
。
こ
の
よ
う
な
願
い
は
ウ
ィ
ー
ン
救
援
軍
に
対
し

て
向
け
ら
れ
、
そ
れ
は
永
い
交
渉
の
後
つ
い
に
実
現
し
た
。
そ
の
救
援
軍
は
約
四
分
の
三
の

世
襲
領
と
帝
国
の
軍
隊
、
四
分
の
一
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
騎
兵
部
隊
の
混
成
軍
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

王
ソ
ビ
エ
ス
キ
の
名
誉
職
的
な
最
高
司
令
権
の
も
と
に
あ
っ
た
が
、
事
実
上
は
カ

l
ル
・
フ
ォ

ン
・
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
に
指
揮
さ
れ
て
い
た
。
公
は
ト
ゥ
ル
ナ

l
フ
ェ
ル
ト
に
軍
を
集
結

し
、
そ
れ
を
ト
ル
コ
軍
が
全
く
予
期
せ
ざ
る
「
カ

1
レ
ン
ベ
ル
ク
」
の
高
所
へ
と
み
ち
び
い

た
。
そ
し
て
、
救
援
軍
は
そ
の
地
点
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
の
森
の
傾
斜
地
の
幅
広
い
正
面
に
お
い

て
、
平
地
に
あ
っ
た
ト
ル
コ
軍
の
陣
地
に
向
か
っ
て
突
進
し
た
。
カ
ラ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
は
そ

の
軍
の
一
部
を
救
援
軍
に
対
抗
さ
せ
る
た
め
に
投
じ
、
他
の
一
部
を
も
っ
て
城
塞
に
対
す
る

最
後
の
攻
撃
を
行
な
う
と
い
う
具
合
に
、
そ
の
勢
力
を
分
割
す
る
と
い
う
失
敗
を
犯
し
た
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
こ
の
運
命
的
な
一
日
の
経
過
の
中
で
、
ト
ル
コ
の
包
囲
軍
は
、
歓
声

を
あ
げ
て
城
塞
の
外
に
出
て
き
た
防
衛
者
達
と
合
流
し
た
救
援
軍
に
よ
っ
て
蟻
滅
的
に
打
ち

敗
ら
れ
た
。
そ
の
宝
物
や
貯
蔵
品
は
悉
く
遺
棄
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
方
に
ま
で

も
溢
れ
る
程
で
あ
っ
た
。
防
衛
者
側
の
毅
然
た
る
態
度
と
救
援
軍
の
勇
気
と
は
ト
ル
コ
軍
の

第
二
次
ウ
ィ
ー
ン
攻
囲
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
手
痛
い
敗
北
を
も
っ
て
終
わ
ら
し
め
た
の
で
あ

ヲ
令
。

-5-

こ
の
ウ
ィ
ー
ン
救
援
の
戦
い
に
よ
っ
て
、
皇
帝
と
ト
ル
コ
と
の
聞
の
対
立
は
一
つ
の
あ
ら

た
な
段
階
に
入
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
れ
と
と
も
に
、
皇
帝
の
軍
隊
を
ド
ナ
ウ
川
を

下
っ
て
バ
ル
カ
ン
半
島
に
い
た
る
ま
で
の
対
ト
ル
コ
戦
争
に
み
ち
び
い
た
と
こ
ろ
の
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
家
の
攻
撃
の
時
代
が
開
始
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
ウ
ィ
ー

ン
の
運
命
に
も
一
つ
の
決
定
的
な
転
回
が
お
と
ず
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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宮
廷
、
貴
族
や
聖
職
者
が
都
市
の
生
活
を
社
会
的
に
牛
耳
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
か

れ
ら
が
経
済
的
な
領
域
の
上
に
あ
ら
た
な
推
進
力
を
与
え
、
文
化
面
に
も
指
導
力
を
発
揮
し

た
結
果
、
広
範
な
住
民
層
が
貧
困
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
社
会

の
全
体
に
わ
た
っ
て
貴
族
的
で
豪
著
な
生
活
が
華
々
し
く
誇
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
が
し
か
し
、
日
常
生
活
で
の
過
剰
と
も
い
え
る
バ
ロ
ッ
ク
的
な
祝
祭
の
催
し
は
、
十
六

1
十
七
世
紀
の
ウ
ィ
ー
ン
が
お
か
れ
て
い
た
戦
略
上
の
位
置
の
差
し
迫
っ
た
状
況
と
は
い
ち

じ
る
し
く
対
照
的
な
姿
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
の
当
時
危
険
な
ト
ル
コ
と
の
国

境
線
が
市
か
ら
僅
か
一
日
騎
馬
行
程
だ
け
離
れ
た
と
こ
ろ
を
通
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
は
や
く
も
一
五
二
九
年
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
を
そ
の
当
時
の
築
城
技
術
に
よ
る
防

衛
施
設
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
要
塞
に
仕
上
げ
よ
う
と
の
一
世
代
か
け
て
の
大
事
業
が
着
手
さ

れ
た
。
ま
ず
最
初
に
、
幕
壁
同
日
己
完
の
内
側
の
中
世
以
来
の
環
状
囲
壁
が
と
り
払
わ
れ
、

幅
広
い
、
囲
壁
で
固
ま
れ
た
土
墨
の
と
こ
ろ
で
は
、
隠
さ
れ
た
陣
地
に
数
多
く
の
砲
列
が
し

か
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
幕
壁
か
ら
は
、
十
箇
所
の
相
互
に
か
た
く
接

合
さ
れ
、
大
砲
で
装
備
さ
れ
た
稜
墨
田
g
Z
E
が
市
の
濠
の
中
に
突
出
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
都
市
の
防
衛
に
お
い
て
、
幕
壁
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
き
た
敵
を
あ
ら
ゆ
る
側
か
ら

射
撃
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
十
七
世
紀
の
半
ば
に
は
、
市
の
濠
の

対
岸
、
そ
し
て
勿
論
二
か
所
ず
つ
の
稜
室
の
聞
に
よ
り
一
層
強
化
さ
れ
た
大
砲
の
陣
地
い
わ

ゆ
る
ラ
ヴ
ェ
リ
ン
ス
河
川
当
巴

5
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
「
蔽
わ
れ
た
道
」

m
a
R
E
巧
認
め

を
通
っ
て
稜
室
や
幕
壁
へ
と
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
防
禦
柵
、
防
壁
、
橋
や

濠
な
ど
が
組
合
わ
せ
ら
れ
た
複
雑
な
体
系
に
よ
っ
て
有
効
に
補
完
さ
れ
た
防
備
施
設
の
前
に

は
、
北
方
の
ド
ナ
ウ
川
に
向
か
っ
て
い
る
前
面
は
別
に
し
て
、
幅
が
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
に

グ
ラ
シ

も
及
ぶ
建
物
の
な
い
前
地
、
す
な
わ
ち
斜
堤

E
R
U
と
よ
ば
れ
る
空
地
が
広
が
っ
て
い
た
。

敵
に
対
す
る
遮
蔽
物
の
な
い
そ
の
場
所
は
、
防
備
工
事
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
自
由
に
大
砲

を
発
射
す
る
地
区
と
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
の
要
塞
都
市
へ
の
転
換
は
、
以
後
お
よ
そ
二
世
紀
間
に
も
わ
た
っ
て
そ
の
都
市

像
を
大
い
に
特
徴
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
き
わ
め
て
狭
い
空
間
に
圧
縮
さ

れ
た
感
じ
の
ウ
ィ
ー
ン
は
防
備
施
設
に
と
り
固
ま
れ
、
そ
の
前
面
に
は
斜
堤
が
広
が
り
、
こ

の
建
物
の
な
い
広
々
と
し
た
細
長
い
土
地
の
彼
方
に
は
じ
め
て
郊
外
地
域
が
横
た
わ
っ
て
い

る
と
い
う
状
態
が
一
八
五
七
年
に
い
た
る
ま
で
つ
づ
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
時
代
に
描
か

れ
た
多
く
の
都
市
風
景
画
は
、
形
態
の
変
化
に
富
み
、
高
く
聾
え
立
つ
都
市
と
星
形
に
設
定

さ
れ
た
防
備
施
設
帯
の
平
ら
な
囲
壁
と
の
聞
の
魅
力
的
な
対
照
の
妙
を
示
し
て
い
る
。

-4-

こ
の
新
ら
し
い
要
塞
都
市
が
第
二
回
目
の
ト
ル
コ
軍
の
攻
囲
と
い
う
き
び
し
い
試
練
に
さ

ら
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
そ
の
直
前
、
一
六
七
九
年
に
腺
ペ
ス
ト
の
襲
来
を
受
け
た
と
き

に
、
市
は
さ
ら
に
予
想
も
し
な
か
っ
た
程
の
大
き
な
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
に
と
ら
え
ら
れ
た
。
皇

帝
、
宮
廷
社
会
、
貴
族
や
富
裕
な
市
民
達
に
見
捨
て
ら
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
、
ペ
ス
ト

は
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
一
年
を
通
し
て
荒
れ
狂
っ
た
。
ま
ず
最
初
に
そ
れ
は
郊
外
で
発
生

し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
、
「
多
く
は
そ
の
中
の
奥
ま
っ
た
不
潔
な
場
所
が
こ
の
災
厄
に
襲
わ

れ
、
非
行
を
犯
す
だ
ら
し
の
な
い
な
ら
ず
者
の
よ
う
な
下
層
の
賎
民
だ
け
が
死
神
に
引
き
寄

せ
ら
れ
て
死
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
」
都
市
自
身
、
「
貴
族
の
邸
館
と
富
裕
な
市
民
の
住

居
」
を
災
害
か
ら
免
が
れ
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
み
え
た
。
だ
が
し
か
し
、
死
は
か
れ

ら
を
も
容
赦
な
く
征
服
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
か
れ
ら
は
、
ペ
ス
ト
に
対
し
て
は
「
強
力
な

と
り
で
は
な
い
、
カ

l
レ
ン
ベ
ル
ク
の
山
程
に
も
高
い
稜
壁
が
備
え
ら
れ
る
か
、
大
洋
に
水

を
与
え
う
る
程
の
濠
で
固
ま
れ
で
も
し
な
い
限
り
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と
理
解
す
る
に
い

た
る
。
ペ
ス
ト
は
郊
外
と
内
市
に
お
い
て
、
考
え
ら
れ
ぬ
程
苦
痛
に
充
ち
た
状
況
の
も
と
で

ほ
ぼ
六
万
人
の
命
を
奪
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
住
民
の
三
分
の
一
の
喪
失
と
い
う
事
態
は
、
勿

論
そ
の
後
数
年
の
聞
に
世
襲
領
各
地
や
南
ド
イ
ツ
方
面
か
ら
の
あ
ら
た
な
人
口
の
流
入
に

よ
っ
て
埋
め
合
わ
さ
れ
た
。
ペ
ス
ト
の
終
息
を
記
念
す
る
た
め
に
二
六
八

O
年
の
夏
ウ
ィ
ー

ン
の
住
民
は
、
華
や
か
に
飾
ら
れ
、
蝋
燭
の
光
に
よ
っ
て
明
る
く
さ
れ
た
グ
ラ

l
べ
ン
通
り

で
夕
方
の
感
謝
祭
を
催
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
さ
い
、
ウ
ィ
ー
ン
で
ペ
ス
ト
を
共
に
体
験
し

た
修
道
僧
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ア
・
ザ
ン
ク
タ
・
ク
ラ
ラ
が
力
強
い
言
葉
で
大
説
教
を
行
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
折
に
、
一
本
の
木
製
の
三
重
の
記
念
柱
が
広
場
の
真
ん
中
に
据
え
ら
れ
た
。

数
年
後
に
は
、
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
が
、
一
ヶ
の
台
と
一
ヶ
の
雲
状
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
上
に

神
聖
な
三
重
の
も
の
（
三
位
一
体
）
が
浮
か
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
、
今
日
ま
だ
現
存
す
る
ペ

ス
ト
記
念
塔
に
と
り
換
え
さ
せ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
は
、
一
六
八
三
年
今
一
つ
の
あ
ら
た
な
試
練
に
立
ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
き
、
ペ
ス
ト
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
破
滅
的
な
結
果
を
よ
う
や
く
克
服
し
た
。
こ
の

年
に
、
囲
壁
の
前
面
に
あ
っ
た
「
ト
ル
コ
政
府
」
図
。
F
g
M
4
0ユ
巾
の
意
志
に
よ
り
、
ウ
ィ
ー

ン
の
と
り
で
は
皇
帝
と
ス
ル
タ
ン
、
十
字
架
と
半
月
と
の
聞
の
永
年
に
わ
た
る
争
い
に
決
着

を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
双
方
の
側
で
外
交
的
行
為
に
先
行
し
て
軍
事
行
動
が
す
す
め
ら

れ
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
ふ
た
た
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
族
的
反
抗
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
皇
帝
の
敵
た
る
フ
ラ
ン
ス
王
と
の
「
神
聖
な
ら
ざ
る
同
盟
」

E
f

z
E
m
O
E
－－5
2
を
強
化
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
教
皇
イ
ノ
セ
ン
ト
十

一
世
と
皇
帝
レ
オ

ウィーン市の歴史（コ
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年
戦
争
の
開
始
と
ほ
ぽ
時
を
同
じ
く
し
て
そ
の
世
襲
領
内
に
絶
対
主
義
と
反
宗
教
改
革
と
を

貫
徹
す
る
に
い
た
っ
た
と
き
、
ウ
ィ
ー
ン
も
ま
た
数
年
の
う
ち
に
ふ
た
た
び
強
力
な
手
段
を

も
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
は
や
く
も
一
六
二
五
年
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
へ
の
復
帰
か
他
国
へ
の
移
住
か
の
選
択
を
求
め

る
皇
帝
の
布
告
が
発
せ
ら
れ
た
。
事
実
数
多
く
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
家
族
達
は
市
を
離
れ

る
決
意
を
し
た
。
そ
し
て
、
反
宗
教
改
革
は
勝
利
を
占
め
た
。
し
か
し
、
次
の
時
代
に
再
三

に
わ
た
っ
て
布
告
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

「流
出
禁
止
令
」
〉

5
E丘
’
〈

2
σ
o
Z
が
示
し

て
い
る
ご
と
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
仰
は
事
実
の
上
で
は
か
く
れ
て
広
く
存
在
し
た
の

で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
首
都
と
し
て
多
く
の
中
央
官
庁
の
所
在
地
と
な
り
、
反

宗
教
改
革
が
市
の
囲
壁
内
で
勝
利
を
占
め
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
住
民
構
成
に
対
し
て
顕

著
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
領
邦
君
主
や
帝
国
の
諸
官
庁
は
多
く
の
高

級
官
史
を
雇
傭
し
、
絶
対
的
支
配
者
の
宮
廷
は
少
な
か
ら
ぬ
数
の
高
雅
な
家
族
達
を
魅
き
つ

け
た
が
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
お
の
ず
か
ら
後
期
中
世
の
社
会
的
グ
ル
ー
プ
の
上
位
に
一
つ
の
幅

広
い
貴
族
的
・
官
僚
的
で
裕
福
な
上
流
階
級
が
形
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か

れ
ら
と
緊
密
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
は
教
区
付
の
任
俗
司
祭
や
修
道
院
付
聖
職
者
で
あ

り
、
そ
の
数
は
日
増
し
に
増
大
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
反
宗
教
改
革
の
間
に
多
く
の
教
会
が

建
て
ら
れ
て
以
来
一
六
三

O
年
ご
ろ
の
「
修
道
院
攻
勢
」

5
8
z
g民
g
包
認
の
中
で
数
多
く

の
修
道
院
が
設
立
さ
れ
、
学
校
制
度
は
大
学
に
い
た
る
ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
団
の
手
に
委
ね

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
貴
族
と
聖
職
者
と
い
う
こ
つ
の
住
民
グ
ル
ー
プ
は
十
七
世
紀

初
め
の
十
年
あ
ま
り
の
聞
に
ウ
ィ
ー
ン
の
顔
〉

E
－一円
N

を
形
造
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
バ

ロ
ッ
ク
文
化
の
創
造
者
と
な
っ
た
。
政
治
的
な
権
利
を
も
た
ず
、
変
化
し
た
ウ
ィ
ー
ン
の
交

通
状
況
に
よ
っ
て
貧
し
く
な
っ
た
市
民
層
は
右
の
二
つ
の
住
民
グ
ル
ー
プ
に
太
万
打
ち
で
き

ず
、
し
だ
い
に
重
要
性
を
失
な
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
時
期
に
、
ト
ル
コ
軍
の
包
囲
や
経
済
的

衰
退
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
地
の
社
会
最
下
層
た
る
無
産
者
と
い
う
わ
び
し
い
集
団
が
形
成

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
十
七
世
紀
半
ば
ご
ろ
の
ウ
ィ
ー
ン
の
社
会
諸
階
層
間
の
隔
り
が
、
そ

の
財
産
関
係
に
関
す
る
限
り
、
果
し
て
者
修
税
を
導
入
し
貧
民
救
済
基
金
（
慈
善
箱
）
を
設

け
ね
ば
な
ら
ぬ
程
の
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
、
そ
の
実
態
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

何
は
と
も
あ
れ
、
当
時
の
ウ
ィ
ー
ン
の
貧
し
い
経
済
と
い
え
ど
も
、
こ
の
あ
ら
た
な
社
会
関

係
に
順
応
す
る
位
の
能
力
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
都
市
の
市
民
は
そ
の
農
業
活
動
を
あ
き
ら

め
、
葡
萄
の
栽
培
や
酪
農
業
を
近
郊
の
村
々
に
任
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
か
れ
ら
自
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身
は
さ
さ
や
か
な
商
業
を
営
む
か
ま
た
は
手
工
業
活
動
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
が
、

こ
の
ウ
ィ
ー
ン
の
手
工
業
は
輪
出
能
力
の
あ
る
大
工
業
の
創
造
を
怠
っ
た
が
ゆ
え
に
、
辛
う

じ
て
ウ
ィ
ー
ン
の
市
場
に
の
み
そ
の
生
産
物
を
供
給
し
う
る
だ
け
の
ご
く
僅
か
な
量
の
も
の

を
生
産
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
品
と
し
て
の
生
産
物
の
質

を
改
善
す
る
こ
こ
ろ
み
が
行
な
わ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
裕
福
な
上
流
階
層
、
と
り
わ
け
宮
廷

や
貴
族
の
賛
沢
な
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に

｜
｜

つ
ま
り
重
要
な
未
来
の
た
め
に
1
ー、

著
修
品
な
ら
び
に
芸
術
品
を
製
造
す
る
手
工
業
が
発
達
し
た
。
そ
の
高
価
な
生
産
物
は
、
た

と
え
ば
外
国
の
大
公
使
の
表
敬
儀
礼
や
到
来
儀
礼
、
あ
る
い
は
宮
廷
の
大
舞
踏
会
や
荘
重
な

援
の
遠
乗
り
の
ご
と
き
上
流
階
層
の
人
々
が
体
面
を
整
え
る
べ
き
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
陳

列
に
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

宮
廷
、
貴
族
な
ら
び
に
教
会
は
そ
れ
ま
で
の
市
民
層
の
芸
術
曙
好
の
控
え
目
で
地
味
な
傾

向
を
排
除
し
た
。
そ
し
て
、
有
力
な
芸
術
保
護
者
と
し
て
、
権
力
意
識
と
宗
教
的
情
熱
に
よ

り
特
徴
づ
け
ら
れ
た
豪
華
な
バ
ロ
ッ
ク
風
の
芸
術
創
造
物
を
も
っ
て
都
市
を
充
た
し
は
じ
め

た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
居
城
は
長
く
伸
び
た
レ
オ
ポ
ル
ト
風
の
家
並
み
の
つ
づ
く
道
路
に

沿
っ
て
広
が
り
、
貴
族
の
荘
麗
な
邸
館
は
未
だ
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
趣
き
の
あ
っ
た
市
民
都
市
の

景
観
と
混
和
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
数
多
く
の
教
会
や
修
道
院
を
市

内
や
郊
外
に
建
設
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
教
団
の
人
々
に
よ
り
設
計
さ
れ
、

イ
タ
リ
ア
人
の
建

築
師
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
こ
の
時
代
の
芸
術
の

頂
点
を
成
す
も
の
と
し
て
そ
の
重
要
性
が
ひ
と
き
わ
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
で
地
上

で
の
、
ま
た
天
上
で
の
人
間
の
運
命
を
上
演
し
て
観
せ
て
く
れ
た
と
こ
ろ
の
堂
々
た
る
演
劇

活
動
で
あ
っ
た
。
一
六
五
九
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
土
達
は
、
パ
ン
屋
街
の
か
れ
ら
の
仲
間
達
の

演
劇
ホ

l
ル
に
お
い
て
、
反
宗
教
改
革
の
成
功
を
異
教
に
対
す
る
ロ

i
マ
の
「
赫
々
た
る
勝

な
ぞ
ら

利
の
信
仰
」

ωぽ
阿
見
付
｝

M
O
P－

0
5
5－m
w
E円
に
擬
え
て
祝
っ
た
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ア
ヴ
ァ
ン
ツ
イ

ニ
作
の
『
敬
度
さ
の
勝
利
』

E
E
g
i♀
円
買
を
上
演
し
た
。
さ
ら
に
、
一
六
六
八
年
に
は
、

「コ

メ
デ
ィ
ー
－
ハ
ウ
ス
」
同
0
5
0門出
g
y
ω
5
に
お
け
る
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
と
ス
ペ
イ

ン
の
マ
ル
ガ
レ

l
タ
と
の
結
婚
式
に
さ
い
し
て
、
イ
タ
リ
ア
人
の
芸
術
家
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
祭
典
歌
劇
「
黄
金
の
林
檎
』

ロ

3
5。
円

0
5
が
上
演
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
は
、
自
明
の

ご
と
く
パ
リ
ス
が

「黄
金
の
リ
ン
ゴ
」
を
若
い
帝
妃
と
規
定
し
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
皇
帝

権
の
栄
光
を
最
高
の
も
の
と
賛
美
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
六
六

O
年
ご
ろ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
農
村
風
の
特
色
を
も
っ
一
種
の

「
都
市
在
住
農
民
の
都

市
」
〉
兵

qσ
奇
想
吋
ω
Z門凶円
で
あ
る
こ
と
を
完
全
に
や
め
た
。
そ
れ
は
一
ヶ
の
首
都
と
な
り
、
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め
に
補
給
す
る
こ
と
の
困
難
さ
な
ど
に
よ
っ
て
、
か
よ
う
な
予
期
せ
ざ
る
危
機
的
な
状
況
が

つ
く
り
出
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

す
で
に
一
五
二
五
年
の
大
火
で
家
屋
の
ほ
と
ん
ど
三
分
の
一
を
失
な
っ
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン

は
、
こ
の
第
一
回
目
の
ト
ル
コ
軍
の
包
囲
の
結
果
非
常
に
困
難
な
状
況
に
陥
ら
さ
れ
た
。
多

く
の
建
造
物
は
破
壊
さ
れ
、
城
壁
の
一
部
は
瓦
擦
の
山
と
な
り
、
郊
外
一
帯
は
焼
き
払
わ
れ

た
。
そ
し
て
、
近
郊
の
村
々
は
そ
の
葡
萄
畑
と
と
も
に
退
却
す
る
ト
ル
コ
兵
に
よ
っ
て
完
全

に
荒
廃
せ
し
め
ら
れ
た
。
経
済
的
に
開
発
の
遅
れ
た
都
市
は
貧
困
化
し
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン

ト
王
が
そ
れ
を
救
済
す
る
と
い
う
関
心
を
あ
ま
り
示
さ
な
か
っ
た
の
で
、
数
多
く
の
戦
争
の

傷
痕
は
容
易
に
と
り
除
か
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

重
大
な
試
練
に
さ
ら
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
は
、
勿
論
「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
防
波
堤
」
回
巳
・

｝者一色－
W

己

R
h｝
三
位
。
ロ
｝
足
止
と
し
て
ト
ル
コ
軍
の
進
撃
に
抵
抗
し
た
と
い
う
名
声
を
冠
せ
ら

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
王
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
が
一
五
三
三
年
に
あ
ら
た
め
て
市
を
そ

の
首
都
た
ら
し
め
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
が
ふ
た
た
び
ロ

l
マ
・
ド
イ
ツ
帝

国
皇
帝
の
地
位
に
即
い
た
と
き
、
ウ
ィ
ー
ン
は
非
常
に
す
み
や
か
に
政
治
的
重
要
性
を
獲
得

し
た
。
君
主
が
独
自
の
官
僚
機
構
を
も
っ
中
央
集
権
化
さ
れ
た
官
庁
組
織
に
よ
っ
て
他
に
ぬ

き
ん
出
た
そ
の
絶
対
主
義
権
力
を
確
立
す
る
に
い
た
っ
た
こ
の
時
代
に
、
ウ
ィ
ー
ン
は
世
襲

領
と
帝
国
の
た
め
の
数
多
く
の
中
央
官
庁
の
所
在
地
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
諸
官

庁
は
支
配
者
の
指
令
の
も
と
で
対
外
関
係
、
行
政
及
び
法
律
問
題
の
調
整
、
財
政
措
置
や
戦

争
遂
行
な
ど
の
業
務
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
ウ
ィ
ー
ン
と
世
襲
領
は
つ
ね
に
ト
ル
コ
の
攻
撃
を
受
け
る
危
険
に
瀕
し
て
い

た
。
し
か
し
、
ト
ル
コ
人
と
の
争
い
も
最
初
の
う
ち
は
国
境
で
の
小
競
り
合
い
程
度
の
も
の

に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
か
れ
ら
に
対
す
る
防
衛
策
だ
け
に
そ
の
対
応

を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
か
れ
ら
が
同
じ
時
期
に
帝
国
内
で
の
カ
ト
リ
ッ

ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
間
の
大
き
な
宗
教
戦
争
へ
の
か
か
わ
り
合
い
を
深
め
る
に
及
び
、

そ
れ
は
容
易
な
ら
ぬ
重
要
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク

勢
力
の
牙
城
と
し
て
、
ま
た
絶
対
主
義
的
に
統
治
す
る
支
配
者
と
し
て
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
以
外
の
他
の
信
何
を
そ
の
勢
力
領
域
で
許
容
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
そ
の
こ

と
は
就
中
首
都
に
お
い
て
有
効
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ル
タ

l
の
教
説
は
非
常
に
す
み
や
か
に
ウ
ィ
ー
ン
に
ま
で
達
し
た
。
そ
し
て
、
貴
族
や
市

民
な
ど
都
市
住
民
の
あ
ら
ゆ
る
層
に
確
実
な
信
奉
者
を
見
出
し
た
。
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
が
こ

の
新
教
説
に
反
対
し
て
発
し
た
数
多
く
の
布
告
は
何
の
効
果
を
も
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
た

ウィ ーン市の歴史に）

し
か
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
公
然
た
る
礼
拝
行
為
を
禁
止
さ
れ
は
し
た
。
し
か
し
、
身
分
と

し
て
信
仰
の
自
由
を
享
受
し
て
い
た
貴
族
が
ウ
ィ
ー
ン
市
内
や
そ
の
周
辺
の
域
の
中
で
福
音

主
義
の
礼
拝
を
行
な
う
こ
と
を
、
ま
た
、
よ
り
権
利
の
少
な
い
身
分
と
し
て
そ
の
家
の
中
で

の
自
由
な
信
何
行
為
を
拒
絶
さ
れ
て
い
た
一
般
市
民
が
一
団
を
成
し
て
貴
族
の
礼
拝
集
会
の

中
に
な
だ
れ
込
む
の
を
な
す
が
ま
ま
に
放
置
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
五
八

O
年
ご
ろ
住
民
の
約
五
分
の
四
の
人
々
が
明
白
に
福
音
主
義
的
と
な
り
、
ウ
ィ
ー

ン
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
は
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。
だ
が
し
か
し
、
新
教
説
は
そ
れ
以

後
は
弘
布
せ
ず
、
ウ
ィ
ー
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
極
端
に
困
難
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
司
祭
の
不
足
と
い
う
事
態
の
方
が
深

刻
化
し
、
そ
の
た
め
に
多
く
の
教
会
は
閉
鎖
さ
れ
、
修
道
院
も
荒
廃
し
て
い
っ
た
。
国
王
フ
ェ

ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
が
一
五
五
一
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
ウ
ィ
ー
ン
に
誘
致
す
る
に
い
た
っ

て
は
じ
め
て
事
態
は
改
善
さ
れ
た
。
か
れ
ら
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
あ
ら
ゆ
る
欠
陥
を
精
力

的
に
除
去
し
た
。
そ
し
て
、
説
教
壇
や
告
解
聴
聞
台
に
つ
い
て
、
学
校
教
育
に
関
し
て
、
ま

た
劇
場
の
影
響
力
の
助
力
す
ら
得
て
ウ
ィ
ー
ン
の
住
民
の
支
持
を
獲
得
し
、
巡
礼
、
祝
祭
行

列
や
教
会
祭
典
等
の
荘
重
な
行
事
企
画
に
よ
っ
て
都
市
の
宗
教
生
活
を
活
気
づ
け
る
と
い
う

仕
事
に
着
手
し
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
同
国
人
に
指
導
さ
れ
た
支
援
の
お
か
げ
で
ト
ル
コ

人
の
攻
撃
に
対
し
て
備
え
る
こ
と
の
必
要
が
な
く
な
る
や
否
や
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
そ
の

首
都
に
お
い
て
反
宗
教
改
革
を
開
始
し
た
。
ル
タ

l
派
の
聖
職
者
は
退
去
さ
せ
ら
れ
、
市
内

で
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
礼
拝
は
き
び
し
く
禁
圧
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
市
民
達
が
市
の
囲
壁
や
マ
ル
ガ
レ

l
テ
ン
、
ヘ
ル
ナ
ル
ス
や
さ
ら
に
イ
ン
ツ
ェ
ル
ス
ド
ル

フ
な
ど
に
所
在
す
る
貴
族
の
城
館
を
礼
拝
の
た
め
に
訪
ず
れ
た
と
き
に
は
、
「
そ
こ
か
ら
外
へ

出
る
こ
と
」
〉

5
z
z
pロ
を
も
禁
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
五
七
九
年
に
は
約
六
千
人
の

ウ
ィ
ー
ン
市
民
が
絶
望
に
う
ち
ひ
し
が
れ
、
列
を
成
し
て
域
内
広
場
を
進
ん
で
い
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
嵐
の
請
願
」
史
民
自
匂
Z
E
oロ
に
お
い
て
、
か
れ
ら
に
対
し
信
仰
の
自

由
を
許
容
し
て
欲
し
い
と
脆
い
て
懇
願
し
た
。
し
か
し
、
今
や
後
の
枢
機
官
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
・

ク
レ

l
ズ
ル
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
反
宗
教
改
革
の
中
心
人
物
と
な

っ
て
お
り
、
も
は

や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
助
力
を
与
え
る
余
地
は
な
か

っ
た
。
市
の
前
面
に
あ
っ
た
福

音
主
義
の
礼
拝
堂
は
閉
鎖
さ
れ
、
そ
の
結
果
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
で
あ
る
限
り
、
だ
れ
も
が
慨

悔
を
し
、
聖
体
受
領
を
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
で
あ
る
ほ
か
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

皇
帝
ル
ド
ル
フ
二
世
と
そ
の
兄
弟
達
と
の
間
の
「
兄
弟
聞
の
争
い
」
回
目
常
日
三
件
は
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
立
場
を
一
時
的
に
改
善
し
た
。
し
か
し
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
二
世
が
三
十
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ス
ル
タ
ン
・
シ
ュ
レ
イ
マ
ン
二
世
の
も
と
で
、
ト
ル
コ
人
は
、
西
洋
の
中
央
部
に
向
か
っ

て
の
前
進
と
い
う
そ
の
膨
張
政
策
の
方
向
を
ま
す
ま
す
明
確
に
し
て
き
た
。
か
れ
ら
は
一
五

一
二
年
に
ベ
オ
グ
ラ

l
ド
を
攻
略
し
、
一
五
二
六
年
に
は
事
実
上
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
の
全
域

を
圧
服
し
た
。
そ
こ
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
つ
い
に
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
に
対
し
て
王

号
を
提
供
す
る
に
い
た
っ
た
。
は
や
く
も
そ
の
翌
年
の
五
月
、
ス
ル
タ
ン
・
シ
ュ
レ
イ
マ
ン

は
、
三
十
万
の
兵
か
ら
成
る
強
力
な
軍
勢
を
率
い
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ノ

l
プ
ル
を
進
発
し
、

ド
ナ
ウ
川
の
上
流
部
を
め
ざ
し
て
迅
速
に
前
進
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
九
月
初
め
に

は
ウ
ィ
ー
ン
市
前
面
の
平
地
に
姿
を
現
わ
し
た
。

ト
ル
コ
軍
の
接
近
を
前
に
王
や
官
廷
社
会
か
ら
、
ま
た
裕
福
な
市
民
達
か
ら
も
見
捨
て
ら

れ
た
市
の
防
衛
の
仕
事
は
、
ひ
と
り
年
老
い
た
将
軍
ニ
ク
ラ
ス
・
ザ
ル
ム
伯
の
手
に
委
託
さ

れ
た
。
し
か
し
、
か
れ
が
そ
の
防
衛
戦
の
た
め
に
自
由
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
ハ

プ
ス
プ
ル
ク
家
の
世
襲
領
や
帝
国
内
各
地
か
ら
徴
集
さ
れ
た
僅
か
一
万
六
千
人
あ
ま
り
の
傭

兵
、
そ
れ
に
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
の
中
の
軍
役
に
耐
え
う
る
一
千
人
程
度
の
兵
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
か
な
り
以
前
か
ら
軍
役
義
務
の
金
納
化
が
好
ん
で
行
な
わ
れ
て
お

り
、
徴
兵
に
応
ず
る
人
数
が
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の

兵
員
数
の
み
で
は
「
ル
ツ
ケ
ン
」

r－w
w
g
地
帯
や
郊
外
一
帯
を
防
衛
す
る
に
あ
ま
り
に
も
少

な
す
ぎ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
防
衛
側
で
は
軍
隊
や
住
民
達
を
そ
れ
ら
の
地
域
か
ら
撤
収
し
、
ト
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（
昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十
五
日
受
理
）

ル
コ
の
侵
入
軍
の
た
め
の
宿
舎
や
援
護
物
た
ら
し
め
な
い
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
建
物
を
焼
き
払

わ
し
め
た
。
そ
し
て
、
防
衛
軍
は
、
盛
期
中
世
時
代
に
建
造
さ
れ
た
も
の
の
、
今
や
火
器
の

出
現
に
よ
っ
て
到
底
永
く
も
ち
こ
た
え
る
こ
と
は
で
き
ぬ
も
の
と
予
想
さ
れ
た
都
市
城
壁
の

背
後
に
集
結
し
た
。
し
か
し
、
防
衛
す
る
側
の
こ
の
よ
う
な
弱
味
は
、
ト
ル
コ
軍
が
そ
の
長

い
進
撃
路
の
泥
棒
の
中
に
大
砲
を
は
ま
り
込
ま
せ
て
そ
れ
こ
そ
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な

い
状
態
に
あ
っ
た
の
に
反
し
、
都
市
側
が
十
分
な
大
砲
と
弾
薬
を
意
の
ま
ま
に
使
え
た
と
い

う
利
点
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
五
二
九
年
九
月
二
十
一
日
に
ウ
ィ
ー
ン
は
ト
ル
コ
軍
か
ら
包
囲
さ
れ
た
。
ト
ル
コ
軍
の

最
高
司
令
官
た
る
イ
プ
ラ
ヒ
ム
・
パ
シ
ャ
は
、
市
の
東
部
の
ケ
ル
ン
ト
ナ

l
門
と
シ
ュ
ト
ゥ

l

べ
ン
門
の
聞
の
ウ
ィ
ー
ン
川
沿
い
に
城
壁
の
切
れ
目
の
部
分
に
対
し
て
重
点
的
な
攻
撃
を
し

か
け
る
よ
う
命
じ
た
。
か
れ
ら
に
は
大
砲
が
欠
け
て
い
た
の
で
、
地
中
の
地
雷
を
爆
破
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
突
破
口
を
作
り
、
そ
こ
か
ら
市
内
に
な
だ
れ
込
む
と
い
う
の
が
そ
の
狙
い

で
あ
っ
た
。
城
壁
が
か
な
り
大
規
模
に
破
壊
さ
れ
、
ト
ル
コ
軍
が
く
り
返
し
突
入
を
こ
こ
ろ

み
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
攻
撃
を
撃
退
す
る
と
い
う
英
雄
的
な
防
衛
が
達
成

さ
れ
た
。
そ
七
て
、
そ
れ
は
城
壁
の
瓦
擦
の
上
で
、
ま
た
ト
ル
コ
軍
の
連
絡
濠
の
中
で
し
ば

し
ば
激
し
い
白
兵
戦
が
行
な
わ
れ
る
程
の
す
さ
ま
じ
き
で
あ
っ
た
。
ス
ル
タ
ン
・
シ
ュ
レ
イ

マ
ン
が
三
週
間
に
わ
た
る
無
益
な
攻
撃
を
く
り
返
し
た
後
十
月
十
四
日
に
突
如
包
囲
網
を
解

い
た
と
き
、
市
内
の
状
況
は
き
わ
め
て
危
機
的
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
効
果
的
な
防
衛
を
行

な
う
に
つ
い
て
の
無
理
と
、
そ
の
年
き
わ
め
て
早
く
訪
ず
れ
た
冬
の
き
び
し
さ
と
大
軍
の
た

一 1-





ジ
l
リ
エ
は
ぺ

l
タ
l
ジ
l
リ
エ
の
愛
称
。

訳
書
あ
と
が
き

第 24号

ゲ
ー
テ
は
、
一
七
八
八
年
六
月
十
八
日
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
か
ら
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
帰
っ
て
来

る
。
充
電
な
っ
た
ゲ
l
テ
の
心
は
軽
や
か
で
あ
っ
た
。
豊
富
な
土
産
話
を
人
々
は
ど
ん
な
に

心
待
ち
し
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
ア
ウ
グ
ス
ト
公
の
寵
愛
を
い
い
こ

と
に
、
勝
手
に
職
場
を
放
棄
し
て
、
一
年
十
ヶ
月
も
気
ま
ま
に
過
ご
し
て
来
た
ゲ
l
テ
に
対

し
、
世
間
の
目
は
き
わ
め
て
冷
た
か
っ
た
。
彼
の
思
惑
は
完
全
に
は
ず
れ
る
。
彼
は
孤
立
し
、

孤
独
が
彼
を
さ
い
な
む
。
そ
ん
な
時
、
彼
の
前
に
一
人
の
女
性
が
現
わ
れ
る
。
ク
リ
ス
テ
イ

ア
l
ネ

・
ヴ
ル
ピ
ウ
ス

ロ
冒
ぽ
立
山
口
σ
〈
E
1
5
（
一
七
六
五
一
八
一
六
）
で
あ
る
。
彼
女

は
、
兄
に
頼
ま
れ
た
就
職
斡
旋
の
依
頼
書
を
、
公
園
を
散
策
し
て
い
た
ゲ

l
テ
に
差
し
出
し

た。

七
月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
の
出
現
は
、
彼
に
と
っ
て
ま
さ
に

干
天
の
慈
雨
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
目
で
ゲ
l
テ
は
、
こ
の
自
然
な
若
さ
に
あ
ふ
れ

る
女
性
が
気
に
入
っ
て
し
ま
う
。
二
人
は
時
を
お
か
ず
共
同
生
活
に
は
い
る
。
ゲ
l
テ
三
十

九
歳
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
二
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
下
級
役
人
の
娘
で
あ
っ
た
が
、

す
で
に
両
親
は
な
く
、
生
活
の
資
を
得
る
た
め
造
花
工
場
で
働
い
て
い
た
。
口
さ
が
な
い
世

間
の
人
々
は
、
親
も
い
な
い
身
分
の
卑
し
い
女
を
連
れ
込
ん
で
、
正
式
に
結
婚
も
せ
ず
同
棲

生
活
を
始
め
た
ゲ
l
テ
を
、
不
道
徳
な
恥
知
ら
ず
と
し
て
、
は
げ
し
く
非
難
し
た
。
し
か
し

ゲ
l
テ
は
一
切
耳
を
借
さ
ず
、
二
人
の
蜜
月
が
続
く
。
翌
年
の
十
二
月
に
は
長
男
ア
ウ
グ
ス

ト
も
生
ま
れ
る
。
ち
な
み
に
二
人
の
聞
に
は
他
に
四
人
の
子
供
が
生
ま
れ
る
が
、
皆
、
日
な

ら
ず
し
て
死
ん
で
い
る
。
二
人
は
、
世
間
の
き
び
し
い
目
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
お
互
い

を
信
頼
し
合
っ
て
生
き
て
行
く
。
し
か
し
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
の
地
位
は
あ
く
ま
で
い
わ

ゆ
る
内
縁
の
妻
で
あ
っ
た
。
彼
女
が
正
式
に
ゲ
l
テ
夫
人
に
な
っ
た
の
は
十
八
年
後
で
あ
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
攻
め
込
ん
で
来
た
混
乱
の
中
で
、
期
す
る
と
こ
ろ
あ
っ
た

ゲ
l
テ
は
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
を
自
分
の
籍
に
入
れ
る
。
一
八

O
六
年
十
月
十
九
日
、
彼

女
は
名
実
と
も
に
ゲ
l
テ
の
妻
と
な
る
。

ゲ
ー
テ
は
実
に
し
ば
し
ば
旅
行
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
戦
争
や
ア
ウ
グ
ス
ト
公
に
随
行
を

頼
ま
れ
た
止
む
に
や
ま
れ
ぬ
も
の
も
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
も
結
構
多
い
。
精
神
の

完
全
な
自
由
を
確
保
す
る
た
め
、
ゲ
ー
テ
は
し
ば
し
ば
妻
子
か
ら
逃
避
し
て
い
る
。
で
も
、

理
由
は
な
ん
で
あ
れ
、
家
を
明
け
た
と
き
は
必
ず
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
に
愛
情
こ
ま
や
か
な
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手
紙
を
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
長
い
生
涯
に
は
か
な
り
の
数
に
の
ぽ
る
。
こ
の
二

人
の
往
復
書
簡
を
ま
と
め
た
の
が
、
彼
女
が
死
ん
で
ち
ょ
う
ど
百
年
目
に
出
版
さ
れ
た
ハ
ン

ス
・
ゲ
ル
ハ
ル
ト

・
グ
レ
ー
プ
の
編
集
に
な
る
『
。。
z
y
g
回
ユ
止
さ
R
Z巳

B
芹

R
E
R

尽
き
』
（
一
九
一
六
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
五
四
通
の
ゲ
l
テ
の
手
紙
と
二
七
四
通
の
ク
リ
ス

テ
ィ
ア
l
ネ
の
手
紙
か
ら
な
る
き
わ
め
て
興
味
深
い
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
訳
出
し

た
の
は
そ
れ
で
は
な
く
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
版
の

『ゲ
l
テ
の
手
紙
』
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ン
ブ
ル

ク
版
で
は
ゲ
l
テ
の
手
紙
は
四
巻
に
編
集
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
の
第
二
巻
と
第
三
巻
に

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
あ
て
の
手
紙
が
各
々
二
十
六
通
と
二
十
通
載
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ

の
中
の
第
二
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
二
十
六
通
全
て
を
訳
し
た
。
た
だ
し
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
版

の
通
し
番
号
で
は
二
十
六
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
日
付
の
違
う
も
の
は
全
て
独
立

し
た
手
紙
と
し
て
扱
っ
て
通
し
番
号
を
う
っ
た
た
め
、
三
十
二
通
に
な
っ
て
い
る
。
「
注
」
は

ハ
ン
ブ
ル
ク
版
お
よ
び
グ
レ
ー
プ
の
「注
」
を
参
照
し
て
付
け
た
。
そ
の
た
め
、
「
原
注
」
「訳

注
」
の
区
別
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
「
原
注
」
の
引
き
写
し
に
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
訳
す
る
に
あ
た
り
、
熊
本
大
学
名
誉
教
授
永
松
譲
一
先
生
に

い
ろ
い
ろ
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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七
日
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
と
ア
ウ
グ
ス
ト
を
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
帰
す
。
故
郷
で
三
週
間

過
ご
す
。
母
親
と
は
こ
の
時
が
最
後
に
な
る
。
二
十
五
日
、
ス
イ
ス
に
向
け
出
発
、
テ
ュ

l

ビ
ン
ゲ
ン
、
シ
ュ
テ
l
フ
ァ
な
ど
を
廻
っ
て
、
十
一
月
二
十
日
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
帰
る
。

番
号
十
七
か
ら
二
十
こ
ま
で
の
手
紙
は
こ
の
時
の
も
の
。

引
き
続
き
旅
行
す
る
こ
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
は
八
月
十
八
日
付
の
手
紙
で
、
ゲ
ー

テ
に
イ
タ
リ
ア
に
だ
け
は
行
か
な
い
よ
う
に
、
懇
願
し
て
い
る
。

こ
の
前
の
旅
行
フ
ラ
ン
ス
出
兵
の
こ
と
。

先

生

ロ

o
E
R
Z
g
n
y
w
o
の
こ
と
。
ア
ウ
グ
ス
ト
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
帰
っ

た
あ
と
、
腸
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。
旅
行
の
疲
れ
と
旅
先
の
水
の
せ
い
と
思
わ
れ
る
。

ツ
ァ
プ
フ
ズ

l
ル
の
ワ
イ
ン
商
人
。

フ
l
フ
ェ
ラ
ン
ト
の
本

h
y
ユ
ωぎ
芸
者
吾
巳
E
国
己
宣
告
仏
（
一
七
六
二
｜
一
八
一
一
一

六
）
が
一
七
九
六
年
に
出
版
し
た
『
延
命
学
、
あ
る
い
は
人
生
を
長
く
送
る
方
法
』
の

こ
と
。

コ
ッ
タ
】

o
z
gロ
司
ユ
包
立
与
の
O
門
片
山
（
一
七
六
四
｜
一
八
三
二
）
。
出
版
者
。
ゲ
ー

テ
は
九
月
六
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、
コ
ッ
タ
書
店
主
の
客
と
な
る
。

火
事
で
エ
ア
フ
ル
ト
門
前
の
納
屋
が
焼
失
し
て
八
月
三
十
一
日
、
落
雷
に
よ
り
生
じ

た
火
事
の
た
め
、
豚
市
場
の
所
に
建
っ
て
い
た
納
屋
が
四
十
戸
以
上
灰
燈
に
帰
し
た
。

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
は
、
允
月
一
日
、
こ
の
出
来
事
を
ゲ
l
テ
に
報
告
し
て
い
る
。

ア
イ
ゼ
ル
ト
ア
ウ
グ
ス
ト
の
先
生
。

同

封

書

ゲ

l
テ
は
、
こ
の
手
紙
の
中
に
『
テ
ュ

l
ピ
ン
ゲ
ン
か
ら
シ
ュ
テ
l
フ
ァ
ま

で
の
簡
潔
な
報
告
』
を
同
封
し
て
い
た
。

エ
ル
ネ
ス
テ
ィ

l
ネ
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
の
異
母
妹
。
彼
女
は
ゲ
l
テ
の
家
に
一
緒

に
住
ん
で
い
た
。

ガ
イ
ス
ト
ゲ

l
テ
の
書
記
。
彼
は
こ
の
グ

l
テ
の
旅
行
に
同
行
し
て
い
た
。

葬
儀
九
月
二
十
二
日
に
死
ん
だ
女
優
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

l
ネ
・
ベ
ッ
カ

l
の
追
悼
式
が

ヴ
ァ
イ
マ
ル
劇
場
で
九
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
の
兄
が
追
悼
文

を
読
み
上
げ
て
い
る
。

ア
マ
ル
フ
ィ
ヴ
ァ
イ
グ
ル
の
オ
ペ
ラ
『
ア
マ
ル
フ
ィ
の
王
女
』
の
こ
と
。
ヴ
ァ
イ
マ

ル
で
は
一
七
九
八
年
一
月
六
日
に
上
演
さ
れ
た
。

彼
の
作
品
ヴ
ル
ピ
ウ
ス
は
、
著
名
ド
イ
ツ
人
の
自
伝
で
ア
ン
ソ
ロ
ジ

l
を
編
む
計
画

を
持
っ
て
い
て
、
ゲ
ー
テ
に
コ
ッ
タ
書
店
へ
の
仲
介
を
頼
ん
で
い
た
。

28 27 30 29 31 32 34 33 35 37 36 38 39 
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イ
ェ

l
ナ

ゲ

l
テ
は
、
絶
対
的
孤
独
、
完
全
な
精
神
の
自
由
を
保
持
す
る
た
め
、
よ

く
家
を
明
け
て
い
た
。
そ
の
お
も
な
避
難
先
が
イ
ェ

l
ナ
で
あ
る
。

ト
ラ
ビ
ト
ゥ
ス
イ
ェ

l
ナ
の
館
の
管
理
人
の
妻
。

面
白
い
も
の
を
一
緒
に
読
み
、
話
し
合
っ
た
五
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の

ゲ
ー
テ
の
日
記
に
は
、
シ
ラ

l
の
許
で
、
一
緒
に
読
書
し
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
論
文
に
つ

い
て
論
評
し
合
っ
た
旨
の
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ

l

』
o
gロ
ロ
ヲ
・
ぽ
骨
片
Y
E
R
F
2
オ
ー
バ
ー
・
ロ
ス
ラ
の
農
場
の
小
作

人。ロ

ス

ラ

ゲ
l
テ
が
所
有
し
て
い
た
農
場
の
所
在
地
。
ゲ
l
テ
は
こ
の
農
場
を
一
七
九

八
年
三
月
八
日
に
購
入
し
、
一
八

O
三
年
に
手
放
し
て
い
る
。

ぼ
く
ら
の
先
生
ハ
イ
ン
リ
ツ
ヒ
・
マ
イ
ヤ

l
の
こ
と
。

誕
生
日
ゲ
ー
テ
は
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
の
誕
生
日
を
八
月
六
日
と
考
え
、
常
に
こ

の
日
を
祝
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
受
洗
証
明
書
に
よ
る
と
、
彼
女
は
六
月
一
日
生
ま
れ

に
な
っ
て
い
る
。

井
戸
掃
除
祭
毎
年
お
こ
な
わ
れ
る
井
戸
掃
除
の
さ
い
に
催
さ
れ
る
お
祭
。
ゲ
l
テ
は
、

ゴ
ル
ム
ス
ド
ル
フ
の
こ
の
お
祭
り
を
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
や
ア
ウ
グ
ス
ト
と
一
緒
に

見
学
。

庭

園

ゲ

l
テ
は
ク
リ
ッ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
庭
園
の
中
に
家
を
持
っ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る

「
ガ
ル
テ
ン
ハ
ウ
ス
」
で
あ
る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
i
ネ
と
ア
ウ
グ
ス
ト
も
こ
の
庭
園
内

に
自
分
た
ち
の
ロ
ッ
ジ
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
ゲ

l
テ
は
、
見
本
市
が
開
催
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
、
四
月

二
十
八
日
か
ら
五
月
十
六
日
ま
で
滞
在
。

ベ
ル
ト
ゥ

l
フ
司
ユ
包
ユ
の
『
』
ovω
ロ
ロ
』
口
洋
吉
田

q
Zの
『
（
一
七
四
七
一
八
一
一
一
一
）
。

大
公
の
私
財
係
、
顧
問
、
公
使
館
参
事
官
、
作
家
、
翻
訳
家
、
実
業
家
。
ク
リ
ス
テ
イ

ア
l
ネ
は
独
身
の
と
き
、
ベ
ル
ト
ゥ

l
フ
が
経
営
す
る
造
花
工
場
で
働
い
て
い
た
。

ブ
リ
l

p

－
包
ユ
各
国
己
弓
（
一
七
六
三
l
一
八
三
五
）
。
画
家
。
ロ

l
マ
で
は
ゲ
l
テ

と
同
宿
。
彼
の
手
に
な
る
ゲ

l
テ
の
肖
像
画
が
何
枚
か
残
っ
て
い
る
。

プ
ロ
ー
ブ
ス
卜
者
己

yo－E
E
m
p・0σ
え
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
の
知
人
。

宮
廷
顧
問
宮
殿
シ
ラ

l
の
こ
と
。

愛
し
い
使
者
ア
ウ
グ
ス
ト
の
こ
と
。

ジ
l
リ
エ
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
女
優
。
フ
リ
l
デ
リ
l
ケ
・
ウ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
の
息
子
嫁
。
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ど
、
本
当
の
と
こ
ろ
、
君
が
早
く
帰
っ
て
く
れ
る
と
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
と
い
う
の
は
、

も
ち
ろ
ん
ど
こ
を
探
し
て
も
君
が
い
な
い
か
ら
だ
。

土
地
の
譲
渡
は
実
に
つ
つ
が
な
く
円
滑
に
行
っ
た
。
キ
ル
ヒ
ナ
l

（
帝
室
顧
問
弁
護
士
）

が
公
証
人
と
し
て
実
に
整
然
と
ホ

l
ク
ス
ポ

l
ク
ス
と
呪
文
を
と
な
え
、
最
後
に
ぽ
く
が
冷

た
い
も
の
を
出
し
た
。
こ
の
金
は
ぽ
く
が
ま
た
運
用
す
る
。
面
倒
く
さ
い
こ
と
に
も
関
心
を

持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
な
ん
と
か
無
難
に
切
り
抜
け
て
い
る
。
君
が
帰
つ
で
き
た
ら
、
古
い
し

が
ら
み
を
完
全
に
一
掃
し
て
、
ぽ
く
ら
の
家
庭
を
本
当
に
き
ち
ん
と
整
え
よ
う
。

ぽ
く
に
愛
情
を
そ
そ
い
で
お
く
れ
。
こ
の
最
後
の
時
に
な
っ
て
度
を
こ
し
て
ダ
ン
ス
を
し

な
い
よ
う
に
。
楽
し
み
も
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
君
の
滞
在
を
締
め
く
く
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。

ア
ウ
グ
ス
ト
に
よ
ろ
し
く
。
君
を
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
て
い
る
。

第 24号

、王

有明工業高等専門学校紀要

ゴ
l
タ

ゲ

l
テ
は
フ
ラ
ン
ス
出
兵
に
参
加
す
る
た
め
に
、
一
七
九
二
年
八
月
八
日
、

ヴ
ァ
イ
マ
ル
を
出
発
、
同
年
十
二
月
十
六
日
帰
国
し
て
い
る
。
番
号
十
ま
で
の
手
紙
は

全
て
こ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ゴ

l
タ
か
ら
出
し
た
こ
の
手
紙
が
、
ク
リ
ス
テ
ィ

ア
l
ネ
に
あ
て
た
現
存
す
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

マ
イ
ヤ

l

国
巳
ロ
立
与
冨

aq（
一
七
六

O
ー
一
八
三
二
）
。
画
家
、
美
術
史
家
、
ヴ
ァ

イ
マ
ル
美
術
学
校
教
授
。
彼
は
見
送
り
の
た
め
ゴ

l
タ
ま
で
ゲ

l
テ
に
同
行
。

大

工

カ

l
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
大
公
は
、
一
七
九
二
年
夏
、
フ
ラ
ウ
エ
ン
プ
ラ
ン
の
家

を
購
入
し
、
ゲ
ー
テ
に
贈
る
。
ゲ
l
テ
は
そ
の
家
の
改
築
に
と
り
か
か
る
。
大
工
と
は
、

そ
の
改
築
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
大
工
の
こ
と
。
な
お
、
内
部
の
改
装
に
つ
い
て
は
マ

イ
ヤ

l
に
一
任
。

坊

や

ゲ

l
テ
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
の
間
に
一
七
八
九
年
十
二
月
二
十
五
日
に
生
ま

れ
た
ア
ウ
グ
ス
ト
の
こ
と
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ゲ
l
テ
は
八
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
郷
里
に
滞
在
。

フ
ォ
ー
ク
ト
門
町
立
件
訂
ロ
の
♀
己
。
σ
〈
O
百
円
（
一
七
四
三
一
八
一
九
）
。

ザ
イ
デ
ル
宮
正
苦
円
）

ω巴
巳
己
（
一
七
五
五

l
一
八
二

O
）
。
ゲ
l
テ
の
従
者
、
筆
耕
生
。

表

の

住

居

ゲ
l
テ
は
フ
ラ
ウ
エ
ン
プ
ラ
ン
の
家
に
住
ん
で
い
た
が
、
最
初
の
う
ち
は
、

以
前
の
所
有
者
が
表
の
方
を
使
い
、
ゲ
ー
テ
は
裏
の
方
だ
け
に
住
ん
で
い
た
。

君
を
悲
し
ま
せ
る
よ
う
な
こ
と
お
そ
ら
く
九
月
十
日
付
の
手
紙
で
や
き
も
ち
め
い
た

2 3 4 5 6 7 8 

240 

9 

10 

こ
と
を
口
に
し
た
の
を
指
す
の
だ
ろ
う
。

喜
劇
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
宮
廷
劇
場
で
は
十
月
四
日
よ
り
コ
ツ
ェ
ブ

l
の
『
オ
l
ム
」
が

上
演
さ
れ
て
い
た
。

ヴ
ェ

l
ヌ
ス
』
0
宮山口口

h
F
江
丘
一
山
口
〈

g
g
大
公
の
近
習
。

ヤ
コ

l
ビ
町
一
旦
ユ
各
国
巳
ロ
ユ

n
y
E
g
E
（
一
七
四
三
｜
一
八
一
九
）
。
商
人
、
待

従
、
枢
密
顧
問
官
。
ゲ

l
テ
は
十
一
月
六
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま
で
ヤ
コ

l
ビ
の
客
と

な
る
。
こ
の
時
の
こ
と
は
『
滞
仏
陣
中
記
』
に
詳
し
い
。

マ
リ
l
エ
ン
ボ
ル
ン
近
郊
の
野
営
地
ゲ

l
テ
は
五
月
十
二
日
か
ら
八
月
二
十
二
日
ま

で
、
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
て
い
た
マ
イ
ン
ツ
の
攻
囲
に
参
加
。
番
号
十
一

か
ら
十
固
ま
で
の
手
紙
は
こ
の
時
の
も
の
。

村
オ
ー
バ
ー
・
オ
ル
ム
の
こ
と
。

本
営
本
営
は
マ
リ

l
エ
ン
ボ
ル
ン
に
あ
っ
た
。

君
の
兄
貴
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ネ
の
兄
（
V
F
1
2
Eロ
〉
c
m
g丹
〈
己
主

5
（
一
七
六
二

一
八
二
七
）
の
こ
と
。
小
説
家
、
劇
作
家
。
代
表
作
は
『
リ
ナ
ル
ド
・
リ
ナ
ル
デ
ィ

l

一
一
』

家
の
こ
と
ゲ
l
テ
は
自
分
の
家
の
両
隣
り
に
あ
る
家
を
手
に
入
れ
る
つ
も
り
で
い
た
。

し
か
し
こ
の
交
渉
は
ま
と
ま
ら
ず
、
一
八
三
四
年
に
、
ゲ
l
テ
の
孫
達
が
こ
の
家
を
手

に
入
れ
て
い
る
。

建
築
管
理
人
シ
ュ
タ
イ
ナ

l
の
こ
と
。

生
ま
れ
て
来
る
子
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

l
ネ
は
第
三
子
を
身
ご
も
っ
て
い
た
。
こ
の
子
は

女
の
子
で
、
十
一
月
二
十
一
日
に
生
ま
れ
た
が
、
十
二
月
四
日
に
は
亡
く
な
っ
て
い
る
。

カ
l
ル
ス
パ
ー
ト
七
月
二
日
、
イ
ェ

l
ナ
を
発
っ
て
カ

1
ル
ス
パ
ー
ト
へ
。
八
月
十

七
日
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
帰
着
。

フ
ォ
ン
・
オ
ペ
ル

τ
F
Sロ∞－
a
E
5仏
〈
。
ロ

O
H）
志
一
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
政
務
官
。

グ
ス
テ
ル
息
子
ア
ウ
グ
ス
ト
の
愛
称
。

イ
ル
メ
ナ
ウ
八
月
二
十
六
日
か
ら
九
月
六
日
ま
で
、
息
子
ア
ウ
グ
ス
ト
と
フ
ォ
ン
・

フ
ォ
ー
ク
ト
を
伴
い
、
坑
内
事
故
処
理
の
た
め
イ
ル
メ
ナ
ウ
滞
在
。

ヴ
ェ
ン
ト

h
r
z
m
g円
）
町
。
。
三
。
σ
〈
O
E
（
一
七
五
二
｜
一
八
二
二
）
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の

技
術
将
校
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ゲ

l
テ
は
、
八
月
三
十
日
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

l
ネ
、
ア
ウ
グ
ス
ト
、

書
記
ガ
イ
ス
ト
を
伴
っ
て
ヴ
ァ
イ
マ
ル
を
出
発
。
八
月
三
日
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
到
着
。
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て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

241 

二
十
九

ヴ
ァ
イ
マ
ル

一八

O
三
年
七
月
十
二
日

ゲーテ・妻への手紙

き
ょ
う
よ
う
や
く
心
待
ち
に
し
て
い
た
君
の
手
紙
が
届
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
昨
晩
、
手

紙
が
不
意
に
届
い
た
と
き
は
、
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
万
事
順
調
に
運
ん
で
い
る
と

の
こ
と
、
な
に
よ
り
だ
。
し
か
し
そ
れ
も
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
。
な
に
し
ろ
君
は
、
非
常

に
思
慮
深
く
上
品
に
ふ
る
ま
う
す
べ
を
心
得
て
い
る
の
だ
か
ら
。
費
用
の
こ
と
を
気
に
や
む

こ
と
は
な
い
。
全
て
喜
ん
で
出
す
よ
。
早
目
に
帰
っ
て
家
政
を
と
り
し
き
っ
て
欲
し
い
。
十

六
日
の
土
曜
日
に
代
金
は
支
払
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
い
ろ
い
ろ
わ
ず
ら
わ
し
い
こ
と

が
あ
る
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
ラ
オ
ヒ
シ
ュ
テ
ッ
ト
に
は
行
か
な
い
。
行
っ
て
も
ど
っ
ち
み
ち
、

君
が
い
な
け
れ
ば
詮
な
い
こ
と
だ
か
ら
。

デ
ッ
サ
ウ
に
行
っ
た
ら
ど
う
だ
。
例
え
ば
、
プ
ロ
ー
ブ
ス
人
嬢
で
も
連
れ
て
。
そ
れ
が
か

の
地
に
臨
む
に
ふ
さ
わ
し
い
や
り
方
だ
よ
。
他
の
仲
間
も
加
わ
る
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ
も

い
い
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
君
自
身
が
い
ち
ば
ん
や
り
易
い
よ
う
に
手
は
ず
を
整
え
る
と
よ
い
。

ひ
と
通
り
見
て
、
い
く
ら
か
ゆ
っ
く
り
楽
し
も
う
と
思
え
ば
、
こ
の
旅
行
に
は
四
、
五
日
を

要
す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
こ
の
月
は
君
に
と
っ
て
楽
し
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
費

用
の
こ
と
は
心
配
し
な
く
て
よ
い
。
ぼ
く
の
た
っ
た
一
つ
の
願
い
は
、
君
が
元
気
に
心
も
軽

く
帰
っ
て
く
る
こ
と
だ
。
君
の
話
を
非
常
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

グ
ス
テ
ル
を
君
の
と
こ
ろ
に
や
ろ
う
。
君
が
デ
ッ
サ
ウ
に
連
れ
て
行
け
る
よ
う
に
。
そ
れ
は

そ
う
と
、
彼
は
ま
っ
た
く
お
り
こ
う
に
し
て
い
る
。
ラ
オ
ヒ
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
旅
も
ほ
と
ん
ど

あ
き
ら
め
た
よ
う
だ
。

十

ヴ
ァ
イ
マ
ル

一
八

O
三
年
七
月
十
三
日

き
の
う
の
君
の
手
紙
を
き
ょ
う
食
事
の
あ
と
に
受
け
と
っ
た
。
君
の
行
く
先
々
の
様
子
が

知
れ
て
、
う
れ
し
い
。
君
の
便
り
か
ら
す
る
と
、
本
当
に
元
気
な
模
様
、
な
に
よ
り
だ
。

ぼ
く
が
イ
ェ

1
ナ
か
ら
帰
っ
て
以
来
、
料
理
女
が
特
に
張
り
切
っ
て
、
非
常
に
お
い
し
い

も
の
を
作
っ
て
ぐ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
不
自
由
し
て
い
た
豆
の
つ
る
を
は
わ
せ
る
棒
も
届
い
た
。

こ
れ
が
、
庭
に
不
足
し
て
い
た
、
た
だ
一
つ
の
も
の
だ
。
君
が
心
配
す
る
よ
う
な
こ
と
は
ま
っ

た
く
何
も
な
い
。

三
十
一

ヴ
ァ
イ
マ
ル

一
八

O
三
年
七
月
十
四
日

宮
廷
顧
問
官
民
が
到
着
し
、
君
の
手
紙
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。
君
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て

な
に
よ
り
だ
。
愛
し
い
使
払
を
介
し
て
あ
り
合
せ
の
物
を
送
る
。

彼
が
無
事
君
の
も
と
に
着
い
て
、
ぽ
く
ら
が
ど
ん
な
に
君
の
こ
と
を
思
っ
て
い
た
か
を
、

話
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
御
者
に
ク
ラ
ウ
ン
銀
貨
を
一
枚
持
た
せ
て
や
っ
た
。
だ
か
ら
、
途

中
は
ア
ウ
グ
ス
ト
に
代
っ
て
支
払
い
を
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
い
く
ら
残
っ
た
か
、
聞
い
て

く
れ
。
こ
の
男
に
た
っ
ぷ
り
酒
手
を
は
ず
ん
で
お
く
れ
。
そ
れ
か
ら
君
は
ま
た
ワ
イ
ン
を
六

本
受
け
と
る
こ
と
に
な
る
。

今
は
、
君
の
も
と
に
ア
ウ
グ
ス
ト
が
い
る
の
だ
か
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
せ
ず
に
、
デ
ッ
サ
ウ
に

出
か
け
、
ま
た
ラ
オ
ヒ
シ
ュ
テ
ッ
ト
に
引
き
返
し
、
数
日
滞
留
し
て
、
月
末
に
は
帰
る
よ
う

に
し
な
さ
い
。
そ
う
す
る
と
、
君
も
た
っ
ぷ
り
楽
し
め
る
し
、
ぼ
く
は
あ
と
で
君
の
話
を
聞

い
て
楽
し
み
を
分
か
ち
あ
え
る
だ
ろ
う
。

君
の
書
い
て
い
た
、
踊
り
で
は
き
つ
ぶ
し
た
と
い
う
こ
の
前
買
っ
た
新
し
い
靴
を
次
の
機

会
に
ぼ
く
に
送
っ
て
く
れ
。
君
の
持
ち
物
を
何
か
持
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
ぽ
く
の
胸
に
あ
て

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。
体
に
気
を
つ
け
て
、
ジ

i
リ
エ
に
よ
ろ
し
く
。
彼
女
の
親
切
な
手

紙
に
礼
を
言
っ
て
お
い
て
く
れ
。

で
き
る
だ
け
早
く
ま
た
ぼ
く
に
手
紙
を
お
く
れ
。
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君
は
知
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
君
の
手
紙
は
全
て
受
け
と
っ
て
い
る
。

デ
ッ
サ
ウ
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
が
何
人
か
ラ
オ
ヒ
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、

か
の
地
で
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
の
か
、
訊
ね
て
ご
ら
ん
。
ヴ
ェ
ル
リ
ッ
ツ
で
は
そ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
庭
師
や
執
事
に
支
払
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
、
そ
こ
で
の
酒

手
は
も
し
か
す
る
と
カ
ロ
リ
ン
金
貨
一
枚
は
か
か
る
だ
ろ
う
。
労
賃
の
仕
事
を
す
る
人
は
た

い
て
い
そ
れ
く
ら
い
は
す
る
の
だ
。
な
ん
で
も
良
く
見
て
お
き
な
さ
い
。
く
れ
ぐ
れ
も
体
に

気
を
つ
け
て
。
ぼ
く
を
愛
し
て
お
く
れ
。

十

ヴ
ァ
イ
マ
ル

一
八

O
三
年
七
月
二
十
日

君
の
無
事
を
祈
り
、
ア
ウ
グ
ス
ト
を
連
れ
て
デ
ッ
サ
ウ
へ
旅
行
す
る
よ
う
に
勧
め
た
け
れ



ロ
l
ソ
ク
も
少
々

ほ
か
は
全
て
ち
ゃ
ん
と
そ
ろ
っ
て
い
る
。
ぽ
く
ら
は
数
日
問
、

た
り
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
。

そ
れ
か
ら
油
の
い
い
の
も
少
し
持
っ
て
来
て
く
れ
。
ほ
か
に
ま
だ
田
舎
で
の
生
活
に
必
要

と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
持
っ
て
来
る
と
よ
い
。
と
い
う
の
は
、
君
が
こ
こ
に
し
ば
ら

く
留
ま
る
つ
も
り
な
ら
、
ぼ
く
は
歓
迎
だ
。
ぽ
く
は
館
で
ま
っ
た
く
邪
魔
さ
れ
ず
に
仕
事
は

で
き
る
か
ら
。

「
へ
ル
マ
ン
と
ド
ロ
テ
1
ア
』
を
二
部
送
る
。
一
部
は
母
、
一
部
は
君
の
も
の
だ
。
し
か

し
君
の
を
誰
彼
の
自
由
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。
も
し
汚
さ
れ
て
も
、
そ
う
簡
単
に

ま
た
君
に
調
達
し
て
や
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
。
会
え
る
ま
で
く
れ
ぐ
れ
も
体
に
気
を
つ

け
て
。

時
間
で
そ
れ
を
伝
え
て
く
れ
る
か
ら
。

こ
の
美
し
い
季
節
に
ラ
イ
プ
チ
ツ
ヒ
を
見
る
の
は
、
君
や
子
供
を
大
い
に
喜
ば
せ
る
で
あ

ろ
う
。

町
の
周
り
の
散
歩
は
掛
け
値
な
し
に
楽
し
い
。

ロ
ン
ド
ン
の
町
全
体
を
、
さ
な
が
ら
塔
の
上
に
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
渡
せ
る
、
い

わ
ゆ
る
パ
ノ
ラ
マ
は
本
当
に
一
見
の
価
値
が
あ
り
、
君
た
ち
を
び
っ
く
り
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

喜
劇
は
た
い
し
た
こ
と
な
い
。
し
か
し
君
も
後
学
の
た
め
見
る
と
よ
い
。
そ
の
ほ
か
ま
だ

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
。
特
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
大
い
に
君
た
ち
の
興
味
を
引
く
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
言
っ
て
お
く
が
、
ま
っ
た
く
買
わ
ず
に
す
ま
す
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
う
。
も
し
か
す
る
と
、
君
は
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
の
見
本
市
に
出
か
け
て
行
く
必
要
が

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

ぽ
く
ら
の
車
を
使
う
か
、
馬
を
取
り
は
ず
し
て
い
る
御
者
の
車
を
使
う
か
は
、
君
に
ま
か

せ
る
。
だ
が
、
馬
車
は
少
し
は
見
栄
え
の
良
い
方
が
、
い
い
だ
ろ
う
。
な
に
し
ろ
、
車
で
出

か
け
る
し
、
そ
ん
な
と
き
、
で
き
れ
ば
少
し
は
め
か
し
て
い
た
い
か
ら
。

白
い
服
以
外
何
も
持
っ
て
来
な
く
て
い
い
。
ほ
か
の
は
ほ
と
ん
ど
何
も
目
に
し
な
い
か
ら
。

帽
子
は
こ
こ
で
す
ぐ
買
え
る
。

ぽ
く
の
物
も
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
く
ら
い
の
ト
ラ
ン
ク
に
し
な
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
君
が
大
事
で
必
要
だ
、
と
思
う
こ
と
を
す
る
と
よ
い
。

も
し
か
す
る
と
、
土
曜
日
に
こ
こ
に
来
れ
る
よ
う
な
ら
、
そ
れ
ば
い
ち
ば
ん
い
い
。
見
本

市
の
日
曜
日
は
そ
れ
は
に
ぎ
や
か
で
、
誰
も
彼
も
が
馬
や
馬
車
で
行
き
か
い
、
着
飾
っ
て
い

る
か
ら
。
そ
う
す
る
と
、
ぼ
く
ら
は
二
、
三
日
ち
ょ
っ
と
見
物
し
て
、
火
曜
日
の
午
後
出
発

し
、
水
曜
日
に
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
着
く
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
往
復
の
旅
程
を
い
れ
て
六
日

の
予
定
で
準
備
し
な
さ
い
。
ほ
か
は
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
木
曜
日
に
ヴ
ァ
イ
マ
ル
を
発
つ
郵
便
馬
車
で
ぽ
く
に
知
ら
せ
て
お
く

れ。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
パ
バ
リ
ア
ホ
テ
ル
に
来
る
と
よ
い
。
君
の
宿
泊
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま

で
に
、
ぼ
く
が
手
配
し
て
お
く
。

く
れ
ぐ
れ
も
体
に
気
を
つ
け
て
。
マ
イ
ヤ

l
教
授
と
ブ
リ
じ
氏
に
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
。

ブ
リ

l
氏
が
緑
の
ハ
ン
カ
チ
を
気
に
入
っ
て
く
れ
て
、
良
か
っ
た
。
子
供
に
キ
ス
を
。
彼
に

は
、
出
発
す
る
ま
で
は
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
行
く
こ
と
を
言
わ
な
い
が
い
い
だ
ろ
う
。
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二
十
七

有明工業高等専門学校紀要

愛
し
い
人
よ
、
君
の
病
気
の
こ
と
を
、
良
く
な
る
ま
で
、
ぼ
く
に
何
も
言
わ
な
か
っ
た
こ

と
を
、
ぽ
く
は
感
謝
し
て
い
る
。
ぼ
く
が
ど
ん
な
に
心
か
ら
君
の
こ
と
を
心
に
か
け
て
い
る

か
は
、
君
が
知
つ
て
の
と
お
り
だ
。
君
の
も
と
に
い
る
子
供
の
こ
と
を
知
る
の
が
、
ぽ
く
に

は
慰
め
だ
。

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
こ
に
来
て
十
四
日
経
ち
や
っ
と
や
る
気
が
出
て
き
た
。
年
の

瀬
ま
で
良
い
天
気
が
続
き
、
昨
年
よ
り
も
っ
と
良
い
冬
が
迎
え
ら
れ
そ
う
だ
。
君
が
健
康
で

さ
え
あ
れ
ば
。

ぼ
く
は
頭
の
中
で
君
と
子
供
に
キ
ス
を
し
、
自
分
の
無
柳
を
、
ぼ
く
は
君
た
ち
の
た
め
に

働
い
て
い
る
ん
だ
、
と
思
う
こ
と
で
、
な
ん
と
か
ま
ぎ
ら
し
て
い
る
。
君
た
ち
も
体
に
気
を

つ
け
て
。
ぼ
く
を
愛
し
て
お
く
れ
。

二
十
八

フ

イ
フ

チ、ン
ヒ49

一八

O
O年
五
月
五
日
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小
包
は
ベ
ル
ト
ゥ

l
フ
公
使
館
参
事
官
か
ら
確
か
に
受
け
と
っ
た
。
君
も
、
き
の
う
機
会

が
あ
っ
た
の
で
発
送
し
た
ぼ
く
の
手
紙
を
受
け
と
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

ア
ウ
グ
ス
ト
が
君
の
兄
さ
ん
と
来
れ
な
い
の
な
ら
、
ま
す
ま
す
君
が
ぽ
く
を
迎
え
に
来
て

く
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
。
こ
こ
に
い
つ
着
く
つ
も
り
か
、
知
ら
せ
て
く
れ
。
御
者
が
一

こ
の
手
紙
を
シ
ェ

1
フ
ァ

l
地
方
委
員
に
持
っ
て
行
っ
て
も
ら
う
。
召
使
を
介
し
て
届
け



243 

金
を
彼
に
届
け
て
く
れ
る
よ
。

引
き
取
る
際
に
ロ
ス
ラ
の
若
い
人
々
に
ち
ょ
っ
と
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
思
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
ぽ
く
の
考
え
を
書
き
た
い
。
そ
の
当
日
か
、
あ
る
い

は
も
し
か
す
る
と
も
っ
と
い
い
の
は
次
の
日
曜
日
に
、
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
洗
者
聖
ヨ
ハ
ネ
祭

に
あ
た
る
が
、
ぽ
く
な
り
の
祝
宴
を
は
っ
て
人
々
を
驚
か
せ
て
や
り
た
い
の
だ
。
だ
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
近
々
も
っ
と
詳
し
く
知
ら
せ
る
。

体
に
気
を
つ
け
て
。
坊
や
の
た
め
の
手
紙
を
同
封
す
る
。

石
鹸
は
近
い
う
ち
に
届
く
は
ず

だ
。
そ
れ
は
そ
う
と
、
ぼ
く
が
君
に
会
う
ま
で
に
は
、
ま
だ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
問
、
十
分
体
に
気
を
つ
け
て
、
ぽ
く
ら
の
先
生
を
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ

し
く
頼
む
。

つ
い
て
は
ノ
ロ
ジ
カ
の
肩
肉
を
送
る
。
君
た
ち
が
一
緒
に
こ
れ
を
満
喫
し
て
く
れ
る
と
あ

り
が
た
い
。

ゲーテ ・妻への手紙

二
十
四

イ
ェ

l
ナ

一
七
九
八
年
八
月
五
日

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
こ
の
便
で
果
物
を
少
し
送
る
。
ア
ウ
グ
ス
ト
と
賞
味
し
な
が
ら
、

ぽ
く
の
愛
情
を
思
い
出
し
て
く
れ
。
こ
の
お
祝
い
を
君
と
静
か
に
祝
い
た
い
と
ど
ん
な
に
強

く
望
ん
で
い
た
こ
と
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ェ

l
ナ
に
出
向
い
て
来
た
こ
と
は
、
良
か
っ

た
。
こ
こ
で
さ
え
、
じ
っ
く
り
考
え
を
集
中
す
る
こ
と
は
、
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
実
際
の

と
こ
ろ
こ
れ
ま
で
ま
と
も
な
こ
と
は
ま
だ
何
も
し
て
い
な
い
。
思
う
に
、
来
週
は
何
と
か
な

る
だ
ろ
う
。
時
間
が
切
迫
し
始
め
る
に
つ
れ
て
、
非
常
に
充
実
し
つ
つ
あ
る
か
ら
。
自
分
の

こ
と
を
き
ち
ん
と
し
て
か
ら
ロ
ス
ラ
へ
行
き
、
田
舎
の
仕
事
に
い
そ
し
み
な
さ
い
。
君
が
何

で
も
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
本
当
に
い
い
こ
と
だ
。
自
分
が
い
な
か
っ
た
ら
ど
う

な
る
だ
ろ
う
、
な
ど
と
思
い
わ
ず
ら
う
こ
と
は
な
い
。
人
間
は
お
互
い
に
変
わ
る
も
の
で
は

な
い
。
小
事
に
お
い
て
も
、
大
事
に
お
い
て
も
。
ぼ
く
が
君
を
愛
し
て
い
る
こ
と
を
、
覚
え

て
お
い
て
く
れ
。
そ
し
て
ぼ
く
が
ひ
た
す
ら
君
が
独
立
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
に
心
を
く
だ

い
て
い
る
こ
と
を
、
覚
え
て
お
い
て
く
れ
。
他
の
人
は
か
な
り
の
こ
と
を
う
ま
く
や
っ
て
い

る
。
ぼ
く
に
も
そ
れ
く
ら
い
の
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

必
要
な
こ
と
は
毎
日
す
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。
い
い
に
つ
け
悪
い
に
つ
け
ぽ
く
ら
に
で
き

る
の
は
そ
れ
だ
け
な
の
だ
か
ら
。
子
供
の
面
倒
を
見
て
、
ぼ
く
ら
が

一
緒
で
い
る
か
ぎ
り
、

他
に
不
足
は
何
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
く
れ
。

い
ち
ば
ん
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
に
、
全
力
を
尽
く
す
つ
も
り

だ
。
そ
れ
か
ら
ま
た
会
お
う
。
本
当
に
体
に
気
を
つ
け
て
。
愛
し
い
グ
ス
テ
ル
に
よ
ろ
し
く
。

ぽ
く
を
愛
し
続
け
て
お
く
れ
。

二
十
五

イ
ェ

l
ナ

一
七
九
八
年
十
一
月
二
十
日

ぽ
く
は
心
の
底
か
ら
君
に
言
い
た
い
、
ぽ
く
は
君
が
好
き
で
、
君
と
子
供
の
健
康
を
喜
ん

で
い
る
、
と
。
ア
ウ
グ
ス
ト
が
時
お
り
訴
え
る
頭
痛
の
こ
と
だ
が
、
や
は
り
折
を
見
て
お
医

者
さ
ん
に
相
談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ぽ
く
の
仕
事
は
進
み
始
め
て
い
る
。
だ
が
、
い
つ
も
よ
り
ぺ

l
ス
は
遅
い
。
だ
か
ら
、
不

意
に
こ
ち
ら
に
来
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
欲
し
い
。
ぽ
く
の
い
つ
も
の
や
り
方
を
ま
た

守
っ
て
、
好
き
な
だ
け
、
で
き
る
か
ぎ
り
こ
こ
に
頑
張
っ
て
一
つ
の
こ
と
に
没
頭
し
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。
そ
の
あ
と
で
ま
た
心
お
き
な
く
お
互
い
会
う
よ
う
に
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
浮

気
な
ど
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
。
古
い
の
は
死
に
た
え
た
し
、
新
し
い
の
も
芽
を
出
し
て
い

な
しく

れ
ぐ
れ
も
体
に
気
を
つ
け
て
。
愛
し
い
子
供
に
よ
ろ
し
く
。
早
い
が
、
仮
装
舞
踏
会
の

成
功
を
祈
っ
て
い
る
。
体
に
気
を
つ
け
て
。
ぼ
く
を
愛
し
て
お
く
れ
。

- 10-

二
十
六

一
七
九
九
年
五
月
十
二
日

イ
ェ

l
ナ

す
て
き
な
井
戸
掃
除
祭
が
二
十
日
の
月
曜
日
に
よ
う
や
く
あ
る
よ
う
な
の
で
、
ぽ
く
の
と

こ
ろ
に
来
て
く
れ
る
と
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
と
い
う
の
は
、
今
週
は
必
要
な
こ
と
を
仕

上
げ
る
余
裕
が
あ
る
か
ら
。

だ
か
ら
、
十
八
日
土
曜
日
の
夜
六
時
頃
、
こ
こ
に
着
く
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。
君
が
ま
っ

す
ぐ
庭
園
に
来
れ
る
よ
う
に
、
ガ
イ
ス
ト
を
迎
え
に
寄
こ
す
よ
。
君
は
き
っ
と
こ
こ
が
気
に

入
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

持
っ
て
来
て
も
ら
い
た
い
も
の
が
少
し
あ
る
。
つ
ま
り

赤
ワ
イ
ン
六
本

ビ
シ
ョ
ッ
プ
酒
の
小
壊
を
二
、
三
本

サ
ラ
ミ
少
々

最
初
の
晩
の
た
め
に
何
か
火
を
使
わ
な
く
て
も
す
む
食
料
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ぼ
く
も
君
と
離
れ
て
い
る
と
本
当
の
と
こ
ろ
全
然
元
気
が
で
な
い
。
そ
の
ぶ
ん
こ
れ
か
ら
は

一
緒
に
い
る
こ
と
を
存
分
に
楽
し
も
う
よ
。
危
険
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
な
ら
、
ぽ
く
は
多
分

イ
タ
リ
ア
に
行
っ
た
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ど
こ
で
も
多
少
の
不
便
は
し
の
ば
ね
ば
な
ら

な
い
の
だ
か
ら
。
し
か
し
ほ
く
は
こ
れ
以
上
君
た
ち
か
ら
遠
く
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
君
た
ち
を
連
れ
て
行
け
な
い
の
な
ら
、
多
分
イ
タ
リ
ア
を
二
度
と
見
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
坊
や
に
よ
ろ
し
く
。
何
通
も
の
手
紙
に
礼
を
言
っ
て
お
い
て
く
れ
。
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
経
由
し
な
く
な
っ
た
の
で
、
ど
の
道
を
と
る
か
は
、
ま
だ
不

明
だ
。
も
し
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
を
通
る
よ
う
な
ら
、
き
っ
と
何
か
役
に
立
つ
い
い
も
の
を
見

つ
け
る
よ
う
に
し
よ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
だ
が
、
す
で
に
女
性
群
の
た
め
に
は
手
廻
し
よ
く

手
に
入
れ
て
い
る
。
君
の
た
め
に
は
特
別
美
し
い

モ
ス
リ
ン
の
仕
立
服
を
。
花
柄
の
は
エ
ル

ネ
ス
テ
ィ

l
ネ
の
た
め
に
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
縁
飾
り
の
あ
る
ス
カ
ー
フ。

他
の
家
人
た

ち
に
は
こ
れ
を
叔
母
さ
ん
か
ら
渡
し
て
も
ら
っ
た
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。
ぼ
く
も
自

分
の
た
め
に
首
に
ま
く
小
さ
な
ス
カ
ー
フ
を
何
枚
か
買
っ
た
。
し
か
し
君
が
ぼ
く
か
ら
そ
れ

を
か
っ
さ
ら
っ
て
行
く
の
で
は
な
い
か
、
と
心
配
だ
。
な
に
し
ろ
そ
れ
は
頭
に
も
良
く
似
合

い
そ
う
な
ん
だ
。
全
て
最
新
モ

l
ド
だ
。
特
に
君
の
服
は
非
常
に
美
し
い
。
し
か
も
値
段
も

安
く
な
い
。
ぼ
く
は
ま
だ
そ
れ
を
手
に
し
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
見
本
を
見
て
製
造
者

か
ら
直
接
買
っ
た
の
で
。
工
場
が
あ
る
ザ
ン
ク
ト

・
ガ
レ
ン
か
ら
送
っ
て
来
る
の
を
心
持
ち

に
し
て
い
る
。
見
本
で
選
択
す
る
の
は
難
し
い
。
だ
が
、
マ
イ
ア
！
と
ぽ
く
は
最
終
的
に
は

意
見
が
一
致
し
た
。

君
の
と
こ
ろ
に
何
も
届
い
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
驚
い
て
は
い
け
な
い
。
ぽ
く
も
同

様
な
の
だ
。
ぽ
く
も
ま
だ
ヘ
ル
マ
ン
を
手
に
し
て
い
な
い
。
君
の
最
初
の
方
の
手
紙
を
受
け

と
っ
て
い
な
い
の
で
、
き
ち
ん
と
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
注
文
し
て
お
い
た
建
築
管
理
人
の

た
め
の
ワ
イ
ン
が
届
い
た
か
ど
う
か
、
ぼ
く
に
は
わ
か
ら
な
い
。
着
い
て
い
な
い
の
な
ら
、

母
に
手
紙
を
出
し
て
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
訊
ね
て
く
れ
。
年
が
余
り
お
し
つ
ま
っ
て

か
ら
発
送
し
て
さ
え
く
れ
な
け
れ
ば
よ
い
の
だ
が
。
ひ
と
た
び
外
に
出
る
と
、
死
ん
だ
も
同

然
に
な
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
悪
い
こ
と
だ
。
フ
ォ
ー
ク
ト
枢
密
顧
問
官
と
シ
ラ

l
宮
廷
顧
問

官
が
き
わ
め
て
凡
張
面
に
手
紙
を
く
れ
て
ぽ
く
の
相
手
を
し
て
く
れ
た
。

マ
イ
ヤ

l
が
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
と
言
っ
て
い
る
。
彼
は
本
当
に
元
気
で
活
発
だ
。
ガ

イ
ス
ト
は
あ
れ
こ
れ
と
自
分
の
こ
と
を
本
当
に
き
ち
ん
と
や
っ
て
く
れ
る
。
体
に
気
を
つ
け

て
。
君
、
が
こ
れ
を
受
け
と
る
頃
は
、
ほ
く
は
も
う
テ
ュ

l
ビ
ン
ゲ
ン
だ
。
そ
こ
か
ら
君
に
ま

た
書
く
。
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
い
る
。
君
に
ま
た
会
え
る
と
思
う
と
、
心
か
ら
う
れ
し
い
。

-9-

誰
よ
り
も
君
を
愛
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

君
は
も
う
ぽ
く
に
手
紙
を
書
く
必
要
は
な
い
。

君
の
兄
に
、
葬
儀
が
滞
り
な
く
執
り
訂
わ
れ
た
こ
と
を
ぼ
く
が
喜
ん
で
い
る
、
と
伝
え
て

く
れ
。
そ
し
て
、
彼
、
山
『
ア
マ
ル
フ
イ
』
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、
結
構
な
こ

と
だ
、
と
。
彼
の
作
品
に
つ
い
て
だ
が
、
も
う
一
度
じ
っ
く
り
考
え
て
、
細
部
に
い
た
る
ま

で
作
文
す
る
よ
う
に
言
っ
て
く
れ
。
そ
う
す
れ
ば
、
出
版
者
が
引
き
受
け
て
く
れ
る
よ
う
に

働
き
か
け
て
み
る
つ
も
り
だ
。

イ
エ

ナ40

二
十
三

一
七
九
八
年
五
月
二
十
五
日
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ぽ
く
が
留
守
の
あ
い
だ
君
が
忙
し
く
立
ち
働
き
、
し
か
も
、
君
が
生
活
に
満
足
し
、
自
分

の
置
か
れ
て
い
る
境
遇
に
満
足
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
ぽ
く
に
と
っ
て
こ
ん
な
に
う
れ
し
い

こ
と
は
な
い
。
残
り
の
時
間
を
そ
の
ぶ
ん
自
由
に
心
お
き
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
君
が
至

る
所
を
き
ち
ん
と
整
理
し
た
い
の
な
ら
、
そ
の
点
で
は
、
ぽ
く
ら
二
人
に
と
っ
て
喜
ば
し
い

こ
と
だ
。

ぽ
く
が
こ
こ
に
い
た
数
日
間
は
非
常
に
有
益
で
あ
っ
た
。
現
在
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、

未
来
に
と
っ
て
も
。
ぽ
く
は
す
ば
や
く
特
別
な
き
っ
か
け
を
つ
か
ん
で
勉
強
す
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
偶
然
の
些
細
な
こ
と
か
ら
で
あ
っ
た
か
を
君
に
話
し
た
ら
、

君
は
笑
い
出
す
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
前
年
の
旅
が
ぽ
く
を
運
命
か
ら
す
っ
か
り
引
き
離
し

て
く
れ
た
、
そ
し
て
今
よ
う
や
く
ま
た
本
来
の
自
分
を
と
り
戻
し
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
本
当
に
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

肉
体
的
栄
養
状
態
も
以
前
よ
り
良
い
。
ト
ラ
ピ
ト
ゥ
ス
が
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
非
常
に
お
い

し
く
調
理
し
て
く
れ
る
。
時
に
は
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
も
。
シ
ラ

l
家
の
人
は
ロ
ー
ス
ト
を
作
っ

て
く
れ
る
し
、
君
の
油
は
サ
ラ
ダ
の
味
を
一
段
と
引
き
立
て
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
昼
食
は
ぜ

ん
ぜ
ん
心
配
な
い
。
晩
は
シ
ラ

l
の
庭
に
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
面
白

い
も
の
を
一
緒
に
読
み
、
話
し
合
っ
た
。
た
だ
、
夜
、
帰
る
の
が
少
し
ゃ
っ
か
い
だ
。
と
い

う
の
は
、
た
っ
ぷ
り
十
分
は
歩
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
。

そ
の
代
わ
り
本
当
に
良
く
眠
る
。
昼
間
も
大
い
に
動
き
廻
り
、
天
気
の
悪
い
と
き
で
も
必

ず
二
、
三
時
間
は
戸
外
に
出
て
い
る
か
ら
ね
。

フ
ォ
ー
ク
ト
枢
密
顧
問
官
は
旅
に
は
出
て
い
な
い
。
だ
か
ら
フ
イ
ツ
シ
ャ

l
が
折
を
み
て

有明工業高等専門学校紀要
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シ
ュ
テ
ー
フ
ァ

一
七
九
七
年
九
月
二
十
三
日

二
十

ゲーテ ・妻への手紙

や
っ
と
無
事
に
こ
の
地
に
着
き
、
マ
イ
ヤ
！
と
共
に
、
彼
の
家
族
の
も
と
で
大
い
に
く
つ

ろ
い
で
い
る
。
家
は
非
常
に
き
れ
い
で
、
居
心
地
が
よ
く
、
周
囲
も
ま
っ
た
く
す
ば
ら
し
い
。

テ
ュ

l
ビ
ン
ゲ
ン
以
来
、
ぽ
く
が
ど
ん
な
ふ
う
で
あ
っ
た
か
は
、
同
封
書
で
知
つ
て
の
と
お

り
だ
。
ぽ
く
が
切
に
願
う
の
は
た
だ

一
つ
、
将
来
、
君
や
坊
や
に
も
こ
の
美
し
く
す
ば
ら
し

い
い
ろ
い
ろ
な
物
を
見
せ
て
や
れ
れ
ば
と
い
う
こ
と
だ
。

君
の
消
息
を
長
い
こ
と
何
も
聞
い
て
い
な
い
。
君
の
手
紙
は
こ
れ
ま
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

経
由
で
来
て
い
た
か
ら
、
お
そ
ら
く
ど
こ
か
で
滞
っ
て
い
る
の
、だ
ろ
う
。
そ
れ
に
比
べ
て
ぽ

く
の
手
紙
は
規
則
的
に
届
い
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

フ
ォ
ー
ク
ト
枢
密
顧
問
官
を
通
じ
て
、
坊
や
が
病
気
で
あ
っ
た
が
、
回
復
に
向
か
っ
て
い

る
、
と
聞
い
た
。
き
ょ
う
、
シ
ラ

l
宮
廷
顧
問
官
が
、
子
供
は
す
っ
か
り
ま
た
も
と
に
戻
っ

た
、
と
書
い
て
よ
こ
し
た
。
彼
の
手
紙
は
九
月
七
日
付
だ
。
だ
か
ら
、
こ
れ
に
関
し
て
は
安

心
し
て
い
る
。
君
の
手
紙
が
来
な
い
の
は
単
な
る
偶
然
だ
と
思
え
る
か
ら
。

今
ま
で
の
と
こ
ろ
ぼ
く
は
非
常
に
順
調
で
あ
っ
た
。
こ
の
幸
運
が
今
後
も
続
い
て
欲
し
い
、

と
思
っ
て
い
る
。
ぼ
く
ら
は
、
数
日
後
、
ス
イ
ス
の
二
、
三
の
地
方
を
ち
ょ
っ
と
徒
歩
旅
行

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
お
よ
そ
二
週
間
で
ま
た
帰
っ
て
来
る
つ
も
り
だ
。
こ
れ
か
ら
は
君

が
直
接
手
紙
を
郵
便
局
に
出
せ
る
よ
う
に
、
住
所
を
同
封
す
る
。

今
考
え
て
い
る
と
お
り
に
、
一
切
が
運
ん
だ
ら
、
ぼ
く
ら
は
も
し
か
す
る
と
十
月
末
に
は

ま
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
聞
い
て
君
も
た
ぶ
ん
ほ
っ
と
し
た

ろ
う
。
だ
か
ら
何
事
も
こ
の
上
な
く
き
ち
ん
と
し
て
お
い
て
く
れ
。
そ
の
代
わ
り
、
ぽ
く
ら

は
モ
ス
リ
ン
の
国
へ
行
く
の
だ
か
ら
、
こ
の
種
の
き
れ
い
な
衣
装
に
は
事
欠
か
な
い
は
ず
だ
。

し
か
し
、
い
ち
ば
ん
は
や
は
り
、
ぼ
く
ら
が
ま
た
一
緒
に
な
っ
て
、
喜
び
に
つ
け
悲
し
み
に

つ
け
、
お
互
い
を
助
け
て
や
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

さ
て
ぼ
く
は
、
君
に
ど
う
し
て
も
も
う
少
し
付
け
加
え
て
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

ぼ
く
が
本
当
に
心
か
ら
深
く
ひ
た
す
ら
君
を
愛
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ぼ
く
の
切
な
る
願
い
は
た
だ

一
つ
、
ぼ
く
へ
の
君
の
愛
が
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
で
い
て

欲
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
将
来
君
と

一
緒
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
な
ら
、
ぽ
く

の
旅
は
た
い
し
た
意
味
を
持
た
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
今
だ
っ
て
で
き

る
こ
と
な
ら
君
の
も
と
に
帰
っ
て
、
緑
の
寝
室
で
君
と
楽
し
い
夜
を
過
ご
し
、
楽
し
い
朝
を

迎
え
、
君
の
手
ず
か
ら
朝
食
を
と
り
た
い
と
思
っ
て
る
く
ら
い
だ
か
ら
。
ま
た
、
直
ち
に
帰

途
に
つ
き
、
十
月
の
終
り
で
な
け
れ
ば
、
せ
め
て
十
一
月
の
初
め
に
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に

到
着
す
る
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
報
せ
に
君
は
き
っ
と
喜
ん
で
い
る
だ
ろ
う
し
、

も
し
ぽ
く
ら
が
母
上
の
も
と
に
い
る
と
知
っ
た
ら
、
君
は
も
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
か
ら
は
、

日
な
ら
ず
し
て
ぼ
く
ら
は
君
の
も
と
に
行
け
る
の
だ
か
ら
。
し
か
し
こ
の
こ

と
は
ま
だ
誰
に
も
言
わ
な
い
で
く
れ
。
皆
に
は
、
ぽ
く
が
帰
る
か
ど
う
か
、
い
つ
帰
る
か
は
、

未
定
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
く
れ
。
ぽ
く
の
と
と
を
考
え
、
余
り
色
目
な
ど
つ
か
わ
な
い
よ

う
に
。
い
ち
ば
ん
い
い
の
は
、
君
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
全
然
し
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
ぽ
く

も
旅
の
閉
じ
ゅ
う
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
た
っ
た
の
一
度
も
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
君
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
る
。
美
し
い
モ
ス
リ
ン
の
服
は
交
渉
中
だ
。
体
に
気
を

つ
け
て
。
坊
や
に
キ
ス
を
。
ま
た
本
当
に
元
気
に
な
っ
た
彼
に
会
い
た
い
も
の
だ
。
エ
ル
ネ

ス
テ
ィ

l
ネ
と
お
ば
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
。
ぼ
く
を
愛
し
続
け
て
お
く
れ
。
そ
し
て
、
ぽ
く
を

迎
え
る
準
備
を
万
端
と
と
の
え
て
お
い
て
お
く
れ
。

ぼ
く
の
い
つ
も
の
住
所
の
下
に
、
た
だ

「チ
ュ

l
リ
ッ
ヒ
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ト
、
オ
ト
様
気

付
」
と
だ
け
記
し
、
そ
の
ま
ま
郵
便
局
に
出
し
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
ま
で
の
切
手
を
は
る
と

よ
い
。

8-

十

シ
ュ
テ
l
フ
ァ

一
七
九
七
年
九
月
二
十
六
日

き
ょ
う
、
十

一
日
付
の
フ
ォ

ー
ク
ト
枢
密
顧
問
官
の
手
紙
を
受
げ
と
っ
た
。
彼
は
、
グ
ス

テ
ル
が
ま
た
訪
ね
て
来
た
が
、
元
気
で
行
儀
が
良
か
っ
た
、
と
書
い
て
い
る
。
ま
だ
君
か
ら

の
手
紙
は
も
ら
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
を
見
て
、
ぼ
く
は
本
当
に
慰
め
ら
れ
た
し
、
喜

ん
で
い
る
。

十

一
七
九
七
年
十
月
二
十
五
日

チ
ュ

l
リ
ッ
ヒ

い
と
し
い
人
よ
、
君
が
直
接
ぼ
く
あ
て
に
出
し
て
く
れ
た
最
後
の
何
通
か
を
や
っ
と
受
け

と
っ
た
。
コ
ッ
タ
の
住
所
を
渡
し
て
、
一
切
を
事
こ
ま
か
に
説
明
し
て
お
い
た
の
に
、
ど
う

し
て
母
上
が
他
の
手
紙
を
手
許
に
お
い
た
ま
ま
に
し
て
い
た
の
か
、
ぽ
く
に
は
わ
か
ら
な
い
。

今
、
君
も
子
供
も
元
気
だ
、
と
知
っ
て
、
安
心
し
た
。
再
び
君
の
手
に
な
る
も
の
を
目
に
し

て
、
本
当
に
う
れ
し
い
。
ど
う
か
も
う
少
し
だ
け
辛
抱
し
て
く
れ
。
も
う
す
ぐ
帰
る
か
ら
。



送
っ
た
。
そ
の
お
返
し
に
す
ぐ
、
二
巻
本
の
長
い
人
生
に
関
す
る
フ

l
フ
ェ
ラ
ン
ト
の
本
を

ぽ
く
の
書
斎
で
捜
し
て
、
も
し
君
自
身
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
ら
、
君
の
兄
に
頼
ん
で

捜
し
て
も
ら
い
、
感
謝
を
こ
め
た
楽
し
い
手
紙
を
そ
え
て
送
り
な
さ
い
。
坊
や
に
も
書
く
よ

う
言
い
な
さ
い
。
マ
マ
は
君
た
ち
に
対
し
こ
と
の
ほ
か
好
意
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

ぼ
く
の
ト
ラ
ン
ク
が
こ
れ
か
ら
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
向
か
っ
て
発
つ
。
ぼ
く
は
天
気

が
も
う
少
し
安
定
す
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
一
週
間
前
嵐
が
襲
っ
て
、
そ
れ

が
十
五
時
間
続
き
、
そ
の
時
以
来
、
寒
く
、
ど
ん
よ
り
し
て
い
て
、
天
気
が
変
わ
り
ゃ
す
い

の
だ
。く

れ
ぐ
れ
も
体
に
気
を
つ
け
て
、
ぼ
く
を
愛
し
続
け
て
お
く
れ
。
坊
や
に
よ
ろ
し
く
、
そ

し
て
坊
や
に
同
封
の
手
紙
を
渡
し
て
お
く
れ
。
す
ぐ
返
事
を
お
く
れ
。
ぼ
く
も
消
息
を
絶
や

さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

第 24号

十
八

テ
ユ
｜
ビ
ン
ゲ
ン

一
七
九
七
年
九
月
十
一
日

有明工業高等専門学校紀要

ぽ
く
は
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
、
だ
ん
だ
ん
君
か
ら
離
れ
て
行
く
け
れ
ど
、
そ
の
ぶ
ん
ま

す
ま
す
ひ
ん
ぽ
ん
と
手
紙
を
書
く
つ
も
り
で
い
る
。
ぽ
く
の
消
息
が
途
絶
え
て
い
る
と
感
じ

な
い
よ
う
に
。
手
紙
は
、
ひ
と
た
び
発
送
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
い
つ
だ
っ
て
自
分
の
勤
め
を

は
た
し
、
遅
れ
る
こ
と
な
く
届
き
、
ぽ
く
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
君
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
、
と

告
げ
て
く
れ
る
か
ら
ね
。
新
し
い
も
の
を
見
る
た
び
に
、
そ
れ
ら
を
君
に
見
せ
て
や
り
た
く

な
る
。
ど
こ
で
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
根
底
に
は
ま
っ
と
う
な
理
性
、
し
っ
か
り
し
た
経

済
と
愛
情
、
そ
し
て
根
気
が
あ
る
こ
と
に
、
君
は
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
も
し
君
が
、
こ
ん
な

に
も
多
く
の
異
な
っ
た
人
間
た
ち
の
や
り
方
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
ら
、
あ
ら
た
め
て
君
は
、

ぼ
く
と
一
緒
に
、
ぼ
く
の
身
内
の
も
と
で
暮
ら
し
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
。
特
に
、
こ
れ
ま
で

常
に
ぼ
く
が
目
に
し
て
来
た
豊
か
な
実
り
、
畑
、
ぶ
ど
う
栽
培
、
庭
造
り
を
一
緒
に
見
る
こ

と
が
で
き
た
ら
と
思
う
。

ぽ
く
は
今
ま
た
か
な
り
高
い
所
に
い
る
。
こ
こ
は
発
育
具
合
が
下
よ
り
劣
る
。
ス
イ
ス
へ

の
道
筋
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
実
り
豊
か
な
土
地
を
通
る
こ
と
は
二
度
と
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
ど
こ
に
い
て
も
、
ぼ
く
は
君
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ

の
旅
の
途
次
、
君
は
、
山
と
平
野
が
奇
妙
に
移
り
変
わ
る
様
子
を
見
て
、
感
慨
深
げ
で
あ
っ

た
か
ら
、
で
き
る
だ
け
そ
れ
ら
に
つ
い
て
話
す
よ
う
に
し
よ
う
。
高
地
は
、
恵
ま
れ
た
所
に

あ
る
谷
あ
い
よ
り
風
も
強
く
、
土
地
も
良
く
な
い
た
め
、
豊
穣
は
望
め
な
い
。
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幾
人
か
の
人
々
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
。
君
も
彼
ら
と
お
つ
き
合
い
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

そ
し
て
、
技
巧
を
こ
ら
し
た
庭
や
劇
場
な
ど
の
ほ
か
に
も
素
敵
な
所
へ
幾
つ
か
行
っ
た
。
そ

れ
ら
を
見
た
ら
、
君
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
劇
場
の
と
き
と
同
様
、
び
っ
く
り
す
る
だ
ろ
う
。

こ
ん
な
に
大
き
く
広
々
と
し
た
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
も
っ
と
良
い
も
の
を
君
は
す
で

に
知
っ
て
い
る
か
ら
ね
。

ぽ
く
の
た
っ
た
一
つ
の
願
い
は
、
い
つ
も
、
子
供
の
体
が
も
う
少
し
し
っ
か
り
し
た
ら
、

君
と
子
供
を
連
れ
、
マ
イ
ヤ

1
も
伴
っ
て
も
う
一
度
楽
し
い
旅
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん

な
ふ
う
に

一
緒
に
人
生
を
楽
し
む
た
め
に
。

こ
こ
で
は
コ
ツ
《
氏
に
手
厚
い
も
て
な
し
を
受
け
て
い
る
。
町
そ
の
も
の
は
ひ
ど
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
き
わ
め
て
美
し
い
風
景
を
見
る
に
は
、
ほ
ん
の
二
、
三
歩
あ
る
け
ば
足

り
る
。

町
は
山
の
背
に
あ
る
。
二
つ
の
谷
の
聞
に
。
下
の
土
地
に
は
及
、
ば
な
い
ま
で
も
、
周

り
は
豊
穣
そ
の
も
の
だ
。

十
九

テ
ュ

l
ビ
ン
ゲ
ン

一
七
九
七
年
九
月
十
二
日

フ
ォ
ー
ク
ト
枢
密
顧
問
官
を
通
じ
て
、
君
に
八
月
下
旬
心
配
ご
と
が
二
つ
重
な
っ
た
、
と

聞
い
た
。
坊
や
が
病
気
に
な
り
、
火
事
で
エ
ア
フ
ル
ト
門
前
の
納
屋
が
焼
失
し
む
。
二
つ
の

こ
と
で
君
が
ど
ん
な
に
心
を
痛
め
た
か
は
、
よ
く
わ
か
る
。
そ
ん
な
時
ぼ
く
が
側
に
い
る
こ

と
を
君
は
ど
ん
な
に
か
望
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
坊
や
が
ま
た
快
方
に
向
か
っ
て
い
る
、
と
聞

い
て
安
堵
し
て
い
る
。
坊
や
に
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
。
彼
を
大
事
に
し
て
欲
し
い
。
ア
イ

ゼ
ル

h
氏
も
勉
強
の
こ
と
を
頭
に
お
い
て
、
す
ぐ
に
ま
た
彼
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
、
彼
と

遊
び
、
時
間
を
つ
か
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

ぽ
く
は
、
君
た
ち
に
ま
た
会
っ
て
、
顔
を
見
せ
て
君
た
ち
を
す
っ
か
り
安
心
さ
せ
る
、
そ

の
日
を
待
ち
こ
が
れ
て
い
る
：

さ
て
、
最
後
に
、
ど
う
し
て
も
言
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ぽ
く
が
ど
ん

な
に
強
く
君
を
愛
し
て
い
る
か
、
を
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
ま
た
君
の
側
に
い
た
い
と
ぽ
く
が

ど
ん
な
に
強
く
望
ん
で
い
る
か
、
を
。
ぼ
く
が
君
を
愛
し
て
い
る
よ
う
に
、
ぽ
く
を
愛
し
続

け
て
お
く
れ
。
ぼ
く
ら
が
ま
た
喜
ん
で
心
か
ら
お
互
い
抱
き
あ
え
る
よ
う
に
。
坊
や
に
千
回

の
キ
ス
を
。

- 7 
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う
。
パ
ー
テ
ィ
ー
は
非
常
に
数
が
多
く
、
快
い
。
楽
し
い
こ
と
も
か
な
り
あ
り
、
流
し
目
も

さ
か
ん
だ
が
、
ぼ
く
は
ま
す
ま
す
確
信
を
深
め
て
い
る
。

東
か
ら
西
ま
で

家
が
い
ち
ば
ん
だ
。

美
し
い
タ
フ
タ
を
ぽ
く
の
か
わ
い
い
人
は
喜
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
の
は
ど
れ
も
美

し
く
、
選
択
に
迷
っ
た
。
加
え
て
、
君
の
好
物
も
。

体
に
気
を
つ
け
て
。
グ
ス
テ
内
に
よ
ろ
し
く
、
そ
し
て
キ
ス
を
。
ア
デ
ュ

l
。
ぽ
く
を
愛

し
て
お
く
れ
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
君
を
愛
し
、
君
と
共
に
生
活
す
る
こ
と
よ
り
素
晴
ら
し
い

こ
と
は
何
も
な
い
よ
う
に
思
う
。

こ
の
便
は
い
わ
ば
先
ぶ
れ
の
よ
う
な
も
の
だ
。

マ
イ
ヤ
ー
に
よ
ろ
し
く
。

き
旅
行
す
る
こ
と
を
心
配
し
な
い
で
く
れ
。
そ
し
て
君
が
手
に
し
て
い
る
楽
し
い
日
々
を
だ

い
な
し
に
し
な
い
よ
う
に
。
君
は
君
自
身
の
目
で
確
か
め
た
は
ず
だ
、
こ
こ
の
状
況
で
は
ぼ

く
が
仕
事
が
で
き
な
い
こ
と
を
。

町
の
様
子
は
す
ぐ
知
れ
た
し
、
特
別
な
関
心
も
持
て
な
い

し
、
持
つ
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
に
、
こ
こ
で
ぼ
く
は
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
。

季
節
が
と
て
も
す
ば
ら
し
い
の
で
、
町
の
門
か
ら
出
か
け
て
行
く
人
を
見
る
と
、
毎
日
う
ら

や
ま
し
く
な
る
。

君
は
だ
い
た
い
知
っ
て
い
る
し
、
こ
の
前
の
旅
行
で
も
見
て
の
と
お
り
、
ぽ
く
は
こ
の
よ

う
な
計
画
を
た
て
る
際
は
周
到
で
用
心
深
い
の
だ
。
君
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
と
思
う
が
、

ぼ
く
は
無
闇
に
危
険
に
身
を
さ
ら
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
ぽ
く
は
断
言
し
て
も
よ
い
、

今
度
は
イ
タ
リ
ア
へ
行
か
な
い
、
と
。
こ
の
こ
と
は
君
の
胸
ひ
と
つ
に
お
さ
め
て
漏
ら
さ
な

い
で
く
れ
。
皆
に
は
好
き
な
よ
う
に
し
ゃ
べ
ら
せ
て
お
け
ば
よ
い
。
連
中
の
流
儀
は
君
も
先

刻
承
知
の
と
お
り
、
慰
め
た
り
励
ま
し
た
り
す
る
よ
り
、
不
安
が
ら
せ
た
り
た
き
つ
け
た
り

す
る
の
が
好
き
な
の
だ
。
家
を
し
っ
か
り
守
っ
て
、
ぽ
く
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
あ
る
い
は
も
し
か
す
る
と
ぽ
く
の
も
と
に
来
れ
る
よ
う
、
手
は
ず
を
整
え
て
お
い
て
く

れ
。
君
が
ち
ょ
っ
と
留
守
を
し
た
聞
に
、
使
用
人
た
ち
が
ど
ん
な
ふ
る
ま
い
を
し
た
か
は
、

知
つ
て
の
と
お
り
だ
。
万
一
君
が
も
っ
と
長
く
家
を
あ
け
ざ
る
を
え
な
い
場
合
、
ど
ん
な
手

は
ず
を
整
え
ね
ば
な
ら
ぬ
か
は
、
わ
か
っ
て
い
る
と
思
う
。
子
供
の
面
倒
を
た
の
む
。
万
一

将
来
旅
に
出
て
、
病
気
が
再
発
し
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
先
生
に
聞
い
て
お
き
な
さ

、L
V

君
が
金
色
の
ひ
も
を
買
い
入
れ
、
実
に
き
れ
い
に
飾
り
た
て
る
の
は
、
大
い
に
結
構
だ
。

ツ
ァ
プ
フ
氏
あ
て
手
紙
も
同
封
し
て
い
る
。
君
の
兄
に
頼
ん
で
、
き
ち
ん
と
封
を
し
、

上
書

き
を
書
い
て
も
ら
い
な
さ
い
。

建
築
管
理
人
の
た
め
に
八
十
一
年
も
の
の
マ
ル
コ
プ
ル
ン
ナ

l
一
ア
イ
マ

l
も
調
達
し
た
。

こ
の
旨
知
ら
せ
て
や
る
と
よ
い
。
極
上
の
ぶ
ど
う
酒
だ
。
き
の
う
捜
し
出
し
た
。
こ
れ
を
ぽ

く
の
住
所
あ
て
に
、
多
少
安
全
性
を
考
え
て
、
郵
税
未
納
で
送
る
こ
と
に
す
る
。
君
は
こ
の

ぶ
ど
う
酒
を
す
ぐ
建
築
管
理
人
に
届
け
る
と
共
に
、
運
賃
、
関
税
、
酒
税
を
払
っ
て
く
れ
。

二
百
ク
ー
ラ
ー
の
替
為
も
一
緒
に
同
封
す
る
。
フ
ォ
ー
ク
ト
枢
密
顧
問
官
の
と
こ
ろ
で
、

ミ
ヒ
ァ
エ
ル
で
引
き
出
す
と
よ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
食
料
品
が
こ
こ
で
現
在
い
く
ら
す
る
か
、
そ
の
値
段
も
書
き
そ
え
て
お
く
。

君
の
台
所
の
も
の
が
こ
ん
な
に
高
く
な
く
て
、
う
れ
し
’い
だ
ろ
う
。

親
切
な
マ
マ
が
君
あ
て
に
非
常
に
美
し
い
茶
碗
と
子
供
と
君
の
た
め
に
甘
い
物
も
少
し

-6-

十

イ
jレ
メ
ナ
ウ23

一
七
九
五
年
八
月
二
十
九
日

ゲーテ・妻への手紙

ぽ
く
ら
は
、
愛
す
る
人
よ
、
君
が
期
待
し
て
い
る
よ
う
に
は
帰
れ
そ
う
に
な
い
。
仕
事
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
た
ぶ
ん
ま
だ
一
週
間
は
こ
こ
に
留
ま
ら
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
坊
や

は
ぽ
く
の
手
許
に
い
る
。
彼
は
考
え
て
い
た
と
お
り
、
お
と
な
し
く
し
て
い
る
。
彼
は
す
で

に
多
く
の
も
の
を
見
た
。
縦
坑
、
砕
鉱
所
、
磁
器
工
場
、
ガ
ラ
ス
製
作
所
、
製
粉
所
を
。
製

粉
所
の
大
理
石
の
球
は
子
供
た
ち
の
遊
び
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
彼
は
何
か

を
持
っ
て
帰
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
行
儀
よ
く
話
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
か
ら
彼
は
誰
と
で
も
仲

良
く
な
り
、
す
で
に
至
る
所
で
有
名
だ
。
こ
こ
か
ら
彼
は
君
に
白
い
胡
椴
入
り
パ
ン
を
送
っ

た
。
本
当
は
自
分
が
食
べ
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
。
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
ろ
し
く
。
彼
に
、
こ
の

水
を
き
ち
ん
き
ち
ん
と
飲
む
よ
う
、
言
っ
て
く
れ
。
何
か
ぼ
く
あ
て
に
届
い
て
い
た
ら
、
火

曜
日
に
出
て
来
る
ヴ
ェ
ン
九
を
通
じ
て
ぽ
く
に
送
っ
て
く
れ
。
グ
ス
テ
ル
が
君
に
く
れ
ぐ
れ

も
よ
ろ
し
く
と
言
っ
て
い
る
。
彼
は
今
ソ
フ
ァ
ー
に
坐
っ
て
い
る
。
ぽ
く
が
彼
の
服
を
脱
が

し
て
や
っ
た
。
ぼ
く
ら
は
い
ち
ば
ん
の
親
友
だ
。
体
に
気
を
つ
け
て
。
ぼ
く
ら
を
愛
し
続
け

て
お
く
れ
。

十
七

フ
フ
ン
ク
フ
jレ
卜25

一
七
九
七
年
八
月
二
十
四
日

何
は
さ
て
お
き
君
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
い
と
し
い
人
よ
。
ぼ
く
が
引
き
続



ら
や
っ
と
馬
で
下
り
て
行
っ
た
。
か
わ
い
そ
う
な
負
傷
者
や
死
者
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
マ

イ
ン
ツ
の
向
こ
う
に
昇
る
太
陽
が
非
常
に
荘
厳
で
あ
っ
た
。

ぽ
く
を
愛
し
続
け
て
お
く
れ
。
ぼ
く
は
君
の
た
め
に
身
を
大
切
に
す
る
よ
。
な
ん
と
い
っ

て
も
君
は
こ
の
世
で
ぼ
く
の
い
ち
ば
ん
大
事
な
も
の
だ
か
ら
。
坊
や
に
キ
ス
を
。
す
ぐ
に
ま

た
会
え
る
と
い
い
が
。
時
ど
き
手
紙
を
書
く
。

十
四

マ
リ
l
工
ン
ボ
ル
ン

一
七
九
三
年
七
月
三
日

君
は
本
当
に
い
い
子
だ
。
こ
ん
な
に
大
部
の
手
紙
を
く
れ
て
。
そ
の
お
返
し
に
、
ぽ
く
か

ら
も
す
ぐ
ま
た
手
紙
を
出
す
よ
う
に
し
よ
う
。

天
気
は
、
君
た
ち
の
と
こ
ろ
同
様
、
こ
こ
も
十
四
日
間
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
。
最
初
ぶ
ど

う
の
木
が
凍
っ
て
、
そ
れ
か
ら
寒
波
と
雨
と
嵐
に
見
ま
わ
れ
、
テ
ン
ト
の
中
で
ひ
た
す
ら
じ
っ

と
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
げ
に
今
は
快
適
だ
。
ぜ
ん
ぜ
ん
暑
す
ぎ
な
い
。

特
に
夜
は
ま
っ
た
く
心
地
よ
い
。
毎
夜
町
が
爆
撃
さ
れ
、
し
だ
い
し
だ
い
に
目
の
前
で
町
が

焼
け
て
い
く
悲
劇
を
目
に
し
な
く
て
も
い
い
の
な
ら
良
い
の
だ
が
。
教
会
、
塔
、
路
地
や
街

が
一
つ
残
ら
ず
次
々
に
炎
に
包
ま
れ
て
行
く
。
他
日
君
に
こ
の
こ
と
を
話
し
て
聞
か
せ
て
も
、

こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
り
う
る
な
ん
て
、
君
は
ほ
と
ん
ど
信
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
胡
瓜
の
こ
と

は
あ
き
ら
め
て
元
気
を
出
し
、
全
て
の
こ
と
に
ち
ゃ
ん
と
気
を
配
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。
そ

う
し
て
も
ら
え
る
と
、
ぼ
く
は
本
当
の
と
こ
ろ
ど
ん
な
に
か
う
れ
し
い
。
お
互
い
し
っ
か
り

手
を
と
り
合
っ
て
行
こ
う
。
そ
れ
よ
り
い
い
こ
と
は
な
い
の
だ
か
ら
。
ぼ
く
が
君
を
愛
し
て

い
る
よ
う
に
、
ぼ
く
を
愛
し
続
け
て
お
く
れ
。
ぽ
く
の
母
が
君
に
返
事
を
く
れ
た
そ
う
だ
が
、

良
か
っ
た
ね
。
母
は
君
に
好
意
を
抱
い
て
い
る
ん
だ
。
よ
り
糸
が
は
い
っ
て
い
な
か
っ
た
の

な
ら
、
ぽ
く
が
入
れ
る
の
を
忘
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
も
し
か
す
る
と
、
火
畏
斗
や
他
の
物

と
一
緒
に
ま
だ
家
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

家
の
こ
と
で
フ
ォ

ー
ク
ト
枢
密
副
顧
問
官
に
手
紙
を
書
い
た
。
暑
さ
が
お
さ
ま
る
ま
で
、

例
の
ワ
イ
ン
は
送
れ
な
い
。
そ
の
間
建
築
管
理
人
に
よ
ろ
し
く
伝
え
て
く
れ
。
そ
し
て
彼
に
、

小
樽
を
手
に
入
れ
る
よ
う
、
言
っ
て
く
れ
。
何
事
も
停
滞
し
な
い
よ
う
、
彼
に
は
庭
師
に
も

き
ち
ん
と
話
を
し
て
お
い
て
欲
し
い
の
だ
が
。

君
と
生
ま
れ
て
来
る
子
に
害
が
な
い
よ
う
、

く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
く
れ
。
坊
や
に
キ

ス
を
。
ぽ
く
を
本
当
に
愛
し
続
け
て
お
く
れ
。
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十
四
日
付
の
君
の
手
紙
を
今
受
け
と
っ
た
。
昼
も
夜
も
一
人
で
過
ご
す
の
は
、
た
と
え
つ

ら
い
こ
と
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
自
分
を
ふ
る
い
た
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
本
当
に

い
い
こ
と
だ
。
君
の
手
紙
は
す
べ
て
受
け
と
っ
て
い
る
。
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。
ぽ
く
も

君
に
し
ば
し
ば
書
い
た
か
ら
、
そ
の
う
ち
徐
々
に
ぽ
く
の
手
紙
が
届
く
だ
ろ
う
。
君
に
す
ぐ

ま
た
会
い
た
い
も
の
だ
。
ぼ
く
の
た
め
に
家
う
ち
を
本
当
に
き
ち
ん
と
整
え
、
本
当
に
き
れ

い
に
し
て
お
く
れ
。
そ
う
し
て
く
れ
る
と
、
ぽ
く
も
帰
っ
た
と
き
、
う
れ
し
い
し
、
こ
こ
で

毎
日
毎
時
な
め
さ
せ
ら
れ
て
い
る
憂
さ
も
忘
れ
ら
れ
る
。

ぽ
く
は
平
安
で
あ
る
し
、
安
全
だ
。
な
ん
で
も
誇
張
し
て
言
う
人
々
の
言
を
信
じ
て
は
い

け
な
い
。
特
に
悪
い
報
せ
は
。
図
に
乗
っ
て
危
険
を
お
か
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
そ
ん

な
こ
と
を
し
て
も
誰
も
ほ
め
て
は
く
れ
な
い
し
、
た
だ
人
が
被
害
を
受
け
る
だ
け
だ
か
ら
。

君
の
兄
貴
に
、
時
に
は
劇
場
の
こ
と
を
ち
ょ
っ
と
知
ら
せ
る
よ
う
、
言
っ
て
く
れ
。

坊
や
に
キ
ス
を
。
父
が
彼
を
愛
し
て
い
る
と
、
彼
に
話
し
て
や
っ
て
く
れ
。

ぽ
く
を
愛
し
続
け
て
お
く
れ
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
、
君
に
と
っ
て
も
ぽ
く
に
と
っ
て
も

い
ち
ば
ん
い
い
こ
と
だ
か
ら
。
こ
の
世
の
幸
せ
は
、
人
が
考
え
て
い
る
よ
り
は
る
か
に
狭
い

範
囲
に
蒔
か
れ
て
い
る
。
人
は
、
自
分
が
手
に
し
て
い
る
も
の
を
、
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

体
に
気
を
つ
け
て
、
い
と
し
い
人
よ
。
君
の
も
と
に
帰
る
ま
で
の
時
間
は
、
ぽ
く
に
と
っ

て
長
い
も
の
に
な
り
そ
う
だ
。

十
日
前
か
ら
非
常
な
悪
天
候
に
み
ま
わ
れ
て
い
る
。
寒
い
し
、
雨
だ
。
そ
の
た
め
、
き
わ

め
て
不
愉
快
な
生
活
を
し
い
ら
れ
て
い
る
。

十
五
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フ
ォ
ン

・
オ
ペ
ル
氏
の
台
所
と
地
下
蔵
の
物
を
運
ん
で
来
た
御
者
に
、
君
あ
て
の
こ
の
手

紙
を
託
す
。
今
の
と
こ
ろ
ぽ
く
は
本
当
に
元
気
だ
。
泉
の
水
が
ぽ
く
の
体
に
良
く
、
悪
い
と

こ
ろ
を
す
っ
か
り
一
掃
し
て
く
れ
る
。
本
当
に
洗
い
清
め
ら
れ
て
君
の
も
と
に
帰
れ
る
と
思



ぽ
く
の
こ
と
を
考
え
て
お
く
れ
。
体
に
気
を
つ
け
て
。
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ク

一
七
九
二
年
十
月
十
五
日

ゲーテ・妻への手紙

ぼ
く
た
ち
は
急
い
で
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
を
退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一

昨
日
か
ら
、

ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
に
い
る
。
数
目
し
た
ら
ト
リ
l
ア
に
向
か
う
。
お
そ
ら
く
今
月
の
末
に
は

フ
ラ
ン
ク
ア
ル
ト
に
い
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
着
き
し
だ
い
、
君
に
手
紙
を
書
く
。

帰
っ
て
来
た
こ
と
を
ぼ
く
が
ど
ん
な
に
喜
ん
で
い
る
か
は
、
口
に
は
言
え
な
い
ほ
ど
だ
。

ぽ
く
た
ち
が
な
め
た
悲
惨
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
。
軍
隊
は
ま
だ
後
方
に
い
る
。
道
路
は

荒
れ
て
い
る
し
、
天
気
も
ひ
ど
く
、
人
と
車
が
ど
う
や
っ
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
退
出
す
る
つ
も

り
か
、
想
像
も
つ
か
な
い
。

な
ん
と
か
ま
た
一
緒
に
な
れ
た
ら
、
本
当
に
安
気
に
暮
ら
そ
う
。
本
当
に
体
に
気
を
つ
け

て
。
ぽ
く
を
愛
し
て
お
く
れ
。
坊
や
に
キ
ス
を
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
の
手
紙
を
受
け
と
る
ま
で
は
、
ぽ
く
に
手
紙
を
書
か
な
い
よ
う
に
。

ま
も
な
く
も
っ
と
君
の
近
く
に
行
け
る
と
思
う
と
、
う
れ
し
く
で
し
ょ
う
が
な
い
。

十

デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ

一
七
九
二
年
十
一
月
十
四
日

い
と
し
い
人
よ
、
ぽ
く
が
ど
こ
に
い
て
、
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
い
る
か
を
、
君
に
ま
た
知

ら
せ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
コ
ー
プ
レ
ン
ツ
か
ら
ぽ
く
は
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
に
急
行
し
た
、

古
い
友
人
ヤ

コ
l
ビ
を
訪
ね
る
た
め
に
。
一
月
前
体
調
を
く
ず
し
た
の
に
ひ
き
か
え
、
今
は
、

彼
と
の
交
友
を
あ
た
た
め
な
が
ら
元
気
で
い
る
。
彼
は
実
に
見
事
に
手
は
ず
を
整
え
て
い
て
、

家
族
と
も
ど
も
、
ぼ
く
に
対
し
非
常
に
親
切
だ
。

帰
り
道
の
こ
と
で
戸
惑
っ
て
い
る
。
一
日
千
秋
の
思
い
で
君
と
の
再
会
を
待
ち
望
ん
で
い

る
。
な
の
に
、

相
変
わ
ら
ず
君
と
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
ま
だ
フ
ラ

ン
ス
人
の
手
に
あ
る
。
へ
ツ
セ
ン
を
抜
け
る
道
は
ま
だ
安
全
で
な
い
。

一
週
間
し
て
も
変
化

が
な
い
よ
う
な
ら
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
を
通
っ
て
行
こ
う
と
思
う
。
や
っ
と
ま
た
君
の

も
と
に
行
け
る
の
だ
か
ら
、
悪
路
も
な
ん
の
そ
の
だ
。

君
は
元
気
な
こ
と
と
思
う
。
残
念
な
が
ら
長
い
こ
と
君
の
消
息
を
聞
い
て
い
な
い
。
ぼ
く

は
い
つ
も
君
と
坊
や
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
ぽ
く
が
君
の
も
と
に
帰
っ
た
と
き
、

君
が
ま
す
ま
す
き
ち
ん
と
世
帯
を
も
ち
、
家
は
以
前
よ
り
片
づ
き
、
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る

様
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。

足
る
こ
と
を
知
り
な
さ
い
、
い
と
し
い
人
よ
、
平
穏
を
あ
り
が
た
い
と
思
い
な
さ
い
。

何

千
人
も
の
人
間
が
家
や
宮
廷
や
農
場
を
追
わ
れ
て
、

世
間
を
さ
ま
よ
い
、
ど
こ
へ
行
っ
て
い

い
か
も
わ
か
ら
な
い
で
い
る
の
だ
か
ら
。
坊
や
に
キ
ス
を
。
ぼ
く
を
愛
し
て
お
く
れ
。
ぽ
く

の
た
っ
た

一
つ
の
望
み
は
、
君
を
早
く
ま
た
所
有
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。
返
事
は
書
か
な

い
で
く
れ
。
君
の
手
紙
が
届
く
前
に
、
こ
こ
を
引
き
払
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。
出
発
す
る

前
に
手
紙
を
書
い
て
、
い
つ
頃
君
の
も
と
に
着
け
る
か
を
知
ら
せ
る
。

マ
リ
｜
工
ン
ボ
ル
ン
近
郊
の
野
営
地

十

一
七
九
三
年
五
月
二
十
九
日

今
ま
た
野
営
地
に
着
い
た
、
最
愛
の
人
よ
。
一
年
前
よ
り
状
況
は
相
当
に
い
い
よ
う
に
見

え
る
。
た
だ
、
家
を
出
る
と
き
お
い
て
来
た
い
い
こ
と
も
、
楽
し
い
こ
と
も
全
て
、
し
ば
ら

く
は
念
頭
か
ら
去
ら
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
う
す
れ
ば
多
分
な
ん
と
か
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ

う
。
気
分
転
換
に
な
る
も
の
は
十
分
あ
る
し
、

見
る
も
の
、

聞
く
も
の
も
多
い
。
大
公
は
本

当
に
元
気
だ
。

川
を
二
つ
三
つ
へ
だ
て
た
所
に
あ
る
大
き
な
町
を
軍
隊
が
と
り
囲
ん
で
、
昼

も
夜
も
発
砲
し
て
い
る
。
君
が
ぽ
く
の
そ
ば
に
い
て
く
れ
れ
ば
と
思
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

他

の
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
の
だ
け
ど
。
ぼ
く
は
あ
る
村
の
本
当
に
き
ち
ん
と
し
た
所
に
宿
を

与
え
ら
れ
た
が
、
例
に
よ
っ
て
南
京
虫
に
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
ま
た
テ
ン
ト
の
中

に
寝
て
い
る
。
服
を
着
た
ま
ま
、
藁
の
寝
床
の
中
で
。

毛
布
は
あ
る
。
こ
れ
が
、
す
ぐ
に
ま

た
ぽ
く
た
ち
を
一
緒
に
く
る
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
の
だ
が
。
ぼ
く
は
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
君
の
こ
と
を
考
え
、
頭
の
中
で
君
や
坊
や
に
キ
ス
を
し
て
い
る
。

い
ず
れ
二
つ
目
の
小
包
が
届
き
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。
火
嬰
斗
は
ま
だ
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
に
あ
り
、
靴
と
上
履
き
は
ま
だ
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
近
い
う
ち
に
ま
た
出
か
け
て

行
っ
て
、
君
の
た
め
に
ま
た
小
箱
を
荷
造
り
し
よ
う
。

-4-

十

マ
リ
l
エ
ン
ボ
ル
ン
近
郊
の
野
営
地

一
七
九
三
年
五
月
三
十
一
日

昨
夜
、
ぼ
く
ら
は
手
荒
く
起
こ
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
軍
が
、
ぼ
く
ら
の
所
か
ら
約
半
時
間

く
ら
い
の
所
に
あ
る
村
の
本
営
を
攻
撃
し
た
の
だ
。
砲
火
が
す
さ
ま
じ
か
っ
た
。
彼
ら
は
な

ん
と
か
撃
退
さ
れ
た
。

君
の
願
い
は
肝
に
銘
じ
て
い
る
か
ら
、
ぼ
く
は
、
夜
が
明
け
て
、
全
て
が
お
さ
ま
っ
て
か



七

ヴ
ヱ
ル
ダ
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近
郊
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野
営
地
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七
九
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年
九
月
十
日

第 24号

ぽ
く
は
君
に
も
う
た
く
さ
ん
の
手
紙
を
書
い
た
が
、
そ
れ
ら
が
徐
々
に
君
の
手
許
に
届
く

の
が
い
つ
の
こ
と
に
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
紙
に
番
号
を
ふ
る
の
を
怠
っ
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
は
ふ
る
よ
う
に
す
る
。
念
を
お
す
が
、
ほ
く
は
元
気
だ
。
ほ
く
が
君
を
心
か
ら
好
き
な

の
は
、
先
刻
承
知
だ
ろ
う
。
今
、
君
が
ぼ
く
の
側
に
い
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
だ
が
。
ど
こ
で

も
ベ
ッ
ド
が
大
き
く
広
く
感
じ
る
。
時
た
ま
家
で
起
る
こ
と
く
ら
い
で
、
不
平
を
な
ら
し
て

は
い
け
な
い
。
あ
あ
、
ぽ
く
の
か
わ
い
い
人
。
一
緒
に
い
る
の
が
い
ち
ば
ん
だ
。
今
度
ぽ
く

た
ち
が
一
緒
に
な
っ
た
と
き
は
、
い
つ
も
お
互
い
そ
う
言
い
合
う
よ
う
に
し
よ
う
。
と
こ
ろ

で
、
シ
ュ
ン
パ
ニ
ェ
の
す
ぐ
近
く
に
い
る
の
に
、
お
い
し
い
ワ
イ
ン
が
見
あ
た
ら
な
い
。
ぽ

く
の
か
わ
い
い
人
が
台
所
と
地
下
室
の
面
倒
を
見
て
さ
え
く
れ
れ
ば
、
フ
ラ
ウ
エ
ン
プ
ラ
ン

は
も
っ
と
良
く
な
る
は
ず
な
ん
だ
。

良
き
家
の
宝
で
い
て
欲
し
い
。
そ
し
て
ぼ
く
の
た
め
に
家
を
き
れ
い
に
整
え
て
お
く
れ
。

坊
主
の
面
倒
を
見
て
、
ぼ
く
を
愛
し
続
け
て
お
く
れ
。

と
に
か
く
ぼ
く
を
愛
し
続
け
て
お
く
れ
。
時
お
り
嫉
妬
に
か
ら
れ
、
君
が
他
の
人
を
も
っ

と
好
き
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
ぼ
く
よ
り
ハ
ン
サ
ム
で
好
ま
し

い
男
性
は
多
い
か
ら
ね
。
そ
ん
な
も
の
に
目
を
く
れ
ず
、
ぽ
く
を
最
善
だ
と
思
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
よ
。
ぽ
く
は
君
が
も
の
す
ご
く
好
き
で
、
君
以
外
に
好
き
な
も
の
は
何
も
な
い
の

だ
か
ら
。
ぽ
く
は
よ
く
君
の
夢
を
見
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
こ
ん
が
ら
が
っ
て
い
る
。
で
も
、

い
つ
だ
っ
て
ぽ
く
た
ち
は
お
互
い
愛
し
合
っ
て
い
る
。
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
そ
う
で
あ
っ
て

欲
し
い
。

母
の
と
こ
ろ
で
敷
ぶ
と
ん
と
羽
毛
の
枕
を
お
の
お
の
二
つ
注
文
し
た
。
他
に
も
い
い
も
の

を
い
ろ
い
ろ
と
。
ぽ
く
た
ち
の
家
が
本
当
に
き
ち
ん
と
な
る
よ
う
に
し
て
お
く
れ
。
も
ち
ろ

ん
他
の
面
倒
も
。
パ
リ
に
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
だ
っ
て

ま
だ
二
番
目
の
贈
り
物
く
ら
い
は
あ
る
。
き
ょ
う
、
リ
キ
ュ
ー
ル
の
小
龍
を
発
送
し
た
。
甘

い
も
の
を
詰
め
た
小
包
も
一
緒
に
。
と
も
か
く
何
か
が
家
に
届
く
は
ず
だ
。
ぼ
く
を
愛
し
続

け
て
お
く
れ
。
そ
し
て
忠
実
な
子
供
で
い
て
く
れ
。
他
は
な
ん
と
か
な
る
。
ぽ
く
が
君
の
心

を
つ
か
ん
で
い
な
か
っ
た
な
ら
、
他
が
何
の
役
に
立
っ
た
で
あ
ろ
う
。
今
、
ぼ
く
は
そ
れ
‘を

手
に
し
て
い
る
。
で
き
れ
ば
こ
の
ま
ま
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
そ
の
代
わ
り
ぽ
く
も
君
の
も
の

だ
。
子
供
に
キ
ス
を
。
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
ろ
し
く
。
ぽ
く
を
愛
し
て
お
く
れ
。
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ヴ
ェ
ル
ダ
ン

一
七
九
二
年
十
月
十
日

君
の
手
紙
を
今
す
べ
て
手
に
し
た
、
い
と
し
い
人
よ
、
長
い
こ
と
滞
っ
て
い
た
小
包
も
受

け
と
っ
た
。
し
か
も
、
大
い
に
退
屈
し
て
い
た
時
に
。
君
の
手
に
な
る
も
の
を
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
読
め
て
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

贈
り
物
を
喜
ん
で
い
る
の
が
、
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。
ぼ
く
は
、
坊
や
の
た
め
に
お
も
ち
ゃ

を
入
れ
な
か
っ
た
自
分
を
責
め
て
い
る
。
母
親
に
夢
中
の
あ
ま
り
息
子
の
こ
と
は
忘
れ
て
い

た
。
彼
に
も
何
か
を
入
れ
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。
お
み
や
げ
を
持
っ
て
帰
る
か
、
そ
の
前
に

何
か
を
送
る
よ
う
に
し
よ
う
。

君
は
た
ぶ
ん
す
で
に
知
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
パ
リ
に
は
行
か
ず
に
、
退
去
の
途
中
だ。

も
し
か
す
る
と
、
君
が
こ
の
手
紙
を
受
け
と
る
頃
は
、
も
う
ド
イ
ツ
か
も
し
れ
な
い
。
戦
さ

は
望
み
ど
お
り
行
か
な
い
が
、
早
く
ま
た
ぼ
く
に
会
い
た
い
、
と
い
う
君
の
望
み
は
か
な
え

ら
れ
る
。

ぽ
く
は
多
く
の
こ
と
に
耐
え
て
き
た
。
し
か

L
、
ぼ
く
の
健
康
は
ま
っ
た
く
申
し
分
な
い
。

完
全
無
欠
で
、
心
気
症
の
片
鱗
す
ら
な
い
。
君
は
本
当
に
元
気
な
友
人
に
再
会
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

坊
や
の
病
気
の
こ
と
を
、
良
く
な
る
ま
で
、
ぽ
く
に
何
も
知
ら
せ
な
か
っ
た
の
は
、
あ
り

が
た
か
っ
た
。
君
た
ち
二
人
に
早
く
再
会
し
、
君
た
ち
を
ぼ
く
の
胸
に
抱
き
た
い
も
の
だ
。

君
を
悲
し
ま
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
ぼ
く
が
書
い
た
の
な
ら
、
許
し
て
欲
し
い
。
君
の
愛
は

ぼ
く
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
の
だ
。
君
の
愛
を
失
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
ぽ
く
は

ど
ん
な
に
み
じ
め
だ
ろ
う
。
ぼ
く
が
少
し
嫉
妬
し
て
、
不
安
を
口
に
し
た
こ
と
を
君
は
た
ぶ

ん
許
し
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
・

数
回
し
た
ら
ま
た
も
っ
と
君
の
近
く
に
居
る
こ
と
と
思
う
。
そ
し
て
、
君
は
ま
た
一
通
の

手
紙
を
受
け
と
る
。
こ
れ
か
ら
は
君
も
ま
た
喜
劇
で
も
見
に
行
っ
て
、
少
な
く
と
も
夜
は
少

し
楽
し
ん
だ
ら
い
い
だ
ろ
う
。

体
に
気
を
つ
け
て
。
坊
や
に
キ
ス
を
。
楽
し
ん
で
家
の
こ
と
で
も
し
な
さ
い
。

こ
の
手
紙
を
ヴ
ェ
ル
デ
ン
か
ら
書
い
て
い
る
。
ヴ
ェ
ル
デ
ン
で
暖
炉
の
火
に
あ
た
り
な
が

ら
乾
燥
さ
せ
、
や
っ
と
ま
た
人
心
地
が
つ
い
た
と
こ
ろ
だ
。

ヴ
ェ

l
ヌ
ス
の
病
気
は
重
く
、
彼
も
町
に
い
る
。
天
気
が
ひ
ど
く
、
至
る
と
こ
ろ
い
と
わ

し
い
泥
だ
ら
け
だ
。

3-
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荷
を
解
く
の
を
見
物
し
た
い
く
ら
い
だ
。
荷
作
り
す
る
の
が
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
大
切
に

し
て
お
く
れ
。
ア
デ
ュ

l
、
ぽ
く
の
か
わ
い
い
人
。
浮
気
心
を
お
こ
し
た
こ
と
な
ど
ぜ
ん
ぜ

ん
な
い
。
ぼ
く
が
君
を
愛
し
て
い
る
よ
う
に
君
も
ぽ
く
を
愛
し
続
け
て
お
く
れ
。
ア
デ
ュ

l
。

マ
イ
ヤ

l
氏
に
よ
ろ
し
く
。
坊
や
に
キ
ス
を
。
す
ぐ
に
手
紙
を
お
く
れ
。

四

一
七
九
二
年
八
月
〔
二
十
五
日
〕

卜
リ
｜
ア

ゲーテ・妻への手紙

ト
リ
l
ア
が
世
界
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
君
は
知
り
も
し
な
い
し
、
想
像
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
い
ち
ば
ん
ま
ず
い
の
は
、
そ
こ
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
か
ら
遠
く
、
ぽ
く
が
君
か

ら
遠
く
離
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ぼ
く
は
す
こ
ぶ
る
元
気
だ
。
母
や
昔
の
友
人
た
ち
に

再
会
し
、
美
し
い
土
地
を
旅
し
た
が
、
非
常
に
き
た
な
い
所
も
あ
っ
た
し
、
ひ
ど
い
道
や
は

げ
し
い
雷
雨
に
も
耐
え
し
の
ん
で
き
た
。
ぽ
く
は
、
軍
隊
か
ら
約
一
日
の
旅
程
に
あ
る
、
当

地
の
、
と
あ
る
古
い
坊
主
の
棲
家
に
い
る
。
こ
の
一
帯
は
快
適
だ
。
明
日
こ
こ
を
出
発
し
、

た
ぶ
ん
明
後
日
は
野
営
地
に
い
る
だ
ろ
う
。
で
き
る
だ
け
早
く
ま
た
君
に
手
紙
を
書
く
。
君

は
ぼ
く
の
こ
と
を
ぜ
ん
ぜ
ん
心
配
し
な
く
て
よ
い
。
近
い
う
ち
に
帰
路
に
つ
け
る
と
思
う
。

ぽ
く
の
た
だ
一
つ
の
願
い
は
、
君
と
坊
や
に
ま
た
会
う
こ
と
だ
。
一
緒
に
い
る
と
、

自
分
が

何
を
手
に
し
て
い
る
の
か
、
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
も
の
だ
。
君
が
い
な
く
て
と
て
も
さ
み

し
い
。
心
か
ら
君
を
愛
し
て
い
る
。
贈
り
物
は
た
ぶ
ん
届
い
て
、
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
帰
る
と
き
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
も
の
を
持
っ
て
帰
る
よ
。
そ
の
日
が
早
い
と
本
当

に
い
い
の
だ
け
ど
。
体
に
気
を
つ
け
て
。
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
ろ
し
く
。
ぽ
く
に
と
っ
て
本
当
の

家
の
宝
で
い
て
お
く
れ
。

ア
デ
ュ

l
、
愛
す
る
天
使
よ
、
ぼ
く
は
全
て
君
の
も
の
だ
。

五

口
ン
ウ
ィ

1
近
郊
の
野
営
地

一
七
九
二
年
八
月
二
十
八
日

き
の
う
野
営
地
の
大
公
の
も
と
に
つ
い
た
。
彼
は
す
こ
ぶ
る
元
気
で
、
活
発
だ
。
彼
の
テ

ン
ト
の
中
で
君
に
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
周
り
は
、
一
方
で
は
木
を
切
り
倒
し
、
他
方
で
は

そ
れ
を
燃
や
し
て
い
る
人
間
た
ち
で
騒
然
と
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
絶
え
ま
な
い
雨
で
、
人

間
た
ち
は
昼
も
夜
も
乾
く
ま
が
な
い
。
ぽ
く
は
、
大
公
の
寝
台
車
に
自
分
が
過
ご
す
場
所
を

見
つ
け
て
、
非
常
に
満
足
し
て
い
る
。
食
料
品
は
何
で
も
貴
重
で
、
高
価
だ
。
全
て
の
も
の

が
、
少
し
で
も
居
心
地
を
よ
く
し
よ
う
と
、
ご
そ
ご
そ
し
て
い
る
。
動
く
と
人
間
た
ち
は
た

い
て
い
元
気
が
で
る
。
あ
る
時
は
こ
れ
を
し
、
あ
る
時
は
あ
れ
を
し
て
楽
し
ん
で
い
る
。
き

の
う
、
ぶ
ん
ど
っ
た
旗
二
本
が
届
い
た
。
空
の
青
、
パ
ラ
の
赤
、
白
の
旗
だ
。
馬
数
頭
、
大

砲
二
門
、
銃
多
数
も
届
い
た
。
す
る
と
人
々
は
す
ぐ
雨
と
泥
を
忘
れ
た
。

こ
の
手
紙
を
受
け
と
っ
た
ら
す
ぐ
手
紙
を
お
く
れ
。
マ
イ
ヤ
l
氏
に
頼
ん
で
、
そ
れ
を

フ
ォ
ー
ク
ト
枢
密
副
顧
問
官
に
託
す
と
よ
い
。
そ
う
す
る
と
ぽ
く
は
、
一
週
聞
し
た
ら
君
の

手
紙
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
家
が
ど
ん
な
具
合
か
、
坊
や
が
ど
う
し
て
い
る
か
、
贈

り
物
は
喜
ん
で
も
ら
え
た
か
ど
う
か
、
知
ら
せ
て
お
く
れ
。

マ
イ
ヤ

l
氏
と
ザ
イ
デ
向
に
よ
ろ
し
く
。
旅
に
あ
っ
て
ぽ
く
は
ま
っ
た
く
元
気
だ
。
ト
リ
ー

ア
か
ら
手
紙
を
書
い
た
が
、
君
は
お
そ
ら
く
そ
の
手
紙
を
受
け
と
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
ぼ
く
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
が
数
日
前
に
占
拠
し
た
ロ
ン
ウ
ィ
ー
か
ら
遠
く
な
い
フ

ラ
ン
ス
の
領
土
で
書
い
て
い
る
。

ぽ
く
の
こ
と
は
心
配
し
な
く
て
よ
い
。
君
が
本
当
に
好
き
だ
。
で
き
る
だ
け
早
く
帰
る
。

坊
や
に
キ
ス
を
。
彼
の
こ
と
は
い
つ
も
心
に
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
君
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
気
に
か
か
る
し
、
ぽ
く
た
ち
が
植
え
た
カ
プ
カ
ン

ラ
ン
等
の
こ
と
も
気
に
か
か
る
。
体
に
気
を
つ
け
て
、
ぽ
く
の
い
ち
ば
ん
大
切
な
人
よ
。
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ヴ
ェ
ル
ダ
ン
近
郊

一
七
九
二
年
九
月
八
日

ま
だ
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
に
い
る
。
し
か
し
、
た
ぶ
ん
ま
も
な
く
前
進
す
る
だ
ろ
う
。
ぽ
く
は
す

こ
ぶ
る
元
気
で
、
心
気
症
に
な
る
暇
も
な
い
。
君
が
側
に
い
て
く
れ
た
ら
、
そ
の
う
え
何
も

望
む
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
思
い
は
い
つ
も
君
と
坊
や
の
こ
と
に
行
っ
て
、
家
に
い
る
君
を
、

庭
に
い
る
君
を
訪
ね
て
い
る
。
そ
し
て
帰
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
す
て
き
だ
ろ
う
と
思
う
。
君

は
ぽ
く
だ
げ
を
愛
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
み
だ
り
に
色
目
な
ど
使
っ
て
は
い
げ
な
い

ト
品
。

こ
こ
を
発
つ
前
に
、
リ
キ
ュ

ー
ル
と
甘
い
物
の
は
い
っ
た
小
龍
を
発
送
し
よ
う
。
そ
れ
を

マ
イ
ヤ

l
氏
と
味
わ
い
、
残
り
は
保
管
し
て
お
き
な
さ
い
。
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
物
を
家
に
送
っ

て
あ
げ
よ
う
。
こ
の
手
紙
が
届
く
頃
は
、
君
は
お
そ
ら
く
も
う
表
の
住
居
だ
ろ
う
。

何
事
も

き
ち
ん
と
し
て
、
す
て
き
な
か
わ
い
い
料
理
女
に
な
る
よ
う
に
し
て
お
く
れ
。
や
は
り
、
互

い
に
愛
し
合
い
、
一
緒
に
い
る
の
が
い
ち
ば
ん
だ
。
本
当
に
体
に
気
を
つ
け
て
、
い
つ
ま
で

も
ぼ
く
の
も
の
で
い
て
お
く
れ
。
君
が
本
当
に
心
か
ら
好
き
だ
。
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ゴ
ー
タ

一
七
九
二
年
八
月
九
日

愛
す
る
人
々
か
ら
離
れ
て
い
る
の
は
、
ま
っ
た
く
味
気
な
い
も
の
だ
。
時
間
は
過
ぎ
行
き
、

代
わ
り
の
も
の
は
見
出
せ
な
い
。
ぽ
く
た
ち
は
ゴ

l
タ
に
着
い
た
。
す
ぐ
ま
た
立
ち
去
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。
ど
こ
に
も
ぽ
く
の
安
ら
ぎ
の
場
は
な
い
。
エ
ア
フ
ル
ト
で
は
さ
っ
そ
く

南
京
虫
に
悩
ま
さ
れ
、
こ
こ
で
も
夜
を
こ
わ
が
っ
て
い
る
の
を
、
マ
イ
ヤ

l
が
君
に
話
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
な
ら
、
朝
の
う
ち
だ
け
ト
ン
ト
ン
や
る
大
工
た
ち
の
方
が
ま
だ
ま
し

だ
。
し
か
し
ぽ
く
は
元
気
だ
。
い
ず
れ
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
を
あ
と
に
し
た
ら
、
も
っ
と
元
気
に
な

れ
る
と
思
う
。
当
地
か
ら
君
に
送
れ
る
の
は
、
心
か
ら
な
る
挨
拶
と
、
君
を
と
て
も
愛
し
て

い
る
と
い
う
真
情
だ
け
だ
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
近
い
う
ち
に
と
っ
て
も
か
わ
い

い
贈
り
物
が
届
く
は
ず
だ
。
体
に
気
を
つ
け
て
、
ぽ
く
を
愛
し
て
お
く
れ
。
何
ご
と
も
き
ち

ん
と
処
理
し
、
坊
や
に
キ
ス
を
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
卜

一
七
九
二
年
八
月
十
七
日
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き
ょ
う
、
君
の
手
紙
を
受
け
と
っ
た
、
ぼ
く
の
か
わ
い
い
人
よ
。
そ
し
て
今
ま
た
筆
を
と

り
、
も
う
一
度
言
う
、
君
が
本
当
に
好
き
だ
、
ど
こ
を
探
し
て
も
君
の
い
な
い
の
が
さ
み
し

j頼

戸

洋

訳

cコ：
er 
("!) 
炉i
Uコ
("!) 
rt-
ト司
「＋

〈。
ロ

同
町
。
∞

E
ω
開
吋
O

く
て
た
ま
ら
な
い
。

母
に
無
事
会
い
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
。
友
人
た
ち
が
皆
で
実
に
親
切
に
ぼ
く
を
迎
え
て
く

れ
た
。
こ
こ
は
い
ろ
い
ろ
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
こ
の
頃
は
い
つ
も
出
歩
い
て
ば
か
り
い

る
。
ぽ
く
の
第
一
の
気
が
か
り
は
、
明
日
包
装
を
し
、
来
週
発
送
す
る
贈
り
物
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
届
い
た
ら
、
君
は
大
騒
ぎ
す
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
っ
て
、
こ
ん
な
物
、
君
は
ま
だ

見
た
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
。
大
事
に
扱
い
な
さ
い
、
こ
ん
な
宝
は
そ
う
そ
う
拝
め
な

い
の
だ
か
ら
。

体
に
気
を
つ
け
て
。
マ
イ
ヤ

l
氏
に
よ
ろ
し
く
。
坊
や
に
キ
ス
を
。
お
父
さ
ん
は
す
ぐ
ま

た
帰
る
と
伝
え
て
く
れ
。
ぼ
く
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
家
う
ち
を
き
ち
ん
と
し
て
、
と

き
ど
き
ぽ
く
に
手
紙
を
お
く
れ
。

-1-

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

一
七
九
二
年
八
月
二
十
一
日

き
ょ
う
ぽ
く
は
、
か
わ
い
い
人
よ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
発
ち
、
マ
イ
ン
ツ
に
向
う
。
こ

れ
だ
け
は
君
に
言
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
ぼ
く
は
本
当
に
元
気
で
、
過
ぎ
る
く
ら
い
食

べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
て
い
る
、
と
。
し
か
し
、
も
し
ぼ
く
の
い
と
し
い
台
所
の
宝
さ
ん
が
食

事
の
し
た
く
を
し
て
く
れ
た
ら
、
も
っ
と
お
い
し
い
だ
ろ
う
。
贈
り
物
は
き
ょ
う
に
も
発
送

す
る
。
こ
の
手
紙
の
あ
と
長
く
せ
ず
し
て
届
く
だ
ろ
う
。
ぼ
く
は
、
小
ね
ず
み
に
な
っ
て
、
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発表した論文・著書及び講演題目

（自1986年 9月至1987年 9月）

論文題目又は著書名 著 者 発表した誌名 （巻号・年月）

Three Components at Feroelectric (T. Horiuchi) 

Phase Transition in Vinylidenefluor- (K. Matsushige) 

ide and Trifluoroethylene Copolymer T. Takemura 

(54mol % VDF) 

Rept. Progr. Polym. 昭和61年10月

Phys. Japan Vol. 29 

Study on Heterogeneous Structures in (S. Shichijyo) 

Pressure Densified PMMA by Laser (K. Matsushige) 

Rept. Progr. Polym. 

Phys. Japan Vol. 29 

／／／／  

Light Scattering T. Takemura 

High Temperature Ultrasonic (K. Matsushige), (H. Okabe), Rept. Progr. Polym. 刀 ll

Spectroscopic Measuring Cell Using (S. Taki), (S. Shichijyo), Phys. Japan Vol. 29 

PVDF Piezo・Filmand Polyimide Buf- T. Takemura 

fer Rod and its Application 

Effect of Radiation and Impurities on (T. Yamasita), (S. Shichijyo), Rept. Progr. Polym. 刀 M

Microscopic Deformation Process in (K. Matsushige), Phys. Japan Vol. 29 

Poly (methylmethacrylate) under Uni- T. Takemura 

axial Tensile Stress 

Application of X-ray Fourier Analysis (K. Tsuzukiyama), (T. Horiuchi), Rept. Progr. Polym. 刀刀

to the Deformation Process of (S. Shichijyo), (K. Matsushige), Phys. Japan Vol. 29 

Polymer Materials T. Takemura 

Piezoelectricity of VDF/TrFE (S. Nakashima), (S. Taki) Rept. Progr. Polym. 万万

Copolymer under High Pressure (K. Matsushige), T. Takemura Phys. Japan Vol. 29 

Pressure Effect on Dielectric Constant (E. Akashige), (S. Taki), Rept. Progr. Polym. ;; ;; 

of VDF /Tr FE Copolymer (T. Horiuchi), (K. Matsushige), Phys. Japan Vol. 29 

T. Takemura 

Effect of Pressure on the Charge- (S. Tsubakihara), (S. Shichijyo), Rept. Progr. Polym. 万 JJ

Transfer Complexes of Trinitrofluor- (S. Taki), (K. Matsushige), Phys. Japan Vol. 29 

enone and Poly-N-Vinylcarbazole T. Takemura 

Phase Transition of Dipalmitoyl Phos司（S. Utoh), 

phatidylcholine under High Pressure T. Takemura 

Rept. Progr. Polym. 

Phys. Japan Vol. 29 

／／／／  

III Studies on Chain Conformation by 

X-ray Scattering 

Pressure Effects on the Carrier (S. Tsubakihara), (S. Shichijyo), Jpn. J. Appl. Phys. 昭和61年10月

Mobility in Polycarbonate Doped with (S. Taki), (K. Matsushige), Vol. 25, No. 10 

Pyrazolines T. Takemura 
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高圧下におけるVDF/TrFE共重合体の （赤繁悦史），（滝 正三）
九大工学集報59巻 5号昭和61年10月

強誘電的相転移 （堀内俊寿），（松重和美）

竹村哲男

一軸応力下ポリメチルメタクリレイトの （山下友義），（七条 司郎） 九大工学集報59巻 6号昭和61年2月

微視的変形過程における放射線，不純物 （松重和美）， 竹村哲男

の影響

VDF/TrFE共重合体の強誘電的相転移 （赤繁悦史），（滝 正三）
九大工学集報60巻 2号昭和62年 3月

に対する圧力およびVDF分率の効果 （堀内俊寿）， 竹村哲男
（松下和美）

光ファイパーの光損失 竹村哲男 高分子加工36巻 3号 昭和62年 3月

プラスチック光ファイパーにおける光散 （山下友美），（七条 司郎） 九大工学集報60巻 3号昭和62年 6月

乱損失測定 竹村哲男，（松重和美）

Phase Transition of Lipid Multilamel- (S. Utoh), 

lar Aqueous Suspension under High T. Takemura 

Pressure IV Chain Packing Conforma-

tion of Dipalmitoylphospholipid in 

Temprerature Range between Pre-

and-Subtransition 

Jpn]. Appl. Phys. 昭和62年 6月

Vol. 26, No. 6 

爆発硬化した高マンガンオーステナイト 小田 明， 宮川英明 材料36巻401号

鋳鋼繰返し衝撃材の残留応力

昭和62年 2月
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The Influence of Tool Geometry on (A. Katsuki), (K. Sakuma) JSME International 昭和62年 7月

Axial Hole Deviation in Deep Dril- K. Taguchi , (H. Onikura) ] ournal. 1987. Vol. 

ling : Comparison of Single-and Malti・ （H.Akiyoshi), (Y. Nakamuta) 30, No. 265 

Edge Tools 

機械加工技術の高度化（産業基盤確立技 田口 紘一，（佐久間敬三） 中小企業事業団，中小昭和61年度版

術） 企業情報センター「先

一深穴加工における穴の曲りの防止一 端工業技術応用要覧」

（工業技術院試験研究

所・国公私立大学の研

究成果）

側壁をもっ非対移Jet流の順圧不安定 山下 巌，（竹松正樹） 九州大学応用力学研究昭和62年 1月

(II) 所，所報第63号
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Barotropic Instability of a Viscous I. Yamashita, 

Boundary Jet (M. Takematsu) 

日本海洋学会 投稿中

収束性を改善した固定ゲイン離散時間 川崎義則，（井上 昭） 計測自動制御学会論文昭和61年12月

MRACSのー設計法 （岩井善太），（得丸英勝） 集第22巻12号

リレー要素を用いるモデノレ規範形適応制 川崎義則，（井上 昭） 計測自動制御学会論文昭和62年 1月

御系のー設計法 （岩井善太） （園田秀二） 集第23巻 1号

（得丸英勝）

フォワード形コンパータにおける入力側 （二宮 保）， 中原正俊 電気学会論文誌D107 昭和62年 3月

への逆流雑音について （多島久順），（原田耕介） 巻 3号

直接熱分解マススペクトル法によるセグ 吉武紀道，（古川 睦久） 高分子論文集第44巻第昭和62年 3月

メンティドポリエーテルウレタン尿素の （横山 哲夫）

熱分解機構の研究

号
円
〈
U

Direct Pyroysis Mass Spectrometry of N. Yoshitake, (M. Furukawa) Polym. Deg. Stab. 1987年

Diphenyl Methyl Allophanate (T. Yokoyama) Vol. 18〔4〕 （昭和62年8月）

重質炭酸マンガンからのγ型CMDの合 （田辺伊佐雄）， 宮本信明 電気化学，第55巻 9号昭和62年 9月

成とその特性 I 重質炭酸マンガンから （永浦 亨），（林 範行）

のγ型CMDの合成

Dilute Solution Properties of Poly (4- (S. Arichi), (N. Sakamoto) 

hydroxystyrene) (M. Yoshida), S. Himuro 

Polym. Vol. 27 昭和61年11月

No. 11 

Surfactant-Selective Electrode based (N. Ishibashi), T. Masadome 

on Poly (Vinylchlovide) Membrane (T. Imato) 

Anal. Sci. Vol. 2 1986年10月

No.5 

Plasticized orthonitrophenyl octyl 

ether 

Surfactant-Selective Electrode based T. Masadome, (T. Imato) Anal. Sci. Vol. 3 1987年 3月

on Plasticized Poly (vinyl Chloride) (N. Ishibashi) No. 2 

membrane and its application 
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256 発表した論文・著者及び講演題目

主要駐屯地における平時の陸軍病院建築 新谷肇一，（青木正夫） 日本建築学会計画系論昭和62年 6月

の配置および平面構成について （篠原宏年） 文報告集第376号

明治期の陸軍病院建築に関する計画史的

研究 I

「属平矩形断面柱のねじれの渦励振」
（吉村 健），三宅昭春 第 9回風工学シンポジ 昭和61年12月

（平山智良），（赤松輝雄） ウム論文集

「一方向型吊屋根のフラッタに関する基 三宅昭春，（吉村 健） 日本建築学会構造系論昭和62年 5月

礎的研究 （森下正治），（園田東二） 文報告集第375号

一壁付吊屋根のフラッタの発生機構に

ついてーの質問に対する松本武雄氏へ

の回答」

居住地環境整備における住区基幹公園の （青木正夫），（河野泰治） 日本建築学会計画系論昭和61年 9月

整備水準と指標に関する研究 北岡敏郎，（中島 隆） 文報告集第367号

「長崎市東山手14番15番住宅複元調査報 宮本達夫，（土田充義） 長崎市教育委員会 昭和62年 3月

告書」（受託研究：「東山手洋風住宅 2棟

(14番15番住宅）の建築学的調査研究）

に基づく

剛体ーパネモデ／レ（RBSM）を用いた平 上原修一 構造工学における数値昭和62年 7月

面応力問題の弾性解析精度に関する検討 解析法シンポジウム論

文集第11巻

有明高専生の漢字習得と古典学習の定着 花田富二夫， 中村安生 高専教育第10号 昭和62年 2月

について -SP表を利用して一 久保田啓一

仮名草子年表一既調査分一（慶長一元禄 花田富二夫，（若木太一） 科研報告第 1報 昭和62年 2月

年間） （松原秀江）

「因縁集」の成立について 花田富二夫 江戸時代文学誌第 5号昭和62年 6月

「耳底記J輪読ト） 花田富二夫，黒髪古典研究会 国語国文学研究第23号昭和62年 9月

On W ordsworh’s Time-Consciousness 徳田 熊本大学英語英文学30 昭和62年 3月

Repetition and Distance 周年記念号

大田南畝と江戸歌壇 久保田啓一 「文学」 55巻 7号 昭和62年 7月

岩波書店

亜熱帯島艇の土地利用変遷と空間構造 中島洋典 沖縄地理：第 1号 昭和61年 9月

一沖縄島北部の事例分析 沖縄地理学会
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琉球弧西端与那国島の海岸段丘とその年 （木庭元晴），（貝柄 徹） 月刊地球： 93号 昭和62年 3月

代 （池谷元伺），（三木俊克） 海洋出版株式会社

(Pirazzoli, P. A.), 

中島洋典，（菅 浩伸）

（田村 誠）

高専における「倫理社会」教案作成の試み 亀石圭志 高専教育第10号 昭和62年2月

The Language of Mark Twain’s The 池田 茂 熊本大学英語英文学30 昭和62年 3月

Adventures of Tom Sawyer 周年記念号

注 ・氏名欄（ ）は学外者を示す

講 演 題 目 氏 名 発表した学会・講演会名 年・月

高圧下における脂質二分子膜の相転移現 （宇藤茂憲），竹村哲男 日本物理学会秋の分科昭和61年 9月

象凹 ~ド' 

VDF/TrFE共重合体の強誘電相転移に （深尾浩次），（堀内俊寿） ｝｝ JJ JI 

おける構造変化 （滝 正二），（松重和美）

竹村哲男

強誘電性高分子（VDF/TrFE）共重合体 （松重和美），（赤繁悦史） ｝｝ ／／ ／／ 

の構造と物性に対する圧力効果 （堀内俊寿），（滝 正二）

竹村哲男

超音波スペクトロスコピー装置による高 （松重和美），（阿部弘高） ／／ JJ ／／ 

分子液晶の相転移の観測 （滝 正二），（七条司郎）

竹村哲男

プリルアン散乱による高分子変形過程の （七条司郎），（松重和美） ／／ JJ ／／ 

研究 竹村哲男

高圧下におけるVDF/TrFE共重合体の （赤繁悦司），（中島 聡） 高分子討論会 昭和61年11月

強誘電的相転移の観測 （滝 正二），（堀内俊寿）

（松重和美），竹村哲男

高分子の光伝導性に対する圧力効果 （松重和美），（渡辺芳夫） ｝｝ JI ／／ 

（七条司郎），（椿原晋介）

竹村哲男

VDF/TrFE共重合体の強誘電相転移と （深尾浩次），（堀内俊寿） JJ )J )J 

構造変化 （滝 正二），（松重和美）

竹村哲男
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高圧下におけるVDF/TrFE共重合体の （赤繁悦司），（滝 正二） 応用物理学会九州支部昭和61年9月

強誘電的相転移に伴う誘電および結晶構 （堀内俊寿），（松重和美） 講演会

造の変化 竹村哲男

フッ素系高分子の電気物性 （中島 聡），（滝 正二） ／／ ｝｝ ll 

（堀内俊寿），（松重和美）

竹村哲男

高圧下における脂質二分子膜の相転移現 （宇藤茂憲）， 竹村哲男 ／／ ／／ JI 

象凹

光ファイパーにおける光散乱損失測定 （山下友義），（七条司郎） ／／ ／／ ／／ 

（松重和美），竹村哲男

VDF/TrFE共重合体の結晶構造 （堀内俊寿），（深尾浩次） ／／ JI JI 

（滝 正二），（松重和美）

竹村哲男

光ファイパーにおける光散乱損失測定 （山下友義），（七条司郎） 高分子会学年次大会 昭和62年 5月

（松重和美），竹村哲男

サプクーノレ液のプール核沸騰熱伝達（第 （藤田 恭伸），（大田 治彦） 第24回日本伝熱シンポ昭和62年 5月

二報） （日高澄具），庵原久夫 ジウム

深穴加工における穴の曲り一工具形状の （甲木 昭雄），（佐久間敬三） 昭和61年度日本機械学昭和61年11月

影響（一枚刃と複切れ刃）一 田口紘一，（鬼鞍宏猷） 会中国四国支部九州支

（秋吉久士），（中牟田康） 部大分地方講演会講演

論文集

Four-faced ( 2段平面）研削ドリルの切 田口紘一，（佐久間敬三） 昭和61年度精密工学会昭和61年11月

削性能 福岡地方講演会講演論

文集

等位相新刃形エンドミルの開発 （榊原昭二），（仙波卓弥） 昭和61年度日本機械学昭和62年 3月

（佐久間敬三）， 田口紘一 会九州支部学生会卒業

研究発表会講演論文集

偏心によるエンドミル加工面の形状誤差 （城川 善行），（西村浩之） ／／ ／／ ｝｝ 

（仙波卓弥），（佐久間敬三）

田口紘一

チゼルLスポイント穴加工工具の切削性 田口紘一，（佐久間敬三） 日本機械学会講演論文 JI JI 

ム目RE （仙波卓弥） 集No.878-1（九州支部第

40期総会講演会）
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リレー方式の外乱ロバストなモデル規範 （井上 昭），川崎義則 第 7回適応制御シンポ 昭和62年 2月

形適応制御系の一設計法 （岩井善太），（得丸英勝） ジウム

温 ・熱間鍛造における接触熱抵抗の評価 （済木 弘行）， 南 明宏 塑性加工春季講演会 昭和62年 5月

法 （孟 永鋼）

多重帰還制御による昇降圧形コンパータ （二宮 保）， 中原正俊 計測自動制御学会九州 昭和61年12月

の安定化について （原田耕介） 支部大会予稿集No.311

多重帰還制御による昇降圧形コンパータ （二宮 保）， 中原正俊 電子情報通信学会技術昭和62年 2月

の安定性改善について （原田耕介） 研究報告PE8652 

多重帰還制御による昇降圧形コンパータ （二宮 保）， 中原正俊 電子情報通信学会総合昭和62年 3月

の安定性について （原田耕介） 全国大会予稿集

多重帰還制御によるスイッチング電源の （二宮 保）， 中原正俊 第26回計測自動制御学昭和62年 7月

動特性改善について （原田耕介） 会学術講演集JS453 

γタイプCMDの合成とその放電特性 宮本信明，（田辺伊佐雄） 第27回電池討論会要旨 昭和61年11月

集

γ型CMD合成時の粒度と物理化学特性 （田辺伊佐雄）， 宮本信明 電気化学協会第53回大昭和62年 4月

の調整 （永浦 亨），（林 範行） 会講演要旨集

窒素雰囲気からのEMD合成 （栗本 浩），（野口英行） 第24固化学関連支部合昭和62年 7月

宮本信明，（小沢昭称） 同九州大会要旨集

(K. ホルツライトナー）

（芳尾真幸）

0－ニトロフェニルオクチノレエーテルで 正留 隆，（今任稔彦） 日本化学会第52秋季大昭和61年10月

可朔化したPVC膨型界面活性剤イオン （石橋信彦） iヨ』ミ

電極とその高速液体クロストグラフ検出

器への応用

オルトニトロフェニルオクチルエーテ／レ 正留 隆，（今任稔彦） 化学関連支部合同九州 昭和62年 7月

で可朔化したPVC膜を感応膜とするテ （石橋信彦） 大会

トラフェニノレホウ酸イオン電極の試作と

その応用

すみ肉溶接継ぎ手の曲げ疲労き裂の発 （三井宣之），（西谷 一盛） 日本建築学会大会学術昭和62年10月

生・進展に及ぽす板厚の影響 原田克身 講演梗概集

すみ肉溶接継ぎ手の曲げ疲労に及ぽす残 （三井宣之），（黒羽啓明） 日本建築学会中国・九昭和62年 3月

留応力の影響（2) （西谷一盛），原田克身 州支部研究報告第 7号

扇平構造断面柱と吊屋根の渦励振特性に 三宅昭春，（吉村 健） JJ JJ JJ 

ついて
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膜構造のフラッタ

扇平構造断面柱のねじれの渦励振

剛体ーパネモデル（RBSM）法による弾

性解析の精度に関する研究

啓蒙主義のヨーロッパにおけるオースト

リア

大田南畝と江戸歌壇

発表した論文・著者及び講演題目

三宅昭春，（吉村 健） 土木学会西部支部研究昭和62年 3月

（平山智良），（比嘉 智） 発表会講演概要集

（吉村 健），（赤松輝雄）

（屋嘉克則），（衛藤智徳）

三宅昭春

上原修一

丹後杏ー

久保田啓一

// // // 

日本建築学会研究報告 昭和62年 3月

中国・九州支部第 7

号・ 1構造系

広島史学研究会大会 昭和61年10月

九州大学国語国文学会昭和62年 6月

注・氏名欄（ ）は学外者を示す
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